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ビタミン・E定量法の改良 1

ビタミンE定量法の改良

小川俊太郎 太幡　利　一

Some　Improvements　on　the　Dete㎜ination　of　Vitamin　E．

　　　　　Shuntar6ρGAwA　an：d　Toshikazu　TムBATA

　著者等は従来のビタミンE定量洗を種々検討し若干の改良すべき点を一認めたので，その改良法を示すと共に著者

等の考案した定量法の実用性に就いて報告する．

　llビタミンEの吸牧スペ”トルについて　　Eのナルコール溶液に於ける極大波長は289mμにある5）6吸光係

数の極めて小さい物質であるので，純粋か又は相当濃度ゐ高い物質た於ては測定し得るが，粧物油中にはE以外に

ステリン，植物色素，カロチン及びE酸化物等々混在し，特にE酸化物は276血μ附近で比較的大きな吸光係数

を示すヒノン様の物質である・為に，298mμの測定値の見かけの値を高くし非常に不整な吸収四線を与える．
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れがヒノン性物質である事を確認する為に次の実験を試みた．即ちこれ等の油分に燐酸0．04％．程度を添加してビタ

ミンA酸化防止能力試験6）を行った結果明らかにヒノン特有の防止能力が現れる事を知った．又この物質が油脂の

酸化を人工的に行った場合も同じく吸収スペクトル上に現れ，分子蒸溜に」：つて130～ユ50。C附近に溜出の亟大部が

存在する事も認めたので恐らぐ弐の如き型を取るものと考えられる7）8）．
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徳生試．験所報告 No．69

　　Eはビハンんより1按定であるが・やはり酸素及紫撒による分解を受け易し，のですぺて試料は不活性ガス気

洗巾で取扱う．即ち酸化により吸収スペクトルに大きな影響を及ぼす．

　　2．α・α’Di1，yridy1による呈色：反応（Emmerie－Enge1法）1P）　’ビタミンEによって塩化第2こ口鼠元

　し，第1鉄イオンが生じ，これを，a」α’Dipyridy1によって比色定量田来る．（o・Phenanthrolinも亦¢・α’・Dipy・

　ridy1同様色調の化合物を生ずる）本法ほ迅速で且塩化金による電圧滴定洪1）鳴）に比し簡単で極く少量のEの定母も

　可能である．《γPhcnathrolinは第1鉄イオンとDipアridy1で生ずる赤色よりは囲い色を生ずるがこの色の濃度は第

　1鉄イオンとEの濃度に正確には比例しないから，・Dipyridy1が蟹ばれた．塩化鉄のEによる還元はα・α’Dipy・

，ridy1・EtOH濯液の存在の為迅速且完全に行われる．即ち塩化第2鉄の還元によって生ずる第1鉄イオンは直ち

　にα・α’・DiP／ridy1と結合して安定な色素となる．

　　・カロチンは，塩化鉄によって無色の化合物に酸化されるがDipyridy1が存在しなければ不完全な酸化な受ける，

　DipyridyIの存在に於てEの1mo1は塩化第1鉄・2mo1と反応する．

　　天然贔の場合は油分を鹸化処理することなしに行う事が出来るが，三男化物に就て測定した方が良い．それほ天然

　油脂の色素ポカ”チンの定量を妨害する為で特に大豆油，菜種油，大麦胚子油，小麦胚子油，糠油等色が労いものは

　鹸化処理した後にカロチン：肚を測定し表よリカロチンの盲還元分を補正する．

　　反応ぽエタノール溶液で行われるが，ζの際20％までのベンゾール，石油エーテル，ベンヂンの存在は比色に影

　回しないが，永，エーテル，クロロホルムの存在はそれが2～3％であっても比色を妨寄する．

　　比色の最低限はEの0．01mg，最適限界は0．1～0．4mgのEがあるときである．

　　試薬　　精製純エダノ門ル：局方純アルコールを塩化カルシウム管を附した還洗冷却器付コルペン中に苛性カリ

　（2．51100量）と共に水浴上で8時聞煮沸し然る後に粒状3くは線状金属アルミ昌ウムを添加して発生する水素気流中

　で分溜し初溜（10％）肥後溜（10％）を除去する．　　　　　、

　　過クロール鉄溶液＝無水結晶性過クロール鉄を各々0．1g宛乾燥門中で小アムプルに封入し用に臨んで1吻ムプ

　ルを粕製純エタノ｝ル50ccに溶解する．・

　　（註：毎日新製し，溶液ほ湿気を断って保存する．）

　　α・α’Dipッridy1溶液：0．1g宛をアムプル中に翁回し用に臨んで精製下層タノール20　cc中に縮解する．濃厚溶液

　（5％）として保存する場合1ケ月間は安定である．

　　鹸化用10N．苛性カリ溶液：苛性カリ60gを秤附して永を加えて全容を100　ccとする．　gの液2ccを純メタ

　ノール8ccで稀釈し2Nメタノ」ル性カリ溶液として使用する．

　　鹸化用メタノール：純メタノールを使用する．

　　鹸化用干一テル：帰三一テルを5％硫酸第1鉄で灘し洗液が曜ンカリ溶液を赤卜しなくなるまで雌し

　て脱水芒硝で脱水蒸溜して保存する，

　　クロマト用アルミナ：硝酸（d盟1．4）に金風フルミニウムを加え，徐々に加熱｛慮過し，3N・A1（NO3）3となるま

　’で水で稀釈してこれに約20％苛性ソーダ溶液を加えてpH　7．0で水酸化アルミニウムを沈澱させる．これを温湯

　で数回二二し，初め1αD℃で弐に電気炉で400℃4時聞焼成する．然る後に蒸溜水を入れ擁押し暫時静置し乳濁

　液を傾潟し叉蒸溜水を加えて同様に繰返すこと数回して更に電気炉400。Cで1時間燥焼したものをデシケーター

　．中に保存する．

　　クロマト用石油エーテル：日本石油製石油エーテルを再蒸溜して使用する．

　　クロマト用ベンゾール：市販ベンゾールを濃硫酸で2回下灘し，zk洗，塩化カルシウムで脱水蒸溜し初溜10％

　を除虫する．

心隔油及分子蒸二二溜分申のEの定量法　　油の鹸化：1g中E2mg以上を含有する油は鹸化の必要を認め

ない．5gの油を10　ccの2Nメタノール性肉リ溶液で窒素気流中に10分間煮沸し，15　ccのメタノ陰々及び40　cc

の水を加え，各50ccの二一テルで3回抽出する．エーテル溶液はゆるやかに2回水洗し，　N／2苛1性ヵり液で洗源

し，石鹸分を除去し洗液沁＝中性を呈するまで水洗を繰返す．抽出液は薄い（1～2cm）塩化カルシウム層を通過させ

て，水浴上に乾燥炭酸ガス気洗中で蒸発させた後，純エタノ「ルで適量に稀釈する．
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　呈色及び測光：上に得た溶液1cc（V．E　O．1～0，4mg含有）を25　ccメスシリンダー申にメスピペットで弓取し

これに0．2％塩化第2鉄溶液を力鮫．混合した後，0．5％α・α’一Dipyridy1溶液を加えて。．2％塩化第2鉄溶液を使

用し：全容を25ccとする．（註・ζ：の時純エタノ学〃を使用するとその中にアルデヒド又は水分が混在するため呈色

は著しぐ減ずる事がある）こエに呈色するFe－Dipyridylの赤色を15分後にプルフリッヒ光度計でS50フヰルタ

ー，液層1cmで測定ナる．［註・湿度が高い時は呈色液が濁る事があるが，濾紙で濾過すると濾紙中に吸着されて

しまうから硝子濾斗を使用しなければならない」塩化第2鉄弓とα・α’・Dipyridy1で対照液を作り光度計の他の側に

入れる．．第3図は、Eの標準曲線である．．

E．，　　　第3図E・E・．法．’　．　．　　第4図
．LO

0．5

Ex．

1．0

0．5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．覧JJ］日い↓』一←匙一
　　　　　100　　　　200　　　　300　　　　400　　　　500γ　　　　　　　　　　　50　　　　　100　　　　150　　　　200　　　250γ

　　　　　　　反応液25cc申のトコフェロール　　　　　　　　　反応液25㏄申のβカロチン

　吸着操作：以上の如く操作して牢社彦た場倉カロチンも亦塩化第2欽と反応すうので濃厚に存在する場合は．ヵロ

チ魂を測定して第咽より加チン回る盲畢徽じなけれ徽らな畔・・う耀欝喋験昧結果よ拷察
すれば力戸チンを除去してもまだFufter・Meyer法．（後出）より高い値を示すのでE即mer三e・Enge1等㊧使用レた

’Floridih・X3Erde．の代りに合成アルミナ（試薬の項参照）タ用し1て混在すう潭元性物質を除去ナる嘉を得た・

　以下ゐ如く．操作して還元性物質を除いた後の測定値は恥rter・Meγer法｝こよく一致し牟2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5図
　　　　　　溜出量　　　　．　　E，E．法

　　　　　　　（mg）・一如セト三三　　　　　　’　‘
　　　　　　　　　　’　　　　F、M、法
　　　　　　　　50

40幽

30

20

10

100　　120　　140「　160　．180　　200’　220．．240　1260　　280　　300．・C

　　　　　　大葺油トコフェロール諮り，ミネーシ冠ン市一フ．

一
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　即も野洲管は内径0．7cm長さ20　cmで石油エーテルを飽和させたアルミナ（吸着層5cm）を入れ不鹸化物の石

油エーテル溶液を上から加えて吸引を行う．吸引瓶は水洗ポンプで吸引し石油エーテルが1分間25～30滴（約1cc

となる様に調節する．石油エーテル溶液を上から加え更に石油エーテルで数回流下させてもカロチン及び誼物色素類

ぽ殆んど下降しない．故にEほ吸着されることなしに石油土一テル溶液層に来る．『

　かくして傳た石油エーテル溶液を水浴上で乾燥炭酸ガス気洗中に蒸発させた後純エタノールに溶か・し常法に従い呈

色きせる．

　上詑の吸着操作を用いて大豆油の分子蒸溜々分及び米糠，大豆並びに綿実油巾にEと共存する還元性物質を分離

したところ第5図及び第1表に示す如き丁丁を得た．但し菜樋や椿の油中には存在じない，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　表

面宏一～墜」従来の臓「吸融行う撚
糠の　全油 1．2mg／9 0．7mg！9

：大豆の全油 0．7　〃 0．19　〃

綿実油の不出化物 　　　　，O．91　〃 0．67　〃

　　　3，硝酸々化による呈色笈応（Furter・ハleyer法）1）4）　ビタミンEは熱品濃石B酸によって酸化されて比較的

　　安定ぬ燈茨色（漏αz，ca　470　mμ）の色素を生ずる，

　　　Furtcr等ぽこの色心がEが硝酸により酸化分解きれる中間物Tocophery1・qu…nonと硝酸とのOxonium塩様の

　　化合物であるという．本法の特色はEに撲択酌に反応し，E酸化物や共存する物質の多ぐは費色となり，βカロチ

　　ンも硝酸によって淡黄色となるので良質な単色フィルターを使用すれぽ測定の妨皆は来さない．

　　　Emmerie氾ngeI法1よ一一定濃度の塩化第2鉄の黄色の存在のためデュボスクの比色計を使用する窺が山来ないが，

　　本決では標準色としてはメナディオン（をタミンK3）の再結晶したもの（純度99％以上）をアルカリ処理して生

　　ずる…呈色を利用し比色出来る．

　　　試　薬　　0．1％純メナディオン・エタノール溶：液　　　　65％純硝酸：試薬用一級品

　　N／2エタノール性カリ溶液：Emmerie・Enge1法参照　精製純エタノール：同左

　　純ア・ヒトン（無水）：試薬用一級アセトンを塩化カルシウムで脱水し再蒸溜する．

　　　壷掘の呈色　　検油0．6g以下（ビタミジEO．3mg以．ヒを含有する）を内容25～50ccの共栓鰍化コルペンにとり，

　　純エタノール5ccを加えて5分聞水浴上に加温しつエ充分に振乱し溶解する．温感純硝酸1ccを加え再び振面し

　　つエ5分間沸騰させて放冷ナる．油の訴出した上清のアルコール溶液を10ccメスシリンダー中に龍過し［註：完

　　全に冷時に行わないと潴液が乳状に白濁する．2，潴液が白濁した場合は灘過を繰返す．湿紙ほ宏置認紙の比較約口

　　の細かいものを出来るだけ小さくして使用する］エタノールを加えて全容を6cc’とする．油分は同一濾紙を用い他

’　の10ccメスシリンダー中に容器を熱アセトン1ccで3回洗い込み全容を6ccとする．この際冷アセトンを使刑

　　す’ると漉分の塊ほ溶解しない．　　　　　　　　　　　　　　　．二

　　　．測定は反応を始めてから15分～20分後が安定であるから，プルフリッヒ光慶計，フィルターS47を使用し，吸

　　光度㌍求める．エタノール溶液，アセトン溶液の：E値を和し第6図よりビ女ミンE澱を換算する．

　　　デュボスクの比色計を使用して測定する場合はメナディオンの純度の判明してみるものを精密に秤取し，エタノー

　　ル溶液として1cc　r111mg純メナディオンを含有する様にする．この1ccをN12エタノール性カリ液21ccでア

　　セチルコルペン中で2分間水浴上に撤沸させて呈色せしめた液を第6図；第7図より試験液と比較して換算し得

　　る．この標準呈色液とトコフェリールキノンの硝酸オキゾニウムとの吸収スペクトルを比較すると，第8図の如く殆

　　んど一致するので比色が容易であるが470mμ附近にMaxを有するフィルターを自製［このフィルターはローズベ

　　ヒガル又はエリスロシンとマラカイトグリーンを適当な割合にとかした液をゼラチン硝子上に染色して作る】して比

　　色白め飼眼レンズにつければ更に正確に行える，

　　　4，E・E法及びF面1法の測定値の比狡　　著者等の扱遊操作を加えたEmmerie・Engel法及びFurtcr・Meyer

　　法の測定値は第5図に示す如く分子蒸溜して濃縮されたものについては，非常によく一致するが，原料油に就ては，

A
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全一の場合も不鹸化物の場合もその差が著しい．E・E法の方が低い値を示す事が多い（第2表）．

　この原因は不明であるが，Emmer董e等もEの酸化物中に硝酸で酸化され赤色を呈するものがあるといっている．・

　弐に著者等が二物油の解析蒸溜々分に就て両法により行ったEの定量成績を掲げる．畠中測定偉の1つしかない

もの唖法による値の一致した場合である（第3表～第7表）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　2　表

＼
試料

糠

大麦胚子油

：大　豆

一　　　方　法

ｼ F．M．法 E．E．法

油
全　測　a・・m・1・la・・m・／・

冒’

P磁化刎　…3〃　1α・・〃

子油
全　測1’α93〃　1・・65〃
禰化剃』…7〃　1・・42〃「

油
全　測　・…〃　1α・9〃
不二働ta・3〃　ta・gr〃

第3表大麦胚子油の分子蒸溜（原油1kg東芝）

o

Fr 蒸溜温度。C 収　　　量
@9　　、％

　　ビタミンE収量
高〟^9　総mg　’％

酸　度 鹸化数 ヨード数

1～2 ～110 ・…1…51…7 1．50 0．1　　　198i 199 92

3 ～120 ・…1・．・5
0．02 5．53 0．3　　　191 190 91

4 ～130 …71…7 0．39 12．00 0．8 185 198 94

5 ～140 ・…1・．45 0．28 13．50 0．9 167 199 100

6 ～150 77．7 7．77 0．34 19．51 1．3 157 190 115

7 ～160 87．4 8．74 0．37 28．50 1．9 87．5 189 117

～170 8．62 0．43 34．48 2．3 60．3 182 118

9 ～180

86．2

T3．6 5．36 0．86 44．00 2．9
一　　35，1

176 119

10 ヶ190 38．6 3．86
・1．34

51．10 3．4 16．3 173 119

11 ～200 20．6 ．　2．06 3．60 70．30 4．7
　　　L

P0．2 170 113

12 ～210 11．0 1．10 10．20 112140 7．5 9．7 158． 110

一　　．

@　13 ～220 7．1 0．71 22．70 159．00 10．6 9．2 130 109

14 ～240 8．7 0．87 53．33 465．00 31．0 8．4 135 108

15 ～260 ユ4．1 1．41 24．60 332．80 22．2“ 4．4 179 107・

16 ～280 18．4 1．84 8．33 151．40 10．1 4．1 187 103

17～18 ～320 122．2 12．22 0．00 0．20 0．0 2．2 186
　　　　　≒

P01

Res 336．2 33．62 0．00 0．00． o・Qご 0．3 190 107
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第嫌大動の分子潮｛E翼7由2729’C．Y．O．549）3263・工大｝、

セビ 1溜出温度。c ’高田量（9）（％） 色 ’E・：E滲総量 F．M法総量 EIF土（％）

1 100～110 3．3 1ユ 白　固 3．46 3．26

2 120～130 5．5 1．7 工費 4．24 4．13

　十6．〇
黶D曹　，　，　　．　　「「　　一　一　　一　　　　．

@十3．0
黶@｝　　｝辱　　　　　一　一π　　匿　　一

@十3．03 ユ40～150 6．6 2．1 〃 10．23 9．90

4 160～170 5．0 1．5 〃 14．60 』加i’・・⑩

5 180～190
，　　　「

@　4．5
i．4 〃 19．80

　　　　一　．　一

@18．68
V　■　　一　　一一一－一　・　「　匿　噺

@30．10

　　～一一　一一「

@十6．5
鼈黶D　一　「．　　一　一　鳳　一　一一　一　　一

@十5．56 200～210 4．6 i．4 黄 31．70

7 220～230
6　．

@4．7 1．59 澄費 46．50 42．30 十9．5

8 240～250 5．1 ．1．6 燈 34．80 32．40． 十7。0

9 　　　、噛Q60～270 6．3 i．9
淡燈 32．90 31．50 十4．6

@一　　一　．　　｝　　　7　　　　　．　，

10 280～290 10．8 3．3 淡燈黄 30．30 30．20 十1．5

総計 56．4t・7・・i－1223・g1216・・レー

第5表　菜種油の分子蒸溜（原油650g・東芝）

　rer； 1㎜度㏄） 溜出：肚（窟） ％、 サイクル
@回数 1二二 F・M・法mg／9

・● P　・8・ ・1・・飢1・・創・
　2’
黶@－　　　一　　層」　．　　　　■　L　　　一　　　．噌

@3幽

240

3．02

R．24陶

0．46

O．50 1 ・・⑳　1・嘱

270 48．45 7．45 3 8．50 1・茄
・1　〃’ 36．40 5．60 1 ・．2・1・．お

第6表米穣油の分子蒸溜（原油1kg酸度34．79，鹸化数184．7，ヨ鯛ド数102，9策芝）
o

、

Fr

1

2

溜出温度
　（。C、

3’

4，

5’

61

7、

8’

9

130

140

150

1診0，

280

295

305

315

325

1溜出量（％）
　　　・
　1．87

　9．24
幽　D

　4．ユ3

　2．041

　2．22

　7．87

　．8．95，

　7．33

　9．24

酸　　　．度，　　　鹸　イヒ　数

ユ0

168。4”

184．91

177．7

136．7

149．85

8．11

3．98，

3．66

2．61

330

、197。9

・ユ99．7’　・

，191．6

160．6

138．9

・・．・［・剥

172．1

180．3

181．2

183．5

186．9

ヨード数
E・E・法
mg！9

96．9 0．30，

ユ00．7 1，302

111．61 4，10，

119．8 11．20

ユ11．6 21．00

ユ03．4 2．35

102．9 0，60、

102．7’ 0・00，

ユ02．3

102。6

　F・M・法・

　mg／9

　　0。00

　　ユ，0

・　3．6

　30・99

　　19．40

　　2，15

　　0，50

　　0．00
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第7表　菜種油の分子蒸溜　（原油1kg東芝）

Fr 溜出温摩℃ 収量（9） （％） E・E・奉（総mg） F・M・法（総mg）

1 ・6・1　…9 1．19 0．70 0．60

2 ・8・1　… 0．38 3．43 3．42

3 200 1 …1　・… 5．70 5．74

4 220 1 ・・51　・・45 56．35 ・　56．30

ら　　5． …　1・　…1 0．12 32．30 32．20一

6 260
『　．　　　四　・　　一　｝　　　　　　　一　　．

@　　　　　　3．6 ・1　・… 36．53 　　　　脚R6．00

7 280 …1　・．76 16．13 15．96

8 300 12．6 1．22 12．26　． 12．20

9． 320 30．6 3．06 0 0

10 320 45．1 4．51 0 0

．　11 320 1簸測・ず 1　・ ●　　　0

第　6図
F．M．法
　　　S47

1．5

1．0

0．5

1．0 0．5

　　　　　S，47

．第7図E値
　F．M．法
　　　　　　0．7

0．6

0，5

0，4

0．3

0．2

0．1

’

　　　　　反応液1cc申のトゴラェ”噸々狐9数　　　　　　0．5’　　1．0　　15㎎　一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1㌔　　　　　　K3（EのH　20cc十二O　NピKOH　lc6溶液）2分間煮沸、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　ヤ　　　　　　　　　　1

　5．ビタミン．Aに封ずる酸iヒ防止能を利用するEの定量法　　E，天然油中の自然防酸化成分及びハイドロキ

ノン等合成防酸化剤の晶定量が一定量のAに対する二酸化能は常温に於げる限り全く同程度であって区別し難いが

80。以上の高温，』並びに高湿の条件下にあってぽ，Eを除く他の防酸化剤は署しく失効する．例えば第8表に1示す

如くに，高温であればたとえ乾燥気町であってもすでに幾分E洋他のものに優る成績が現わえら之に湿度の影響が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！．加わると，第9表に見る様にE以外のものの効力は著減してしまう．この場合一一定量のAに：対するEの三酸化　ヂ

能は一定の範囲内に於て添加E量に比例し，Eを添加レた試料と添加せぬ試料の内に於けるビタミンAの完全酸

化に至る迄の時間（1時間単位）を以て表わすことが出来る．一例を示すと第9図の如き曲線を得る．本図に於て

縦軸｝蝋榊りAに対するEの量比（mg単位）・横隔Aの完全酸化｝こ至る迄の時間で，量比と酸化時間証

比例するのは一定の至適限界に於てである．但し，この曲腺にほ再現性ぶないので，定量の都度含量既知のE標準

液を保って計量曲線を画かねばならない・　　　　　．　．　」　　　　　　　　　　　，　　　　’1



．8 衡生試．験所報告

　第8表（乾燥気中）

No，69

試　料　名
試料のVE含：猛
　　（mg／9） 添加量E量として 　　酸化防1h能力40。C恒温器中80。C恒温器中

ろ蒔　　種　　油 20．0 1mg ユ0．4　’

〃
P　　　7．8大　　豆，　油　　　．　　．．r．．　　　山　　一　一一　　一．　一一一　一　　　　　　　　一　「　　一米　　・．糠　　油

　　19。2
v　　　　r　　．　一P　一　　　．　　・．－一一　．．　　　　　．．一　一　　　π　　　，

@　19．4

　　　7．3

@　　6．2
黶@　　　　　．　　　　L　　．　　．　　L　．　一　．　　　　　　　　　　　　　　一　　丁　　　　　　　．　．　　　　一

@　　6。0
@　．　　　　■　一　　　　　「　．　　，　　．　　　　　一・　．　　　　　　r

@　　5．1
@．　　一　幽　　一

@　　4．4

7．0

50．0

　〃
D　　　一　　．　　　　　．　　一　一　　一　　一　　　「　　一　　　．　　｝　「　　　　｝　　　｝　　一　　　　　　　　　」　　．　．

@〃
6．8　・大麦胚子油（1）

P．大変胚子油（2） 23．0 @　　〃
@　　　　．　　一　一　一

6．0

ハイドロヤノン
Y　　　　　加

ハイドロキノン、

@　0．2mg
6．9 2．1

対　　照　　液 0 1．0

「　　　｝

@　　LO，
．　第9衷　　（湿潤気中）（E添カロ五ヒ第8表に同じ）

　　　　　　　1　　　　409C恒1温恭
增@　類i湿度・・％【全…％・

　　80℃里’温審
ﾚ・％　卜全…％

藁　種　油1 7．3 7．2

@一　　　　一　　一　　　一　　一　　・　　．　一　　一　　L　．　．

…4　1　・…
1．0 1．0　． 1．0

．　　．一　　　　．　L　L　．　　．　■　一　　一　　匿　L　　『　　　内　　　一　　一　」

@1．0　対　　　　　照
ﾂマイ下賜ワシ（添加）｝
@　　（0．2mg）

．　．　一　　．　■　一　　一　－　　7　　　憎

@　6。9 4．1 2．1 1．0

　試薬及主要なる器具　　精工ベンゾール：EmmerieくEnge1法参照・

　三塩化アンチモン試薬：三塩！ピアンチモン309’をクロロフォルム100cc中に溶解する・

、ビノミンA油：1～3万LU．の肝油の新に分子蒸溜し230℃前後の溜分か13くは同上肝油を鹸化処理して傳

た訓話化物を使用する．

　潴紙片：東洋龍紙No．23くぼそれと同質の濾紙を巾ユ0～15　cm畏さ50　cm内外の常状に断り，縦を30等分し

横は6～9二分して，使用する．（第10図）
　注射筒：ユ～2ccの比較的容量目盛の正確なツベルクリン用注射筒を使用する．

面膿：温度調節2腋有する内容30×30×30cm程度の電熱乾燥器烈よ高高器・

　　　　第8図　　　　　 第9図　　　　　　 第10図
1：ll　w単磁謄蝋防止能ワミ謄止能力
1．1

1，0

0．9．

0」8

0．7

0．6．

0．5

0．4

0．3

0．2

0。1

　　　　　　　　　VA
　　　①
　　　K8にmgin6ccD　　　5
　　　　〔KOH　EtOHso1」
一・一・’… A　　　　　　ユO
　　　E〔3．63mgin6cc）
　　　　lHNO3耳【OHso1．、20．

　　　　　　　　　　40

　　　　　　　　　　60

　　　　　　　　　　80

　　　　　　　　　ユ00

　　　　（D　　　　1．000

　　　　②

　　ロ　　434750535761　66　72

oo

←＿至適限界

～o

◎

987654321
●　　　●　　　．　　　．　　　．　　9　　　，　　　0　　●　層

1

＝

　　　　　　●　　　　　o　　　　．E　　　　9　　　　■　　　　o　　　　．
3

．、・一　●．’、’　’　”
45

1　　2　　　3　　　4
　　　　　80℃（湿）

　　　　　　上のNo．は賦料の種類及び濃
5　6（時間）一回のNo．は単位il讐間を紀入
　　　　　　する右のNo．毎に切断してカ
　　　　　　ールプライス反応を行ふ

女料及び嫁錐液の胸製二試料及標準ビ女『ミンEのべγゾrル稀釈液（1cc中ビタミンEO・1mg以上含有）を

・痴入油蜘の幅分・・相当÷蝉貯蔵欝絡・・・・・・・・・・…μち騨ビ…Eぼ



ビタミンE定量：法の改良 9

　　0．15皿g．0．3mg．0．6mgとなる様にピペットを用いて添加し，ベンゾールを加へて全容10　ccとする；故に，．こ

　　のベンゾール溶液1cc申｝こはビタミンAが10，0001む．含有されてみる．

．　　別に試料を添加せず同量のビタミンAをベンゾール10ccに稀釈した液を対照液として使用する．

　　　測定：上に調製した対照液，試料及び標準液を各々注射筒にとり，第ユ0図に示す様に，一各検体毎に夫々縦に一で

　　列に同容量を滴下し，濾紙上に展ろげる．先づ40。C乾燥恒温器中に保存し．各々一定蒋間（30－4涛聞）毎に一片

　　宛を切断し，三塩化アンチモン試薬を点滴して，その呈色の紫野及赤変ずる雪質を求める．［註：安定剤の種類によ　　。

　　つては赤変ずる点が求めにくい場合が多いので，紫変ずる点も考慮に入れた．例へば可変から赤変までの時間は30

　　分から数時間に及ぶ］この両者の平均をとり酸化防止時聞とする．

　　　第8表の数値は還元性物質0の場合の時間を1．0とした場合の各油脂中に含まれる酸化防止成分の酸化防止時

　　聞比である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　同時に同条件で行った標準ビタミンEの示す酸化防止時聞より，第9図の蜘き曲線を画き，これと対照して検体

　　の示した酸化防止時聞よりその中のビタミンE量を知ることが出来る．

　　　同様にして80。C恒温器（高湿）中に保存し各々一一定時聞1（15分）毎に，似下同様躁作を行ってその酸化防止時

　　間を求め，ビタミンE量に換算する（第8表）．

　　　この両者の測定値の差が油脂に含まれるE以外の還元性物質によるものであるr．　　，　　．

　　　即ち第10表は不鹸化油についてElnmerie・Engel法，　Furte炉M6yer法と：本法との比較値である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10表

種　　　　　獺 E・E・注 F・M・法 本法40。C恒
ｷ器中（乾）

80．C恒温語中　　（湿）・

・茶種油1溜分［…5m・ 20，0mg 20．7mg
　　　　、　　　　　L■

P9・5mg．

大　豆　油　溜　分　　　21．5mg
一　　　　　．　　一　　．　一　　．　一　　　　　　　　　　　　　『　一　　　　一　｝　一　　　．　　冒　皿　一

19．2mg 22．Omg

　　，　　　一　一　、　一　皿　　　　｝　－

D18．7mg・

ビタミンE不含精製大豆油十ハイドロキノン
｝　　一　一　　　・　　　．　　20．3mg

0．Omg ’21．Omg 0．Omg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　（1）　Emmer三e。Engel法では

　a）呈色液の稀釈に純エタノールを使用するとアルデヒド，．ワk分共の他の原因から呈色度が著しぐ減退するので

pHの影響と考へ［註：Fe　Dipyridy1の呈色は適当な酸濃度（0．2n以下）に於て安定である］0．2％塩化第2鉄

エタノール溶液を稀釈剤とした所この旧故を除去し得た．

　b）湿度の高い時期には液が濁るので全く無水の状態で処理を行い，この事故も防止し得た．

　c）　カロチンによる影響よりも還元性物質による誤差の方が大であるのでこれを除去する為アルミナ吸着を行い，

所期の結果を得た．［註：Emmerie等がFloridin・XS・Erdeで除去しようと試みたのはビタミンA及カロチノイド

であるコ．

　（2）Furter・Meyer法では　　”　　　　　』』　　　　　　　　　　　　　　　　』一　　『　’「

・）ビ・羽k酬いるデ露・ク比色計用隣判型螺昧♂∫　”
　（3）酸化防止能を利硝する新定量法を提窯した．（1）及び⑫）の改良法と本法との間に誤差を余り認めないあで

この新定量法は充分に使用し得ると確信する．　　　　　　　　　　　　　　（昭和・加年5月）

　以上の実験に当り，試料の一部を提供された大木製薬及が赫兼水産工業，解析蒸溜に当られた東芝鶴見研究所中島，

小赫両氏及東京憤慨桜井門下の御協力に対し感謝する．一　　　　　　　　1　　髄　．∴　．’』　　　』　　∵

　本研究の一部は文部省科学研究費に仰ぎこの結果の一部は脂溶性ビタミン委員会雪避手蒸溜同妊会（昭和25年）

の席上発表した．”　　　　　』’　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献

　1）　F．Gstimer：Chemisch・Physikalische’Vita血in・Bestimm皿gs・methodeぬ．

　2）　P．Karrer：Helv．　Chim．　acta　21，939，1161（1938）（Potent1ometrie）．

　3）　A．Emmerie．　Ch弓Enge1：Rec．　trav．　chim．　Pays・Bas　57，ユ351（1938）；58，283（1939）．　　　　‘



10　’　　　　　　　．　　　衙生試験所．報告．．

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　F．

　　　M．恥rterl　R．　Meyer：Helv．　chim．　acta　221240（1939）．

No．69

、4）

5）

6）

7）

・8）

Morton：Study　of　the　Absprption　Spectra　Vitamlng，　Horm6ns　and　Co・enzyme．

Chalk…ng：J．A．C．S，．69384（Ωuinone）・．

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
三友義雄：ビタミンと治療．p、250（V．E酸化物）．1

有機化学の進歩第二輯p，229。（V．Eの酸化物）　　　　　　　　　　　　　　　　．

Some　Improvements．on　the　Dete㎜ination　of　Vitamin　E．

　　　　Toshikazu　TABへTA　and　Shuntaro　OGAwA．

，

　　　・Chemical　determinations　of　Vitamin　E　by　the　mcthod　of　Emmerie・Engel’s　and　Furter・Meyer’s　were

　critically　examined　and　the　following　improvements　are　found；
0

　　1・F・・Emm・ri・君・g・1’・m・㌻h・成・　　　．　　．　　．　．、・　．．
　　a）　If　O．2％FeC13　solution　was　used　for　dilution　of　colorimetric　soiution．三hstead　of　absolute　alcoho1，　unco夏・

ditio瞭1　clouding　or　color・fading　c蹴be　avoided．

　　b）Treatments　absolutely　fr㏄fronl　mo…sture　7nust　be　necessary　for　accurate　detemi皿atiqn　under　highly

humid　climate．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　コ

　c）　Alumina・adsorptio且technic　is　i血d1spensablc　for　quantitative　separation　of　no“・speclfic　reducingsubstan・

ccs　including　carotenes・

　2．For　Furter・Meyer’s　method，

　Vitamin　K（Me夏adione）王s註vailable．for　coloτユmetric　standard　substahce，

　3．Anew　assay　method　using　aatioxigenic　property　of　vitamin　E　was　propQsed．　Comparative　test　with

Emmerie・Enge1’s　or　Furter・Meyer’s　method　proved　that　this　is　specific　for　vitamiロE，　rap三d，　iロexpensible　and

8ufficiently　accurate．

　　　　　●

Rutinの定量に・就いて（第一報）

Rutinの簡易比色定量法私案（予報）

　　　市川．重森’　　鈴木繁

On　the　Determlnation　of　Rutin（1）ASimple　CoIorimethc　Dete㎜inetion　of　Ru廿n（Predication）

　・　　　　　　　ノ　　．　　．　　Shigeharu．lcHIKA～vA　and．Shigechi　SuzuKI

唱吾々はRutinの製造試験を施行中，共の原料，．浸出液，浸出残毯等につぎ含腐するRutinの概量を定量する必要

を痛回して本心験を行った，

　Rutiロの簡易な二二法として先ず考えられるものは呈色反応を利用する比色法であるが，．Ruゼih、め定1辻に応用し得

る呈色反応にはWiUst僅tterりの塩酸とマグ累シウム（アルコニル溶液）“による遼元或砥Ndack2）’め塩酸と亜鉛くア

ミールァル・一・略液）｝曲る還瀞：ある；此等の反応により’R・t帽よ艶を呈するが，』之と同一・色調諭するも

のはΩuerceti且L及び共の配糖休等少数のPolyoxyflavo皿類に限られて居る．Willst甜erの反応を応用して，柴田桂

太氏3）は多数植物の花と葉に存在ナるFlavone類の含量を，叉長谷川浩氏4）は煙藁葉面のRufinの含量を比色法に

　　コより概測して居る．何れも水溶液或はアルコール溶液で少且の水銀の添加の下に還元を行って居るが，本法は呈色の

感匿ほ比較的鈍ぐ畳），従って多少濃厚な着色溶液を使用するのと1又反応が強烈に行はれるので「，誤差を大にする欠

点：がある．　　　　　　　　　　　－　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響

　吾々は微量のRuti且を含有する水溶液に付き塩酸と亜鉛粉兼を用いて還元を行った所1：500，000の感度で皇色

つ　W田st甜er法の感度はRuti皿の溶液につき吾々が庁つた結果でほ水溶液で1：50，000アルコール溶液で、1：20，

　　000程匿である、・



Rutinの定量に就いて ユ1

する事を知り，更に又微量の塩化第＝：鉄の添加により反応を比較的均等に行わせて実験誤差を最小限に止め得る事

を知ったので，…突に述べる実験を行った後，後記の様な比色定量法を案出した．此の私案法により数回の定量試験を

行った結果，一応案用的価値のあるものと認めたので，載に報告する史第である．’ C∴　　　一・

　　　　　　　　　　　　　　’　　第1章私案．法實験　　　’　　”㍉「二

　1．賓駐誤差
　（a）塩化第二鉄を添加しない場合：一蒸溜水ioO　ccにRut1皿5．Omgを加へ加温して溶解した後冷却して得た

溶液（以’ド（R）と称する）10cc宛を数本の同一内径の試験管に採り，20％塩酸1cc及跳亜鉛宋0．20　g（三々対

応量）を加へ：水浴中40～45。に加温して反応させて，其の呈色状況を観察したが，試験管により或るものは急速に

呈色した後漸…突に襯色し，遮るものは呈色が極めて緩漫で謹かに着色し，又或るものは順謂に増色する等，区々の現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竃
象が見られて同一色度の呈色液を得ることが困難であった．

　，（b）塩化第二鉄を添加する場合：一（a）『の実験で得られう呈卑の遅い液に反応の初期に．1％塩化第＝鉄溶液1滴

を添加すると急速に増醸して，他の順調に増色して居る溶液に数分内に追付く事実が見られたので，次に1％塩化

第＝鉄溶液を添加した場合の実験誤差を調べて見た．

　第一表（炎述）記載の溶液No．8，9，10を作り各溶液．1q　cc宛を夫々同一内径㊧試験管4本つつ計12本に採り各

溶液に20％塩酸1cc，亜鉛末0．20　g及び1％塩化第二鉄溶液1’滴宛を加え水浴中40’）42。Cに20分聞加温し

た後，No．81及び10の呈色液を試験管底部の亜鉛と分離する為傾潟して番号別に合併し，又No．9は各試験管より

5cc宛呈色液を採取して夫々a，　b，　c，　dの4本の比色用試験管に入れ，残液は拝撃合併した，合併液No．8，9，10

を他の比色管に採って対照液とレ，pH比色用暗箱を潔いて予め採即したNo．9の4本と比色して第1図に示す成

績を得た．（猶No．8及び10の同量を混和して得た液をNo．9の対煕液と比色したが，，識別出来る程の差異ほなかっ

た．）此の威績によれぽ反応は大体均等に進行した事が認められ，含有Rut三ロの95～105％を検出出来る．即ち誤

差ほ±5％程度である．（此の実験で塩化第＝鉄が呈色を調整する作用を有することを認めたが，其の理由の究明は

行わなかった．）

・・ ｡L、2日目、温麿
　（a）10℃：一（R）ユOcc宛を数本の同一困径の謀験管に採り，．20％野冊1cc；：亜鉛末0．20g・及びユ％塩化第

ご鉄溶液・1滴宛を加えて10。C前後で反応させて，10分間経過毎に1本ずつ試験管内容を比色管に傾潟して前後

の呈色液を比色した．織色は極めて緩漫で最高色度に達する迄に約1時間を要した．

　（b）40～42。C：一家一表に記載の溶液No．8，9，10を作り，No．8及びユ0は各液ユO　cc宛を同一内径の試験

管2本つつ計4本に入れ，No。9は10　cc宛を8本の試験管に入れ，各試薬を加えて水浴中40～42。Cに保って反

応させた・No，8及び10の全部とNo．9の2本は20分間経過後に傾罪して亜鉛と分離し番号別に合併して対照液

とし，No．9の他の6本は5分間経過毎に1本宛内容液を比色管に傾潟して採り順衣に呈色液a，b，c，d，e，fを得，

　　　　　　　　　第1図　　　＿、　　・　第「2図
　　　　　　　　　Diagram　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　Diagram　2レ　　　一

　　　自10　．．．　　　　　　　　　　昌ロ
　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　譜　　・　　　　　　　　　　　　，　・』　・三

　　　霧9　　　　、　∫　畠　　　　　　　　　　「　：・
　・　　場’　　、　・　　　　　　　　　　　　，　　　冨

　　　遇　　　　　．　…　　　　　　碧
　　　ξ8．・　，、』　　、．’8．

丁，　　　．，，　α，尋　．c　　垢

　　　　　　　㏄瞳・鱒二二，・　　£馨．，ど三訂㌍㈱

此等を対照液と比色して第’2図に示す放績を径た．此の域績によれば5分間後にほ既に最高色度に達し，以後30

分間経過後迄反応誤差以上の変化は見られなかった．爾同一番号の溶液を2本宛採って反応を行うのは誤差をできる

10

9　　　3

匿
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だけ少くする葛である．’他の実験の場合も同様である．

　（c）90～92。C：一（b）と同様な実験を永酒中で90～92。Cに保って行った．反応は急速に進み3～4分経過後に

最高色度に達し，以後漸次に襯色して40分間後には全く脱色した．

　III，呈色液の縄鐸度と色度との関係　　．，　．，

　次に述べる実験を行い，（R）ゐ呈色液を稀釈して得られる溶液の色慶が（R）を同じ割合に稀釈した後，呈色させて

得られる溶液の色度に一一致するか否かを調べた．

　同一内窪の試験管に第一衷に示す割合に（R）と蒸溜水とを漉和してNo．1～10ゐ溶液を2組作り（No．10は4本

各回に20％塩酸1cc，亜鉛末0．20　g，1％塩化第二鉄溶液1滴宛を加え水浴中40。～42。に20分間加温した後得

た呈色液を傾鴻して番号別に合併してNo．1～No9を対照用とし3く試験管数本に蒸溜水10　c6宛を採り，各試薬を

加ぺて加温した後傾鴻して響た液を作り，No．10の稀釈用に供した．

　この液を用い第二表に示す割合にNo．10の呈色液を稀釈して9種あ稀釈液を作り，pH比色用晴箱を用い七同

．一ﾔ号の対照液と比色し，第三図に示す関係曲線を鴛た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1

Contrast　solution　No．　　1

（R）　（cc） 1

213141
・1・ 4

Distilled　water（cc）・ ・．「gl・i・

・1・に．レ受．L含一一L里一

56i・i・1…
・14i・［2 ・i・

Table　2

Dih・ed・01u・ion　No・　1　1　i　2 5 6 7 ・1・

・1・

33 44

6 7 ・｝・

cistil！ed　water（cc） 9｝・ 7 6 5 ・｝3 2　　　1

　之によれば（R）の呈色後に稀釈して得た溶液の色度と（R）を同じ割合に稀釈した後呈色させて鴛た溶液の色度

とは一致する毎を知る．従って此色定量の場合概準液としてNα1～ユ0の様な溶液を作りこれを呈色させる代りに，

Nb．10のような濃厚高高を作りこれを呈色させた後稀釈して得た溶液を擦準液としても差支えない訳である．なお

No．1～9の各対照液およびNo．ユ0の呈色液を上記のように処理した蒸溜水で稀釈して得た各稀釈液No．1’～9’とは

1時間経過後でも共の色調及び色度に殆ど変化を認めなかったが，同様な実験を蒸溜水，一度洲『騰後冷却した蒸溜永

或ほ0．5％塩酸を用いて稀釈して行った処，稀釈直後では同一番号の対照液とほぼ等しい色度を示すが，数分間後
　サに‘ま何れも色度が徐々に増大する事を認めた。

き

ヨ

冨

拐

娼

8

（圃

8

？

6

5

3

2
1

Diagram　3

r　ガ3’4　5’6・？’8’．9’〔晦｝・

　　　D11uted　so！utio漉

　Iv．感　度

　（R）を蒸溜水で種々の割合に稀釈して作った溶液を10cc

宛試験管に採り，水浴r1140～43。に20分聞加温して反

応させたところ，〔（R）0．4cc十；水9．6cc〕の溶液で呈色を

認め，〔（R）0．2cc十永9．8cc〕の溶液では呈色を認めるこ

とができなかった．即ち感度は大約ユ：500，000である．

　V．呈色液に対する邊元剤の作用

　呈色液にHydr・su！fiteを少量加えると？i購で直ちに脱色

するが，暫時の後徐々に復色する．亜硫酸ソーダでほ脱色

しない．又塩化第一・錫の塩酸溶液1滴を加えると，赤色は

徐々に美麗な紫赤色に変おる．

　VI．蕎獲水浸液における鑑元笈応

蕎麦葉に熱揚を加え煮沸し濾過して獲た濃褐色密閉風調に

蒸溜水を加え稀釈して調製した微淡黄色の水溶液を10ccづ
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つ同一肉径の試験管数本に採り，IL（b）と同様な操作を行い色度を検し準．此の場合溶液は一且殆ど脱色した後徐

々に呈色し始めた，10分間経過後に最高色度に達し，以後30分聞感官幽々同色度を持続して，実験誤差以上の変

化を認めなかった．

　上記の1～V工の諸実験により明かビされた事実を要約すれぽ突の如くである．

　（1）塩化第二鉄の添加により実験誤差を士5％前後にすることができる．・・一

　（2）10。前後では最高色度に達する迄に1時間以上を要し，又90～92。では3～4分間侵に最高色度に達ナる

が，其後漸弐に裾嫁する為最高色度を捕えることが困難である．・40～42。では純Rutinの水溶液では5分間後に，

蕎麦葉浸出液では10分間陵に最高色度に達し，30分間経過後勘色度は変化がない．・

　（3）Rutiaの稀薄溶液を還元して作った呈色液を，一度亜鉛と塩酸で処理した蒸溜水で稀釈して得た溶液の色度

は，元の稀薄溶液を同じ割合に稀釈した後還：元して得た溶液ρ負度に略々一致する．従って既知濃度の呈色液を稀釈

して比色用の標準液としても差支えない．　　　・　、・、7．．’　，

　（4）感度は大約1：500・000である・。　　　　　・ll・

　（5）呈色液はHydrosulflteにより直ちに脱色する．

　（6）蕎麦葉の稀薄水浸液は此の還元により一旦殆ど脱色した後徐々に呈色する．又着色して居てもこぐ僅かであ

って比色の障碍にならぬ場合が多い．　　　　　　’　・　　’

　以上（1）～（6），の実験事実を基礎として訳の簡易比色定量法を案禺した．　．　　．．o

　　　　　　　　　　　　　　　　　第2章私案比色定量法

　1．二二原液：一純ルチンの結晶5．Omgを蒸溜水100　ccに溶解した溶液で本液1ccはC皿H30016十3H200．05

mgに該当する．

　II，標準液：一同一内径¢自験管に（第3表）に示す割合で原液及び蒸溜水を混和した液．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　3

S1窺ndard　solutio聡　　　　　0．5 1 2 3 4 5 6 7・ 8 9 ．10

Stock　solution　（cc）　　　　0．5 1 2 き ，4 5 6 7 8 9． 10

D…i11・d・w・…（cc）｝・．・ 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

　　（又は原液10ccを入れた試験管4本及び蒸溜水10　ccを入れた試験管4本目用意し，此等の液に付いてV．に

記載の反応を行い，亜鉛と分離して得た呈色原液と蒸溜水とで第3表と同様の割合で呈色標準液を作る．）

　II【．外液の調製法：一家に例示する．

　第一例　試料乾燥蕎麦葉．蒸溜水200ccをコルベンに入れ沈降炭酸石灰0．1gを加え，空気冷却器を付けて：加熱

　し沸騰するに至り，試料粗末10．Ogを加え更に加熱して時々配嬉しつつ30分間煮沸した後，直ちに乾燥濾紙で灘

過する．透明な濾液の1ccを温暖Rutiaの析出せぬ内に採取し蒸溜水を加えて50　ccとし，其の10　ccを同一内

径の試験管に採って汁液とする（10ccは乾燥葉10　mgに該当する．）

　第2例　試料蕎麦葉浸出液．透明な浸出液1ccを採取し蒸溜水を加えて100　ccとなし，其の10　ccを試験管に

採って検液とする．
　　IV．試簗、一（。）2・％轍（b）亜鉛末（。）・％塩化第二鉄溶血、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　ニ
　V．反応：一往標準液及び検液10ccに・20％塩酸1cc，亜鉛末0．20　g及び1％塩化第二鉄溶液1滴宛を

加え，水浴中40～45。1こ20分間加温した後，各呈色標準液及び菌液を比色管に傾面して採り，未反応の亜鉛と分

離する．

　　VI．比色方法：一pH比色用暗箱を用いて比色する．検液の色度が例へぽNo．1とNo．2の中間にある時は，

No．1とNo．5及び謹聴と蒸溜水とが夫々重なるように比色用暗箱に挿入して比色する．．又三三が多少着色又ほ湖濁

　して比色の障碍となる時に，別に検液10ccを試験管に採坊各試薬を加えて呈色させた肇亜鉛と分離し少量の

Hydrosulfiteを添加して脱色し，ここに得た瞠色女と標準液及び血液と蒸溜水とが夫々重なるように暗箱に挿入して

・比色する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

・VII．．’瞭法．：第一例の場合袖乞の色度がNb．5｝弓一致するとすれ‘芸，試料・｝・のR・髄・．㊥含齢次の通りであ

る’” @1　　5（cめ×告1灘×100一…％．　　．，
　第＝例の場合三下の色度がNo．5十No．0・．5に「致する．とすれぼ，試料．1cc璽中のRutinの含童は　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔5（cc）十〇．5（cc）〕×0．05．（mg）．×10＝2．75　mgである．

　附．記　　　　　　　　　　・．　．　　　　　　　　　．　．　　・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　　’

　（1）試験管は全てできるだけ同一内径のものを使用する．　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　，∴，
　■

　　（2）Hydrosulfiteで脱色し疫検液は数分間後に白濁を生ずるから，脱色後直ちに比色補助用に供する・　　　’．’1

：　　　　・　　　　　　　：　　　・第3．章・’私案定量法實験例　　　、，

4第一例］　・　　　　　　．　．　　　　　Diagram．4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　ユ．．Dry　herb　1．01【g

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋b・iling　water　8’Hot　in価・n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　’　　　【
，　　　　1・・．．．　－　　「　・　　　　，　．Re3idue　　　、．，　　　”2・NoユLixivation　80L・4・5」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋boiling　water　4’，　infusi・几　fi！ter㎡ter　c・・ling，・

　　　　　　　　　　　【　　．　　　　　　　　　・1　　　　　　1「．……’一．　　一『．　．一一…．一1

　　　　　　　　　Residue　3．　No，2　Lixivation　so1，3．5’　．Crude　Rutih　269　　　　6，　No．1　Mo！her　liΦor。

　　　　　　　　　　　！・b・1・・gw…r4・，・・f・・…fi1…　’＼＼　　’

　　　　　「…『一一．一．一…一「　　．　　　「一一　　　　　＼　　　　　　　　　．
聾　　　Residue　4．No．3　L…xivation　So1．　Crude　Rutin　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7。No．2　Mother　liq．3．5’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．8’　　　　11．2g

　　　　　　　　　　　　　　　　filter

　　　　5．Dry　Residu6　after　coollng
　　　　　　　O．75kg

　　　　　　　l　　　　　　　l
　　　　Cnde　Rutin　3．No．3．Mother　liq．』
　　　　　　　5．39　　　　　　　3。8J
　　　　　　　　l

　　　　　　　　i

9。Mixted　crude　Rutin、42．5g

　　，　　＋M6than・n以｝cc・h・t　infμsi・n

”・
eゐ

　　　l

Res…due

十Methano160　cc，　hot　infusion

　　、　　．．

11．No．2　Filtrate

10．　No．ユF…1trate　95　cc

　1

．Res…due

　　十Methano160　cc
　　hot　infusion

　l

Res…due

　　idry
I3．　Dry　Residu6

　　18．5g

　　　　　　　1

ユ2．No．3Filtrate60ce
　　　　　．1

●

　i　．『一一一一一一
Mlx：ted　Methanol　fi1㍑ate

　　RecOVer　methaho1

　　l

Con㏄ntrated　so1．50　cc

　　　＋Wa士erユ00　cc．

　　　　1　．　1．
Regenerate己alcoho！

Rutin　separate　out　18．29　　　14㌔Mother　liq．i50　cc

　　十water　3．』3酔興ec加tallisation．　　　　　　　　　　　・．

　　　　i

・Pur…fied．　Rut三n，15－6　g．，

儲。離39謙t2鵠、・）

　i．

15，Mother　liquof　3．4’・

　　　　　　　■

、〆．’ジu



Rutinの定量．に．就いて ・15

前（第四図）の如く乾燥蕎麦葉を熱湯畑田法に．よって浸出し，得た粗製ルチンをメタノール，訳に蒸溜水より再結晶

して精製品を収得するに至る迄の各浸出液，．浸出残渣，母液等に付き，前記定量法により；其のルチン含量を比色定量

した：．威績は第四表に示す通りである．

仕込原料は秋蕎麦の秋期栽培品．を開花期に刈取り，直ちに茎と分離し100。で乾燥したものである．

尚第四図中で品名の頭に記した算用数字は第四表の試料番号である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　4

1　　　　　　Sample Standard
@　　SoI
@　No．

Rutin　con・
狽?獅狽刀Din　To・

狽≠戟@RutinNo． Name
TGtal　l　　　　　　　　　yieldweighted1

Diluted

@　solution

E．　．CC

Rutin　con・　　　　　　　．

狽?獅狽刀@in　Sa・

高垂撃?A10cc

　　ibid

浴^WOr　・．

@　wlv％1

1　　i
［DryBuckweatI

@　herb
1000g 10．Og

．　　200×50　　　　　　　　　層 1　　’　4
　　　　　　．O．20mg 20．Og 2．00－層

2 mo．11nfusion
@　Liq．．

4500cc
L　1．Occ F　　　5 　　　　　■

O．25 11．25 0．25

3 　　　　　7
mo，2　〃 3500cc

咀1。Occ 50 @　　　　「
@　　　　5 0．25 0，125

4 No．3　〃 R800cc 1。Occ 30 3十〇．5 0，175 1，995 0，053

5 　　　層

cry　Residue 7509 10．Og
　　　　　　　　0
Q00×10． 0ユ25 0．25　　　　　　P

司No・1　Mo‘he「
．．

S5・・cci・．・・c　　　　　　．

1．　　　q・45

7

．一一μq？．、．．．．．一一．一ゴ

mo．3　〃！　　　　　　　「　圃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　．　　

mo．4　〃

　　　　　1
P10cc．1

　　10

@　．@　10

　　　　．2

@　　　F

@　　　　21

0，075 0，263 ’　0．．0075

8

レ．．一．．一．一

3500cc

R800cb 1。Occ
　・　　10

0．10
＝0，38　L

　　　　　；0．01

9 Mixted　crud
@　Rutin

42．5g 10．Omg！
L　　　　　8 ＝　．

@0。40 ’　17．6
．　　　　．・．．　　　；‘層

@　　．40．0

10 　　　95cc

@

．0．5cc 50客50’． 5 11．，875 12．5

@．　．

0．5cc
　　　　　　　　ト
Q0×50　　　i　　4十〇と5　　　　　　　　；

0．225　　　1．　　2。7　　　　　　　i

．F

12

　　　i

E・c／

・・5ccl…i・
　　　　　　　　　　　！．一　．一　．　－一一冒＝
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　［第コ例1

　：＝二三の蕎麦葉につき’，

ある．

呉のルチン含量を比色定量した広績と実際のルチン収得率とを示せば次（第五表）の如くで

Tab！e　5

No．

@　・
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summa「y

汗雫撚iy1謎畿叢i慧撃：i翻罪
　　　　　一ourifid
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凾奄?撃

一　　　　　　一
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`utu盃n　season，　collecting　in國
b撃盾唐唐盾撃氏@dry　at　once　100。
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200×50　　　　T 5
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AUtumn　buckwheat，　cuttingthreshipg　aftcr　scv～｝ral　days，sifting．　dry　en　the　sunlight
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・16　　　　　　　　　　　　　　　衛生試験『所報告　．　．　　．　　　　　　　．No，69

　　第一例及び窮＝：例について，各試料中のRutin検出量，実際の製造収得量等を比較対照すれば，町本定量法の実用

・的価値の充分綱． 冾､かカ：オ．・れる・

　　　　　　　　　　　　　．，，　．　．第．4章．，私案定量津賓施の陳の淀慧事項

　　1．検液がアルコールなどの有機馨剤を含有する場合は，標準液も有機溶剤を同一程度に含有するように調製する

必要がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　・

　　2．Rutinほ遡雛塩素，鉄砂等によって分解されるから，標準液及び験液の調製にはすべて蒸溜水程庭の清浄水を

使用し，又試薬㊧20％塩酸も局方塩酸より調製すべきである．

　　3．最適比色限界はRutiロの濃度1：50，000～20，000（標準液・No．4～10）‘の聞である．

　　4．呈色液の色調はポンソーRの色調に酷似する．　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　本比色建且法私案は共の基礎とする還元反応がRutin特有¢！ものでほなく，蕎麦汁中にRuti血と共に多少存在す

ると考へられるQuercetiロも同一反応を呈するが，　Rutinの含且の．概数を測定して製造上の目宏ζする．に犀充分実
　　　　　　　ぬ

用的価値がある．（昭和25年1月）　　　　　　　　．　　　　　　　．　、

　　　　『　　．　　　．　引用文献
　　　1）Wi11st謹t陀r，　R．　u．、　H．　Mallison：’Sitzungsber．　Kg1．　Preusz．　Akad．　Wiss．　Berlin　1914，775．

　　　2）　Noadに，　K．：Ztschr，　f，　Botanik　14，7（1922）．

　　　3）　柴田桂太，崔田松若：　下弓勿学奈態誌29，301～308　（大正四年）．

　　　4、長谷11陥：日本農芸化学会誌7，1036～1049（1931）．　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　On　the　Determinatiop　of　Rutin（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　ASimple　Colo道metric　Determination　of　Rutin（Predication）

　　　　　　9　　　　　　　　　　　Shigeharu　IcmKAwA　and　Shigeshi　SuzuK1　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　We　adopted　a　colorimetric　detennination，　which　was　utilized　for　the　color　reaction　of　rutin，　becauge　we

　had　to　ma1くe　a　r。ugh　estimation　of　rutin　ln　its　preparation．．　We　traced　Wills悟tter’s　mcthod　and　N。ack’s

　method，　and　found　that　both．m（丈hods　were　not　very　sensitive…n　diiute　solution，　therefore，　we　had　to　determine

　byロsing　conc。　solution．

　　　　　　We　conf…rmed　that　if　we　redu㏄d　a　solution　c。ntaining　slightly　little　rutin　by　usin∬HCI　and　Zn　powder．

　　We　c。u！d　detcct　it　iれ1：500，000εoluti。n，　and　by　addtion，of　FeC13，　the　reaction　was　carried　out　cqual　com・

　paratively・　　　　　　　　　　・

　　、．Ther、f。re　we　rec・9・izcd・，imp1・c・16riln・t・i・d・t・rminati・n・f　mtin・・f・11・w・：

　　　　　　Transfer　each　10cc　of　standard　and　sample　solution　in　a　test　tube　and　add　20％hydrcch！oric　acid　lcc，

　　z…nc　powder　O．2g　and　a　drop　of　196　ferric　chloride　soIution　to　it　and　heat　to　40～42。　in　the　stαLm　bath

　　of　which　temperature　is　kept　between　40～45。．Then，　by　comparing　the　sample　solut三〇n　with　rutln　801ut…on，

　　the　quantity　of　mtin　may　by　calculated．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　As　the　results　of　many　experimental　tcsts　by　above・method　the　following　conclugion　was　obtainod．

　　　　　　Asl疏p！e　colorユme甘ic　determ量nation加ethod　was　d㏄med　as　practically　wo貢hy　method負）r　the　determi・

　　11ation　of　】触t…n．　　　．　　　　　　　　　　　・

●

σ

●
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　　　　　　　Rutinの・定量に就い’て（第二報）　・　　一

Rutinの簡易比色定量法私案（続報）並Rutinの新定量私案法’

、市　川　重　春 鈴’木 繁

　　　　　　　　　On　the　Determination　of　Rμtin（II）’

ASimple　Colorimetric　Deterlhination　Method　of　Rutin（Supplement）

　　　　　　　and　a　new　Determination　Method　of　Rutin

　　　　　　　　Sigeharu　IcHIKAwA　and　Shige合hi　SuzuKI

　吾々はソバ属毒物からRutinの製造試験に際し；其の原料，浸出液，浸出残渣等の製造各工程に於けるRutinの概

量を定量する必要を痛感し，Ruti∬の定量法として考えられる諸法一（1）スペクトル分析法；（2）’ ﾁ水分解成績体で

あるΩuercetinを分離定量する法；（3）棚酸の共存下に螢光を測定する法；（4）呈色反応を利用する比色試験法一

の中Rutinの簡易な定量法として呈色反応を利用する比色法を採用し，徴量のRutinを含有する水溶液につき塩酸

と亜錯末を用いて還元を行った処1：500，000の鋭敏度で呈色することを知り，更に又微量の塩化第二鉄を添加する

ことにより反応を比較的均等に進行させて実験誤差を仁心限に止め得ることを認めたので予報としてRu血の簡易

比色定量法程案1）を発表した．　　　　　　．　　　　　　　　　　　．．　　．　　』　　　　、．　　　　、、

　然しこの簡易比色定量法私案の基礎となる還元反応に依る呈色はRuti“特有gものでなく蹴球工程申にRu甑ぷ

分解して生ずるΩuer㏄伽も亦同一の反応を呈し，これと混同する三巴あるのでこの籔聞を解決せんと欲し．先づ

RutinとΩuercetinを検体として亥の1方法で各種試薬に対する呈色反応を行いその鋭敏度を比較試験したところ第

1表の事績を得た．ド

．1．Rutinと｛～uerceti11¢純色友底巧髭度比較試瞼

　（1）Ruti豆及びΩuercetinの水溶液各10　ccつつを試験管に取り，20％HCI　l　cc及びZn末0．2gを加え，更

に1％FeC13溶液1滴を添加して40～50。の水浴中で加温しその呈色度を比較する．

　（2）Rutin及びΩuercetinのアルコール溶液10　ccづっを試験管に取り一・20％HCI　l　cq及びMg末少量を加え

て40～50。に加温するときの呈色度を比較する．

　（3）Rut…n及びΩuercetinのアルコール溶液10　ccつつを試験管に取り，・酢酸（30％）又は氷酢酸1cc及び，　Mg

末少量を加えて40～50。の水浴中で加温しその呈色度を比較する．　　　　　　　　　　　　　．．

　（4）　Rt畢tin及び9uercetinの水溶液（0．5mg％）ユO　ccつつを試験管に取り1％明馨津液1流を加える時は両

者とも費色を呈す．この色証は0．01％クロム酸カリ溶液の色調に概ね等しい．，

　※）刈米・橋本両氏は0．5mg％のRutinが，0．？5％醗酸アルミニウム溶液（pH　3．74）中で示す黄色の色調及

び濃度ほ0．0506％クロム酸カリ溶液に概ね等しく，これらの濃度附近では比色定量可能であることを確めた．

　第1表の比較試験成績表について検討するにRutinの呈色反応はZn末で還元する：方がMg末で還元するより

も餅敏であるが，Ωじer（etinは’Zn末よりMg末の方が銭緻度が大である．たとえぼ、RutinとΩuercetinの1：

20，000の溶液に於てZn還元ではRut垣は迅速に桜実感となるカ：Ωuer㏄tinはもほや呈色しない．、又Mg還元で

はΩuerceti猛ほ迅速に赤色を呈するが，　Rutinは徐々に桃色になる此反応ほ両者の区別に役立づ（（1）及び（2）参照）．

　Rutin及びΩuercetinの1：200の溶液に於て氷酢酸1ccを使用しMg末で還元するときはRutinは桃紅色

となるがΩuercetinは依然緑色を呈し両者の区別は明瞭である（（3）参照）．

　Ru亡in及びΩuerceti11の0。51ng％溶液は両者ともKA1（SO｛）2及び酷酸アルミニウム溶液に割り黄色を呈し比

色定量に使用出来るが両者とも同一色調で区別は出来ない（（4）及び）参照）．

　然るにFeC13添加の下にZn末で還元する簡易比色定量法私案では5mg％の濃庭でΩuercetinは已に呈色し

ないがRutinは迅速に桜実色になり，0．2mg％の濃度に稀釈しても，倫桜実色に呈色するから，5mg％以下の

濃度で本冠案法を行うときはΩucrcetinとRutinと漫航しないζとを確認した．　　　　　『　『　　’，

、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　l

　　　　　　　Result　table　of　relative　test　in　sensibi1三ty　of　color　reaction　for　Rutin　andΩucrcetin
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　II，，Ruti11の新定量法私案に就いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

　1の試験の結果簡易比色四二法私案1》は純粋のRutinとΩuer㏄tinの場合については理想的であるごとを確認し

たが，天然正中のRu面を定扱する際には検体の種類によりては往々その含有する色素などの影簿を受けその結果

が，不確実になる場合があるのを認めたので，此欠点を除去するため更に種々の研究の結果Rutinがアミルプルコ

ールに易溶性であるのを利用してRutin含有の水溶液からアミルアルコールに二二せしめ，アミルアルコール溶液

から更にアルカリ溶液に移行せしめてから酸で豊漁しRutinを二二析出せし，めて三三する重量没に依りRutinを定

量せんと試み硝々満足できる結果を得ることを認めたのでその試験威績に就き報告する．

　a）血忌Rutinを検体とする新定量法私案の試験　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　、

　　自製の精製Rutin2）40　mg静）ルチン含有量2％’のソバ葉29に相当する．木品を精確に弓取し内容150　ccの分液漏

斗中で水40ccに溶解し，アミルアルコール40ccを注回し二二し静置二分液し，ナミルアルコ・一ル層ほ第｝二の分液

漏斗に分賊し，フk灘輪更｝こブミルァノぬ一ル：40登・宛2剛戻搬し同椥一理して，アミノレアル・一ル鰍疏＝：の

分液漏斗r11に合併する．

　　訣にアミルアルコール合併液に0．5％淡酸ソーダ潜門20cd2注加して振撮し．瀞乱して液層分離後水液層を内容

100ccの共栓三角フラスコ中にできるだけ完全に分取する．　　・　．　．

　分取した水二分は塩酸で弱酸牲（pH　5．0前後）に調整し氷i窒に放置する（約1時問）と結晶を析出し始めるから数

時間放置後に析田物を礁写して水洗する（洗液にクロ6ルの反応めなぐなる迄）．

　”水洗終了せる結晶1澱慧紙と共にク0。以下で乾燥しユR三宝内に放置後宗占晶を認紙から分離し（客易に．俵り離する）て

　秤量する．（七二収得量：32．8mg）．

　　ここに得たる1瞭に母液巾に溶存する圃Rdtin　2．6血9め．を補正値として加算する．

　　※）Rutinの水に対する溶解度0．013％として計算した母液20　cc中に溶存する推定量である．

　」b）新定量法私案に依る各毬検体のRutia定量試験検体

　　　A、早生蕎麦乾燥葉（埼玉県久喜産採築後直ちに目乾したもの）．

　　　B，秋蕎麦乾燥葉（千葉県佐倉産開花終期採集熱風通風乾燥してから種土を節蓋したもの）

　　　C，秋蕎麦脱落葉（千葉県佐倉産寸忠収穫後の脱落葉）

　　　DL秋蕎麦脱落葉（川崎市溝口産種実収穫後の脱落葉）

　　操　作　法：’

、「 汨ﾌ5gを内容300．cCのマイエ♪レプラスコに下取し，水100　ccを丁田し，冷却器を附して30分間溢沸浸出し

　熱時湘過する．濾液の40cc（＝検体2g）を内容150　ccの分液漏斗にとり，アミルアルコール40　ccつつでa）に

『記述したと同様に処理しり拮晶析出するRutinを当面鞠し秤量する．

　　※）’検体の種類に依りてはアミルアルコールで転溶の際強く振澱するときは頑固な乳化状となって分離困難とな

　るから転篠操作は軽ぐ揺動する程度に注意して行う必要がある．’
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’※※）Rutinの氷室に放置して析窪し始むるに要する時間は，　A約2時間，　B．約3時間，　C及び．　Dは1～2，

目を要した．依ってA，Bば1目放置後，　C，Dほ3質後に結晶を濾回した．

　ここに秤量して得たRutinの量に母液中に溶存する推定補正値2．6mgを加算したものを50倍すれば検体中の

Rutin％を得る・　，．‘1．．∴　　　　　　　　・．．　　　　　…
　かぐして得たるRutinの収得率蛙共純度を表示す多と第2表となる．　　　’　　　．　　　　　’　　．；

　　　　　　　　　　舞2表．新定量法私案に依る各種検体の定量試験威績蛙其純度表　h

検　．1 新定量法私案に依り検出したRutin
　　　1
ﾌ　　： 検出量

@（mg）

｝．

P．％
補正検出量．　　　　　　　％　（mg）

収縮点 始融点 分解点
1 L

ワ

A’
　　　1
S3．2　1 2．16『 〔45．812129 172。 185。 214。

B 24．o　　I　　　I
1。20．・ 　　　1Q6・6．〔1・33 168。 185。 ．212。

C ・　　8。0・　「 0．40　・ 10・Q　0・お
170。．、． 185。 212。

D 6．0 0．30 8r6　　　　0．43 167。 185。． 212。・

s　｝　　3 32．8．・ 、82・00、■

、3臥、1鰯　　　　　　　　　曾

177。 ’186。　， 214。

1 1 o

　　　註：Sは精製Rutin　40　mgを弓取した実験二軸

　第2表を検討するに新定量法私案に依り結晶鋳出せしめて収得する恥finの純度に昏種検体とも略字≒であるか

らここに検幽した％を此概してその検体の良否を決定して：も差支えないものヶ考える．　．、　　　．，：．

　今便宜上前記私案法を要約表示することにする：　　　　　　　　　　．ド 　．　　・　　　　“声

　　　　　　　　　　Diagram　of　operation　by　the　New　Determina葉ion　Metho（1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sample　59

’　　　　　　　　　　　　1＋W。t。，100、c
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　i　　　　’　1　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　．　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　Filtrate　　　　　　　　　　　　　　”　Re6idue
　　　　　　　　　　　　　1　　　 　．”　　顧　『”：〆．∵’．・乳．　1．：：・．：　ρ
　　　　　　　　　　　　40cc　　　　　　　　　　　．　　．　　　　　　　　　　　　　　　．　、

　　　　　　　　　　　　　1・副㎞㎞1（40cc：40cc：40cc）．一，」．i．∫∴　O

　　　　　　　　　W。！er．1。y。r　　　　A孟，1。㎞。11a，。f・

　　「
Wa重er　layer

　　i・H蜘唄…cac・d（・H…）

」…5鋲・・d・・…b・・・・・…2・cc

　　1　　　　　・
Amyla1◎ohol　Iayβr　　’

．1’1‘9．・ン

　　　↓
　Mother　liquor
　　　l

．生霊随3・qm・

　　Crysta1　　　　　　　　　　　　　　，』
　　　1　　　　　　　．　　・．　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃ρ　，，、　℃　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　コ　　ロヒ　　　　　　ロ

Weighting　Ruti酵5σ；％（ロot　correct）

　　　卜』　』　旨．．・一・・「「　　　　　　　．’一　臨

　　卜　・『．・：　・．．．・．．、＝亀　　・　．、・、．・　・
　　　　．CQrrected　Rutih　contents×50＝％166πect％）

　　　　　　　　　結　　　論

・1．予報としで発表したRutinの簡易比色定量法私案は1Ωuer鹿tinと混同しないふ香かを決定ナるたあ，　Rutin

とΩuercetiムの呈色反応あ差異拉その鋭敏度を比較試験した結果永酢酸と』㎡9末で推譲する方法は桃紅色と緑色の

差により両者を完全に識別出来る，又塩酸とMg末の還元法では旗色と赤色の差ヒよるがむしろ老ゐ呈色速度の差

により区瑚出来る，更に雄酸とZn末の還元法でFcC！3を添力qする簡易比色定量法私案に依る“と両者の呈色は同色

’調で区別し難いが，その呈色鋭敏度の差により完全に識別餌来るごとを認めた．その他の呈色反応は同一色調を呈す

．るから両者の区別は出来ない．3

　2．Rutinの簡易比色定肚法私案はΩuer㏄tiR・の共存する場合でも層5mg％溶液で試験する．ならば’Ωuerα1血の
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呈色反：応は陰性であるし，Rutin．ほ0．2mg％の濃度に稀釈しても呈色する故本決ほ実用的価値ある比色定量法と

して推奨出来る．

　3，箇易比色定量法私案は畑物の種類に依り往々その含有色素等の影響で比色の不確実になることを認めたので，

アミルアルコールにRutinを転1旧せしめてこれらの障害物と分離したる後アミルアルコールより更にアルカリ溶液

に移行せしめてから酸で中和しRutinを結晶析出せしむるRμtinの新定量法私案を提案した・　　・

　4．新定量法私案に依り結晶析出せしめ．て収得するR磁nの純白は各種検休とも略同一であるから鼓に検出した

三三を比較しでその検脈の良否を決定しても差支えないものと考える；

5．新定量：法私案に俵る定最法た於ても検体の純度の差に儀りRutinの結晶祈：出し始むるに要する時間ぽ区々（氷

霊に放置してから1時間乃至48時聞）であって；天然物の検体でも2時聞で析即し始むるものもあるがRutinの

適期少い検体では2日もかエるのを認めた．

　Rutlnの製造原料として使用する価値あるソバ植物（乾燥物）は少くとも1％以上でなくてほ採算が肢れぬ故，本

私案数を容易に実施出来る様な天然物聖体がRuti㎡の製造原料として適当であって，数日放置してもRutinの結晶
　　　　　　ア
の析出を見ないような検体はもはやRutin製造原料としては価値のないもめと認めて差支えないものと思おれる．

　6．新定量法私案によれぽ寧歳にRutinとして秤量出来るので定量値と実際製造の際の収響量の差は少く，Rutin

製造原料の仕入などの場合には本法によれば予想収褐量の誤算が最少限に止め得られる．層 i昭和25年3月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引用丈献

1）署者．：衛生試験所製造実験全暫第11巻’103～ユ13（昭和25年）・本誌第1報，

2）著者：衛生試験所報告第六十八号109買（昭和24年目

　　　　　　　　　　　　　On　the　Determination　of　Rutin（II）

・　　ASimple　Colorimethc　Dete㎜ination　Method　of　Rutin（SupPlement）

　　　　　　　　　　　and　a　New　Detemlination　Method　of　Rutin．

　　　　　　　　　　　　　Shigeh耳ru　IcHIKAWA　and　Shigeshi　SuzuKI

As…mple　colorimetric　determination　of　rutin　may　report　rut1n　and　also　querseti窺．　So　we　compared　w三th

o　the　difference　of　the　color　reaction．and　its　sensitiveness　to　be　detected　rutin　and　quercetin，　and　fou取d　that　a

　τeduction　method　of　using　a㏄tic　acid　and　Magnesiuln　powder　discriminated　between　rutin（pink）and　quer・

　cetin（grcen），　a　reduction　method　of　using　Hcl　a随d　zn　powder　discriminate　by　it　coloτ玉ng　speed　and　a　reduction

　method　of　using　HCI　and　Zn　powder、and　addition　of　FeCI3（a　simple　colorimetric　determinatbn）by　its

　sensitivcncss．一If　a　detorminat五〇n　is　carried　by　use　of　5　mg％so！ution，　quercetin　is　not　rcporとcd，　but　rutin　is

　detected　eve：｛in　O‘2面9％solution．

　　　　We　recognized　a　simple　colorimetric．deter血ination　of　rutlP（Pre4icatioR）タs　a．pr昌ctica！useful　method．

　But　th…s　color…mric　doterminestion　is　unsuitable　for　some　sa：nple　oontaining　other　pigments　ctc．　So　wc

　proposed　年ncw　deteminat1on　of　rutin　as　fo110ws：

　　　　Weigh　5　g　sample　into　300㏄：Erlemhey6r’s　f1おk　and　add　100cc　of　water，　extract　by　boi！ing　for　30　minutes

　withl．reflex　coo1er，　and　filter　while．being　hot．．Transfer　40cc　the　fi1にate（醤sample　2g）三nto　150cc　sepユratlng

　　　　　の　fu皿el　and　extract　with　40cc　portions　of　amyh1ごohol　by　shaking　three　tlmes　and　allow　the　laycrs　to　seplratmg

　funne1．

　　　　Take　the　amγ1alcohonayer　into　an　another　separating　fumeL　Then、add　20cc　of　O．5％sodium　carbo・

　nate　solutibn　to　combined　anlyla1◎ohol　and　shake，　allow」ayers　to　separate，　and　isolate　aqueou3　solution　as

　clean　as　poss玉ble　into　100cc　Erlenmeyer’s　flask．

　　　臥Adlust　the　separated　aqueous　fraction㌻o　weak　acidity（pH　5。0）wit卜hydrochloric　acid　and　kcep　it　in

　m．曇ce　chest遮or　producing　rutin　cry耳taL　Deposited　rutin　crystal，is　filtered　w無1　a　filter　paper，　and　wa3h　wit恥

　watαuntil　CI　ion　reaction　is　not　recognized．　Dry　washes　ruthl　crystal　under　70。㎝afiltcr　pap3r　for

　、o簸e　day　at　the　room　tempera瞭e　a夏d　isolate　tHe　crystal　fro鵬the　filter　paper　and　weigh　it．
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　　　Calculate　the　rutin　percentage（X）of　the　sample　by　the　following　formula．　X量s　the　percentage　of　Ru－

tin　in　the　sanple　alld　R　is　weighed　mg　add　plus　2．6mg　alld　multiply　its　number　by　50．

　　　　　　　　　　　　　　　　X・（R＋・・…）・禦

防疫用除虫菊乳剤の試験規格及びこれに関する註解と実験成績

山ロー孝，　長澤元夫，　安部壮平

Requirement　of　the　Pyrethnlm　Emulsion　for　Epidemic　Prevensi6n　with’

　　　　　　　　　Commentary　and　Experimental　Data．

　　　　Kazutaka　YAMAGucHI，Motoo　NAGAsAwA豆nd　S6hei　ABE’

　1．防疫細隙虫菊乳剤の検定擬況

　防疫用除虫菊乳剤の検定については昭和24年度は薬発出317号によって生産県の薬事藍油垢が収去した検．体を

国立衛生試験所で検定したが自体件数は約60件で全生産ロットの10％に充たなかった．昭和25年度においては

全国的な規摸で全・ット検定を行い・不良晶を駆除する計画が乱撃桑務犀騨課を巾bとして働られたが泣の

第1段階は監面割，国立衛生試験所及び防疫毒除卑菊乳剤懇話幽々「探術的．談合を行い，基礎実験データを提供した結

果に基いて検定油石を設定した事であり，第2段階は昭和25年2月の薬事並びに食出衛生検査技術打合会及び同年

3月の防疫用除虫菊乳剤検定に関する打合ならびに技術講習会で主として生産担当県衛生技術官に対しこれが検定に

関する事務打合せ及び実際的な技術講習を行った．その結果昭知25年度では薬発第132号に従って全生産ロットの

検定を実施することが出来た．防疫用除虫菊乳剤の製造業者ゐ存在する地方は北海道，大阪，和歌山，広島，兵庫，

愛知，岡山，神奈川の8道膏県であるが，これら所在の衛生研究所で担当全ロットについて検定を行っている．なお

国立衛生試験所和歌山分場では和歌山県生産ロットを同県衛生研究所と分担している．

　国立衛生試験所生薬試験部では各検査機関から検査成績をそえて送付された5個宛の検体について再試験を行い全

検定を技術的に監査指導する立場をとっているが，本年度の当所における試験も大体終了したのでここに，’厚生省で

決定された本剤の規格とその設定の基礎として行った実験成績及び気の付いた注意事項等を報告し，’あわせて当所に

おいて両年度に行った試験威績に関して報告する．

　本剤の検定規格に関しては上述の経過に従って一応の確立を見たのであるが，白花エキスの場合と異り，』乳剤の場

合は原料である右ケンロート油，軽三等に含有される爽雑吻に基因する誤塗の除去について，さらに慎重でなけれ’

ばならない．この点に関しては引続いて基礎研究を行い，より完全な検定法を確立することが必要と思われる・なお

防疫用除虫菊乳剤懇話会技術委員会としても私たちど別個に基礎寒験を行った結果本案の現段階における要当性を認

めている．

　2．旧格試強慾の概要

　本規格は除虫菊の有効成分をPyrethrin　I及びIIの混合物として考えられたもので最近発見されたCinerin　I及

びIIは考意されていない．しかしいずれも第一菊二又は第：＝菊酸のエステルであって，単にCyclopentehe榎の2　　’

位の側鎖で一CH2－1個の差違を有するに過ぎず，分子量比もCiI：PyI冒0．964，CiH：PyII＝0。967．め如くで

あるので実際問題として支障はないものと考えられる1　　　　　　’．　　　　『　境

　PyrethrinはPyrethroloneと第一又は第二i菊酸のエステルであるボケン化されたComponentは殺1虫」1生を示さな

い・規鰍験法｛琳虫菊1國まそのエキス定理であるT・tt・・fi・1dの瞭法1）・を原法として若園博士が娘した若

園法に概ね準拠している2＞．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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　　　Pyrethin

　　　　『H・

R婁＞F／C＼曾℃斑一CH－CH・CH－C・・

　　HC一一・一一C＝0

Cinerin

　　　　．『II・

R豊＞1／C＼〒一C二一CH－CH－C恥

　H2C　　　C躍0

　　　　　　　1豊一

R一（・恥C合b　CH－Cく：葺：濃灘、328）

CO一

CH
・・

H一一・瓠・H－C〈CH3　　（第二菊酸）　　　　　　PyrcthrinCOOCH3　　11（372）

　　R；第　一・菊　酸　　　　　　　　　　Cinerin　I（316）

　　R冒第』：＝二　翻し酸　　　　　　　　　　　Cinerin　II（360）

　Pyrethrinをアルコール性；水野化ナトリウムと加熱するとケン化されPyrethro1oneと菊判とになるが，これに塩

化バリウム及び酸性白土を加え高級脂肪酸西暦の來雑物を沈澱除去し，硫酸酸性となし水蒸気蒸｝留ナると第一菊酸は

溜出するが第二菊酸ほ残留する，各々なベンゼン又はエーテルを用い，抽閏した後N150水酸化ナトリウムで滴定

し，相当値からPyrethrin（以下Py）1及びPy　IIを算出し，その和を以てPy値とする．この際初めから爽弔する揮

発性酸及び分解して既に生じていた第一菊酸を除く目的でケン化前にあらかじめ水蒸気を通じてこれらを駆除する．

　3，規　　格　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　厚生省で決定きれた本剤の規格及び試験法は次の通りである．なお使用する材料の短格，製法，試験法に関しては

引導番号を付し，これらは一括して後に記す．

　．（り・防疫∫H除車菊孚t剤は・

　　2％ピレトリン含有除虫菊エキス．3：42リツ，ト（註1）

　　燈7山父．‘よ［1蓬7由　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　22．60　リ　ッ　トノレ　（言圭　2）

　　水　　　　　’　∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．30　リ　ッ　トノレ

　　硫酸化油’　　　　　　　　　　　　　650グラム（註3）

　　石ヶ・ン末　　　　　　　　　　　　　　650グラム（註3、

を取り十分にかきまぜ乳化して製造したもので全容ほ約38．5リットルである．（註4）

　本中1αDccのピレトリン含有量ほ140　mg以上である．（註5）

　．（2）新品ほやや粘凋性を有する白色父ほ淡褐色の乳化液である．水層が分離しているものもあるが，これ1よ掘俘

振箆す担ギ乳化液となり長時割地の状態を保たなけれぽ々らない．：　　　　　　　．．．　　　　　　　　　、

　（3）本品1．獅水30客「11に注力口し軽ぐ耀するとき1埴ちに拡散長州て細餉等岨化液にならなけ才・‘漁

らない，阿品の比重ほ約0．9である．

．（4）・糧10賦を200。q共起窒メ、スシリ，ンダ1こ卿疎駿（20％）10qcc観和してときどき軽し？・211卸｝1・

4q～5ql　l二！肺野に「襯1螂！こ灘四四四壁くる瀞は，67cc以上でな！ナ斌ならない・（註0Σ．．．1．・

∴15）．！泊に・上り分離した油分50c『，を収り，水50　ccタ加えて後稀硫襲にて微1凌1塗となレ塗うづく速かに水蒸知薫

溜に付し，溜液の一部をとりメチルレッドを赤変しなくなるまで行う（溜液約400cc）（註7．8）冷却後残留液より油

分を分取し，これに酒精ソーダ液30ccを加えて灘ε冷却器を付し水浴上で2時聞加熱する（註9）

　放冷後これを静かに分液漏斗に移し下層の赤禍色のアルカリ液を分取し，水10ccを以て2回漏斗の器壁及び脚

部を洗いさらに水200ccにて石油層を洗溝し，さらに又これを苛性ソーダ液（1％）50　ccで2回洗博する．（．注10）

，，全アルカリ液及び洗灘液（この際少量の石油が混入しても差支えない）を蒸発皿で150ccになるまで濃縮し，250

cc．メスフラスコに洗い込み酸性白土1g，塩化バリウム液（10％）30　ccを加えて後水で正確に250　ccとなす，（註11）

　これを一夜：放置した後！慮別し，濾液200ccを取り，硫酸（20％）10　ccを加えて水蒸気蒸溜な行い約250　ccを溜

出せしめる．（註13、．　　　　　　　’

　1溜出液は分液漏斗に移しベンゾール50cc．を加えて約2分間はげしぐ振澱して分液する（この際生ずる溜濁は少量

の食塩を加えると直ちに消失する．）（註14）
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　水層はさらにベンゾール50ccで振盤分液し各ベンゼール溶液は別々の小型分液漏斗に出し，順三水10　cc．で洗

｝條しさらに水10ccを以って順次洗海を反覆し全ベンゾール溶液を’1個の分液漏斗に集め10　ccの．N／50苛性ソー

ダ液とあらかじめフェノールフタレイン溶液1滴を加えて中和した水5ccを加え約分間激しく振嘱し暫時静置後

分液せず直ちにN／50硫酸液で遡遍し消費練たN／50龍ソーダ液の量からピレト〃1の量を求める帆N／56

苛性ソーダ液1ccはピレトリン．1の6．56皿9に相当する・100㏄中のピレトリン1の含有量（mg）は内兜による

（註16）

　　　　　　　　　　　　　　・・…（・・一N／・・硫三半）・認丁丁雌

　前記水蒸気蒸溜における残留液は冷却後日傭（吸引濾過）し，容器及び．更質濾紙を水にて十分洗何して洗瀞水は濾液

に合してこれを食塩飽和後分液漏斗に移し，エーテル50cc宛で3回振面分面し，各エーテル溶液は3個の小型分

液漏斗に移し，水．10cc宛で2回順次に白白する．（註15）

1全工」テル溶液をフラスコに移し．，エーテルを二二して100。乾燥器中で10分間乾燥する．これに中II生アル．ゴ

』ル2ccを加え，残留物を溶解後中性水200　ccを加えて一旦沸騰させ放冷する．しかる後フェノールフタ．レイン

溶液1滴を指示薬とし，N／50苛性ソーダ液で滴定して，その滴定数からピレトリンIIの値を求める．N／50苛性

ソーダ1ccはピレトリンIIの．3．72　mgに相当する．400　cc中のピレトリンIIの含有量（mg）は次式による．（註

16）

　　　　　　　　　　　　　　・・72・N／・・軸一ダ液消費量・鑑・鍵響雌

　100cc中のピレトリンの含有量はピレトリン∫，IIの和である．

　試　』藥

　（1）　ベンゾール，化学用ベンゾールを苛性ソーダ液（1％）で2回反覆振漫後水洗して塩化石灰で脱水，蒸留した

もの（石油干一テル，ベンゾールの代りに沸点50～80。の石油じ一テルを同様アルカリ処理したものを使用しても良

い．）

　（2）苛性ソーダ，日本瓦局方苛性ソーダ10gを蒸留水10　ccに容1顕し日本薬局方アルコールで50　ccに稀釈し

たもの，．この際不溶の炭駿塩を生ずる時は濾画する．

　（3）エーテル　日本薬局方エーテルを苛『生ソーダ液（1％）で擬邊洗糠炎脱水再留したもの．

　（4）食塩，酸性白土何れも日本薬局方のもの．

　（5）フェノールフタレイン溶液　日本薬局方フェノールフタレイン1分を日本薬局方稀アルコール97分に溶解

した無色の液である．

　4．規格に関する聾解と賓験喫綾’

　儲・）興するビレト卿エキスはその都度定量を行わなけれ徽らない・このために賭：輯の方法2）す妨ち．

ベンゾ珊々抽出物又はエキスを1％苛性ソーダ処理し，酸性物質を除去したのち定量するのが良い．われわれが2

％ピヒトリンェキスと表聴してある某製品（検定後の経過時日不明）を定慣したとζろ次の威績を得た，

　　　　　　　　　　　Table　1．　Assay　of　Pyrethrum　Extract　by　Wakazono’s　Method．

S興mple（cc）

¢・脚・h卿・・…4・斗・C・・y・・n・h・…・…d…i卜

．．m150　NaOH
　　　（cc）

10

1
7．30

6．90

Py「P轟則N15獄OH
59．9

10

AVerage

56．6

　　ll　・3・・6

　　「『i416・

一一
pけ一｝　－

Py「D1“■i・・…b・…（・・）

61．2
il

121．，1

66．7 123．3

II

！ 122，2

・の一・・翻い瑚定処樋り・・調盤才・鰍蝋剤・…c・｝・・些細・るエ・・量・・・…細川・β・c故

予想されるビ・トリ・二三は・・9・響一・・8・…実数の一・・媚いて調製・た乳剤の・・ト〃鐸
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淀i．回したところ次の域績を得た．

　　　　　　・Tab！e　2。

術生試，験．所報告 No，69

Assay　of　prepared　pyrethrum　Emu！sion。（Prepared　by　standard　recept

　　　　　with　1．22％Pyrethrum　Extract）．

・・…d・…11…
@！℃・・y・・・…m・m・・a・・d・・、1！ICh・ysan・h・m・m・cac・d・l　p，，。，h，・。s

Dlpte　lNノ饗10HIN！5？。葛aOHl鴇｝

　　　　　　　　　　　　　6．15’　　　　　67，6　　30　1　0．44

400 6．ユ0 5．85
¢

64．3

（cc）IN／贈9H1認1（m・）
　67　　　　　　　12．48　　　　　　77．8　　　　　　　145．4

67 11．06 68．9 133．2．

ところで後述（註5）のエキスを含有しない乳剤についてB1ank　testを行った結果の見掛げ上のピレトリン含量の平

均値（初溜400ccでの）は24．4mgであるがエキス定量の結果から予想される試製乳剤100　cc中の．ピレトリン量

108．81ngにこの値を加えると133．4mgとなり大体第2表の結果と一・致する．

・（註2）燈油又は軽油には往々揮発性酸性物質を含有するを以て注意を要する．このようなものを用いて製した乳

剤左検定する場合前蒸溜を徹底的に行わないとピレトリン1値を過大に評価するおそれがあるゴ1例として某社に

割当1（られな軽油67cc．を水蒸気蒸留するとき二品に来る揮発酸の：肚ほ次表の如くであった．なお二二のアルカリ

消費数に相当する．PyIと実際に誤差として影響して来る値との関係については註7を参照されたい．

第3表，原料燈油の水蒸気蒸溜によって捕えられる揮発酸の量（註3）原料に用いる硫酸化油（ロート油）及び石ケ

ン末は商工省規栢（物価掲示第938こ口に適合するものでなければならない．すなわち

　　　　　　　Table　3．　Volatile　acid　drived　from　Mlneral　oil　by　Vapor　distillation，　which　uged

　　　　　　　　　　　　　　as　Material　ln　Emulsion．

Distillate（cc）

30

400

N／50　NaOH　co皿sumed（cc）． Correspondin窪Py．1（mg）

0．36

5。73

2．4

24．5

　ロート油：水分50．0％以下，総指防40，0％以ヒ，結合流凌（SO3として）3．8％面一ヒ，中1生，外観は常温で透

朋又に半透明の油状，水に溶解した二三は透明又は半透明．

　石ケン末（第一号工菜用粉末石ケン）：乾燥物質の正娠重量に対し，石ケン分92％以上，中山脂肪及不ケン化物

1，0％以下，アルコーイレ不熔物3．0％以下，水不溶物3．0％以下．

　（謎4）乳剤製造の概要はまず水とロート油を所定の割合に混じ，60。に加温しながら二二七二ナる（1分間80回

転），加温をやめ1掩拝を継続しつエ二二の80％の軽油を添加して行く．加え終ったなら残余の20％の軽油にエキ

スの必要母をとかしたものを二二下に添加する．後でホモジナィザー｝ごふけて乳化を完了するこのようにして400ガ

ロンを3～4時間で処理し絡る．b．DIT乳剤を製する場合の二極乳化剤の乳化威績等に関してはH．A．’G㏄rの詐

細な報告がある3）．

Table　4．　Blanktest　of　Emulsion　which　iac！ude　no　Pyrethmm　Extract．

一　　　　　　　一　　　一－．　一　　r　　　．一L－　rr　」　一一　一「一　一一　　1　一　　．．　　一　一　　一　　　・　一．．一．　．　　一　．．　　　　　　　・　一一　＿r＿＿　■　一　＿

・・…d・…11…　［…y…血・……c・d・i・・…・・聯・・h・…・cac・…1・・…h・…

Distillate　「
@　（cc）

．N／50　NaOH
@　　　（cc）

Py．1
i1ng）

（cc）
1面囑～茸「藤蔓⊥『・魂）　1

30 0．20 1．12 1．23 2．00

30 0．18
　　　　　　一

P．81

一　　　　．　一　　7　　一　｝　　

@　　19．9 @　　　67

一一　．．　．．一　．一　一　一　一　」　一　一　一

@　　1。51

　　12．5
鼈黶@　一　．　　　　　　　　」　一’　　　　　幽　一　一　　」

@　　9．4 @　　29．3

黶@．　，　一　．　　一　　一　　．幽　．　　．一　｝　　　　一

@　　18．3400． 0．89 9．8 67 1．37

．．　一　一　一　　　一　　　．　L　　．　　．　　一　．　一　’　　　一　一

@　　　8．5

3．12， 12．2 67 1．61
@　　　　　　　魑
@　　10．0 、22．2
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　（註5）検定を実施する際出来島る限り供用された諸原料を入手し，これらを以てピレトリ．ンエキスを加えない乳

剤を製したものについてBlank・testを行うのが望ましい．…知こわれわれが行ったBlank－testの結果を示す．この結

果前蒸溜を400cc行ってもなお20　mg鼻熊のpyrethrinに相当する誤差力除かれない事を認めざるを得ない，こ

の誤差を除去し真のPyrithrin値のみを走記する方法が理想であるが，この為にはさらに根本的に定量法自体を吟

乱する必要がある様に思われる．第4表，ピレトリンエキスを加えない乳剤のBlank－test．

　（註6）恒温槽を使用すれぽ一番良いが，設備のない時はバケツ等に温水を満して行う．折出した油層の色ほ製晶

によって異り，ある物は褐色（ぐらいきあか～はいきあか）であるが他の物は灰黄色（はいき）～暗黄緑色（くらいきみ

どり）である．．但し色調あ差と有効成分の間には直接関係はない様に思おれる．　’　　　　　　　　じ

　（註7）前水蒸気蒸溜は検体に混有する揮発性脂肪酸，エステル類及び分解によって生じた第一菊酸等を除去する

ため行うものである．これらを除去しないとピレトリン1笹を過大に評価する誤差の原因となるおそれがある．乳剤

㊧場合もピレトリンエキスの定i量の場合同様に苛性ソー’ダ液による脱酸処理が適用される．と都合がよいのであるが，．

仁め場合は石ケン，ロート油等のため乳化を起し，油暦の分雑が不酊能となるので適用出来ない，この水蒸気蒸溜は

最初の案では溜液．30cc．を得るに止めていたが，その隻協議の結果現行のように改められた．

　両法についておれわれが比較した成績は次の通りである．

　・・’　　　　、　Table　5．　The　I㎡1uence　of　first　Dlstillation’to　the　Va1亡e　of　pyrethri且s．．

　　　1　．　l
Sample　Distillate．　N／50　NaOH

No．

「16

16

8

8

　8

　8

（cc）

30

400

30．

30

400

400

（cc）

0．39

6．56

ユ；56

12．93

1
I．

1ng　Py．1
　　（mg）

2．6

43，7

10，1

84．6

穿sa且themumic
ac1dI

OiI
Chrysanthemu一
Dmic　acid II

iiミyre・h・

1

NaOH
モメj

l　　　Py．1　　　・（mg） （cc） 膿討引 Py・．II
img）

rlnS
i卑9）

．00 78．1 68
　　　　　1
P4，・25 90．1’ 168．2e

．96 66．5 68 13．62 86．1 152．6

．05 105．4 71 11．0〔｝ 72．6 178．0．

．28 108．1 71 10．74 70．9 179．0．

．07． 70．7 71 11．53 76．2 146．9

．07 71．7 72 9．75 65．3 137．0

　即ち16険添では菊水蒸琉蒸留の溜避量り差iによる夙夜の．N／50苛1生ソー。ダ消費量の差は6．16　ccであるが8検

体の場合は11．37ccの差を示す．しかして溜出量の差によるピレトリン定量祖ρ差は16検体で1ポ15．4mgあるの

に対し，8検体の場合は35．2mgである．きらに多くの実験を行わなければ確走的なことは言えないが，．この例か

ら見ると検体の種類にようて含有する揮発酸量，引いては前水蒸気蒸溜の程慶（30cc又は400　cc）によゐピレトリン

定量値の開きに関して，程度の差がある事が予想される．なお蘭述（註5）のBlank－testの成績では初留30　ccと400

ρcでN／50苛注ソーダ液消費量には面差を認めるも見掛け上のピレトリン定量値には予想された程のそれを認めな

い．この理由は，それ以後の操作のどこかで揮発性酸が象かれているものと考えられる．なお若園氏1）によれば第一

菊酸め約i／2量に相当する酢酸を加えた検体について同様な方法で．定童を行った結果う酢酸は第一補酸の定量値に

’対し何等の影響をも示さない．　．　・．　　　．・・

　ことで二二のBlank重estに現われる誤差の原因としては臨画性，不揮発性法が乳剤中では不揮発性エステル（例え

ばGlyc3ride）の形となっていることも予．誤きれる．前水蒸気蒸留を充分に行おうとする場合考えねばならないとと

はピレトリンの熱による分解である．われわれはこの程度を知るためにピレトリンエキスについて前水蒸気蒸溜の時

間（その間の溜出量）とピレトリンの分解程度との関係をたしかめた．対照としては前水蒸気蒸溜を行わず，1％苛性

’ソ，一ダで脱酸処理したエキスを常法で定量する．

　つぎに同一一・エキスを5～40分の一定時間を限って水蒸気蒸瑠に附した後，速かに水温まで冷却させ1％苛性ソー

ダで脱酸処墾を行うた愛，常法でピレトリン値を定量した結果は第6表の通りであった．

　この詠振によると溜液400ccを得るに要する30分聞の水蒸気蒸溜によってピレトリン1はその8．4％を減少

するがピレトリンIIの分解は認められない．（若干の増量を示すものは実験誤差と思う、．その結果ピレトリン総量

としては約3．5％（規格量170mhとして約6mg）の減少を示す．

　以上の実．験結果からみても前蒸留はなるべく速かに（すくなく．とも溜液400ccを．30．分前優で出すように）行う．の

■



26 術坐試験所報告 No．69

Table　6．　Decompositlon　of　Pyrethrum　Extract　by　Vapor　distillat；on．

No．

Cintro1

・　　　1

　　：1［

　　】1【

　　】v

　　V

Time
（m）

0

5

ユ0

20

30

40

Di，，i11。、。：I　Ch窪rr蝉・塑剛d　I．1；gh・y・m・h・m・mi…id三」P，，e踊。。

（cc） m1遡詩OHi騙il　N‘階OHi編1＿璽L一
　0

55

ユ33

280

435

520

ユ5．06

ユ4．00

ユ3。84

13．84

ユ3．79

13，41

123、5

114．8

114．5

114。5

ユ13．1

110，0

1」

：1

・l

1

1・

11

17．05

17。35

17．45

17．85

17．55

17。20

94．1　・

95．8・

96，3

98．5

96．9

94．9

21マ，6

210．6

209．8

213．0

210．0

204．9

がよい．そのためにほ水蒸気をかなり烈しく導入する必要があるが，このとき冷却を完全に行わないと揮発酸を散逸

させるおそれがある．オつれあ；れは冷却を完全に行うため長さ50cmのりービヒ冷却器と蛇管冷却器を連結させている、

　（註8）水蒸気蒸溜装置ほゲン化後の後蒸溜でそのまエ適用丘1来るのであらかじめ組立てて置くのが望ましい．蒸

溜フラスコはガラス製暦合せで泡末防止装置む附したも⑳が良い．

　（註9）　ケン化に使用する酒精ソーダは必ず局方アルコール（90％）を以て澗製しなけれぽならない．もし98％程

度の無水アルコールを用いて調製し．たものを用いるとケン化後油厨と水層の分離困難となる．また苛性ソーダけ二品

な用いないと保存中出回する．　　　　　　．

　（註10）洗灘の順序はこの通りに行わないと乳化を起し分離困難となることがある．下暦アルカリ液及び洗液を

ビーカ｝・に集め｛濃縮する．，親格には分液の際多少の油分が混在しても良いと宙いてあるが，これは後に塩化バリウ

1、を加えた際バリウム雄と油分が混って汚くなるので油分は出来るだけ分離した方がよい．． @　　b
　（註11）難容性の高級脂肪酸バリウム雄熟2析出させる．この物や若干の來雑物を吸着し，灘過しやすくするため

に酸巌白＝Lを加える．四四酸のバリウム塩iよ水蓉性であるが，他の混入即智Lauric　acid　C1！H23CCOH以ヒの高級

脂肪酸のバリヴム塩ほいずれも水に難容または全く不溶で，バリタ処理によって除去されることは朋かにされてい

る4）．ピレトリンエキス定量の場合においてはバ’リタ処理で除去されない野菊竣及びCapric　acid以下の酸の総量の・

うちC2～101。の酸量ばわずかに2％でほとんど走量に影響を㌻えないとされているが｝）乳剃につい（は報告なく，

煎述の実験成綴からみてもより慎重：に考えねばならない．

（註）・・トリ・野物計獄にお・・て陰門じて補蹴る・

　（註13）250ccを約17分間で溜出せしめるのが」：い．このためには冷却を完全にす’ると共に蒸留ソラxコも加

，熱してやる必要がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　し　，…若銅氏1よ水蒸気蒸溜によって第一．・；菊酸の98％」以上が溜出されるがその約60％は最初の50ccの二三中に含有き

．れる赦，蒸溜当初の溜出連度ほ特に慎重に行い，また蒸溜フラスフ中に残即する液量も第一菊酸を完全に溜出せしめ

る≒めには，．なるべく少量ζすべきで普通50cc以下となるように注記ナることを揖摘している．オ）れわれはこの

操作における蒸溜連度と必要溜液量の関係をたしかめるため，脱酸処理したピレトリン干キスを親格方法に従ってケ

弱化及びζ¢）鋒の四二を行った後1，水蒸気蒸留歌費？で溜液5旦cE翠μ．100ρc毎に溜出二間≧それらのN／50苛性

ソーダ液消費量とをレらべた結果は嬢の如ぐであっ顔∵．．、　・．一

　　　　　　　　　　　　Table　7．　Dis2illating　Condition　of　Chrysanthcmumic　acld　I，

　　（Totall　volum　of　liquor　bピfore　distinatio見was　200　cc；used　rcgular　apparatus；heated　the　distillating　flask．）

1 1正 …1．・v［ V　　lV．【 、11

@　　Distillate（cc） 50 50
黶@　．　一　　一　　一　L　一

ユ00

　　　　　i@X　　ITotal　　　　　1

?E・1750・

f4…143・5・

O、62i

’Time　for　disti11ation（m，s）
　　　「3．20．

50
p　　－　　　　　　　　　　　　

@3．20

@2．40
D⑯・2β）．

Q0．5

．．

D一
@．1

5．40

　∬

@100　　　　1

T．20

@　　　．　　　一

Z．28
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　Ix

@　　　－

@100

S．2〔工

kL52
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’．罰『「

m／50NaOH　Consumed（cc）
一…一一

　3．ユ0

i7．珍q）．
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1．0010．94

　　50　　　　　　　　　100
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この結果をグラ、フに表すと訳のようになる．

　　　　　　　　　　　　　　　第1図第一菊酸の溜出曲線
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50　100150200250　300　　450　　　550　　　650　　　750

　　　溜　出　量　（cc）　　D三stillate（cc）

　Disti工latign　Curve　6f　C111y寧anthemumic　acid

　この威績からわかることほ250ccまでの酸の溜出状態けきれいな＝訣曲線によって示され350　ccで一一・応，酸の溜

出ほ完了し．250ccではその約99％が溜出している．500ρcまで1よほとんど酸の溜出がみられないのにそれ以上

蒸溜を継続するときは極めて徐々ながら再び酸の溜出量：が増加することが認められるが，これは第二菊芋その他の別

個の因子によ．るものと想像されるので所要時間15～20分という．条件で溜液量250ccという規定匿まず適当と判断

されるが，初期の溜出速度が遅い場合にほ溜液量25Q　ecではな才5不充分のおそれがあるので，常に溜液300　ccを得

るまで蒸溜を行うのが良いと患はれる，

　ただしこり条件で残留液を50ccにナることは困難であった．

　（註14）ベンゾー．ルと振澱する際，いままでの経験によるとほとんどが白濁して分離が困難となるから振肥前に

食塩を少量加えておくと其い，

　（註15）第一回の59ccのエーテル早出液を水洗する場合，始めからあまり烈しく振温すると粘稠性となって，

水とエーテルの分離が困難となる．もしこのような状態となった時には2回目のエーテル液を一緒にして行えば分離

出来る．

　（註ユ6）　ピレト9リン1及びIIの計算はこの表から算出すれば便利である．油量に相当するピレトリン量N／50

にNaOHの消費量を乗ずれば求むるものが得られる，

　　．、@　　　、、

菶ﾊ

＼ざレトリン量　　　　　－　　　　　　＼　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　～

ピレトリン 1 ピレトリン

1．1　　［ ＼　ビレト　　＼、．　　　　、　　　　　、、

?ﾊ

　　リン量

ピレトリン 1 ピレトリ ン 1工

一

62 10．17 5．77
i 72 11．81 6．70

63 10．33
「

1
5．86

i 73 11．97 6．79

64 10．50 i 5．95

itl

74 12．14 6．88

65 10．66 6．05 1 75 12．30 6．98

66 10．82 6．14
1 76 ユ2．46 ｝　7・・7

57 ユ0．99
1
6．23

1 77 12．63 1　7・16
68 11ユ5 6．32

11

78 12．79 7．25
1

69 1L32 1 6．42 ll 79 12．96 7．35

艦

70 ユ1．48 1 6．51
／lI

80’ 13．12 7．44

71　　　　　　　1 11．64 i ．6．60 「』u
コ

．■

結 語



28　　　　　　　　　衛生試験所報告’　　　　　．　No．69
　　最後に昭和24年，25年度の当所に於げる試験成績を報告すると，．昭和25年度め検定件数27件r11不適は1件

もない．この威績は前年度の検定数48件中適28件，不適20件の成績と較べると格段の進歩を示しているが，こ

れは原料費材が良質となった事も大きな原囚であるが，検定が全国的に実施された亦が鋤機となって製造業者の不合

格品絶滅の田崎的意慾の現れと考えられ誠に毒ぴに耐えない，なお本剤の全国生産量ほ24年度8，686ドラム，25

年度8，275ドラムであった．本試験研究並びに規格設定に当って終始御指導御廟幽いただいた京都大学一画部武居

研究室高野武之助学士並びに長岡駆虫剤製造株式会社若園潔博士に深く感．謝すると共に，この検定を企画された厚生

省薬勝加齢賦課按司各位並びに実施を担当された各衛生研究所技師各位に敬意を表する．　　　　．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献

　　1）　Tatterfield　F，　Hobso箆R．P，　Ginipgham　C．T．：J．　Agτ．　Sci　19266（1929）　　　　　’

　　2）武居，若園：農化16399（1940）：若園，平岡，武居：農化18766（1942＞．．　　　．　，

　3）　G㏄τ：Natura！Research　Consel　Insect　Control　Comitee　Report．　No　185，　Noヤ194S．．’

　　4）武居，大野，llI島：農化16389（1940），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

　　　　　　　　　　　　　Requirement　qf　the　pyrethrμ皿恥箕u1＄ion　for　Epiderpic　prevellsion

　　　　　・　　　　　　　　　with　Commentary　and　Expe士imental　D融ta．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（azutaka　YAMAGucHI，　Motoo　NAGAsAwA，　S6hei　ABE

．，今・Th・rcq中em・nt・nd・5・・y・t・・d・・d・f　th・p買・th・・m・m・1・i・・f・r・pid・ηi・p・ev…i・・w翠・creatψ

in　1949，　we　cooperated　this　task　with　civil　experts．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

　　　　　B．Ths　Standard　was　offered　to．G．HΩ．　from　the　Welfare　Mi“istry．　　．　　　’

　　　　　C．We　offered　co孤mentary．　and　experiment註1　data　about　this　require面ent　and　promotcd　the　propagati6n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

。f　te｛出nique　t・execUtiVe　engineers．　　　　　　　　．　　　　　．　　　“

　　　　　D．In　1949　we　fbund　20ロ。　good　samples　in　48　samples　as　the　result　of　i廊pection，　but…n．1p50　we

could　not　find　any　bad　samp！e　in　27　samples．

　　　　　　　　　　’　B。The　Rcquirment　cf　the　Pyrcthrum　Emulslon　for　Epidcmic　Prevention．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　1）　The　pyrcthrum　Emulsion　is　manufactured　by　mbdng　and　emulsifying　the　foliowing　dru鍔s：

．　　　　　　　　　　　琳ethrum　e血act　including　　　’　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

2）

　　　　　　2％pyrethrin

Kerosene　or　Gas　oi1

　　　　　　　　　　　　　●Water

Sulfonated　oil

Soap　powder

　3．42　層Liter

22．60　〃

11．30　〃．

650　　．Gfam

650　　　”

From　the　above　quantity　about　39．5　Liter　of　product・is】rnanufactured，

100cc．　of　this　product　should　eontain　more　tha恥140　mg．．　of　pyrethrin。　’

Tllis　emu！slon　occures　as　a　white　o士aslight　brow皿solutioh　and　ls　rath6r　vicld．

Though　sometimes　it　separates　a　liquid　layer，． @it　should　make　an　cmulsion　keeplng　itg　state　for　a　long

time，　when…t　is　stirred．

　3）　When，1part　6f　the　product　is　poured　int630　parts　of　water，　they　sbould　be　mixcd　rapldly　each

other　and　shou［d　make　a　fine　uniform　emulsion　in　which　a　lot　of　drop　fbating　o…I　or　any　othcr　impuτities

should　not　be　seen。　　　　　．．　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　　　　．　　　げ

　　　　　The　gravity　of亡he　product　is　about　O．9，

　　4）More　than　67　cc．　of　oi！part　should　be　got　when　place　100㏄，　of　the　emulsion　in　separatlng　funnel　of

200cc。，　add　100　cc．　of　sulfuri6　acid（20％），allow　the．mlx：ture　to　stan〔l　at　40－60℃for　2　hours　with　occasiona1　’

shaking，　and　fロ士ther，　allow　to　stand　at　ordinary亡emperature　over　night．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　　　5）　The　quantitative　analysis　of　pyrethrin－is　carried　on　as　foI呈ows：　　　．1　　T　．

　　　　　　　Place　50　cc．　of　the　oiI　part（Art．4）a夏d　50　cc．　of　water　ih　a　flask　and脚ithout　delay∴make　steam

d沁lillation　for　the　mixture　until　the　distiUed　solution　no　longer　changes　methylred．iato　red（when　all　di忌till・

盗te・reaφ．about　400¢c。）and　from　the　rest　601ution．　r6maiロing　o1ゴ．the’dist三11atio叫．seharat6　the　oil　part，＝trah6fer

this　part　to　a　disti11＆tion　flask　fitted　with　a　reflex　condens6r，　add　30　cc；6f　alc6holic忌odium　hydrox三de　solution

　and　heat　on　the　water　bath　fof　2　hours二　．．　　　．　　　　．　　　．　　　．　　．：．’　」　．　9「‘　’　．』．　’一　「．7．．．　　　　．「

　　　　　　　After　cooling　at　the　ordiia】汐．　tehlperature，　transfer　the　mbζture　qui6tly㌃o　a　separating　funne1，　separate

the　redish　brown　alkaline　solution，　the　lower　layer　aロd　wash　quietly　the　wa11　and　foot　of　the王unnel　with　10

cc．　of　water　twice；then　wash魚e　Ker6sene　Ia鉾r，．flfstly，　with　206c．．of寅ater，　secohdly』with．506c，　b壬sbdi㎜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　hydroxide　solution　（1％）　twice；　　　．　　　　　　　’　　．”5　　　”　．’　・．　　．　．一　　”　　　　：．　‘’．

　　　　　』Gather　all　alkalihe菖01ut五6n　and　the　waghingき、（it　do白s　not　gmatte｝that　lth6re　i忌a．．1ittle．1＜eh）sene　i聡it），

t・。・。f・・t。・p。rcel。玉葺b・・…n・nd㎝。p。・就・。ndl　th。　qu。ntity　6f　th。．．、。1血i。h　bec。漉、b6斌1蜘cc．ざnd「「盛。窺

ad419ドof『Japanese　acid　blay（N6te：as　an　abs6】ピbeぬt　for’inlpuritie3）and　3σ．cc．”bf　1σ％’．．．　ba士ium’：c1116｝ide

solution（Note：as　an　absorbent　for　fatty　acid　a憂d　so　f⊂）rth）and　make　the　soIution　to　250　cc．r　correc㌻1y．with　wa・

　ter，

　　　　　　　Allow　this　solutio！1　to　stand　once，．filtrate，　and　place　200　c60f　thig　filtrate　in　the　flask，　add　10㏄．　of

sulfuric　acid（20％）and　distill　wl㌻h　stea叩till　the　4ist量11ate　reaρhes　250cc・（A）（Note：It　is　agreeable　way　to

　get　about　250cc．　of　distillate　in　25　mimltes　since　begin　distillation）．　Transfer　the　distillate　to　a　separating

　fu皿e1，　add’50cc。　of　benzene，　shake　strongly　for　tΨg　minut甲a耳4　separatg　each　water　and　benzene　layer（Note；

　aiittle　turbidity　whlch　arise　i皿this　case　disappears　at　once　when　a　litt1夢sodium　chloride　1s　added）．　Shake

　the　water　layer　with　50　cc．　of　benzサ且e　a孕d　separale　benze耳e　layer．

　　　　　　　Transfer　each　benzene　solution　to　small　separating　funnels　respectively，　wash　ea6h　of　the＝n　with　10　cc．

　of　water　by　turns　and　repeat　washing　again・宙ith．f血rther　10　cc。　of　watef．．Then，　gather　all　bgllzene　solution

　in　　aε（Pεrati蕊g　fbr茸eL　add　5　cc．　cf　N1ε0εcdiu皿hydrcxideε01uticn　and　5　cc．　water　neutralized　prev…cus】y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　with　one　drop　of　pheno且・phtha16量n，　shake　strongly　for　abcut　2　minutes・a11Gw　to　stand　for　a　while，　and　tit・

　rate（b　ack　titraa重on）the皿㎞re　directly　withcu七separation，　with　N／5σsulfuric　ac；d，　and　get　the　quantity

　from　the．N／50　sodiuのhydroxide　solutio夏．consumed．　　　　．”．　　　　．；1．一．　　・　幽．　∴．．’．

　　　　　　　1cc．　of　N／50　sodiu重n　hydroxide．solution　is　equivalent　to　6．56　mg．．6f　pyrethrih　I．　　　　　　’．

・・@　　The．　qua耳tity．of　py】rethrin　I　in　100cc．．is　calculated　by．follb寅ing　fδhhula：．　層　　　　　　　　　．．1

　　　　　　　6．56×（N／50’Sulfuric　acid　consumed）×250／200×Ωty．　of　Kerosea／50　　　　’．　　　　’’　”

　　』『r・・The　qUaptity　Of　pyr毎thr三n五inCIUded　in’the　reSt’SOIUtiOn　remaining　Oh　diStillat1On’（A）iS　Ca！CUlated　aS

f・11σw・：．い．1．’1．．．』．．．． @』’．．．．　幽　’「　．　．．．．－．　．　1．　’
　　　　　　　After　cooling　the　rest　solution，　f五1trate　at　reduced　pressur6　and己壷ash．忌uffibie．負tly．cbntaine士s　a血d　hard6ned

filt・・p・圃with　w・t・r；・dd　th・w・甑ing・t・重hむ』fntセat♂d・d・ft…atu・ati・g　thi…1磁i・・．　with・・温加m

　　dhloride，　tra且sfer　to　a　separating　f㎜e1，　add．50ρc．・of．et｝｝erヂshake　and　separate，　repとating．shaking．・and．

sep・・at・葡。・m…with　50　r…f・th・・斑・pectiY・ly・．’．Tran・角・each．舜th・…1・tigR　int・・卑・ll　three・．・epar・’

　・ting　fu皿els　an4　w3sh　each　of‡bem　twice　with　10　cc．　of・彬ateτby　turps．　Then，　transf町all－e≠her　solution　to

　　　　　　　　　し，afl・・k・・d証t・・di・ti11・ti・g・伽・r・ff，　dry・㎡fi・i・ntly　i・．…巡i・・ζt…ロOQ．C・．．f…t・n・ゆnμ士…「』Add　2．cc・

6h。・t・・！・1・・h・1・t・．血P・4・i・d　re・id・・t・di・曲・th・m・㎝d　20．・c・・f　w母t…．b・il・nce琴・d』a11・w　tq・‡・nd・・t・

　　coo1．　Add　one　drop．　of　phenolphtha！ein　as　the！ndicator，．．titrate　th6　sohltion．．　w五th’N／50．sqdiμm　hydroxide　so・

　　1ution　and　get　the　quantity　of　pyre血ri且　1正from　the　consumed．d士ops・　．．：．　　乞　．　．’．噛’．　’．．．．「’．1　．　　’．

　　　　　　　1cc．　of　N／50　sodium　hydroxide．三sぞequivalent　to　3．72　m9．．6fやyfe伍r加．江．．”9『『．一．．　　．．．9

　　　　　　　Th・q剛1ty・f　p）π・出・i・Il　i・100・c・i・ca1・・ねt・d　by甑6　fb11・疲i血9．f・士面a9：・1』．’1．．一！．．．

　　　　　　　3．72×N／50sodium　hydroxide　solution×256／200＞く9地．　of　Keき）seh61501．「．．〆‘　』’．．．．．’”　’∵
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　　　Total　qtyg　of　pyrethrin　in　100　cc．　is　as　follows三

　　　Ω寧・fpyrethrin　l＋Ωty．・f　pyrethrih、II

ドReagents：’

・ユ）　Benzene：　Shake　benzene　for　chemical　use　with　sod五um　hydroxide　solution（1％）twice，層

よ，

｛’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wash　with

　　water　and　after　dehydratioれ「呼量出．calcium　chloride，　distill　it．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　（Petro！eum　ether）：　Instead　of　benzene，　prπoleuln　ether（B．P．50－80。C）　　．　：　　　　　　　　　　　’．　：

　　　　　　　　　　　may　be　used　after玉t五s　trea食d　with　sodium　hydroxide　as　in　the　same　way　as　men・

”　幽　　．．、㌦ti・ned　ab・Ve・　．’　國・．　・、・・　　　　　　　　’
2）’、Alcoholic．魯odium　hydroxide・：Disε01ve　10　gr．　of　JP．．’sodiuln　hydroxide　in　10cc．　of　disti11ed　wa走er　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dilute　it　with　J．P．　alcohol　to　500cc．　when　insoluble　carbonate　appears，　it　is　fi！仕ated．　』9　　’　　．F

．r D3）rEther：’Shake　and’wash’J6P．　etheτwith　sodium　Lydroxide　solution（1％）and　disti11　after　dehydration．

　4）　Sodium　chloride，　Japanese　acid　clay：Use　those　prov！ded　in　J．P，　　　　層　辱

　’5）’Phenolphtha！e…n：Colourlesg　Oso1廿tion　made　by　dissolvin窟one　part　of　J．　P，　phe点01phthale…n　into　99　parts

．一
@　’Qf・J，P．　alcohoL　　　．　　　　・　　『．　’　’　　　　”

硝子容器について
藤　非　正　道

●

堀　　部 隆：

Studi6s　on　the　Glass　Containers．

Masan耳ichi．FuJII　and　Takashi　HoRI捻E

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言・

　碧者らほ本酷前号において，性主剤庸硝子溶器について米州（第ユ3版）臼局（窮5敵正）及著皆らの漸定せる案等

の方法によりアルカリ溶出度試験及び耐寒耐熱試験を施行．し得たる結果を報告した．

　然るに其後，米局に在っては齢三白ユ3版ほ彰’正され第14版（1949）となり15ζ口局においても第6改正（23年3

月、となり，何れにおいても硝子容器に対する試験方法ほ全面的に改正されるに至つだのである．

　そ牙！故に碧新らも此鯨改正された試験方法により昨年暮以来全国的に収ジξされた注射徳用硝子容器即ちアンプール

726種（大型アンプール13種），瓶38麺並に依頼による減例式輸血丁丁プラスーr瓶につき試験を施行し得たるザ凝

を併せ報告し大方の参考に供せんとする訳第である．

　　　　　　　　　　，　・　　　’試験之部　』　　．．1　’
　1．一一日本薬局方（第6改正）による注射二二硝子容器のアルカリ溶出度試験

唱． 絜ﾇ第6敵正における注射三二硝子容暑3に対する試験方法ぼ大略訳の通りである．

　洗濫せる容器を粉孫し筋過し4号節を節過し，5号筋を筋過せざる粉末につぎこれを蒸溜水及アルコールにて淡灘

　1．乾燥した後，之より59を二二し，200ccの三角フ…ラスコ中に入れ，曽蒲溜水5bccを加え，湧騰水浴中i三て2時

間加熱後硝子粉末より溶出せるアルカリをメチルレッドを指示薬として，N／50硫酸で三三する．‘

　　盲検補正を行い，N150硫酸の消費：量ほ容器の種類により次め量以下でたけオでぼならない．

　　A一三封でぎる内容量ユOcc未満の容器・・：…一一∵…＝、・……∴…．0．3c6　　．一

　　B一二封できる内容量10cc以上100cc未満の容器…一…一・Or4c6．．．”

　　C一一熔封できる内容量100cc以上の容器・・∵＝・・一・………・……・・0．6c¢．’．．

　　　D一一三三できない容暑鼠容器として用いる注射筒を含む）・∵∵・．…2cc
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　即ち目局（第6改正）においては第5改正における，容蹄宇に試薬を封入し施行する試験方法，即ちいわゆる容器試

験は（第6改正）に率いては無ぐ，た撃粉末法により，かつ容器の大さ別に，フルガリ溶出度の許容量を違へた判決方

法を採用している．

　即ち判定方法を除き本試験方法は詳細にわたっては多少の相違はあるが’その骨子は米市におけ’る1型試験方法

に類似したものである．しかして其の試験成績は第1表の如し．

　　　　　　　　　　　　　Tab！e　I．　Testing　re醐lts（Confomuo　J．P．　No．5）

＼合1k・1i　S・1・bility

　’＼・～＿

Sample＼、＼
（cc）・

　0．5

　1．

　2．

2．5～3

　4～5

　10

　20

　50

　100

200～300

500

ド・・厩 0．1～
0．2cc

0．2噛．

0．3cc

i、（・％）1、6（94％）一

　　　　　　1、4（，％）1、4、（79％）；、8（、。％）

に。（，．9舳（69．、％）｝幻（、％）

・幽li6（鰯1・（銭・％）

1・（8・7％）；・・（57・4％）26（・％≧

i1（2．8％）以（64．8％）．5（13。5％）

　　　　　　
・3（・・9％）！…（53鋭）；53（・脚

　　　　　6（30％）　…9（45％）

！　7（43．8回目14（郷）

　　　　　i3（30％）1診（20％）

　　　　　110（43．5％）16（264％）

0，3～

0．4cc

3（15％）

　（Bad）
1（6．8％）

　（Bad）

0，4～
0．5cc

0二5～．

0．6cc

2（1。6％）11（0．8％）
一　1

（BadN
　　｝
一　　1

2（1％）

　（Bad、

　（Bad）

7（ｬ囎4）｝1（1語！、）

鵬・％／2（三一

16（8，4％）i
5（25％）

1（6．2％）

3（30％）

5（21．7％）

6（3．2％）1

（B・d）に

　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　1
4（25％）1一
　　　　ト
1（10％）11（10％）

　　　　「
2（8．7）　1　「

　　　　1

0．6ヴ
1．Occ

1．0～
2．Occ

2．0～

4．Occ

　　　1
　一　｝
1（0．5％）1

2（蓋繍

　（Bad）

11（1％）6ad）

1（0．5％）

　　曳Bad）

　II・大型アンブールの日局（第5及第6改正）及零局（第13版）によるアルカリ三重度試験・

　第2表中の大型アンプールにつき更に日局，米局及前号記載の著者らの漸定せる案中A型試験等の諸試験を施

行した結果第2表に示す如き三月を得た．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　Table　IL　Testing　results　of　large　ampoules

　　　　VolumeNo．
　　　　（cc）

56

115

137

149

150

160

161

162

180

181

182

183

756

500

5GO

50

100

100

100

300

500

500

300

100

50

50

J．P・（No・5） J．P．（No．6）『

　（cc）

U．S．　P．

　　1
　＜0．6cc

O．5ユ3

0．441

　H
＜0。5cc

III

＜5cc

Our　method

Good

〃

〃

〃

〃

　〃

　〃

　〃

　〃　5

　〃

　〃

　〃

　〃

0．220

0．262

0．386

0．198

0．160

0．318・

0．460

0．390

0．294

0282

0．192

0．337

0．256

．剛＝陶
器卿辮d）ζ：ll！認1

　　　　　I
l、．182（B、d）…

綴瞬一
画．・隅
’ρ・60・1『
　　　　　r

騰。，d）；

1、．2囎、d）

　0
0．401

　0

1．・・6・

1　．一
’陵．・5

1．30

1．43

ユ・65

2．20

0．98

2．54

　　　A　　　　　　B
　＜0．6cc　　　　＜5cc

　　0．404　　　　　　　　0．12

｝・・34・一・25

　　　　　　　　　　　　　　へ

｝　＿　】　　＿
l　　　　　i

臆幾）L＝
｝0．68（B。d）i　10．26

1。．568…。．別

　　0．406　　　：　　　　0．77

　　0，411　　’：　　　・0．75

　　0．370、；．．一一

10・560｝．0・％
，　0・380　1　1・25．
1

即ち口局の試験法に拠ると第5敗正及第6改正の何れの方法によるも全部試験に適合する．
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　然るに米局第13版に拠れば1型試験に於てNo．137，No．160，No．161，No．162，No．180，No．181等が試験に適合せ・．

ず，その他の試験にはいずれも適合す筍．，又丁丁らの漸定案に揮れば，米局に拠る試験威纏とほ讐短貸し，A型試

験に，3いてNo．160及No．161が試験に適合せず，その他の試験にはいずれも適合する．

　III一・ペニシリン用硝子瓶のアルカリ溶出匪試験

　市阪ペニシ．リン及ストレプトマイシン用硝子瓶につき日局（第5改正及第6改正），三局（第13版）及薯者らの漸

定案に拠り試験を施行したるに第3表に示す如き威績を得た．なお参考の生め一外国製ストレプトマイシン用瓶につ

き同様の試験を施行した．

　　　　　　　　　　　Table　III．　Tegting　res廿1ts　of　bdttles　for　pehicilline　and㌔strcptmycin

●

No．

3

9

11

」．P．　（No，5）

31

35

77

盤面oγ1Pink　2（・・d）

Red　3

翻ow｛（B・d）

Ye1！ow　2（Bad）

Red　　2

Red
Pink
Red

2

1
2

J．P．（No．6）

　＜2．Occ

U．S．　P．

．．α乙。■．。1玉cc 　III
＜5cc．

209

217

220

221

246

247

329

363

409

453

454

460

523

541

542

710

712

719

720

728

729

Yellow　1

Pink　1

　Yellow　1

［Y，11。w2・

IYellow　2
1

Red

Red
Pink

Red

2

1
2

’2

Red　2
Pink　2
Ye110w　2

Pink　2

Yellow　2r

Pink　12
Yellow　2

Red　　2・

Red　　2

Red　　2

Pink　2
Yellow　2

Yenow　2

Yellow　2

Pink　2
Yellow　2

Red　’2

（Bad）

（Bad）

（Bad）

（Bad）

（Bad）

（Bad）

（Bad）

（Bad）

（Bad）

（Bad）

（Bad）

0．152　　　　0，725（Bad）

0．500　　　　．：L222（Bad）

2．103（Bad）9：＞8　（Bad）

1．752　　　　．5．655（Bad）

0．156

　0．733

い0．846

∵2．430（Bad）．6．70（Bad）

∴2．548（B・d）．8．00（后・d）

　　　　　l　　l「
1，0．540　　｛、　　．1．618（Ba4）1．

i・．5・・’…168価・ゲ

　　　　　　ロ
　2．676（Bad）　．8；99”（Bad）

　0．572　　　　　　1．268（Bad）．

　　　　　　　　’i

l　3．118（Bad）　　　　　　　　7．776（Bad）
’1。．，1。、昌、脚。d）

　　　　　　　　l
12・723（Bad）r・212（B“d）

1　0，492　　　　　　11．482（Bad）

レ　　　　　1．

2．198（Bad）・7．105（Bad）

2・838（B・d）：7r744（B・d）．

2．234（Bad）．3．77．（Bad）

　　　　　　　ト
0．520　　　　11．328（Bad）

3．052（Bad）　6．18（Bad）
　　　　　　　　

2．7β4（Bad）　6．7ユ．（Bad）

0．462　　　　1。16（Bad）

0．624　　　　11β3（Bad）

0．593　　　　　：1．50　（】Bad）

　　　　　　’6．02（Bad）

　　　　　　　2，13．’（Bad）

0．11

　　　0　　　．5．51（Bad）

0．63・（Bad）　6．58（13ad）

0．745（］6ad）　　　　4．38

　　0．ユ01

3．43（Bad）

2．38（Bad）

2、39（Bad）．，

0．965（Bad）

2．15（Bad）

2．49　（Bad）

　　0．40

1．03

　　　　　　　5．89（Bad）

　　　　　　　7．21（Bad）

　　　　　　・6。20（Bad）

　　　　　　　．5．66　（Bad）

　　　　　　　7．01（Bad）
　　　　　　Fレ
　　　　　　　6．91（Bad）

　　　　　　　　　コ

　　　　　　　5．85（Bad）

　　　　　　　瞭認

　　圃）■7．45（Bad）

　　　　　　　i

1。22（Bad）　5．01（Bad）

…2・59（Bad） 撃P1・01（旦ad）

2．12（Bad）

14．。7「　　i
iむad）

」、．、。（。1、）

1．34’ ii尭d）

ユ．29（Bad）

3．12（Bad）

1　　　＿t
8．25．（Bad）

．5，65（Bad）
1
．i5・55！Bad）

18．31　（Bad）

i・一
1

9．58（Bad）

i
　　　2。30t
8。08　（Bad）

7．お（Bad）
1

Our　method

く0．6cc

0．836（Ba【1）

3．60（Bad）

2．69（Bad）

0．224

3．89（Bad）

4．09（Bad）

3．34　（Bad）

0。828（Bad）

3．564（Bad）

3．92（Bad）

0。86（Bad）

0．96（Bad）

0．98（Bad）

．3．22（Bad）

1。84　（Bad）

1．76　（Bad）

4．22（Bad）

0‘94　（Bad）

0，98　（Bad）

4，36’ iBad）

0。744（Bad）

5，084（Ba（1）

5．256（Bad），

0．？32（Bad）
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－　．」　．一　一　　．　一　．　．　一　．　．　一　一　一　　　一　「　『　一　．

No． J．P．（No．5）
J，P．（No．6）

@＜2．Occ

　　　　　　U．S．　P．

D。．lcc一 u．．お5cc｝一
．｝　　　HI　　＜5cc

Our　method

@　＜0．6cc

749

V52

Red　　2

qed　　2

0，263

Q・｛滲2（B・d）

儲：輪舞，・　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　1

　　2。54

C7．15（Bad）

　0．434

R．88（B。d）

767 Red　　2，

　　　　　　　t1，152

3．62（B。d）10．4421　　　　　　　　［　　　　1

4．68 11・664（B・d）

768 Red　　2 1，672
6．39（Bad）　i1．34（Bad）　　　　　　　i

4・ユ0
13．12（B。d）

769 Ydlow　2　（Bad）’ 25躍，（Bad） 　　　　　　　1U．33（Bad）　11．71（Bad）　　　　　　　1 18．10（Bad）
P　’

4．68（Bad）

792 Red　　2
」＿ト

1．552（回）旨0．41　　　　　　　1

1r・19（B・d） 0・93．（B・d）

．723 Red　　2 0，与20
　　　　　　　I　　　　　　　　　　iP．085（Bad）　　　　　　　1　　　　　　　　　　0．44

14・33 10・98（B・d＞

807 Yellow’2　（Bad） 1，820
　　　　　　　　
T．032（Bad）　IL86（Bad）

　　　　　　　　ヨ
D5．65（Bad） 13・234（B・d）

813 Yellow　2・・（Bad） 2．936（Bad）
、．、％（B。dジ　＿ i9．74（Bad）

．817’

s

Pink　2　　　　　　（Bad）』

xellow　2

@　　　　一

0，590

R．042（Bζd）

　　　　　　　　i．1・412（Bad）

p｝
X．14（Bad）　1。515（Bad）
@　　　　　　　［

1　＿
奄U．68（B歌d、

…　0．918（Bad）

@　　　一一曹
P

一
2，119（Bad） 4・425圃レ0，109． 2．75 　　　　一｝p

　本試験威績においては，日局第5改正に拠れば，No3，　N6．11，　No31，　No217，　No221，　No．246　No．453，No．

46蜘、N・・523・N・・7・2・N67・9・恥・72・・N・・鵬埆即・N。甜・坪・8・3・即劔等の・7轡試験に適飢な・・．・

日局第6改正｝ご飾‘ギ・、N…i・耳α3・・N・・77・N・・2・9・N・・2・7・N・22・・N・・忽6・．N・146・・N・・523・N・・7・・

No．728，　No。752，’ mo．76，　No．768，　Nb．769，　No．702，　No．719，　Nq，807，　No．813等の19種が試験に適合しない．

　著者らの漸定案に拠ればlA型試験たおいて，・No135及No．749，のみが試験に適合’し其他ぽ全部適合むない．

　平鞘第13版に拠れば此等の瓶に対しては1型試験に適合する事：が要求されているのであるが，この1型試験にお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

いて全晶が齢しない・なお皿型二型試験を施行した結黙・皿型試験におし’てN◎3／No・9・Ng『5・No・2タ7・

No．363，　No．749，　No．792，　No．793等の8種が適合しその他は適合しない．

　皿型試験においては，No、31，　No135，　No．720，・No．749，．No．767，・No．768，　No．793等の7種が適合し其他は適

合しない．

　又一一外国製ストビプトマィシン用瓶は日幽囚6改正心乱晶晶13版の1型試験において何れも適合しない．但し

一局第13版の皿型及皿型試験にに何れも適合する．

　IV一米国薬局方第14版による注射下用硝子容器のアルカリ溶出度試験’

　試　験

　注射剤用硝子容器は第14版においては第13版同様型式は1，皿，皿，IVと4つの型に分類され，そのうち1型

に属するものは，あらゆる注射剤に対して使用され得るものであり，E番以下は夫々注射剤の性質に応じて区別して

使用されるものである．即ち分類方法は稽々類似しているの．であるが，試験方法は全く異り，粉末法（Powdered　Me・

th。d），耐水試験（Wa欝Attack乃鰍酸試験（A6id　Attack）㊧3力法に別けられてゐう．

　而して工型は粉末法によりアルカリ溶出度を試験し，アル1ヵリ溶出度1．Occ以下でなくてはならない．

　型込は耐水試験及耐酸試験の2種の試験法が規定きれ，勿論之は注射剤のpHによってその何れ．かの試験を施行す

る如ぐ親旧されてるるのであるが，前者はアルカリ溶出度0．7cc以下後者は同様に・0．7cc以下でなくてはならない．

型皿及型1Vも昌昌と同様，耐水試験及耐酸試験の2種の試験法が規定され其等の要求は次の如く定められている．

　粉末法（Powdered　Method）；一　　　　　，　　　　　　　　　　．、，

　洗諜乾燥せる試料を粒下し，40番筋を口過し50番節の節上の粉末をアセトンにて洗瀧したるもの10gを秤卜

し，硬質硝子製三角アラス．コに入れ蒸溜水50ccを加え，加圧釜に入れて，1009Cより1分間に1。の割合で温度

を上昇せ．しめ121。に達してよ．り3g分間加熱した後，1分間に0．5。の割合で冷却し，常圧に至らしめ，釜より



34 衡生試験　所　報告 No．69

フラスコ哲」転出し，溶出せるアルカリをメチルレッド粒指示薬として0．02N硫酸で滴定する．盲検補正を行う．

－一
黶A一．．　　Type　　　　　　　「　　　i

lcthod　　　　、＼
1 皿 兀 1V

一　　　Powdered　Method 　　　　　　　　　　　｝
モP．o㏄　　1　　　　　　　　　　　「

一一　．

Watcr　Attack 一　一 ＜0．7cc ＜5。Occ ＜0．2cc

Acid　Attack く0．7cc く2．Occ ＜0．2cc

　耐水試験（Water　Attack　121。）

　再蒸溜水にて2回洗漉せる容言艮に9分目，再蒸溜水を墳充し，鶴箔にて蓋を施し，加圧釜に容れ加熱し，100。に

逮してより10分閥共温度を保持し，共後1分聞1。の渕合で温慶を上昇せしめユ210に逮してより1時聞保持

せる後，1分聞0．5。の割合にて冷却し，38－46分間にて高圧とし，釜より取出し各容器より正確に狽充液を

100cc宛採り，メチルレッド左指示薬として0．02　N硫酸で滴定する，盲検補正を行い0．02　N硫酸の消費量を算

出ナ．

　耐酸試験（Acid　A貿ack　121。）

　蒋蒸溜水及アセトンにて2回洗戯せる容器に9分目浸出液を坂偏し，錫箔にて萱を施す．若し試験する瓶が内容

液100ccを巾和するに0．02　N硫酸の0，8ccの当量以上要する時は浸出液として0．0005　N硫酸を使用し，その

他の場合は0．㎜2N硫酸を使用する．之を加配釜に入れ；加熱し100。に達せしめその濫10分間保持し，その後

1分間1。の割合にて温度を上昇せしめ，121。に逮して1時間保持せる後，1分聞0．5。の割合にて冷却し，38－

46分間にて常圧とし，釜より坂出し，各容器より正確に鎭聖経を100cc．宛採り，メチルレッ　ド婁オi乏婁aで

0．02N苛性ソーダ溶液にて滴定し次式により0．02　Nの酸のCcとして滴定の結果を記録する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　V－0．98B

　但しV：．浸出液100ccに対」応ずる0、02　N苛性ソーダ溶液の量（cc）．

　B：容器中の溶液、100ccの滴定に要する0．02　N苛性ソーダ藩液㊧量（cc）．

上記の如き米国薬局方第14版所載の注射剤用硝子容器試験法に準拠減圧式輸血瓶及プラスマ瓶に対し試験を施行

したるに第4表に示す如き成績を得た．

Table　W　Testing　res竃∬ts　of　alkali　solubility　for　vacuum　blood　and　p！asm

bottles（Conform　to　U．S．P．　No。14）

、一
_　　　　　Method　　　　　一

Powdered　Method Water　Attack Acid　Attack
　　　　　　　　　　　一
黹ﾀample．　一こ…～

｝　　　　．　　－　　　　　　　　F 　　　　　　　　　　一　　「　醒　一　　　　　　一，　　4｝一　一　一　　，
P

Bottle，　Vacuum．　Blood

G　250cc 0．78 0，176
1

H　250cc 0．42 0，200 i　o・15
Ix＿6250　cc 0，214

Ix＿5250　cc 需 0，133 ・

Ix－5、250　cc

hx＿5250　cc

hx＿5250　cc

～9～ 0，070

O，173

O，230

Plasm　Bottle
@　　J400　cc

@　　K　400cc

　　　　　　　　　　　　　0

O．59

O，733

0，260

O，128

il　　　　　O，07

なお滅圧式輸血瓶及プラスマ瓶に，つき米国薬局方（第13版）によるアルカリ溶田度試験をも施行したるに第5表
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及第6表に示す如き成績を得た．

　　・　　　　　　　　　Table　V　Testing∫esults　of　alkali　solubi1晦・for　vacuum　blood

　　　　　　　　　　　bottles（Conform．tQ　U．S．P．　No．ユ3）

Method
Type　I． Type　I工 Type　III

Sample ＜0．6cc ＜0．5cc く5．Occ　　　　　　　　　　．

A 0，539 0 2．60

B 0，507　　　一　鍋 0 1．25

C 0，480 0 2．67

D ・rO．544・・ 0，005 1．04

F 0．840（Bad） 0．44 L90

F 0．812（Bad） 0．04 1．80

G1 1．522（Bad）

一 一
BotUe（Ordinaly）、 1．92　（Bad） 0，276

一
Table．　VI。　Testing　results　of　alkali　so！ubility　for　vacuumも100d　aud

plasm　bottles（Conform　to　U．S．P．　No．13，　No．14　aロd　J．P．　No．6）

U．S．　P．（No．14）　　　　　　　　Method＼「

@　1‘　、．、．．卜、

@　saゆ1e．＼
・・wd・・edM・出姫・・τA・・ack　lム・・dA…k

．U．S．P．（No．13）

@　Ty加耳
J．P．（No．）

｝　｝　－　．・一　　　　　一　一　、

@　Plas田．Bott！e．

@　　　　L

@　　　　M’

@　　　　N（400cc）

@Bottle　Vacuu血．　Blood
@　　　　O（250cc）

．・而（副一1…l
戟F：∴．1：却1：ll’　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　lO・921　10・20510・14　t

6．7α5（Bad）

O，402

O，337

O，572

0，252

O，312

鼈黶

p
　なお我国においては減圧式輸血瓶に対するアルカリ溶出度については米局（第14版）における∬型の試験中耐水試

験により試験を施行するが如ぐ親臨している．然るに米局においてはこの目的の為めには型1或は型Vの規定に適合

するものでなくてはならない事：が定められているのである．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　，．

　第4表に拠ればJにおいて粉末法によれば型1．に適合するものも耐水試験においては型1vに対しては不適合とな．

る場合が示される．幽門6表においてはしは粉末法によれば型工に不適合なるにも拘らず，耐水，耐酸試験におい

ては優秀の威績で型IVに適合する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　注射剤用硝子容器に対するアルカリ溶出度試験に対しては日：本薬局方においては昭和2◎年3月第6改正におい

て全面的に改1Eされ，米国薬局方における型1の試験の如く，粉末法が採用された．しかして容器の容量，種類によ

リアルカリ溶出量の限度を違えて規定される事となった．．　．・・1

　．それ故に米局第13版に類似した著者らの漸定案はここに全くその必要を認めなくなったのであ．る．しかし著者ら

は爾お希望を棄てMまいない第6敗正に於ける規定は試験方法においては全く同意し得るも，それに規定されたア

ルカリ溶出最の限度には月機械的に腺を引いたに過ぎざる感のある事である．此の点，米局におけ：るが如く注射剤の

種類により用途別礁アルカリ溶出量の限度を規定せ1訳，そこにはじめて薬学的意義を生ずるものであって，’かエる第

6改正に示されたるが如き規定は全く硝子容器製造業者に対する工業規格に属すべく，日本薬局方に記載すべき意義

からは遊離しているかに見えないであろうか．　　　　，

　又米国薬局方においては型1のみが粉末試験により共他の型五型皿及型Fは全：べて所謂容器試験である．かエる容

器試験が試験する上において不安定なる窮はすでに前号に記載せり．

　次に減圧式輸血瓶に関しては国産品にあっても三局の型1試験に適合するもの多く二三（第14版）に規定せる如く

規格を上げる事が望ましい，・
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　署者らは今後なお硝子容暑3に対する研究に不断の努力をなさんとするものである．　．　　　　．’・ゴ

　　　　　　　　　　：：’－”Rese訂6h『・近・h・’：Gla鴨．ご6晦nel．二’：　　●

　　　　　　　　　　　　　　　Masamichi　FuJn　and　Takashi耳oRBE

　　．1・血・p・ecedi・琴m・m・i・・we　r・p・・t甜血e　a甜・y・㏄・1t。f　glass　c・nt・…h…f・・i・jecti。㎎・N・V・脚ff・・

the　sccond　report　of　the　assay　τesult　of　thαn．

ズルチン中がラフェネチジン槍出法。検討

輻　　澤　　窟　　美

On　the　Detection　of　P・phenetidine　as　an　Impurity、ih　Dulcin　Preやaratioh　9

　　　　　　　　　　　　　　’H㎜廿　H白KUZAWA　　　　・

昭和23年・α月脈飾衛生野饗条｝・よる餓聯拗螂検査櫛行されて・・るが・その鮫鱗鵬る

食品衛生試験法（第五改正日本薬局方も同じ）のズルチン試験項自の内郷雑物パラフェネチジンの検出洗（「四品のアル

コール滑液（1＋29）3ccに水3ccヨード溶液3滴を加えて熱するとき赤色を呈してはならない」）1よ，パラフェネチ

ジンの來雑によって起る呈色状態が，ヨード溶液の黄色のために矧げられ．その判牢は困難である．そこでパラフェ

ネチジンの溶液について，試薬ヨード溶液の量を3滴用いた場合と，1滴に減じた場合とを比較試験したところ，そ

の呈色状態はその丁丁の濃度によって各々異なって現われ，かつ色の発現する時間にも遅速のある点等明らかに知る

ことができた．そこで更に検査開始以来昨24年9月目至る聞に提出された約1600の検体及び少数の依頼試験検黒

門格及び不合惜別に各姻一ド二野の添雌磯馴（3滴）とした場合と添力慮を減じ醐合（1滴〉との呈色の状

態を時間的に比較観察した．そめ結果（第二表及び第三表）現行の規定でば明瞭に検田し得ない量のパラフェネチジン

でも後者あ方言をとるときは，容易にこれを検駕することができかつその検出度ほ製品の色，アルゴールに対する溶

等等の判建基準と4，略一致しているので，現行法の試薬ヨード溶液の添加量は，これを後者の如ぐ減ずる方が妥当と

獣られたので，ひにその試験成績嫌縛する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験　成績

　1．パラフェネチジン溶液についての呈色試験

灘嬢施法：パラフェネチジンを水回アルコール同容混液に溶解し第一表に示すよう酪面諭の溶液をつぐり・

各々6、c宛を2本の試験管1こ採わ，一方に1よ・一ド溶液1融，” ｼ方｝こ1よ3灘鰍，常温に雄した場合及び

沸騰水浴中に加熱した場合の呈色状態を観察した．．

第一表の試験｝こおいて，・一ド溶液3滴を応・た場合ほ，・・ラフ。ネチジンの濃度1／11000ヵ≦ら1／30・ooo瀞液

め間において，旧聞の差はある添，一様に褐色を呈し’，1140，000から1150，000溶液に才ざいて1よ，その紅色｛P一ド

溶液の黄色に妨げられ，類紅色の呈色反応を認めることほできない．然しヨード溶液1滴を用いた場合は，ユノ1，000

からユ12，000溶液においては，’ ?£?ﾉ加熱しなくても直ちに紅色から帯褐紅色を現わし，1110，000溶液において

は，7k血中に15秒加熱するとき淡紫紅色を呈し，1／20，000溶液にあっては20秒で紅色調な現わす．1130，000か

らユノ40，000溶液では水浴｝1」に’1分間加熱することによって，初めて淡紫紅色を現わし，21分後ににその色調はや

し濃厚となる．1／50，000溶液は1分後に微に紅色を現わして淡黄褐色となり2分後にに淡澄色となる．1160，000

カ、らユ1ユ00；000溶液にあつし（は2分後に初めて淡黄褐色となるだけで類紅色の反応は現われない．11100，000溶液

論難鑑謡講鮮騨以鱒　騨脚蝉卑綱鴫
　更に上記各濃度のパラフェネチジンの溶液を用いて，純ズルチンの規定量を溶解して，・同様試験を行ってみたが，
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40 衛・生’試ご験・所報・告 No．69

　　その呈色の状態は第一表におげると同様の結果を示した．

　　　∬不合格検体にういてのパラフェネチジン呈色試験

　　　試験実施法1検体0．2gを試験管にとりアルコール6c6を加えて溶解し，この溶液を二等分して，各々：水3cc

　　をもって稀釈し，一方にほヨード溶液1滴を他方にに13滴を加え，沸騰水浴中に加熱し，1分後及び2分後にそ

　　の呈色の慶を観察し，更に浴外にこれを放置して，15分後及び1時間後にその呈色の変化を観察した．

　　　第二衷の試験に用いた検体は，外観，臭気，溶状，熔ゆう点，有機匪爽雑物等の何れかの条項において，不合格と

　　なったもので｝上記試験法のヨード溶液3滴を1，滴に減じ沸騰水浴中に1分間振りながら加熱するときは，直ち

　　に類紅色を現すもの及び淡黄禍色となるもの等で微に紅色のものも2笏後にほ明らかに淡紅色となる．更にこれを浴

　　外に放置するときは10乃至15分で紫紅色乃至帯禍紅色に変化する．然しヨード溶液3滴を用いた場合ほ，ヨード

溶聾よ諜贈灘鷺警細砂謙お燭に色嘲は容易でない．・・

　　　試験実施法：不合格検体におけると同様の方法で行った結果第三表のような威績を得た．，

　　　第三表に示したように無噸液1滴タ用い馴合は扮後にはすべて，類紅猷現オ・れず瀕縫回すか・或

　　鰍ど変化がなし・・2頒に｝・し鄭f頒ζ騨幽晦に淡卵色にと漏る・吏に浴外に岬するときは・・乃

　　至15分の後に微紅色乃至淡黄褐色セ1時間後には大部分は微紅色乃至淡紅色となる．

　　　又これら2分後に紅色の現われないもあも3．三間沸騰水浴中に加熱するときは，微に紅色を現わし，10乃至15分

　　後には微紅色から淡紅色となり，ほとんど変化のなかったものも3分聞水浴中に加熱するときは，微に淡黄褐色とな

　　り，・醐後に瞭紅色・な・㌃’・’・i　：・・；・1∵L：lll－　1・；．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　．・語

●　　’以上の実験によると，不合格となった検体ほパラフェネチジシの試験において，ヨード溶液1滴により沸騰水浴中

　　に：加熱するときは，2分後に紅色乃至類紅色となり第一表に示すように1／30，000溶液からユノ40，000溶液の間に於け

　　ると興しい…呈色の状態を現し・選標の検体にあってほ30秒以内で紅色を現わし・第一表によると1120・ooo溶液に

　　近い様な結果になる．不合格臥煙の大部分は太い側線より一しの濃度即：ちユ140，000溶液以上の濃度におけると等～．い

　　呈色状態を現わし，合格検体の全部及不合格検体の一部のものは太い横線以下の濃度における呈色状態に等しい反応

　　を現わしていることが判かる．しかしヨード溶液3滴を用いた場合はヨ』ド溶液の黄色の為に幾分赤色を帯びるか，

　　或1よ褐色をおびる状態でその判別は明らかでない．

　　　そこでパラフェネチジンの検出法を次のように改めた方がよいように考える．「三品のアルコール溶液（1＋29）3ccに

　　水3ccヨード解液1滴を加え沸騰水浴中に振りまぜながら加熱するとき2分以内に紅色域は類紅色を現わしては

　　ならない．　　　　　　　　　．，　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和25年3月）

　　　　　　　　On　the　Detection　of　P・phenetidine　as　an　Impurity　ip　Dulcin　Preparation

　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Humi　HuKuzAwA）

　　　Istudied　about　the　method　of　detectio箪of　pっ｝lenetidinc　as　an　impurity　in　dulci㎡preparation，　and

found　that　the　iodine　solution　to　b6　added　t6　the　alc6ho1二。　solut董on　of　dulcin　for　the　detecti｛m　of　p・phcnctid・

inc，玉s　most　s6nsitive　in　1130f　the　quantity　prescribed　in　the　food　law．

・’
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醤・油搾ロダン酢酸エチルエステルの検出法

　　　大岡塘二郎　藤井清次　輻澤富美
　　聖

Detection　of　Thiocy且no　Acetic　Acid　Ethyl　Ester　in　Soy・Sauce．

　　　Masuziro　O6血，　Seili　FuJII　ap4　Humi　HuKuzAwA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒言‘㌦・・’・：』』　　・

　食品衛生法（施行規則）によると，ロダン酢酸エチルエステル（以下T．A．E．と記ナ）は食品添加野中黒球保存料と

して醤油中に1150，㎜迄使用を許可されているが，その検出法及び定量法については未だ発表されたものがない．

T．A．Eは水溶液中では比母鳥不安定なため精密にこれを定量することは困難と考えられるので，当面0問題とし

て著者等は醤油中T．A．Eの含量を概記する：方法を見出すことを目的とし，…欠のような実験を行った．その結果食晶

衛生法に定められた使用許可量1／50，000を限界として，この限度以上のものと以下のものとを区別し得る検出方法

を見出し得たので，こエにこれを報告する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實験　の　部

　（1．）　ロタ該酢酸エチルエステルの分解試験

　T．A．E自体には特有の反応が未だ知られていないので，　T．A．Eの限度試験法としてその分解によって生成する

SCN’，　S”うくはCN’の検出法を利用するのが最も適当であると考えられたので，吹の如くT．A．Eの分解試験を行

った．

1％TAE水溶液10・6に15％水酸化卿ウ・液4・cを加え1～2分間カロ熱した液｝・ついて〆・四ン青反

応，ペンジヂン友応，1ブランズウィック反応1），ニトロプルシッドソーダ溶液による呈色反応，メチレと青生成反応

及び硫化鉛反応等を試みた結果これらの反応はすべて陽性を示し明かにCN’及びS”が化威したことを認めた．此

の場合アルカリの添加量が少ないときは液が酸性となって分解が不充分となり，．且つシアン化水素及び硫化水素は逸

散するものと考え’られる．なおSCN’は検出することができなかった．

T・A・Eの畑液轍目するときT・A・Eの分解｝・よるCN’及びS”の蛾量｛・搬及び・糊・・よって琳しも

一定ではな戯蜘の経過ととむ予・CN’の反応｝歎第｝・鰯となり・・年近く雄した簾灘平／…含癩

液でもベルリン青反応によρては，これを棟出することが出来なかった．

　然しこの場合S”の反応は時日の経過と殆んど関係なく常に陽性を示した．この事実は生成したCN’は酸性溶液

から次第に減少していくに反しS”のみは溶液内に残存するためであると考えられる．

次に時間の経過によるT．A．Eの分解状態を知る為，調製陵それぞれ時日娯｝こするT・A・E水門についてCN’

及S”の検出可能の濃度の差を観察した．その結果を表に示すと亥の通りである．

　第一表中A反応（ベルリン青生成反応）に，検液約5ccを用い，15％7k酸化カリウム液0．3～0．5ccを加え煮

沸し10％硫酸鉄滋～3滴を滴加しカμ熱後塩酸・性として，その呈色状態を検した・第一表に於て明らかなよう

にA反応によると，・新製液では1／3，500までこれを検出し得るが，含量がそれ以下の場合は検出不可能となり法定

許容限界量1150，000の程度の微量を検出する｝・は適当でない・B反応（ブランスウイク反応）はアルカリ分轍約3

ccを硝子円筒｝ことりこれ｝・・6％過マンガン酸カリウム液2滴，8％i邸中5・cを加え・プラン・ウィ・ク試薬

（調製法後出）1瀧下面｝・滴下したオブジェクトグラスを以て被ひ・・5－20分後｝・鏡検し・こ・｝・回する針晶の

有恥検した（拡大鹿300倍）．このB反応で1噺製灘1130，000までこれを検出することが出来るが・脚雄

過して分解したものは1／4．000までしか検出出来ない．

　上記表中C反応（ニトロプルシドソーダ溶液による反応）はアルカリ分解液約5ccを用いこれに1％ニトロプル

シ。ド・一ダ、容液・一2瀧瀬1しその艶状態を観察」，D反応（・チ〃青生成反応）はアルカ紛解液約5cc

｝。30％搬7～8灘下野した強灘液｝・膿ジ・チル・・ラフェニレンジア・ン1・」・粒を溶かし10％塩イヒ第

く
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．TABLE　I．

＼　　　＼一　　　Reaction
　　　　　　、、－．＼、

D11・・i・・＼

　　　　　1／500

　　　　　1’700

　　　　　ユ1800

　　　　　1／1，000

　　　　　1／2，000

　　　　　1β，000

　　　　　113，500

　　　　　114，000

　　　　　115，000

　　　　　118，000

・　　　1／10，000

　　　　　1／20，000

　　　　　1130，000

　　　　　1～35，000

　　　　　1140，000

（A）Berliner　blue　reaction　of　CN’forTned　by　alkali　deoompogitionof　T．A．E．

Duration　of　stock　of　T．A．E　solution

　　　　　　0

（＋）Blue

（＋）Biue

（＋）Blue

（＋）Blue

（＋）Pale　blue

（十）Slightly　blue．

（十）Slightly　blue．

（一）

1　　15days

（＋）blue

（＋）Pale　alue

　（÷）　S1量gbtly　blue

噸

（・）三惑ue
（一）

1　　5months

（＋）Blue

（＋）Pale　b！u

1 1year

（＋）書畿藍1毛1ue

（一）

（一）

（B）Brunswik　reactio豆of．CN’formed　by　a！kaU　deoompositio直．．of．T。A．E：．
@＼一、．、　　　Reaction
@　　　　　．．－．．・．一．、．　　　　　　　　　、　、Dil・tl・n　＼．

Duration　of　stock　of　T。A．E　solution

　　　　　　　　　　　　　　　．〒．　　　　　　　．．　．　．‘．　　　　．一．　　　　　　　　一一一－　一　　　一　　　　　　　．　．　㎜　　．
鼈黶@　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

11500

11700

11800

1／1．000

1／2，000

1／3，000

1／3，500

1／4，000

1／5，000

118．000

1／10，000

1120，000

1／30，000

1／35，000

1／40，000

（＋）　　　　　　（＋）

（＋）　　　　　　（＋）

（＋）　　　　　　（＋）

（＋）　　　　　　（＋）

（＋）　　　　　　．（＋）

（・），　1（・）

（＋）　　　　　　（＋）

（＋）　　　　　　（＋）
　　　　　　　　　　　　　　　ロ

（＋）　　　　（＋）Fine既eedles

ぐ工ll糠舗1‡；鞭：：1｝窪

（＋）黙識G．、1（一）

（＋）Fine　necdlcs
（＋）傷碧。論え，　i

（一）比丘ll犠ぞIG●3｝i

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）

（＋）　　’

（＋）Fine　needles

（十）　Fine　n㏄dles

（・）識認eedles

（一）

・（＋）

（＋），．・

（＋）

（＋）Fine’needles

（＋）Fine　peedle

（十）Fine　peedles

　（十）　Fine　heed！es

（・）蓋讐edles

（一、

●

CH2SCNCOgC2Hム溶液
FIG．1．110．＝洞力 FIG．2．1／30．cOD

　　〔・6．ご、．　．、

　・P　．、・．　　蔓
し　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

‘’晶・1　，　　，

、桜、ヤ1’ド

．き，．．爵》　　∴．1

　　　㍉ツ唖、k■・・‘

　　、「慧　謎～

FIG，3，ヲ35．oσo

　　，し7

聖　　蔓．　・

　　　ヘ　ヘへ．　＿隈レ
　　　　　サ　　　　　

　　　　顧熟

　ll　　’　　　　　層1

　　　　’ヂ
　　，・　　、1！

㍉．：r　．’

．（十）Many　fine　needles

　　　in　whole　part　『

（＋）Fine　n㏄ales （＋）Fine　needles　in　part

FIG。4．】ん。．㎜

　　ロ。　・・レ　●㌧

　ロ　　　　　　　　

　　り　　　ち
　　　　o　馳　，

喝1　．・’．‘

（一）
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TABLE　II．．

（C）Nitroprusside　reactioh　of　S”formed　by　alkali　decomposition　of　T。A．E
＼　R・・c・i。・　　　　　㍉－、Dilution

Duration　of　stock　of　T．． `．E　solutio夏．・

0　　　【　　　15days’　　　　5months　　　li 1year

1／101000

E1’50，000

P／80，000，

P／100，000

P／200，000

P1300，000

P1400，000・

@　　　　　■P1500，000

　　　⊥＿

i＋）Violet　r6d

i＋）Vi・1et　red

i十）Vi・1et　red

i＋）V三〇1et　red

i＋）藩violet

ﾖ離violet
i＋）Pale　pink

i十）　Slightly　pink

　　　　　　，　　　　一

i＋）Violeいed

i＋）Violet　red

i＋）Violet　red

i十）Vio！et　red、

i十）　Pale　V五〇1et　red

i十）．Pa1とviolet士ed　　　，

i＋）Pale　pink

i十）　Slightly　pin卑

（＋）Violet　red

f（÷）Violet　red．（＋）Vi。1et　red

i＋）三Pale　pink

i十）Slightly　pi夏k

i十）Slightly　pink

　　　一　　一　．

i÷）‘ D．Violet　red

i十）Viole亡＝fed．

i＋）・Violet・red

i＋）Pale　p三nk

i÷）Slightly　pil血

i＋）Slightly　pi

Φ）Methylene　blue　reaction　of　S”fQr皿ed　by　alkali　decomposition　of　T．A．E＼　R。actb。
o・1・・沁・＼＼ Durat玉on　of　stock　of　T．A．E　solution

o　　　　l　　　　．　．　．　「　　　　．　　．　　．　　　　　一

15days　　　　l　　　　5months　　　　l　　　　　l　ye　ar
　　　　　．＿＿＿＿心

P110，000　幽

Pノ砥㎜．．

?m80，000　　．

?P100，060

P1200，000

P／300，000

P1400，000

P1500，000

＿　r．一＿　　炉．　．．」　．　　「　「一．．一　．　■　．　．

i＋）Blue

i＋）Blue

i＋）Blue

i＋）Blue

i＋）Blue

i÷）Pale　blue

i十）　Slightly　blue

i門）

i＋）亀Blue

i＋）Blue

i＋）Blue

i＋）Pale　blue

i＋）＝Pale　blue

i＋）．pale　Llue

i十）　Slightly亀blue

i「）

（＋）Blue

i＋）Blue

i＋）Pale　blue

o十）　SligLtly　blue

i・）濫ysli・htly

i一）

（＋）Blue

i＋）Blue

i＋）Pale　blue

i十）；Slight】y　b】ue

i一）謙sli・ht1・

i一）

（E）Lead　acetate　reaction　of　S”formed　by　alkali　d㏄omかosition　of　T。A．E
　　　　　　　Reaction

H）∬eetion

・　　噛　Durat五〇n　of　stock　of．T．A．E　solutio漉

・　　o　　　l 15d蟹s 1　　5monthg　　l　　lyar

11101600

P150，㎜

P180，000

?m100，000

P1200，㎜

P1300，000

P1400ρ00

P15QO，㎜　宅．　　　髄

（十）Dark　brown

i十）Dark　brown

D（十）Dark　brown

i÷）Dark　brown

i十）Dark　brown

i十）Dark　brown

i一）

（十）D3rk　brow皿

i＋）．D・・kb・・wμ

i十）Dark　brown

i十）Dark　brσwn

i十）Dark　brown

i一）

（十）Dark　brow聴

u（十）Dark　bro｛鴨

i十）Dark　brown

i一）9

（十）Dark　brOWn

i十）Dark　brOWn

i十）．Dark．brown

i一）

二三二1～2滴を加えよ．く振りまぜ，これにアミルアルコール約1ccを加え，再び強く振りまぜ，暫く静置しアミ

ルアルコール層の呈色状態を観察した．E反応（酢酸鉛紙による反応）ほアルカリ分解液約5ccに10％硫酸約5cc

を加えて酸性とし酢酸鉛液で湿した濾紙を以て被い水浴上に10分間放置しその呈色状態を観察した．
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　は文献雪）によればT．AEの水溶液左永ぐ放置した場合にT．A．Eが分解してチオグリコール酸を生成するのでは

ないかと想像されるので約1ケ年を淫過した1％TA・E水溶液（この液はCN’の反感陰性）につき塩化第二鉄反

応3）を試みた結果朋瞭にチオグリコール酸を島田し得た．同じ液につき酢酸鉄反応を試み同様にその存在を証明し得

た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　9　　《　幽

　チォグリコール酸も上記のようなアルカリ分解を行うときはT．A．：Eと同様S，Fを生成する故第＝：；表の約1ケ年

経過後の検体についての威績は未分解のT．A．EとT．A．E：の分解によって生成したチオグリコール酸の両者から化

成したS”の反応であって，第二表にまれぽ長時日面過したものでもT，A．E　1！100；000まで検出可能である．

　次に分解に．ようて生ずるチオグリコール酸の検出限度左試験するため約1ケ年を経過～．たT．A．Eの水溶液を用

いチオグリコー・ル酸の検出に最も鋭敏な塩化第ご鉄反応を行った．　　　・　　　．，　　　　．　　，

　その結果は次の通りである．　亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T！田LF∬1．．．　　　　　　　．　　、，　　　　　　　　．．．　．　　　　　・

＼＼＼　Rea，tl。n FeC13－reaction　of　thioglycolic　acid　fqrmed　by　decomposition　of　T。A。E　801ution．
．、

＼　　、　　　　馳

@　　　　、
Duration　of　stock　of　T．A．E solution．

Dilutio見　　　　　一．　　　　　　　　　　　　　　　　、　．．　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　＼

15days 1　　　5months． 1　　　1year
冒

1／100 （一） （ま）Slightly　Durk　red （＋）Dh｝k’，ed

11300 （一） （一） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
i＋）Durk　red

11600 （一） （一） （＋）Durk　red

11700， （一） （一） （．＋）Durk　red　一

1！800 （一） （一） （±）　S1董ghtly　durk　rod

1！1，000 （一） （一） （一）

　この反応によ才tぼ，長時日を経過してチオグリコール酸の含皿比較酌多いと思はれるT．A．Eり水溶液に於てもこ

れを検出しうる滅度は11700で，それ以下の濃慶では直接これを検出することは困難℃あり，約3ケ月を経過した水

溶液は液性は酸性反応を呈しているがこれを検田することは出来なかった，T．A．Eの分解によって生ずるチォグリ

コール酸の濃度が極めて小であるときは塩化第ご鉄反応によって直接これ在検出することは困難である．

　（II）醤油巾よりロダン酢酸エチルエステルの抽出法

　丁．A．Eは上記のように時日の経過と共に分解して，チナグリコール酸，酢酸等の酸性物質を生成し，　T．A．Eその

ものの含齢次第｝こ減少する．T．A．£劇職又は酸性の水溶液からエーテルに移行し，チォグリ・一ル閥ま強酸性

でエーテルに転興するが巾性ではエーテルに移行し難い．ようて著者簿はT．A君準ぴチオグリコ．一イレ酸の何れの三

吟も適肌得る・自決として検液白干・して・エーテ・レに移行紐筍跡塵適当である賭白めた・ぬ・

おエーテル抽出物ほアルカリ分解を行った後S”及びCN’の反応を試みれば時日を経過しT．A．Eが分解したと考

えられる，醤油についても容易にこれを三田することが田来る．　　　　’　　　．幽’　　　　1

　次に中性二三（酸を添加しない場合の抽出を云う）に於て，時日の経過と検出限度（濃度）との関侮タ知るる凱の突験

を行った．即ち各種の濃度のT．A♂Eを含む醤油50　ccを耶b，，毎回50　ccの工二『’ルを用い3面抽出を行い，エ

ーテル層憾め3％水酸化カリウム日夜5㏄勧眈振りまぜ水液渇けて別の容廟こ貯え・エー乞・嘩は蒸溜し残留

物に先の水論効映全量を約8ccとする．この液を煮沸後冷却し三分して（1、（訴・プルシジ．ドシーダ溶液1こよ

る反応），（II）（メチレン青生成反応），及び（III）（ブランズウィック反応）の反応を行った．そめ成競急示すと次の

通りである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’・　1

　第四表に明らかな如く醤油50ccを用いた場合，　T．AEの濃度1120，000以下のときほ，　Wヒ抽出で1まこれを検出

することカll腺ないが・酸1櫛L雌費えぽ（1）（H）の憂色殿i嫁って1／30・00P，まで御することが串来るl！ユし

1μo，ooo以下では換出不可能である・．　　　　一．．．　　　　　，．，　、，

　そこで更に醤油の使用量を100ccに増加して同様のヵ法を行った結果第ヨf表のよ，うに、1140，00αと1／50，Qooと
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卜T．AE　concentration　in
roy・sauce

　　　　　’P11，000． ・・ @112，000　　　1
　・．　　・　　　　　・

?E．・ユ／5，000；
　　　　　　　　　f　　　F
@　　lli6，00d．．

Puration　of寧tQck　of．Soy．　．

唐≠浮モ?@containing　T．AE

　　．
?O血。血th。 7m。直th』 1bm6ゴ｛h忌

　，g　r　F　　　　　．　「

Vmonths・’ P6m。nt｝B
　　　　　圃
E7㎞。血th忌・’

｝　二．．　L巳

P0months

　　　．　　　．

@React　1on
@　（＋）

（め．‘
’1＋）〆．．　　　：

ζ．∵，　　（．

@（＋〉．

Y’．｝　・　’．

，　（十）’
ら　（＋）一一．

「’ i＋）’『

一　　一　一

@Extraction’from

E臼曲1．・・1亡ti6n

@　．　　　　9　　　　　　　　　　．

@馳@　　　　　，　．

一　　一　　　　π　｝　　一

iII）R鉱ction

旧　　．　、　　　　．　．　　　．　　一　　L　一

D・

i＋）1　・ （十）
馳．（＋）． （．．（宙）， （十）

．’ @．　　　　：
@「（＋）．

』‘｝

A（＋）’ （＋、）

’　　、

i＋）
　　　1「　．

i＋） （＋） （＋） （＋）’

ll）Reaction 　，

f．．

i十）㌦・． （＋）　　」 ：（1＋）
　（＋）1：：

1．・1
（＋） （＋） （十）

　で．．．

DE血・6ti・n　f・gm　　　　　　　　　幽　　　　　・　　・　L

≠モ奄п@s・luti・n

I

．（II）
R，a、ti。n．（＋）．．　　　　　　　　， lf）’ （十）．　　　．　．． 1＋） （＋）．

（＋） （＋）

．（IH）Reaction
（＋．）

ｲ

（＋） （＋） （＋）．｛ 、．（十） 1（＋） （＋）

T．AE　coneentration　iロ
rρy三sauce

　セ

D．ゼ1／rO・卿 ．113q・oαD 1　　　1140乳000

Duration　of　stoch　of　Soy－
唐≠рｶe　containing　T．A．E

0 34ays 　10
高盾獅狽?

0 3・dayS　l 　1
高盾獅狽

0 3days 1month　・

（士）Reaction

　oi＋） i」）
（一ジ　　∫

（＋） （一） i「） ，（＋） （一、
（＿、’

冒．．．． }ー．

盤、6n （＋） ：、c←） ヒ〉．・

　　　1
i＋）ド（一）
@　　1

1㌃ P7）「
，．（＋） （一）． ・（一）．

@，
　　　，　　．　－

iIII）Reaction　　」』

（＋）

¶　竃＝ 　、”．．

i「）　1L．‘．． （＋）

D1

．1一）．，づ

（一） （＋） （一）…　　　． ζ・（「）1．

　‘i十）［∫ （＋）
E． o＋） （＋）

　’F　　　　1見ン．（：一）i十

@（一）

　，　「e． I∠）　　（一・　　　1．

d。士｝。¢ti。点f、6m・1

ｹ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

≠モ奄п@solution

譲2、温一　　■（II）Reaction

（＋）

i＋）

亀｝ ﾅ子）　　　．←

@（＋） （＋） ．（＋） （＋）

　．（＋）

氈@（÷）

（＋） （一）

（III）Reaction

一（＋）．
（＋）

層．：b

i＋） （＋（ （＋） （＋）
（＋）二．．■ ・（一） （一）・

　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　竃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　’　　　　　　　　　　　　　　　　　，ノ’『

を耳別しうることが出来た．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．

諜囎讐瓢瓢話4鵬葛離朝露鷺灘灘暮写糊ご㌻
ドソ」ダ液による三色反応は1ケ月経過したゴTAE濃度1！40，000醤油でも明かに紫肉色を…呈ナるが∫同士匿の7

ケ月を経過したもの持その紅色稽々薄く直ちに消失する．ブテレン青生域反応では1ケ月を丁丁’L斥ユ14σ，opO醤

油に於てはアミルアルコール層は明らかに青色を現すが7ケ月を経過したものは三々緑色を帯びた淡青色を現わす．

才筆衛生法によぐ使用許可量ユノ50・QOO．以下の濃度⑱毛91さ露の丁丁に従え1ま、II、亀：くII）及び・（III）の反応にことご

とく陰性である・　　．・・．　　　　∴、　　　　　応・．凹　」誉．㌔ママ　、．　　一1．，∴　　　　　》・1・：ご

　薯者等は酸性抽出を行うにあたり添加する酸1ま燐酸⇒撮も適当であるζξき認めた…」；つ．て燐酸の最適添力瞳を見．

出す為…欠の実験を試みた．即ちTAEを混合後1ケ月及び7ケ月を経過したT．A．E．濃度1／40，000，1，50，000

の醤油各々100ccを用いて燐酸の添加量をそれぞれρ．5う1み2，＄ccに変え酸性の強弱が倹出限度に及ぼす影響を

観察し．た．．その結果を第六表に示す・．、い・、∵　’　．・．ll∴、，．　　．1．・．．　、．．1詩．．．’　1
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　　　　TABLEI　V

No．69

T．A．E　Con㏄a實ation　in
roy・sauce

1130，㎜ 1140，000 　　　　　　　，P150σ．00

curation　of　8tock　of　Soy・

唐≠浮モ?@oontai島ing　T」A．E
3days

　　　　　11櫛onth7months　　　　　I

3．day8 1mbnth 7months

｝　曽一　．一　「一　　．　．　　．　i　　．　」　一　　　．　　．

U　　4days
@　　　　　　一　．　　　　　　」　．　　　．　　　．　　　一

i＋）1

7months

活2，，、。。1（・、
．（＋）

一　（一）
（一） （一）

一一一－．一一’．．一9一．．． @　　　　　1．．－『幽馳一一｝一．一－

@　　　　1（一）1（一）　　　　　」

dxtraction　from

獅?浮狽窒≠戟@solution

一　　．一　一　．　一一
iH）Reaction

（＋） （＋） （一） （一） （一）

　　　．　　．　　　　　　　　．　．　L　．　　．　．

@（一）一一一一

「一＿　・一－　　．．一　　．，一一．．．．．一　　．．　一

k～二とL仕｝一．．

認。h（・）．　一　　　　　　　（＋）

（＋）
’（一）一　　．．　一　｝『　．一．　　一　　一　　．

P
@（一）

@　　　　　　　　　　1

　　　　　　　（一）　　　　　一－－．一　一’一’．「一一．　　－．｝　一．．　．　．7．’”

m（＋）i（＋）i

　（一）

1（＋）

　（一）．

Extractio塊fr㎝

≠モ奄п@solution

膿麺ll。鯉，、。n！贈湘

（＋）

　．＿．．＿＿＿1u－、

o（・）・
　　　　　　　　　」．i＋）…（＋）1（＋丁』．

1し・（一）｛（一）

　　．　．　　　『　■

i一）

i」）
　　　1
i＋）1（＋）

．．1

u召∫曹τ｝．尊ジ
（＋）　　　　　　　（＋）1

．≦±）．L．．一一一．．一」．．．＿．＿．　　　　　　　　　　　II　（＋）1　　　1

T鵡・・VI（The　oondition　of　transfer　of　T．A．E　from　80y・saUce　layer　to　etherlayer　ac。。rding　to　the　quantity　added　of　phosph・ric　ac量d）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ　　・・y・・・・…n・・・・…T・八E・…c・…・h・t・・k醐　鵜藍濫．仁万ing　T●A幽E　100cc

Di1。t…。n。fl　ph。，画i。，ω　　ω　．（皿）　Ph。。加i。　（1）’（∬）　《皿）
T．A．E　　　ac三d　added　　React…o塊　　React…on　　Reaction　　acid　added　Reactioa　Reaction　Reaction

1140，000 0．5㏄ （一） （一） （一） 0．5cc
（一）． く一） （一）

1／40，000 1．0 ・（一） （一） （一） 1．0　　・ （一） （一） 1（一）

1140，000 2．0
Pale　blue
@（＋）

（＋） ヒ） 2．0 （士） （＋） （一）

1140，000 3．0
Alittle　st士。・

hnger（＋）
（・ト、 （一） 3．0 （士） （＋） （一）

　　　●P150，000 0．5 （一） （一） 0．5 （一） （一） （一）

1／50，000 1．0 （一） （一） 1．0 （一） （一） （一）

1／50，000 2．0 （士） （一） 2．0 （r） （一） （一）

1150，000 3．0 （一、 （±） ．（一） 3．0 （一） （一） （一）

TABLE　VII

ル　　　Reaction

（1） （皿） （皿）

Soy・sauce
．　　＿　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　＿　　一　　一　．　　　　　一　．　　　一　　一　　　．　　．　」　一　一　　　■　　　一　『

Kikkoma皿 （一） （一） （一）

Ya！nasa （一） （一） （一）

、Soygsau㏄by　qui｛書k
@fermentation

（一） （．一） （．ρ）

即ち燐i面面：加量：0．5’》1ccの場合ほ何れも反応陰性であるポ2～3　ccを加えることにより1ケ月言過のものは，・

（1），（皿），及び（皿）の反応すべて陽性を示し，7ケ月経過のものでも（1、，（∬）の反応は明かに陽性聖示しこれ

によってT．A．Eを検出することが出来た．従って燐酸の使用量に醤油100℃cに対し2ccを用いるのカ＝最もよい

と考えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　次に限度試験の反応として（1），2（∬）及び（皿）の反応を採用す乙にあたり対照としてT．A．Eを含ぐまない敬

種の醤油に就いて同様の：方法で試験を行った．その結果第ヒ表の如く荷れの場合も類似反応を認めなかった．

ノ
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　又これら（1）（皿）及ゲ（耳）の反応は醤油申芥子油を混血している場合類似反応を呈するが，此の場合ほエーテ

ルを蒸溜し去った残溜物が芥子油特有の刺戟性臭気或は郭様臭気を発するのでT．A．Bと明らかに区画することが昂

来る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　以上の実験を線合し，著者は吹にT．A．Eの限度試験法私案を提出する．

　醤油100ccを取り燐酸（S．G．1．75）2cc及びエーテルユ00　ccを加えてよく振りまぜ，静置し＝液層に分離した後

エーテル層を分取しこれに更に100㏄の土一テルを加えてよく振わまぜ静置し澄明となったエーテル層を分取する。

　前記の醤油は毎回一一テル70cc宛を用いて2回抽出し，これらのエーテル層を合し全エーテル層に5％水酸

化カリウム液6ccを加え，よく振りまぜた後，アルカリ性液を分取して別の容器に貯貞．エーテル液は低温で蒸溜し

去り，残溜物に先のアルカリ性液を加え全：容を86cとする．

　此の場合液はアルカリ性を呈していなけれぼならない．

　この液を煮沸後冷却し三分して次の（エ）（五）及び（皿）の反応を行う．

（1）朴・プルシげソーダ溶液に依る反応　層　．　　　　　　　　　¢
　検液に1％ニトロプルシッドソーダ溶液1～2滴を滴回する「とき紅色或は紫紅色を現わしてはならない．

　．（皿）　メチレン青生成反応　　　’　．　　　　　　　、

　検温に30％塩酸7～8滴を加え，これに塩酸ジメチルパララェニレンジアミシ1小粒を加えて溶かし，10％塩

化第二血液1～2滴を加えよぐ振りまぜた後，これにアミルアルコール約1ccを加え更に振りまぜ暫く静置すると

きアミルアルコール層が青色或は帯緑青色を呈してはならない．面この際アミルアルコール層が緑色を呈するときは

更に衣の如く行う．即ち此の二液層にエーテル5ccを加え．よく振りまぜ上層を去り。下贋の水液にアミルアルコ．一ル

．1ccを加えて振りまぜ，静置するとき青色を現わしてはならない．　　　　　　’

　（皿）．ブランズウィック法に依るシアン化銀生成反応

　検液を容量10ccの硝子小円筒に取り6％過マンガン酸カリウム液2濃及8％催酸液5ccを加之，下面をブ

ラ著スウィック試薬1濃を滴下し㍗オブジェクトグラスで尊い，粥温で15｛一20分放置した後前記試薬の部分を鏡

検（300倍）するとき微細の針状結晶を認めてはならない．　　　　「　　　　　『　　　　　　　　　』　’

　ブランズウィック試薬の調製法：10％崔酸銀溶液5cc，崔酸（S。G．1．4）5cc，メチレン青稀薄溶液40　ccを漉合

し褐色液に入れ暗所に保存する．

　：本研究費は：交部省試験研究費によったものであります．ヌ，資料を提供された野田醤油株式会社に謝意を表します．

　云云の検出法ほ昭和26年3月発行予定の「衛生検査指針」に採用される予定．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引噛用文献．　1　、

　1）Rρsellthaler，　Toxikologische　Mikroanalyse．　P．159，1935．　．　　　　　　　’

’2）　Ber　10　1349（1877）

　3）　Ber　12　1391（1879）　『　　　　　’　　　　　　　　　　　　（昭和25年10月）．

　　　　　　　　　Detection　of　Thiocyano　Acetic　Acid　Ethyl　Ester　in　Soy－Sauce．

　　　　　　　　　　　　　Masujiro　OoKA，　Seiji　FuJII「and　Hulni　HuKuzAwA。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　The　method　for　detection　of　thiocyam　acetic　acid　ethyl　ester（T．A．E）in　Soy－Sauce　has　been　4escribed．

・The　method　adapted　gives　satisfactory　results．i夏concentratlon　above　O、02　g　of　T．A．E．　in　liter　of　Soy－Sauce．

T．AE．　is　extracted　with　ether　fro1ηSoy－Sauce，　to　which玉s　added　phosphor！c　ac量d　before　extraction，即d　the

ethereal　extract　is　shal｛en　with　5％potassium　hydrox量de’solution．　The　5％potassium　hydroxide　solutioロis

added　to　a　residue，　wh1ch　is　obtained　by　disti11ing　the　ethereal　extract．　The　alkaline　aqueous　solution　is　heated

to　boi1血g，　cooled臨and　then　divided　iato　three　po丘ions．　On　these　portiαns，　（1）sodium　nitroprusside

test，｛2、　methylene　b三ue　tcst　2皿d（3）Brunswik　test、（microchemical　test）are　carried　out，　Ia　each　test，①
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ared　or　vioiet・red　color　is　produced，（2）ablue　color，　and（3）fine　needlcs（under　a　microscope）if　T．A．E．

…spresent　in　soy　sauce．

●

飲食物中防腐剤及び人工甘味料の槍出に封ずる

ペーパークロマトグラフィーの応用に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　（第L・報）

　　　　　　　　　　　　鹿間嘉久藏．．大熊誠一

Studies　on　the　Detection　of　Preservatives　ahd　Artificial　Sweetners　in　Fooユby

　　　　　　　　　　Method　of　Paper　Chromatography．（1）。

　　　　　　　　　　　Kakuz6　SHIKAMA　and　Seiichi　O　KuMA

1，緒　　言

現在飲食物の防腐剤及び人工甘雄篇として従来より知られてみる主なるものは，フォルムアルデヒド，グリセリン，

エチレングリコ」ル，ヘキサメチレンテトラミン，カプリン酸及びその誘導体，ロダン酷酸エステル類，アリール及

フエニール芥子油，フルアクリール酸，．ニトロフラゾーン，委息香酸及共の塩類，パラオキシ婆息香酸及共の二ニステ

ル類，サルチル酸及共の塩類，ヅルチン，パラニトロオルトトルイジン，パラニトロオルトフェネチヂン，グルテン，

ペリラルチン，サッカリン，ペーターナフトール，グリチルリチン，フィロヅルチン等の有機物及び，硝酸，亜硝酸，

亜硫酸，次亜硫酸，礪酸，及び共れ等の塩類，昇飛ならびに弗化物等の無機物である．

　我々はこれ等の添：加剤が，．ペーパークロマトグラフィーによって簡単に検禺できれぽ，‘食品1哲生取締上被益する所

が多大であると息い．この試験の成立可能性につき若干の検討を企てた．．

　なお今回はこれ等の全ての物質についてではなぐ、，芳香族化合物中下記の物質についてこれを行なうこととした・

即ち，館香酸，パラ胱シ囎香酸ブチツレエステル，サルチ・レ酸，ベーターナフトヴレ・サ・カリン・ヅル㍗

パラニトロオルトトルイヂン及びパラニトロオルトフェネチヂンである．

　然して，フェノール性物質のペーパークロマトグラフィーによる検出法の研究がEvans　R，　Pa讐及びEvans　W1）

によってなされ，有機酸類の検出がLugg及びOvere112）ならび｝こ佐竹3）によってなされてるるが，上記の添加剤が

一連の関連性を以て　ペーパークロセトグラフィーにより簡単に検出され得るという報告は聞かない・

　然しながら，これ等の物質はその性質及び構造が相当に非類似酌であるが故に，一枚の灘紙上において，同一呈色

試剤により騨に検出する・と魎めτ騰である・；れについて馬単｝・化軸方法のみならず・物舳乃至揮！

化掌的方法を消入することが望ましいことであろう．

　我々は現在の段階においては，可能な限り小数の濾紙と呈色試剤により，これを行なうべく努力し，少なくとも予

備試験の方法としては一応満足すべき結果を鴛た．

　　　　’　　　　　・．　・，．II・封象物，装置，及操作法
●

　1．鮒象物
　ここに試験の対鎮として選んだ物質は…欠の8種である．Benzoic　acid，　Buty1・p・hydroxy・benzoate，　Salicylic．　acid，

β弓Naphtho1，　Saccharine，　Dulcin，　P－nitrαo・toluidine，　P・nitro・o－phenetidine・

　2．操作法
　とこでほ一弐元上昇法を採用した．この方法は最も簡単かつ容易に行えるからである．

　3．援置及び器材

　灘紙は東洋灘紙クロマト用（最近No．50と称す）を用い，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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巾2㎝，長さ35cmに，濾紙の繊維にそって回し，平滑な方の面を使用した．展開用円筒は第1図の如きも

ので，晋在りの装置夢若干の改良を舞えたも㊧である，即ち下部の濾紙固着部を可動性にして，浴媒滲透による濾紙

のたるみを防いだ．

111．基礎實験
Fig　I

↑

一

●
45し囁．

@｝

←6cm→

　1．試験方針

　基礎実験としては，まず純粋な上記の対象物及びその混合物につき7濾紙上

の呈色反応，及び展開分離につき検討を行なうこととした．なお実際に飲食物

より抽出する場合は，普通の入工甘昧料及び防腐剤の抽出法によるのであろか

ら，酸性エーテルにより抽出される群と，．アルカリ性エーテルにより抽出され

る群との二群に厚〔たなけれ‘甑らなし・．前者には」．B・n・。三・・cid，・Buty1－Phyd－

roxy－benzoate，　Sali（y［ic　acid，β・Naphtho！，及びSacch母rine．があり’，後者には，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dulcin，　P・nitro・o・tohidine，　P－nitro－o・phenetidine罫引ある。従って我々は，対

象物を上記の二群に別ち，別々の澱紙を用いて分離を行なう方針の下に検討を

進めることとした．

　2．酸性物質の試験

　　（A）濾紙上の呈色反応

　Evans！）等はフェノール性物質の検出に対して，パウリー試薬を使用している。

又，Lugg及びOサerel12）虹に佐竹3）は有機酸の呈色試剤として’pH指示薬（B。

TB）を使用している．我々は一応これを追試したが，パウリー試薬の場合は我々

の実験によれば，あまり満足な館腰は得られず，又Benzoic　acidやSaccharine

に応用することができない．pH指示薬ゐ場合は，高応全ての物質が陽性を示すが，これは結局は水素イオンのあり

かを追及するのであって，以下に述べる展開の段階において，第2』図に示す如ぐ，濾紙上において，イオンの分離

をきたし応用することが出来なかった．勿論，Lugg，及びOvereH，並に佐竹等の渡．媒を使用すれぼ，満足な結果を

得るかも知れないが，Rf値のみによって決定することの不確実性を考慮し，各種の有機酸を含有すると息われる飲

食物について行なう場合は，あまり感心した方法とはいえなし」・従って我々は・ここに・訳の反応を応用すること

　とし．た．

　（イ）Salicylic　acid，…・・…一過クロール鉄反応，即ち0．5％恥C13を噴霧する，箆紫色に呈色する．

　（ロ）Benzoic　acid及びSaccharine・一…0L5％FeC㎏’を噴霧して加温（電熱器を用いる）し，ほとんど乾燥し，

3％琉Ozを噴霧して再び加温し，ほとんど乾燥し，透競光線で観察する．Benzoic　ac1dは褐色乃至褐紫色に呈色

　し，Saccharlnは青紫色に呈色する．

　　（ハ、β一N如htho1及びButy1・p－hydr似y・benzoate・一……ミロン試薬を噴霧する．β・Naphtho1は直ちに黄色を

呈する．次に黙水蒸気に約』5分間あてれば，Butyl－p・hydroxy－benzoateは紅色を…呈する．

　以上の呈色反応は錯綜して，一枚の濾紙上では使用不可能のようであるカ｛，後述の展開方式を用．いると，上部に

・9 iロ）及（イ），’下部に（ハ）と別れるので，不都合を生じない．

　　なお（ロ）の反応方式は，あまり鋭敏ではないが新しい試みである．9、

　　これは，Jonescu5）がBenZoic　acidの検出法と．して提出した反応を参考として，‘濾紙上に応用したものであって，

J・nescu法は訳の如きものである。、即ち，遊離のBenzoic　acid（約1mg）を含む溶液に0．4％H202を3～5滴加

え，水浴申に5分聞加温し，冷後1～3滴の1％FeC13を滴下すれば，．化成されたSalicylic　acidによって紫色

を呈ナる．Fleury6）は最初た1％FeChを滴下し，家に．0．3％HzOzを滴下し，後3％FeSO4を滴下して紫色を

・『 謔ｳせている≧我々は上述の如く，濾紙上においては，Fleuryの順序を採用したが，．FeSO唖溶液ほ，さしたる効果

．を示さなかったので簡単の為省略した．．「1．’　　．．‘ド　・「一

　爾これ等の反応機糸は，つまびらかではないが，フェノール性水酸基を有する化合物を化威することは明らかであ

ろう．然して，Sa㏄hr玉neにこの反応を応用したことは，我々の知る限りではまったく新しい試みである。
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第2図　の説明，　．，　　．　　　　　　　　．、
’何れも｛鴇．献図で劾，艶試斉り．鯛，醐等麟．・表の如ぐであ・…・

TABLIE　1　　　（：E殉planation　of　Fig　2レ’Scaleユ6－100）

．　も
し

　　　　　　　　　●rubstances Colour．agents Colou∬s Moblle　fluid
Development
@　t…me

Room

一　・　L　．　　　　　　　．　　　　　．暫　「　」　・「．一　L　凹

r… 一一　一　　　　　　　　　　　　『．
一　　　　「　　．一r　一．　「

（A）B6。，。i，。・id・ Bro！n－Thymol　1

@　　　日Brown
Yellow・ water 5．h． 12．2～13．2。C

（B）BeロZ。ic　ac…d 耳・ci・Hメ）、 BτOWnish
@Violet water 5．hl ．12～13、5℃

（C）Salicy1…c　acid Brom．一Thymo1
@　　、一Bro㎜

Yellow ，wate2
5．h． 12．4～ユ4。C

の）Salicylic　acid　　覧

F・C馬H・0・ Violet water 5．h， 12．～13。C

0…　∵・…Origina】po…nt。

L………Line　of　M6bile　fluid’占5uτface　at　beg…nniぬg　of　development．

T工・・…・Top　li匝e　of　Mobile　fluid　ascended。　　　．

Fig。　2
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　（B）展開分離　　　　　　　　　．　　　’

　EVans！）等はビリ’ヂン，「ノルマル．一ブタノール混液を飽和食塩水（2）と振訂した有機贋を使用しているので，一応追

試したが，その結果は第3図（A）の如くでSaccharin，　Benzoic　acid，　Salicylic　acidの分離が不可能である．単に

n・Butano1を使用した場合は，（B）の如く物質は全て溶媒前腺に上昇して，分離は全然不可能であった．　Michae1．　Le・

derer7）はアンモ昌ア性ブタノLルで。，m，p・AmiaαBen20ic　acid，　o，m　p・hydroxy　benzoic　acid及び若干のフェノ，

一ル類について分離を行った…報告をしているが，我々は，アンモニア性ノルマルブタノール（28％NH40H　5　cc及

び7k　95　ccよりなるアンモ昌ナ水100　ccを100　gの皿・Buta無61と強く振賞し放置後上層をとる【10℃］）を便用し

た場合は」第3図（C）．の如くであって，展開時間に長時間を要し（工Oh）β・Naphtho1とButy1肇Hydroxy　ben20ate，

及びSaliclic　acidとBenzo…c　acidの分離示不確実であpた．

　訳に単に水を使用した場合，1％NaC且水溶液を使用した揚合，3％NaC1水溶液を使用した、場合，10％NaC1

永溶液を使用した場合．．及び10％NaC1水溶液にn・8utana！を飽和して使用した場合は，それぞれ第3図（D）乃

至（H）の如くである．これたよれぽ1％NaC1を使用した場合が最もよい結果を示してい：る，従って我々ほこれ

を採用ナることとし，た，

　第3図の説明

雪
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何れ喘紬であ・各・撒獅す・呈色のか・なった・のは・別・の濾紙で行マた瞬騨一つ

の図に表現したものである．

　図中の符号・画質名，呈色の色調は第2表の如く・’展開溶媒・展開時間・気温等は第3表の如くである・．

　　　　　　　　　　　　　　TABLE　2　　（Explanaton　of　FIG．3，　Scale　16一ユ00）

Marks Substa且ces Co16urs C・10ur　agents

@　　　　　　　　↑　　　B．

Benzoic　acid FeC聴，　HzO2

Sac，
Sac6harine iB1・・hV・・1・・ 　　’

潤@FeC13，　Hρ2

S． S。li・ylic　a御　　　・」
l　　　Violet． FeC13

．β．N 　　　　　　　　　　　　　　　1ﾀNaphthol　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　i

1　・

@　　　　Ydlow MUlon’s　reagent．

BB、 13uty｝P「Hydroxy・benzoate i　　　　Orange
P

Millon’s　reag㎝t．

TABLE　3．・（Explanation　of　FIG．3　Scale，16－100）

Mobile　fluids Development　times R・。m　t・mp・・at・r・・

（A） ．Pンr三din号十n7翠3utano1 15h。． 10～11℃

（B） n・Buta夏01 15h． 12～ユ3．3℃

（C） Ammonia，・n・ButanoI 10h． 11～12。C

．　（D） ’water 5h． 11～12，5。C

（E》 1％NaCl 5h． ユ8～18．5。C

，

（F） 3％NaCl 5h． 17～ユ8℃　　●

（G） 10％NaC1 5h． 17～17．7。C

田） 10％NaC1十Butanoユ 5h。　　幽　　， 17～17．5。C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．し．・．3．アルカリ性物質の試験

　（A）濾紙上の呈色反応

P・n1tro・o－toluidine，　P・且itrαo・pheaetidine及びDulcinの検出反応としては，我々は濾紙上において，比較的簡単

に行える反応として，訳のものを採用した．即ち，以上の3物質ほ何れもNH2基をもつていることに着目し，ζ

れをDi…化して．ρN・phth・1と結即しめ・舳螺を化成紺販応回る・この反応過概撫すれ‘獣の

如くであろう．

　　　Dロ1c呈n

　　　・鵡・〈＝〉一・旧・…NH・一・鵡・〈＝〉冊・…H一咄・〈＝〉幅ブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HO
　　　一・憂・〈二》N－N・C1一．幅・〈＝〉＋N《＝〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．〈二＞

　　　P－nitio・o。toluidine

　　　NO盟　　　　　　　　　NO2　　　　　　　　　NO2

　　　◇N恥一◇N〒坪C1一（＞N－N碧＝〉’

　　　CH・　　　CH3　　　CH挙　く＿〉
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　　．P・nitro・o？hcnetidine　　　　　　　　l

敬．一　＆湘＿凱N豊〉・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、OC二H6　　　　　　　　　　　　　　　　　、OC凪5　　　0C2H5

　即ち次の如き方法による．　　　、　　　’

　まず3％NaNO雷を噴霧し，次に10％HC！を噴霧した酸1～2分聞微温をあた身．（電熱器を使用する）ついで，

べ’一ターナフトール，：ナトロン溶液（β・Napl｝tho10．1gを10％NaOH　35　ccに溶解して製する）を墳寵する，

　これによればDulcinほ黄色～澄黄色，　p・nitro・o・to！uidineは赤色，　p－nitro・o・ph㎝etidinc　lよ紅色を呈する．

　（B）展開分離

水二二た，胎，第4図（A）の如き結果を得た・F・it・ぴαtρhidineとF・it・ααph・n・tidi・・と1堪色の色調

・A，

1・
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，

　が若干異なるとほいえ，完全な分離がでなかった．1％NaC1，3％NaC1，10％

　NaClにButano1を飽和させたものについての結果は，それぞれ，第4図，

　（B）（C）（D）の如ぐで，水の場合に比較し，P・nitro・o・toluidineとP－nitro－o－

　phenetidine　1の分離を明確に認めることができた．こめ三者は，分離の度合につ

　いては特に差異がないから1％NaC1を用いることとする．

　　　第4図　の説明

　　　第3図と同様である．

　　　図中の符号，物質名，呈色の色調は第4表の如く，展朋熔媒，展開旧聞，

　気温は第5表の如くである．

　　　4．純　　括

　　以上述べきだった基礎実験の結果を総括し，ここに提出するPaper　chromat。・

　郎aphyの試験法，それによる各物質のRf値，及び，この方法の感度を述べれ

　ぼ弐の如くである．

　　　（A）試験法

　　　（イ）　酸性物質

TABLE　4　（EκPlanatio“of　F工G．4，　Sc為1616－100）

Marks Substances 一　｝ 　　Colour　agents

D一　　　．」　■　一　　　　　　　　　　　r　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　曹

一　－　　　「　■　　冒

，D． ．　Dulcin Yellow NaNOz，β・Naphtho1

1　　　T．’ P・nitro・o・toluidine Red Do，

1・’．嘱幽

@　　　P． P・nitro・o・phenetidiロe Ofange ’Do．

i

’　　TABLE　5　（Exphnation　of　F【G．4，　Scalc．16－100）

Mobile　fluids Developmeロt　times． RoOm　tempcraturc5．

．＿＿』．＿焦．＿一

（A） Water 5．h． ユ2～13℃

（B） 1％NaC1 5，h． 18～18．2℃

幽噛

iC） 10％．NaC1・ 10．h． ’｝　　　17，5～18●C
1

（D） 10％NaC1十n・Butan61． 　　　　　　　●P0．h．

@　　　　　　　　　1

17。2～17．8℃
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　長さ35cm．巾2cmに切裁した東洋濾紙クロマ1・用の下端より6cmの位置に．検液（アルコール溶液）を毛細

・管を用ひてスポットし乾燥する．スポットの直径は1cmが適当である．之を1％NaC1を入れた展開用円筒中に

懸垂し，濾紙の下端より3cmの所に液面がぐるようにする．5時間の後，濾紙に上昇した溶媒の前線を標識し，室

温に乾燥する．衣に，原点と落媒前線の中間より上部に0．5％FeCI3．を噴霧する．　Salicylic　acidがあればR．．f．約

0．6の部位に藻紫色を呈する．亥にこの呈色部位より上部を加温し：（電熱器を用いる）．ほとんど乾燥し，2％H。02を

・噴霧し，なお加温し，再びほとんど乾燥する●Benzoic　acidがあれば，　R．f．約。．8の部位に褐色乃至褐紫色を透

し，Saccharinがあれぽ・R．f．約0．7の部位に青紫色を呈する．…突に申聞より下部にミ．ロン試薬を噴霧する．βNa・

phtho1があれぼ，　R．L　2～3の部位に直ちに黄色を呈する．爾原点を熱水蒸気に約5分間あてたとき，　Buty1－p一｝1・

ydrony　benzoateがあれば，．原点が紅色を呈する．（尚色調稀薄なるときは，透硯光線を以て観察する．濾紙はあら五

じめ室温に於て，永蒸気を飽和させておく）．、　　　　　．　　　　　　　　　　　　．　　　．’幽．、

　（ロ）アルカリ性物質　　．　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　，　　．、

　（イ）．において述べたと同様に展開し，乾燥し，・3％NaNO2を噴霧し，訳に10％HC1を噴霧し，1～2分間微

温をあたえ～電熱器を用ひる）ベーターナフトール，ナトロン溶液（β・Naphtho10．1gを10％NaOH　35　ccに溶解．し

て製する）を噴霧する．Dulcinがあれば，　R．f．5～6の部位に黄色～澄黄色を呈し，　p－n三tro℃一toluidi夏eがあれば，

R．f．4～5の部位に赤色を呈し，p－nitro－o・pheneti“ineがあれば，　R、f．4～5の部位に紅白を…呈する．

　（B）R．f．値及び感・度

　この方法による各物質のR，f．値及びこの方法の感度は，第6表に示す如ぐである．

TABLE　6

　　　Substances

黶@　一

Mobile
?撃浮奄р Colour　age耳ts Colours

　　　　　　　　　　辱

q．f．（R．　temp．）

　　　　　一

re血sitivity．

Benzoic　aci4 1％NaCI FeC1昼，　H202 Brown 0．82（17．8～18．2。C） 488γ

Salicy1三。　acid do． FeC13 Violet 0．63（d・．） ’　　　4γ

Bμtyl・P・hydr・xy－

b?獅Q0ate‘
do． Milloガs　reagent Orange 0．（do．） 235γ

β・Naphtho1 do． do． Yellow 0．27（do．） 6γ
．

Saccharine do． FeC13，　H202 Bluish　Violet 0．73（do．） 475γ

Dulcin do．
NaNO渥，β一
@　　　　　Naphth1

Yellow 0．58（17．3ん18．2。C） ．16γ

P・nitro－o－tolui－

ьOne
do． do． Red 0．46（do．） 9γ

P－nitro－o・phene－
狽奄р奄獅

do． do． Orange 0．38（do．） 6γ

Sensitivity　mea皿s　the　minimum　quantity　of　the　substance　to　be　recognised　by　the　method．

IV・飲食物に封ずる鷹島

　王述の基礎実験の結果を飲食物に応用した場合に果して満足な結果をあたえるかどうかは，最も注目すべきこと

である．この場合は各物質の抽禺操作が重大な関聯性を示すのであって，これに適合した最も合理的抽出操作の概究

が必要課題となる．この抽出操作の詳細な研究に関しては，これを他口に譲り，基礎実験の頭初に於て黙りに定めた

抽出操作により実験を行ない，一・実験例として，略満足すべき結果左得た2

　1．検　　体
　ニンジy，ゴボウ，タケノコ，レンコン，．アブラァゲ，シイタ‘ケ，ショウガ，カンピヨウ，雄踏，酢，．塩，昧の素

を含有する（猛的関係は不詳）五目の素罐詰の液汗25g，及びサバ罐詰液汗25gの混液に，第8琴に示す．量の各添

加剤を加えたものを検体とした，なお添加剤を全然加えないものを対象試験の検体とした．

　2・抽　出1：法　　　　　、　　　　，　　　　　　　　　　　　　　．　・　　．　．　　　　」’．“

　検体を濾過し，濯液に10％HCI約5ccを加えて明らかに酸性となし，　Ether　20　ccで＄回抽出し，午一テノレ液
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TABLE　7．

Sub　stances

BenZoic　ac董d

Buty1・P－hydoxy・benzoate

　　Salicylic　acid

　　　β・Naphthol

　　　Sacc』aτine

Dulcin

P．nit「o．o・to！uidiぬe

P曹nitro・o・phenetdine

Amounts　added，

10mg

10mg

lmg

lmg
10mg

5mg
lmg

lmg

　　The　amounts　of　the　substances　of　the　table　7　are

added　to　50慈of　the　mixture　of　the　jui㏄s　of　Ninjin，

Gobδ，　Take無oko，　Renkon，　Aburage，　Shiita1｛e，　Shδga，

Ka叩y6，　Sugar，　Su，　Salt，　Aji：10moto，　and　Salmon，

and　the　test，8　results　are　showed　on　the　Fig，5　and

the　table．8．

Fig・　5
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ζ

豊

を合し．，5cc．の水で1回洗浄し，Etherをなるべく

自然に探発させる1残留物を約1ccの98％Alkoh？1

に微温をあたえて溶解し，灘過し，0．5ccの98％A1・

koho1で1回洗浄し，認吐出液を合ナる。これをA

液とする（対象試験のそれはA’液とする）．

　次にエーテル抽出を行った水暦をとり，10％NaOH

を以て，明らかにアルカリ性となし，（過剰のアルカ

リ1よでき’るだけさけること力塑ましい）Ether　20　cc

を以て3回抽出し，エーテル液を合し，5ccの水で

1回洗浄し，Etherをなるべく自然に揮発させる．残

溜物を約1ccの98％Alkoho1に微温をあたえて溶

解し，1慮過する．約0．5ccの．98％Alkoho1で洗浄

し，澗液洗液を合する．これをB液とする（対象試

験のそれはB’液とする）

　3．展開及び呈色法，1泣に実験結果．

　　A液，A’液，　B液，　BF液を，それぞれ別々の

麓紙にi基礎実験の項で述べた如く，二二0．5ccをス

ポットし，（この場合，微温をあたえて，アルコール

分を揮発させながら，逐弐スポットし，スポットのi自：

径ほ，約1cmとした）．1％NaC1た用いて，5時

間展開し，乾燥し，呈色した．その呈色図及びRf値

は，第5図及び第9表に示す如くである．

　　　　　TABLE　8．

嘱吐

▼

ぎ

‘

畿

Substances

Benzdc　ac…d

　　Salicylic　ac…d

Buty1－p・hydroxy・benzoate

　　β・Naphth・1　　　．

　　Saccharin

Du！cin

戸・nitro・o・tolu！d三ne

P・nitro－o・phenetid…ne

R、f．（R．　temp）

0．80（17．7～18、3．C）

0．60

0．

0．24

0．75

0，59

0．46

0，39

（do．）

（do．）

（do．）

．（du．）

（do．）

（do．）

■

（do，）

第5図の説明

縮尺，雪中の符号等は，第3図及び第4図と同様である，Rf値及び気温ほ第．8表に示す如くである，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V．結　　　語

　上記の諸架験の威績より，我々がここにオリヂナルとして述べ得ることを要約すれば，次の如ぐである。

　（1）飲食物の防腐剤又は人工甘昧料として使用される安，息香酸，パラオキシ安息香酸ブチルエステル，サルチル

酸，ベー・ター熟7トール，サッカリン，ヅルチン，パラニトロオルトトルイヂン，パラニト白丁ルトフェネチヂンの

・ペーパークロマトグラフィーによる箇単な検出法の一案を提出した．
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（2）上記の諸物質の濾紙上の呈色反：応，殊にサッカリンのそれにつき

然しながら，弐の諸点につき爾満足出来ない面がある．

（1）

（2）

（3）

（4）

，・ Vしい試みを行った，

ここに検出し得る物質は，防．腐剤うくは入工甘門門の一・部であって，全てではない．

飲食物に対する応用実験．特に抽出操作の研究が不足してみる。

類似諸物質との関係が明らかでない．

ここに用ひた操作，特に呈色法は，ペーパークロマトグラフィーとしては，複雑であり，感度の低いものが

ある．（安息香酸，サッカリ．ン，パラオキシ安息香酸）

　（5）展開溶媒虹濾紙の研究が不足している．

　（6）一般に実験例が不足し，従ってRfを確実に主張することができない，

　とまれ，現在の段階においては，本報告に於て提出した方法は，研究的に予試験として用いることはよいが，実際

の取締試験に採用することは勿論割下であるが故に，我々は上記の諸点に就き，実際検査にあたって，随時検討を進

めるつもりである．これ本報告を以て第一報とした所以である．

　街本報告は，厚生省食品衛生課，尾崎課長，金原技官両先生の格別の御配慮を賜った、ものであるととを記し，謹ん

で深謝の意を表す叡又，生化学試験四一．川城部長の御校閲を賜った．記して同先生に謹謝ゐ意を表する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

Evans　R．A．，　Parr　W．H．　and　Evans　W．C。；Nature，164，674，1949。

Lugg．　and　Overe1L；Nature，160，87，1947．　　　　　　　　　　　　’・

佐竹．；化学の領域8（4）32，1950．

膏在．；化学の．領域8（4）25，1950．

A．Jonescu．，　Journ．　Pharm．　et　chem．；29，（6）523，1909・　　　　　　　　　’

Fleuτy．；Chem．　Ze夏t．．176，1944．　　　　．　　　　　．　．．　　　　　　　　　　　『

Michael　Lederer，；Austra11a鳥」．　Sci，，11，208，1949，　　．　　　　　　　　　’

　Stu（並es．．on　the　D6tection　of　Preservatives・and　Artificial　S～veetners　in　Food　by

　　　　　　　　　　　　　　　Methodρf　Paper　Chromatography　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　Kakuzo　SH凪AMA　and　Seiichi　OKuMA

WC　have呈ndicated　an　idea　of　the　method　of　paper　6hromatography　as　prelhninary　test　to　detect　the

pr6servatives　and　artificial　sweetners　mb【ed　in　f60d，　which　are　benzoic　acid，　salicyic　acid，　buty1・p・hydroxyl。

benzoate，β・naphtho1，　saccharine，　dulcin，　P－nitrQ・o－toluidine，　and　p・nitro－o・phenetidine，　according　to　the　results

of　our　studies．　we　have　divided　those　substances　into　acid　and　alkali　groups，　and　acid　group　was　extracted

with　acid　ether，　alka1量group　w辻h　alkali　ether．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　1ロth6　former，　Benzoic　acid，　sa1呈cylic　acid，　huty1・p－hydroxy・benzoate，β・夏aかhtol　and’saccharille　are　con。

tained　a夏d　in　the　iateτ，　dulcin，　P・nitro匿。・tduidine　and　p・nitro・o一州enetidine，　are　co凱ained・・　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　Our　method　involved　the心e　of　No．50　T（幻。・filter－Pユper　developed　one・dimensiona町y　by　the　method

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のof　cap111ary　ascent．　The　moble　fluide　beillg　most　satisfactory　was　the　1％NaCI　solution。　For　the　color　age・

nts，　we　used　FeC13，　H202　for　benzoic　acid　a夏d　saccharine，　FeC13　for　salicyli6　acid，　Millon’s　reage夏t　forβ・且a－

phthol　and　Buty1・p・hydroxy・benzoate，　NaNO2　andβ・11a亘hthol　for　dulc玉n，　p・】越tro・o・toluidine　a且d　P’nitro℃．Phene・

t五dine．

　　　　The　method　of　FeC13，　HzO2　is　a　new量dea　as　the　detective　method　of　saccharine，　that．is，0．5％FeC13

is　sprayed　and　almost　dded　by　slightly　heating　and　followed　by．　spraying　with　2％H202　and　aga！n　almost

dried，　then　sac《土rine　showes　bluish　violet．

　　　　Rf　values　of　those　substances　by　the　method　mentioned　abσve　at　almost　18。　are　follows．　Benzoic　acid

o．82，　salicylic，acid　o．63，　butyl・P・hydrQxy　benzoate　o，．β一且aphthol　o．27，　saccharine　o・7＄・．　dulcin　o・58・

P・nitro－o・toluidinc　O・4β・P．n三tro－o・phenetidine．0・38・　　．　　．　．　，



・’マ
A

56 衛　生試験所報告 No，69
＿＿『．．＿＿＿＿一一．一．一一＿．．　．←＿．．．＿』．．＿．．＿＿．．＿．』自＿

避妊薬の殺精子力についての実験的研究〔II〕

　　　　　避妊薬の基剤についての考察

＼

　　　　　　　　　　　功　　　刀　　　　　博
　　　　　　　る
Expcrimcutal　Studics　on　Spermicidal　Effect　of　Contraceptives（II）

　　　　　　　　　Studies　on　Contraceptive　Base

　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　KuNuG【

　1）まえがを
　避荘薬の二野子力についてほ，主剤がその主なる働きを演ずることは勿論であるが，なおこれに附随して避妊薬の

暴剤も相当その殺精子力に影鱗することは，ナでに第一報bにおいても指摘したところであ、る．すなわちゼリーの粘

度とか，錠剤のCO2発泡性或はその賦形剤によって，かなり入精子の生活力は影響されるものと考えられるので，

まずこれら諸因子の人粕子に対する影響をさぐるべぐ，入精子及びゾウリムシを弄い，避妊薬の基剤を種々にした場

合の2，3について実験的検討を試みた．

　II）ゼリー基剤の人精子に及ぼす影轡

　ゼリーの粘度を対象において実験を行った，粘度測定法は蒸溜水で2倍に稀釈したゼリーを用い，その器具及び

方法ほ避妊薬検定ヨ査準案に従った．用いたゼリーは，それぞれ粘度及び威分を異にした4毬類のもので，その処方は

次の通りゼある．

　　　A　ゼリー：比粘度210　　　フノリ6％，塞天0．5％，グリセリン5％．

　　　B　ゼリー：比品品75　　　　フノリ4：％，アルギン酸ソーダ4．5％，リセリン3％

　　　C　ゼリー：晶出慶110　　　フノリ5％，C．M．C．2．5％，グリセリン5％，

　　　D　ゼリー：比粘度90　　　処方不明

　　　湿C，M．C．ぽカルポキシルメチル，セルローズの略　　　　　　　　　　、

　虚血の方法ほ避妊薬検定規準案の殺精子試験法によった．その結果は第一表の通りで，粘度により精子の活動はあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TABLE　1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Phthalate　The：9min

［・1 ・・mi・1 ・・mi・1 ・・血［ 6・mi・1 120min
1

｝
．　　　　　　一　｝ ．　　　一

AJ。11y 190 皿 皿→1 1 1 0
， ・

B． ielly 75 11【→皿’ H 玉1→1 皿：→工 1

CJelly． 110 丑【一｝皿 皿 1　　． 1 1

。D　Jelly 90 11工 1旺 皿【 II 皿

　　　　　　　　　　　　　　　制聯㎡一㎞｛選織轡

る程度抑制されると考えられる．．大体の傾向は粘度に平行して精子の運動も不活濃になるようである．

　Aゼリーでは2時間観には全く不動となった．参考迄に精子ほスライドグラス上では4－5時間位，すなわち乾

燥しきる迄は活動力を失わない．，更に比粘度においては蓑忍準案によれば，200以上が可となっていることを附記する．

　III、　CO2狡泡の人精子及びゾウリムシに及ぼす影響　　　　　　　．　　　　　　　　．

　CO2発泡力が如何に作用するかについては，　BAKER2》等が実験しているが，こしでは酒石酸及び重凹を蒸溜水に
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溶かして，一夜鰐卵器（37。C）内に放置して実験に供した．

　「夜放置した溶液も振揚してみれば多少発泡するのは，なお遊離のCO2があるためと考えられる．

　実験あ威績には殺精子時間及びゾウリムシ減殺時間を測定したものを示した．結果は第二表の通りである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TABLE　2

　　　　　　　　　．　　　　　　　　　’　　　　．．　　　　　　　　　　　　Phthalate　T三me：8min

Taτtaric　Acid十Sodium
aicarbonate　Concentration
@　　　　　（％）

PH　5．4

@0．5

PH　5．31　1　　　　　　も

PH　5．2
@2

PH　4．4　1　PH　4．7　．4　　　　　　　　8

・一寸1T・一・
浮oaramecidal　Time　50×（min）i

く30

モR0

　　　　　r
рR0

рR0

ト・＞30　1　　　　　　　　　ξ　　　＞30　　i 　　　　　｝＞30　　1　　＞30

Q7　1　15　　　　　ヨ

1
1．

Paralnecidal　Time　5×（叩in）i く30 12 9．5　　　　　1 与　　　　　　3．5
i　　　　l

　表よりわかることは，一夜放置したCO、含有溶液宕も，「ふなり入精子及びゾウリムシの活動に影響を与えること

である，特に人精子の場合は，8％溶液まで30分以上におたわ活動性を示すものが少数に見られたが，精子の大多

数すなはち90％以上はほとんど不動になっていた．

　IV）．錠剤の押歯の人精子及びゾウリムシに及ぼす影響

　錠剤の発泡拡散試験等については那須3）等の報告があるが，こ義では主剤のみを除いた華剤だけの錠剤について実

験を行った．

　実験方按としては基準案に従ひ，食塩水5倍稀釈で一夜放置したものを実験に供した．この場合発泡直後すなわ

ち溶かした直後のものと，一夜放置したものとに分けて行った．結果は前者は第三表（1），後者は第三表（2）に示し

た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TAB工E　3．　（1）一（2）

　　　　　　　Phthalate　Time：6m1n　　．　　　　　　．　　　　　　　　　　Phthalate　Time：・7．5　min

＼Time（min）　　　　　　　＼．

@　　　　　　　　　＼
1 3

～． A．一一・．． @　T三me（min）．

@　　　　　　　　　　＼
2

『『

10 12

Base　of　Tablet 1 0
B函。。fT。b1，・

皿
9工 ±→o 0．

表でみると基剤のみでも相当に殺精子力のあることがわかる．発泡直後のものは3分で完全不動となり，．一夜放置

したものでも12分後には完全不動になったのは注目される．

第二表と第三表に示した成績から基剤申の発泡以外の成分及び賦形剤によっても，精子の生活力は多少影響される

ことがわかる．． ﾈお：本実験環境におけるこの程度のpHでは，殺精子力に余り著明な影饗をしたものと考える必要

はないと，思う．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　噛Σ

訪ゾウ払シを用い汰醗畷門守雌たも卿ついで行った門門1三表（3）に示した漉より才・かるよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TABLE　3　（3）

＼：r三m・（m㎞）1　　　　　　　　　　　1　　　＼［

2 3

，．，1、　　1

10 20 30 40 50 70 80

Paramecidal

sime　50×
皿

1　　　．

@皿 ∬ 皿　． H 1正 五→1 1工→1 ∬→f
．n；ら1 1 1→0

Paramecida1　　●
sime　5×

∬ 工 工→0 0

ASig夏of　Mobility　of　Paramecium、

　　　　　　コ　。皿．Active

｛1櫨評・
　　　　　　　　幽
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うにゾウリムシは錠剤の50倍稀釈で行った場合は，約1時聞運動を保っていたが，5倍稀釈では数分にて不動に

なった．これは基剤中の成分についても考える必要があるが，CO2発泡がゾウリムシに作用して運動を不活渡にす

るものと考えられる．

　V）むナび
　1）ゼリー基剤の粘度ば精子運動に対して，或る程度の抑制作用を宗す．120分野で不動になる揚合があるので，

粘度を考慮に入れて主剤の殺精子力を判断する必要がある．

　2）錠剤の基剤はそれぞれの避妊薬によりその成分及び含量を異にしているが，CO2発泡力が精子に対して，可成

り抑制作用を示すとみて．よい．しかし同じ発泡力にしても，水溶液中の発泡と錠剤からの発泡とでに・だいぶそ9）趣

を異にしている．すなはち錠剤中にほ他の等々の賦形剤が入っている点で，これらの賦形剤もある程度精子の運動を

抑制するものとみられる，この点錠剤では発泡ほ勿論，更に基剤個々についても一応検討してみる必要がある．

　終りに御指灘と御校閲を賜った二二八田貞瀧餌士及び御助力をいた虻いた桑原章吾博士，寺山宏博士に謝意を表し

ますと共に，供試材料の調製に協力きれた山之内，日本衛材，三共各製薬会社の研究部の方々に対し感謝の意を表す

る吹第である．

1）八田，桑原，功刀他：避妊薬の殺精子力についての実験的研究【1】，第4回日木公爽衛生学会口演．

2）　Baker，　J．R．：J．　Hrg．，31，189，1931．

3）那須，中井：綜合医学，6（20），ユ950．

　　　　　　Experimental　Studies　on　Spermicidal　Effect　of　Contraceptives（II）

Studies　on　Contraceptive　Base．

Hirosi　KUNUGI

　　　The　c・ntracepti鴨b雌e　i亡self　sh・ws　m・derate　influence　f・r　Spermicida1　effect．

　　　In　this　repo㎡，　the　effect　of　bubble・foming　material　or　the　vehicle　of　contraceptives　on　spermic…dal

mla　paramecidal　power　is　investigated，

　1．Viscosity　of　jelly・base　shows　some　contollable　action　against　the　sperm　lnobility．

　2．The　bubble・forming　material　shows　fair1y　controllable　action　against　humm　sp6rmatozoa．

　　　．But，　due　to　the　various　elemcnts　in　a　tablet，　a　different　appearance　is　shown　between　the　bubble・forming

effect　and　elements　of　tablets．

　　　避妊薬の殺精子力についての実験的研究〔III〕

　　　　　　　避妊薬の力偵測定法に関する検討

　　　　　　　　　　　　功　　　刀　　’』　博　　　　．

Experimental　Studies　on　Spermiddal　Effect　of　Contraceptives（III）

Studies　on　Measurement　of　Spemicidal　Power　of　Contraceptives

　　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　KUNUGI

　第一報りにおいて述べた人精子に代るゾウリムシ法とは別に，細菌に対ナる避妊薬主剤の抗菌力をみることによ6

殺精子試験の代用法となしうるかどうかを検討することにした．

　避妊薬の検定法として1よ，検定欝案のf出に，水野り等の提唱する拡散慶をもつてするもの，或は原3）等の簡易検

定法として絹糸草を用いる方法などがある．私はペニシリンの定量法である重層法を用いて，避妊薬の抗菌価を測定
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し，その殺精子力を推定する方法をとってみた．

　1．二二藻の銃酋債測定法

　避妊薬の抗菌価測定法としては，川上4）5）の処方に従がい重層法を採用し，限止帯の長さを測定して，その抗菌価

をよみとること工，した．山地，．功刀6）等がグアノフラシン定量に此の法を用いたことから応用してみたのである．

　まず0，1％酷酸フェ昌門ル水銀（以下Mと略す）水溶液を倍数稀釈して，，川上の培地に重層後直ちにフラ以器に

’入れて，18時間後にその成績を判定することにした．使用した菌種は葡萄球菌（F．D．A．209P）で24時聞ブイヨ．

．ン培養のものを用いた．試験管は8．0×110mmの小試験管である，

　増山7）の公式y而＝G（1－e一γ（磁一α））を満足するか否かについて一応検討してみるために，r定差図を画くとほとんど

直線に近くなる．すなわち重層．法はM検定に適．した方法と考えられる．

　以上のよ・うに細菌に対する効果，すなわち抗菌力を測定する方法は，相当細かい有効濃度の解析をする．こ．とがで

き．るので，殺精子試験，パラメシウム滅殺試験のような各種の物理的要因に影響されることのない正確な数値をつか

むことのできる便がある．　　．　　　　・

　なお殺精子耳聞とゾウリムシ滅殺時間及び抗菌力とを相左比較したものは第一表及第二表に示した，第二表からわ

TABLE　1

器器εtion　of　％ 0．05

@　　　一

0，025 0．0125 0．0062 0．0031 b．6015
0100075

一　　」

@　　t・ngth・f　Iゆibited　　　Zone　　　　　　　　　cm

　　0．1

@1。90

．　　一　曹　一

@1．80 1・75 1．68 1．55 1．42 1．25

　　　　　　餉

P．17

@　　　　．　一

、Spennicidal　Time　minutes
＜1 く1 ＜1 ＜1 ＜1 ≦1 2．5 ＞30

Paramecidal　Time
@　　　　　　　　　　　　　　minutes ＜1 く1 ＜1 く1 1 2 4．5 9．5

・器

．自3
こ：

む

躍　2

義

冒　1
圏

TABLE　2

　　×・’一一’・→くHuman　Spennatozon

　　－7一→Paramecium
「

　　　　　　　　　　　　　，＊
　　　　　　　　一9．・轡一”●
H一一一・．一。一・一一x．●

’

ノ

〆
3

2

1

　　　　　1
・一一一
jセ，一馬輔コ←’

TABLE　3

’

　　．メ
　，”

，1レ

距一一一。基

一
、

一」＿＿」L＿
　　　　1．9　1．8　1．7　1．61．5　1．4　1．31．2　1．1・1．0　　　　．　1．91．81．71．61．51．41．31．2　1．11．0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1βngth　of三r晶三dlted　zone

かるように，ゾウリム営豪富時間は抗菌力に平行した傾向をとっているが，殺精子時間はある抗菌価の範囲において

のみ平行的な関係にあることが認められた．これも殺精子試験にともなう物理朗要因によるものと考えられる．因み

にM含有のゼリーにつき倍数稀釈を行って，阻止帯の長さと，殺精子時聞及びゾウリムシ滅殺時間との比較を試みて

みると第三表のようになる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TAB工E：4

＼＼Di1。・・t，　lo．85％
@　　　　　　　　　　　　、一．．＼S・1ine　S・1nti・n

Buffered
flucose
raline　Solntion

50
cextrose
撃rolntion

Eg9－White
Aqua
cest二11ata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

kength　of　in－
?奄b奄狽?п@zone　　　cm

r　　一　．　・　　　　　　　　　．．一　一π　　．－

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　，
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．go　　　　　i　　　　　1．75

1．．73． 0．17 1．91

　第二表と第三表における人精子の曲腺に多少異なるもの、あるのは，ゼリーの粘度に関係しているためで，これほ

第＝：報に報告したところである．
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　　2．．数種稀一州液における興野力の特旨　　　　　　　　　　．　’　．一　　　　．　　”，．『’．．P

　　避妊薬の稀釈媒液を異にする殺精子試験については第一報において述べた．すなほち生理食塩水，『BG：S．，5％ブ

　ドー糖液，卵白がそれである．こ缶では前に述べた重層法にて抗菌力威績から比較棟討してみること玉したし

　　突験に供したゼリーはM含有のもので，その結果は第四表の通りである」表よりわかるようにボ阻止帯の長さをみ

　ると，．食塩水＞B．G．S．〉ブドー糖液〉卵白の順に長くなっている．い、かえれぽこの順に殺精子時間が短くなるオっけ

　で，第一報における殺精子時間と発育阻止帯の長さとは平行してる．また食塩水と蒸溜水稀釈とではほとんどその抗

　薦力に差のないことがわかる．　　　　　　　　　”　　　　　　　　　．　　’　　　　　　1

’　3，ClイオンのM髄に及ぼす影馨について

　　C1イオンがMに如何に影響するか，すなはちC1イオンが抗菌力を低下させるか否かを一応検討してみるため

　に，0．5％，0．85％，1％，2％，4％’，8％，の食塩1水を作り，これで．0．1％M溶液とうM含有ゼリーとを5．倍

　稀釈して1そめ抗下野を比較してみた．その結果ほ第五表の通りである．表よりわかるように，M済液では2％，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TABLE　5　　　　．　　．　．　　　，　　　　　　　　　　　　．

Concentration　of

maC1　　　　　　％

　　　　　「

cい・8・ 1
ト　　　2

v　　　　　，　　一　　．　「　　「　　－　　　　　．

3
C・ntr・10，1％
lercetae．一『，’一一一一一匿一；一．一一一｝』．

@　　　1．64

一　　　　　　，　　，　，　L一　，　一　　　　　　　　τ　置　　　　一

kength・f　inhibited
ﾍ，。ξξm）011％． 1ユ5 1．20 L28 1’D33

．　一　　一

P．30

　　　4

D　一　　．　一　　　一　一　一

P．30

kength　of　Inhibited
yone（cm）AjellyIncluding　Mercetate 1．53 1．55 1．57 1．50 1．50 1．50 1．64

M含有ゼリーでは1％のところが最高値であるが，C1イオンが大量あっても必ずしも抗苗力は低下してないこと

がわかる，又M溶液ほM含有ゼリーよりも食塩水にとかした場合，抗命力は低くなっている．この事実からゼリ

ーはC1イオンと結合しにくいことがわかる．因みに実験ほC1イオンにより沈澱する白色のフェニールマーキュリ

ッククロライドを除いた上消液にて抗血力を検したものである．

　4．むすび
　1）｝R層法による阻止鞘の長さをよむことにより，避妊薬の殺精子時聞を大体検討しうるものと患われる．特に殺

精子時世を検定する場合及びその主剤含有量を定量する場合に参考になるものと考える．

　2）抗菌力とゾウリムシ減殺時間とが，比較的平行関係に現旧りれることは，一曹とゾウリムシは避妊薬に対して，

同じような態度及び性質をもつているものと考えられる．

　ε）数極避妊薬の稀釈媒液を用いて行った殺精子・派閥と抗菌力とが平行的な結果を示したことは，抗剛力によって

も殺精子高高を判定しうるものと忌われる．

　4）避征薬稀釈液としてのC1イオンの影響は，さほど藷明でない．これはゼリーの賦形剤がC1イオンとの結合

を防ぐためかと考える．したがって稀釈液として生理食塩水を用いることば，試験厚績にそれ程影饗を与えるものと

は考えられない．本実験に用いたMは山之内製薬会社製のものである．

　絡りに御指導と御校閲を賜った息師八田貞義博士及び種々御助力を戴いた桑原葦吾博士に謝意を表する次第であ

る，

引　用　文　献

1）八田，桑原，功刀他：第4回公衆衛生学会口演，

2）　　水野：　日本衛生学奈昼i言苫，　5　（1），21～22，　1950．

3）原：月刊シオノギ，5（5），4－5，1950。

4）　鳥居，川上，小島：ペニシリン，1（7），281－291，1947．

5）　川上：』ペニシリン．1（7），445－457，1948．

6）山地，功刀：東京医事新誌，67（ユ0），36－38，19501’

7）増山：科学，17，158－163，1947．
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．　Experimental　Studies　on　Spermiddal　Effect　of　Contraceptives　（III）

Studies　oπMeasurement　of　Spermiφdal　PgW¢of　Contraceptives

　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　KuNuGI・

　　　Ihave　measured　the　a恥tibacte践al　effect　of　coatraceptives　by　a　superposition　method　as　pen…cillin　assay

and　estim耳ted　thereafter　spermicidal　effect　of　those　drugs・・

　　　From　several　experiments，　the　conclusions　stated　below　are　obtahed：‘

　1．It　3㏄ms　that　the　spemlicidal　power　of　contraceptives　is　estimated　by士ead！ng　the　length　bf　growth・

inhibiti耳g　zone　i職supeτposition　method・・

　2．　It　appeared　that　the　antibacterial　effect　runs　comparatively　para11e1疲ith　the　p虹amecidal　ti士ne．

　　　工nthis　point，　the．bacteria　and　paramecium　seem　to　have　similar　attitude　and　chracter　for　contraceptives．

　3．　The　influence　of　CI　ion　as　the　dilue且ts　of　contrac6ptives　is　hot　s61huch　prominently．

ケンゴ子の生薬学的研究
長　　澤　．元　　夫

Phannacognosical　Stud童es　on　P加γ1冤だ5　seed，、‘℃h‘ien・niu・tzu”

Motoo　NAGAsAwA

　この研究は山岸晃先生の御指導によってなされたものであり，ここに先生に対しつつしんで感謝の意を表します．

なおこの研究は高橋源三氏が大部分なされていたものであるが，完成することなぐ氏は1942年になくなられた．長

澤はこの仕事をひきつぎ誤りを訂正し不充分な点をつけ加えて一応完成させた．記述についても遺稿のおもかげはな

くなっているので本文では「われわれ」という表現をとった．

論

　アサガオP加7∂”f31W　Choisyの種子（ケンゴ子）は昔から東洋ではシ三ン下剤としてよく使われている生薬であ

る．それは種皮の色により黒ケンゴ子と白ケンゴ子とにわけられているが，それと花の色との関係が問題になってい

た．李時i珍は本草綱目の18巻上（1591年）において，黒色極子を生ずる植物を『黒丑』Hei・ch‘ou，白色種子を生ず

るものをr白丑』P。き。h・。。とし，異種のものとして詳述し，その花はどれも有色であることをのべている．したが

って松岡恕庵が『牽牛子和名アサぢホ，黒白の＝：種あり1面白きものに花碧色なるあり』（用薬卸和，1735年）と書い

ているのは李膨のr学者∵其花小面耕花浅郡紅魚』偉？規のと思わ泌欄・・の誤りに鮒いたの

は19世紀後期以後であろう．小野蘭島（本草綱目啓蒙1803年及び救荒本草紀聞），呉其溶（植物名実図考1848年）

らは回持珍のいう『白州』はハリアサガオ（丁香茄苗）0σ10砂漉油翅κ7加’1’粥Donであるとし，また小野蘭山は

『花青碧色ノモノヲ黒鳥ト云マタ黒牽牛トモイフ，又白色ノモノヲ白蘭ト云マタ白牽牛ト云ナリ』と訂正した．現在は

このように使われているが，最近㊧遣伝学的研究によると，白色種子からはかならず申花を隼ずるが白花か『は黒白

．2種の毬子を生じ，また有色種子からは有色花と白色花を生ずるが有色花からは黒色種子だけを生ずるという2）．とす

　下註）『松岡恕庵は実の白きものにも花の碧なるものありと説かれております．私は京城において求めたる白丑に

ついて数年にわたり実験しましたが，つねに白花を開きました．旧庵の捕えたるところの白丑は雑種であったろうと

考えられます』と石戸谷りは旧いているが，これほ文猷を歴史的にとりあっかわなかったことから生じた誤りである

かあるいは申間の色調をもつ種子に対する判断の誤りである，このことは遺伝学的にも研究されていることを本：文に

書いておいた．
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れぽ従来のように黒ケンゴ子と白ケンゴ子は二皮の色によってだけ区別されるものでありかならずしも花の色によっ

て区別されるものでにないことがわかる．しかU）れわれ1よヒルムのマクラ（Hilum　bolster）の構造に相違のあるこ

とを発見した．また白色極子は一般にほとんど毛はなく，宮澤31によると種皮の白色なことと毛の減少することは完

全なリンケージ関係にあるという．しかし未熟なものには毛の多いものも認められるので，このように断定すること．

は危険である．

　1942年間沈鶴銀（Shim　Hack・chin）氏から提供された朝鮮ソウルの市場品『真黒丑』C於n・hei・ch’ou，は偶然にも千

葉県成田山薬草園で『四川産ケンゴ子』と称して栽培していたものと比較解剖して同一であることを確めることがで

きた．そして後堵リサク葉標本は東大理学部苗物学皇室の木村陽二郎氏によりモウコアサガオ加脚ε45’δ解ごσ

Persoonと決定されたが，この植物は東部シベリヤ，北東モウコ，華北，東北（満洲）に分布している4）から，恐ら

ぐi華北および策北において4，同様の目的で便用されているのではないかと想像される．この他市場には時にマルバア

サガオの質店も『ケンゴ子』として販売されている．なおハマヒルガオは国内いたる処の海岸に繁茂し，結実率も高い

ため実用上とくに注目に値するものと考えられる」

　したがってわれわれは類似嗣子との弁別点の発見を目的として，十数種のヒルガオ科（Convo1Vulaceae）植物極子に

ついて研究を進め，一般に外形，大さ，紐の点でもかなり正確に医別することができるが，解剖学的には表皮細胞

および子殻第二層の細胞の形状，ことにその表面観において署しい形状の相違を見出した．また二三の極においては

襟と隔壁の形状および内容物によってもこ海区別することができるが，ヒノレムのマクラに3・ける構造の相違1土き

あめて有力な属（Genus）の区別点であることがわかった．これらを明かにすることができたので満洲市場贔のなか

にセ・ある種のゴククライキアカの色素で白色極子をクロに染めて『黒丑』として阪売していたものがあPたが・組紙を

しらべてそれが白ケンゴ子であることを証明することができた，

　以下総論においては発生学的なととを加溢してヒルガオ科植物種子一般について，およびそのなかの主要な相違点

について述べ，各論においてはケンゴ子を基準として形状および構造を詳細に述べ，ほかの種についてはただその相

違点だけをあげるにとどめる．
　　　　　　　　　　　　　　　コ
　われわれが実験に用いた材料を属によってわけると

　1）加アδ飯s……・…・由・アサガオ（黒白2種），マルバアサガオ．

　Qど的翅001”………：・…・ルコウソウ，マルバルコウ，ハゴロモルコウ．

　Cσ砂5掬8Ff6……・…・…・ヒルガオ，コ．ヒルガオ，ハマヒルガオ．

　Cσ’oηyc’‘oπ…’…’・．・・…ヨルガオ（黒白2種），ハリアサガオ箒．

　ゆ。吻oρσ……………モウコアサガオ，サツマイモ㍉グンバイヒルガオ先

　　　ぴ印のものほ不完全な観察にとどまっているので，各論でははぶいた．）

　以．ヒ5属13種の極子であり，発生学的研究の必要上その可能なものについては自ら栽培にあたったが，野生晶

においてもツボミ，花，未熟果実，完熟果実等各発生過程の資料をできるだけ広範囲に集めた・材料入手に尽力せら

れた津村’研究所長佐々木一郎氏，・サク葉鑑定の労をおしまれなかった木右陽＝二郎氏に対しこの機会に深い感謝の意を

表わすものである．なお色の諮載は標準色名法5）によった．

　　ヒルガオ科軸物ほすべて倒生胚珠であり，その珠孔は下方をむく．球形ないし楕円体形の果実ほ2～4室からなり層

各2個の衝子を朝するが，完熟するのほその半数あるいはそれ以下である．したがって1個の種子は一般に球な縦に

6～4零した形であるが時には球形にi近いものもある．画面の稜線すなわち縫線（Raphe）の下方の陥没した他とほ

異った町域呈する個所はヒルムで，合点（Chalaza）は麺子の上端に相当する．ヒルムの下方に左右2個の隆起があ

　り，その聞の小憩は珠孔である．

　　種子の大さを五量順に比較すると

」・p・…eN・m・1We’・ht潔閃・5㏄dsl　l講・1，h鞭畠臨）

Cα’oηyoガ。πα6〃ρ〃ε‘η2．

　　　（white　seed）

孕0〃20ρσρ83畠0妙7館・

Yorugao

Gunbai・hirugao

24。3

18，5

10－11

6－8

7－8．

5－6
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．Cσ10笙y‘’foπσα’1θα’2伽

　　　　（δ1σcゐs2ε4）

C〃。耀。’∫oη襯〃∫α漉‘吻．

C礎y3’θ8∫σSo14σπ〃4．

、P加7∂ゴ’∫3ハぢ」．（black　seed）

P乃α7δ〃なハぢ」．（white　seed）

ゆ。初。ατβα’σ’α3．

Q〃σ勉0‘1〃‘σ74勿α〃3，

珍。初。召σεゴδ〃ゴ‘σ．・

P加7δ濯ερz〃餌7αz．

Cσ砂3’48P’σブψoη∫oσ・

Cαち，3’θ8’α目引ρプα‘6α・

Qz∫σ解001ガ’σπ8〃α’σ．

Q〃α〃2001”〃〃8αガ3．

Yorugao　　　　，

Hari・asagao

Hama・hirugao

Asagao

Asagao

Satllmaimo

Hagoromo・mkδ

Mδko・asagao

Maruba・asagao

Hirugao

Koghirugao．

ム4aruba・ruka

Rukδsδ　．

16．6

14．0

532

4．8

4．2

3．4

3。2　・

362

2．7

2．6

2：0

1．5

1．4

．9－10

　　9

　6－7

　6－7

5．5－6。0

　4－6

5．5－6．0

　5。5

4．5－5．0

5

4

3．5－4．0

4．5－5．0

5－6

5－7

4－5

4－5．

4－5

3

2．0－2．5

2．5－3．0

2．53．0

3－4

2．5－3．0

2．0－2．5

2．0－2．5

　珠皮ほ1枚で，それから発生する子殻は4層に区別される．すなわち第憎居ほ表皮紅胞，第＝：層，第三層は柵状

暦及び第四層は頽廃した営養暦である下謹）珠皮の4列目から内側の細胞は営養層となる．

　表面に薄いクチクラを被る薄騨性の表皮細胞は』般に屯筆状の毛を有するが，Cψ漉8∫αはこれを欠き，モウコア

サガオでは嚢状毛が著しい特徴となっている・有色種子ではゴククライキァカの内容物Phlobapheneを嘱する．

　やや厚膜化した小細胞からなる子殻第＝壇の細胞はすべてコルク化しているが，．ヒルガオ，モウコアサガオでほ

木化反応も呈する．表面腕するとσσ砂3’68∫αとモウコアサガオでは娘細胞に分裂したように見えるのカ：特徴となっ

ている．黒ケンゴ子，マルバアサガオ，モウコアサが牙ではクライキアカの内容物を歯する．

　子殻第三層は円柱状の細胞及びこれに続く2～4層の方形の絋胞力・らなり，いずれの膜壁も著しく厚化し，円柱状

細胞には・1条の光鱒・またモ如アサガオを除く珈物一こは2条の輝線が存在する・

白白層は元来大形の封形紐胞からなり，灘錠粒で充満しているが，種子の放熟するに従い，圧迫きれ同時に内容物

を減じ，ついには頽廃した紬胞膜だけからなる暦となる．

　ヒルム附近ではマクラが発達しているために構造は払雑である．一搬に6屠からなり下剖2｝第一～三層は鎌皮の

表皮組胞から発生したように忌われ，その第二層は触手紅胞からなり，鞍遠聞隙に富むためオりれおれはこれを海綿歌

組織とよぶこととし（Cα砂3’68毎は例外），第三層ほ円柱状の細胞からなるためにこれを列柵歌組織とよぶこととし

た．第四層は子殻第＝層に相当するもので，Cα砂5’9蔀4，塑。脚％（サツマイモ），　P加7魏f5（白ケンゴ子）でぼ1層

の瓶胞であるが，他のものでは分裂して2～3層の紅胞からなる．第五層は柵状層で，子穀第三層に相当し，，マク

ラ以外の部分と同様である．第六層にあたるマクラ直下の営養層は触手紅胞からなり，威熟後もおしつぶされること

なく融化醐を充満しキミノキアカ怪している・P励跳（ことにアサガオ）・c・吻・伽ではこζに修酸炉

シウムの晶晶が見証されう・

　珠心は初期に消失し（したがって外三品は存在しない），珠皮ρ内側の表皮紐胞を被うクチクラも早期に消失する

が，内肛乳に［ヒ来する三生クチクラ下謎りにより広胚乳は子殻と辱笈できる．内胚乳の最外層の綱包の赤1：胞型．はかな

下註．1）このわけ方は吉非6）た従bた．吉井はEpidermis，　Plgmentze11e（Zweitezelle），　Pal三sadellze11e，　Nahrschi・

chtにわけた．　Nctolit2ky7）はEpidermis，　Palisaden　1，　Palisaden　2，　Nahrschichtにわけた．

下註2》1古男f）は。Epidqmiεzdkn　mit　Papi116n，　Vcldickte　Epiqeτmiszelle，　PigmeEtzelle，　Pa｝isadβnzelle，・Pare－

nchymz豊】1eの5つ｝こネけた．濠．；れ乳れはこのEpidemiεzeHe享nit　Papillenを表及瓶胞と海回状組織とにオつけた．
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り厚化し不定形アリューロン（Aleuron）を藏ナるからこれをアリュ幽ロン層下網とよぶこととした．内胚乳は粘液

化し，そのなかに胚をうずめている．胚の色ほはじめキミ’ドリであるが成熟して乾燥するころには色を失い，ゴクゥ

スイキアカとなる．胚を構成する細胞は4～7個のアリユーロ靴でみたされ，また毬および属により修酸カルシウム

の築晶の有無あるいは多少の相違を示す．胚軸は種子の申央から下端まで背面の子穀にそって走るやや曲った太い根

樺状のもので，その末端ほ珠孔附近に達する．その横断面は円形。2枚の子葉ほ表面を内にして重なり，はじめ胚軸

を左右から包むようにたれさがり，吹で上方にまがっている．子葉が充分発育するものでほ子穀の庄園をうけて署し

ぐ屈曲し，横断面ではヘビのようにくねっている．しかしハマヒルガオでほ子葉の発育が悪ぐ，子毅の圧迫をうけな

いから子藥は屈曲しない．したがって乾燥による内胚乳の収縮後は胚の周囲に大きな空室を生ずる，

　（Fig．1によりA－2，3，4はF－2，3，4の複雑になったものにすぎないことがわかる。）

　子葉を縫に二分している一丁は2枚のアリューロン層にはさまれた子下の営墾層からなる．しかしハマヒルガオ

では隔壁は明かでない．

　子葉の断面の巾央から’やや表面よりに無色透明な樹脂様物質を包丁ナる大きな離生分泌室が点々と存在する・

　ただしグンバイヒルガオだけはこれがない．、P加γう’欝（ことにアサガオ、，　Qκσ脚。κ’，珍。η20θσ（ザツマイモ）の子

葉組織中には修酸カルシウムの集蘭が存在するが，Cα砂5’θ8ゴσ，　CαJo剛‘”oπ，ψo溺gρσ（サツマイモを除く）にほ存在

しない．

　P「ocamMUmは胚軸では圏論をなして通走し子葉の横断面ではほぼ一定の聞隔をおいてその分枝の切口が認め

られる．

　ヒルムの裂け目から毬子の子殻中に1まいる鱒管の束1ま直ちに二分し，一1よ縫腺を通り合点をすぎ種子の背面映を

通興し雪解の先端近くまで遠している・一は隔壁の中を3～6束に分れて走り毬子の上部で前者と合する・前者を髄

線導引の主幹刊ヒ）後者をその分枝とよぶことにずる．ヨルガオの分枝は網状．また導管はすべてラセン紋．

下賜1）Nito！itzky7》のneugebildete　Kutikula（s，275）の訳

　　2）吉井6）のE量weiss　s6hichtに相当する．

Ebert8）はこれを「ショウガ畏くE1θ”4ガのの子穀にある著しく厚化した石核細胞の形を思い出させる．異るとこ

ろはただ硅酸体がなく，それゆえにその細胞膜ほ木化していない点である」としているが，クチクラの存在する位

置により，，アリューロン層は子葉に属していないことがわかるし，形態も全く異っている．

下註）NetolitzkyのHauptstamlneとAstの訳．吉井はこれを．Aussenb置ndelとInnen脆nde1とにしている・
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　　　　　　…　　　．‘國各論
　　1．黒ケンゴ子（Pharbitis　Ni亘Choisy）

　　材料一一一東大薬学科生薬学教室所掌の市販品，京大生薬学教室木島正夫氏の提供された上海市場品，東京都内各地

　の庭園で栽培さ再ているアサガオの黒色種子．および府立園芸学校で栽培してい恥園芸品種の黒色種モボ

　　形状一一球を6－3列した三稜形をなし，乾燥により背面には縦にあらいしわを生じ，三面は著しくデコボコにな

　つているが大抵は非常にぐぼんでいる．種皮はゴククライキァヵρ》アカミノクロを呈し，市場品には下妻クライハイ

キアカのものもある・　　．．・．‘0　、　　．．　、’
　　儲及び船物一雑面をルーペで糊すると（恥1Al搬錫層はゴ”ライキアカを呈レ騨の触シ
』ロで放射：方向にクシの歯のような微細な絞理が認められる．縫腺から背面にかけて力嗣テン状にアカルイノ｝イ指アカ

　の薄い隔壁が走り種子を2室にわけるよ，うに存往しているために，種子上半部（A－8＞あ子葉はこれにより2分され

　ているが；申央部（．A－7）で1ま胚軸にさえぎられズ隔壁摩背面芋で達していない．下半部（A二6）では再び背面｝こ達して

レ・るが胚軸がある輝に3室にわカ・れている・どの綿ではヒルムのマぞうと胚軸の間に・・イキアカ、曙養層力嚇

　に広く存在している．

　’ごクウスイキアカを呈している子葉は2条に不規則にくぬってあらわ拓小暗点（分泌室）が点々と連っている．．

　組織を撞果すると（F三9．4）一般に子殻の第一層（降等）は切線方向に伸琴し琴一層のヵ形の細胞からなり，所々に毛筆

搾め界尺じている毛献曝して劫・長さほ・・一蜘μ輩るカr多蝿甑㎜μ嫡る・ヒノ・ム附近の毛

　ほ最も長く200μをこえるものがある・表皮細胞は外面の膜壁だけがわずカ・に淳化し・その孝面はき掴うて薄いク

チクラ層で紳泳やる・裁をは・・礒野駒と（Fi替2，恕・》倶幽ま都破声醒したやや憎し蜘

　胞からなっている．表皮細胞は一部永に溶解するコ●ククライキアカのPhlobaph㎝eを内容物として遣しているため

　に過クロール鉄によりクライアオミドリに，ヅァ晶リン塩酸によリアカミノキアカに染まる．

　　子殻の第二層はやや切線方向｝こ伸長した細胞と方形の細胞からなり，膜壁は薄ぐ，ゴクウスイキを呈しその初生膜

　層だけがやや強いコルク化反応を示す．表面覗すると（Fig．2，距2）数個南て並列した挾密な細胞とほとんど等径庭の

　細胞からなる1内容物はほと4ど認めることができないが時にゴクウスィキの原形質様物質が存在する．

噛・@子殻の第三層（柵状層）は円柱状細胞とこれに続く方形の2～3層の細胞からなり，膜壁はいずれも著しく厚化して

　いるが，セルローズ反応を呈する．すな：わち塩化順序ヨード溶液でムラサキ，耳一ド硫酸液でアオ，偏光では多色性

　を呈する．円柱状細胞は光線を著しぐ屈折する罰条の光輝線を有し，’この部分はセルローズの呈色反応をあらわすか

　どうかよくおからない下註）この細胞では光輝線の部分がはじめに厚化するが生薬では内腔が認められない程度に』様

　に厚化している．しかし内腔の両端は明瞭に残っているくF量g．3，3）．子惨劇三層目厚さは7q～90μ．

　　子穀の営養層は全く頽廃していて弱い木化反応を呈する．有形の内容物は全く存在しない．新生クチクラ附近はキ

　を呈し，細胞の面影を認めることができないまでに圧迫されている．野馳種子では澱粉粒を充満し，その粒の大さは

’3一お4・可搬ユ。μ轍で彫ザ円私驚・ルムは恥性・層は］層だけ認められる・この噸蹴ごく一
　部丸ぐ欠けているのが特長である．複合澱粉粒も時に認やられる．また集晶も存在するがその大さは15）｝25μ．

　　吹はヒルムのマクラの部分であるが，ζg表皮は切線方向に伸長し㍗方彰㊧細胞からなり乳ヒル4の裂け目の両側

の3～5個の表臨胞ぼきわめて畢いモをもっている・細胞間にす醜の多い灘畠田購ほ・一2層の触手細恥ら

タリ・搬欄と共に・ライキアカ醜状内容伽謝る・．贈賄開明鯛柱状細胞からなり．・その嘩曙

．しく黙して・も・轍の算層は．3ケ照りや鳴門騨醸し躍の靴く堅し州崎から鳩．テ即第

三層はマクラ以外の紛胴様である出・レム曜け目のマクラの反対側の灘直下の鱒は．4～6回忌け回し

く凹した躍をもち・徹よ購灘の大物鱒からなる・アクラ直下の叢留・ゴ課題晒して噂下
弓醐を干した触手細勤らなφ・時た修酸か・》ウ・の集晶が存御る，　　．．一．，
漸生クチクラを外伽造成するアリュー・ン層はやや灘の厚塾した，不定形めア隅一・躍賊する1～3層の

細胞からなる．マクラ値：下のそれは最も厚く数層の細胞からなる，内胚乳の組織はアリューロン層に続く1’》2暦の

二二二二二二論鋒灘考は三三翫の三三紬折，
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柔細胞の膜壁のザンガイ以外ほすべて粘液化し，一様に透明な物質になっている．

　胚軸の横断面（Fig，3，9）はほぼ円形を呈し，その表面はごく簿いクチクラでおおわれ，表皮はやや半径方向に伸

長した球形の細胞平な？ている・．実体組織は等径性の細胞からなり・申・bに三って…郷に大きくなっている・圃縁

と中心とのほぼ等匝離の所に胚軸の方向に仲長した挾小な三智からなるProcamc！umの圏輪が荏在する．胚軸を講

成する細胞の内容物は各細抱に4～7個のアリューロンを藏するほかに，胃酸カルシウムの口引もかなり多く存在す

る．子葉ゐ断面（Fig．3，5）ほ薄いクチクラでおおおれた方形～円形の表皮細抱の直下に2層の長方形の細胞が整然と

ならび，その下に不規則に等径性の細胞が続き，将来柵状組織と海綿状組織になることを暗示している．申央には所

々にProcambiumがあり，また中央よりやや表面よりに大きな離生分泌室があり，その室壁はコルク化反応を呈し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ無色透塀な樹脂様物質は室壁に沿って存在し，中央はうつろになっているか，あるいは充刑しているが乾燥のために

割目が認められる，この樹脂様物質は水に直ちに膨潤し，弐第に油滴を分離し，それ自身は徐々に水に溶解ナる．

（Fig．3，4）．噛たアルコールには直ちに溶解する．’子葉を梅成する細胞は．4～・10個のアリューマン及び時に修酸カ

ルシウムの集品を藏ナる．アリューロンは基礎物質とタンバ．ク仮晶体からなり，水を吸収ナれば脂肪油ほ不定形の仮

舐体がら徐々に分離してくる，（Fig33，7）．保井9》の指摘したように，脂肪油は遊離して存在するのではないことを・

確認した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　2，自ケンゴ子（Pharbit董g　Nn　Chbisy）

　材魁一束大生薬学憩室所減の市販品，束京薬科大学において約4年間蔑凹した．自色花自色極子，木島正決氏の

寄贈による上海市場晶，および満洲市場晶．

　形状・一無ケンゴ子と同形であるが，それよりやや小さく，種皮の色はクライハイキアカ～ハイキアカ～アカルイ

ハイキアカ．毛ほ噛股にきわめて少く，しかも短い．しかしヒルムのマクラの周縁にほ有色内容物をもたないシヒ，い

長い毛が密生している．

　　　　　　　　　　　　　Fig．5。　Vert：cal　sect…on　of　wh！te　Phafbit…9　seed。、
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　構造および内容物ニー黒ケゾゴ子と異るところほ表皮細胞に有色内容物を欠くことと，ヒルムのマクラの構威力期

洲湘鞭ていることだ・才である煽g・5）・す筋穂鰍組魁外鰍繊との区別は認められ弘一様1二多角

形～やや離間凹しぐ厚即した細ρ石力竃き状にならんだ細櫛ら劫・この膜壁は木化反脱セル・一ズ反応

も呈しない．層また所々に，ことに子殻の第二層に隣接して，薄膜性の稜注状細抱を交え，この膜壁は強くコルク化野
　　　　一応左零する．子鳩の第＝：層は一局のきわめて膜壁め厚化した細胞からなり，内腔は点あるいは線状である．厘化して

いてもメチレン・ブルーにより染色されるだけで，塩化亜鉛ヨ・哺ド，塩酸フロログルチンおよびスダン皿1によっては

全く染色されない．ヒルムの裂け目の外側でも同様である．そしてこの部分の外柵状層の細胞は黒ケンゴ子のように

石核細胞様に碧しく厚膜画することはまれである．’　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　1

病即努アサガオ（＝【Dharbit量s　pulrpureεし　（L．）V。！幽　　　　　’・　．

　材料r佐々木一郎氏が大田区調布鵜ノ木において栽培しておられた淡碧色花黒実晶，並びに故藤田直市致妥が束
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大薬草園で栽培せられた淡紫色花黒実品と白色花白品品．

　形状一テサガオに似ているが．それよりかなり小さく，両点ま多少円昧をおび，色はゴククライキアカ～アカル．

イハイキアカの広い範囲にわたっている．．微小な毛を密生し，光沢はない，　　　　　　　　・　。

　構造および内容物〒種皮の色による欝造の差にみられなし～・黒ケンゴ子と異る点は・琴皮の毛は短く（10～15μ）

その多くは乳頭状．表皮を表面観すると（Fig。2，　B）各細胞は円形～方形～長方形で，その側壁は屈曲していなし、．子

殻の第；層は断面ではやや細長い長方形の細胞からなり，所々に方形～短方形の細胞を交えている・膜壁はかすかに　．

キを呈し，強くコルク化反応を示す．象たしぼしば半径性の膜壁は弱い木化反応を呈する．表面覗でぽ細長い長方形

’の細胞が，その多くは整然と並列している」そして表皮細胞と共にクライキァヵ。内容物を心している．

子殻の第三層はうすく，アサガオの2／3前鏡（約55μ）．子葉には集晶はきおめて少い．．

　41　ノレ逼塞ウソウ　（砲uanloc】it　vulgaris　Choisy．）　’

　材料一都内の草花種子店から買ったもの，および東京薬大薬草園で栽培していたもの．　　　・

　形状一長倒卵を三分の一割した形が普通であるが，根棒状のものもある．「種皮の色はゴククライキアカ～クライ

キアカで，その地の上に多くの色のうすいアカルイハイキアカの班点が散在していて，ちょうど粉をかぶっているよ

うに見える．

　講造および内容物一黒ケンゴ子とほとんど同様であるが，表皮細胞の毛は高さ10～200μ9．で，短い乳頭状突起

様のものが多く，それらが集って群を形成しているので，一見班点のように見える．子穀の第二層は表面覗では方形

の小細胞からなる．（Fig．2，C）．営養層に結晶は存在しないが，子葉中には若干認められる．ヒルムの．マクラの表皮

細胞はすべて長い毛を有する．これはQuamoc1恥属に共通した現象で，他の属と区別できる明瞭な特徴である・

　5．　マルバルコウ（Quamoolit　angul　atε聖Bojer）　　　　　　　　．　　’

　材料一斗田区調布鵜ノ木におげる佐々木一郎氏の栽培品．．

　形状一黒ケ著ゴ子よりはるかに小さぐかまた上下から圧迫されたような形．種皮の色はゴククライキァカで毛を』

密生する．

　　　　　　　　　　　　　　　Fig．6．　Vertical　sectio豆ofΩuamoclit　s㏄d．　　　　　　　　　　　　∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ω．angulata　Bojer一・Maruba・r丘kδ）
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構造および内容物（F！g．．6，Fig．2，D）一ルコウソウと全く同一である．異るところはただ毛が一様に三布し：，ル
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　　　　　　　　　　　　　コFig，7　Vertical　section　of　Calystegia　seed．（C．　japonica　Choisy・……；・Hi】←ugao）．

（The　back　side　of　l　sced　coat，　shGw｝玉orizonta1　sectioロto　s6e寸essel　bundle，）
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　6．ハゴロモルコウ，モミジルコウ（Qualnoolit　cardillaliS　X．）　　　　　　　　　　　　、　　　．

　材親一小石川植物蜀および東京薬大における栽培晟，　　　　　　　．　　　．　． 　　　2　　・

　形状一形はマルバルコウと全ぐ同じであるが，種皮の色はクロヴゴククライキアヵで，表面は粗く，手σ’集団に

よる班点は肉眼でも認められる．こID点はルコウソウに似ている．

　欝造及び内容物一セルバルコウと全く同じ．、

　7．　ヒルガオ（Ca】3stegia　japonica　Choisy）

　材料一東大講内，武藏小金井ジ手塚海岸および稲田登戸での採集品．．

　形状・一ダルマをさかさにしたような形，すなわち側面の稜はアサガオほど鋭ぐなく，しばしばそれは認められな

い1全形ほ円珠をおびるもg多く，種子㊧下端は斜に切取られたような底面をもち，その背面と両側面は隆起してい．

て，そのく並みにD字形のウスイキ・アカのヒルム．のマクラが存：在するg種皮②色はクロあるいはクライハイキアカ

～クラィハイァヵで，、光沢はなく，ややサメハダ伏を呈している．

　構造および内容物（Fi＆7がFi＆2；E）「一子葉はちぢまるととなくほとんど腔乳の部分一杯｝三三するため・種子

の横断面ではつねに子葉は子殻と平行している．

　子殻の灘は断面では・著しく放射方向iこ伸長した細胞群と，ほぼ二二性の糸田抱群と絞互に存在している・すな：

わち表皮の表面が週期的に外方に突出しているので，，ルーペでは種皮はイポ状にみえる．隆起した細胞群り高さは約

54μで，その底面と側面の細胞壁はわずかに厚化レ，ウスィキを呈し，弱い木化反応をあらわす．一般の等径性の

．細胞の高さは約14μで，．その底面の膜壁は木化し，上面の膜壁は外方にふくれているが，薄膜性のため乾燥により

しぼしぼ逆にくぼんでいる．毛は全く存在せナ，また表皮細胞だけがクライキァカの塊状の内容物を有する．表面覗

すると表皮細胞は多角形で，そ¢）側面の薄膜性膜壁は波状に屈曲することはない．隆起細抱群の膜壁はきわめて薄く

また種々不規則な形を呈している．．

　子殻の第二層は断面では方形および切線方向に伸長した細胞からなり，表面覗では各細抱は著しく挾長で，それら・

は視則正しく群をなして並び，一見娘細抱に夢裂したかのようである．これらの細抱は一般に種子の長軸の方向に並

んでいる添，時にこれと直角の方向に並ぶ一群も存在する．その膜壁はウスイキを呈し，やや厚化し，またコルク化

および強い木化反応を呈ナる．黒ケンゴ子と異り，有色内容物を欠く．

　・ルムの妙ジの騨町長嘩る・すな下灘二四歓き海門組織鰍手凹く拶～膨の欄か
らなり浸の灘はし‘畑輝！報時｝・内腔は点状となる・轍の第二層は一層の鱒からなり・マ・ラ以外のと

ころと同一・の形態をもち，ζの点はC⑳s開炉σ属あ著しい特長となる．

　以上の他はアサガオと今回であるが，・結晶に営養層にも胚にも存在しない．

　8．．コヒルガオ（Calystegia血e面racba　WaHich）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こし　．材料一東大鱒内と武蔵小金井での採集品．　．　　　　幽　　．、1．　　．．．・．・・　　喉

　形状一二はヒルガオに似ているが，それ」；りもさらに小さい．種皮の色はヒルガオと同じ，　　　　　　　　’

騨蹴出容物一ヒイレガオ．と全銅じ℃騒・

　9．ハマヒルガオ曳Calystegiπ．　So】｛la皿elIε』R㏄mer　et　Schultes）　　　　　　　　　　　　　　　．

離蒲土量灘躍テ騨騨津川騨騨）’・井’醐（木村康τ氏醐醐久

　形状一彰は．≒ルガオに似ているが，大さは黒ケンゴ子よりおずかに大きい．ヒルムのマ．クラφ色はウスィキアヵ

で，クロい種皮からきわだっている．

　講趣よび内容物（Fi＆1屯Fi＆2T）一胚の発育臆く，胚乳の紛を充すことはない・．し卑がつ喋燥のた

めに内胚物幽く収縮したあ’とに興との敵大きなうつろな三三ずる・この醐旧劇まr畔ルガオにだけ

見られる・子聯關から．班酬全訳・燗・三三？ている・それゆえ腱をま躇ではなく繊囎の三三

とその分枝とほ接近かつ平行して走っている．　．’　　　　　　　　・　層　’　・．　　　・：

　組織の講造はヒルガオに似ているが，表皮と脱帽の第二層が異っている，すなわち表皮の断面はわずかに放射方向

に長い畏方形の欄からなり，凝性でその購齢すかに回している．各細胞の高さは一定していて波状を呈し

ない．表面視では側壁は直線をなしている．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　・

ワ
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　Fig．8Anatomy　of　Ipomoea　seed．（1，　sibirica　Persoon…M6ko・asagao）

（Over・views　of　epidemis　and　second　layer　of　seed　coat，　and　the　vertical　s㏄tion　of　seed・）

　　　　　　　　　チ　’　・　　⊃　　　　　 ’’ @　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　
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　　．子殻の第二層に表面視ではサルガオに似ているが，配列方向がやや不規則である．

　　10．ヨルガオ，ユウガオ，ヤカイソウ（Calo皿yc亡io皿acuma亡um（L）House）

　　材料一都内草花種子店で買ったもの・および東京薬木で栽培してい怨もの・

　　形状一町はアサガオに似ているが，常に正しく四分の「舵封事で，大さはアサガオよりほるかに大きい．種皮の．

　色はクライキアカ～ゴククライキアカ，あるいは玄だらた．ゴククライキアカ．とアカルイハイキアカが混じっているが

　後者では稜線はつねにアカ．ルイハイキァカで，全体に光沢がある5ヒルムのダクラの色は前者はゴクウ～くイキで後者

　・はクライハイキアカ．両者とも種子すなわち難聴はきわわて硬い．

　　播造および内容物（Fig．｝G）一三ケン：ず子に似ているがすべて大形である．例えば手殻の第三層は．130～150μ

ンであるために種子が非常に硬い、また子殻の第L「層と第二層は脱落し，第三層（柵状層）が最外層ξなっているたあに

　種皮は光沢をもつている．有色内容物は表皮細胞にだけ存在し，種子の色による講造の相違は認められない．ただし

　種子の色が何に基因しているかは，．わからない．’特長どしては縫腺導管の分枝が網状であること．

　　11．．モウコアサガオ（Ipqnoe島Sibirica　Persoon）・

　　材料一総論を見よ．．

　　形状一陽はアサガオに似て，それよりやや小さく，種皮の色はゴククライキアカ．アカルイハイキアカの嚢状毛

　．を密布しているので，種皮はサメハダ様にみえる＿
　　　ダ
　　毛が密生していうために，種皮1まかくされて，あたかも種皮の色がアカルイハイキアカのようにみえる．

　　講造および内容物（Fig．8）’一表皮を表面視すると直径20～30μの等径性細胞．と1所々に存在する直径50～70μ

　◎の大さの二二性細胞からなり；後者は常に高さ100～130μの膜壁のやや厚：化した嚢状毛を有している．嚢状毛は概

、して単細胞性であるが，しぼしぼ二細胞性のものも存在する．表皮細胞と嚢状毛はクライキアカの内容物を凹してい

　る．

　　子殻の第二層は断面では切線方向に伸長した細胞と，きわめて短い細胞からな’る．表面硯では各細胞は長方形で，

　その長い辺に治って三二の挾長々娘細胞に分裂している・亨ルク化および木化反応は示さない・．ゴククライキアカの

　塊状内容物を冠している．・

　　柵状層ほ薄ぐ，40～55μ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　ヒルムのマクラの構造は著しい特長をもつている．それは続断面ではきおめて幅挾く，申央は箸しく隆起している．

　表皮細胞ほ円形で毛を欠ぎ，海綿状組織は最も厚いところで約10層のクライキアカの内容物をもつ円形の細胞ある

　いは触手細胞からなる．外柵状組織は1層の薄膜性細胞からなる，手殻の第二層目マクラの両端では1層であるが，

　申央では2～3層の放射方向に門門な薄膜性細胞からなる．そρほか，子葉中に結晶の存在しないこと以外はアサガ

　オと…異らない．　　．　　　　　　　　　　　．．　　、，　　　　　　　　　　．　　　，　　　　　　：．　　　　　ぎ
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青酸カリ．中…毒．の組織学．的．研究

附　慢性中毒にあけξ1綜粒体の変化及び青酸カリめ習慣作用について

技官●・池田良雄
Histological　Studies　of　the　Potassium　Cyanide　Poison血g

　　　　　　　ご　　　Yoきhio　IK壼bA　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言

青酸カリの生体に及ぼす影響の申でその薬理学的，生化学的方面に関しては多くの研究があり，形態学的方面に関

しては該毒物によって起る塵烈な痙攣，呼吸麻三等のために申枢神経系統における変化についてはかなり詳細な研究

を見るがり2）3）4勘胸腹部諸臓器の形態変化に対する追求が存外少ないので，この問題を．とりあげ入間についての急悦

申毒死の場合と爽験醐勿について急性及慢性陣門の組織学的変化を詳しく追求すると共に，優令聞毎においてほ肝臓

及び腎臓の二二体の変化及び青酸カリの習慣作用，薔積作用の閃題をも併せ検討した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第一編急性青酸カリ中瓶　　　　　　，

　［1］．人間における申膏例について

　材料＝昭和22年1丹より｝司年9月までの閻において青酸カリによる自殺者についで東京大学医学蔀病理学教

室で行われた行政解剖の中より10例を選んでその組織学的変化を調べた．“固定ほ10％フォルマリン水，パラフィ

ン包埋の後ヘマトギシリン・エオジン重染色による．’本物は何れも胃内容について化学的に青酸が証明されたものぽ

かりである，

．’ �癈I並に顕微鎮酌所見

①．肉眼的所見
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　　　ず
（イ）　臓器重量：（第一表）

Table　1．　Orga鳳s　Weight　of　Huma聡Suic量des　by　KCN

Post』
Lung Kidney

Age．　Sex Body　weight
π10rtem

Hea丘 ・． P R Liver Ll R Splee既

曾

No．，1 37　δ 61kg 6h
　　．

S00g 440 480 1，680 160 130 100

No．2 ユ7　孕 46 6 250 250 230 1，・180 120 130 130・・　　」

No．3 28　♀ 47 10 260 300　　「 330　　　r 1，400 110 m 120

｝No．4・ 31　δ 45 ’10 300 640 430 1，600 110 110 400

No．5 20　♀ 49 12 蜘 200 200 1，200 拗 120 120

No．6 28　孚 57 1与
　　・

R10
「　　層

Q90． 360 し1β10 ユ50 140 110し

No．7 ユ9、♀ 48 15 230 460 460 ユ，040 130 ユ30． 100

No．8 25　δ 60 16 300 550 630 1，800 120 120 1卵
，

N6．9 ユ6　3 、19　， 脚 300 280 1，200 120 110 90

Noユ0 46　δ 40 21 拗 300 420 1，300 180 、100． ㎜

　一股に各臓器の増量をみるが，No．1，　No。4，　No．6，　No．8において強い．

　（ロ）欝血：胸腹部諸臓器は何れも轡血を認め，肺臓，虚誕，脾臓は殊に強く家で肝臓，消化管である，

　（ハ）出血：No．1，　No．7，　No．9，　No．10の心外膜に数個の濫血点がある。肺臓ではNo．5の右葉肋膜下，

No．7左葉葉三部及び肋膜下，　No．9左葉肋膜下に数個の小出血点がある．腎臓ではNo．1の腎孟に数個の潅血点

があり消化管ではNo．5，　No．6の胃噴門部及びNo．5Q食道下端の小出血点，　No．2の小腸全般にわたる小出血

点を認める．

　（二）　消化管の局所作用による変化・

　No．5の胃噴門部に庭欄及壊死があり，No40では矢張噴門部に高窓の充血があってやし浮腫状である．

　（ホ）肺水腫：No，1，　No．4，　No．7，　No．8では肺臓に軽度の水腫を認める．

　（へ）白濁及び両両：ほとんど何れの例においても肝臓は軽度の涯濁を示しNo．1，　No．3，　No．4，　No．8では同

時に腫張を見る．No．1及びNo．10の心筋がやエ溜濁し，．腎臓でほNo．1，　No．5，　No．6，　No。7㊧ものが淘一語張を

示している．

（2），顕微鏡酌所見　　　　　・　　　　　　　　・　　』　　　　　　　　　　　　　　　　り

　肝臓：．No．1，　No，5，　No，6，　No．8においては毛細管の拡充がかなり著明である，骨細胞け一股に軽度の三三を示

しNo．1，　No．4，　No．8では淘濁腫張が目立っている．　No．6では微細な空泡を所々に認める．細胞榎に関してはNo．

2，No．9のものは水泡性であり，No．8ではや濃縮性で不正形．のもりが多い．　N6．1，’No．3，　No．5の肝細胞内にヘモ

ジデリン色素の沈借を見る．No．8の一個所に小出血点を見る．，

　クッフ’エル氏星細胞は別に異常を示さない．No．6は自家融解や進みNo．10では強い二

　腎臓：一般に欝血が強く殊にNo．1，　No，2，No．4，　Nb．5，　No，8において著るしく，．これ等のものほ綜毬体面係は

充血のために腫れている．No．4ではバウマン氏嚢内腔に稀ではあるが赤血球が出ている褐のもある．No．1，　No．2

N｛あ4，No．5では細尿管の一部鰭三三腫張を起している．　No2，　No．3，　No．6，　No．7，　No．9，　Nα10は自家融解進み

No．7，　No。10でほ強度である．

　脾臓：何れの例においτも脾髄の欝血が目立ち，三三細胞内1こヘモジデリン．色素が沈着している，No．勾No．2，

No．7に小出血を見る．No．4，　No．8では淋巴濾胞内の胚中枢が明瞭である．　No．10は自家融解が強い．、’

　肺臓：何れの例でも醒血が面明で且肺胞内に水腫を見る．No．7では肺胞内出血を，又．　No．9の間質にヘモジデ

，リン色素の沈潔を見る．
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　　　　心臓：一般に軽い毛細管拡充を認めNo、1　No．7，　No．9の心筋はやエ淘濁しNo3，　No．6，　No．10は自家融解が

　　　強い．

　　　1消化器：胃ほ」般に粘膜固有層及び粘膜下層の毛細管拡充が目立ち一部のものに’粘膜表層近くに小出血を見る，

　　　　粘膜下層は一般に継粗（10c16er）でやエ浮腫状である．上皮細胞ほ何れも自家融解進みNo．1，　No．10に強い．腸

　　　管も同様で毛細管拡完が目：立ち上皮細胞の自家融解が強い．

　　　　其の他の臓器：膵臓は毛細管拡充以外面変ほない．No．5～No．10ほ自家融解が強い，副腎ほNo，1，　No．4，　No，8

　　　に於七皮質綱状層の毛細管拡充が強く，髄質｝まどの例でも自家融解が強くて新露猷態に見る様な面様構造を見ない・

　　　　総括及び考察

　　　　（i）以上の所見を総括ナると臓器重量については何れも増加して居り，特に増加の強いものもあるが，顕微鎮所

　　　見より見て何れも欝血によるものである事が明らかである．一般に胸膜部諸臓器に醗血を認め殊に肺臓，腎臓，脾臓

　　　に強い．出血性徴候としては心外膜，肺臨消化管，脾臓，腎臓等に肉眼的或は顕微鏡的に潅血乃至小出血が南るp

　　　脾臓，肺臓にヘモジデリン色素の沈着示あり赤血球破壊を物語るものである．肝細胞ぽ一般に溜濁し又一部のものに

　　　腫張を見る．一例ではあるが空泡を見るものもある．腎臓でほ紡毬体に出血しているものが稀にあり，細尿管上皮ほ

　　　一部のものにおいて漏血腫張を見る．肺臓では欝血の外肺抱内出血，永腫を，又心臓でほ一部心筋の溜濁を認める．

　　　消化管でほ一例でほあ．るが鼻血F日部に庭欄を認め憎般的に粘膜固有屈及粘膜下屈の充血及び軽産の浮腫を見る．・

　　　　（ii、入間の青酸カリ車毒の組織変化に関する文面を見るに1葭田6）ほ嚥下後5，6分で死亡し死後34時間を経過し

　　　ている2例の剖検例において肺臓，腎臨脾臓の強い地酒及び出血，食道，胃噴門部粘膜の壊死，肝臓の軽度の脂

　　　肪浸潤，腎臓唾壷体の出血，細尿管の高匿の溜肉腫張を見，又岡崎7）ほ矢張一剖検例において肺臓，腎臓，脾臓，消

　　　化管の欝血並に出血の外に心筋細胞め核の溶解，面面感応ゴ横紋消失，空1包形成，断裂，肺水腫，肝臓の強度の淘濁

　　　腫張，腎臓の細尿管の淘血腫張，及び上皮の剥離，胃粘膜表面の凝固壊死を報告している．

　　　　（im　語例においても肝臓の画面及び腫張，空泡形威，腎臓細尿管の回雪腫張，心筋の溜濁等実質性臓器の変性が

　　r一部のもρにおいて観察せられ，又上記の様に文献の上でもこの様な寵載を見るのであるが青酸カリ国画の様に非常

　　　に短時間に死亡ナる露な場合に果して実質性臓器の強い変性が見縛るかどうかが問題で，こエに深く留意しなければ

　　　ならないのは所謂死後における自家融解（Auto！yse）による影面である．すなおち自家誌面のみでも細胞の溺濁腫張

　　　核の濃縮，色素融解，空泡形成，細尿管上皮の働離等が起り得るからである．比例では何れも死後6時聞以上を経過

　　　しており，藤田め例では34時間，又岡崎の例では死後時間の寵載ほないが自殺者を解剖する場合死体検案，運搬等

　　　の関係で5，6時間以内に解剖する訂はほとんど不可能なので死後かなりの時間が経過しているものと考えられ，従

　　　つていつれも蜜家融解の影響が多分にあ為ものと考えねばならない．すなおち実質性臓器の変性に関しては自寡融解

　　　による影響な除去し得る油物実験の結果と併せて論じなければならない．

　　　　（灼）本例にゴ3いて副腎，膵臓，腎臓，清幽管粘膜上皮の自家融解が強い事を見たが，青酸カリの自家融解に与え

　　　る面心についてStaemmleゆiま夏季青酸カリで自殺した一例について報告し，死後4日間経過し且温度高い時候に

　　　拘わらずほとんど腐敗面心を見ず，胃粘膜でぽ死後変化が全然なく核染色も良好で表屈も良く保存されている．胃粘

　　　膜の白血蹴妙ダーゼ反嘩検査した鵬酸カリ瀧接諭したと痴れる…姻に於てほ牌シダ”ゼ反応は完全
　　　に臨け励嚇素作肺：阻絶顧てし・る）．である力襯になるにつれて陽性なものが劉なっていると述べてい

　　　も，Staemmlerは他の臓器の死後変化にほふれず，唯胃粘膜についてのみであるが，署者の例では何れも胃粘膜は

．漁りの死蝋化施している・一越・靴演物蛸加州が比灘早・・とい論語羅素面常に大きな麟
　　　であろう頭消化管内に残存する三物残淡，腸内細菌の状態も大きな要素でありStaemmlerの例は恐らく円内に食物

・薙搬とんどなく礁菌的燃態におい軍馬カリを大曲下し規のと脚・る謂撒以外の諸齢の面変
　　　化のかなり進んでいる審からみてもStammlerのいうが如く青酸カリは勿論酵素阻止作用を為つことは一般灼に認

　　　，められる亦であるが生体の自家融解を阻止するという窮は肯定でぎない．　　　　，　　．　　　，．　　、

　　　［皿1急性青酸カリヰ竃の実験的研究

　　　　災験方法　　　　　　　　　　　・』　　　．　』＼　　　　’　・　　　　　　　　　’噛　　一

　　　　休重1009前後の懸ラッチ7四こ0．3％青酸カリ液を価1009につき1cc（すなわちP・・kg　30　mg）雄
　　　口投与した．動物｝ま何れも5～26分以内に死亡し直ちに解剖して20％フォルマリン7kにて固定，パラフィン包埋
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し，ヘマトキシリン・エオジ7重染色及びアザン染色を施した」なお別に肝臓のこ部はアルコールで固定してペスト

氏カルミン染色によりグリ．コーゲンを検し，右側副腎はルゴール氏固定液に入れてその髄質のクロ」ム反応を調べた．’陰

　実験成績　　 『F層． F∫“，
　動物は何れも5～26分内に死亡している；薬液注入後1～3分後より不穏状，呼吸促迫，・歩行困難，四肢の震頭

を起し積倒れとなって再起不能，吹で四肢或は全：身の攣縮（Zuckung）或は強直性痙攣（tonischer　Kra卑pf）又は旧

名性痙攣を起し，呼吸が痙攣様になり角膜反射全く．消失し遂に呼吸が停止する．呼吸停止後約1分除して心搏動全く

停止する．　　　．　　　　ご＝・’・’　　　∴』　…・　・．一　・、・

　（1）　肉眼的所見　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　・〆　’　　　’’’ 　．～∫’・

　　～イ）’臓器：重量：　㍉亀　：．「’∵．9　　　’　・　　　　・．　・　　　’・　…　：・．∴　，．、∴　　∵　∫’翫P．．

　　　　　Table　2．　Organs　We…ght　of　Rats　died　ofter　peroral　administrat呈on　of’KCN　30　mg／kg．．．－・　1・

Body’

翌?奄№?煤i9γ
Time　till
@　　Death

Heart
　　　　　　，

kung Liver 、耳idney ξpl・・n・・

No．．1 ，　84 6m． q与910・5．％
、．

D0，610．72．

　幽　　用　　　「　　　■　り　　　　　　1　　』

D5，i16．09
1・0’1．19　　■　　　　噂

　　　　　　P　　　　　．’

@　　　　　　齢　FL
|0，5／0．6

No．　2， 90　　　　馳　　　　　」「 10 ，o．4510．44　　　　　　ぞ ．0・911・0 4，8／5．3 0，810．89 o・719・73

No．　3 88 15● 0，5／0．57 ’o，810．91 5，316．02 1，q11．14 0，3／0．34

No．．4
　，u・　83「： 5、 〆0．51α6． ・0．8！0．96 4，615．6 「i．01L21・ 0；710．85

●　．　■　　　　へ　　’ 暫　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

No．　5 100 26　ρ 0，510．5 0．6／0，6「 5．ワ15．7 ・1，0／1．0
■　　　　　噛　　　　　　　．．　　　　　」、

O，210．2

No．　6　　」
．116　　　　　　　● 10　　　　　　9

Q，7／0．6　．’

．oβ19・6曾、

、No．　7 ・　120　　　　　　　　　置 11 0，710．58 0．9／0．75’ 6．215ユ7・　　　　　● ．ユ．211・0 0，610．5．

　　　，R晦k・・．．W・i凶t・f　lung㎝d蹟d・・y．　i・th・・日脚競lqf竃igb面d　1・f・’・・α1．L。壷・・＿．．

　　　　　　　　　column　shows　the　perce夏tage　of　th60rgan　to　body　weight．・邑　　『　　　　　・・

　　・∵　．。　・ll　Thi忌is　appliとd　in　th6　follow｛ng　tables．．、、’”．．、’，　1「、　　－．，　　9ゴ’　ド　　・・9　』’

．今購聾雄鰺面す碑めに懸7堕勿．四・？い肇潮面重嗣オ細分率呼画料嫌騨華

郷聯’秩f F’∫f @’・・：r．「・；－髄∴1・・：・・．・・、’．・1・・鉱、一．’‘
　　　　　　　　Table　3．　Percentage　of　Organs　Weight　to　Body　We呈g卜t　by　n6mal　Rats。．．，．．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　ロ　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　え

　　．　　　　・　　・　、（Arer・1鐙．・f　20）　・＿　　一．　『．．．一，

Heart

0．54％

Lung Liver 　　●‘Kidney
5　　　　e　　　　　　　　　　　　1

Sp！een

0，7％ 噛4．63％　’ 0ご97％ 0．37％’

　第二表を第三表と比較ひ（みると心臓及び肺臓は軽度に増加しているが平均より少なるものもある．肝臓．腎臓は

何れも増量している．脾臓は少さい1ものもあ1る演かな’．わ大なるものもある．（N6．1，　No．2，No．4），　1　　’幽

…（ロ）心臓は強く拡張期性停止を示し．，肝臓，「腎臓，脾織，肺臓に欝血が著明である．一般に出血性徴候は認め難

いがNo：6ゐ左副腎｝ご出血が見られる．肝臓はlNo．6，　N6．7ではや、エ漏三三張があ≧5様である．なお肝臓には寄生

臨池があってNα1』 ﾅ1漏豆大のもの一三黍粒大のもの一個Nα2では3・個Nα4では一個Nα6では2個
夫々扁豆大のものがある．消化管で‘ま署変を認あないが，、N6．3，N・．5，N・．7の胃粘膜がやΣ充血してレ1る．

　　（2）顕微鍍的所見　　’「・’魎　　．　　，・’、一’ド』　’　、・　　1　’ド’・、・・「』か’　㌦

　肝臓：一r般に毛細管の拡充を認めるが，No2，　No．4ドNo．6で1ま軽い。出血は認めない．一般に肝細田は明る・く

〕（wabig（蜂窩抹）な構造をなして変化少ないがNo．6では翻満準に乳．又理。．7でに小葉周辺部が軽度の、溜濁腫張を

示す・1核は幽N（み2・No：4，　Nα6ではや工水泡1性である・ク．ップエ～レ氏星細胞は変化なぐグリ1ヲ，一ゲンはNαろNo・6

・・�怩｢て何れも多し｝．・その局在性は一定しないでNo．1，　No．7．では中心部，　No．3ては中垣部及び周辺部に，　No．4



」

術生』試験所報告 No．69

No．5では瀬漫性にある．No12，　No．6’でな少く所々の細胞に散在性に少量存在するにすぎない．

　腎臓：・一L般に欝血が著明で綜物体蹄係ほ充血のために腫れているものが多い，No．1，　No．7では稀ではあるがパ

ゥマ・雌内腔に赤雌が出ているもの力言ある●細鰭の変伽一股砂なし・が・Nα4では上皮の染色が郡・核

は軽度あ色素融解と核膜艶色症（Ke魚》廊dhyperchromatose）を起している．　No，5では所々に微細な頓智を認め，

潤興部の援は色素融解を起している．又時たま蛋自様物質（（Plaslhamasse）が管腔の申につまっている．　No16では

上皮細胞庶や幻周濁しでいる，　　　　　　．　　　　　・，

　脾臓：一般に脾髄に欝血を認めNo．2，No。4において強い，何れの例においても少量な力竃ら脾髄細胞内に《・モジ

デリン色素を見る．淋巴灘胞には異常がない．

　肺臓：どの例でも密血と所々の血管内に血漿停止（Plasmastase）を見る，No．2，　No．3，　Noお，　No．6，　No．7では

所々に小出血があり6’N6．2，9　No13では血管周囲に又No．2でほ肺胞内に水腫が認められる．・

心臨：『心筋細胞の核鯛囲に曜．（h・11・・H・f）が劾，とあ留分鰍細蠣粒が集っていて徽が見えない・’

が此較的に明瞭に空泡として見える所と源漫性に横紋が乱れて願粒になっている所とがある．以上の変化は何れの例

にもあるがNo．1，　No．7な除いてに軽罪である．

　消化管：一骨に変化少ない．”胃ではNo．5，　No．6』ほ変化なく他例では粘膜下層に軽度の毛細管拡充を3ζ腸では

No3，　No．5に於て「司様な毛細管拡充をみるのみで，出血，浮腫，鷹劇職は見ない．

　共の他の臓器：膵臓は毛細管拡売あるのみで何れもチモーゲン願粒力＝多くランゲルハンス氏島には異常がない副

腎ではNo．5の欝血，　Noンの皮質の灘漫性出血以外に変化はない．すなわち何れも皮質リポイドは充分存在し髄質

のクローム反応も良く保存されている．その他唾液腺，胸腺にほ異常は認めら液ない．

　総括及び者察

　（i）以上の所見を総括すると各澱器の重量は一般に増加している亀のが多いがζれは匪眼的及び旧徳鏡的所見に．
よ』骭撃ﾉよ纏が明である．出血ま肉眼的には副腎に一綱みるのみで一般に激職く鰍鍍的には職，骸密漁

体に軽産のものをみる肝細胞は一般にグリコーゲンが充分保存されているものが多く変化ほ少ない．2例において潤

濁腫張，核の色素融解を見る．空騒変性，脂肪変性ほない．腎臓でに2例に曾て緋毬体出血ゼ又細尿管では上皮細胞

の染色不良，軽匿の色素融解，核膜過色症，空星形威等認めるものあるも：大多数は尋常なものが多い．脾臓では欝血

・．ﾌ外ヘモジデリン色素の軽度の沈着，肺臓では密血，血漿停止，外昂血，肺水腫，心臓では心筋核周囲の軽匿の空言

化，横紋不鮮明を認める，消化管では粘膜下層に軽慶の毛細管拡充あるも出血，壊死，浮腫，強匿の充血等はなく，

一勢門現象の一部であって局所刺戟によ多ものとは，思は纏い・共の他の臓暑罰しては副腎頗に灘難の出血一

例みるのみで，唾液腺，胸腺等には変化を見ない1

　（ii）．．，以上ラッチにおける所見を入間の場合に比較するとラッチでは入間の場合程出血性徴候が明瞭でなく又赤血

球破壌によるうモジデリン色素洗漕も軽い．消化管においても一般欝血現象の一部として粘膜下層の毛三管拡充を見

るのみで青酸力’閧ﾌ局所作用を思はしめるものはない．

　これは「つに温酌関係によるもので本実験における様に。．3％程度では昼所作用のない恥示す・既に三三にも

記載されている様に9）青酸カリは・2～3％の濃度で始めて兎の角膜の充血を起し得，又廉瀾を起し褥るのは非常に高

円理か或は水分を含まない青酸そのものを適用した場合である，人間の自殺例においては大呂を高濃度において飲む

場合が多いので，著者の例及び藤田，岡崎の例においても食道，胃粘膜の慶瀾，壌死，強慶の充血等を見るものがあ

ったが，’何れも食道或は胃の噴門部であって胃体，幽門部にはこれを見ない．即ち直接高漉凌で接する部分のみで，

一且胃内容物で稀釈された場合は作用を示さない．9すなわち青酸カリ1は局所作用独持つもかなり弱いものである．

　、（iiiγ実質性臓器の変性についてであるが自家融解の影響蓼除去した実験動物ラッチに於ても肝臓の即吟腫張，核

色素融解，腎臓細尿管上皮細胞の染色不良，三三素融解，空泡形成，心筋核周囲の軽度の空池化，横紋不鮮明を見た

が頻匪少く一般に軽度である．以上の事より．勿論人間及びラッチの青酸加里に対する感受性に相違のある亦は当然

・であろうぷ，噛一般的に言って短時間に死亡した急性青酸カリ中毒において実質性臓舞の顕微鏡下に捕へ偲る変性像は

少ない！といふの演本当でほたいであちうふ．・すなわち機能的にこれ等の臓器の作用がかなり侵筈されたどしても形態

学酌に変性像を示すのにぼ死亡があまりにも早いという開きであろう1勿論死亡が永びいた場合にか左りの変性像な

亮福るであちう窃庶慈像｝こ雄ぐ妥ぐ，’A，M6yとrりが犬1こ云ける青酸カリ申毒の施の変化についての研究で死亡時間
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　　　の早いものはほとんど変化なく．遅延した死亡例（非常に稀）において脳神経細胞にかなり強度の変性像を見たが胸腹

　　　部臓器についても同じ事が推察できるであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第二編　慢性青酸カリ中毒の実験的研究

　　　儲　言

　　　前編において青酸抑一回服用によう急性申毒死の場合について入間及び実験動物ラッチの組織学的変化を検索し

　　一瓢，出血・ヘモジデリン色素沈着等の外・実質性臓器・肝臓・腎臓・心臓等に変性の起り得る事を具だが・然しこ

　　，れ等ρ変性は必発の徴候ではなく．且又強度のものではない事を知った．本編においては実験動物に青酸ガリの致死量

　　母下ρ量㌃毎日連続投与した場合如何なる変化が起り得るかを追求せんとした・青酸カリはi衆知の如くこれで死亡ず

　　　る場合は劇烈な症状の下に短時間の間に死亡するが，死に至らない場合はその解毒，回復も又極めて早く，燐やアサ

　　’り中毒の如ぐ徐々に肝機能障碍を起して死亡するという様な事はないので連続投与する場合に少量ではほとんど変化

　、奪与えないで為ろうと予想して比較的大量の致死量の112及が114量を短期（20日間）連続投与する実験を行い，次

　　’に長期（3ケ月、連続投与の実験では致死量の114量より始めて漸訳増量し，形態学的変化と共に青酸カリの習慨作用

　　蓄積作用の問題観併ぜ検討した．

　　　‘（エ）短斯（20間）連綜投與の場合

　　　三一方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　・（イ）先づ投与する量を決めるために1009前後の健康ラッチについて青酸カリの致死量を調べた．第三表の通り

　　・である．　”　　　　　　，

’

．Table　4，　Lethal　Dose　of　KCN

　　　　　（Rat）

mglkg ・1i・・1 died

5 10 0

7．5 10 0
●　　　　　　　　　　　・

10．0 9 1

12．5 7 3

15．0　　　　　　　焦； 5 5

20．0 3 7

25．0 2 8

30．0 0 10

Remarks． per・ral　adm玉nistration●・

ては銀染色をも施した．

　　本表に見られる函嶺から10％致死量を10mgと・し

　この量の112及び114をとりすなわち5；ng及び2。5＝ng

　を連続投与する事｝こした．　　．　　　・．　，　．　．・

　　（ロ）100g前後のラッチ20匹を選びこれを3、群に

　分って第1i群7『匹，第2群71匹，第3群6匹とし
　た．第1群とは青酸カリ011％体重1009当り0．5cc

　（体重kg当り5mg、・第2群iq洪0・（石％体重1009・

　当り0．5cc（体重kg当り2．5mg）を薩ロゾンデで連緯

　20日間経口投与した．第3群は対照である．途申で死

　亡したものは直ちに解剖し，又20日目において生存せ

　るものは頭部お撲によって殺し解剖した．騰器ほッェン

　ケル・フホルモr・ル液で固定し，ヘマトキシリン・エオジ

　ン重染色，アザン染色を施して一般組綴鹸i査にあてると

　共に肝臓の「部はアルコール固定後ペスト氏カルミン染
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

，．
Fによるグリコーゲン検出，又フォル・マリン固定より氷

　結切片のズダン皿による脂肪染色を施し，又脾臓につい

　実験苧績
　第1群（51ng）の申，3日目，6日目，7日目に夫々1匹つつ注入後2～3分後より痙攣iを起して死んでいる．

　第1群のその他のもの及び第2群全部は最後まで生存している‘生ぎ残ったものは体重増加正常で何等の症状も・

無く対照と変’りがない．解剖したのは，死亡した3’匹，第1群の生き残った4・匹の中3匹；’第2群の中4匹で

ある．

　U）肉眼的所見　　　　　　　’一　　　　　．　　，

　　（イ）　臓器麗（第三五表）　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　．”　　　　　　　　　‘　．

　第三表に見た正常ラッチのものと比較してみると肺臓はN。．1を除いて何れも増量し．，肝臓は死亡した3例（No．
i－No　13）「 ﾛ何れも増加しているカ：他は変化なぐ，』腎虚はNo．3やエ大きく，脾臓‘ま生存せるもの何れも増量がかな
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　り大きい，
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Tab！c　5．　Organs　Wcight　of　Rats（Continuous　Admini3tratio丘of　KCN　for．20　Days）

Ωuantity
盾?@KCN

Days　6f，
`dministration

Heart Lun晋 Liver Kidney

@　　　｝　一

　　Spleen

C

No，1 5．Omglkg

　　　　　　　11069　1

0．5繍，0．47％　　　　o

．0，610．57 5，815，47・ 1，010．94 0，5／0．47

Nσ．’ Q 〃 「　6　（〃） ・　97 0，610．62 1，611．65 6，116．29
　，
P，011．03 ・o乙41024

No：3」 〃 7（〃）　’
@　　　　　　　　　　　，

81 6，6／0，74’

@　　“唱

1・611ρ7 4」7／5．8 1，011．24 0，4／0．31

No．4， 〃 20、（曲e） 134 0，710．52 1，5／1．12 6．2μ．62 1，210．89 0，710．52

No，5 〃 20．（．〃） 127 0，8ノリ．63 1・110．87 5，414．25 1，210．94 0，910．71

No．6 〃 20（〃，） 140　　　「
0，6／0．43　　　　噸

1．4／LO 5，8／4．12 1，4／1．0 0，9／0．64

No．7 2．5 20（〃） 132 0，7／0．53 1，3／0．98 6，414．85 1，2！0．91 LO10．76

No，8 ケ 20（〃） 114 0，7／0．62 1●311．14 5．214β6、 1・2／1・05 11．0／0．89‘

，　No．9 〃 20（〃）　・ 9140 0，7／0．5 1，3／0．93 5．9μ．23 1，2／0．86 1・，0／0．72

No，ユ0 20（〃）　， 153 0，810．52 1，410．92 6，0／3．92 1，410．92 0，8／0．52

　（ロ）’寵述に便なるため途中で死亡したNo．1，　No2，　No，3をA群，5m9投与で生存しているNo．4，　No．5，

No．6をB群，2．5mg投与の珂。．7，　No。8，　No．9，　No．10をC群とすれば，．A群のものは何れも肺臓，肝臓，腎

臓確血が澗である・B，c鞭は肺臓曜血観るのみである・A群の臓は晴赤色を帯びると共に一三張
寮示していろ．B，　q「群の脾臓は一般に大ぎぐ色ぼ曙雰色で血量多ぐ淋巴濾胞は沢山あって素面である，No．8の肝

臓に扁論点の寄生虫面恥「個あり．肉眼的に何れも出血を見ず又消化管における塵燗，壊死，浮腫等も見ない．

A霧礎脚早，、一㌧　，．．ド『　馳で　　・
　肝臓：，No．1では毛細管拡充が韓し愚肝細胞は細葉巾心部が蒸縮しているが周辺部では溜濁腫張を示す．核の周囲

に隈湘所に見られ該は刺添同で・嚇不正姓のあり識雛のもの力竃泌と脚・鯨融解の強いもρも
ある．核仁は一般に不明瞭である．アヅン染色で見ると原形質ぼ一一般に青紫色で青翠の勝？たものより紫色の強し｝も

のに至る様々な移行があり，一部静脈枝の周囲では桃色の勝つ㍗所もある．核は一・般に2樋類あって一・は彌漫性に薄

桃色｝ごそまづ赤U・核仁が1～4個で，他は禰漫陸に膏くそま．り核仁の見えるものもあるが見えないものもある．

上寵核廟に晦鮪す礁胞の撚青ヤ・又欄の原話内i・所・青．くそまる漱物質（T・・pf・・）満る…

プエル氏星細胞はや潮置旧している．　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　グリ・一ゲンは全傭く，脂脚湖出してレ・なし・Nα2，寅・・3●も大欄様であるがN・・2で1遡血及び細鞭辺

部の溜濁腫張は軽いがこの例では細胞内に律細な空泡を見るものぶ多い．，No．3では核の濃縮よ，りむしろ色素融解，

核膜脚色症が支配している．アザン染色による核の青色は見ない。

　腎臓：軽慶の鋤があり，バウW賑内腔こ赤血球が出ている所がある・．系誠信ほ管腔が挾も所禰濁搬

を示している．Nα2では縣毬体蹄係はむしろ貧血していて，’細尿管腔狭く潤管部の上皮が所々脱落している．皮質

’の間質血管周囲に血漿澱田の部分をみる．No　13らeほ細尿管の溜濁上張ほ見ない，’，、

　脾職：一般に淋巴認胞ほ小さくて数も減少している．脾髄も亀町に懸粗で細胞数が少く，所々の細綱細胞に赤血

願撫助翫・・幽㈹を見る．すなわち一般に麟していてN詑が強い．層

　肺臓：一毛が強いのみであち，No．2ではPseudotUberke1を稀に見る。．・　　　　　　　’1　　　”｝

　心臓：署変を認めない．　　　　．　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．　　＿1　　も

　消化管：、胃においてNo．2，　No、3の粘膜上皮細胞は一般に蕃縮している．μo．3は軽い．　　　　　：’．・・：1

・．英の他り臓器：，副腎は、No．1では皮質のリポイドはほと4ど消失しており，束三層の細胞は強く三二弓張を起し
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ている．髄質細胞のクローム反応陽性のものは減少していて且所々に原形質内にi空泡を見る．No．2では乏園丁踵張は

強くないが網状層に血漿停止（Plasmastas6）があり，No．3では皮質の軽度の溜濁丁張，髄質クローム反応減弱と共

　に細胞は萎縮していて空弾形成が強い’．　　　　　．・

　淋巴腺（頸部）も一一般に細胞要素が減少している．三具腺（顎下腺），胸腺には異常を認めない．‘

　B群　 ’　・．h・　　一　…　　　　　　　　　　　、・層　1・
　　肝臓：欝血，出血等は見ない。’一般に肝細胞原形質は均等にそまり好塩基性が強い．N（L4ではやふ淘濁し，　No．

6・では細胞索が一般に萎縮している．「核には異常が無い．　・　　’　　・　‘，　　　　∴　　『”

　　腎臓：懸毬体蹄係には一般に貧血性のものが研ぐ又蹄係の核もや工減少している様であるが然し響きはあまり小

　さくない．細尿管は全体としてかなり萎縮し：ていて上皮細胞は背が低くて管腔が広い．No．4では主部め細胞に型紙

が見られる．N6．5，　No．6では細尿管内字は互に接しし（非常｝こ挾いものもある．　　’　　　　　‘　　’　5

　　脾臓：漉酌変化は見ないが，淋巴濾胞及び胚中枢は多くて大きい．且濾胞周囲層（per三ffollikus百re　Zon6）も明瞭

　である．脾髄は血量が多い．

　　肺臓：欝血を見るのみで著変はない・－’．層、　’　．，．，1’　』　『¢

　　心臓ゴ異常なし．　　、　’パ・：’‘．　　　　　　　　　・　　昌・

　・消化管：胃ではNo．4減J、腸でほNo．5，　N6．6の上皮細胞がやム饗回し宅いる．

　　共の他の臓器：副腎でぽ何れの例においても皮質のリポイ1ド量多く，髄質ぽかなわ大きくて血管拡張，血漿停止

　を見る．髄質細胞はクローム反応強度で且語順微細な空泡を見るが之はクローム反応め強い暗細胞に存在ナる∴アザ

　ン染色で見る≧髄質細胞の染色は非常1ピ多様で；湊青，淡紫，費色，士色等様々である・核は淡青乃至濃青のものば

　かりである：　　　　　　　・　　　　　　　’　　　♂

　　其の他淋巴腺，唾液腺，胸腺では異常を認めない．　・』

　　c群　「　　：ll．　脚・・　『r・　　・　．一層「‘
　　肝臓：マ般に肝細胞の変化少ぐ，No．7の核がやエ水泡性でありNo．10では肝細胞索軽度に萎縮性である．No．8

　では稀に有無核分裂像を見る．グリコーゲンは一般に多くNo．7，　No．9は溺漫画に，　No．8では愚心部及び周辺部に

　多いlNα10はあまり多く1塾・．脂肺は見ない．　　．　　．　　一　』　　　r

　　腎臓：綜毬体には変化をみない．細尿管はNo．7では所々た微細な空泡を見，　No。9では主蔀が部分的に軽度の

　淘濁腫張を示す，No．10では細尿管は一般にや粟箋縮している．

　　脾臓：B群のものと大体同様である．’

　　肺臓：働を見るのみで著変はない・Nα8ではたま｝こや・e・d6t・悦・k・1を肺，　　「．

．　心臓：異常なし

　　消化管：異常なし，♂　r　9’・　　　』　　　　　　　1

　　其の他の臓器：副腎では何れも皮質のリポイド量多く髄質は一般に大きくて明細胞が多くクローム反応申等度で細

　胞の変化に少ないが丼。．9に軽度の空泡形成を見る．B群で見た様なナザレ染色による多染性は認められない．

　　総括及び考案　　・　　　　　　　　　　　　　　　　［

　　致死量あ半分すなわち体量’kg当り5mg連続投与したものは7匹中3匹途申で死に，4匹生存，致死量の114

　即ち2．5m9投与のものは全部生存した．　　’

　　（i）A群（5mg投与で死亡したもの）では肝臓，腎臓，肺臓等に欝血を見るも出血は腎懸毬体に稀にあるのみで

　ある．肝臓では潤濁外張が見られると共に細葉申心部は萎縮の傾向があり，又原形質内に空泡形成がある．核濃縮・

　色素融解，榎町過色症を見．る．’アザン染色による原形質及び概の多染色性は特異である．グリコーゲン消失するも脂

　肪化はない．腎臓は欝血の外にバウマン氏嚢内臓への軽度の出血，細尿管の陣門傘張，上皮の渕離があり，脾臓ほ萎

　縮が認められる．ヘモジデリン色素沈着はほとんど無巨．肺臓，心臓は欝血以外著変なく，消化管では胃，、小腸の粘

　膜上皮細胞が萎縮している．出血，壊死等は見ない．’副腎の変性かなり強く皮資のリポイド減少，束三層の溜濁腫張

髄肺胞の夘旧幕応四聖緬空泡形購をみる・淋巴腺（頸部）も一般｝・二二巌少していて都憾め

られるが蜜鶴．胸腺に螺常が魁・・すなわちこ嚇では職二二副腎の変性がかなり強いと共に一力で1漸
　細胞副腎細胞の一部，脾踏，淋巴腺，消化管粘膜上皮細胞の萎縮を見るのが持徴であり，出血性徴候ほとんど無ぐ」
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　　ヘモジデリン色素も見ない．肺臓，心臨は醗血以外に変化はない．

　　　（ii）B群（5　mg投与生存せるもの）では肉眼的に署変なく，唯脾厳が何れも大きくなっているのが目につぐ．肝

　　臓では㊧血，出血．等なぐ，1例溜濁傘張，1例蒸縮を見るも何れも軽度である．．核には変化が臨く又アザン染色によ

　　る多染色はない．腎識でほ綜毬障蹄係はむしろ貧血性㊧ものが多く核もや塩減少している。細尿管ほ一般に萎韻の傾

　　向があり主部上皮細々に微細な空泡を認めるものあり．淘濁度張はない．脾識ほ雌が多いと共に淋巴潴胞良く発達

　　　し5胚中榔非常に明僚であるP肺磯は簾の蜘唖で著変なぐ心臓にも変化はない・消化管では胃撒卑湿欄

　　がや嘆徹示す・副腎では頗リポイ糧多く溺通庭はない・破ばかなり大きくて血管拡張鰍，雌停蝉

　　1り．ク・rム反応搬晰々空回満り，・ア脚難ではその原瀕が耕ir多難であると雑碗1謙粋樺
　　臓・唾液腺・胸腺・淋巴腺には異常がなレ・・す々わちこ9群で印こ？〈事1墨腎曄細尿管・肝麺胞暁．胃暢粒膜上皮餌胞．

　　の萎縮があるが一般に変性国忌ぐ肝臓におレ・て，「ナ例虚礼のもρ蓼見るρみ・脾臓ρ木さくなPて熔る⑳は」卑皿：によ

　　蚤と共1・・瑚二二働発話之に与るものと都・れる・副醐質纏㊧ア卿摯色によ移温感昧騒鞭

　　である。　　　　　．　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．　：．．．

　　　（iii）C群（2．5mg投与のもの）では肝識ほ一般に変化少く肝論義索の軽鹿の萎縮，軽度の色素融解を一部ρもの

　　にみるのみ．グリコーゲン多く，二二は見ない．又アザン染色に依る多二品もみない．腎臓では一部のものに細尿管

、上皮細胞ρ臨調醐張・錨を見るもρ易魏搬に軽毘である・’脾蹴B群のものとほとん胴じで劫・
　　肺識では軽産の毯血な見るのみ，心臓，消化管，副腎ち．膵臓，唾液腺，胸腺，淋巴腺｝；は異常がない．

　　　・（i・）A鞭見た肝細胞のアザン染色｝隷る核の青染はKH・1瓜krlo）｝こよれば常に肝細胞の暗三日に見られこれ

　　　を細胞虚脱（Zellkollap3＞の状態にあるとlr，尿毒症，妊娠，媒性黄疽等に見られ，3ζ「般に肝細胞に対して常に荷重

　　　を負ばしめている様な病的状態において起ると述べている．　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　（v）脾臓ほA群では萎縮しているがB，C群でほむしろ増大していて，7とは脾髄の血肥によるのみ冷らず又淋巴

　　組織の増大もその一因と認められ，一名反応申枢（Reakti。nsξzentmm）とい‘まれる胚申言が多且大なる第は絶えざる

　　！刺戟に対する反応であると解す可きである．鳩における慢性青酸カリ目下においてN．Messerle11》が矢張脾臓の増

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　大を記載している，

　　　　（vi）B群で見た副腎髄質細胞の多染性に関してほ，暗細胞に空泡がかなり現はれているので一見この臓器の変

　　三際とも思はれるが然し副腎の一般中毒現象，及びA群で見た該臓器の変二二を考へれば，この場合犀質リポイド

　　泣が多い癖，髄質が大きくてそのクローム反応の強い二等より推してむしろ細胞の機能的な相違によリアザ’ン染色法

　　　の各色素のとり方が異り・耳3ζクロー・ム反応による細胞の着色の影響にもよるものと考昏られる，倣原形質串に空泡

　　　観るのであるが之雄泡難とゆて良ゆどうか剛題で・この空回ほ主ξ虞勿一ム反応の牽噸弊見ら

　　　れるのでこれをアドレナジン左分泌した後の空泡と見るのが愛当でほないかと思う．　　　　、．．．．　一．．　．

　　　　（・ii）澁谷12》は兎に三瓶のユ侮簾聯にユ0蹄二二注射したものについての組綴僻騨r温品に高

　　，麗のヘテジデμ・ン色素の沈着・．肝臓璽山山二二張，軽鹿の飯氏・心匠腎臓綜律体内出卑・’細尿管上皮に昏モ5「塑リン

　　螺魏・心筋の漏醐張・硝子荒性・副腎皮質の撫・噸細胞の変性を見・期摩臨淋巴腺ではヲ競二男雅

　　　像の両抑見ると述べている・　　　　　・　　　　　　　　　　＿．．
　　，辱碧者めラッチにぽ3げる実験ではほとんどヘモジデリン色素の沈着を見ず，又前編の急性申憲の実験においてもうッ

　　　勇ま入問の場合よりもヘモジデリ、ン沈着が軽度であったがこれぼラッチ赤血球の抵抗強き事を示すものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［n］長期（5ケ月）届出投銭の場合．　　　　．．

　　　　実験方法

　　　　（イ）1∵動翅は50～70g位のラッチ50匹を購入≒，直ちに一匹つつ分離して1ケ月飼育し発育状況の良hも¢）

　　　のみ30’匹を撰んで実験に供した．飼育は金あみのラッチ魔を使用し，開始したのが八月申旬の副い時候かので風通

　　　しめ即北向の厳しい継に置き・＋一月頃の塞くな一時期に‘蒲側の日舞ゆ明い部屋に棋・ラ・殖刎1曝

　　蝉か妙でその代り嘆のゆ・卵ロを就せ堺温に聴した認キ繭脚圃批圃御師発育牌
　　　が践下したので以後毎日励行する寮にした．飼料は破埣トウモロコシ25gだ主食とし副食は野萸（キヤペツ或ば人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノ　　　　　ロド　コ　　ヒコ　　　　　　　　　ロ　と　　　　マロノコ　　　ザロ　コ　　　　　　　　　ロ　　　コ　ロ　　ヒコロし

　　　滲）20g，隔日に煮干「雷撃のもの一個及びビタミンB末茶匙一杯を与へた．体重の増加するにつれて最を増加し

　　　ていった．勘物は駒匹を実験群とレ10匹を撫群として，轍群に対しで最論孟1三三薦磁『よ’り始め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・∵’「「」』・∵　「ビ毎，㌧「1甲、．∵三’i・”し．1’1∴1．・’！併㌧ヤ’噸、・
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1山；

　17日間投与，亥で51ng　18日間，6．25　mg　10日間与へ，此処で20’匹の申10匹をζの量｝こ据置き，他の10匹
・・はそれよ，り～審♂蜘鉱5血、，・．75m、，・・m、，．・・25m、至・2．・鶏、，・3．75皿、と曝して・・つた，職印

呪法驚岬町鯉徳紺て酵胃騨した㍉輝騨噸101rマ町
　　（ロ）組織検査　　　．　　　魁』

　　増量的に青酸カリを与えた群は途中全部死んだので死後直ちに解剖に附U又．6．251ngで据置いた群に最後迄生

凸存しているのであるがその申2匹は実験当初より計算して『66日目｝と，叉5匹は84～96白あ聞に頭部打撲1こfよう

1て殺し，し又残り4）2匹ばこエで薬液投与を申止して2週聞飼育の後出して解剖した．臓器は20％フォルマリン水・

、にて固定，ヘマトキシリン・エオジン重染色及びアザン染色の一般検査と共に肝臓のグリコーゲン検査，肝臨腎臓，

心臓の脂肪検査をしたの繭実験と大体同様であるが・この実験で略に全例1・ついて臓及び腎臓嚇粒体染晦

施したのでその方法を述べる二肝識及び腎臓の小片（1》¢×2mm）を由り．とり．．20％中性フ矛ルダリyで，ヨ．日間固

　定，衣で3％重クロム酸カリ液の中に7日間浸し一日水洗，i突で一日の申に脱水，パラフィン包埋を絡へる．染色は

　理tman・Kt“1氏染色法を改良したMiliov三dov氏の変法13）を用ひた．ζの染色を一寸紹介する、と∫，．、，』『‘ノ

　　（i）固定’ルゴー氏液　　　ド　　　　…　　　　レ　　　　　　　で　　　　・　：

1（ii）20％酸性フクシン液（10％のア昌リン水にとかす）で結玉菌染色の時の様に加温染色する事5一分，

　　（i置）．上液をあてエ蒸溜水で一寸永洗．　　　　　　1．　　　　　　，’・　　　　　　　．．．．ぎ1∴．、　．、

　　（iv）70％アルコールに0．5％の割合でとかしたアウランチア液で分別する．この際顕微鏡下で綜粒体が明瞭に

　　　　際立って来る事を見極め，　、　．　　　幽　　　　　　　　　「　　　　　』　∴☆．∵．’べ　一

　　（v）蒸溜水でで寸水洗して2％タン昌ン水・（濾過する）に20分スれ，　　　　　　　　・L

i（vi）水洗して0．5％メチル線（又はトルイ’ヂン青）；水溶液で5～1q分そめ，・　．　∵・，　：　＝・・’一　　　i

　　（vii）脱水，バルサム封入．

　　この方法は綜粒体染色法として非常に優秀な方法で，その出来上りはAltmann・Ku11氏法と大体同様で美麗な標

層本を得る．その長所は染色が非常に容易である事と保存がかなむ良く利く事である．’－Altma㎜・Ku11氏原法では予め

1酸性フクシン及orトルイヂ劃青で重染し㍗後アウラシチアアルコールで分別するた勺こ，の｝㌣ID分別6『寧合力：旧臣に韓

　しい．然るにMillovidov氏法では酸性フクシンで血染した綜粒体のみを分別するので非常に容易であう．且この：方
，．

@のもr『もう一つの意昧はタン品ンを通ず享であるが，これは媒染の意昧を持つと芽1こ擦本め保存を耳ぐすると言ウ

』ている調㈱皿K・ll舩では普通2～3週間で回するとい1隷るがこの殊ではかな旧く保存出来・瀦φ
1標本では優に半年を経過しても索出体の姿をは「，きり認め得るものがある・．忍野録色が多少藤色ナる事ぽ免れ得なヤ・

三際的に原形質基質の染色態度を左程問題としないで蒜粒体をのみ主目的とする場合にはアウランチアの意昧はほと

：んどないの曙都アウ㍗チアア・・コール賦りに単1・7・％ア・レ㍗・・で心酔たが・ζ血鯛片に㍗ラγ．

｛チアの色が着かないので分別がより容易であり・馴れると大体の色調（薄赤）で判断がづき一々顕響鏡をのぞかなく≠
モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ
！も旨くゆき，又アウランチアを使はないので原形質は常に薄緑にそまって奇麗である．又封入にはバルサムよりも顕

：微鏡胆ツエーデル準蓼使ふ痘炉保存に口恥様に思えるので常にツエーゲノセ油を｛吏遇し㍗！　．．、＿．，，、「．

　　Millovidov氏原法では固定にルゴー濾液となっているが，、箸都）経験ではルゴr氏液は勿論艮いが，：その、外にッ

聯繍繍鰭フ才ll　鰍も良く’謹め堪特別の相無職1喫。騨㌍
　　又プアン固定液（但し綜粒体な氷酪酸に溶解するので永酷酸を除く）で固定したものについてもこの方法で染色しで　　、

　みたが，矢張結果は非常に良好の様であるが，現在研究中なのではっきりした事はいえないが，若しこれが確琴に良

　い結果を収め鴛れぽ，プアン氏固定液（但氷雨酸を除く）1日，水洗1日，脱水，包埋1日，染色1時間で非常に

　迅速な月卿体染色法が得られる事に’なる．但しζの固定では従来の氏の鉄ヘマトキ’シツン法では旨くゆかない♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ロ　　む

　　　実際績　・　　一’　　　か　・　　∵下．・’＼遅
　　（1）：体重増加状態について．（第六表及び第「図）　　・　　　　　．．　’　＿、　！　．、　　　、、．三

　　別表鰍麟び第一図‘燃重増加状態を宗し，図の点齢実騨実灘対購㊧体勲平均嘩時旦麩遊興し

たもので横線は畷・耀線は平均体重をグラムで表わす・実験群は体重kg「当り2・5mgユ7日間連続投与しτも対
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チ

‘87

　　　　　　　　　　　レ　　　　ゑ

　　　　　　　　　　第．’1図’・　．　　照群と比較して変化をみない．2．5mgを51rg’に増
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量しても変化はなぐ，鋤物は元気で異常を認めない二「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5mg投与し初めてより数日間体重増加が忌わしくな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いがこれは対照にも見ちれるので野駈を一日20gよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り25gに増溶し，・掃除を毎日励行すると体重増加が

　”』’、　　　’　．　　　　　　　　　　　　　　　　　急に良くなっためで薬液の影響とは思われない．5mg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．18日間投与後6．25mgに増量しても曲線｝ご異常がな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い・実験当初よ』ウ計算して22明5mg投4申一頓，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死んでいるが之ほ夜申死んだもので解剖，組織検査の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果広汎な肺炎によるもので薬物の影響によるものと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は思われない．さて6。25mg　10日間投与後実験群

∴’ @　　　、‘　　　19匹を2群｝こわけ雄島（10匹）はこ測後1・乙・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日尾毎；｝こ7．5】頭g，8．75nlg，10　mg，ユ1。25　mg，112．5

幽mg，13・75　mgと増量してゆき第2群（9．匹）はそのま・6ゐmgに据置し・た事はすでに実験方法で述べた働であ

るが，第1群では7．5mgで死ぬも．のなく，8．75　mgでに第1日目に1匹，第4日目に2匹死亡し，10　mgでは

死亡なし．11．25mgでは第1．日戸｝こ1匹，第2日目に1匹，12．5mgでは第2日目に…1匹ポ第5日目に1匹1

13！75nlgでは第1日目に・2匹，第4．射目に耳1死面し結局これで全部死んでし」う．この期聞㊧状態は図中点媒よ

り分離した茶出で示してある．．すなわち全体として体重増加なくヂグザグな踪を画いている．第2群の6．25mgの

量糊置い郊のは≒糊照回りや噸加が顧様に思練酬その鮒照餓坪行しているので先細化なし，
ものとみて良い．動物ゐ症状を通覧するに最勧の2．51ng投与の場合全然異常なぐ，5m9になると始めの2，3日は

薬液注入後5，6分間程横になって動かず呼吸や」促迫しているが，その隆は日数の経過するにつれて全然反応を示さ

なくなる．、6．25玉ngに増量した場合も同様である．8．75　mg以上で死亡する場合は注高温20分乃至1時間位で，こ1

の場合注入後2・3臥してか嚇倒れとな軌動かな侮って全身の洞爺或1塒｝細面（Z・・㎞9）を起すが急性中毒の時

の様に劇烈な痙攣を起す；事は少ない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　、

（2）肉蘭及び顕面的所見　　　「’『．　・．　．　。癌、
　肉眼的所見　　　　　　　　・　　　　　　　．　　　　，　　　　　　　　　　　　　・　，癌腕A

　　（イ）臓器重量（第七表）　　　　　　　　．・『一　・・

　第ヒ表に見る様に第1群では心臓，肺磯，肝凝，腎臓は一般に重量増加し，肺臓ではNo．1，　No．5g　No。9の増加’

が目立ち，肝臓の重量増加が著明で殊にNo．7では甚しい．脾臓はNo．5，’No．6，　No．8を除き一般に減少の傾肉が

ある．第2群では一一般に変動が少くN：o．12の肺魚，．No．11．の肝臓，腎臓が増加し，脾臓は一・般にNo．11．を除いて・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　更　　　　　’
やエ減少の傾向がある．

　　（の第1群では職何れ二二があり「Nα1，Nα5譲α9が強いの干灘浜論議している・鋤を見るカ｛ド

．Ng．1を除レ〕て強いものではない．No．7では寄隼虫嚢腫が非常1こ仙女あ？て残心大乃至前払大のものが20個程あ

．う・・ぐ嬢雌肝日量が非常に増起ている焼N下血距心血ρ出面・9誓油壷？職ρ．岬
ある・髄耀血見られNα5一二が遡い一脾隙外肚舞がない・「股咄雌騨られず硝雌で『よ麟
壊死等見ない・．・．∴　・　　　　　．・　・　　．．、　　　　　、　　　　　∴・・鰐　　　・

　第2群では一斗に認め得捌き変化少く，No．12ρ肺礒右中葉全般に出血と早ちれる濃褐色舞があるのみである，

　β顕微鏡的所見　　　　’　1　　　　』　　　　「　．　’．　　・．、F　．1．、．．．　∫　　　　．　，

　（i）第1群（No．1－No．10）肝識；、一般に欝血を見るが強いものではない：No・4では「むしろ貧血姓マあや・

Nα1，Nα5・では肝細胞索1まかなり萎縮しているがNα2ラN・．3，、N・．4，Nα6，N・．8，N・．9，N・．10で1遡山偏

・が見られN・・6・Nα8に凱・て強い・何れの例においても共通琴てみられる現象は脇田胞原形質内｝こ程度の差はあっ

てもかなり沢山の空泡が見られ非常に微細なものより大は赤血球の大きに二三・もの迄様白あり，．一般に瀦漫雨こ見ら

・れ特に小葉申心部とが周辺部とかいふ様な局在性がないが，時には所々に空泡を沢山持つた細胞が群を，なしで集って

．いう所がある．脂肪染色マ鰭何れも脂肪がかなり班山現れていて上記り攣細タ空押は瓦焼である山面き：々空泡1胡旨肪
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Table　7．．Organs　Weight　oξRats．（Continuous　Adminlstration　of　KCN、　for　3　Months）

Group
N・mber睡面y
・fA・i叫W・ight

Heart　・ Lung L…ver　　Kidney　　Spl㏄n．

碧・酬酬署：1
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　　　〃

　”　　〃

・’． @　　ケ

　　　〃　・

’；

　　　〃　　　No．3

　　11．25　，No．4

，　　　ヴ　　　No．5

　　12．5　　No，6

　　　〃　　　No．7

　・13．75．・　・No．8．

』”
Gい．嘉：：i1

1339
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1　　　　l．
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｛0．η0．59
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10，7／0．67
！。．851。．65
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ユ，0／0。66

0’6／0．63

0．8！0．66

2．611．95　　8．216．17　　1．611．13　　　0．410．3

0．910，75　　6．4／5．91　　1．411．18　　　0．310．25

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
．1．411．02　　7。5／5．46　　1．5／1．09．　0．4／0．29

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1．o／o，77　　7．715．91．ユ．5／1．12　　0L3510．27

　　　　　　　　　　　　　　　　　じ1．2511．24　　5．815。76．1．25／1。24　　　0．5止0。5

．1．4511。11　　8L6／6．6　　1．411。07　0．6510．5

1。010．91　10．2／9．29　　1．411。27　　　0．3／o。27

F1．6／1．06　　9．5／6．28　　1．711。3　　　　0．710．46

1．2／1．12㌔　5．9’5．48　　1．4／1．3　　　0．310．28

0．9／0．74　　7．716．36　　1．41i．16　　0．2510。21

蹄。
?

alive．

@ゲ．
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。してそまらずそのま・空山・して存在す・．肋・一ゲ・染色では全然グ・・身・が欄胞に麺斌従

って肝細胞は何れあ例でも脂肪変性及び空泡変性の両方認められる事になる，肝細胞の壊死は唯．No．5において叩く

小さい三姫戯蜆あみである．Nα8では脈の原庁内に赤い：簿白質槻られ，舳漱或はそれ駈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じのもの回る絶嚇血球よりもつと鵬い色をしている．・』この断物町よつて禄力：犀迫され且こあ細胞の餌が

．利」瞭である・このもの畷｝謎べるが如く￥i11・vid・v脚色によって酸性フクシ・の色を強く・とっているので

恐らく一体の変化したものと帰れう・　．．．．1，．．、．’，．　　　』　　　・’・

．灘繊の齢あつでもど酬瑞大イ添励漏斗鋤かな押形し輝のもある・「その解色瓢解はNα

隷溜両国笹蟹下調繕輸辮興早畔警騨の隙
　腎臓：一般に欝血がありNo．2の皮質と髄質の境に一個所小出血をみる．懸巨体甲声も・No．6，　No．8，　No．9．　No◎

・・ではかな．りの充酬あるがN？・・N・・2・Nα3・ではむし赫血球砂ない・然し縣の核が多いとカ・少ないとか

いふ様な事はない，No・8のバウマン氏喪内寸に無形（amo「ph）の物質が出て一部蹄係が喪と癒略している所が肖る・

細胃管‘キ：ざρ11，No＝2，　No．5でほ全体としてやエ塾縮性であり，『その他の例でも部分酌に萎縮していて．上皮細胞の

働郷管脚広くなうている，殊に潤管部に於て回るしい・．どの例でも噸的ではあるが主と「して主部…部には

三管部の上及細胞がこわれて管腔の申に細胞破砕埼≒してPまっているのが目につく・名主部1『：於てNo・1・No・3・

No。4，　No．51　No．6，・No．7，　No．10の所々に細胞基底部に微細な空泡を認める．爾，　No・7．．．の主部の一部は丁丁丁張を

示す．馳 m6．2，　No．3，　No．4，　No．5の集合管腔内に所々石下が沈着している．　　　　　　，　．　　　　．．一

　脾臓：No．5，　No．6，　No．8では軽匿の欝血を認める。琳甲濾胞は「股に中尊があり，No2，・耳Op7でに軽鴎No．
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3・Nα4・恥8・N・・10では申等度・N・・5・Nα9ではかな融く・N・ユは最も強い・N・11で詠唱濾胞1酸くr

小さい．且脾随は油画で細胞が著るしく減少している．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　肺磯：一股に欝血は明瞭であるがNo．2，　No，4，　No．10では比較的軽度である．　No．2プNo．3，　No．5，．　No．6」さは

血漿停止が劾・肺胞内出血はN・・1・珂・・各・｝唄ぐ，・』Nα1・Nα2・幽Nα3・Nα4・N・・5・珂・・6・・Nα9で輪編水

腫を・又Nα4・Nα6・Nα9で艶々血管嗣の騨も認められる・どの例でも贈枝茉瀬の上皮脚がか妙萎

．縮していて原形翠が辣ζ，凝縮しており核に、雀黙こなっていて腔内にむいた方は三角形で基底に四囲静ものは卵円

形である．粘液を分泌する杯細胞ほほとんど見へない，No．9では肺胞隔壁が増殖して大円形細胞が増し間質肺炎の

像が認められる……・…．…9、「㌧∴’・で　　　　　　．．　・ヒ1．．、‘
　　心臓：ξの例でも一般に筋漏出が細くなって萎縮している．No．7では萎縮ヵ：少ない．　No．1，　No．10では小出血

がある．No．1，　No．5，　No．7，　No，9では所々横紋が不鮮明になって顎粒変性を起している．　No．1，　No．8では微細

な空疑を見る所がある．消粍色素はない．又脂肪も見ない．

　　消化管：胃粘膜上皮細胞は何れもかなりの萎縮を認め細胞は小くて腺管が言い．面目塁慶一等は見ない．　　　　　’

　　其の他の臓器：副腎では一応に束伏層の真中辺より内部に向って諺血が見られ網伏層はや義萎陥している．髄質

は血管が強く拡張している．髄質細胞は一壷に明細抱が多い。No．1，　No．4では網伏層の髄質に近接した所に一部リ

ポイドが消失して細胞が淘血腫諭し核の不正形，濃縮の強い部分がある．恥般に皮質では回状層あ1リポイドが減少し

　ている．膵臓，唾液腺，胸腺には異常なく，淋巴腺も：No．1において非常に懸粗で細胞要素が減少しているがその

他の例では異常がない。

　　（ii）第2群（No．ユ1－No．17）

　　臓：との群のものは前群に較べて一・般に変化心弱い．欝血は一義二認められない力碓N・．15におい凹田葉二

心部に毛細管拡充をみるのみである．空泡の存するのはNo．ユ2のみであって他例では無く，又脂肪は何れの例にお

いても現れていない．この群の共通する所は暗細胞が多くなっている事で散在性匹或は群をなして存在している．こ

．、の様な晴加福は概ね溜濁している．核は矢張，核濃縮，色素懲解を示すが一一般に濃縮性のも．のが多い．Diss6の聞隙

．は挾く星細面はやム瘡せている．グリコーゲンは存在するも散在性にあって少量である．　・　　　　　　．

し腎躇：醒i血は々ぐ，受壷体はほとんど変化がないが馨No．14のバウマぞ氏山内腔に蛋自評塊が稀に見られる．和

尿管は主部の刷毛縁は不明僚になっているが，「 續迯ﾗ抱のこわれているもめが少くNo．13ρ二曲部に一部見るのみ

’である・Nα・・め螂破細抱嘱・ゆ桐であ・・空融く妬聯着も々い∴1’　　一．
　　脾簸ゴNよ13，Nα14，　No．15，｝｛o．16は盗度の諺血と淋ヨ濾抱あ軽度の萎陥を示しNo．17では中等度め巽縮を　“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　・一』　　』・て　　　．”　　　　ヤ・
　示す．

瀦艦齢轟鵬廻鯛イ醐畔岬函蜘遮即糊
　　心臓：N・．16変化なしその他の例でほ筋灘の軽度の萎縮をみる．N・，13，N・．14，Nα17では艦陣核の周囲・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　
　に微細な空泡を所生に見るもあまり多く．ない．派出色素はない．　　　　　　．　　　』「　・・’　　一・

　　細部前群嗣じくξ酬でも聯膿船脚ゆカ、砂越綿を認める心血，出血細読暗い・
　＝某『》他ξ～曄器：即腎で傍「殺は卑質め．リザイド磁力「多く麺翠は大津くて細胞は暗細胞炉多く・好塩基性が強い」

職錘幽晦胸腺物品腺には異常碑脚・・：．．．・　　　’・．　一．・
　　（iii）投薬中止して2週間飼育した2匹．

　　第1群　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　．・．　．　　　　・

秘義麟i幾灘職麟継鶉乞賛｝簸誌麟難卸
商磁櫛熱演姻1遍励振1翔噸蜆脚ご轍・価球状の繭醜在す
　るがこの物は酸性フクシンの色を強くとっているので懸粒伝の滴状変性とみたい．（図の8，9）．それから数ほ多くな

’
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．いが所々に暗細胞があってこのものには顧粒が溶けて原形質が灘漫性に赤くそまり（液状化）その申に僅に顯粒らしき’・

ものが回るも9や姪観えないも唖・あるく図9鋼・空繊噸肪ρ勘擁す磁嫡胞では雛体がジF常
に汲少していて全く鎖失している1もρもある．．殊に脂肪滴の多く存在する綿胞では少ない（図σ5，6，7）．’以上の様に

液状化，願粒の減少度の強い細胞でほ核ρ摩花ぢ強く核が膿縮しそ核無難萌瞭，核仁も見へず，染色性が変？て土色

乃至黄色の色調を帯びるものがある．擁壁体の配置については特に取立てエいふ可き’ものはないが空泡乃至脂肪の多

い細胞ではその周囲に集合する傾向がある．

　腎臓：正常な桿子構造（St5bchenstr曲r）を持つた細尿管もあるが多く1ま桿状のものが顧粒化を起し，殊に主部
，及び潤管部上皮細胞の旧離の起ってし1る所では三三体ゐ三三も不規則｝こなつ七願雨雪が強せ且老め数も波少していて

場所によっては全然消失している所もある．顯粒がや工六きくなったものも時たまあるが滴状変性とも云ふべき大さ

のものは見られない．

　第2群　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　．　　…　　　　　　　　　　『　・．　　．　’

　肝議：・この群では岱受トキレリン」土オジシ特色で見た様に曙細胞が多かったが，赫粒体染色によって明細胞と噌

細胞め区別をより明瞭に識別し得る．明細胞ほをの綜粒体ほとんど正常で微細な穎粒にまじって細い桿状のものがか

なり存在している，然るに暗細胞は何れも上に述べた様に願粒化と共に溶解を起して原形質が粛漫性に赤回している

　ものが多くたとへ溶解していなく共濃染してや髭大きな三三がぎっしり．とつまり全体として濃い，．曙い回訓である，

’との群では一般に孫粒体の減少は見られず唯濃縮或ほ溶解あるのみである．些

　腎臓：縣粒体ほ一般に：奇麗で所々四魔の穎粒化を起している程度である．　　　　　　　　　　　・　“

　総括及び者案

　　（i）致死量の114即も体重kg当りより始あて6．251ng迄増量しても体重増加に何等影回なく，叉引続き’6．25

・’高№�A続投与しても異常はない．6．25mgより増量してゆけば体重曲線はヂグ乎グを画いて全体として増加を示ざ

ず，13．75mgの量迄において全部死亡する．これを第三表の一回投与による致死量と比較すると，少皿より始めて

・増血杓に投与していっても’決して本来あ致死：量を越へる寝は出来なかったドむしろ致死量近ぐにおいて蓄積作用ある

　様に見られるが回数が少ひので確実にはいえない．・
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　　　　　　　　　　　　　げ
　所が一方，前実験の短期連続投与で皐初から5mg．投与したもの1脚七匹中3匹死んでいうが本実験の如く2．5mg

より始めた場合には5mgで全然　帥ものなく発育状態も対照と変らないといふ事，及び215mgより5mgへ，5
　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　コ

m9より6，25　mgへと増量した場食⑱動物の症状は増量後2，3日聞は投与直後反応を示すがそれ以後においては反h
　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　ず

応を現わさなくなる．以上の点より動物は或程度耐性を獲得し得るといふ事が拠来ぐ．すなわち青酸カリは経口投与

の場合ラ・テ幽して大体致殖の粉磨り章に綿油は習慣作面持？ゆ点る事が出来る・致殖近くでは習．，

慣作用の傾向全くない。古来青酸カジ㊧習慣作用，蓄積作用に関しては種々論議があり，詣る学者は習慣作用がある

といひ，他の学者は蓄積作用があるといふ．例へばNunneIey14！は猫を毎日劇烈な痙攣を起し得る様な濃度の青酸ガ

ス内に置いた所，．7回目あ中毒の後数時聞半昏睡状態に陥り12時間後に恢復，次で5日間中止後再び吸入，．或で

24．時間目，12叡聞目，7時聞目に繰返したが反復するにつれて症抹は遅く現れ且前よりは劇i烈ではない，よって或

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じる程摩の耐性を獲得し㍗ものとし，又Lyonは三三ID胎児における琴験で青酸の弱濃度に保たれた胎児は海水で培

養された胎児より青酸に対して2～3倍密度ρ強い青酸溶液の中におい∫も隼存し得ると述べ又・Koritschoner16）は

曲る結縁慰者に隔日に2時間1立方米に付2gg・迄の青酸を含む空気を吸入薄しめた感力偲者は青酸に対して急速

に耐性磯得したと述べている．．1・翻心∵ヅ∵．・「：・

　一方Coullo証7）は5貝間南面投与の犬において食慾減退，唾眠障碍を起し，．その犬にや玉大々る量で容易に殺し’

得た・S・U・g・1’8》晦戯は陣触・幽間｝・わたり藤織｝・灘ウ・リを与へた所卑は体重減少を示して兎の本来㊧．

致死量で死んだ．又J．Collin，●Marthland19）は2mg　KCNを隔日に兎に静脈注射したが⑩一16日後に後肢の麻．

痺を起して死んだ．すなわちこれらの学者は青酸カリの蓄積作用を論じ「；いるのであう．こ．れらは何れも量の問題で

あり，本実験によ0て示された所では懸る量（経口投与の場合ラッチでは致死量g約半分）では耐性を獲得し得るが図

幅近G、おいて融く・の瓢檸ち翻糊の訂能性も翫ら泌．’　、・．一：，症．．，！・

　（2）組織変化・　　　　　　　’．　　　　　　．』　　　　　　　　’・　・　　　　　：1　　　ピ

　　．（i）　第ユ．群¢可。．1～No．10）

　肺臨肝臓，腎臓に鯵血を見るが左程強し・ものではない・肝識の重量は一般｝こ大であるが脾蜘勢部のものを除き

一般に小さい．肉眼的には出血を見ない．肝臓は一般に溜濁腫張が強いが肝細胞索の萎縮を示しでいうものもある．

何れの例においても空泡及び脂肪変性が著明に認められる．脂肪は微細な滴が細胞申に群をなしていても決して大な

滴とはならない．1例において旧く小さい壊死を所々に見る．核の変化も強く∴大小不同r変形，棲濃縮，色素融解

核膜血色症，核崩壊等を認め何れもグリコーゲンは消失している・腎臓1病一般に鯵皿を三日るが孫毬体はむしろ貧」血

牲で細尿管は一般に萎縮の傾向あり，上皮細胞の脱落があって管腔内に細胞内蓋片としてつまっているのが目｝尊）く．

空泡形成，淘癌腫張をみるものもあるが唱詠ではない．集合管に石面沈着しているものもある．脾臓ほ淋巴濾胞及び’

露髄の萎縮が目立つ．肺臓は欝血の外に出血，血漿停止，・肺胞内及び血管周囲の浮腫を認め何れの例でも気管枝粘膜

上皮細胞の萎縮を見るのが特徴である．心臓では筋織維の萎縮，横紋不鮮明，空泡形成をみるものあり，消化管では

胃粘膜上皮細胞の萎縮あるも出血，嚥訳なく，副腎では感心，皮質網状層の蒸縮があり部分的に煽｛イドが消失して’

溜濁点張を起している所がある．髄質細胞は明細胞が多くクローム反応減弱しているものの様である、膵磯ゴ唾液腺

胸腺に異常なぐ，淋巴腺も1例萎縮しているのみで一般に変化はない．以上第1群の特徴は肝心，腎臓，心筋の変性

が強いと共に7方でけ脾臓，胃粘膜及び気管枝粘膜上皮細胞，肝細胞，．腎臓細尿管に萎縮が認められる事である．

　　（ii）　第2群（No．11～No．17）　　　　　　　　1　　　　　　　　　　・〕　：・・

　この群では一二般に変化が弱く肝臓マは脂肪は全然認められない．1例（66日目に殺したもの）にのみ空泡を見るも

その他の例ではない．脂肪変性はない．この群で目立つ事は淘濁通張を起すと共に暗細胞が多くなっている事である．

この細胞は散在性に或は群をなして存在している．核の変化は認められるが前群に比べてかなり弱い．ダリコーゲン

は存在するが非常に少ない・腎臓・・一部鮮のに細尿管刷毛縁の不嚇・敏細胞の朧鋒備に軽い・職・多，

一般に軽度の淋巴漏胞萎縮があり，肺臓では毒血，・出血，寒管枝粘膜上皮細胞め萎縮，『心臓では筋繊維の軽度の萎縮

空泡を見る・消化管で1謂粘膜破藩論の…縮があり，副腎，膵臨唾液腺，1胸腺，淋巴腺にば異常瑠めなし・．す

なわちこの群の特徴は肝臓は正常細胞が多いが又暗細胞が増加している鵠，’気管枝粘膜及び胃粘膜上皮細胞のi萎縮が

あって前群と同じ位であり，脾臓淋巴濾胞，心筋繊維の萎縮ほ軽い．肝臓及び腎臓の変性は軽度である．㌧　：∴1

　（iii）　　　　．　　一一　’　　　・『・㌔．髄・，1　　・’｝　1・’．り’．”　　1’・・

．　以上両群に共通する所見に気管枝粘膜及び胃粘膜上皮細胞，』「興丁丁甲鴻胞理b節繊礁の睦綿であり，．下部殉ζした
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第1群に肝澱，腎臓，副腎，心臓等に変性像の強い臨は当然であろうが，かなり大量を連濁投与し：ている第乞群に

於て肝臓，腎臓，心臓駒竃存外少ないのである；然して第』2群め66日目に検査し充ものと90日近くで検査した

ものと較べても60嘩くのものの方が変イ跡重いと云繍もない・そして又撚吋・止後2週間で殺したものは気

管枝粘膜及び胃粘膜の上皮細胞に軽度の萎縮が残っている以外変化がないので第2群で見た臓器の変化は可逆的で

ある，すなわち原因が去れば容易に恢復し得るものであるといい睡る．

　　（iv）青酸カリは胃よ・り吸収され（症状発現の迅速である因）一魏は肺臓からむ雌される（中毒者め呼気の青酸臭）

癖ほ一睡こ認められる所であり，長期連続投与で聞及び気管癬濃上皮細胞の獅1め強い事もこれと密切な関係があ

’ろう．・　　　　　　　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　（3）綜粒体の変化・’　　　　　　　　』　　　　●

　　（i）肝臓でほ第ユ癖のものは一般に籟粒花が強く，又数が減少していて殊に細胞の脂肪化ゐ強いものでに非常

に減少し全く消失しているもめもある，1例著明な滴状変性を示している．第』2群では一般にヘマトキシリン●エ

，オジン重染色の像に相応して明細胞，宿細胞の区別がはっきりとし，明細胞ほ正膏懸粒体の像を示すが暗細胞は願粒

がとけて液状化しているか域はとける過程にあり，・或は又少くともや工大ぎくなった濃染性の顯粒が密築し旧いるも

のが多い．すなオ，ちヘマトキシリン・エオジン染色で所謂曙細胞といはれるものの本態ほ形態学的には焼締体の変イヒ

（溶醇Chondholyse乃至穎粒化Granulation）「である癖は疑の無い事実で，この事は他のrP毒例におい七も匪’々壮

者め経験する駈である■　　　

　腎臓では第1群において赫粒体の顧粒化と消失を見る．

　（ii｝一般に懸粒体の病的変化に関して色々の分類があるが突際的に最も委当なものとしてCG輔q20）（1926）の分

類をとりたい．すなわち

　　’（a）穎粒化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　（b）液状化

　8（c）　滴状変性

　　（d）塊状岬町

　　（e）　顧粒の減少

　　（f）細胞膜直下，核周囲への集合．

　本門験においても町税化，液状化，漕状変性，願粒の減少は碧朋に見られ，軽産であるが塊状凝集，空泡周囲への

集合を認める．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　青酸カリの生体に及ぼす影饗の中入体についての，中毒死の場合と築験動物ラッチについての経口投与による急性

及び漫性中撮の睡臥学的i変化を詳しく追求すると共に慢性中毒においては肝臓及び腎臓の縣盆休の変化及び青酸カリ

の習償作用，山積作用の問題をも併せ検討した．　　　　　　　　　　●

　（1）人体及びラッチについての急性青酸カリ中毒．

　　（a）入体においては一般に肺臓，腎臓，脾臓，肝臓の強い礎」血と共に，肝殿，腎臓の変性を認めた．出血魅徴

候としては心外膜，肺臓，消化管，脾臓，腎臓等に肉眼的或は顕微鏡的に盗血，小出血がある．・肺臓，涜職にヘモジ

デリン色素の沈着を見る．ラッチについての実験においては人体の場合と比較すると出血性徴候が明瞭でなく又ヘモ

ジデリン色素の沈着も軽い．笑質性臓器について見ると自家融解の影響を除いた爽験動物gッテにおいても肝臓の淘

濁腫張，核色素融解，腎細尿管上皮細胞の染色不良，核色素融解空泡形痛心面貌周囲の軽度の空泡庭面紋不鮮明を見

た1が頻度少く一般に軽度である．

　ム’二（b）消化管粘膜は入像においては食道或は胃の噴門部に鷹欄・壊死を認めたがラッチではこの亦がない・これは

適用無論の差異によるものである．　，　　　，　　　　　　’　　　　　，
　へ　1（C）青酸カリは人体の死後自家融解の進行を阻止し得ない事を認めた．

　　（2）　ラッチについての慢性申海

　　（a）述続投与による慢性申毒では一般に欝血，出血，ヘモジデリン色素沈着は急性の油壷に比して署明でけない．

脾臓，気管枝及び胃粘膜上皮細胞，肝二二，腎臓細尿管の萎縮が基調をたし；申毒致死した例においてのみ肝臓，腎
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鯛腎等四隅履醜餓興野・興曙明である，すな筋職で醐濁腫張回ると三三恥部に萎
縮の傾向があり又原形質内に窒同形威がある．核濃縮1色素融解，核膜過色症を見る．又アザン染色による原形質及

び核の多染触塒異である．㍉〆りr、「㍗田畑る・．・ ・　　『』　　’一・
：ω脂肪化ほ藁脚・起嫌い力弍長話？蝉二二温温緻閥近くで死亡したものにお・・てのみ騰の瀬

慢性な脂肪化を見且つ脂肪滴は非常に微細なのが特徴である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽　　’1

（・）膿は長髄徽与で藤謝るも噸増木驚騨三三で病
　（d）慢性中毒における肝臓懸粒体の変イヒぼ著崩で穎粒花，液状化，滴状変性，穎粒の減少等見るも滴状変性は・一

般に起り顛’，　　．　　　　　　　’∵∵‘“　∵・　　　，

　（e）肝細胞軽度の変化として現はれる暗細胞の本態は形態学的にぽ綜粒体の変化である事を証明した．

　（f）四三体染色としてはMillovidov氏法は手技ヵ：容易で結果が良く非常に優秀な方法である．

　　’（3）急性及び慢性申毒を通じて膵獲，唾液腺，胸腺には変化を認めなかうた．

　　（4）『青酸カリの習慣作用或は蓄積作用については従来実験者により相反した成績が発表されていたが著者の実　　，

験の結果は比較的少量の軽口投与は習慣作用のある事を示し，大思すなわち致死量近くではこの作用全く欠如する事

魑を示した．．1　　　　　　　　　　’　　，　三

　（稿を終えるに臨み終始御懇篤な御指導と御校閲を賜った恩師東大医学部薬理学教室小林教授，同病理学教室岡教

授，三宅教授に謹で感謝申上げる．又常々暖い御配慮を膓る所長近藤龍博士，標本作製に御援助を戴いた菊池健三，．・

磯野千多1松永キヨの諸氏に衷心感謝の意を表する．）
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　　　　　　In　case　of　chf◎nic’po…soning，　thc　change50f’m…t6ごhondria　6f　thc　livef　and．the　kidn6y　and．whether
　　　　　　　　　　　　　コ

KCN　has　the　habituatioh　action　or　mt　were　e血mined．　The　summaτy　is　hs　fqllows；幽　．1．　’　．：’

　　1）Acute　p・i・・ning・f　human　1Pd量es　and　r・t・・　．’．　一．・．　　　’．　．．．辱．1．・

　　　　（a）　Besides　thc　vasヒu！ar’＄ymptdns　such　as　the　strong　congestion　and　haomoπhage：in，　the　thracic「’and

　　　　　　ロ
abdominal　organs，　the　degener飢ion　of　the　liver，　the　kidney　and　the　beart　can　be　ob9㊨’rvedド　But　t』…s　degehc←

ratioll　is　not　so　8trong　and　essentia1●　　　　　　　　　．’．　　　’！望’　．　¶　　　．．　　’　　　「．　　　　．．　’　．1「1．．　　　　　　　”

～i一．’ ib）　In　human　bodies　thc　erosion　or　ncα℃9畳s　of　the㏄sophaguぎor　th6　cardiac　pa丘of　sto血aごh董30bger・

vcd，　but　not　in　rats。　T昂i3　is　due　to　only　the　concentration　of　the　administered　KCN．　　　　　．、　　．　　　，
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　　2、　Chrcn…c　poisoning　of　rats．　　．　　い　『　　　　　　’　　　”．　　　　’’　　　　　　　”　．、・　．”　　．・

　　　　（a）　In　case　of　chronic　poisoning　by　contiunous　adminis實ation　of　KCN，　the　vascu！ar　5ymptoms　8tlch　as

．とongcきtion，　haemoπhage’are　n6t　e》ide血t，　but　the　atroρhy　of　the　sp16en，　the　epithelia1㏄11s　of．the　bゴ。ηchus

・・hd’th6’9tδmad，，　theざ．1iverヒ611・and　the　epith・1…血m・・f　the　kidn6y　i・．・・sehti・1・Only　th・．・ni畑・．di記砂P6…ニ

　　　　　　　　　　　　コ
s叩irg　8how　manifest　degeneration　of　the　liver，　the　k三dney，　the出eart　and　the　suprarenal　body，　ahd．㎞oS童

ドevidとht　in　the　live士．、　　．．　，　，　’　7’　　．　．．　　』「　　　　　．・　　　　　　　，：ぐ．　　　”　　．・鮨．＼．9．9　．　　1．’隔　．’9；・

，：’幽’． i5）．Ob舳11y，　the飴tけ．d6騨創識ti・n・f　th・1iv・r．　h訂dly㏄cur、；h辻．．thi，6紬6　m蝕・d1ゆ・とw賊㎡1y
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生　　試　　験　　所　　尋蓑　　望r

mthe　animals　whlch　died　in　case　the　dose　administered　reac』ed　neaピthe．1ethal　dose　by

ministmtion　for　a　long　time　and　by　increasing　of　the　qua頭ty　of　KCN．　In　this　case，　it…s

this　fatty　droplet8　are　very　fine，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　ロ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　ロ
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tcchondriolys…s，　droPlet・degenerat…on，　and　marked・decrとase　of愉it㏄hbndria・are　observed．
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　　　　（d）．It　wag　shcwed　that　the　dark　cells諦hi6h　genefally’appear　as　sli窪ht　pathological

cells　were　due　to　the　changes　of　mit㏄hondria，　　　　　　　　　　　　．・　　ll．「　　’

　　　　（e）Millovidov’s　stain1ng　method　is　a

　　3）　Thrcugh　both　acut6　and　chronic　poisoning，　changes　of　the　pancrea白；．　th

wcre　not　observed，4）Author．　experiments　showed　that　KCN　had　the

but　this　action　wag　no亡observed　at　tbe　larger　dose，　n㎝ely　n6aτat　the　lethal　dose．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　－　　■　　　　　　　　　　　　　　O　．

：
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有機ロダ．ン化合体の毒物学的研究．
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、有機1ロダン化合体の毒物学的研究 ％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［緒、　、・言］．・．

　有機ロダン化合体に関する動物実験は森木1）（1936）の如き例外もあるが，Traubman皿2）Q930），von　Oettingen　et．

・13）（1936）・C・m瓠9豆・削4）（1939）・大橋及び君塚5》（1947）何れ瞬勲症状と比較凪げしい三三とを回して

いる．これは一股に知られている無機ロダン化合体の性質からは想像もつかぬ所である．KSCNは三三剤或は血庄

降下剤として臨琴的に用いられるが・1SCN．のコロイドに対する作用は庭口に類似するといわれる6）・　　．〆

　Traubmam2）は，　SCNが化学的にC1，　Br，　Jなどハロゲyと近縁関係にありPseudohalogenなどと呼ばれる所

から・ロダンメチルCHδSCN・『ダンエチルC戴SCN・ロ・ダンプロピール、　C3H？SCNなどのロダンアルキルの薬

理作用としてクロルエチル咄C1に見るような麻酔作用を予想したが，実験結果は予想に反して呼吸興奮と脳幹．

．性痙攣その他を認めた便に芳香族・ダン化合体たる・ダンベンゼ・でC幽＄CN・・ダンアニリンNH・．（詫H・ISCN

も虚ダ：ンアルキル同様の作用を示した．結局，彼は有機bダン化合体の薬理作用は狼特のものであると結論している。

…．0・tth騨・‡・f）は低級・妙アルキルが延髄を刺戟し，拠・で麻痺せしめるこ．と，．誰申毒死後麟｝こひ．

．どい舳・’出血・浮腫直ること・また・ダ・・チルと・ダ・エテ・・眼下注崩畷難と疵上町岬伴う・

と，更にin　vitroでこれらは肝臓細片と48時間作用後・AgNO3消費物質を生ぜしめること奪発見してしロダンメ

チルやロダンエチルなどが体内で青酸を遊離する可能性あることを示唆した．

　有機ロダン化合体の薬理作用たついて文献の示す所でけ森木1γの如く無機bダン化合体と区別しないか，Tr註ub・

ma皿2）の如く独特の作用と考えて薬理学上新しい地位を設けるか，或はvonl　Oettingen　et　a13）の示唆する如く青酸

作用とするか何れかである．然む何れとしても今周長の域績は周お不充分であると考えられる．　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　TABLE　I・’0・g・ni・Tbi・・7・n・t・・

Chemica1．Na血e’ iJapanese） Chemical　Structure Descr三pt董on．
C

Ethyl　thi6cy・n・t・．

@（ロダンエチル）

1、

@　C・Hb・写CN　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　曹

1iquld，． ﾒritative　odqur，　brown，’boilling
DP・intユ41～142。（738　mmHg）
A黙劇圃ゆ晦・pP・。・im・t・1y　1／400

Ethyl　thioCyanoacetate

㏍_二品エチル）

CH2・COOC2H5　　　　1’

P諏　　　　　…・
歯uid，　iヒritatユve．odour，　faint1駅yellow，
Cbo隻1旦lng　po1nt　117～119。（10　mmHg）．～議訟；『r2亨01ubility－at〕outユ185　．

Phenyl　thiocyanate
@（ロダンベンゼン）・・

〈＝〉一s・N　　　　　　一一　　　　．　．
謙盛艸e叫yeno暫bg乎i…wate「・solubility　approxi卑ately　1／1，500

Benzyl　thiocyImate
@（ロダンベンヂール）．

〈＝》6H・SCN
cτysta13，　a1τnost　colourless．

ﾚelting　po量nt　530
嘯Vater。solubility＜115q，000

Thym・1　thi。・脚・t・

i・ダン苧モール）．．　噂

　　　　　　OH　　　　＿l

b恥R》C旦（C軌

？・…琴1・・雨h…t・　　　　・…melting　point　105？water・solゆility＜1／50，000　．”

P－thiocyanぴdimethy1・aniline

@（パラロダンジメチルアニリン）
（・H・）附く⊃・C喪

，可。t、1繭Lit。．　　　　　　l
高?撃狽奄獅〟@point　74。 @　　　　　　　　　　l
翌≠狽?秩Bsolub11ity・＜　箕150，000　　　　，

　　　・・．　　　［痴話・誌面　　，．9，，’∴．1
　出来るだけ多方面の有機ロダン化合体を用いる主旨であったが，実際に使用し得たのは第1『表に示す所の6種類

である．・ダ職酸出チルは食品衛生法規絡の品で劫；他の5種は国立衛蝋験所板井孝信薬学博士ρ作製昧・．

．ものである．　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．1　，　　．、1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［賓験方法並に實験成績］．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：・ダ畷酸エティ・は1％躍水麟解ナζが識の噸鮪機・ダン化合体‘雪極めて水に難雛で姉ため醐

’



　　蛤　　　　　　　衙．・生・欝鹸’所報二．缶　・’　　　　N？二69

　　としては一般に局方オレフ油や50％’エチレングヅゴールモノ・エ｝ルェーテルを用いた．

　　．等．盆画と審性　・．，　・．．．　・．．・．．：　．辱　．　．‘∵・一∵’，　層’　．，・、

　　＝（蝉㈱．徽曜シ化銚の輔二二同郷と山回噸鞭甥麟力：引辮結騨呼三下発れる∫
　　戸ダ雌酸エテ・些KCN鞄躯｝モ？ヤ・下下・灘踏三戸疋に？嘩試鱗所洛個体？症状ほ必ずしも．

　　魂鱗脚に回れぽ醗肇柳あるカ1・’こ緒K倒晦曜澱酸吻嚇と1して．回するとき澗者の症

　　榊全ぐ、勘毒い塚舩び二つ峠岬ゆ沸碍纏嫌怜？神・購髄？た紬鮪機曜・化合体
　　　も大駒同様犠るが1畝狼下塑」で蜘：白鳳り琳が融1堪して碍砕い場合がある諮媒として局
　　・野オレフ油を用趣くも・≠ウ冬で船内注射を行う．≧癌状は…喧翁顕署であった㍗、．：1　　．，　　　　　　　　．．

　　　犠財・花飾のミ磯砂・÷妙1・て雌すう．と，・一般鱒両嘩抹を畢ない・．．モ・ぞ叫酷腱チル1綱

　　．外で第って青酸に似た二二症状で第る炉ロダン酷二巴チノ殖．は甲量に相当『D開き：力回る．クロ〃呼γギγ，プロみべ

　　．ンギン，ヨードペンゼヒ体何れも青酸症抹の只ダンざン，ゼンとは全ぐ異、り石炭酸炉毒症状8｝を呈する・クロツレチモ

　　r・・ほrダ・チ・・rルと畷けモール同機の蝉獣で騒また・「ド干テ～・弓状はアル・ツ・電テ・セ系の

　　麟作用であ？て清嘩榊呈する・ギンエ嚇と醐白に累る・・．一　一’．．．　　．．、
　　　　（毒性）込物の樋類と投与法によつ端野育機ロダン化合体の青酸に対すぐ『きル致死量些に割合に1に近いが，マウ

　　～く皮下注柑では7と．か9と塗1こ駆るものも晦1る。．

　　：㌧荷麦藁賓機戸ギン｛ヒ合体QSqNを凸ログ署ζて母子し㍗場合，即ち有機ヘロゲン化合体で娃そのものの物理的性

’　　質も対応する有機ロダン化合体と損似て居り，溶媒郵共通であるに拘わらずモ～レ二死量に遙かに木㍗ある．・

　　　　　　　　　　．TABLE　II　LD…fOr興ir　Thi㈱・tes・iゆ・t・細t　with　Other　Ch・m坤

　　h・・…　　　．　　　　　　　．．　π19Per　kg＆．　mole㎝！ar　rat董。（HCN躍1）　・
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　　Rabbi亡．
C
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9H51
卓7，

Phenyl　bromide ㎜
120

CH2（SCN）COOC2H5　　　　　　　　　　qH5SCN－　7

@　　　　　　　　　　　120　　　　Thym・1　ch1・r…de　36
ymo量chloτ…de 750・ 36

〈一一〉・r

一24

thy1…odide 100じ 36
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Sodium・
@thi㏄ya瓢6’一’”

r。dium　8ulfidと．

ち00．

Q00

、55．：
・・ T00， 、，・
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22、．
．100一．

．＿．
P3・
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@し　．　　　聖　．　　　臨　9　’　　　　　　　　　　　．r　　　　　　　　　　　　　夢　’

@　　　　　　「

@　　　’．’　　　　　　1（斑時諭青眺、有機。ダ。化合体の脇のは轍舳潤めて接近す。。とは第・灘示し焔りで

面出致死耐油ら見で二面関係素立ナることほ第．3表力；醐らゐ・・鵡る，’これに回数致瓶撚時の嬉

軋
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死マウス平均死亡時間を示した．　　　　　　　　　　　．、L：、．「．、　　∵∴　∴が

　　　　　　　　　　　　TABLE．　III　TINIE　Required　to　KiIl　Mice　in　LD60

　　　　　　　　　　　　　　　（indicath19’aセ6raged　value’of　the　dead）・…

f

8　L

Ch¢mi．cak r　　　　　　r

、

，・

炎A・・tlゴ晦、．，，・「・．
in甘・vgn・開1y

「　，

　嚇怐@　　　　　　　　　　印

Potassium　cyanide
■　　　　　1 32m 　　　　　3m『

｡

E6yl　l狽b奄aE汐・n・瓦6・t・t・
，

’ユ8m
’』 S血30・．

1Ethy1・thi・（脚nate 　　　一秩@「　「、1・
■

1h　　　L　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

1．．b　1昌m

Phenyl　th…㏄ya巫ate
45血、　　　　　　げ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

．。ら．、、、3m．
、

恥n2シ1、thi・・yanat6 ・45m1
P’　＝

Th如・1　tb助鋤at・．
　　　　！　　　　　　　　　　冒

奄?A
， 置

　　　騨　　ト

o7th1ocyanαdimethy17aniline
　　　，．：1

Qh ’こ’

●　1
1．

　II　呼吸運動と血匡変勲　　　”　　　　　　　．　’，　1『　　・　　．．　　　　∫’．一．’、　．、　層．

2k繭後の吻・目附甦用いて呼野動・班鋤・対す鮪機・ダ・化合三冠N燗の翻内醐に
よる騰を観察し㍗・．呼嘩聯気管カー・一三介しM⑱坤ン7一ルを恥2血田ま一側噸珊班を水
銀マノ乱川ターを用いて煤紙上に記録せしめる．ロダシ酷廿日チノセは水溶液，他の5種の有機ロダン化合体は50％，

エ弼・グ・か花モ・エチルーテル｝・齢した上圃脈万謝牲た・N・CNち有簡ぞ終鱒の呼吸・血・

圧に及ぼす影響は大体同様で之は第1図に示す如くである．　　’幽

　　　　　　FIG　1－a　Change’of　Respiration　　　　　l．　∴、．．二　FIG　1－b　Cb　ange　of　blood　Pressure
・　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　（pheoyl　th正oeyanate）　，　　　　　　　　　一　・　∴　　　＝＝　f・　　　　　　　　　　’（phe塁y｝　キ◎隻rcy8natG）．．；∫、　　　・

ω磯，
　　　　条
　　　2瓢qoscc臥r㎏・　　　げ　　㍉

ω醐酬撒㎞魎劉癖
　　　1・：1
　　‘2％qlcc隔K夢

　　　　　　　　　　鼠総噸．・

（皿）

　　　　　　　｝2騨¢恥悔

。α。

　　　　　　　4驚q2cc晩
　　　　　　　　　　　　　「　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十．・・　　　　…　　∵　一・‘一　　　：　㌧一・…

　　■　’．．．　・’．．＿、』＿1．一．＿＿∴一．1＿1．．＿…，＿．＿∴⊥」ご．．∴．淫．．．．

　　　2聯。‘師堕　　・　　　　　　　　ζ一　　’．　．ご、「　「，．＾∵．．よ．．．．

　呼吸変化庶少量でぼ川漁画面疲興奮を見るめみダ’ぜ～増量ヨ『ぢ芝呼履一三あ後1に呼吸減弱ぷあち∵更に増量してそ

の程度が甚しく・なると一丁二分間）呼吸橡全く・停止し（尤もその間雄：蕪回の呼吸運動を働むとば磨る力覗攻いで

平常より大ぎな呼塞だ暫三織江から美学Q木ぎさ蟹吸に戻る諏雲量なれ」島島襲歩藍麺区塑埜止手魂回する．

　血圧に及ぼす変化は比較的複雑である．少量の場合は呼吸興奮期に÷致して第触次血圧上昇があり，衆いで注射前

の高越三三じそ腸第ヨ抽旺購1ご移行隅11願ぽ面面臨歌磁；螺ζ輝ヲ興罫≒時下降
し第一次血圧上昇の三明でないものがある．大量のときは急激に』血温が下降しそのま、回復せず更に除雪に降下し遂’

壬に痩動が止まる．。、∴：1ご：　．：．．1㌔・：‘”1　．．二τ．．叩．．1・　．．．．・㌶こ一｛計．●．．∵．で1’1、．1｝㌧∵砿・7一ぐご、噛、’．
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　而して呼吸麻痺の方が心搏動停止に先立って現われる．

各極有撫ダン化合体を報に対ナる作用り強度によって分類ナるため呼吸の一時的停止を零・之ゆ鰯い変化

を負，強い変化を正ときめる．個々の突験成績は第4．表に収めた．零効果一即ち呼吸の一時的惇止を来す量を青

酸及び有機Fダン化合体について定めると，表に見る通り大体βダン酷酸エチル，ロダンベンゼンgロダンペンヂー

ル，ロダンチモールほ何れもNa（Nと同じく脚高内注射でpro　kg　O．02ミリモルで，．ロダンエチルは0．04．ミリ

モル見当である，　　　　一　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．”

　　　　　』’TABLE　IV　E：ffect　6n　Respiration　6f　Rabbit　by　cyanide　and　orga職ic　Thiocyanate
　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　畳

工ntraVenOUS　InjeCtiOn　　｝

’Body　Weight
@of　RabbitChe＝nicals Dose

Change　of
qespiratio豆

Sodium　cyanide 1％0・2・c 2240g．　， ，0

〃 0．25％0．5cc 2160g 0．

Ethyl　thiocyanoacetate　　亀 1％’0，4cc 2190g 　　　　　、

〃 1％0．4cc 2530g 0

跳・ny1．thi㏄5㎜・㌻・・ 2％。0，1cc 2200g ■〒　　．

7　． 2％　0．2cc 2200g 0’

〃： を％0．2… 2450g 0

恥吻1thi・cy鋤ate 2％　0．3cc．． 2650g 一

7 2％　0．3cc 恥509 十

　　　9shymol　thiocyanate　l 2％　0．4cc 1960g 一　　　　　●

7 2％　0．5cc 19609 十．

P一面・cyan・・di並e晦レan三1ine 2％　0．3cc 胸

〃 ．4％0・4・・ 鱒

Et知yl　thi㏄yan母te
　　　　¶
Q％　0．4cc 25009 0

．〃 4、％o・3・・
　　　匿　　9　　一　，　　　”一

P25009 0

〔Remark3〕　0：Temporary㏄ssation　of　re3piratory　movem⑳t　for　a　few＝ninutes

　　　　　十：Strongef　Change　than　O

　　　　　一：We磁e士ChEmge　th飢0
一．－ X一～．、一一、．．　　Injected　Dose　　　　　　　　　　　　”．．．・．．．－「　　　　　　　　　　　　　　　　、　　一　、、　　　Chemicals　　　　＼

mM　Per　kg Molecular　Ratio（HCN鴇1）

Sod量um　cyanide 0．02　　　　　　　　　　　　　ユ

Ethyl　thi㏄yanoacetate 」0．02　　　　　　　　　　　　　1

Phenyi　d亘・cya㎜te ・．・2　t　　i
B冶n易71・・thiocyallate・・ 0．02 一　　　　　　1．

Th：蜘1止i蜘te● ㌔01D02 1

晦1、．面隠e一 2　　・

以上で有機ロダン化合体の呼吸，血庄に対する影響は定性的に青酸と同じであるばかりでなく，呼吸に対トて1ま定
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量的にも大体同じであるζとを知った．

　ロダン酷酸エチルに対しモノクロノセ酷酸エチル，艀ダンペシゼンに対しモノクロル．ベンゼン，ロダンチモドルに対

・しクbルチモールを同一家兎に与えた所が有機ハロゲン化合体の方はせいぜい注射直後の一時的血手下降のみで呼吸

に対しては無影響と見倣される．それと同じ量の有機ロダン化合体の方は呼吸．十三に対して著明な作用のあること

｝は上述の如くである．　　　　　　．　　．．　　’．’　　　　　　・．　1ド
　III’ガ溶代蹴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　有機ロダン化合体につき青酸と平行して呼吸ガスに及ぼす影響を研究した，実験動物としては家兎を即し・比較的深

．いウレタ’当ヰ撃ﾌ下で気管切開を徐・；T字型呼吸辮の無職を挿入して之を通じて動物の呼吸を行わしめ，外気は

吸気辮を介して吸入，呼気ほ呼気辮を介して呼出せ「しめ伏体勇働生理学に用いるガスマスクと同様の機騨呼気は内

．容約ユ01のDouglass’bagに10分間毎に分劃採取し，捕集ガス量はガスメータ日1こより測定し，その組成百分率

は労研式小型ガス分析器19）（修飾Haldane型）によ、り測嵐似上2組の償から斉10分間に兎が摂取した酸素量ζ

排泄した炭酸オス量とを算出する．

　　　　　　　　　　TABLE　V－a　　V61ume　of　E率p虻ed．Aヒhl　Gas・Aロalysis　E翠per…me夏t　’　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（referre隻ce・table　to　Table　V・b）　　　　・

，

L

＼嘱 8

Volume of晦1red　Air per　minute （㏄）

胃

齋．＼‘ 一10’～0’ 0’～10’ 10’卍20’ 20’～30’ 30”》40’ 40ノ～501

、　　．1 268 429’ 314 424 436『

・

噛

2 416 543 459 468 鰯
3 522 672 696 447 ’679

4 509 780 841 506 鰯
5 449 835 524 660 707

6 747 960 400 ’，423 766
●　　　　　唱

●

7 644 832 311 164 613 715

8 972　　　． 935 7ユ5 998 建66、 1りiレ

9 捌 620 735幽 621 666 1103

10』 500 701 616涛 624 582

11 叡）9 873 541 623 脚　868 1123

o

12 593 962 244 236 505 900

13 427 ，772 815 1042 577 464

、　，

14 407・ 623 519 640 ，640 謝
ワ

’15 569 674 1070涛　　　「

鰯 396 518　　＝
ぜ’ @　　　　　　，

16 ’644 761 445 771 702 ㈱
’

17 533 861砦 780幽 、677 610 697

1

ユ8 463 612 646． ，704 720 771

19 494 525 495 493 493
●

’’、

20 645 714 628 665 665

21 720 751 827’ 824 844

1（Remarks） ①　管 『cramps　（2） 、0”the’time of　sub¢uta隠eous’injectio夏’

o
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TABLE　V－b．

Volumごof　O2－CO皿sUgmpt壼）血and　COゼ0自tput』of　Rabb三亡Intoxiごated’by．KCN　and・Organic．Tぬiocyanates

　　　　　　　　　　　　　　「
@　　　　　　　．
@　　　．wChemicals’

・Rabbit．
Inje6ted

cose　’
〔，

〃

Vo】ume　ofα一Consu！nptio皿per　minute
@　　　　　　　　COゴ0ロtput ，　　〃

（cc）

icc）〕

■　　　　　■

No． mglkg 一10P｛OP 0～10’ 　　馳
P07～20P 20’～30’ 30’～40’ 40’～50’・，　　　　　　　9

Po亡a画um・cyanido， 12 4．．6
　15．5．’〔11．3〕． 　　ユ3．5’．〔14．1〕

　2．8 6．1
k5．5〕・

　・　　■

@8．4
k18．7〕

13．4
k13．9〕

’　　　　　　　　　　　　了

@　　　　　　〃

@監　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’　　・　　．．　　　　　　　　　　噂

13 ●4．75 13．2
k10．9〕．　　　　　　1

　　　8．2 6．5
k8．5〕　　　　　・

13．8
k20．1〕

14．4
k12．2〕

，12．8，．

k9．8〕

〃，

@　　　　「

，15 　17．3
D〔ユ3．8〕’

18．4
kユ5，7」

ユ4．1

k18．0〕、・

3．3
k6．6〕．’

　3．5』〔4．8〕 　　6．8’〔9．6〕

■　　　　　　　　　　　　　　　画　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　，．　　　　，

@　　　　　〃

■　　　　　　　　　　0

@　16
　，
f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏　’

@　4、65
’・「 P7．9
k17．2〕

2LO
k20．4〕

931　’

k9．81〕
15．7
k17．0〕．

15．6
o16．0〕

17．2．・

k15．6〕

〃　　　　　・　　，

@　　　　　　　　．

．4．88　・
19．8・

ﾄ1419」

　　24．5『〔23．5〕 　8．8
k10．8〕

　9．0
k10，8」

11．0
k12。5〕

11．8
k13．0〕

　　　　　　　層　，　　　　　　　　　　　　　　，

dthyl　th三◎cya雄。・

∞ttate

　ρ

A　　　　　、

E1 10」39　　　　， 12．7
k11．1〕、

13．0・

k16．0〕

3．3
k5．6〕

10．0
k1385〕

10β

曾　　　　　　　　　　　　　　　，　　亀　　　　　　　　　　．

@　　〃

@■

：　’

@　　　2
、　10．18

．凸16．．3’

k14．8〕

　6．2’

k12．3〕
　5．7
k10．4〕．

　7．2
k11．9〕

，　　嘲

@　　　●℃　　■

@6．4
k10．0〕

，　　レ
’　　　　　　　　1

@　11　　　　　　：

　ら　　　　噛

P0．8’
　　19‘0‘；

A〔16．7〕

1ユ7．7・，．

k18．3〕

5，6　，

k7．4〕

　7．6
k10．6〕

ユ3．5

k19．3〕

16．6
k23．0〕

’　　　　　　　　i
し1　0　、

@　・

●璽 @■　、

@　．

卜　、　，

i　　　●辱 、 ヒ

　　　〃
E

　　　　LZ8 9．2
15．7
k13ξ8〕

ユ6．7

k17．1〕
14．1
k15，7〕、

15．4
k16．5〕

16．4
k16。9」

20．5
k18．7〕

a巳nzyl
狽?奄盾モ凾≠獅≠狽

卜　　，

@　　5 11．5　　ρ
ユ2．1

k10．9〕

　　　　　P@　　　∂
@7．5
kユ1．3〕．

■　　　4．3　・

@　〔3．3〕

　　11．3

D〔8．6〕

℃12．7

1

。　　　〃　　　　　　　．
@　　　　■　　　　　　　　　　　　　　，

@　　　　　　　　　　｝

14 10．6’
12．3
k10．7〕

11．4
k10．1〕

ユ0．9

k9．7〕

10．0
k13．3〕

．7．6
u5．7〕

11．8
k12．0〕

し　　　　髄

　　3　：■　■　■・　’4

9．12

№奄P2

19．0
k13．2〕

P9．4
k13．2〕

ユ8．4

k15．7〕

P9．7・

k20．2〕

　8．9
k11．2〕

@5．3　・
k9．6〕

3．3
k4．9〕

T．5
k6，7〕

6．8
k8．5〕

P2．1
k9．2〕

●

　　　　’　　」ｹ　　　　・　　・　　　　　； ’　1
〃，、．　i　　　　　　　　，　　　　●

　　　8ポ．．”

14．5
18．3
k13ご1〕

21．2
k14．2〕・

12．3
k9．7〕

　　12．8’〔U．7〕 4．4
窒R．7〕

．

　　　　　．　　　層　　、

@　　　　　　，@　　　ゲ
ﾐ一’ゲこ．ゴジ！

　．　・、
n・

@9　1
@　　　　　1g．　’卜．

@　’
B．10篭　㌧．’

15．’
14．4・

k10．8〕　　　　．　　、ユ4．4〔12．5〕

ユ3．7・・
k11．5〕　　　　，　　　　　　「16．6〔20．7〕

　8，8
k12．3〕

@8．1
k11．9〕・

　　　5．3

@　〔6．2」

e　6．6
E〔1L3〕』

．一・． 12．2
k18．6〕

@9．7
k10．1〕

E亡hyl　　f　‘＝　　　　，．th晶出．　　！　　〃　　　　　’

　　　6

ﾄ’，

@　　7

　　■
w’

P6．6

@　　　■

15．65
k10．9〕　　　　亀

Pイ．4

ユ4．0
k11．3〕．

P1．5　・

3．1
k3．3〕

R．0

，　8。4
@　〔8．6〕

@　L1

10．4
k14．1〕

@6．9 7．8

i　　　顧．’｝ 　　　，
〔10．4〕 〔14．2〕 〔3．7〕，． 〔2．2〕 〔12．5〕 〔12．8〕

　　　　　國　．th・・，1・∵，　，，廻hi。cyanate 　　　　　　引
秩@　　　．　F　　■

@　19 ，．．9．3 16．1
k10．3〕

ユ5．7

k10．6〕’

15．3　’

k11．2〕

，　14」4

@〔11．2〕

15．8
k12．1〕

　　L
　　．20．　　　「

一　　12．3　　，　　　　　　　昌　　　　　　　　．

　　、
P9．1
k15．2〕

19．2

k142〕

　　　　　：

P9。7卜

k14．8〕1

　20．8噛〔15．6〕
　　　，

@20，2
P〔15．ユ〕

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

E｛hy1．　　　　　　1．』thioqyanate　　　　　l　　　　　　　　　　　　　’

9　・　　　幽

@　21
　9
J12；5

15．6；

k11．0〕

，15．3　，

k12．5〕

15．3・
k12．7〕

15．0
k11．9〕

．12．4

k10．7〕

ρ

ひ

隔
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実験結果は第・5表（a）及び．（b）’に示されている’．，ll．1’、．、層・＼’　、　．■　．1

．（b）に示しなよう奉注射茸1（皮下）でほ酸素消費量凹凸射干ユ0ク差置20分で憲融時暉少ト！炭酸ガジ～排泄の減少

も之に伴い）．40夢乃至一5q分野に中毒回復と栗に酸素消費量がもとに平ぐ・酸素摂取減少時に呼吸運動は減少しな

・・のみか・．まナます旺んで過職の状態｝・あり詩に痙鮒ら越やる・この点にっし・ては③の呼三三比

灘照燭減しミ呼継ρ増大す雛も獅蟹酸飛脚神南す蝋様は第2図㊧（・）．毎分平均呼気即グ
ラフと（b）毎分平均酸素消費量のグラフを比較対照することによ．り端酌に伺われる．以上のような顕著な現象を惹

起せしめた薬物用量1婿酸カリ；・ダン酷醜チル・曜ン．醐ヂールでは共｝こ0・07・ミ・リモ・ゆゴqkg）・・．・ダン

kンゼンでは0．07～0．11ミリモルとなり，ロダンエチルは青酸カリの倍量でも不足で3倍近くの0．19ミリモルで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　・　　　　一あった．

・．・・6・ケ・V・1・m・・f晦・・ed．A＃・『・．■・・G・マわ一V・1㎜・・f・・yg・・ρ・一・サ叩

　　　　　　　　；　脚「mlnu箆童　．　’一　．’　鮮mmute”．
↑　仰

曾
葦’

99
日　8ω

琶，

・竃．，。。

嘱卿
量。。，

も

婁．、。。

．曇ン

　　∠覧’
　．4、r　㌔，’

／▽

　．．・，へ．
　L」，〆　＼　　　／し『

　ノ　　　　、．　ノ
　！’　　．『v
！

　．’t

一ノ
へ

　き

；．．

　乾『，’5

／1

・1州

り

．、@　　1
　．重器論乙nd五catp

　血omt＆b．▼．　｝
”．、1・．　　　1

　　　　　　　し

ピ’．「、

　　1．
．暴
　　’伽．

＿＿
@pota5s五u111　cyan8te

・冒一 ¥ρ一・Benzylthio旦cyanato
一一一噌Ethylth！oeyanoacetate
…・・．・Pheny1Uhi㏄yanate

、　’　　　・．■㍗

　　　　　　　　　　　　　3σ　40　｛ρ．．．

　　　　　　、．　　・Tim・（mi蝉es》→　　　　．，：一ノ・・々2…　．・…

　　　　　　　　’　・亭　一一．幽穿・m・（油・・㏄丁ム．．

申毒の極ぐ魏（短目糊・穏，呼吸充醤があって酸素消日磯分増大略ことはあるけれξも・引騨過呼

吸が起き時として痙攣を伴ったりしぞも単位時間内の酸素消費量は注射前よりも著明に減少し，．．蓄賭tに伴い淡画ガス

排糧轍少・ているζ・ほ清酸に関・て剛の鐡方法によつ旧識・蠣貢9・にまって難鶴燗三郷柄

瀦力㍉騨青墨ら鞭ダぎ1ヒ合図κ畔臓的岬量で三三るこ堺

IV解轟・・1’1　・！●』∴・一　　．　竃亭，一．・・’・1・．・∴・．．1』民
龍解翻とし聡入麺多くのものが知られて・添Ch・恥・翼・・唾C・b・・lo’・恥融＆埼ゆd・・塾11’の響

し漸でも一m・・h・1・直・b婦耐・・di醐…繍・m，・hi…1f鵬幽i丘m傭中・飴・・岬y1・・i臨・ゆm’コ「

甘it・等の多数であるが，鰯機序・・従って矧すると第一・・瀬励磁嫁引にてqN．をSCN｝こ変灘しめる｝こ

欝欝蔚綴織黙晋謙譲。鵜灘蓬謙灘i講話鶉齢騨灘：
・暉脚一ダを選び・・れらのゆ・犠・ダ噸体耐・て購作界あ．り頬蝉討些∵∴，，

　（i）チオ硫酸ソータ∵＿…’、一．一．＿．　．三．：，．’一　∴・．．．，．気．，一　．，
凡H㎜，…砺法｝・従い，．ユ・％N。、き、・、・哲ウ。噸に？き腹側皮下｝と・廊ずつ注即戦・1・鋼亭謡皐

価繊・ダ・船端背部厳下灘し死亡開門興しめるか否か轍討した・’第6表1・ゆ郷曜縄酸

．エカ・，ロ〃エチル声ダ溶ンゼン・擁で雌計学上著塚四三≒三三～くがザ「ノ啄旧く，言・ワ〆ン

ヂ・チルア副沖毒で賄意嵯とし窺オ倣・ヅの効果を鋤．る・・二丁鯉呵漸澗醐r〆lr依

一’0　　　0　　　　’0　　　2σ

↑2ρ　　　．．．．・…鳥　　　．

曾．・　　　1・
妻，　1L，、で1，．。．、．、

§・5　　　．「ll．　．．　　　　器蟹監1蝉鵬

　　　　　　　　褥．　　　　　，3　　　　　　　　　　　　　　　　　　なむユカねわ　ヤ　亀，

ll・・｝》㌧
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1

　　　TA肌E　Vr－a　Effect　of　Sodium　TL三〇sulfate　o皿Mor亡aliけof

．．@Micedntokicated　b芝C鼻6micals　Ihcluding　Organic　Thi㏄yanates

Chemicals hjと・t・d　d・se（帽109）
Moτtality（no．　of　dead／no190f　tota1）

Non・Na2S20rGroup Na2SρrGroup

Ethyl　thi㏄yan。acetate

@　　　　　　　　　　　　　圏

0．4

O．8

U

LD　509

@　　　　，

　　魑

Q140

　　　　■

dthyl　thi。｛yanate 1．0 8／10 ユ110

Phenyl　thi㏄ya㎜te
1．0

Q．0

16／20　’

�X／10

2／10

P0110

Ben2yl　thiocyanate 2．0　　　　　　　　　　・ 121：じ； 7／12

Thymbl　thi。cyanate

@層

P　　　　2．0

@　　　2．5

@　　　　　　　肖

．9／15　　●

P0110

7／15

P01io

P・th三〇Cyano・dime亡hy1・’

≠氏c1ine
2．0 8110 3110

Ethylmonochloroace・
狽≠狽

2．0 0／10 8110

Eヒhyl　iodide　「　　　　　　　． ．4110 1／10

Phenyl　br。mide
10．0

Q0．0　’

0！20

S110

　　　　6120．　　　．5110　　　　　　　　　　　　　・

Th即。1・h1・rid・

5．0

?O．0

　　　　　　　　　0／10

堰@　蜘

．9／10

@　ユ0／10

Sodium　thiocyanate

E　　　　　　＝．F．1

@　　　唖@　　　　　　　　，

　　　　　　　　9

Q．0

S．0

U．0．…

　　　　　・1112

@　　　　　　，@　　　　　　　0／12　　　・

E　　　9／10　　9

1112　　　　　　　　　　F

R／6：

P0110

秩@　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　o

〒一－

E・Sodium　sulfide　　　　馬

1．5

@　　　　　　幽
Q．0

@　　　　　　　・

0110

S110

　　　　　　　3／10　　　　　　　　　　　・脚　　　　　　　9110

つて死亡時間を延長されるに過ぎない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．

　然るに一股にこれら有機ロダン化合体のSCNをハロゲンにて置換すると，チオ硫酸ソーダ処理は却って死亡率を

高めることが示ざれる．

　（ii）　亜硝酸ソーダ

　Sollmann＆H：anzlik15）｝こ従い．’1％NaNq永溶液を体重．1kg’当り2ccの割合に静脈内注射し，それと同時乃

至ほ薗後しで有機ロダン化合体を笛肉内に注射するに，結果は第6衷（b）の如くロダン酷酸エチルにもロダンペン

σ
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ゼシにも解毒的に働き死亡率を低める．

・TABLIE　V工ぎb　　Effect．of　Sodium Nitrite　o夏Mortality

　　　　　　　　　　　　　　　』　　　．．．．　．．．．：　．　　　．’

of　P五geons　Intoxicated　by’Organic　Thiocyanates

。

ζ　　　　　Chemicals
1血jected

Mort練1ity（耳。・of　　　　　　　　　　　　． deadノ血・．’・f ．total）．

へ　　　　　　　　　　　　　　　　’

dose（血9／kg）　　噛　　　　π

non・NaNO2－gro叩： NaNO2　group

7　　　　　　　　8
@　　　　　　　　　　　　　　　　　「 10

融．

一

0／1

，Ethyl　thiocyanoacetate ．20

．　．　一

P／2
F　　　　　　r

30
↑

414 0／4

ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽

@　　　　　　　　　噛

20 0／1 ・．’．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　三r

ohenyl　thioqyan◎t自
，

25 4／4

30 ， 111

TABLE　VII Decoπ1posit五〇n　of　Organic　and　Inorganic
　　　　　　（in　vi廿。，38。C，』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stirreの

Thiocyanates

馳　　　　　　　　　　　　　　辱 Rabbit
@　blood

Tyrode’s
rolutio狐

　　　　　－`qua
@dest．　．

Schδnbeia’s
窒?≠モ狽奄盾

Pn均3iaロblue
@reaction

　　　　　　　　P
`gNO31℃action

659’　．’ 一　．　．「．－咽 ．『「’ ﾃ’＝・’ ．’ ｡．∵．一 ・卦・　　　　　　　　　　　　　　，　　．

@　　　　　　　　「dthyい
狽?奄nCyamaCetate』．

@　一
@　　　　「

．一奄O0cボi一 　　麿「　．｝　｝

C

’一『’『幽 ¥　．．”

@　　■

@　　卦．1一匿『　　　　　　　　．　　　　　，　　L　　　　　　　「

’…’
¥．’

@　　　　　，

「　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　．1

D100cc　 一 一

≡L　　　　「一

709 100cc 什 十 什・

Ethyl
@　thiocyanate
@　　O‘5cc

100cc 十 十　　’ 十　　　L

100cc
，　　　　一

一　　　　　　　． 一

45． X　’ 　　　　　　，P00cc ，

　　　　　FT ．十　9』

@　　」

升　’
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@thiocyanate
@　　O．5cc．

、十　　　　　．
　　　　■

@一
　　十
ifahlt）

、

．100cc 一　　． 一

＿　　　層

689．　　　　■ 100cc 昔‘ 十 十　　　　　　　　　　　1

aenzyl
@thiocyanate　　．
@　　0．5．9

100cc　●　　　　「　　．　　　　． 　　　　　　　．

f　　｝ 一　　　　　「
．　十
ifaint）

　　　．
y

．．100㏄
　2

■　　　　　　一 膠　一
@　　．　　　　　ワ

959 100cc
一

昔． 十　　　　． 　　　　十　’

Thylno1
Athiocyanate

@　　O．59　　　　　　　　　　　　　7

・100cc 黶@　　　　　　」 ．　一 一

　　　　　，

黶@，「

1 ＿　℃ 100cc
一　　　噂

1099 100cc 十 一
　　十
ifa！nt）

P・thiocyano．　　1「

р奄高?狽?凾P・anili皿e

@　　O．59

100cc
一 一 一

幽一

100cc　’ ’一
　　．c

　　　，
@　　　　　．u　一
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「　　　一

@　　　　　P

＿　　　　　　　　9

　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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@　　O。59
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100cc 「　一
　　　　　， ．　　　　　　　一

噂 7　　1100cc 　「
@　一

一　　● 圏　　　餉

●

ρ
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　V．有搬ロダン化合体の分解　　　　　　・　　　　　　　　　　．．，　．．．　　畠　　・∵，、，∴・．

ラ。テ臓器細片約：・ユσ19緻稲西）と・〃酪酸エチ・・0・5glをi・vit・・で38．轍に39分蹴・き・之をCO・気

温巾蒸溜に対し溜液について青酸特有ζいわれるベルリン青反応を試みるに肝．肺，脳，血液は何れも陽準で，腎及

び対照（附加臓息なし）では共に陰性であった．

・ペルリ・醐性の油漉螺灘の嫡齢焔血液509轍（糎）と今摩1よ鞭有機ば郷琳との反応
をみた．38。Cに1時間充分槻搾（モーターによる）さ、せる．。発泡を避けるため0。2～0．4g程度のcetyl　a！cbbo1を

加えた上，C、0嫡沖50．～60．で翻し幽々から氷に切却←た蒸溜水｝こて受ける・その結果脚7表に示す

通りで，ベルリン青反応ほバラロダンヂメチルアニリンを除き何れも陽性となり，他め青酸反応Schδhbe…r反応，

　　　　　’rABLE　VIII　Decomposition　Rate　of　Organic　and　Inorganic　Thiocya血ates（38。，1hour）

Ch・mica1・…2一…39．il
B1。・d（rabbit）．　　40～809’

Tyrode’s　solution 1 Aquaこdest．

Ethyl　thiocya1＝oacetate
　　　　　　　　　　rp　　77．1％1　　　　　　　　　，

18．1％ 8．2’

Ethyl　thi㏄yanate‘ 28．6％ 1．3％

Phenyl　thi㏄yanat6 ・…％．．⊥ 5．9％ 3．3％

13enzyl　thiocyanate　　　　　・　　　・ ・…％、1 3．4％
L9

3．6％

Thymoi　thio6ydnate’層 ．9．3％ 0 0
　　　　　　　　　　　　●　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

o●tLiocya轟。？dim昼thy1，ani1ユムe．　o噛

@　　　　　　　　　　　　　　　　　「 …，・ @o　・・」
　　　　　　’O 0・　　　　　　●

舗・・m．・L・麟・t・・∴…一・’ P・ 一…一…一・一」’
．．
O 、o・．

AgNO3反応は何れの心痛も陽性であっだ．対照のためこれら有機ロダン化合体自体について試みた所が，これら3

種の云云反応は何れも陰性であり，NaSCNは血液と作用さぜでも矢張り陰性であらた．有機1・グン化合体は血液の

代りにTyf6de液を用い七も陽1生となる場合もあった．（第7表参照）　　　　　　　　　　　・’

　今，有機ロダン化合体1分子は青酸，1分子を遊離す’る1ものと仮定して，0．02～0，03g・を動物血液（兎，モルモッ

ト・ラ・テ）・印9灘璃分画しっき38’1こ1時聞おき・遊離ガス｝迫る．A騨0・消韻を離（NH・SCNに
より逆測）するとロダン酩酸エチルほその分解率約80％，ロダン出チンレ，ロダンベンゼン，ロダンペンヂールは何れ

も30％程度」戸ダンテぞ一ルは大体ゴ0％で南る．皿液の働きを坂除し｝た測定操作自体に基ずぐ二物の分解率は何

回の：有機ロダン化壁体でも血液㌍用いた場合ρ1110程度に止まることは第8表の示す通りである・

’面お三姫験にあたり義心を使う場合AgNO3溶液に黒色微粒を微かに生ずることがあグまたロダン醍酸エチ

ルに上卿撒撫を褐色｝譜晒し歴ことによ・り・．・・，鱗・：ダ・イヒ合体白白みほかに回田憎く？）を出すので膝

いかとも獣嚇燃し蹴￥一ゆ鰍高峯鱗健帥，、ゴ賜以壌辮されてはうから諏令そのよ’
うなこと満って押上の定雌催彫響‘轟・耀う・又・N・CNI淵上の操作によ扮艦れても20－30％

理撒，面1麟誌」1」三、一一⊥．∵∴∴・一・一．1，．．一…：●

（漏CM撒贔‘珊野川姫帯びていちぽかりで想覧て木徹も潤め粛漏同上で用いた．
　青酸や有機ロダン化合体に比すれば症状の発現ほ鋤く強直性麻痺の様相があり運動は極めて不恰好で迎鈍，菅響刺

戟等ではまナ寧す硬ぼつ：（来る．r’ウ罫に対する毒性も第2表に見る如く皮下及び腹腔内多謝でLDωは共に約50

加露P・・io　9◎硝酸｝こ対するモル致死量比1切々55及び留であって∴般｝こ考えられている通り可なり湘であ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り・チオ轍・畷脚塀鋤に伽〕な・，9みか調鮪害であ補で請酸と掘る㈱6表繍ガ・
　蜥！6）の犬での研究ではN・CNとN・，Sとほ秘，：血圧に対して相似た変化を与えるに対し1両者を組合おせた

形6N・SgN　l・全く期・とんど鰭力’・・一…9P・・k・（脚翻レ・てはじ堪儒がある．それ澱初三重

騰下降し後に」・則するが・譜第ま血圧下降脚・僅か｝・蹴レ血庄上昇時｝・軽い抑制があり，N。SCNがNぎCN

やN・・s旗ること醐白で編とし∫3兜1　’∴‘幽旨　　 h　，，，
層（寧aβ’）㈹素蝉の櫛圃・・學めて青酸に脚る1？の勘ず解鴇細・対す磯も脚同灘
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質である．然し第2表に示す如く毒力は青酸に対してモル致死量比が庚下．22，腹腔内‘13で問題でなく∫またチオ

硫酸ソーダ処理は硫化水素中毒には有害であること（第’6表）を考慮すれば，若し有機ロダン化合体が生体内でHCN

　とH2Sの両方を放つとしても，有機ロダン化合体の毒作用は青酸に帰しても事実上差支ない．　　　　㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［二巴及び考察ユ

　　薬理学や毒物学の立場から見て，とれら有機ロダン化合体は家のように青酸と近似した性質を持っている．

　　（1）有機ロダン化合体の外見的申毒症状は青醇と酷似するぽヵ・りでなく，ーモル致死量は著しく近接するもρがあ

　る上，一般的に言って死亡するまでの時間に大差はない．‘、

　　（2）呼吸に対する影響を血圧変動と共に検討してみても有機ロダン化合体は青酸と同一性質であるのみならず，数

量的に考えても一時的呼吸停止を来す量が青息と同一モル数で黙るのがかなりある．．　　　　．　．，，．

　　（3）症状の上では興奮期であっても動物体g酸素消費量は著レ’く減少し，炭酸ガス排泄量も之に伴うという青酸

の顕著な性質を有機ロダン化合体も矢張り持っている．而して量的にもモルで表わすと可なり1青酸に近い庵の瑛ある．

　　（4）青酸解毒剤として知られているチオ硫酸ソーダや亜硝酸ソーダは共に有機ロダン化合体に対して解毒作用を

有する．

　無機ロダン化合体や有機ハロゲン化合体に対しては動物体が之とは異った反応を示すことは既に述べた通りである．

　　爾お著者はi瓜vitroで血液を有機ロダン化合体と作用せしめた．するとベルリン青等の青酸反応を呈する物質：を

生ぜしめることから，此の際有機ロダン化合体は青酸に分解するものと判断される．而して，その分解される割合も

決して極めて僅かでないことを証明した．・

　　既にReid　Hunt7）は多数の昌トリル（RCN）吟作用は青酸作用に帰すべきものと考えたが著者の以上の実験成績

よりして有機ロダン化食遮り毒作用に青酸作用であり，肖れはζれ5化合俸が体内に於で青酵ξ遊離するためである

　と見倣し得る．し比しその遊離の速度にな差異が見出される．．有機ロダン化合体が生体内分解を遂げるとき青酸と同

．時に暗礁素醗生す砂蜘れなし’が談蔀前々の強烈な作聯比して実際上問題と聴らないことが解った・

　関根8）．はロダン酷酸『チルそれ自体がヂトクローム系呼吸酵素を犯すことを指摘して埜筍．

　齢1平出11’がチオ礁・「ダ賄機・・ザン化合静寧簾作鵬りとしていること囎者の琴撚掛第6
．表（・）「’と醐反するが・彼の実験戴’4’でチオ硫酸ソーギ・・よ娯察・こ死亡報下難し剛よA・やCN玲

．む場合に限っていることを指摘したい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ロダン酪酸エチル，ロダンエチル，ロダンペン老ン，ロ’ダンペンヂル，ロダンチモール及びパラログンヂメチルア

　ニリンの6種の有機ロダン化合体を薬理学並に毒物学の立場から研究した，これら有機ロダン化合体は外見症状は

　もとより中毒時の呼吸運動，．血E変動，酸素消費量更には解毒に関して青酸同様め性質をもつているぽかりでなも

．数詩的（モノのに’も可なわ青酸に近接した働き・をもつでいる．而してin　vitroで血液等と作用した結果，青酸反応陽

性となるのみならず，’・分解率も決して幽少に止まらないことを示した．　　　’‘　’　　』’曹　－’

　福祉の観点から有機ロダン化合体の毒物作用は体内た於ける青酸遊離によるのであると考える∵，”’－辱

’鋤に臨鯛終始躍篤なる泣輪を卿且つ徽閲の労雄陣晒鯨京劇医学部華三回小回畢嗣
して衷心より慈謝の意を表する・欝お実験財料を製造下されだ国立衛生試験所板井薬学五玉に深謝する∴　∵’
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No．69

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pharmacological　Studies　of　Some　Organic　Thiocyapa‡es

　　　．．’　　　　．　　　　　　　　．　　’　　．Yasuo．YOKO：　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　”層　　Departme且t　of　Phar出acology，　Faculty　of　M（姐icine　Uhiversity　of　Tokyo　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nationa1｝lygienic　Lal）Qratory　（of　Japan，）

　　　　　’Six　organic　thiocyanates，　ethyl㍉1丑1eny1，　b3nzy1㍉　thymdトth玉ocyanat｛≒，　ethylthiocyanoacetate，　and　para・

thiocyaロodimeヒhylanUine　were　sセui…eユwith　regユrd　to　their　pharmacoligIcal　and　toxico16gical　actions．　The

toxic　symp＝omg　of　orglnic　thiocyユロateg　whIch　were　db3er＞eヨin　anim舶bっre　a　great　likenegs　w玉th　tho3e　of

cyanides．　The　LD鉛6f　cyanid6g　and　some　6f　the　organic　thbcyanates　were「almost　eΦimolecular，　espec語11y

whe隠administcred　intrap3ritoロea！1y，　aad　also　there　wαs　no　wide　difference　between　them　in　the　time　requ｛red

to　kill　the　animals．　The　kymogra戸hic　tracing3，0f　respiratory　mσvement　and　blood　pressure　under　the　intra・

veムous　adm…nistration　of　most　of　these　organic　thio¢yanates　were　almost　alike　to　those　of　the　cyanides：they

caused　temporary㏄ssat量on　of　r㏄piratory　mdvement　with　O．02　mM　per　kilogram，　When　some　organ…c・thio・

cyanates　admini3tered　subcutaneou31y，　the　oxygen　consumption　of　rabbits　showed　marked　decrease　even　in　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

8tage　of　convulsions．　ThisやhenomenoR　occurred　s…milary　with　KCN，　the　dosage　of　whidl　was　O，07　mM　per

kilogram　and　c◎incided　with．　the　calcu！ated　number　of　three　kinds　of　these　organic　compouads．

　　　　　　Antidotcs　for　cyanide　poisoning，　sodium　thiosulfate　and　sodium　nitrユte　protected　successfulIy　mice　and

pigeons　from　death　in　spite　of　the　lethal　doses　of　organic　th1ocyanates．　Furthemore，　it　was　identified　che・

mica！1y　by　pmssiaぬblue・，　Schδnbe…n’s．and　AgNO3－reaction，　that．hydrocyanio　acid　was　lib3rated　to　some　extent

from　all　thc　organic　thiocyanates　except　para・thiocyamdimethylan量1ine，　when　O．1－0．5　Gm　of　these　compounds

were　mセ（ed　with　50　Gm　of　animal　blood　diluted　with　Tyrode’s　solution　and　stirred　for　one．　hour　at　370C．

　The　resulfs　obta…ned　here｝1ave　led　me　to　the　assumption　that　thereπ1usガbe　the　1…beration　of　hydro・cyanic

　acid　from　organic　thiocyanates　in　tke　body，　to　which　the　toxic　actioロs　of　those　compound　s　should　be　attr董bu・

　ted，

・

：　・

，

●
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浜名湖産貝類の毒成分に関する研究（第1報）

　　　　　　　八田貞義，板井孝偽宮本晴夫

Studies　on　Lake　Hamana　Oyster　and　other　Shellfish　for　Poisonous　Substances．

　　　　　’Sadayoshi恥TrA，　Ta：kanobu　IT虹，　and　Haruo　MIYAMoTo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．ま　え　が　き

　昭和24年3月下旬に静岡県の浜名湖畔の舞阪町と新居町にアサリ及びカキ中毒事件が発生した．静岡県当局の

報告によるとアサリ中毒患者は舞坂町に60名（内死亡者2名），篠原村2名く内死亡者1名），新居町5名（内死

亡者1名）計67名であフて，その申4名は死亡した．カキ二三患者は新居町の36名で，その中3名の死亡者

を出した．

　当地方は昭和17年3月下旬にアサリの集団食中毒によって総数334名の患者と114名の死亡者を，翌18年

3ψ月新居町に18名のカキ申毒患者と6名の死亡者を出す惨事を惹起して居る．当時当試験所の松尾，秋葉，服部1）

等の諸氏によりその本態についての詳細な研究が行われ・又著者の1入八田も伝染病研究所に於てこρ事件の細菌学

的方面の研究に専念トたが・まだ中毒物質の本態については緒論にも到達しなかった・

　今回3血目の申毒事件が発生するや，著者等は現場に急行してその発生状況や臨床所見，気候，環境等の調査を

行い，更にアサリ及びカキを採取して持煽りその毒性物質の本態について研究を開始した．本年も亦貝類が母性を呈

する事を知り，現地で貝類を採集して帰り丹毒力を測定した．此研究に就ては厚生省に．貝類申毒対策委員会（委員長

秋葉朝一郎東大教授）が設けられ，各方面の委員を集めて研究中であり著者等もその一員になっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II．臨　床所見

’現場の調査に関しては浜松保健所長館野）静岡県薬務課長佐野3）等の詳紬な報告力：あるから，吾々の今後の研究上

必要となって来る臨床所見の要点だけを簡潔に述べると，食物摂取後発病までは12時聞を最短とし揖ね24（｝48時

間で申にば1週間瑛になって発病するものもある．初期症状としては悪感，頭痛，頭重，全身倦怠，悪心，嘔吐，

風邪：気昧，食慾不振，等を訴えるが，何といっても必発症状は皮膚出血であって軽症の場合にはこれが唯一の症状で

ある場合もある．ついで些事出血，劇1血，肝踵脹，肝圧痛を認め，重症例では出1血性素質が強くなり，注射部位，摩

擦部位に濫血，出血が起り，血便，粘膜出血，吐血等を呈するようになる．

　治療法としては安静を保ち，ブドウ糖，果糖，食塩水の注射，輸血等の一朝的対症療法によるほか，ビタミンC，ゴ

K，Pの大量投与が著効のあったという事実は注目すべき興昧あるどと玉思われた．

　　　　　　　　　　　　　　　　III．貝類の労力測定及抽出費験，

　（1）昭和24年3月21日採集の貝類の殻及び足部を除去し，内臓部分を乳鉢ですりつぶし，約2倍のメタノ

ールを加えて1時間60。の水浴申で温言後吸引濾過し約100ccのメタノールで心乱し，浸液，洗液を合して60『、

の永二二で減圧乾凋したものを蒸溜永で稀釈して検液とした．

肝重：量 メ．タノール 検　　液 致・死量
貝種類 採集地 （9） （cc）　、 （cc） 厩一 （mg）

一　一　　「　一　一　｝

あ　　さ　　り 入兵衛瀬 195 390 280 　．O．1 70　“

〃 大瀬西山 17も’ ｛
＿　　　　F

一 一
〃 第三鉄橋深瀬』 餅 714 50　， 0．1 541

か　　　　き’ 鉄　　　　橋 231 460 32 0．1・ 72・
〃 三　　　　号 270 540 40 ・0．01・ 67・

〃　． 塩　　　　田 269・・ 538・・ 43 0．1， 626μ
〃 造　　　船 螂 ．566・ ．50 0．OL 56

噛



108 衛　生．試　験　所　報　告 No．69

　（2）昭却24年4月2日採集のアサリを4月8日，肝のみを分離し約3～4倍量のメタノールを加え1時間

温浸後吸引礁過し抽出した〃ソールと翼翼ρメタ2一・晦洗三三．．又麟庄に鱗融きつけ乍ら・乾凋後減

圧除湿肺｝書に1夜放置して秤量し肝1gが1cc．になるように蒸溜水で稀釈して検認とした．

致死　：肚
採集地　　　嘱 軍肝量

@（9）　　●
メタノール
@（cc）

シロツブ
i9）．

検　　液
@（cc） （㏄）1（・・）

施　　　　旧

｢かり瀬
ｪ兵衛瀬

2．0

R．0

Q．5

5．0

P0．0

P2．0

0．27

O．52

O．32

2．0　．

R．0’

Q．5

灘　性．な

Oユ』

O．1

し100100

　（3）　昭和24年’4月2口採集カキの毒血分抽出：．一　採築後現地で剥身βとし輸送し4月与二心でタ1皮と共に

肝を切り取滋，並等容のメタノールを加えて常温に貯藏し漸訳処理した。　　，　　　　　　　　∵

　肝固形部は肉挽羅で細聾し液と合し肝g数の5倍¢c数ヂタノrル驚加えて1時間煮沸還偉し，冷後吸引躍過

し約500～1，000ccのメタノールで洗牒する渉ヒ処に徳た溶液を数部に分ち大部分のメタノールを沸騰水浴中｝こ加母

漁戸し（1回の所要露寺間約40分）後減圧膿縮後エーテルと振湿抽出し（大体4ヤ5回で殆ど鷺色し’なく奉る），水溶液

を60。の浴で減圧乾擁し1夜以上減圧除湿器申に放置後秤量した．之を蒸溜水で稀釈し匹引濾過して霊液ζした．：

この検液は一般に赤禍色透明の液である．アンプルにつめ減苗して貯藏した。

　エーテル抽出液は焼芒硝で乾燥飽田一．テルを溜去し秤量した．　　1　　　　　’，　．・

採築地 肝舩新 ｬデル エーテル抽o物　（9）

水抽出弼三十（9）1（・c）
フk抽山斗の致タ

」些しl」mg江
　N6，

@1　．

@2
@3
@4

層　　曹　」

Aいかり瀬西

@　〃
@　〃
@　〃．

全肉．　　　　5，000
V．ユ009　　　　　　2，250よりの

ﾌ　　　　　　3，000
i目方不朋）　　　　　　7，000

一　　9．6

@　9．2「

@11．0，

@29．9

57．5

U8．5　1

V8．0

P19．0

．　　一　一　一

Q00

QCO

Q00

Q00

　．0．1

@0，1
@0．1
P…

28

Q7．9

R9．0

U0

致　　』　量
No．　　採集地

@　i
噸叫輪 i鰯鯉41竪履）・議）黒物

51新∵場　　16　　i　　　”

｡，1〃’

560

V50

T55

2．800’

Q，750

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎鼈黶E・臨し1認，1，1：li謂釜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　i　　　　　　　－　69・2・・レ…21勿817

　以上の検体を原液として，これ．から麺々の濃度の稀釈液を作りマウスの腹腔内に注射した．（稀釈には生理食塩水を

用い注射蘭60。30分間蒸気殺直な行った）．　　　　’　　　1　’　”

’特異性毒含有抽昂物液を注射された》ウスは注射後短時犀日内に興奮，痙攣，四肢麻痺等の症状を呈せず，大体注射

後1～20後がら麗死し始め1週間以内に大多数が艶死するから，この心素の本体は神経毒ではなく臓器毒である

ことが描定出来る．この放績を示すと次の如くなる．　　　　　　　　　　　　　・　　’　　　　　　　　　　・

　休配13g前後のマウスに対する最小致死量は腹腔内注射により0．01～0．1ccであウ肝重量で示津犀大体56～

100mgの間である．いかり瀬のアサリ及びカキ，八兵衛瀬のアサリ，新場のカキはこの程度の量で2～3日後に驚

死したが，塩田のアサリは0．3ccの投与で全部生存した．之は肝mg数に換潔しズ見ればなミ5はっきりする．

　艶死したマウスは肉眼的にはすべて典型的力肝の黄変と点状田血を認めた．この他に皮下出血，肺の充血及び小腸

の出血点及び暗黒色の血液の存在等を認めたものもあった．（病理組織の標本ほ，伝染病研究所草野技官，当所池田

技官によつ℃作成されたので別途報告される筈である）．マウスの剖見，発死までの旧数，毒物の有機溶媒に対する態

度等よりして今回の毒物は昭和ユ7，工8年の二二事件のそれと同一物質なり’と推定されるが，比較的主力が低下して

いるもの、如く（昭和17年の最小致死量は0．025cc）又今回はアザリよリカキの：方が強いように思おれた．

　な33干rテル抽出物には全然申毒物質を認めなかった．
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｛灘欝指摘していrよう醐ち騨灘㈱ぐ肝≧しての渤を騨合充分の注｝

　（4）昭和25年3見17勢いかり瀬西のアテリ及びカキを採集，剥身とし：加熱して固化せしめで肝を分離し低温

乾燥後減庄除湿器申に貯えた．之をメタノー♪レで前述のように抽出し検液を作って10gのマウスに対して試験tた．

その結果最小致死量はアサリは肝50m富まで90～i20時間に死亡し肉眼的に肝の黄変著明であり「 C25　mgの場合は

死亡したが病変は明かでなかった．他方カキは肝2与単9まで90～ユ20時聞で死亡，何れも肝の黄変が著明でヵキ

の方が毒力が強かった．

期症状として不活濃・食欲不振・微の麻痺樋喚もρ満る∵、

病欝照査は池田館に罪し標本確逃口である・．大体鱒ぺれば肝脚の膨イヒ該の恥・・卵r㎞・・醐

あり所により脂肪変性が見られた．然し一般に昨年のものに写し軽微で急性萎縮に至っていない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　IV．コロヂオン膜による透析　　　　　，．

　（a）網場カキ抽出液（前表No．5，毒力0．1cc，水抽出物30mgに相当）を滅菌アンケル申より5ccを取り，コ

戸ヂォン膜袋（局方加ヂオン液よ狛製）｝ご入れ龍（15～20．）外液35ccの蒸溜水｝こ浸し透析する・1晦に水を

換えると初めは赤褐色物質を透析して3～4回で殆ど無色となる．L庭前袋の内外に糸状のかびを生じた．内外液を別

々に吸引濾過後55。’の浴で減圧副審する．外液より赤褐色嚢状物質1．45gを蒸溜水に溶かし4．Occ・とし，内液よ

り褐色樹脂様物質0．01gを得蒸溜水に溶かして1．5ccとし検体とした．

　前述と同様のマウスの動物試験を行い，外液の部分に毒性を認め，内液には毒性が認められないようであ？た

（0．2cc宛注射）．「注射時に於ては興奮，痙攣，四肢麻痺等の神経症状は何等認められず，注射当日に麗死した3匹

申1匹は何等特異症状を呈しなかったが，後の2匹に肝変化を認め，1匹は革色を，1匹は点状出血をあらわした．

然しこれら1縦来の2～3晦｝礎死したマウス程｝こ暉明でなか㍗・1畷3q倍稀購注射ρマウ袖全聯
死し，肝黄変，点状出血の典型的な所見をあらわし，皮下出血，肺充血，肺出血も認められた（病理標本は池田技官

に依嘱）．　．．　、・、　　　　　　　　　　　　F　　、　　　・・、　・．　　．　・

　結局外液の回状物質の最小致死量は2．7mg．である．　　　　　　　　．　．．，

　（b）同じ抽出液25ccを予め滅菌したメスシリンダー，容器を用いて同上のように透析する．・液面にはキシロー

ルを1cm以上加えて置ぐ．この事により突験絡了までカビは発生しなかった．

　この外液より．7．5gの赤褐色飴状物質を得，蒸溜水ぐ22　ccとし七口とした．10倍稀釈溶液0．2ccの注射が最

小致死量であったから飴物質6．8mgに相当する．この動物試験でも特異症状を現して発死した．此回も内液には

毒性が認められなかった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　内液の毒性を確めるべく更にコロヂオン膜に入れ外液に絶えず水道水を注加しつエ1追間透析して見たが此際に

．も全く毒がなかったので毒性物質は全部透析されるものと考える．

　この（a）（b）に於ける最ノJ・致死量2．7血9，6．8mgの差ほカビの発生によるか又は時日の経過によるかは未だ確め

ていない．

　（C）特に毒成分の透折速度

　No．6のふき’肝抽出液20gcをコロヂオン膜に入れ，予め滅菌した容器，　Xylo1を用い透析する．外液は約1与O　cc

で毎日取換え減圧60。で濃縮三三する．第1回乾凋残渣5．7g．を15ccの水溶液とし0．2ccをマウスの腹腔内に

酬ナる・測・斑量7・6m・・第2回凹凹渣・碑を5ccとナる・最轍死量28川・・第二・・三二

、をとり．0．5gの残渣，更に一5日後外液より0．1gの物質を得た．之を合して2．5cgの液とする．最小致死量24

1ngぐ有毒物翠は早く透析されるζとを知った．この時の内液でもマウスは死亡せず．　　　　　　　　．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　V．クロマトグラフによる分離

　N6．5抽出液をコロヂオン膜による透析に付しそあ外液を濃縮滅菌したもの（蒸発残渣2．4mgが最小致死量）3．0

・cを・Occの蒸溜水醗釈しア・・刻でpH　512とする・ヒの灘活性ア・レ・ナ柱（φ』1・m・1一・6・m・予め両

5．2の水離濡らす）を常圧費洗下させると最上部約4cmは黒褐色に着色；・落下液は淡黄色Oある．更に4倍容の

水で展開する．落下液，展開の時の落下液．アルミナ柱の無色部に水を加えバジット水ごpH　9．2～9．6として抽出
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　　し硫酸ぐ申和灘過した液を濃縮したものは無毒，アルミナの蒲色部をとりバリ，ット及び流酸ぐ処理して取出した液を

　減圧濃縮した残渣は0．05g以下ぐ1．5ccの水溶液とし動物試験した．最小致死量0．22　mg．

　　・クロマトグラムの黒褐色部分は僅かに脱色されるのみで大部分は残っている．．

　　この分離操作に於て硫酸バリウムに有搬物質が吸着されることがわかったのξ（後述）アルミナより有毒物質をはな

　す為にピリヂン，アンモ昌ア水を用いて見た．後者の場合がよいようeある．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI．吸着による損失について

　　アサリ毒はpH　9位のアルカリに常温で余り長くない時聞放置された場合殆ど破壊されないことは秋葉，服部両

　氏の掲摘された所ぐある．然るに上記クロマトグラフに用いた抽出液と同一物（蒸発残澁の最小致死鼓2．4mg）1cc

　を熟溜水約30ccで稀釈し飽和バリット水野2，0ccを加えpH＞9．6とすれぽ色淡く濁る．1時間以内に20％硫

　酸でpH　7．0とし硫酸バリウムを濾去すると液は初めの赤褐色から黄襯色になる．之を減圧渡縮しし2ccとしし亡動

　物試験に付した．蒸発残渣35。6mgが最小致死量．

　　又聞液は同上のものを用い0．9ccを水24　ccで稀釈（pH　4．2）珪藻土0．5gを加え時々振臥し約1時聞放置後灘

　過水洗し汲圧濃縮して。．9ccとする，此最小致死量（蒸発残渣として）7．1mg．

　　　これらの実験より見ると有毒物質ほ吸藷され易いものである，ゆえに服部氏が重金属塩を経て精製すると無毒化さ

　れると報告されてい門下は吸齎による損失を考えに入れなけれぽいけないような気がする．　・

　　　　　　　　，　　　　　　　．VII．．結　　論

　　　（1）’昭和24，25年3月に採隣した浜名湖いかり瀬西，陣場，八兵衛瀬のアサリ，カキ1ま有毒化して居り，その

　　搬物質は昭和17，ユ8年審に起つた中癒事件の原因となった搬物質と同じものと認められる．然しその巌力は幾分弱

　　し、ようである．

　　　（2）　カキよリメタノールで毒物質を抽出し，エーテルに溶けるものを除去し，水溶液として滅苗貯蔵したものに

　　つき分離を行った，灘物質はコロヂオン膜を全部透析し，且透析は容易である，

　　　（3）　アルミナ層によるクロマトグラフではpH＝5．2で上層に吸着され，アルカリ性でほなれる．之で毒魚ほ0．22

　　mg（マウスの最小致死量）までになった。恋物質は吸着され易いもので・ある．

　　　此研究は爾続行申である．此先は他日報告の心組ごある，（昭和25年10月）幽

　　　　　Studies　on　Lake　Hamana　Oyster　and　other　Shellfish　for　Poisonous　Stlbstances．

　　　　　　　　　　　　Sadayoshi　HATTA，　Takanobu　ITAI，　and　Haruo　MIYAMoTo
噛

　　　Inth・1・tt・・p・炊。fM…h194gP・玉・i・i・gby脚11・t・・d・y・t・・h・・b・。k・・。・t、i・M罫…・・k・．a・dA・・鮎m・chi

　　on　the　Hamaロa　lakcside．　The　number　of　patient3　by　pu11et　werc　60　in　Maisaka・machi（2　cases　dead），2in

　　Shinohara．mura　（1　c自se　dead）and　5　in　Araimachi（1　case　dead），67　in　tota1（4　cascs　dcad），　patients　by

　　oyster　were　36　in　Araimachi（3　cases　dead）。　In　this　district　334　cases　of　pullet　poisoning　oc㎝rred　in　the

　　latter　par‡of　March　1942・aρd，i耳t卜e　same　month　194318　cases　of　oyster　pbisoning　broke　out・　’

　　　Against　t五ese　3　suc㏄ssiマe　accidents　a　counterplan　committee　was　set　up　in　the　Mlnistry　of　Wclfa「e

　　　（the　chairman　TomoichlφAkiba，　prof．．of　Tokyo　Univ．），　and　the　authors　have　ltaken　up　as　the　members

　　・f．tLe　C・加口ittee　t無・・tUdy。f　t亀・n・tUτ・。f　th・ir　t・面t1…

　　　Thi・t・xi・i・d・t・・t・d　i真．中・1i…rf．興些t．・ηd・y・t・・，．s。1・b！・三・w・tg・and　m・th・n・1・h・・レ・t年b1・・蹴d

　　causes　hemorrhagy，　dystrophy　and　fatty　dege血eration　of　Iiver，　the　M．LD．　aga五nst　mi◎e（10　g　in　weight）

　　about　50ト100　mg　of　liver　of　pullet　or　oyster．

　　　Tlle　toxi瓜passes　thron窪h℃0110dion・membrane，　adsorbed　in．the　upper　part　by　alumina・chromatograph」as

　　the　results　of　these　the　toxi㎡：concentrated　to　O．22　mg　M6L．D．

　　●These　inVest…gatiσn3’are　now　sti1口塊隔P夏ogress・　1　　．’　　’　　　’　　　　”

　　，＝1．9∴⊃．『’：．．・』’『　「・．・・．　．’＼∴＿．、．．じ！・ピー、　　　ド
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ニトロフラゾーンの抗菌作用についての研究

八田貞義青山好作　丹治園枝

Experimental　Studies．on　the　Antibacterial　Aρtiqn　of　Nitrofurazone・derivatives．

　　　　　　　Sadayoshi　HATTA　　Kosaku　AoYAMA　　Sqnoe　TANJI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．・ま　え　が　き

　1941年米国のEaton研究所のDodd及StiH皿孤1－3）は多数のフラン誘灘体について研究を行い，グラム陽性菌

及び陰性菌の両菌，特に律者に顕著な効力を有し比較的毒性の少ない数種の化合物を発見した．その一化合物はニト

ロフラゾーン即ち5－n五tro－2rfurfuraldehyde－3emicarbazone4．7）（Furacin）　　　　　　　　　　　　　　　　．

N・ズU－C…H・C・N…・，

　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　著者等はこの国内生産品である「フラスキン」について2，3の実験を行ったので報告する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II．試験管内抗菌：力試験9）　　　　　　　　　　　．

　1．両懸培地に於ける抗菌力

　鼠チフス菌（S9），赤痢菌（KB皿），大腸菌（Coli　communis），黄色ブドウ球菌（FDA　209　P），結核菌（Fran1血rt）

トリコフィトン（Try．　purpureum，　Try．　gypseum）に対して訳の組成の合成培地を用いた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Compcsition　of　Synthe士三。　Media

　　　S．typhi　murium（S．9）　　　　　　　S，　dysenteriae（KB皿）　　　　　　　　妻ミ．　coli　communis

（NH4）2SO4　　　　　　0．5　g

NaCl　　　　　　　　　O．05

K2HPO4　　　　　　　　0．2

Dextrose　　　　　　　　O．1

Disti11ed　waterユ00cc，　pH　7、0

S．aureus（F．D．A　209　P）

Asparagine

Tryptophane

Cystine

K2HPO｛

Mg　SO4・7H20

NaCl

Dextrose

Nicotin五。　acid

0．059

0．05

0．01

0．1

0．01

0．5

0．1

10－4M・

　DistilIed．water　100　cc，　pH7．O

M．tuberculosis，　Typus　humanus
　　　　（Fran1血rt）

KHzPO4　　　　　　　　　0．5g

NH4　C1　　　　　　　0．05

（NH4）2SO4　　　　　0．05

MgSO4。7HgO　　　　　　　O．001

FeSQ｛・7Hρ　　　　　0．001

Dextrose　　　　　　　O．1

Distiiled　water　100cc　pH　7．0

Trycophyton

，Casamino　acid

NazHPO｛・ユ2H20

KH2PO4

T】呼ptophane

Cystine

Dextrose

Nicotinic　acid

Vitamin　B露

1．09　・

2。5

0．35

0．02

0．05

1．0

10－4M

10－4M

Distilled　water　1000cc　pH　7．2

1

NazHPO4・12H20

KH2PO4　　　　9

MgSO4・7Hρ
Sod．　c…trat

Asparaginc

Glycerin

Distllled　Water

Semm

Asparagine　　　　1．09

K2HPO4　　　　　　　0．5

KH2PO4　　　　　　　0．5

MgSO4・7H20　　　　0．25

Dex儲ose　　　　　　　40．O

Distilled　water　1000cc　pH6．0

覧

　3．09

　4．0

　0。6

　2．5

　5．0

　20．0

1000．cc

10％pH　7．0
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　　　　　　　　、
　培地の液性ほすべてpH　7．2に修正し検俸の所要濃度液を加えて1，2，4，6，8，10万倍液一・・を調製し．これを10cc

宛中試験管に分注した．弐でこれへ蘭段記載の各培地にそれぞれ三代以上継代培養した供試苗（トリコフィトンを除

く．また結核苗は7日間撃饗）を更に生理食一水で1万倍に稀釈（結核苗は10倍稀釈）したものを0．1cc宛移殖

した，．・トリコフィトンはCz・Dox斜面寒天培地に培饗したものの一白金耳量をもつて移植苗量とした．培養温度は

37。C．観察時聞は168時間とした．なお24時聞目に完全増殖阻止の試験管より一一白金耳量を普通培地に移殖培

巽し，葱の増茄を認めない最低濃度を以て殺菌濃慶とした．祓績ほ第ユ表に示した．

Table　1．　Anti・bacter玉al　power　in　synthet！c　media．

Strains．　　　　　　　　　　， Bacter董ostatic．

@　　　　　　　　　　，

Bactericida1，

S．typhi　murium，（S．9） 1：300，000

一　　．

1：300，000

S．dysenteriae。（KBI旺）

　　　　　　　　　．　　”　　一　　　　　．

P：300，000 1 ：300，000

S．aurcus．（FDA　209P）

一 　一　　．

1：300，000 1 ：300，000

E．coli　communis．

　　　．　一 一　1：500，000 －　一

1 ：500，000

M，tuberculosis　　　　　　　　　　　　　Fmnkfurt．Typus　hum㎜us．

．　　一　　．　炉　　．．　　』

＜1：5，000

一

藷蜚^。。卸・m…
　　　「　　　　．

＜1：5，000

　P

sry．　purpureum・ く1：51000

T＝y・gypseu田・ く1：5，00

Table　2．　Ant皿）acterial　pGwer　i駆broth．

、

Strains． Bacteriostatic Bactericida1

@　　　　一　一　L　　　一　一」　．L・　一一　　　　，一．一一．一　　　　　．　　・　　　　・

S．pamtyphi　A（S．1） 1：60，000 1：40，000

S．paratyphi　B（Java） 1：40，000 1：20，000

S．’typhi（S．58） 1：40，000 1：20，000

婁。同 S．typhi　murium（S．9） 1：30，000 1：30，000
一門①

S．ehteritidis　（S．64） 1：40，000

遇£

口石山。

S．dysenteriae　（Shiga）

V　　　〃　　　（KB：皿）

1：20，000

P：80，000

1：20，000

P：80，000
①＜

〃　　　〃　　　（Mita） 1：40，000
暫

E，coli　communis． 1：40，000 1：20，000

Aerobacter　aerogenes． 1：10，000 1：10，000

o
S．aureu8．（FDA　209P） 1：40，000 1：20，000

．乞・崇

〃　　　〃　　（Terashima） 1：40，000 1：20，000

＆
M．tetragenus（G．4） 1：40，000

§o

B．subtilis（G．66） 1：200，000

Pneumoc㏄cus　Type．L
1：200，000　　　　　　　．
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o
CI．亡etan三（K：量ta） 1：5，000

o自 〉

碧 霧
CL　sp・roge夏es． く1：5，000

トぐ‘ o
o R邸目く

§
Cl．　welchii ＜1：5，000

δ CI．　novyi く1：5，000

　2．普退培地に於ける抗菌力
好気唯菌に対する抗菌力は普通ブイヨレにて，嫌気性菌の場合はチオグリコール酸塩培地を用いた．検体抗菌力の

実験方法は合成培地の場合と同じ看ある（第2表参照）．

　3．移植菌量の抗菌力に及ぼす影響

　スルフォンアミド剤の抗薗力は，移植菌量並に薗の年令等に依り影饗されるの看，フラスキンの抗菌力と移殖菌量

の関係を検討した．即ち普通ブイヨンをもつて検体を所要濃度に稀釈しこれに，ブイヨン18時聞培養の第三表記載

の菌量を移植培養した．．黄色ブドウ球菌，腸チブス菌，肺炎双球菌を供試菌とする場合に表掲の如き菌量では抗菌価

の動揺を認めなかったが赤痢菌の場合は大量菌移植の場合には幾分その力価ほ低下した．

Table　3．　Effect　by　the　dose　of　bacteria

D量lution．

Stra…ns S量zc　of　I麓oculum　　　　　　、

5，000
1・・．…

20，000 40，000
・・，・呵

100，000

S．aureus（Terashima）

420
｝＿　1＿　　i

一 一 副惜
43×144 一 一 一 一 柵 冊

142 一 一 一 一 珊 ．珊

Sl　typhi（S．57）

142×104 一 一 一 一
　・耕．…r二 柵　．　一　　’　　　　一　　　一　　．

116
一1一　　「

一 一

．　　　一　｝　　　　　一　　．

帯
S．dysehteriae（KBm［）

116メ104 一 ト
一　　　　●

一　　　● 珊 冊

130　1，一　　　　　｝

1一 一 一 一 冊

，D・pneunoniae　Type　I

・3・…　1－i－i引一 一 冊

Table　4（No．1）　Effect　by　the’additon　of　human　blood．

Dilution　（×104）

耳uman　blood　added． 1 2 ・4 ・1・・ 20 ・・1・・1・・‘

2％ 一 一 一 一・
P
一 一 一

一1刊＋

　　　　　0P0・％　　　　　　一　　　　　．
一　　　　　　　　周

一 一 一1 「 一 冊 塒1冊
Contrast

一 一1一 一1一ト 一 一1冊
Table　4（No．2）．Effect　by　the　addition　of　serum

．　　　　　　　　　Dilution　　　　（×104）　　　　・：

Semm　addcd 1 i・ 1・ 8 10 20 ・・1 6・18・
　L　一　　　　．　　　，　．　．　，　　．　一　　．

Q％ 一 一｝ 一 一 一 一 一1－1一
10％ 一i－1一 一 一 一 柵 1固・珊

C・…飴・　　i引一 1－1一 一 一1一 1一困
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　4，虫液画清の死菌力に及ぼす門下

　フラスキンについて血液及び血清との拮抗を大腸萬を供試苗として合成培地について行った．即ち合威培地に血液

．又は血管を各2％或は10％濃度となるように加えておき，之に所定量の苗最を移植して培養観察した．72時間判

定時の二二は第4表に示した．

　5．パラアミノ蜜息香酸との拍抗

　フラスキンとパラアミノ安息香酸との拮抗を大腸苗を供試菌とし合成培地について行った．即ち苗の増殖を阻止す

るフラスキンの最高稀釈濃度液にパラ「アミノ安息香酸を10－3モル～10－8モル濃度となるように加えて行った．こ

の放綴は第5表に示す如くフラスキンの門守力はパラアミノ安息香酸によって拮抗されない事を知った．

Table　5　Antagonistic　effect　to　PABA

Furaskln　di！ution Mol　concentration

（×104）
10－3 1・・一q ・・’・ P ・・一・ ・・一 10－8 1・…陶・

鴨3・　1 一 1－1 一1 一1 一1 一1 一

・・　1 一 1－1 一1 一1 一1 一 一

50
19

一 1－1 一1 一1 一1 一1 一

60 1 珊 1柵 ．冊1 ．辮　1 珊
珊　1　　　幽

冊

6．カップ法による遠透抗菌力

　1）　血液血清に依る影簿

普通雨天培地（血液又は1血清をユ0％の割合に加えたもの或は加えないもの）20cc．をシャーレに注いぐ固め，恥い

でその上に予め普通塞天培地．（血液又ほ血清をユ0％の割合に加えたもの，或は加えないもの）50ccに皆色葡萄球

萄（FDA　209P）18時聞ブイヨン小忌液0．5ccを漉和してつくった，苗含有寒天培地の4ccを注：加面隠して凝固さ

せ．この塞天上に更にペニシリン検定用のカップを直立させ，カップ中にフラスキンの所定濃度液を注寵し．て充た

し，37℃24時間培養して滲透抗苗力を検した（第6表参照）．

　培地に10％の触診に血液又ほ血清を加えても菌発育阻止帯直径は加えない場合と比較して実験値に大差を認めな

かった．

　　　Table　6　Perm，at三ve　antibユctehal　power

Table　7　Effect　by　the　pH

Dnution Blood Serum’ Coη甘ast

・H 戟Eb剣一1一・
1，000 28mm　　ユ7mm　　　17　mm

5，000 19　　　　ユ9　　　　20
6，0　　　　18mm　　　17　mm　　　17　mm

10，000 ユ6　　　　　9 16
7．0　　　　　　　　17　　　　　　　　　17　　　　　　　　18

@　　18
20，000 土　　　　　　±　　　　　　：と

・…　　7　1・6

40，000 十　　　　　十　　　　　十
9．・　　・5　1・6　　・6

　　Note（十）Bactedal　growth　until　round　of　cup　　　　・』

　　　　　（士）no　bacterial　growth　the　only　rouPd．　　　　　　　　　　　　　・，

　　　　　　　of　cup

　2）　pHによる影響

　フラスキン0．02％液のpH殖による影饗を大腸菌（Coli．communis）について2％寒天加合成培地のpH値を

6．0，7．0，8．0，9，0に修正したものを用い各pH値の培地に血液血清を10％の割合に加えたものと加えるいもの

とについて試験した．これが術式は1の場合と同じである．

　即ち契験を行えるpH域では溶透抗菌力に顕著な変化を与えず又各pH域に血液又は血浩を10％の割合に加え
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宅も滲透抗菌力の減退はみられなかった，

　7．光線に依る影響

　フラスキンの0．02％液を褐色瓶及び無色瓶に入れて日光にさらし一定時間毎にとれより一定量をとって普通プィ

ヨンで倍数稀釈し，これに大腸菌の18時聞ブイヨン培養の一自金耳量を移植培養して力価を検：した．第8表に示

す如ぐ褐色瓶申のフラスキンは光線の作用24時間にて初めの力価の112に低下し，無色瓶申のフラスキン液は日光

光線の24時聞作用で初めの力価の】／6に168時間では1112に低下した．

Table　8　Effect　by　the　ray

Experimental　bottle
取perimenta1・times

1 3 5 24 ユ20 168

Amber　colored　bottle 6×104 6×104 6メ104 3×104 3×104 3×104

Bottle 6×104 6×104 6×104 1×104 1×104 0．5×104

Coロtrast 6＞く104 6×104 6＞く104 6×104 6》くユ04 6×104

　8。熱ドよる影馨

　フラスキンの0・02％を10p。に30分，1．5時間，3時間と各別に作用させて検体とし，これに前項記載の如き

方法にて大腸菌を供試菌として試験を行った．実験の結果は100。3時間の加熱に及ぶもその抗菌性は安定ぐあった．

　9．耐酸耐アルカリ試験

　フラスキンをpH　3．0，4．0，5．0，8．0，10．6，11．0の各緩衝液をもつて所定濃度に溶解稀釈し37℃の鰐卵器内

で1・3・5・24時間及び92時間と各種の時間に作用させたものにρき抗菌価の測定を行った．第9表に示す如く

作用時間までは酸及アルカリに対して安定ぐあるが作用24時聞に及ぶとpH　4．0以下の酸性側及び戸H　10，0以上

のアルカリ側に於て抗菌価は半減した．

Table　9．　Effect　by　the　ac三d　an4　alkali

pH
Action　oξtimes

…1 …1 5・・i …1 10．0
／

11．0

・’ 6…4 ・・…1 ・…4 6…4 P 6×104 1 6×104
3 1・・…1 6…4 P 6＞く1041 ・・…1 6×104 1 6×104

・　　1 ・・…1 ・・…1 ・・…1 ・・…1 6×104 1 6×104
24 1・…41 ・・…’ p・…一 ・・…1 3》くユ04 1 3×ユ04
96 1・・… 3）く104 6×104

6％・・41 3×ユ04 1 3×104

　10．フラスキンを撒布剤とした場合の抗菌力

　1）混釈抗菌力試験

B．T．B．ドリガルスキー塞天培地を第一一管の中試験管には20　cc．以下の試験菅には10㏄宛分注したものを50。

附近の水浴檀申に保って塞天培地の凝固を防ぎこの全管に大腸菌（Coli　communis）の24時間ブイヨン培養液ピペ

ットー滴量を加え，更に第一一管に検体一瓦を加え，（結晶に換算して一万倍稀釈濃度）で充分混和レた俵との10cc

を次の試験管に送り，以下同様の操作をとって倍数稀釈を行った．訳で稀釈終了したものから順吹に氷水申にて直立

凝固せしめた後，37。で48時間培養して抗菌力を検した．菌が発育した場合は培地は黄変し，且つガスにより亀裂を

生じた・第10表に示す跨ぐ0．1％の検体は時跨ぐは801000倍48時間では孕0，000倍にて大腸菌あ増殖を阻止

した．対照としての基礎剤（タルク）には増殖の阻止力は全くみられない．

　2）浸透抗菌力試験

　普通野犬培地20ccをシャーレに注いで固め，家いぐその上に普通塞天培地50　ccに18時間ブイヨン培墾菌0．5
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Table　10　Antibacterial　power　by　the　mixture

Incubation　（hrs．）

Di！ution×104 Cont舩st

・12 4

24

・｝・6認。鵡。鑑1

一一　＋
姻丁

丁

Midium

48 冊

柵

ccを況和したもの，5ccを注いで重層凝固させて試験用培地とした。この寒天面上に予め減苗生理食塊水にて浪潤

せしめた．即興1．1・mめ円形聯氏の∫緬噸勲なるべく平等｝・β付搬しめてからこの反対面絹天面と密テ音

させて37。に48時間培養して浸透抗萄力の有無を検した．

　第11表に示す如く油色葡萄球菌（寺島）では2．5cm大腸萬（Coli　communis）では2．1cm変形菌では1．3cm

の完全加増値阻止幣が認められた．1。魂〉対照として朋いた基一三では濾紙周辺にまで菌の発育するのを認めた．

　11．剛性試験及び病理所見　　　　　　　　　　　　　　　Table　11。　Pemeative　antibacterial　pGwer．

　1．襟性試験

試験方法は体重ユ0瓦のマウスに対しアラビヤゴム液に況

和せしめたフラスキンを胃ゾンデを以て胃内に投与した．試

験威綴は12表に示す如ぐ体貫約10瓦のマウスに対する経口

投与法による最小致死皿は5mg以下最大耐量1よ4mgぐある．

　2．病理所見

　完全致死童（10mg）投与にて発死したマウスの病理単的所

見は一般所見としては循環障害と変性魅変化とぐある．

之を主要病変灘｝別にみると肝臓及腎臓の上皮細胞の穎粒

状滴状変性；空泡牲変性及び脂肪変性である．叉肝識グリ

ソン二皮鞘には円形細胞浸潤を申等度に認めるものがある．

なお肺蟻に軽度ながら出血のみられるものがあった．

　12．感染防禦実験

　1）鼠チフス苗に対する感染防禦実験　　　　　

　体重約15瓦前後のマウス十匹を一群とせるものに鼠チ

フス菌（最小致死量は2×10－2）iこ2M．L．D．を腹腔内に接

極感染せしめ，之にフラスキンを一回に0．5mg宛午葡と午

後：の二回5日間1夏腔内注射した（第十三表’参照）

　対照に比較すると八日間の死期延長がみられ，その他に二

匹が十日聞以上生存した．．

　2）E市油皿球苗1型に対する感染防禦実験

　体五約15瓦前後のマウス10匹を一群とせるものに肺

　　　　　　　　　　　　Table　13

Strain3 Erκperiment Contrast

S．aureus．
iTerashima）

2．5（cm）， 十

E．CQli　communis 2．1 十

B．ProteUS　Vu1・
№≠窒奄刀i0×19》

L3 十

Table　12．．Test　of　Toxility　for　the　m…ce．

Observatio・

naly　day．

1

2

3

Given　Dose．

濁し竺t…

い1　・
0

い1

・1

・1

・1．

0

4

5

・1・1
・｝・｝

一一u’u「i
　　　　　・i

death　mice

t・亡・1．　0110
　　　　91ven
　　　mice　tota1

0

0

0

0

・i・i・t

0／10 4／10

・1

0

0

0

0

0

0

5／10

価・・

一　　一

P・

畔

2

　　0

|　　｝　　　，　一　　　　噌　　．一

@　〇

噌

0

｝

0

0

10／10

Protectioa　test　against　bacterial　infectio夏

Strains Difference

　　　　　　　　Experiment　S．typhi

murium（S9）　　Co聴tras亡

1　…1・ng・・・…fwea・h・・m・

1●　●　o　●　●・Ω　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　○

E）ζP畦∋r1ment

防占
　1　　　1
　●　　●

D・P…m・ni・er

（Type　I）

Experiment繁《

1一一lC・・・…t
隆
　ゐ

1　　　1　　　1　　　2
●　　●　　●　　●

　　　1
＿．0
2．　　2

q＿01　　　2　　　2
①　　●　　o

1　　　1

0　　●
3　　　3
0　　　●

2　　　2　　　3　　3　　4
●　　o＿＿」L．●　●
3　　　3
0　　　0

2
0

TotI己：※Injected　swift　after　infectio漉●Death　O　Live



昌トロフラゾンの抗菌作用についでの研究 ii？

炎双球菌1型（最小致死量は1r5）の1，000　M．L．Dを腹腔内に接種感染せしめた後検体を前回同様の方法で腹腔

内注射を行った．このほか，菌接種後直ちに検体’0．5mgを腹腔内注射，以後ヰ日2回5日間腹腔内注射する方

法をとった．

．検体は肺炎双球菌感染ヤウスの死期を対照に比し2日間延長させた，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　す　　び

　ニトロフラゾーン（邦製フラスキン）について各種細菌に対する抗菌力を検した結果，グラム陽性及び陰性菌に対し

大部分は万単位の抗菌価を示し，この作用は阻止的よりもむしろ殺菌的であった．フラスキンは菌数，血液，血清，．

P．A．B，A．加熱等によって力価は比較的影響されないが，光線或は酸及びアルカリには余り安定性を示さなかった．

　この薬剤の体重10gマウスに対する経口投与に儀る最少致死量は5mgであった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十四用交献

1）Dodd，　M．C．，＆Sti11孤an，　W．B．，工PharmacQ1．　EコΦ．　Therap。，82，11，1944．

　2）．Cram6r，　D．　Ll，　Dodd，　M．　C。，．J．　Bact．，51，293，1945》　　　　　　　．．．『　　　　’

　3）　Cramer，　D．L，　J．　Bact．，54，2，1947．

　4）西海枝：薬学研：究，2．20，1948，

5）本郷：抗菌性物質研兜1．2，1947．・　　　　　　　　　　　　　　　　　「噌

　6）柴田：薬学研究2．20，．194き．

　7）柴田，　　：抗菌性物質1。4，1947．

　8）柴田，宇野：抗菌性物質2．2，1948．’

　9）八田，青山，丹治：東京医事：新誌’66．（9），8，1949，

10）八田，青山，丹治，春田　綜合医学　7．（12）25，1950．

11）八田，青山：綜合医学8，（4）7，1951．

Experimental　Studies　on　the　Antibacterial　Action　of　Nitrofurazonederivatives．

　　　　　　　　Sadayoshi　nATTA　I（osaku　AoYAMA　Sonoe　TANJI　　　．．・

　1．　The　anti七acterial　action　of　Nitrofurazo豆e　was　invest…gated　in　v五tro　snd　in　vivo．

3・h餌・・al　it・h・w・d・…id・・ゐ1・㎝t沁・・t・ri雄・・ti…㎝d　hi・蜘・．w・r　th・・ght　t・b・r・t与・ゆac｛・・ト

・id・1ゆ㎞・teri・・t・重i・・．　　　　●

　3．Its　antibactirial　power　was　hot　inf1血enced　by　the．size　of　inocula，　addition　of　serum　or　P．AB．A．　aad’

hea‡ing，　but　it　didロot　show　good　stab五lity　against　lrays，　acids　and　alka1L

4）The　M．LD．　for　mide　o乏10　gr．i夏weight　per　os　was　5　m　g．、

●
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フラン誘導体のレプトスピラに対する作用について

　　　　　　　　（試験管内の抗菌価ア

　　　　　　　　　　　山　　地　　幸　　雄

On　the　Action　of　Nitrofuran　Derivatives　against　Leptospira

　　　　　　　　　　　　Yukio　YAMAZI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．ま　え　が　き

　ユ914年ワイル氏病の病原が発見されて以来，ワイル氏病及び・秋疫の治療法に関しては大きな努力が払われて来て’

いる．稲田によって始められた免疫血清療法】）は広く行われているが，免疫学的に異る数種のレプトスピラが存：在す

ること2）及び過敏症或は」引回病に！男する考慮などからヒの治療法に対ナる欠恵が挙げられる．レプトスピラ症の化学

馬決としては，稲田ほサルバルサンfを用い，Uhlenhuth3），守口‘）等は回錐剤1を試みているが，これらは」血游療法に

比し．効果の低いものとされている．田中5）ほ種々の殺菌剤について，久保σ）ほスルファミン系化合物につきin　vitro

及びin　vivOの突験左行い，延島7）高田8）はトリパフラビン及びリバノールによる治効例を挙げているが，いずれも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9無効であるカ㍉或けい一般にほ使用されていない．

　ユ944年Alstoa9）簿はペニシリンのレプトスピラに対する試験管内及び実験的感染モルモットに対する効果につい

て報じ，Hart！o），13ulmer11》，Cross12）はレプトスピラ症の治療にペニシリンを応用して著効を収めている．ゐが調に

おいても北岡等13）ア15）ほぺ昌シリンのレプトスピラ症の化学腔法剤としての価値を詳細に検討し，レプトスピラがぺ

昌シリンに対し感受性のある微生物に属し，且つワイル氏病感染モルモットほぺ昌シリンにより治療され得る富を証
した●

@　　　　　　　　　　　　　　　　　口
　1944年D（》dd等1ρ）により報告された5－Nitro－2　furfuraldehyde　semicarbユzone一フラシン．qN／〉＼CH：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

N：NH・CO－NH2及び1947年Stillman等17）により合成された5－Nitr（》一2　furfuryliden6　aminoguanid…ne一グア

　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　1

ノフラシン，NOノ〉＼CH：N：NH－C－NH2は現在わが国の医界にも提供され，多方面よりの研究がなぎれ，
　　　　　　　　　0　　．　　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　NH
臨床的にも使用されている．これはin　v三troにおいてグラム陰陽両性菌に対し抗苗作用があり，野性刺戟性も少い

からほじめ創傷感染，皮膚疾患に応用され】解）18），3〈Cramer等！ユ9「20）によウプドウ球苗に対する作1π型式が報告され

ている．

　わが国に於ても早石等2b八田敬授等2㍗2り，三浦等25），宮本等26－28）越沼等恥，寺山等30》，期日31），はその抗苗作用及び

作用機巧について報告し，その投与時の体液内濃度については柴田等32），春日33），山地等3りの報告があり，毒性につい

ては八田数授等35）が病理学的に調査している．共の他娼崎3σ）は牛痘ビールスに対する作用について，依田37）はインフ

花エンザ苗に対する作用について，3〈柳沢等3F）は抗酸性菌に対する作用について述べている．臨床的使用報告として

ほ長洲39），菊池4り，中沢等4：）のそれがある．　　　　　　　．　．　　　　　．

　私ほこの新しい化学療法剤のレプトスピラに対する作用を検討したので，その大要を報告する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II．實験方法　　・

　1　使用した整剤一日本製薬会社製のフラシン（モナフラシン）及び富山化学工業会社製のグアノフラシン塩酸塩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旧1

並びに乳酸塩，及び上野製葵工業会社製のZ一フラン，5－Nitro－2　furfural　acrylic　amide，　NO／〉＼CH：CH・CO・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　0
　　コ　しほ　　ロロ

NHゴを使：用した．フラシンは熱に対して安定で分解、点ほ240。前後Oあり，煮沸消毒によって変化せず，4，200倍

の水に飽和する．グアノフラシンは248。．において分解熔融し，冷水に100倍で溶解し，宮本等26）の実験によると

婿この論文の要旨ならびにin　vivoの作用は．第21回日本衛生学会（昭．26）において口演された．



㍗ララン誘導体のレプトスピラに対する作用について 119

中性溶液申で100。2時間加熱しても抗菌性の減ずることはない．aフランは分解点226。で2，000倍の水に溶解

し，熱には安定である．私はこれらのブイヨン溶液を30時間37。においたけれども抗菌力の減少を認めなかった．

　皿　使用菌株一国立予防衛生研究所より分与されたLeptospira五cterohaemorrkagiae，　L　hebdomadis　A，

L．hebdomadis，　L．・australisの家兎血清加コルトフ氏門地累代培養蛛を使用した

　皿培養一一申試験管（1．5×ユ4cm）｝こ，所要の濃度に薬剤を溶解したコルドフ氏培地4ccを分注し，間欺滅菌後

新鮮家兎血清0。5ccを入れ，これにユ0％家兎血清加コルトフ培地に33。4日培養し，20。前庚に3日放置した

レプトスピラ培i養液0．5ccを加えて合計5ccとした．なお培養24時間愛及び48時間陵に薬剤を加える場合に

は申試験管にコルトフ氏培地3．5cc新鮮家兎血清0，5ccを入れ，上と同じぐレプトスピラ液0，5ccを移植し，24

時間及び48時間33。に培養した隻，所要濃度に薬剤を含有するコルトフ氏培地0．5ccを加えた．対照にはコルト

フ氏培地0．5ccを加えた．これは移植後24，48時聞を経過した対数期のレプトスピラに対する作用を検討するた

めに行ったのである．

　］V　観察一レプトスピラの発育増殖の判定は．培養液の暗二野顕微鏡検査（二二Leitzユ，対物1／12）を行い，

10覗野において認められるレプトスピラ数を算定し，1視野の平均レプトスピラ数を記録した，この際オナエクト

グラス上にのせるレプトスピラ液の量ならびに，デッキグラスの大さを一定としたことはいうまでもない．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III賓験成績

　工対照試験管におけるレプトスピラの発育一一10％家兎血清加コィレトフ培地に，1視野に約30匹のレプトス

ピラを認めるコルトフ培地培養液を1110量加え，4日間33。におき，吹いで20℃油酸に放置すると，24時間後

から発育がはじまわ4＾・5日で最高に達する．’

　五　各株に対する各々の薬剤の抗菌作用（第1表，第1－3図）

　フラシンはLhebdomadis　Aに対し3mg％，他の株に対しては10　mg％，グアノ．フラシン，　Zフランはいず

れの株に対しても夫々3mg％，10　mg％の濃度ぐレプトスピラの発育を阻止し，14目凹の培i養回申にはレプトスピ

ラは上記の観察方法によっては全く認められなかった．

そして試験された薬剤はいずれもその濃度により，（1）1日でレプトスピラを1匹以下とする．（2）5－7日間で1匹以

下に減少させる，（3）減少させはしないが7－14日後のレ．プトスビラ数が対照の約半分である，（4）対照と大差iがな

い．という階段的の作用を有することが詔められた．　　　　、　　　　　　　　　　　・

Table　L　Miロ1mum　conceatration　g量ving　complete　inh1bition　ia　mg％

　　、、
Test　organisms＼＼

Furacin

L…er・h・・m・π・・g・ae・1 10

Guanofuracin・
HC1

GuaRofurach
・CH3CHOH・
CO2H

Z・furan

3 3 1 10

L．hebdomadis　A 1 3 3 3 1 10

L．hebdomadis 1 10 i 3 1 3
t．

10

L．australis 10 i 3
／

3 i 10

MoLc?冝fonof　l・…×・ゼ・｝・・3・×・・一・i・・・…r・ 5．44×10■‘

皿　レプトスピラの発育の異った時期に対する作用，

L．icterohaelnorrhagiaeを用い，コルトフ培地に移植後24，48時間を経過したレプトスピラに対する作用を知．

るために夫々の時期に薬剤を加えた．　『

　フラシンの作用（第1図）

移植鉱48時間陵に3mg％に薬剤を加えると，‘7日後のレプトスピラ数1ま，移殖時に既に同じ濃度にフラ営

ンが存在していた揚合と大差がなく，不完全な発育阻止がみられた．

グアノフラシン塩酸塩の作用（第2図）

移穂24，48時絶後に1mg％に薬剤が加えられると，移殖時より薬剤が存在していた場合と異り，レプトスヒ’うは
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一度1観野20匹前後に迄増殖し，14日後になると増殖時より薬剤が存在していた場合と大畑ない匹数に減少した6

又3mg％ごは移植直後或は移殖24時間後のレプトスピラは薬剤が添加されると次第に減少して夫々，5，7日後に消

失或は1観野に1匹程度となったが移勉48時間炭のレプトスピラは直ちには減少せず，7口後頃よりi次第に減少し

て14日後に観察すると1匹程度となっていた．そして移植24・48時間後のレプトスピラを7日後に消失させる薬

剤の濃度は夫ζ移殖直後のレプトスぜうに対するそれの3倍及び9倍前後であった．

　グアノフラシン乳酸嶽の作用（第3図）

　堀酸塩の場合と大体同様の結果が傳られた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　Fig．1（A）　Effect　of　Furacin　against　Leptosp1ra　　　　　　　Fig。1（B）　Effect　of　Furacin　against

　　　　　　immedistaly　after　the　ln㏄ulation　　　　　　　　　　Leptospira　24　hours　after　thc　lnoculation　　：
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　フラシン，グアノフラシン，aフランの，レプトスピラに対する発育阻止濃度は3～10　mg％々あり，又その順

序はグアノフラシン〉フラシ1ン置Zフランの順ぐあった．これまでの研究者の得た威民によると，これらフラン誘溝
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体の細菌に対する発育阻止濃度は，大体1～10mg％の聞であり，抗酸性苗，緑膿菌，嫌気性苗に於てはヒれよりも

高い濃度粒必要とするとされ，八田激擾等の報告24）によれぽブドウ球苗，大腸苗に対する抗苗力は大体Zフラン〉フ

ラシン〉グデノフラシンの順である．従てレブトスヒ’うのこれらフラン誘灘体に対する感受性は一般の細菌のうちや

Σ感受性の低いものと同比類であり，父その順序は細苗の揚繭と異り，グアノフラシンが最も抗箇力が強いことが知

られたのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フラシン，グアノフラシンは低濃慶においてほ誘導期を延
Fig　2（C）Effect　Gf　Guanofuracin　CH3CH

OHCO2H　against　Leptospira・48　hours
after　the　Inoculatioa
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長し．高濃度においては定常期の抑制，或は更に殺菌的に働

ぐとされている29）3，）が，この突験におけるレプトスピラの場

合にも大体同様の事実が認められた．

　この爽験に2ξいて，移植24，48時間僕のレプトスピラ

は，移殖直後のレプトスピラを7日後に消央させる濃度の

夫々3倍，＝9倍の濃度のグアノフラシンにより，7日後には

消失するか或は非常に少数となることが知られた，（第2表）

北岡氏等の実験！3－15）によると，移殖24，48時間後のレプ

トスピラの発育を阻止するためには，夫々移植直後のレプ
ト’

Xピラの発育を阻止するペニシ．リ’ンの20倍，400倍以

上の制度を要する．この蜘は夫々の薬剤の試験管内におけ

る消長残存性とも関係があるのぐあろうが，グアノフラシ

ンのレプトスピラに対する作用機転にはペニシリンのそれ

とは異るものがあることを示すものであろう．

　フラシン及びグアノフラシンはその内服或は静注により

血中濃度ほ前述のレプトスピラの発育阻止濃度には至らな

いが，その場合の尿中濃度はレプトスピラの発育阻止四魔以上となる32－3り．従て本剤のレプトスピラ症の治療効果

の決定は動物爽験及び臨床実験によらなけれぽならないが，患者の尿申えのレプトスピラ排泄≧いう危隙な二二は軽

減されるぐあろう，なおia　viVoにおけるレプトスピラに対する作用及び、酬土株等の詳細について1≠現在検討中ごあ

る，

　絡りに臨み御指導を与えられた恩師入田敏授，御助言を与えられた桑原，宮本両二士に深謝する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献

　1）稲田：東京医葛新誌1918：896－896，大4．

　2）北岡：日本医学　3417：4一ユ2，昭22．

幽3）Uhlenhuth＆Seiffert：M．K．24：584－485，ユ928。

　4）守口：一白医学17：182－208，昭8．

　5）田中：日本伝染病学会雑誌　7：847－856，昭8。

　6）久保：日本伝染病学…会雑誌　16：ユ23－131，昭16．

　7）延島：爽験医報　23：310－311，昭ユ1．

　8）高田：爽験医報　24：1148－1148，昭12。．

　9ゲAlston，　J，　M．＆J，　C．　Broom：Brit．　Med．」．2：718…719，1944．

ユ0）Hart，　V．L．：Brit．　Med，　J．2：720－722，1944．

　11）Buhner，　E．：Brit．　Med．　J．1：113－114，1945。

　12）Cross，　R，　M．：L，ancet　248：211－212，1945。

　13）北岡，庄司，弁上：第23回日本伝染病学会口演．昭24．

　14）庄司＝J，Antibio，皿：139－146，1950。

　15）庄司：J．Antib…o，皿：704－709，1950．

↓6）・嘱d・M・C・＆Stillm㎝・W・B・：J・Ph訂m・＆】蜘・Th…ぞ・叙：11－18・1944・　．・一
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17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）

26）

27）

28）

29），

30）

3ユ）

32）

33）

34）

35）

＄6）

37）

38）

39）

40）

41）

St置1man，　W。　B．＆Scoけ，　A．　B，：Chem．　Abstr．4！：24｛粥，1947．

Dowing，　T．　G．，　H：anson，　M．　C．＆Lamb，．M．：J．A．M。A．133：299－306，1947．

Cramer，　D．　L．．＆Dodd，　M．　C．＝J．　Bact．51：293－303，1946．

Cra孤er，　D．　L．：J．　Bact．54：119－125，1947．

早石，須田：J．Antibio．皿：632一632，1949．

八田，青山，丹治：東京医事新誌66：（9）8－10，昭24．．

八田，青山，丹治：実験治療251：24－26，昭25．

八田，青山，丹治，申島：束：加法裏新誌67：（7）16－18，昭25．

三浦，湯本，阪東，池田，田畑：富山化学研究報告：1－20，昭24．

宮本，越沼，柳町，大沢：東京医事新誌　66：（12）16－18，昭24．

宮本，柳町，越沼1大谷：衛生試験所報告67：177－182，昭25，

宮本，依田，中尾，柳町，越沼：日本衛隼学会雑誌　4：（4）14－18，昭28．

越沼，大脊．柳町，宮本，桑原：東京医事新誌　67：（2）14－16，昭25．

寺山，宮本，越沼，細田：衛生試験所報告67：177－182，昭25，

春日：日ホ医科大学雑誌　17：534－540，昭25，

柴田，宇野：」6Antibio．皿：6圏一630．1947．

春日：日本医科大学雑誌　17：490－149，昭25．　　　　　　　　　’

山地，功刀：東京医事新誌　67：（10）36－38，昭25．

八田，青山，丹治，春田：綜合医学　7：．575－578，昭25．

岩崎：」．AntiQ。皿』：341－34111950．

依田：馳g本医科大学雑誌　17：485「489，昭25．

柳沢，山村：．綜合医学7：485－489，昭25．

長洲：綜合医学6：563－566，昭24．

i菊池：綜合医学6：686－689，昭24．

申沢，塩入，岡：J．Antibio皿：663－667，1950．

　　　　　　　　　．On　the　Action　of　Nitrofuran　I）erivatives　against工eptosp廿a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yhkio　YAMAZ正

，

　　　　↑he　effect　of　Furacin（5－Nitro－2イurfuraldehyde　semicarbazone），　Guanofurac…n　（5－Mtro－2－fur血ryliden

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，aminoguanidine）and　Z・．Furan（5隔Nitro－2イurfural　acrylic　amide）against　the　growth　of　Leptospira　icterohaemo・

rrhagiae，．L　hebdomadis．A，　L．　Lebdomadis　a夏d　L　australis　in　the　Corthoff’s　med三um　was　tested．　　　　　　　・

　　　　These　I，eptospira．　st佃ins　were　almost　equally　susceptible　tQ　the　nitrofuran　der1vatives．　The　llltro丘ユran

derivatives　showed　almost　the　sa口e　eff6ct　against■eptospira　and　bacteria，　and　the　antimicrobia！types　of　the

drugs　to　these＝nicroorganisms　were　similar．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　．

　　　　It　L・・b・en　p・int・d。ut　th・t　the　a・ti・a・f　gu・n・f面ac三・a幽i・・t　L・pt・・pira　in　viぴ。・i・m。r・p。w。面1

in　the　eady　stage　or三mmediately　after　the　cultivation，　but　the　concentration　of　guanofuradn，　wh1ch　was　re・

qulred　to　inhlbit　the　growth　of　I．eμosp1ra…n　the　later　stage　o士growth，　was　not　so　higher　than　the　concent・

rat1on　which　was　required　to　inhibit　the　growth　of　Leptogpira　in　the　early　stage，　as　in　the　pen！cillin，　accor・

ding　to　the　experi飢ents　of　Kitaoka　et　a1．　It　was　assumed　that　the　antimicτbb1al　types　of　guanofurac量n　to　Le・

ptospira　would　be　different　from　that　of　penicillin．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

，
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イオン交換樹脂の発熱性物質産生菌に対する抗菌作用

　　　　　　　並にその作用本態について　　　・

　　　　　　　　　　八田貞義贅山好作丹治園枝林長男中三三子

　　　　The　Nature　of　Anti・bactehal　Action　of　Ioh・exchange　Resin　against　the

　　　　　　　　　　　　　　　　Pyrogen・producing　Bacteria。　　　　．　　　　　　　　　　　　　　’

Sadayoshi　HATTA　Kσsaku　AoYAMA§onoe　TANJI　Nagao　HAYAs削　and　Tomiko　NAKA∫lMA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．ま　え　が　き

　1935年Adams＆Holmes！）が多価フェ・ノ肝ルとフォルムアルデヒドの縮合体は陽イオンを，芳香族アミン，フォ

ルムアルデヒ・ド縮合物は陰イオンを吸濟することを発見してからBarrel12），Ghessbach3），Myers4），　Walt。n5》等の基

礎的研究によって今日20数極のイオン交換樹脂の合成を見るに至った。

　この樹脂の示す高度なイオン交換能力，迅速かつ均等な反応，卓越せる安定度簡単なる装置及び再生可能等の有利

なる諸点は今日なおその応用範田を益々拡大している．

　線こ医藁牛方画6》では胃濃疫瓜者にある極の陰イオン樹脂を投与することが試みられ，或は乳児用ミルクのC誕イ

オンの除去，粗製ブドウ糖液の精製等にも用いられている．

　著者等はこれを脈管内注射時に偶発する悪寒，発熱等の剛作用発現物質いわゆる発熱性物質の除去剤として用い，

極めて良好な結果をおさめ得た7）．次いぐこのイオン交換樹脂な発熱幽勿質の除宍剤或はブドウ糖注射液の精製に応

用した場合，この溶液中に混在する微生物特に発熱性物質睦生苗株に対して如何なる抗菌力を示すか，あれぽその作

出本態をも知るべく弐の二，三の実験を試みた．

　樹脂の細菌に対する作用としてはAdamsはレゾルチノール，フォルムアルデヒド樹脂が大腸萄な殺平することを

報告しその際，この作用は未縮合のレゾルチノール及びフォルムアルデヒドの介在或は食塩の分解溶出物等によるも

のロはなくて樹脂そのものエ作用によるものと記載している．ヨ三井8）はフェノールスルフォン，フォルムアルデヒド

樹脂は掩類含有溜液中ぐ殺場作用な有し，この本態は樹脂の吸漕作用によるものではなくて，苗瀞游液のpH降下

によるものと報じている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　II．二二の材料及び方法

　供試イオン交換樹脂ほ陽イオン交換概脂としてフェノールスルフォン酸樹脂を

　　　　OH　　　　　　OH
　　　　l　　　　　l

一・H一ｿ一C猛『∩

　　　　＞　　　　＞
　　　　1　　　　　l
　　　　SO証｛　　　　CH2
　　　　1　　　　　1
　　　　　　　　　〈
　　　　　　　　　∪一・恥

　　　　　　　　　　亟

陰イオン交換樹脂としてはメタフェニレンヂアミン樹脂

　　　　I
　　　　CH2
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　〉一・距
NH一 ｼ〉一・H・一冊一く
　　　　　　　　　　　　　　　辰

　　　　　　　　　　　　　　　j

NH《＝》・H－N肝く⊃一・Hr

を用いた．いずれも三菱化成の製品ごある．

　実験につかった菌樋ほ実験の特殊性より大部分ほブドウ糖のみの単三の培地に発育良好な苗株を選んだ（第1表

参照），

　爽験に使用した培地は築験の種類により蒸溜水，5％ブドウ糖液及び0．85％生理食趣水加5％ブドウ糖液1を用い

た．なお樹脂は1日1回80。30分，2日長病田滅菌を行って実験に供した．供試薗ほ18～以時間ブイヨン増養
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．Tab！e．1 Ibn　exchangeresin　and　growth　of’bacteria

＼Times　of　actio耳in　llrs6 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　～＿
@　　　　　　　Stralns　　　　　　　　　　　．　　一　　　　　　　　　　－－一軸．．．．　　　　　　　　　　　　一～

cifference

一一 Micrococcus　sp@　　（G．10）

B．s血btilis・　（G．66）．』 M．tetragenes
@　　（G．4）

B．．．coli
　S．aロreus
iF．D．Aa｝9P）

・R監譜、望 pH Count　ofb≠モ狽?虫Oa． pH Count　ofb≠モ狽?窒奄
pH．
Count　of
b≠モ狽?窒奄 pH

Count　of
b≠モ狽?ua

2％ 514194×10・’ 5．6 202×10
「5，6 342k10・’ 3．臼 0 3． 0

Positive．ion

??モ?≠獅№?ﾖesin

10％
　　　　　　　L　　　　　　　　■

S．5　84×10 4．9
　　　　　亀

P95×10 4．8 0‘ 3． D0 0 3．0 0

50％ 3．4　　　0’
@　1

4．1 95×101 4，0． 2．6 0 2．6 0

2％ …157刈σ 　86×1〔声

黶@　・．
@43×1（β

6．3

　　1　　　　．5．9　　　318×ユ0。　　　　　　　　　　　．

5．9

　，　　　　　　■

Q60）く10

Negative　ion

?wC畑nge　resin
10％

　　17．41

　　　　　「T0×10。

6．2

｡．・・，．．・響

U．7
曽6・5i

　　　　　　　　．
Q93×10q

戟D286×104

r274×104

　　　1

V．4i＿＿1

W．3：

96×105 7．4 280×10

50％ 7．6　　5 61×105 7．1 93×103 7．1
1．　　　　　響
@　56×10リ 8．3 256×10

Contrast 62 　　　　　．V8×10つ
・・司94・・が

6．2 311×104 5．1 446×105 5．6　　層

264×1Q

Times　of　action　ill　hrs

5　　　　　　　　　”
Strains　　MiOrococcus　sp～、．　　　　　．（G，10） S．subtilis

iG，66）
M．tetragenes
@　（G．4）

．B，c・1i‘ S，a虹eus
iF．D，A．209P）

D廷ference pH Count　ofb≠モ狽?窒奄 pH．
Count　of
b≠モ狽?窒奄＝u ・H路霊f pH

Count　of・bacteria「

pH Count　of
b＝i沈eda

2％
5．4i

0 5．3
｝110×10 5．3レ0 ．3，8i

1　　　　．0

1
　　1
R．8．　　0．

．　　　　　　　　　　　　脚

oos辻ive　ion

??モ?≠獅№?@res三n

．io％
4．3．　　0 4．7 129　　　－

、．71。
3．0　　　 0

56％ 3・1　　0　， ．7．7 77 3・「　o　・ ・，61・，

3・2堰@O
@　l2・71・0

2％．・

　　「6．4

99×1G4
6．51
P68×10・・

　　唱U・・i・9・刈・4
5．9 362×10β． 1

　　｝5．813×10・
　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

magative　ion

?wC｝坦nge　resin

10％ 7．51194×1Q4
P

7．0＝

@「

285×102　　　　　　　．
　　1
V．0．114×104
@　［

7．41294×10・　　｝

715｝ 5×10

．50％　F

嘔76…4
　　」

V．5168×103
@　1

・．5「98・・6・ 8・31
230×106

　　1
W．5，　　8　　1

Con仕ast　　　　圏 6．1 310×104 …1168・・び
・．・1235×… …i44…伊 ・・5！・・9…

’Tim・5・f・・ti・皿i夏hrsl @　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

　　　Stra…ns＼．．　　　～　　T　一

～．　L　　　　　　　　　　　　　　．．
@　．　『　　．@　　　．　　－　． Microooccus　sp

@　　　（G10）

S．subti1給
@　（G4）

M．tetragenes
@　（G4）

　S．aureus
iRD．A20gp）一一

Difference　’ pH Count　ofb≠モ狽?窒奄 pH Count　ofb≠モ狽?窒奄 pH Count　ofb≠モ狽?窒奄 pH Count　ofb≠モ狽?窒奄 pH
L　r　　L　一　曾　．　　．　■．　　．｝　　一　一　　一　　「

@　　　Count　of

@　　　bacteria
し　　2％． 　　～

Sβ　　　O　　I

5．0 ユ60×101 5．0
　　　　　0

3．6 0
1
3．6｝　0

Posit聾e　ion

??o漁nge　resin

10％ 4．0 ．　0
4．5　　「

．　170 4．5 ．　　0 2．6 0
2．6｝　0　　」

50％ 3．0 0
　　［

R・5i　130 3．5I　o 1．4 0 ・，41・

　1
Q％

坐2螂104　　　1 　　［6．6

135×104
6．61・35×・9・

6．6 470×10⑤ 6．d　O

NegatiVe　iOR

??Uhange　resin

@　　　：

10％ 7．8 84刈04 7．3
　　ρ　　．

?O8×． P04 ．124×104
P

405＞く106
1一一一一一

・50％ 8．1 48×104・ 7．．7　　上・．92×104 ．7・7t
1　．87×104

8．5　　し 267×1〔声 　　．X．6　　～

00

C・・・・…　　1
6．0 230×104

6．・1

144×104
・．・1・・5・… 5．・1・駈・… 5，51・

　　Note：1．　On　account　6f　thdf血i亡ed　spaごe　of　the”亡able；aかort　of　the　result　of　the　experiment

，　　wasρmi敏ed・，　　　．．．．「　　　．．．．．．．．、．．．＿．　　．．．、．
　　　　　　　　2．As　regard　to　the　mediums，5％dextrosと’added酷1ine　solution　were　used．fbr　B．　coli　and

　　　　　　’Sta凶、　au翼℃us　and　dextrose　so玉ut1on　for　6th6f　ba6te「ia・　．　　．　’　　．「　　　　　　　’．
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菌を生理食塩水で稀釈し，その一定量を移凹した．糸状菌の際ほCzapcck・Dox斜面野天7日興培巽の菌を滅菌生

理食塩水ユccにつ齢1白金耳量の割合に浮游した糖液を作りこれの一定量を移櫃した（移殖萄量は各項目ごとに

記載した，），

　樹脂の苗増殖に及ぼす影面を検する方法としては一定量の笛を移植後，これな37。の鰐卵器内に納め実験時間中

時々これを振邊混和させた．即ち苗移植2分後1回採取，以後ぽ1時聞，3時間，5時間及び怨時間目（糸状菌

の場合ほ24時間以後は隔Rで10日目迄）に試料を採取した．試料は生理食塩水をもつて所要濃度に稀釈し，この

1ccを普通窪天（糸状萄はCz－Dox塞天）と共にシャーレに流し込み，37。，48時間（糸状菌は7日聞）培養後発育

した全生苗数を算定した．

　一方短時聞内の殺菌力試験の術式としては日本公衆保処協会雑品法（小島・中込法）に準拠し，該樹脂の5分，10

分，ユ5分及び30夢作用時の殺馬力を検した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　III賢験成績

　a．イオン交換樹脂と苗増殖能

　供試培地として5％ブドウ糖液を用いた．培地のpHは作用時間の経過に伴って幾分変化した．即ち陽イオン交

換樹脂め場合に1ま酸性側に動き，1乃至5時間作圧時のpHは対照のpH　6，0～5．0に比較すると2％添加では

pH　5．3～5、040％ではpH　4．7～4．3．50％添加ではpH　3．7～3．2となった（0．85％生理食塩水加5％ブドウ

液を用いると塩類含有のためpHの下降は顕著で樹脂50％添：加で24時間後にはpH　1。4となった，）

　陰イオン変換摂肱の場合には滋性はアルカリ側に傾き2％添加ではpH　6．2～6．5，ユ0％でほ6．7～7．5．50％添

加でpH　7．1ん7．7となった．かエる状態の液性及び樹脂量｝こ於げる調物苗の増殖に及ぼす影嚢をみると，陽イオン

交換樹脂は，曲樋域は菌量によって幾分の相違はあるが，概して短時聞内に殺苗した．一般的には樹脂の添力n皿に比・

例し，また作用蒔間に平行して苗数は減少した，例外として枯草苗に対し50％添加で24時聞作用後でも生萄の存

在がみられたほかは，大部分の苗に対して1乃至5時間の作用で卑下を完了した．作用時間の羅過とともに増堆の

pHほ徐々に動くので，この濃性の変化による殺盤作用因子の介在もこの場合軽絶してはなるまい．

郷艶ブドウ球齢壊地・檀脚渤”肱くとも蹴な醐の泌力：見られ24隅一に‘‡全く姻し魁自然
浄化）．

　そこで培地の液性がさほど変わらず，且つ菌発育iと及ぼす介往因子もさほどに盆雑とならカい作用1時聞の等外

から判定すると，大腸曹，黄色ブドウ同苗，野曝球翼ほ（囚剛球窟が20％添加の場合若干の生菌がみられたほかは），

2％以上の添加により完全に殺苗された．ミクロコッカスでぽ50％添加で0．10％でほ約119000，2％でほ111000

と顕署な減少を示した，益草蕾に対しては強力な作用は見られず50％添加で24時間作用後なおも生残菌を認めた．

　陽イオン交換樹脂は興野力な示すがその作用は添加量に比例して増減した．

　険イオン交換樹脂ほ対照に比すると添加：旺に比例して笛数に…肝の減少がみられるが，これほ樹脂に対する莇の単

なる吸蒲等の2～に生ずる現象で殺劇生にi雄くものとけ考えられず，陰イオン交撫瑚賃には萄に対する抗藍性1土力いも

のと考えるのが安当と思われる（第1表参照）．

　糸状萬に対しても総山の場合と類似した戯績を示し樹脂添加量が2％の場合にほ苗の発育を認めた．これほ初め

24時聞作用時には対照めユノ2に滅少したが，以後増加し10口後でけ対照にほぼ近似した数値を示した（第2表参

照）．

　6．イオン交換樹脂の殺菌力

　その下魚1ま第3表に示す様に殺菌勇は窟種により著しく状穂を寂にすとが，こ才～は一舩の殺窟剤のような歴に対

する顕愚な特異性ほ見られなかった．菌によってほ燕脂沮により殺旧時聞が短縮された．

　すなオつち陽イオン交換樹脂は強度の殺藍性を有するがすべての細論を短時間内て殺上するというわけにはいかなか

った．

　　　　　　　　　　　　　　IV．イオン交換樹脂の殺菌する作用機嫌

四極による陽イオン交換樹脂の強力な野洲作用機転についてほ，樹脂末縮合物の介在，樹脂吸諮，派性の変化にと

墾なう殺菌等が指摘される．われわれはこの作用本態についての究明方法として5％ブドウ糖液中に樹脂を30％
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　　　　　　　　　　　　　　　　Table　2．　　Ion　exchange爬sin　and　gro壷th　of　filamentous　fungi

Nrime・f・ti・n　in　hrs・1　　　1
　　　　　＼．．『　　　　一＿i＿　　　　　　　一．＿　　　　一＿＿一

　　　　　　　　　・・ra…　溜蓉盤翻蟹舗

D・fference　 P・H鴇『・H織・f
　　　　　　　　　　　　　　｝・％1…函・㍉・・51・・・…1・・7

謡黙孟．i謙冥府ll
　　　　　　　　　　　　　　〕　；i　l’．．

灘謙い・堕型：…：望・モ・びi

　　　　　　　　　　　　　　l50％15・5，15狸三．15・5i287×102｝6・4・6×10’

　　　　。。n幡t　5．、［、6刈。・5．51292。、。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．．　1

　㌘?ｫ繭巨・t・面h…〕．．’ @72．…
　　　　　　　　・面ヨ・二1溜翻嶽’ci’1iu置1

・・fference　．1誹轍f5H　e望欝
　　　　　　　　　　　　　　1・彦・・2！1・8・・び・・21由…雪

Positve’on D・…．61・1・．・：・

轡lllll．一マ・・｝「・．｝璽・

臨…一
�B％1、．、i22。、ぴ1、．4：』、93×、び

　exchange　resin　　l　　　　I　　　…l　　　　　　　　　l

＿．．．．．一一．＿一至墜互鯉壁L一＿．．．．1ぜ’．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　Colltrast　　　　　　5．635　x　102　5，5188×ユ02
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　1
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Macrospor1u・
高唐吹iG．Hユ2）

Penicillium
唐吹D（G．H．6）

Macrospor五u・
高唐酔?fH．6）

．Penicillium
唐吹D（G、H．6）　　　　一　τ　　　．　　貯　　一　一　一

pH Count　of@fungi pH
Count　of

@f皿gi
pH Count　of@fungi

一　　　　　　　．　一　．　　　一

垂g．

lC・unt．of　fung’

4．7 ・・・…1・・8i　4β1
ig3×・σ・ 撃h・5・…t…162奇

　　…　　　　　　　　1　　　　3
S。71　　　0　　　14．7i　　　O　　　　　　　　I 4．410・4。1：0

』　7　　．　　．　『

一　　一

D4．5　　　1

一＿n．．一．＿＿．．．・ @　一一一　■一一．
戟@　　　　　　　I　　　　r

@　　O　　4。1：
h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　1　　！　　　　　．

O14・1；Oi4・110
5，9；・6×…i5．デ…34・・σ・15．9127…雪6・・229誘　　　　　　　　1

i　一
…1・4・…i…；ラ1…21…；・7・・ぴ1・・218蹄

P1　一　　一　　一　　．　｝

・．4，6・…1・．・；・・×・び！…1・・…i1騨
一　　．　一一

U・51

5．51

@　1
24メ102

、．，1、、。。、。・　　1 　　15．6　　1

24×1（野 畿・
I18餅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　．@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　．
@　　　　　　　　　　’　　　　　　］’　　　　　　・　120　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　240　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

Macrosp3riu・
高唐吹D（G．H．12）

駿nl諮番譜灘賢聖駅ぎ鞠
一　　　　　　一　．　　　　　　　　．　一

垂g
Count　of

@丘ngf

一　　　　　　　一

垂gi「Cl躍fゆH Count　of「@fungi pH
一　　　　｝　　　　　　　　　　．　一　　一

@　　i諸、、

4．2！91×10・　　1

1

・・21 E4・・…；・・2」2・・・…｝…
i

　　1
R．d　O　　i

3．41ll　O 3．61 3．41

一　　　臨　　　　一　　　　　，

P311×
m　1ぴ
u’．一．一一

奄n
決黶e一．一．『

@0
3．1｝o　　　

3，110　　し 3．11　　　　　　　　　…
@　10　13・11一　　．　一　　　　　一　．．一　．　　　．　　　　r　　　　．　　　　　　i　　　　　．　　一　　．一

｝・・21・5・…｝…1・2・・…1 U・・：265・・σ1 …｝ 421×
@　102一　　．　．　　　一　　　　『　　一

　　　　　　　　．@　1　　　　　　　り

U，439×10‘
1

　　｝　　　　　　　l　　　I　　　　　　　b

U・4219×102奄U・4：255×1σ1
・・41
428×
@ユ02

1　　［

@　　　29×102奄U・81

　　・　　　　　　　　「　　　　1　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　．

U・62U×10「6・81261×10216・6、
｝409×1，102

P423×
@　10雪

5．6！51×10・　　峯

5．51
Q34×10・

@　～

5．・：27…σ・！・・5、

Table　3． Bactericidal　test（Positive　ion．exchange　resin）

Strains Dose　of
bacteria

Dose　of
resh二

Tlme　of　action

5 ，ユ0 … 15 30
l　　　　　　　　　　　　　　I

r　　　l＋50％ 十 十 一
　　　嚇

面　　い、．…び1…％ 十 十 十 一

1　　一
i　21．2×104
1

i

　　26．0》く104

＋2％

＋50％

＋10％

＋2％

斗・50％

＋10％

＋2％

十 十

十

十

十

甘

　　・

　S，typh五（S，58）

S．dysenteriae（KBH【）1

十 十 十

十

十

十 十

1層

十

÷ 十 一

十 十 十 十
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1 十 i 1

27．5×10霊 ．＋10％ ・一　・ 1「・ 十B．prodi塞iosum

＋2％ 十 十 1＋ 十

㌦十50％ 十 ・． P・　1・
剛B．噛subtilis’ iG．66）

u

．　　　　　　　　■　冒

Q5。9×104 冒＋1b％ 　●¥ 十 十 ．十

＋’ � 十 十 十 十

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　．黶@一　．「．　』　「　一

r．aureus（F．D．A．209P）

＋50％ ア十 十 十 一

10．8刈04 ＋10％ 十 　■¥ 十 一

＋2％ 十 十 十
十．　　　　　　一　　．　　　　一　　　　一　．　一　一　一

一　　　　■　一　一　　．一　　　．　　－　．　　　　　　一　　一　一

licrococ㎝s　sp．（G．10）

＋50％ 十 十 ’十 十

31．2×104 ＋ユ0％ 十 ・　1・ 十

＋2％ ．　十 十 十．　　・ 十．

D　　　　　　　　　．　　一

一　　　．　　幽　ゴー　　　　　　　．　曹　一　　一　　．　．　　一　「皿　　　　一　．　亨　．　　　　．　　　　一

l．tetragenes（G．4）

・＋50％

」　　　　一　’　　一　　　　一

¥’ 十　．
一

18．3×104 ＋10％ 十 十 ・　1一
＋2％ 十 十 十 1・

十 十 「 1一
S．paratyphi　A　　（S1） 23．2×104 ＋10％ 十 十 　k{　！　一

L　　　　　　　1
i＋2％ ．　十 ．　　十　　． 十 1・

　　　　　　　Note　（・←）　Bacteria　growth．　　　　（一）　Bacteria　no　growth

Table．　4，　　The　adgorption　activity　ioロcxchange　resin　agains亡vahous　specie8　bactcda

Drug．
Me・
thod

Time　of　action

ユ0 20

誕劃・…1・i・・・…u・1鍵避 1・・c・1i
30

・h・n・l

奄垂P・・司

　　　　1

・1・

L 60

・・1・！・

・・・・・…1丁重！・・c・1i隈謬曜灘！・・c・1・ド｝認ヨ

レ・1・．
（×90）Breed　t5ユ4×・・167×…1・・刈・・ト7・…31・8×・・3

論si濃＆、1　PI…1 ・187・・σ・

職§。ll）；…ed　l

1
・1・2×・が

516

1・ い1
1・2・…1469訓85益・i68益・

lP1、t。

1・
1・4刈・3 0
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に力喉．これに供試苗（四聯一三，大腸苗，黄色ブドウ球菌）の一定量な加えた後10分，20分，30分及び60分後に

試料を採粗してPlatc法により生菌数を，　Bread法によって総萬数を算定した6対照として5％ブドウ杁ll液及び5

％ブド蜘・3・％の船に樹月旨繍え2塒下職樹脂極除し’た5％ブド『糖灘用い・棚の粛学として

90倍のフェノール三四を用いた．
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　その威績は第4表に示した．

　この三三から推定すると陽イオン交換樹脂の殺菌力は樹脂末縮合物によるものではなくて大部分に樹脂の吸着によ

る作用が主で，これに培地の液性も幾分影響するようである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・む；・す・び＼

イオ・難樹脂醗難倣の囎剤として或は注糊ブド・撒噸製噸い糊舗牽宇嘩砂る雛物・
回申発熱性物質産生菌に及ぼす彰響について検べ㍗・．

　陰イきン交換樹脂には抗菌作用を認めないが，陽イオン交換樹脂は抗菌炸用を有し，この殺菌力も樹脂茸に比例し，

て増加し牟・この作恥態は樹脂縮合物に焔もの鴛なく・樹脂三三培地灘による如偲練た・この詳．

細は今後も精査する．　　　　．、　　　　　　　　　・　　　．　　　「

．イ．オ三三樹脂蹄もつて操作するとブドウ讐の溶液中｝曜回る雑物q大部分雄却る事が串来るが使用

後の瑚諏扱に不臆三ってはならない・というのは夏期に三三三三に適当な輝を鰹ないと・陰イオ咬

換樹脂に於て邸幽し発難物羅生等の二巴招来するζξに聯興鱒ジ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　用　文献
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The　Nature　of　Antibac㌻erial　Action　of　Ion－exchahge．　Resin　ag樋nst

　　　　　　　　　the　Pyrogen・prcducing　Bacteria．

　　　　．Sadayoshi　HATT！㌧1～σsaku　AoYAM減，．Sonoe　TANJL

　．　　　　　　Nagao　HAYAsHエand　Tom∬（o　NAKA皿MA

＼

The且egatiサe　io且exchnge　resin　had　hQ　antibacterial　action，　on　the　other｝翼md，　the　pos玉tive三〇n　excllange

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．・e・1・h・dit・whi・h㎞・・eased　i・p・・P・鴬五・n－t・th・qu・夏tity・f　th・・ゆ．’
D．

　　　Tbe　act五〇n　by　itself　seemed　to　oome　from　attractioa　of　resh　and　the　characters　of　the　liquid　in　the

medium，　but　not　come　frofh　the　condensed　po“dered　res㎞．

●

■

●

’



！

亀

130 衙　生試験所　報告 No，69’

除虫i菊（シロバナムシヨケギク）の開花と結実について

　　　　　　　　　　　　　　　　木・，．下　．・，孝i　三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧

，Studies　on　the　Flowering　Phenomena　and　the　Fructification　of　Inseごt　Flowers，

　　　　　　　　　　（C吻5剛伽2雌α”θ7αγ’αげb1伽zBo㏄．）’

　　　　　・　　　　　　．　　　　Kozo　K；NosHITA

　除虫菊が殺虫剤と』て効力を認められ入類に利用されるようになったのほ可ない古い時代からであるが，これを作

物として裁培するようになったのは比較的新しい時代であり，いまだ200年を出ていない．更に作物として改良を試

みられるようになったの1遼く近年の㌶にある1この間樋改良の根本である唇月花に関して調査されたものはきわめ’

て少ぐ全く木明の事突が多い覗状である．

　薯者が薬用植物園和歌山分場で1948・一1949年に行った成績を述べてi参考に供したい．

．1．除虫菊花器の形態

．除虫菊の花器は他の菊科殖物と同様頭状花をなし，舌状花と管状花の2樋の異なった形態の小7Eが多数こん棒状の

花軸の上に着生し，総苞が外部よりこれらを包んでいる．舌状花ほ花軸の最外側に位置し，白色舌状の花冠と雌蕊よ

りなり，雄蕊は退化して欠除している不完全花である，管状花は先端が玉裂に分れた筒状黄色の花冠と雌蕊1，雄蕊

5よりなり，雌蕊の柱頭は二つに分枝している．雄蕊ほ聚騎雄蕊で花綜は5本ともゆ合し，子房ほ両者とも最底部に

位置している．（第1’図）　・

r＝＝＝こ父　　　　・南

移，

5

．，ノ

ユ．

2．

3．

　1　　　　　’　　　　　　　　　　　2

　　　　　Fig　1．．　F1・Wers。f　insect　f1・wer

頭状花断面
舌状花　（Ligulate　f1。wer、

管状花　（Tubular　flower）

Tableユ．

（Longitudinal　section　of、the　capitate　flower）

The　variation’i皿the　number　of　ligular　and

tubular　flowers　i夏acapitate　flower

3

Number　of
1…gulate　．

flower

Frequency

Number　of
加bular
flower

．Fr6quency

13　14　15　16　17　48　19　20　21　22　23　24　25　26

1　　1　　2　　3　・　3　　21．25　79　56　54　．28　15　　2　　0

180190　200　210220230　240　250　260270280290　300　310

0　　2　　3　　5　　25　　48　　31　55　　62　　37　　21　　8　　2　　1

Tota1

300

Tota1

300

Average　　．

20，2ま＝0．07

●

1。。　ge

250。9±8．13●
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．1頭状軍内における舌状花，管状花の数は系統によって異なるが，同一系統内においても相当の変異を示してい

る・しかして現在栽培されτみる除虫菊樋1靖種学的に見て樋の系統が澤職封遷してい砂でその螺の幅はま

、すます広くなって来るようである・特撰一系統内で調査した｝例を示すと第1表の通りで舌状花18～24・管状花ほ

200～300位である．

　2．開花習性

　除虫菊は多年性の植物であり，．種子を播種した場合，その年は苗の時代であって開花しない．翌年はまれに不時開

花を見るものもあるが，これは変態的であって，この年も開花しないのボ常態である．翌々年すなわち播種侵3年目

にして始めて本格的の開花を見る．その後植物体の枯死するまで通常5～6年間は年々開花を続けて行く．はなはだ

し忌・場合は14～15年に及ぶ事がある．　　　　　　　　　　　　　’　『　　　　　　・　　　　．

　管状花の開花は弐の順序に区分する事が出来る．（第2図）

ρ

、

1

P

1．

2．

3．

。4．

5．

6．

鵡

1，

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　2　　　1　　3．　　　　　　．4　　　　　　　5

　Fig．2．　Flowedng　progress　of　the　tubular　flower　of　insect　flower

蕾　（Bud）

花冠頂部裂開（The　tip　of　the　cqrolla　is　opening．）

花粉放出最盛期　（Maximum　period　of　pollen－discharge．）

雌蓬抽出期　（The　period　when出e　p1stn　is　appearing　thrQugh　the　coroUa．）

雌蓬」或熟期　（The　maturation　period　of　the　pistiL）

雌蕉収縮期　（The　co皿traction　period　of　the　pistiL）

蜘∫

・’ O
6

　この各時期の時間的進行を見るに，花冠裂開より雌蓬抽出まで約1～4時間を要し，抽出した雌は既に柱頭上に

花粉を附着している．弐に柱頭が2に分枝して威熟の状態を示すまで約16解20時聞を要する．次に柱頭が収縮し，

ついに花冠内にひっこみ外部から見られなくなる．この間自然状態では翌日すなわち24～36時間で回る．入霊的に

授精を行わしめない場合，柱頭は3－4日間成熟の状態を保持している．丹羽氏（1930）は日本菊について観察し，管

状花裂開ナり雌遜抽出まで2～6時間，とれ‡り柱頭分枝まで2－3日を要すると報告してU・る．安孫子氏（1937）は

除虫菊についてやや時聞的の差があるが同様のことを報告している．・

　1日中における開花時刻は天候により異なるが，午前7時には既に開花を始め，午後6時まで継続する．最盛期

に午前8～11時の間である・午饅に至っては開花数は非常に少くなって来る・曇天の日は開花数は少いが開花の頻

度分布は幅広くなって来る．．1948年晴天と曇天の日を選んで調査したのを示すと家の通りである．（第2表）

　3．結剰ζついて　　　　　　　　　　　　　　ビ　　　　　　1「　　　　　　　　　　・

　除虫菊の結実は普通他花授精によって行われている．この授精には昆虫類が媒介に役立っているチうであるが，そ

の極類は明かでない．授精の生理的，機賊的の詳しい報告は今日の所なく，今後の研究に待つことが多い．’その稔性

はきわめて低く，自然状態においては40・》50％程度である．まず概括的に自花不稔の程度を知ろうとして・ユ947年

頭状花にパラフィ瀬をもつて袋掛けし傾状花からの花粉の琳を防ぎ・その纈歩β翻査昧・悌亀劇

ヒ以上の風趣によるとある程度結実する系統が在存することも考えられるが，こ2fは後に述べる授粉試験によって明

かな如く，同頭状花内他管状花授粉の起ることも当然考えられ，厳密な意昧の自花授粉による翻案ではない．この事

は広島農試の試験によっても認められている．しかし大体において自花授粉では結実しない事は明らかである．

■
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Table　26．．　Th6　progress　bf　efflorescence　of　tubular　flowers，　p611en」dischafgと，とnd　maturatio駐

　　　　・．・f．pi・ti1・i・・d・y．．．　　　　　　．．　1・　　　．’。・㌃

Date
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　　．賃

　　色

’　8
　　臼

　　の　　縮
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Contro1，　not　treatedL
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’「Number。f　n。we士S㌧

fructified

　9

117． @’

　　　　　0192

Ditto，　percentage

36．0

37．2　　．．

37。1

獺な・授粉の紐合せによっての結難度宣るため・錦の試験を行？京学嘱・して蘭士別の操

作も加えなかったが1菊科植物の除一法としては次の3法が考えられる．

1．直撒管状花が二二翻しなし揃1こ人為的にピンセ・トで花冠の先端を開門部の雌を除去する・

　2．㌧水洗法　管状花が開花し，二二が花粉を附着して抽出して来る時，スまイドにて花粉を洗い落し柱頭の乾燥す

るのを待つで授粉する．下斗米氏（1930）1ま野菊に就いて，婆孫子氏（1937）は除虫菊にっし・てこの方法翻いて‘いる．
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Table　5．
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The　effect　of　the　pollination　methods　on　the　fructifi6ati6h　of　iPsect　flowerJ：．
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Mode　of　cross油g
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3．　PolIination　on　ligulate　Ωowers．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　Ligulate　flowers Capitate　flowcrs

．．

oer　one　cap董tate

flower

M劇論㎎ 訣f、糠懸盤斜壁雛雛謝黙牒豊
　Po1！inated　with
nP・11ens　of　differ一 175 66 37．7 81．9 15 15 100．0 100．0 13 4．4

＄ent　plants
σ》

ｲNatural　cros8 214 111 46．0 100．0 ユ5 の　　　15
100．0 100．0 16 7．4

　3．無操作　何等特別の操作を加えず，そのまし目的の花粉を授粉する．丹羽氏（1930）は日本馬に就いてこの方法

を用いている．

　これら3法いずれな用いても挿花授粉の憂が少いならば，その結突歩合には差がない訳である・これを実験的に

確めるために災験を試みたが第4表に示すようにほとんど差異が認められなかった．

’これによつて水洗法によるも，無面作によるも，自花授籾の起り得る憂はなく，仮にあったとしてもきわめてきん

少であると考えられる．この事は次の授粉試験の結果を見ても明らかである．

　授粉試験に供した材料はなるべく主婦に浩生した頭状花を用い，外側2～3列目管状花を利用し・他は人為的に除

去した．花粉は花粉放出最盛期のものな用いた．

　試験の組合せは

　1．自管状花授粉　同一一僧状花内に於て自己の桂頭に自己の花粉を授粉する．　　　　．

2，同頭状花，仙管状花授粉同…頭状花内で興なる管状花の組合せで授粉する・．

　3，同株，他頭状花羽並　同一・・株内の異なる頭状花で授粉する．

　4．異株，他花齢旧株を捉にして授粉する．

　以．L　4種であって，その外に同一株を株分けし，無性的に増航したもの相互聞の結実歩合，並びに舌状花の結実

性についても調査した（第5表）．

　種目hによると自管状花授粉では結実歩合0％であって完全な不稔1生を示している．異株他花授粉の場合は23～39

％の結実歩合を示し，これは標準とし．た自然授粉の場合より約15％低率である．しかし2ケ年を通じ数仙：に若干

の差があるけれど，自管状花授粉，同頭状花他管状花授粉，同株他頭状花授粉，異株他花授粉と結実歩合は上昇して

いる．すなわも花粉と柱頭との近親関係が遠ぐなるほど授鞘率が高くなって行く傾向が認められる．しかし近親程度

の最も遠い異株他花授粉の場合でも自然授粉のそれに比して授精率は低下している．これは人工授粉の際何等かの直

管を与えたのではないかと考えられる．

同一側惚分何して増肌紛割採相互間の授粉曲面他花授粉の場合より結実歩創融々高い糊権斥尋た・

　舌状花の結実ほ異株他花授粉の場合管状花のそれより稽高い率を示している．舌状花の柱頭も管状花と同搬の援精

能ソ」のあるこどを示している。

　除虫菊の縮突性は自然授粉の場合でも50％前後であって，約50％の不稔粒があり，その稔l！iiは完全ではない．

　一・・股に殖物の不稔1生｝こついては多くの研究者によって研究され，惟的欠陥によるのでなく，雌雄両性旨：1管とも完全

たヨ癬1作用を営むにかしわらず，自花授粘しないのを加子不和合性と称している。この原因についてば今n一般的に

rl花不和合性の植物に朗ピ鵬を行うと花粉の発芽又醗芽後の花粉管の伸長を抑圧する物質力＝柱頭及び花柱に11礫

て，花粉管の仲長を阻害し授1省を不能ならし．めるものと信ぜられている．除虫菊の場合舌状花の肖花不稔ほ雄ll譲を欠

く形態的不稔であるが，管状花の場合はこの如き機㈱竃その原因でないかと推察される・依一調義守の榔継れてい

る三伏は訪にも述べた如ぐ，各種の系統が雑然と相混在しているので，これらある特定の系統間においてのみ授精す

る不稔群の存在も推察されるのである．共に今後の研究に待つことが多大である．

■

1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　摘　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　1．除虫菊の花器について形態的観察，管状花開花各期の相互関．係及び結実性につき，実験的研究を行った．

　　2．管状花の開花時刻はその日の天候によb異なるが，午前7時より始まり，午後4時まで持続する，最盛期は

午前8．時より午前11時までである．　　　　　　　．

　　3，花粉．の放出ほ開花陵i～2時聞であり，雌薙の柱頭が分枝し，授精可能の状態を示すのは，開花後16～20時

，聞である’この状態は授精を行わしめないと3～4日間持続する．

　　4．頭状花に袋掛けを行うと殆んど結実しないが，或る程度結実する系統も存在する．

　　5．二二方法による結実の差異は認められない．

　　6，管状花の自花授粉は実全な不稔であり，他花授粉の場合は花粉と引回の遺伝的近親程度の遠くなる程結実性が

高くなっている．しかし最大の場合でも約50％の不稔性が存在する．

　　7．同一個体を分記して授精した場合，分株しない場合に比し，幾分．結実性が高いようである．

　　8．舌状花は雄性器官を欠き，自花授粉は出来ないが．他花授粉の場合は管状花と同程度の結実性を示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　一　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
1．

2．

3。

4．

5．

6．

　　1．

po11｝nation　were　made　on　inscct　flσwers・　　　　　　　　　　　　　．

　　2．The　efflorcscence　of　the重ubular　flowers　was　seen　from　about　7　A．M．　to　4　P．M．，　although　most　of　them

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
bloomed　cut　from　8　A．M．　to　11．　A．M．

　　3。Po11en・dischargc　eccurcd　1－2hours　later　from　efflorescencc．　After　16一．201　hours　from　efflorcscencc・

th。　m。t。，1ty。f　pi・til　was　c・mp1・t・d，　wh・n　th・・tigm・becam・r・m・・e・Wh・n　they　w・r・n・t　p・11in・t・d・．　thi・

condition　continucd　for　3－4days．

’4．Wh。。、apit・t・f1・wer・w・・e　c・Yered　with　p・・a主fi・p・p・r　sa・k・，　m・・t・f・11　th・・t・・ins　sh。w・d・・f・…

tificatio皿，　althbgh　IGwer　fructication　was　recognized　in　a　few　stτains・

　　5．　Fertilization　was　not　effected　by　castration　treatments．

6．By・elf－P・11i・・ti・n，　thi・p1・・t　w・・mt　f・賞ili・ed・1・th・． モ＝E6・f　cr・ss・ o・11量聰ti・n・it　w・・rec・9・ized

th・t・・th・g…tical・el・ti・n・hip　b・伽ee・th・．P・r・・t　p1・粋t・was　slight…th・d・gree・f　th・f…tifi・・ti・・be噂

came　hlgher，　But　cven　in　a　maximum　case　only　50　per　cent　fructification　was　observed．

7．Th。　d。g・ce・f　f・u・tifi・賦i・n　by　the　c・・ss・P・11in航i・・b・“・c・nth・pare・t・whiρh　h・d　b・cn　pτ・p・g・t・d

。，g。t。t三。。1y　f・。m　th…m・i・di・三d・・1，　w・s　s。m・wh・t　p・五…tもth・f・u・tifi・ati・n切cr・ssi・g　b・轡ee・th・

flowers　of　plants．

8．A。　th。　m。玉。。・g・n・w・r・d・fi・i・nt　i・thc　ligu1・t・f1・w・r・，　th・i・self・P・11i・・ti・n　w・・imp。ssibl・・b・t

whe皿the　llgulate　flGwers　wcrc　pollhlatcd　with　tlle　pollclls　from　the　othcr　onc，　the　fructification　was　recog－

higcユas　wc11　as　in　tul）ular　flo、vcrs．

丹羽　鼎二．日本学術協会報6．479－487，1930．・

安孫子孝一：北大卒業論文　ユ936．．　　　　　・

広島農試　広島農試成績　1938．

下斗米直昌：菊の生態と細胞遺伝　1935．　　，

志佐誠：植物の不．稔性1934．

戸苅義弐，河原卯太郎：　育種研究　1：83－1011944．

　　　Studiとs　on　the　Flowering　Phenomena　and　the　Fructific3tion　of　Insect　Flowersl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C海η5απ飾θ〃2π初。∫3¢εγαγ∫αげ01ゴz‘〃2Bocc・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kozo　KINOSHITA

Studies　on　the　lnorphology　of　capitate　flowers，　flowerhlg　progress，　and　thG　fructification　by　artific二aI
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チョウセンアサガオの葉枯性細菌病に関する研究（第3報）※

　　　　　　病原細菌の薬剤に封ずる抵抗性に就て

山　　本　　昌　　木

Studies　on　the　Bacterial　Leaf　Spot　of　Jimson　Weed（Dσ伽γαspP．）（III）

　　On　the　Resistance　of　the　Causal　Bacteria　to　Va：rious　Chemicals

Masaki　YAMAM（刀。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒『　．言

　　著者は前報に於て，チョウセンアサガオ葉枯性細苗病に就てその病徴，病原性，病原細菌の細苗学的・生理学的性．

・質に就ての燃並びi硬験の結果から本樋蜥麺と鋤，P砂’・翅・…飽翅痂・…Y樹蝋（yr・と命名した24’25）

　　オく論文に於ては，本心苗の各種薬剤に対する抵抗性に関ナる実験結果に就て述べる．本研究は事情により申止した

　ので，一応現在迄の結果を駁綴めて報告する．

　　本研究の遂行に当り，衝々御便宜を図られ又激励された前所長松尾仁警士，終始御懇逆な御指導を賜った平山重勝

　植物部長に対し深甚な敬意と謝意とを表する．3く実験を援助された大坂他家子，古藤カヨ両女史に深ぐ感謝する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實　験方　法

　木突験に於ては検体の殺菌力を見るために小島・中込氏法7）を採用した．即ち培養塾肉エキス50gr，ペプトン10gr

食推5．Ogrを蒸溜水1L中にi煮沸等角温し，水酸化ナトリウム溶液でpH　6．8に修正し再びi鷺沸した後難過し，之

を10cc宛試験管に分注加圧捨苗し，供試葡の前培養及び後培養に使用した．寒天斜面培地に培即したP勿’o〃　o〃αs

∬6”2，η’α〃鋸YAMAMσroな前記ブイヨンに移し，1日1回連続3回28℃で継代培養を行って苗の生活力を一

定にしたものの24時聞培養を供試苗とした．可検液ほ減苗蒸溜水で任意の濃度に稀釈し，各10ccに対し苗ブイヨ

ン培養液を駒込ピペットで注入し30℃（土0．5℃以下）の恒温槽巾によく振澱して5～30分間作用せしめ，1白金

珊＝宛なとってブイヨン｝こ移植，28．C｝こ240門下ま讃を行いその発育翻附し．た．術作興潮10分歴llで確実に

殺萄する可検薬剤の最大稀釈倍数と石炭酸のそれとの比（石淡酸係数P，C．）を求め比較の便とした．各爽験は2～3

回繰返して行われた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　實験結果

　1，重金属化合物

　水銀化合物では，昇張（武田製品），マーセタート（太陽製薬製品＞1）18）マーキュロクロム（第一製薬製品），メルクロ

ン（三共製品），ウスブルン（特殊農薬製品）等に就いて試験を行い，夫々P．C．＞80．0，40．0，0．5，＜0．5及びく0．9

黙」得た．銀化合物では，硝酸銀，プロテイン銀（中村滝製品），コロイド銀（第一製薬製品）に就いて試験を行い，夫々

P．C．＜0．9，＜0，9，＜0．ユを得た．銅化合物では塩化銅（国産化学薬品製品），胃酸銅，硝酸銅（武田製品），硫酸銅

（金田製品），王銅（主威分塩塞陸塩化銅），クポイド（主成分硅酸銅，三共製品）に就いて試験を行い夫々P．C．1．0，く

9．0，＜0，5，＜1．4，＜0．5及びく0．5を鴛た．鉄化合物では第弐櫨イヒ鉄並に第二：硫酸鉄に就いて試験を行い夫々P．

C．1．0及び4．0を倶た．鉛化合物では，次酷酸鉛及び酷酸鉛に就いて試験を行い，P．C．2．0及びく0．1を得た．

　lI．酸
　無機酸としては硫酸，脂肪酸としては蟻酸，酷酸に就いて試験し，夫々P．C．1，6及び1．6を得た．両者共24時

間後に細苗浮泓液の沈澱を認めなかった，酷酸にハロゲンを雛入したモノクロル酷酸，トリクロル酷酸は夫々P．C．

　※邦産薬用植物病筈に関する研究第6報
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！．
@　　lrable　1．’Bactericidal　action　ofめαQno弓dトand　trをbasic　organic　a｛lids　・
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8．0及び1．6を示し，モノクロル酷酸は醗酸に比べて殺菌力が増加した．一塩基酸では乳酸，二塩基酸では號珀酸，

酒石酸，三四望、難で拘置酸を用いて試験を行った，何れのものもpH　2．35～3．43の間で24時聞使に沈澱を生じ，

之より酸rL側で殺苗効果を示した．契験結果は第1表に示す通りである．侮このpHはErythrosin及びMethyl

violet又は陽性石鹸を用いて測定し．た当細苗の等電点と略々一致する，爾水素イオン濃度はキンヒドロン電極を用い

て電気的に測定した．

　等π1点の測定は次の如くである，即ち当細菌の24時聞培養をスライドグラスに塗抹乾燥し，無水アルコールで30

分間固定し，o．1N塩酸及び塩化加里飽和溶液でpHを種々1こ変じた緩衝液に30分間浸した後1／200　M　Erythro・

sinに4分，11200　M　Methyl　violetに30秒問染色した23》．　Methyl　violetは比較的染色性が強く何れも淡色に

染って1よいるが，各々pH　3．11，3．08，2．87以上で特に強く染色された，　Erythrosinは各々3．21，2．04，2．77以

下でもよく染色された，等電点はpH　2，77～2．87附近にあるらしい．これほ次のようにして陽性石鹸で測定4）した

結果と略一致する，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　Tablc．2，　Differential　sta1ning　of　Pみ．飾禰”ゴαη1’5　by　methylviolet　and　erythrosin

工

皿

11【

　　　pH

Methylviolet

Erythrosh1

1・・43・・8・・・・・・・・…49・・7…73

±

十

1．80　　2．21　　3。11　　3．22

pH

Methylviolet

Erythrosin

pH

｝」｛cthylviolct

Erythr・sin

±

十

±

十

士　　　士

十　　　十

土

十

士

十

±

十 十

十 十

1．21　　1．49　　1．59　　2．04　　3．08　　3．29　　3．48

± ±

十　　千

丁

十

土

牢

十 十 十

1．97　　2．14　　2．35　　　2．42　　2，54　　2．77　　2．87　・3。11　　4．47

±　　　±：

十　　　十

字

十

士

十

土

十

±

十

十 ÷ 十

　即ち0，2宛の間隔にpHを調節したMcllvaineの緩衝液に1％の陽性石鹸を加え，1ccに対し10　mgの濃度

‘になるように細菌浮溝液を添加した．碕対照としてヘモグロビンを使用したが，当細田ではpH　3．0より，ヘモグロ

ビンではpH　6．8より溜濁を認めた，以上の結末より当細萬の等電点ほpH　2。8～3．0附近にあるようである．

Table，3，　1．EP．　of　Pみ．漉規，κfα〃～βdetefmined　by　invertsoap
馬

1）rcsent

1）actcria

IlaemO・

globin

　　pH

Turbidity

　　pH

Turbidity

2．0　　22　　2．4　　2．6　　2．8　　3．0　　　3．2　　　3。4　　　3．6　　　3．8　　　4．0

一　　　十 十 十 十

6．2　　6．4　　6．6　　6．8　　7．0　　7．2　　　7．4　　　7．6　　　7，8

一　　　一　　　十　　　十　　　十 十 十 十

十 十

　III．　アルカリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

水酸化カリウ」、に就いて殺苗試験を行いP．C．＝1．6を鴛た．

　lV．　ハロゲン

　ゾ1・ムカリウム，ルゴール液，ハロミン（第一製薬製品，Natriumφ一toluGI　sulfoch1orid）に就いて試験㌃行い夫々

P．C．ユ3。2，1．4，　＜0．1マヒ了暮た．

　V．脂肪族化合物
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　アルコール類ではメチルアルコール，エチルアルコール，ブチルアルコールに就き夫々P．C．0．08～0．1，0．08～

0．1，0．1を得た．．

　メチルアルコール，エチルアルコールに比べて炭素数を増加したブチルアルコールでほ殺菌力が増加し．た．ホルム

ァルデハイドはP．C．＞80，0で相当著しい殺菌効果を示す．

　V■．酸化剤
　過でンガン酸カリウムではP．C．鴫0．9を得た．

　V皿．芳香族化合物（スルファミン，スルファチアゾールを急ぐ）

　モノオキシベンゾール申石淡酸（第一製薬製品），クレゾール，キシレノールに就いての実験結果は夫々P．C．1．0，

L6，6．0で，フェノールの核水素原子のメチル基置換数につれて殺菌力が増大した．一一価フェノール誘湛体のビク

リン酸，高級一価ラェノールのチモールでは夫々P．C．1．6，12．0を示した．ヂオキシペンゾールではオルトの位置

に水酸基の入ったパイロカテキンに就いては試験しなかったが，メタ位のレゾル営ンとパラ位のハイドロキノンの殺

菌試験の結果は夫々P．C．＜0．8，0．8でハイドロキノンの方が効：果があった．又パイロカテキンにメトキシ基を置換

したグワヤコールはあまり殺菌効果が無かったが（P．C．＜0．3），レゾルシンのアルキルエステルであるヘキシルレゾ

ルシンは著しい効力を示した（P．C．一80．0）．トリオキシベンゾールの焦性浸食子酸（大日本製薬製晶）は実験の範囲内

では殺菌効果を認めなかった．芳香族酸中安息子酸（メルク製晶）は殺菌効果が無かったが，水酸基を導入したサリチ

ル酸（P．C．一8．0），更にアルキルエステルとしたパラオキシ安息香酸は殺菌力が強まった（P．C．＝40．0）タンニン及び

フェニル酷酸は実験の範囲内では全ぐ殺菌作用な認めなかった．

　VII．異性現状化合物

　フラン誘導体のニトロフラゾン13）2忠）はP．C．＜40．0窒素環誘導体のキノヨヂンはP．C．く0．1であった。

　VIII．色素
　トリフェニルメタンのメチルヴァイオレットはP．CF16．0，フクシンはP．C．く8．0，メチレン青はP．C．＝16．0

であった．アクリヂン色素申アクリフラビン（P．C．＝4．0）よりもアクリノールの方が殺菌力は強かったが（P．CF8．0），

スルフォン基在導入したスルファリバノールは後者よりも幾分効果が落ちるようであった（P．C．＝8．0）．

　Ix．硫黄及び硫黄携糞体

　コロイド硫黄（三共製品，ソイドー号）は全く殺菌作用を示さなかった．スルファミン（東京田辺製品、及びスルファ

チアゾールは何れも殺菌作用が無かったが，ブイヨン中では発育阻止作用を有し，この作用はスルファチアゾールの

方が強かった．実験結果は第4，5表の如くである．

　　　　　　　　　　　Table．4．　Bactericidal　and　bacteriostatic　action　of　sulfambe　　　　　（P．C．瓢く0．9）

Exp．　No． 1 P

皿

　　　Concentration（％）
　　　　　　　　　　　　0　　　1　　0．8　　0．6　　0．4　　0．2　　0．1
Treatment

8
石
．邸

罵
窟
・冒

＄
冨

5min

ユ0

15

20

25

30

〃

〃

〃

〃

〃 冊

十
●

十

什

十

0　　　1　　0．8　　0．6　　0．4　　0．2　　0。1

十卜．

普、升

昔　升

酒　什

什　二

十　昔

什　什

什　　什

十　　斗十

昔　　粁

昔　　十

升　　升

升、．升

卦

廿・

什．

二

一8
・龍
碧“＝

”謡

24hrs

48　〃

72　〃

軒　一　一　　　　±　　十　　＋

升　　一　　一　　一　・十　　十　　十

斗十　一　一　一　＋　　昔　　卦

昔　一　一　　一

盛　　一　　一

升　　一　一

±

十

十

十

十

十

＋　　一汗　　升
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Table．5．　Bactericidal　and　bacter五〇static　action　of　sulfathiazo1

　　　　No．69

．（P．C。＝＜0．9）

　　　・・些し！
、、＿ @　Concentration（％）

Treatment

ぎ

篭

コ

彊

・昌

碧

鵡

駐

碧ぎ

§醤

藷

5min

10

15

〃

〃

20　〃

30

35

〃

〃

24hrs

1

0　　1　　0，8　　0．6　　0．4　　0．2　　0．1

十ト

什

什

什

什

升　　一　　一　　一　　一　　一

昔　　一　一　一　一　　±

十ト　一　一　　一　一　±

十

［

48　〃

72．　”

十

÷

∬

0　　　1　　　0．8　　0．6　　0．4　　0．2　　0．1

什

』廿

十

幸

升　　升

碁　　一二

三

朴　　一　一　一

昔　　一　一　一

昔　　一　　一　　一　　一　　±

十

十

十

　スルファミン及びスルファチアゾールを1～0．01％の割合に含むブイヨン中に0．06％．、の割合で尿素を添加1、，

1白金耳：肚宛細革を移殖し24，48，96，120時聞炭にその発育を調査したが，第6表に示す如く尿素を添加したも

のの方が細苗発育阻止作用は強かった，

　ブイヨン中では蛋白質の誤差があるので，合成培地の～ンシンスキー胆液（蒸溜水1000cc，食塩5g，塩化カルシウ

ム0．1g，硫酸マグネシウム0．2g，燐酸二加里1g，アスパラギン3．4g，乳酸アンモニウム10g）を用いてスルファ

ミンと尿素及びチオ尿素との協同作用を試験したが第7，8表の如く阻止作用は高められた．

　スミス氏処方のウシンスキL氏液（蒸溜水1000cc，食塩5g，塩化カルシウム0．3g，燐酸二ニカリウム2g，アス

パラギン酸ソーダ3g，乳酸アンモニーウム6g）を用い，スルファミン，スルファチアゾールと尿素及びチオ尿素と

の協同作用を試験したが第9表のような結果になった，

　この協同作用と各種ビタミン類との関係を明にする目的で，先づコーン両両（蒸溜水1000cc，燐酸一カリウム5g，

硫酸マグネシウム5ε，酒石酸アンモニウム10g，塩化カリウム0．5g）を用い，二三のビタミン類の当細衝に及ぼ

す作用を試験したが，第10表の如ぐ，ビタミンBσ及びペタインドール酷酸は濃度め増加と共に発育が良くなった

が，昌コチン酸及びパラアミノ安息香酸は実験の範囲内では濃度の増加と共に発育が阻止された．

　スミス氏処方ウシンスキー氏液を用いてスルファチアゾールとチオ尿素との協同作用に及ぼす各種ビタミン類の影

纏を調査したが，その結果は第11表の如く，スルファチアゾールと尿素及びチオ尿素との協同作用は，ビタミンB鳳

及びBoの添加に俵って減少したカ＝；この現象はビタミンB2，ビタミンC，パラア’ミノ安息香酸，ベタインドール

酷酸では認められなかった．

　X．チアン及びロダン化合物　　　：：’

　青酸カリはP．C．＝0．9を宗．したが，ロダンカリウム及びロダンナトリウムは全く殺苗作用を認めなかった．ロダ

ン酪酸エr看ルエステル2）3）‘ま全く殺菌作用が無かった．発育阻止作用は僅かに有する．（10「）

　XI，高分子化合物

　陽性石鹸8）はかなり効果があるようであるが試料に依りかなりの相違がある．（P．C，＝80．0，＜1．6）陽性石鹸に細苗

浮游液を加えると，初めは濃度の高い方が溜濁が劇しいが，時聞の経過と共に濃度の高い方がむしろ透明となる．検

鏡すると，陽性石鹸を加える事に依って細菌菌体は膨潤し，外部から溶けて遂に崩壊して了うようである．（第1図）

　マクラミン（Trimethy1・chitosamine・iodide）は殺菌作用も発育阻止作用も無かったが，ウシンスキ一白液申では向

く僅かに阻止作用を認めた（1σ’1）．
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o

Table。10．　Effects　of　vitamiロs　6n　the　growt阜of　Pゐ．地彿癬α瑠s　1n　Cdhn’s　so1“tion．

Observation After　24　hours 1 ．After　48　hours

・・ncen・・・・…（mg）「

Vitamia　136

Nicotinic　ac1d

β．hldolacetic　acid

かamimbenzoic　acid

0

十

十

十

十’

1 0．5 0．1 0 1　　　0．5

十　　　＋

十　　　　十

十　　　　十

一　　　　十

　　　　＋　　　粁

　　　　十　　　　一

　　　　＋　　荘

；　士　一

十

0．1

十

十

÷

Table．11．　Effects　of　V量tamins　on　the　synergism　betweea　sulfathiazQI　and　urea

　　　Observation　　　　　　After　24・hours

泓mボ　t㎜t鮮紅1i鞭…
　　　　　　　8．、m、

Vitamin　Bゐ
　　　　　　　0．5mg
　　　　　　　1．Omg

・苗‡；＝
．柵　　＋　　±　　一
1冊　　＋　　±　　一

lA・…48・・u・・1

島・ゼ膿1鞠・㎞

椴‡；＝
　柵　　＋　　土　・一
　柵　　＋　「±　　一

　　After　72　hours

　　　　　　　Sulfa－
Cont。　Sulfa－
　　　　　　　thiazol　Urca
rol‘　　thiazo1
　　　　　　　十Urea

．柵　　＋　　土　　一
　冊　　「十一　＋　　一

　冊　　什　　＋　　一
冊　　什　　＋　　一

Vitamin　B2
0　　　　柵

9：躍9闘
1 十

十

十

±：

±

±

｝柵

〕柵

1柵

十

十

十

±

±

土

研　　＋
榊　　＋
群　　千

尋

±

±

0 冊　　土　　一　　一 帯　　±　　一　　一 冊　　÷　　±　．一
．V・t・m・・B・8：碁羅 冊　　士　　’±　　一

�@　＋　　土　　一
指　　±　　±　　一
�@　±　　±　　一

冊　　＋．＋　　一
�@．＋．　＋　　一

・1．Omg 柵　　＋　　＋　　一 冊　　±　　±　　一 冊・＋　　＋　　一

Vitamin

　　0
　　0．05mg
C　．015mg　　鼎
　　2．5mg
　　5．Omg　珊

±

±

士

下

士

±

士

±

±

　　　　辮

＝隅
　　　1冊

±

土

±

土

±

±

二

二

±

冊　　±
冊　　±
柵　　±
冊　　±
冊　　±

土

士

一　　　　　1

＝　，

ρ．aIn1no－

1】£nzoic　acid

q

O．1m9
0．5mg
1．Omg

珊　　升
十　　＋
±　　　　土

± ±

β。indo1－

acetic　acid

0

0．1m9
0．5mg』

1．Omg

柵　　＋ ±　　　　一

町．　　＝と

±　　　＝と

±　　　ま：

　　　　　　　O
N・・・・・…a・・d． W：綴

　　　　　　　1．Omg

撫　　＋
一十　　＋
十　　　一

士　　　一

網＃主
圭　圭　＝

柵　　＋　．±
冊　　＋　　±
冊　　什　　±
冊　　昔　　±

±

土

±

　　　　　　　　　　　　ム

韓棋●＝＝・
±：　　　士　　　　一・　　一
　　　　　　　　　　　　ジ

　　　　　　　　　　　．一一量

冊　　＋　　±
冊　　＋　　±
冊　　十ト　士
冊　　昔　　土

士

±

士

辮　　什　　一
帯　　±　　一
→十　　一　　一

貫　　＋
柵　　±
柞　　一
十　　　一

考 七

子峨酢縢岬液で灘状態にある水銀イオ・の輝作用に基く、もので蛋白質の溶液に昇瓢補える麟

翠の水銀イオンは直ちに蛋白質に作用し，共の組威のカルボキシル基，アミド基づくほアミド又は水酸基等に含有せら

れる水素原子と置換して蛋白質を変質させ，全く水に不溶性の蛋白化飛となるもので，先づ昇禾は細菌外囲の原形質

に作用し，長く放置すれば内部の生活力を有する原形質も遂に窒息死するに至るといわれる．マーセタートは昇柔よ

りも殺菌力低く，マーキュロクロムは更に低かった．之は水銀イオンを遊離しないといわれる．一メルクロ．ン及びウ困
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
プルンほ殺菌力が低いが，水銀化合物以外のものの混入が考えられる．一軍に有機水銀化合物は昇衆に比して劣るよ

　　、診解罪∵’1警↑謄
　　　　｝・、ζ｝1メ㌘∵．・．●み鯵：ll

　　　し窪略．一
・　　　　　　　　　　、．．㌦・1

：強豪翻

　　　　∴鰺．・灘l

　　　　l：∫乙．凱：1，、．．㌍、1．、．∴な，1∵、1・

　　　1図陽性石鹸による細菌体崩
　　　　　　壊作用
　　　Fig，1　1）egen6ration　of．the　bac●

　　　teria　treated　by　invert　s（｝ap．

うである．

硝酸銀に比してえロティ著銀，．コロイド銀の効果が落ちるのiまy銀イオン

を有しない為に蛋白質と結合しない為ではあるまいか．

．モノオキシベンゾール誘導体として，石墨酸，クレゾール，キシレノール

の殺菌作用を試験したが，クレシール，キシレノ門ルとフェノールめ核永素

原子の一CH3｛置換数に従って殺菌力が増加した，ヂオキシペンゾール誘導体

巾メタ位に水酸基の入ったレゾルシンよりも不ラ位に入ったハイドロキノン

の方が効果があった．ヂオキシペンズー～レの殺菌力は石炭酸よりも弱いもの

と考えられるが，レゾルシンのアルキルエ．スチルとしたヘキシルレゾルシン’

は著しい殺菌効果を示した．

　安息香酸は実験の範囲内でほ殺蕾作用を認めなかったが，永酸基を導入し

たサリチル酸は効果があらオりれ，更にアルキルエステルとしたパラオキシ安

息香酸ブチルエステルに於てほ著しく殺菌効果が高まった．フェ昌～レ猷酸ほ

全く殺菌作用を認めなかったが，カルボキシル基を導入すると殺電力は減弱

　するように思オ5れる．メチルパライソプロ』ピルフェノールめチモrルぽ相当高い殺菌効果を示すが，アルキル基を瀬

　弄すれぽ殺菌力ほ高まるようである．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドリ
’　アクリヂン色素中，アクリノールの方がアク．リフラビンより効力があったが，スル7オン蕩を導入し．たスルファリ

　バノールは効果が低下した．

　　スルファミン翠ぴス燕プアチアゾールに犀素又はチ才尿素を濯加すると・細菌発育阻止力が高められる都は既に

　TENENBERG，　TsucHIYA，．CLARKI及びSTRA　KoscH19）ドTsucmYA，　TENNENBERG及びSTRAKoscH薯1》，　KIRBY6），

　JoHNsoN　5），　SuNG及びHEIMHolz16）SEvAq　SIIELB6NE及びMuDD1‘）15），LEE，　E凶TEIN及びFoLEYg），　Mc

　CL！NToCK及びGoD萬E12），宮本10111）筆に依り研究された所であるが本細菌に就いても同様の事が言える．　SEvAGガ

　SHELBURNE及びMUDD・に依れば，スルファチアゾール、はε’σ効ylo60cα‘3αε‘ノ9鋸のカルポキセラーゼの作用を阻

　止し，1分子のコカルボキシラーゼは215．分子のスルファチァゾールの阻止作用を妨げるとい．う．ポ又Mc　CUM℃CK

　及びGODAUこ12）に盛れぽ，尿素はスル7アミンの細菌発育阻止作腺ヒ助けるのみならず，　Albumen　O及びその分解物

　との化学的結合からスルフォンアミドを放ち，父パラアミノ安息香酸による不活性化から守り，尿素によってスルフ

・Wの運搬獣いに助けられ祉いう・瀦の鰍に於て・ビぢンB・は・ノレファチアゾツ弾独の場合もチオ

尿素を添加した時も発育阻止を弱めるカを持っているが，チオ尿素蛸独ではこの作用は認められなかった．チオ尿素

　を曲用し．た時よりもスルファチアゾール単独の方が阻止作用を弱め．る力が強いので，スルファチァゾールのス々ファ

ミンの紛がビタWBビの醐ミヂンの部分と置換されるので｝廻るまいか・ビタミンB・婦配した囎は・．ス

　ルフ7テアゾール信用の揚合もチオ尿素を並用じ濯場合も同程度に発育阻止を弱めた．

　　その機構は不明であるが，ビタミンB1の場合とは恐らく異ったものであらう．ロダン酷酸エチルエステルは醤油

　に著しい防微作用があるが3）当細菌には殺菌作用が無かった．

　　以上述べた所から次の窮罵言却るようである．1）水酸基を導入すると殺勢力を増すが2個以上入ると殺配力が落

　ちる．2）アルキルi基を導入すると殺菌力が増強する．3）ハロゲンを導入すると殺菌効果が増加ず’るが，置換ハロゲ

　ン原子数が多い程殺耐力が強まるとはいえない．4）スルフォ．ン基を導入すると殺菌力は弱まる，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．摘．　要

　　　　　　　　　り1．木論文に以て1ま，チ・施ンァ励鋸葉軸性細菌病菌P砂∫・初・〃〃・飽渤勉。，∬マMM・TOの各縢剤に

対する抵抗力に託ての契験結果を報告する．　　　　・・　　　　－”1　1　”Ψ．　　　　㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　2．．殺苗力の検定は浮游法に従った．　　，　．　　　　’、，

’3ボ重金属化合物申，水銀化合物では昇兼〉ぎ一セタ三ト〉マ㎡キ三ロノロム〉メルク⇒’ン〉ウスプル以の順に殺

国力が落ちた．銀化合物では硝酸銀〉プロテイン銀〉コロイ爵銀の順にガ銅化合物では塩化銅〉醍酸銅〉硝酸銅〉王

　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　●
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銅〉クボイドの順に撃発力が弱まP準・鉄化合物では硫酸第二鉄〉塩化第二錐・鉛化合物では…耀酸鉛〉酸酸鉛の結

果であった．’

　3・・酸では蔭酸〉硫酸〉蟻酸，酒石酸〉號珀酸〉拘講酸〉酷酸の順に殺菌力を示し，24時聞後に酒石酸，蕨珀酸，

絢構酸等の二，，三塩基酸に於ては，最初の薬液の．pH　2．35～3．43の間に沈澱を生じ，之より酸性側で殺菌効果を示

した．禽この点はエリスロシン及びメチルヴァイオレット又は陽性石鹸を用いて測定した当細菌の等電点と略々一致

する．酪酸にハロゲンを導入したモノクロル酷酸は効果が高まった．

　4．ハロゲンではハロ’ミン〉ルゴール液〉プロムカリの順に殺菌力が落ちた．，

　5．脂肪族化合物申メチル，．エチルアルコールよりも炭素数を増加したブチルアルコールの：方が殺菌力が強かった，

ホルムアルデヒドは相当署しい殺菌効果を示す．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　65芳香族化合物中，．モノオキシベンゾールでは石炭酸くクレゾールくキシレノールとフェノールの核永素原子の

メチル基置換数につれて殺菌力が増大し．た．ニトロ基を導入した一価フェノール誘導体のピクリン酸はクレゾールと

三々同じ効果を示したが，高級一二フェノールのチモールは相当著しい効果があった，ヂオキシベンゾール誘導体で

はパラ位に水酸基の入ったハイドロキ・ノンの方がパラ位のレゾルシンより効果があり，レゾルシンのテルキルエステ

ルのヘキシルレゾルシンは著しい殺菌力を示した．トリオキシベンゾールの焦性没食子酸は全ぐ効果が無かった．

　7．芳香族回申，安息香酸は効果が無かったが，水酸基を導入したサリチル酸，アルキルエステルとしたパラオキ

ジ安息香酸ブチルは効果があらわれた．フェニル醍酸及びタンニンは全く効果が無かった．

　8．アクリヂン色素ではアクリフラビンよリアクリノールの方が勝れ，スルホン基を導入したスルファリバノール

は｛背効果が落ちた．　　　・　　　　　’　　　　　　　　．　・

9．硫黄及び硫黄誘導体では，コロイド硫黄，スルファミン，スルファチァゾール共に殺菌作用は認められなかった

が1スルファミ’ン，スルフナチアゾール共に発育阻止作用を有し，スルファチァゾールの細菌発育阻止作用はスルフ

ァミンのそれよりも勝っていた．スルファミン及びスルファチァゾールに尿素及びチオ尿素を添加し．たものは発育阻

止作用が増強された．ビタミンBレ及びビタミンB6はこの胆止作用を弱める働きがあったが，ビタミンB2，ビタ

ミンC，づラァミノ安息香酸，ベタインドール酷酸及びニコ．チン酸では力犠る事は認められなかった．

　1011高分子化合物では陽性石鹸はかなり殺菌効果を示したがマクラミンは効果を認あなかった．

　11，其他若干の薬剤に就き試験した結果を述べた．

　稿を終るに当り，．山口博士，寺山博士夫妻其他実験材料を思与された諸氏に深く感謝するボ
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　a，｝leavy　met斑3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．「　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　・

　　　In　mercuτy◎ompounds，　mercuric　chloτide＞Mercetat＞．Memron＞UspuI賦；in　siIve　co伽ounds，8i1・

v。mitr。te＞pr・tein・11ver＞・・11・id・ilv・r；i血6・PP・r・・mp6und・，・・PP・r・h1・τid・〉・・PPer・cetat・〉・・PP・r
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　　　　　　　へ　　．sulfate＞Odo　aud　Cupoid・；．麺、1e耳d　co川pgu皿ds，1ead　subacetate＞1ead　acetate．　　．●
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　、b．　．Acids　apd、f鵡oomooupds

　　　　　知・㎏㎡…d．f・即．acid・di4・・t．耳ecipit荊r　th・㎞・t・酬…p・曲n　h　my・・n㏄ntr・廿…f！・r　24　h・噂・

　　『㎞t血瓜・・α・di㌔町d　t・繭。　ac処曲・p・e・ip玩・§…ccu・・d・㎞ut　a㎝4　th・i・叩1・酊i・p・嵐・f　th…g・距

　　ism　and　the　b年。亡ericidal　effect　was　obseτved血acid・s1de　fro口1耳P．　Mo蕊06hlo炉acetic　ac…d，　rai串ed　the　bac・

　　tericidal　eff6ct　than　a㏄tic　acid・Butylalcoho1．is　mor6、effective亨11an阻et｝1yl　or　ethyl　alcoho1・Forma！dehyde

　　had　remarkable　effect．

　　　c・Aromat！c　com1；ゆunds　　　．　　　　　　　　　　　’　．　’　　　　．．．　　　　　　・

　　　　　In　lno皿oo累ybeuzene，　the　activity　wa3胆三sed　by　the夏umber　bf　s山stituted．CH3　group　as　pheno1＜creso1

　　　＜籾1・n。1・Picric　acid・臨・duced　nitr・9㎝⑳・p・h・d血・寧・鵬p・wer　a・・cr・溶。1・Thym・1・・hi幽・n皿iv・1・nt

　　phe夏・1，　a陰dρ・・xybc島・。！c　acid　l坦tyle，t6r・．had　rem曲able　effect．　．・　　．　　．・・　I

　　　d．　S翠！ξゆr鋤dsロ聴on　derivati▼e3　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　’　　　　　　一

　　　　　Co11。idaI　su1無，　sulf御in飢d鋤1fat聡iaz・1　hadユ。　bactericidal　effect，　bu亡sulfa皿hl　a箆d　sUfathiazol　had

　　肱αゆ・t・ti・・cti・i塩Th蝕・頃viけw・…誌・dもy　t阜e　additi…｛・・餓孤d　t興i・冠・ea・．浄ρ・・曲・1・舗．th蝕・ff・ct

　　wa8d・騨磁b・．VI・・蜘恥dV・恥諏・？d・c・eお・was　p・・》・d　b・ViゆB・・鴨舳㎞・娩加6i・

　　　acid，β・hldol　aoetic　ac三d　and　nユcoti㎡c　acid．　．　　　　　．　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　噛　　　　　　●

　　　e．　Cya夏ate　aPd＝hodall　coロ1pounds　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　蚤。tム蕊加・6蜘。もh。w記蜘。k。，ffid，。t。葦・．9．　P幡i。皿姻㎜t馬、，。d沁m・h。d・。・t・b。d。。

　　effect・1per　cent　so1翠tion　of＝hoda夏acetic　acid　had　bacteriostatic　actio皿bu亡no　bacteri（｝idal　actio皿・

　　　f．Higher　molecular　coπ1pounds

　　　　　Invertsoap　showed　fa辻1y　g60d　activity　but　maヒramin　had血。琴ffect．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

・　　　　　　9。Other　con；pound＄　．

　　　、　　］［hhalogen，　ha16min＞Lugor　liquid＞potass1μm　bromide．　In　h碑erocyclic　compound，煎rofurazone　and

　　Chinojod1n　had　no　b茸cte㎡cidal　effect．　Among　dyes，　methyl　violet，　methylene　blue　showed、remarkable母ffect

　　but　fudhs㎞had　low　effect」In　acridh1．　dye8，　acriflavin＜sulfariva皿01くacr功01．

璽

ハトムギのi葉枯病に関ナる研究※
　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　李．山重勝　山．．本醤木

∂

．　Studies　on　the　I£af　Blast　of　Job’s．tea】恰（αガκspP．）

　　　Shigekatsu　HIRAYAMA　and　Masaki　YAM窪MoTo．

　昭和21年10月，当植物部二二圃場若林二宮は，ハトムギの枯死した茎葉を持参しそ小官等にその調査を委嘱せ

られた．検鏡の結果1二穂あ1％擁κ’加砂。吻粥属菌に基ぐ病害である事が判明した．10月31日被害葉病斑から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病原菌の分離を行い，本病菌の形態学的生理学的並びに病理学的研究を行いっエあるが，・現在迄に得られた結果を次

に大要述べたいと思う．筒本研究の遂行に当り，御支援を賜った前所長松尾仁博士，並びに現所長近藤龍博士に深甚

なる感謝を捧げる，交実験を援助された湯川良夫氏，’大坂他家子，古藤カヨ山高に謝意を表する．

　【前面葉身藻撒ぴ売品練る・初め・・工二軸’の細微晶晶血色の軸上じ・内部認証
層色，時に透明な感がある．病斑は其後面向に拡大して，紡錘形～不正楕円形を呈するに至るが，病患部附近は変色枯

※　邦産薬用磁物病害に関する研究第4報本研究に文部省科学概究費を以て行ったものの一部であり援助に対

．，
@し謝意を表する．　　　　　’　　、　　．
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・死するに至る．時には稲の白葉枯病のような病状を呈する事もある。枯死部分にはド黒色の分生胞子の三三を認める。

　【病原菌の形態】1・推量梗：．被害葉の枯死した部分に形成せられ，ユ～6本叢生，基部に｝ポ1パ2個の球形’

膨大し1た細胞を有ナる，振子梗ほ直形にして，分生胞子を形威する迄ほ，殆’ど屈曲を有し唱い．　　　’

　2．分生胞子：長楕円形乃至短紡錘形で1．一方に匁曲する魏が多い．両端段々鈍円でDafk　o！二》e色．寄生植物上

より採集した胞子200個に就ての測定結果は，…次に示すように15，1－51．5×9．1－18。2μ，’2～7』の隔膜を有する

が，・27．3－51．5×12．1－13：5μ，13～4箇の隔膜を有するものが最も多い．・　　　　　　　　・　’　　　　“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値　　　　標準偏差
　　　　　　　長径（μ）　　15．1－51．5　　　　　・　　　　　32．5＝と0．50　　　　　　±4．96

　　　　　　　短径（μ）　『9．1－18．2　　’　　．　9・ユ3．6士0．12　・　　±1．19

　　　　　　　隔膜数’　2－7

∫轡聰

、

　　　　　第1図　ハトムギ葉枯病菌
　　　　　　　　　　　．10　門下】培養300×　　　乾杏煎汁寒天28。C
　　　横幅伽〃郷ρo露2〃π．60’45Nishikado
　　Apri・・t・オr・ct・g・r・28．C　10　d・y’・r・1血r・、

隔膜部に於て僅かに経れている；癖がある．

第2図ハドムギ葉枯病菌を・・ト．．
　　　　ムギに接種しだもの
　　左接種区　　右標準区
’Result♪of　inoculation　e即eriment
Left：．lnoculated，　Right：．Contro1

　WAKSMAN寒天培養基上28℃で2・週間培養し，形成せられた胞子200層個に就七測定した結果は弐のようであ

る．長担6．5～43．9μ，平均29・7士4・6μ三三0・96μ・幅7・7～20・9μ・平均12・5土0・74μ瀦窪偏差士

工．54μ，隔膜数1パ4，：平均3。3±0．7．　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　【病原性】WAKSM烈塞天培養基上に本菌を穂付け・28℃に2週聞培養したものから・ガー・『で連衆漁過

し，分生胞子・の滅菌水懸濁液を作り噴霧器で予め適当の大きさに生育させた闇主に，接種試験左行つた・接麺後24・

1！手間湿塞に保ってから，温室内に放嘱しジ発病及び病勢進展の凝議を観察し冷．

　A．禾木科殖物の一葉に対する病原性（昭和22年及び23年夏に之を行った）
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　a．ハトムギ及びジュざグマに対する接種試験（第1表）、　，、．　ご　r，．・．．，

　　　　　　　　　第1表．ハトムギ三三病菌のハ1トムギ及びジ鼻ズダ々に対ナる接種試験

■

寄　　主・一’

’　　　　8月26日
第
．【

姻
接　　　8月28日
種
試
験『

8月・30口

・びトムギ

．上部の葉に細長い水浸状病斑

上部の葉に楕円形水渡状病斑左多く見る

藁の中部に特に多い．・

預部」：り3～4葉迄多く病斑を見る．ジ
ュズダマに比し葉の中部より葉鞘近くに
’細長い水浸状病斑を見，所々中央部褐色
化する．

．ジ．ユ　ズ　ダ　マ

　　　　　　　　　　　　ココに　　　ぼ　ヒ
水浸状紡錘形病斑又は襯色化した小斑点
が僅かに見える．　．、　　’．

上部の葉に紡錘形又は細長い水浸状の痛

雛致テ織耀蠕鰻聡臓論
によった方に多い．　，

病斑は．2～3個連続する．下部の葉1三

部程病班ほあらわれない．

■
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・月・・ ﾀ灘馨盤謡講1騰罐艦齢辮
9月2一日

楕円～紡錘状の永帯状病斑，上部の壊に5
淡黄色水浸状病斑を生ずる．…

9月9目
楕円形水浸状病斑を多ぐ生ずる．葉身申部より基部にかけて病斑数は多い．

　　　　　　　　　　　　　　　　門
a斑は葉身申部よりハトムギに比してむ
ﾅ欝に多ζ見此れる・病斑申央

9．月．14日

　　　　　　　1
f病斑多数融合し，葉身は病斑の部分まり
ﾜれ曲り，汚褐色となる．

病斑多数融合し，不規則な円形を呈する
ｪ，折れ曲る事なく，病勢の進展はハトムギに比較して遅い感がある．．

　　　　b．イ．ネ及び禾本科雑草に対する接種試験”　．’．、

　　　昭和照年7月20．眼び7、脚H戸ネ・．ナ物グサ・ボメノカ埋ラ・炉ツリグサ・力留グサ嗣
　　し，・接種試験を行ったヵ：，2週間後でも病斑の形成を見なかった．

　　　8、月・、温血月．10日4あエ・’・グサ・．糟・リグサ・・ビエ・．メ・ジ’・・アキメヒジ”・『チヂ・ザサ

　　に対し接種試験を行ったが，3週聞後でも病斑の形成は認められなかった．　　　’

　　　8月30日イネ，間脳グサ，ギン出ノコロに接種試験を行い，2週間後観察を行ったが，全然変化は無かった、

　　　．B．圃トウガラシ果実に対する実験　　．　　．、　ぺ　　　　　　　　　　　　　’

曜　「昭和23年9月2日及び9月2ブ日》無傷又は有傷（滅菌した針又は三角刀使用）接種を行い，2週間後に観察

　　したが接種区及び標準区共，全然変化を認めなかった．

　　　C．．ハトムギ根際に対する接種試験（立枯）

　　　予め昭和22年8月29・目に播種を行った・・トムギ幼立に同年9月4‘日及び7日，15×10－r麗野ユ4・胞子濃

　　度の撫濁液を作り，常法に従い根際に接種を行った．．立枯状況の調査を行つ奉が，その結果は弐表の如くである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　第2表　ハトムギ葉枯病菌のハトムギ幼苗に対する病原性

　　　　　　　　　　　　．Pathoge夏icity　of、the　pr凶ent　f㎞gus　on　the寧eedlings　of　Job，s　teaτs

有明Wounded i 無　傷・Not　Wounded

●

灘焦回数跳二二艦．枯聡数回轟
　　　　　　　　　　days
　　　　　　　　　14日目100
第1回実験x
　　　　　　　　　、19日目ユ00
「1st　Exp．

　　　　　　　　　25日目ユ00

18

36

・45

18。0％

36．0

45。0

100

100

100

11

．17

17

11．0％

17，0

17．0．

．

第五回実験xx・

Qnd・E翠p．

14

Q1

貝目

坙ﾚ

50

T0

　　し

U、

P3　　　・

12，Q、

Q6．0

9「

．・ 焉E
50

T0・
ﾏ

9！

鞠3．　　　　，　．　　　「

D8

　　6．0

C16．0

，

　　・N．B．．x接種後調査迄の三三キ24。～25。．　　　．
　　　　　’xx接種後調査迄の三三23。～を5．　　　　’辱’

　上表によPて見られるように，葉枯病菌によってハトムギ幼苗が，．立枯症状を呈する窮は，略々明らかであるが，

ハトムギ種子申に本四が漕遷するかどうか，又その病原性を明らかにする目的で，種子から薦の分離試験を行った．

ハトムギ種子は，前年度粕壁分場にて収穫したものを用い「，．1000倍昇飛州にて1，2，5分間，．表面殺菌を行い，’ぺ．ト

リ皿iこ干し込んだ乾杏塞天・普通寒天（pH　5・8＞・W艦・喚N「塞天（pH　4・6）培養基上に禰←・．3畷1宿酔三つ

え三十略々5回朧セ声回30粒播種し炉卜嘔磁宛捌いた・鰍繰を見るに・’”ト岬町嚇
ら胴綱脚・・十一〃κ・漁P卿’”聯触・ゴ一十鵬R伽郷ρ蜘’伽拠等多数嘱の聯
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分離する窺が出来た．　　　　　　　　．●　　　　　　　・　　　　　…　　　　　　．　・

　これらの内恥1〃霊f”晒osρo／fπ〃8二二‘ま二二的に大きな率を占める窮がおかった．

これら毬手申よ扮離した苗の病原性を確やる為・8月14日約10・mの草丈に育てた・・トムギ苗の根際に接種

しその立枯試験を行った，8月29日及び9月18日調査の結果ほ次衷の如ぐである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　P　　　　　第3表　ハトムギ極子より分離した糸状菌のハトムギ幼苗に対する病原性

　　　　　　P。th。gen1ヒiけ・壬th・fu・gi　i・・1・ted　fr・m曲・㏄d・・f　J。b’・tea聡・n　th6・ee曲藤・

8月29日

9月18日

枷〃劔ゐ05ρo潮脚sp・

勲54アf㈲3sp．

！1〃θ2・”σ2ぜσ　　sp．

研∫溜’π’乃03”7’κ栩sp．

nβσ〆κ〃3　sp．

A〃87禽σa試σ　　sp．

　供試引数
Seedling9血oculated

400

3001

400

400　’

300

400

発病二丁
　D語eased

25

4

0

60

5　，

0

発病率（％）
Percentage

6．25

1。33

0

15．00

1．67

0

　本拠験は一・回しか行おなかったがハトムギ種子申の∬θ」〃励’加ψoア’μ〃3菌及び諏5σア’醐．菌が病原性を有する事

．は察知田来る．

　紛枯れたハトムギの門葉を検鏡すると相当数の本菌分生胞子を検索する蛮が出来た．憎

　飾’〃廟伽5加瑠翅菌の分離試験ほ表面消毒した種子について行ったものであるから実際にはハトムギ棚子の表面

に二二してみるものが実に多数あるものと思われる．

　以．しの突験と照し合わせて見て本菌分生胞子はハトムギ葉枯病被害艶葉，叉は種手に附着し或は隠子内で菌糸の状

馳態で越冬し，翌年本病発生の原因となるものと思われる．

　【分類丁丁考察】　ユ809年LIMζ5）は黒色線菌科に属する糸状菌中門子梗強剛で稀に分岐し・暗色・多くほ表

面に生じ，分生胞子は紡錘形，棍回状乃至円筒形で多くの隔膜を：有し下色強固且つ平滑な苗を一括し之に1％1〃廟・

伽5ρoアゴ∫’〃3なる属名を与えた．然るに1880年SACCARDO7）ほB翅。勿ψ（瞬捌なる新属を創設しπθ’〃7fπ’加ερo・

7’κ加属に類似するが持に短い分生胞子を有する苗類を之に隷噂せしめた，即ち櫓子梗ぼ強固で稀に分岐し暗色を呈

し多くほ表面に生じ，分生胞子は卵形3ζは西洋梨形で2乃至多数の隔膜を有し晴色である．又同氏ほ短い分生十手

を有するπθ’〃励’加ε加〆2〃π属菌とB7α‘砂吻7面溜属国とは区別困難であると記してみる．1910年hNDAU4》は

分生胞子が長楕円形又は西洋梨形であって長径が短径の2倍以下，隔膜数の少いものな・8アσ吻ψoノ如πと認めた．

　C翫属に寄生する∬81傭伽3卿’州境菌に就ては，西門博士のジュズダマ葉枯病苗忍8励」伽吻・f岬e・耐・

NISHIKADOがある。）．又広江博：ヒ1）2）3）に依れば，稲苗上のB短吻ψo〆κ〃2二二な分生胞子の形態より之な3種類

に類別し褥るとされ，その何れもがハトムギに寄生する事を報じて居られる．氏の第1号菌とは3箇日隔膜な有し

横かに轡曲し，長径は短径の2倍以上のもの，第3号菌は卵形或は甚だしく選曲して三角形に近い西洋梨形なし3

箇の隔膜な有し長径は短径の2倍又はそれ以下のもの，第4号菌は紡錘形を呈し3～4箇の隔膜左有するものであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るる．三者等の分離した菌ほ氏の第ユ号苗又ぽ第3号菌に近いものと考えられるが氏はハトムギ左侵す場合夫々ハト

ムギ葉枯病なる名称をつけて居られる．氏は第1号菌を・B7⑳ゆ07’μ〃270〃7α’o（ELL．　et　BARTH）HIROE　et

lWAT州ABEと同定された。このものは概ね3箇の隔膜を有し，両端の細胞は著．しく淡色であり，イ．ネ，，ノビエ，

メヒジワ等を侵すに反し署者等の苗は二等の植物に対し病原性を有しない，又同氏ほ第4号菌をみ7σ吻ψo〆2〃π

58耀即1爾8SPEG彪ZIMと同定きれた．本菌どは大きさに於て比較的似ているが，1～4の隔膜を有ナるに対し本

丁は3～7め隔膜な有し，両端の細胞はさほど淡色でもない，又これほイネ，ノビエ，メヒジワ等に病原性を有する

。

6
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・が綿の鞭試験十二は何れ二二に二っているので異るものと思われる・

弩鮒睡のジ。ズ釣一躍，．広江博士の・・トム糠欄菌2種並に繭の寄主上の雅胞子の大きさ蝿

げれば弐のようである・　　，、　’．　　　　．　　　　　’・　　’　　　　．．．　。・

　　　　　　　　　　　　第41表ジュズダ温語病菌…弘ギ葉枯病菌（3極）の比較　　．’　　．

　　　　　“mp・・i・・n。f・pre“ze．町・ng砺〃山脚・・’醐組dβ・8σ鯛う伽加μasitiρ・πC・伽・pP・　心，

長毛．

径且

範，囲Range
平均値Mean
標準偏差S．D．

「短召

　．国

径酢

噸．

翻

範　棚R飢ge
．平均値M町
標準偏差S．D．

範　・囲Range
平．、均値Mea臓

標準偏差S．D．

ｼ　門’，菌
　Nishil翅しdo，8

　30－70μ
47．13±0．22

6．94＝」0．16

1L5曜21．7

16．68＝≒q。04

1．67土0．03

　2－7
4．20ま：0．02

0．71士0．02

広江：菌（第1号菌）

Hir。e’s（No．1）

22．5－27．5

24。60±0。35

2．45＝と0．25

10．00－12．50

10．25±0．19

1．34」と0．13

1－4

広江菌（第4号菌）
Hir。信’・（N・・4）L

7．50－37．50

32．00土0．98’

6．93±0．70

7．50－15．00

：11．95士0．29

2．08土0，21

．1－4

本　　　・菌「

Present㎞gus　・

15．1－51。5

32．5土0，50

　4，96　・
●

9、＝L－18．2

13。6：LO。12

　、1・19

2－7

　本菌と西門簿士の1％’〃励’幽幽が醐．菌と比較すると大きさは相当小さい感があるが，隔膜数或は病原菌分生胞

子の記載に於て略々「致す、るもののようである’ D西門博士はハトムギ其の他の禾本科野物に対する接種試験は行って
　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ょ

居られ嫡嚇，一麟甲州齢1繍εN一三たいと思う．　【塔養基上の性質】　ジャガイモ勲汁塞天，ニンジン煎汁寒天，ミカン皮煎汁寒天，タマネギ煎汁寒天，普通肉

汁寒天，麦芽煎汁寒天，ワックろマン寒天，チャペック寒；天，イネ軍，枝豆，ウ．シ著スキー氏液，コrン氏液に本

菌の鮒簡い・％．Cにて培養し7日置碑・畷その締状態翻訳した調査結果は譜表に示す妹である「

　　　　　　　’「．　　　　　・第5表．ハトムギ葉桔病菌培養基上の性質

　　　　　’　　　　　Cultural　Characteristics（色彩の記載はOstwald民法による）

．Da亡e

7

日．

目

貯

喝

ぷ
犠．

學

．お

の

Medium

Po＃ato＿aga警

C郷・。t年gar．

6蜘ge　peeI・9・r．

0夏ion　agar

Nutrieロt　agar

・Malt　agar　　，

Waksman’s　medium

Czapek’s　medium

Rice　straw

Soy　bean　pods

U三schinsky’s’Medium

Cohn，s　medium’

Growtb

柵

．．

，冊

冊

±

十

　Co！ony
appearance．

　Velvety

　Velvety

　Velvety

贈Velvety

　Velvety

　Cottony

　Cottony・

　Cottony

（）010r　of　co1－

ony（center）
Color　of　co1・

opy（margi聴）

Aerial

myce1呈a
Color　of
nledium

殆ど発育せず

　Cottony　．

　　　　　　1
08M・98P刑08M・♀8FI「

96PN　　　　　96PN

97PI

97PI

17PK
｝．、。B。．

94CA

C

1961H

・97回目

97PI

40plN「，17PK

ユOBB

d

d

十

十

！汗

冊

十

±・ 黶C

＋　L．

97PI叉

．96PN

97PI

97PI

15NH

15NH

98P工

97PI

液面にも液申にも発育可成良好，表面VelVe｛y胞子の形成も認められる．

晶晶譲瑠魂lh齢信託瑠螺劉“：Ve1Ye席spo「esfomrd）
（Good　growth　both　on　the　1三quid　surface　and㎞the　liquid，　spores　rar6）・．

Co；＝t1！1uedL
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碑

20
1ヨ

目

魯’

・悉

慧

ξ

o

Potato　agar　　　　　　．　●

Carrot　agar　・

Orange　peel　agar

Oれi・夏孕琴・r

Nutrient巨gar

Ma1亡agar

waksπとaガ8　Medium

．C2apek’s　mediu鵬

Ri㏄Straw

Soy・bean　pods　㌧

Uishinsky’s　Medium

Co㎞’s　medi㎜

．柵

柵、．，

柵

冊

冊

Velvety．

Ve1Vety

Ve1Vety

Velvety

Velv弓ty

F1㏄cose

Flocoose

Floccose

98PI．

98PI

．98PI

，96・PN

O8　NL．

97GD
d’

d

9βPI，

98PI

98＝PI

．96PN

．08ML

98PI

98PI

．96PN．

・廿・

十・

十

7

98PI

．98PI・

98PI

96PN

08NL，

08NL
O21E
OO　NA

98RI

96PN分生胞子一面に形成（Spor甲a毫㎜4aロtly．fomled）

96PN分生胞子一面に形成（Ditto）　．’・．　　i：

液面回申共に発育良好であるがAut。1yseを一部では起している1
（Good．grσwth，　autolysis　i8　partly　observed）

液申発育あまり良好でない，
（Growth　in　the　liquid　is　inferio星to　the　surface）

N，B．　x　De3cr…ption　of　color　is　followed　to　the　OsTwALb・s　Syste面

　【菌叢の狡育に及ぼす温度の影響】予め28『Cに1週間発育させた．WAKsMAN寒天平板培養よ、殖径3mm

に助取ったものをWAKsMAN寒天培地上に下付け；室温（11一ユ4，8一12，4一ユ0。C）16，20，24，28，32，36℃昏

温度の定温器に納め，7H後にその発育状態を調査したが，実験結果は衣表に示す通りである．　’　　㌣

　　　　　　　　　　第6表／・トムギ葉枯病菌の発育に及｝ます温度の騰　 ．　　．L’鴇
　Effect　of　the　tempera加re　on　the　mycelial　growt卜’of　1惣」初’η’加ψ07∫7‘甥‘of‘お（qolony’dialn．’after　7　days）．

第　1　回

．第　n：回

第　皿　回

総平均　Average

　室　　　　温
R。。m　tenlpera加re

15．幽 W層π1τn　※

（11－14。C）

15．51nm
（8－12。C）

．3，0mm
（4－10。C）

16。

22．6mm

126．9mm

25．5mm

20。．

42．4mm

48．4mm

47．5mπ！

24兜

61．6：nm

51．6mm

28。 32。

．74・9mm　．

79，8血m

56，91nm　　74，0π1m

25，5mm 46，1mm 56．7mm 76．2mm

27，8mm

・22，8n1：n

19，0m血

23．2mm

、36。

3，0mm

・3，01nm』

幽3．Omm

3．Omm

　　　※各回各温度共ペトリ皿5枚を用い，直径を縦横十：文字に測定し平均した数値の5枚の総平均値である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　【分生胞子の二二に及1雲す温度の影響】W鵬sMAN笈天培養基上に2週間培養し，得た分生胞子懸濁液な

ペトリ皿上に薄く固らせたWAKsMAN寒天上に播種，各極温度の定温器に24時間納めGentian　vi。1ct　3ζはMe・

thylenblue　2％水溶液で染色しその発芽歩合な検鏡した．　　　　　　’　．　　　　　’　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　爽験結果は第7’表に示す如くであるが，之を見ると本菌は室溢より，36℃迄極めてよく発芽するが腔に20～32。

一図鵜講露嚇
The．germinatlon　of　the　conidia
of　1惣’翅∫”疏05ρo所‘物‘o臨5　at　36。C

Cの時に於ては殆ど100％に近い発i芽率左示す．36。Cに於ては発芽

率は稻ヒ落ちるが第3図に示す如く厚膜胞子の形成が極めて多数であ

った．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　一　　　　　　　　　・

　【菌叢の翼育と水素イオン濃度との三十コN／10HC1及びN110

KOHを用いてフ瞭イオン濃瞬種タに変じたW舟（SM州・培難な直

’径9c㎜のペトリ皿に分注し申央に28℃にi記聞のW醸SMAN培

高山の前培養から径3mmに切り取ったものを植付け，，28。Cの定温器
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ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

　　　㍉’　　第7．表．・・．トムギ難病菌分生胞子薪に及ぼす濯の影響．．　．

　　’：Effect’of．the．te口peratロre　lo耳the　Germination　of　the．oonidia　of漉1〃ゴ擢加5ρρ7fμ解oρゴσf5

Exp．
．室．温
　　　　　16。（7－14，5。）

20。 ．24。． ．乞9。 「3を。　階．　　’36b　’

　「’　　　測定全．胞，計数．・
　　　　　Sp91認observed　’：

　　　　発芽胞子数第工叫S加res　g・mi・・t・d

　　　　発　　芽　　率
　　　　Percentage．of　gemli。
　　　　nated　spores　　　（％）．

第皿二

二皿丁

丁1v回

693　　　　　575　　　　　5ラ2

490．　　　’ノ560　』　　　528、

．70．7

¢64　　1500

264．　、　　　500．

97．．4． @　　「’99．2　　　’100．6　　　　10060

　、「　・　　1’幽

229　　265

・；228．　238．．

99．5　　　89．9

　　　　　　’

測定全港並数・　　　　　　　　　　　500　Spgres　obserいed

発芽胞子数　　　　　　　　　　　425　Sopres　g臼rmina曾ed

発　　芽　　率
Percentage　of　germi・　　　85．O
nated　spores　　　（％）　’

500

475

95．0

500

497

99。4

500

493

98。6

500

498

99．6

500

496

500

335

99．2　　　　67．0

暦博全砲子数
　Spores　observed．

発．芽胞・子数
Spores　geminated

発　　’芽　’・率
Percentage　of　germi。
nated　spores　　　（％）』

500．

297

59．4

500

475

95．0

500

494

98．8

500．

494

98，8

500

、498

99。6

500

499

500

496

99．8　　　　99，2

測定全胞子．数．
　Spores　observed

慧。豊議悪
声　　芽．　率．
Percentage　of　germi．　．

nated　sp。res　（％）

500　　　　500

335　　　488

67．0　　　　’97亀6

500

492

500

500

98．4　　　　100．0

500

．497

99．4

500

498

500

．495

99，6　　　99，0

●

、
・・ ｪ，定全’二胞子．数

@Spores　observed
．2075 2072 ’1764 2000 1729 1765

噂総平均Tot田 曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　，

D発芽胞．日数
@Spores　geminated 「

蟹　　　園

P998　亀 2011 1751 1993 1721 1564
7Averζ99　ω

・’ E発　　．芽∴　・率． ’　「　～　．

Percentage　of　germi・
Dmted　sp・re・　（％）

96．3 97．1 99．3 99．7 ．99．5 88．6

に納め』週間銭に取り出し，その直径を縦横に測定し，．その平均を算出した．各区一回の実験娠ら枚宛ペトリ皿を

・回した・’一聯果獣却帥である・本齢P耶キリ、岬9｝；至る迄よく発育し・・H7四一て．発鰻

も朗なようである・嬬齢灘側にも相当下職の卿飾って・・H・眼鮒目勤賄を示函

　　　　　　　　　第8表ぞ・トムギ葉枯病菌菌叢発育に及1ます永素イオン濃度の影響
Effect・ξ・h薯d瑚・9・距i・…ncen・f・・i・…止・g・6w奪hρf肋励’加伽棚’・・醐6・1・・y　di耳皿．．・f・e鈷7d・y・）

凝く．三三別

　第

　第・

第

　工　回
　∬　個．『・．

　皿　回

Aver自ge．

3 4 5　　　6　，．．　．7 8． 9

27」・3mm． S5．01nm　66．8mm・71．6頭m
28．01ぬm’46．4mm　．69，6・m魚．、76，8m血

30．4mm　　47．5mm　62．Omm　70．4mm

28．6mm　46．3mm．．66．5耶n　72。9　mm

78．8mm
79．Omm’．

73．9mm

66遍3士nm　70，0皿m

．70．4mm　　66，2mm

62．2mm　60．3mm

77．2mm・　6613　mm　．65．5mm　’
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　【病原菌の寄孟体への侵入コ本菌のW舟《SMAN塞天上28℃に1週時培養し滅菌水で胞子懸濁液を作りガ

ーゼで齢襯過したものをシャーレに注ぎ，之に・・トムギ生勲約5・mの長さiこ切ったも一のを浮べ⑱Cの定，

』温器に納め，‘ S，8，24時聞後に取田し，アルコールで固定すると同時に葉緑素を溶出し永洗後G瓠dan　violet　1％

’水溶液で染色し寄主体えの侵入状況を観察した．

　分生胞子は発芽管な出し之1ま粘液鞘で包まれる．発芽管はハトムギの葉に接触すると附着器（Appressoria）を形成

する，附着器から微細な穿入糸を田して寄主体に侵入するようであるが，表面観察だげしか行わなかったので判然と

しない．第7図Dの如く気孔から侵入するものもあるが大部分ぽ角皮侵入を行うもの≦ようである・

　　　　　　　　　　　　　　　第7図　ハ｝ムギ葉枯威福の寄主体油入
　　　　　　　　　　　　Penetτation　of　the　p溜ent　fungus　to　tLe　h。st㏄11s＝
　　　　　　　　　　A，after　4　hou鵬；B．　af匙er’8hour8，　C　aad　b　after　24　hours　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

，　「

、r凶

へ
・一一

A4時間後
r’

　　ノ

ー恕
　ヌ～『
　　、訴、
　　！

」」，

Lメこ

’！ _

一一　　　　鴫

．！ρ

，㌔

＆；至』’

C．24時間後　×150，

B8時間後・

D．24時半後　×150

・ノ
ノ

　　　　　　　　　　摘　　　要

1．本研究はハトムギ門田病に就てその病徴，病原菌の

形態，病原性，分類学的考察，培墾市上の性質，・分生胞子

発芽：と温匿との関係，菌叢の発育と温匿並びに水素イオン

濃匿との関係，．寄主体侵入に関する調査並びに輿験を包括

する，

　2，本病の病原：菌を召θ’捌●π’み05ρo〆ε‘泌oo∫爵NIS㎜

と同定ナる．　　、　　・　　●

3．接種轍の結果…トムギジジ・ズ灼の茎葉に糊性回するが・’イ楳の魯の禾本科勘に対す翻原性

は判然としない，又ホ苗はハトムギに立枯症状を起させる翫も可能である’。

4．本病齢相当鍬枯れた・・ト・ギの茎葉；…ム緬診麺に㈱又1よ内部に漕スして翌澱徽となる・

5．本齢室温劫32℃以上で幌乱するが・その発話灘28℃で扇・36．Cでは全ぐ発育しない・

6．本論生胞子は16．σより36℃迄よ碗射るが2ρ．～32℃の時で1ま殆どユ00％に近い発芽率鮪す

る．36。Cでは発芽率は稽落ち厚膜胞子を作るものが多い．

’7．本島はpH　3よりpH　9迄よく・発育し，　pH　7附近が発育最も良好である．

　8．本苗は発芽後附着器を寄主体上に形成し侵入する．気孔より侵入する事もあるが角皮侵入するものが多いよう

である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卒　　献

●
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　　1）広江　勇：ブラキスポリウム属菌による植物の疾病（IV）禾本科植物の葉枯病噺称）に就て（1）第卑号菌群

　　　　　・の研究．日本魂呼報5：．121・一144，1935．1　’　　．・．1．

　　2）広江勇：．ブラキスポリゥム属菌による植物の疾病（V）禾本科並に疹草科植物の葉蘭病（呼称）に就て（2）

　　　　　　第3号菌群の研究．鳥取農学5：175・一188，1935．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　3）広江：勇：ブラキスポリウム属菌による植物の疾病（VI）禾本科並に渉草科植物の葉枯病（新船）に就て（3）

　　　　　第4号菌の研究．日本植病会報5：318－335，1930．

　　4）　LINDAU，　G．：Rabenhorst’s　K望yptogamenflora，　Auf1．　H．1（9）：33，1910．

　　5）　LINK，　H．　P．：Observationes　in　Ordines，　plantrum】αaturales，　Dissertaio　I，　oomplectens’Anandrarum

　　　　　　ordines　Epiphyas，　Mucedi夏es，　Gastromycetes　et　Fungos．　Maz．　d．　Ges．　naturf．　Frende，　Berlin，3：3－42，

　　　　　180g．（広江論文参照．）

　　6）西門義一：日本画禾本科直物の『ヘルミントスボリウム』病に関する研究．大原農業研究所特別報告第4号：

　　　　　1－378，　1928，

　　7）SAccARDo．　P・A＝：Conspcetus　generum　fungorum　Italiae　inferiorum．・ne田pe．ad　S帥aerops1dales・Mela・

　　　　　ncen…al　es　et　Hy】ゴhomycetes　pertinentium，　systemate．aporologico　dispooitorum．　Michelia，2：1－38，1880．

　　　　　　（広江論文参照）　　　　　　　　　　．　　　　　・　　・

　　8）SAccARDo，　P．　A．：Syllqge　Fungomm，　omnium，　hucusque　congnitorum　25：4，835，1931．（広江論文参
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
　　　　　照．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Studies　on　the　Leaf．　Blast　of　J6b’s　tears　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shigekatsu　HIRAYAMA　and　Masaki　YAMAMσro

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸

　　　　　It　was　in．　summer　of　1946　that　the「writers’attention　was　drawn　to　the　occurenc60f　leaf　blast　of　Job’s

tears　at　the　expe㎡meptal　farm　of　this　Iaboratory　i疏Saitalha　Pref．　The　disease　appears　as　circular　fusiform

of　irregular　lesion　oゴ1eaf　blade，1eaf　sheath　and　glumes．　The．1esion　is　first　brow且or　yellowish　brown　in

color，　the　central　portion　tuming　into　white　or　grey五sh．

　　　　　In出e　present　paper　the　m・rph・1・gy　as　well　as　the　cultural　characters・f　the　causal　f皿gus　has　been

decided．

　　　　　伽idiophores　eme㎎ing　after　the　death　of　the　affected　tissues，　through　the　stomata　or　the　epidemal

ce11・・．（沁・1dia　are　d・・≧．b・・w…．dark・1i・…h・鴬飴if・m・・i㏄即1a・・v・id・㎝騨・d　t…eride・3－7

septate，27．3－51．5×9。1－18。2μin　size．

　　　　　The　relation　of　temperature　to血e　growth　of　the　caus謡fungus　was　s血died　by　growing　it　o夏WAKsMAN’s

medium　at　different　temperature．　The　optimum　temperature　for　the　grσwth　onhe　causa！f岨gus　seems　to　be

at　appro断mately　28℃．　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　T卜erelation　of　t㎝pera加re　to血e．germination　of　the　conidia　of　the　pr㏄ent㎞gus　was山en㎞esti・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
gated　by　sowing　the．conidia　on　the　WAKsMAN’s　agar　and　stained　by　gentian　violet　or　mefhylene　blue．　The

P・・。・・t・g・・fg・rmi照ti㎝w・・highest　f・・m　20．C　t・32℃・whil・the　chlrmyd・・p・・e　f・rm・ti・且・f・th・．・・nid…・

was　observed　at　36℃．

　　　　　Using　the　WAKsMAN’s　medium　the　relation　of　p耳value　of　the　culture　media　to　th『mycelial　growth　ol

th1s　fungus　was　tested、　The　optiln奨m　hydrogen－ion　concentration　for　the　growth　of．the　fl皿gus町as　at　pH　7．O

and　tlle　slightly　grow　at　pH　3．O　and　fairly　we11　in　pH　9．0．　　　　　　．．

　　　　　A・。・rdi・g　t・重h・w撤・r・’i・・cu1・ti・n・甲・三m・船止・p・th・9・n…・ity　t・J・b’・tea掬（（ψ加・η剛。猷

Lvar．〃’〃π酬σoθσMak．）and　C．」σのηπσプ。∂≠Lwas　ascertained．　The　present　fungus　can　also　attadくthe

seedling　of　Job．s　tearg　and　may　cause　its　damping　off，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　，
．」　F　」噛

　　　　　The　causal　fungus　forms　appressoria　on　the　host　planl　and　po隠etrate　through　cutiρule　and　stomata．

　　　　　翠rom　taxonomical　studie3　the　w撤ers　would　like　to　identi触the　presenピfungus　as　1セ」初’η’ゐ。ψo〆μ物ω・

ゴα。3NISHIKADO．

5

・
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三川植物の土壌肥料学的調査（策3報）

　　　除虫菊・ミブヨモギに就て
永　　田　　武　　雄

Studies　on　the　Soil　and　Manure　of　Medicillal　Plants（Part　III）

　　　Insect　flower　and‘‘Mibuyomogi”，　a　santonic　plant．．』

Takeo　NAGATA

　除虫菊にはペルシヤ種（赤色種）とダルマシや極く白花種）とがあり，前者は一般に三二強健であるが，殖花数が少な

く且つ殺虫力が弱い故主として本邦では観賞用にのみ栽培される，除虫菊花ほ頭状花を採集し乾燥したもので，共の

粉末を殺虫粉と称し，共に：本邦の重要輸出品である，殺虫成分はピレトリン（Pyrethrin　I　Cl　z恥｝03，　Pyrethrin：II

q鵬H魯）05）で含且は約0．3％程度である．

　一般に温暖で穂乾：燥する地方が適し殊に開花収穫期の前後に雨量の少ない恋が必要である．排水が良く皿つ適匿の

保水力な有する地に好適し，土性は壌土が良く又地力ほ一般に肥沃に過ぐるよりは寧ろ二二地に適当に肥料を施して

栽培する方が良いと云われる1）．

　肥料は笛画時代には処により施さない事もあるが，魚肥，榮極油粕，入糞尿を基肥に施ナ様であるり．本画の3要

三三施肥量ほ土地により與な勧＝，その例を示すと家の様である2）
　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　Table　I．　Standard　manuring　for　the　cultivlation　of…hsect　flower　in　Japan

Locality

Okayama
Hiroshima

Wとkayama

　　〃

Hokkaido

weight　of　three　elements　I玲r　10　ares（unit‘‘Kan”）終

・・…9・・　　P…ph・・…　1…ass・・血

3．800

3．040

2．454

3．277

3．00

1．360　　1　2．240
　　　　　　1
2．045　　　　　　　　　　　　3．180

1．425　　　　　　　　　　　　　　　1，550

1．305層　　　　　　　　　　　　’1ら550

2．20　　　　　　　　　　　2．00

　　　　　　管　1く：an，，　is　equivalellt　to　3．756　kg

3く除虫菊極子の発芽は一般に不良であるが，燐酸の施用量を増すと有効であると云オりれる．二二も三三竜2～3回

に分施ナるのが普通である・』

除虫菊に就てb主な交献は以上の通りであるが，ミブヨモギは比較的新しい作物で，試験成績も少いが目にとまっ

た2～3の報告な以下た紹介する．

　ミブヨモギは草丈1m内外に述し，宿根性で全軍にサントニン（Santonh）0．3％内外な含有する．一般に砂質

濃土，壊質砂土で耕土深く，排水良好で有機質の多い土地に適し，火山灰系統の軽懸土にも栽培出来る・肥料1鋤め

時代は稀薄な人糞尿，硫安などを施す程度であろが，本圃では堆肥，硫酸アンモニア，大豆粕，過燐酸贋灰，硫酸加

‘里等を施し，3’ v素量として共の1例を示すと家の通りである3），窒素は反当2．55貫，燐酸2．貯貫，加」E2．69

貫程度で，堆肥の全部と硫酸アンモニア以外の金肥は定殖の時その過半な施し，残部は追肥として邪から収穫まで2

～3回に分与する．又窒素の肥効は相当顕著であるから地昧申以下の所は前記数字の2管以上施してよいとい堵）践

加巫肥料の不足ほ木灰を以て必ず所要量を補足すべきであると云う4）．

　築者も之簿作物に就て土壌肥料学的立場から若干の試験な行った．本試験も1年乃至2年の威績であり勿論完結

したものでないが，一応］反纒めて第3報とする次第である．

供試土の地力
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　本試験に使用した土輿さ衡生試験断構内の表土で第1報12）及び第3報13）に述べ走通り，窒素及び燐酸の有効成

分量が顕著に不足したものである．今水稲と大麦の3要素試験の成績を示すと家の通りである，

　　　　　　Table　E．’The　fert三Iity　of　the　boil　used，　shown　by　the　relative　yield　of　rice　and．

　　　　　　　　　　barley，　compared　with　that　of　the　average　value　of　Japa夏ese　soil　・．．　　　　　…

＼一＿、　Treatment．
　　　＼　　、馳．．．

　　　　　　＼

Rice

Barley

Average　of　Japan

Examined　soil

Average　of　Japan

Exami夏ed　soi1’

0 K－P　，

52．4

10．7

25．7

0．1

54．4

ユ6．5

23．2

4．6

N一・K

88，3．

5．7

58．1

0

N－P

91．1

79．8

81．0

91．6

N－P－Kl

・100．0

100，0

10D．0

100．0

　　　　　　　　1．除虫菊（Insect　flower．　C勿y5απ’二二％〃z　o∫π〃σ7∫σ⑳伽〃3　Bocc．）

　和歌山分場よりとりよぜた白花種な用いて既報と同様に慣行法によって肥料3要素試験を行った，
　　　　　　へ
・G）栽培試験の要鎖

．常法により無肥料区，無窒素区，無燐酸区，無加里区，完全区を設け1区3連制として，1鉢に1株草丈15

cm，重量35．6g程度の均一一な苗を11月25日移殖し，ガラス室内で栽培した．・

　（2）生育経過

　移植後，前半期の生育は殆んど区聞の差異は見られなかったが後半期は完全区，無加里区の草体の生育が良く，5

日6日頃より摘花期に入り同琴7日．に収穫を完了し恥．　　　　　　　　　　　　　．

　摘花はピレトリンの含量の最も多いとされている6）管状花の5～6分開いた時，毎日手摘した．其の取まとめた成

績は第皿表の通りである．

Table皿．　Effect　of　fertilizers　on　the　harvesting　pehod　of　Insect　flower

|’．_Treatment
　　、　　、、

　　　　　一
Harvest

0
｛

　　K－P

Date

IN－K N一一P 1．N」P－K

　　　AfterDate
　　Plantation

翅趨廻D・㌦鑛。睡，1撫。1・…p1瓢．
・May Days May Days May． ・Days May． Days ・May Days

Beginning 7 163 ．9 165 9 165　． 6 162 6 162

Fina1’ 26 182 27 183 27 183 23 170 23 179

Mode’『 15 171 17 173・ 25 ．’ P71 11 167 13’ 169

　　　※回護申心日は算術平均でなく，散布の中心日で示した．

　即ち本試験からすると収穫適期は大体5月由旬であり，区間に大きな差はないが，窒素，燐酸の不足は数日間収

穫期が遅れる様である．要するに適量な肥料要素の施用は収穫期を多少早める上に効果があるよう．である．

　（3）牧穫域続’1

　7L記の通．りに収穫した花の数及びこの風乾物重量と5月27日即ち移殖後183日目に媒穫した華葉部・根部の風

乾物重量は第IV表の通りである．猶指数は完全区を100，0とした場合であウ，各株当の平均数字で示した．

Table　IV、「Effect　of　fertilizers．on　the　yield　of　lnsect　fIower．

Treatment 0

Nhmbeゴ
　of
flowers

Number
　harvested

Ratio

17．5

74，5

K－P N－K

17．0

72．3

15．5’

65．9

N－P lN一・一K

23．5

100．0

23．5

100．0

9
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Weight
　of
flowers

Weight
of　leaves

　and
81ems

Weight
　of
roots

Dry　weight
（gr）

Ra量io

　　weightD題，）

Ratio

Dry　weight
　（郎）

Ratio

3．15

77，2

14，3

62．7

．　9．1

74．6

3，28

80．4

17．3

75，9

7，4

60．7

2．23

57．1

3．9。　［

21．4

93，9

95．6

22，9

100．4

4，08

9，6

74，8

100，0

22，8

100，0

；1：q謂

　．L表中主要な花の風乾物重量指数な見ると完全肥料区に対し無加里区ほ大差ないが無燐酸区，無窒素区は収量指数

が明らかに低い・即ち本供試土壌で馬除虫菊の3要素要求順位ば燐酸，窒素，加里である．収穫花の数よ一ヒ記重燈

と同様な傾向であるが，叢記部と根部ほ窒素，燐酸，加里の順位であり，燐酸は花の収量恥あげる上に一・番重要な要

素であるが，二葉二等の生席には左程軍要な関係はない様である．

　この花の収量指数を前掲の水稲，大麦の指数と比較すると無加里区は大差ないが無窒素底と無燐酸区ほ遙に大きい

数字で，水稲に比し無窒素区で綿5倍，無燐酸区で約10倍である．換言すれぽ少く．もホ圃の肥料ほ水稲に比べ逼

に少なぐてすむ作物と云い鴛る．北海道で肥沃な開墾地には定植後1～2年間は概ね無肥料で，第4年目以降のも

のにのみ施肥する由であるが，この間の廓情を物語るものと思う．又本威績を各地2）で行われた祓績と比較して見る

と第V衷の如くである．

Table　V。　Comparative　data　showing　the　effect　of　fertilizers　o筑the　yield　of　Insect　floweτ㌔

Loca！ity 1　・ ．茎ず　．L．逆聖．iK－P 1　　N。P」K
National　Hygieuic　Lab． 72．2 80．4 57．1 95．6 100．0

OkayamaAgr．　Exp．Sta． 61．1 63．9 103．6 104．5 100．0

Hiros｝1ima　Agr．　Exp．Sta 51．2 56．9 94．0　　　　印 85．2
100．「O

Wakayama　Agr．Exp．Sta 31．7 44・6　1 81．9 93．9 100．0

即ち試験地により一コ口数字を示して居らぬが，苗圃期聞が可成艮く且つ木圃に於ても数ケ年栽培されることがあ

るから，系統的な試験を要することは申す迄もない．次に収穫した二二に覧て薬効減分ピレトリンの定量を試みた．

乾花の珊が普通分析所要量より少なかったので簡易化して畢に石油エーテルに浸幽された量に0．257を乗じてピ

レトリンの量とみなした，共の結果は第VI表の通りである，又和歌山農試2》で行われた威績左も附記した．

Table　VL　Effect　of　the　ferti1…zer　on　the　aveτage　content　of　pyrethrin　iロd1｛ed　flower（mg）

1・　・一Kい・一KiN一・1齢K
Wakayama　Agr．　EκP．　Sta．

mati。nal　Hyg．9　Lab．

｝：壽廉　　　　　　1

1．16

P．88

L12
Q．00

1．28．

Q．06

即ち以上の様に定量したピレトリンの含量は無燐酸区，1無肥料区のみが陶少く，他は殆んど差がない．和歌山農試

の成績は無加里区のピレトリン量が少く加里の必要性が強調されているが．本突験では以上の様に燐酸による彰弼が

些しい亦からナると，土壌によって品等の影響要素は変って来るものと思われる．叉和歌山農試の威績も当所の放績

も肥料要素の及ぼすピレトリン含量の変化は第皿表の四花収量に及ぼす影響に比し，遽に低い数掌であるからゼ肥料

要素の不足ほ収量の場合程薬効成分には大ぎな影面はないと患う．

　（4）除虫菊3裏繁試験二二裏約
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　本圃に移植第1年目の除虫菊に就て慣行法によって肥料の3要素ボ．ット試験を衛生試験所門内表土凌用いて行つ

：た．

　本実験成績によると窒素，燐酸の不足は花の収穫適期が完全肥料に較べ数日聞遅れる．乾花の収量は燐酸，窒素の

不足に影饗されたが，：水稲，大麦に比べ明かに其の影響度合は少ないので，一般に肥料を多ぐ要しない作物と見てよ

い．叉燐酸の不足は乾花中あピレトリン含量を低下せしめる様であるが，；其の影響は収量の場合程著しく，ない．猶本

作物は宿根性で本圃に於ても数ケ年経続栽培されることがあるので肥料試験も更に系統的に行う必要がある．

II．ミブヨモギ（五γfθ〃槻α〃zo口無紹Waldst　et　Kit）

　ミブヨモギの昭和25年の櫃付計画は北海道1，250，青森50，岩手180，長野20町歩計1，500町歩となって居

り・更に北海道に於ては今秋2・ooo町歩の植付が報ぜられて居り所謂新興作物であるが，；其の割合に試験成績⇒揃

記の如く少い．筆者も筐か2ケ年聞の試験研究であり，未だまとまった成績として報告し得る段階に達していない

が，一応試験経過を紹介する意昧で報告したいと思う．

（1）3、要素試験

　前掲構内表土な供試し2万分の1ワグナーポッ，トを使用し，慣行法（各要素ポット当り19，炭酸石灰109を基

肥として施す）によってポット試験を行った．

　（1）　山脚試験の年輩

　1区3連制とし，押回部試験地より取寄せた種子を4月30日に播種した，5月3日i発芽揃いし；同19日に　　●

間引して鉢当4本立とした．ガラス室内で裁培し，10月27日に収穫した．収穫は地際にて刈取り地下部は其の艦

放置し，後蜜月2日にポットを水洗し各区毎に均一な根部を選び，別に前回と同様に調製した3要素試験用ポッ

トに移植した．本回の試験ではポット当り2株位とし，前回同様3連制で行った．収穫は8月24日注意してポ

ットを永硬し根部と共に風乾し収量調査を行った，

　本試験は上記の様に2回に亘って行ったのぐ，播種した1年目のもの左第1回の成績とし，回れ等の株を移誼

した2年目の分を第2回の成績と区別する事にする．

　（2）書評域績

　上記の通り収穫後よぐ風乾した収穫物の第1回目の収量成績は第W表の通りである．　　　　　　　　　　　．

　　　Table　W．　Effets　of　fertilizers．on　the　yield　of‘‘Mibuyo血ogi”per　one　Wagner’s　pot（Ist　Exp．）

Treatment

　．O

　P－K

　N－K
　N一・P

N一・P－Ki

Number　of
bloomed
individuals

　0

0．33

0．67

1．00

1．67

盤i盤1囎t

．　0

　8
　16

　25

　42

15．6

24．0

22．9

31．3

44．6

IDiameter
of　stems
　（cm）

0。21

0．21

0。ユ8

0．26

0．26、

　　　＿．．一．＿＿、Plry二一き迷｝ight．．（gL一一＿．＿＿＿．．　・

擁朧d階謝．S・・m醗1，IR鵬ve

0．73

2，10

2．45

4．72

3．34

0，48

1．86

1，15

2．81

2．88

0．35

ユ．41

0．79

2．73

4．36

1，56

5．37

4，79

10．26

11．58

13，5

46．4

37，0

88，6

100．0

　本成績から見ると播種』工年目の開花率は完全区が最も高いが猶4割余りであり，無窒素区，無燐酸区に低い．全i

：草収量指数左見るに無燐酸区ρ減収最も大で完全区の約4割，無窒素区は約5割弱という数宇であるr

　第2回目の収穫威績は第．孤表の通りである．

　第八表の第1回目の試験の残株を移肥した場合の収量威績も第1回目の成績と略ζ同様な傾向を認めるが主な

点を述べると弐の通り看ある．

　（イ）開花株数率は1回目に較べ構増加する．無燐酸区は全然花留左結ばず，又完全区は無窒素区より開花株数

率が低いから，窒素の充分な施用は花円の同寸は多ぐなるが，開花率は低下する様である．

　（ロ）無加里区と完全区の第2回目の地ヒ部収量は第1回目より6割乃至倍以上の増収ぐあるが，無窒素区と

無燐酸区は前者が約8割，後者が約半減余りの減収となっている．叉第1回目の各区6う地上部の収量指数に対して
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第2回目の各区の収最指数の割合な見ると第IX表の様になる．

Table、皿．　Effects　of　fertllizers　o恥the　yleld　of“Mibuy。lnogi”per　one　Wagneゼs　pot（2nd　Exp．）

Leave8　（gr）　　　　　　Flowers　and　buds Te可estrial　pa丘

Trca㎞ent 璽記臆藩i聡1ぎ Leaves
р奄?

　　　　　　　　．　．　．　一　一　　「

E…1噛h亡 Index獅浮高b?

Stem8 Weight
i9）

index
Roots
i9）

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　0　　　　17．0．

　P－K　　　46．O

　N一・K　　18．O

　N㌧．P　　　45，7

N－P－K　　48．0

17

67

0

83

50

0．7

1．8

1．4

7．1

ユ1．9

0．3　　　1．0　　　0．03　　　6．1

0．7　　　2．5　　　0．13　　　32．7

0．1　　　1．5　　　0　　　　　0

3．3　　　10．4　　　0．45　　　91．8

3．9　　　15．8　　　0．49　　ユ00．0

0．4　　　1．5　　　6．0　　　0．7

1．9　　　4．5　　　18．9　　　　2．5

0．5　　　2．0　　　8．3　　　　1．9

5，4　　16．3　　　67．7　　　　8．1

7．7　　24．0　　．100，0　　　17．6

Table　IX．　Effects　of　fertilizers　on　the　relative　yield　of　Insect　flower

Treatments i

Experiment
0 K－P@　　　　　I N－K@N一P｝ N－P－K

ユst　Experiment 13．5 46．4 37．0　　　　　　　　　　88．6 100．0

2nd　Experiment 6．0 18．9 8．3　　　　　　　67．7 100．0

Ratio　of　2　nd　Exp．
0．44 0．41 0．22　　　　　　　0．76 1．00

to　lst　Exp，

　即ち各要素の欠除区に栽培育強きれた残株を用い更にその要素欠除区で栽培す．る時は各要素共に完全肥料区の畑島

に較べ減収となるが，その割合は本試験では燐酸最も薯しく，…次いぐ窒素，加里の順位ぐあった．

　即ち供試土の如き燐酸，窒素の不足する所に育成さ衷た株の根部は之等成分の吸収機能も亦劣る様看ある．水稲の

場合にも「暖帯作」といわれるが，斯様な養分不足土には形態にも養分的にも完全な株苗を栽脱する事が重要である

のな示す威紐として興味深い．

GI）要素吸牧量
　七日三三場で栽培された山科2号種を9月巾旬収穫し風乾徒常法によって全窒素及び無機成分を建白した共結

果ほ第X表及び第皿表の通りである．　　　1　　　　　　　　　，

Table　X．Analytical　data　of　water，　nitroge夏and　as塾of　air　dried‘‘Mibuyoπ10gi”

．＼一＼1tem @D騨・iゆt
．P1、噸・t＼…　（9）
Roots

一王

　巴

：⊆

　語

　ヒ
　昌

Ste：ns

Leaves

Bud3

84．5

52．0

21．8

　Pe1℃entage
of　dhed　matter

53．4

32．9

13．7

Water　iロair
dded　matter
　（％L一＿．．．

10．87

13．48

12．78

8．61

Mtrogen　in　air
dried　matter
　　（％）

　　2．25

ユ．94
〆

3．66

3，87

Ash　（％）

　　8，91

10．28

23．17

14．18

　上表からすると茎部菰量が地上部の過半をしめ，’残りは葉と花留であり，乾物申の無機成分ほ根部に比し地上部特

に葉面に多い．威分皿加里，窒素，石灰，燐酸の吸収量が多い，
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Tbl・医・A・・1アtical　d・t◎gfゆ・r・l　m旦ttεr　in　d取m・廿er・f“Mib・y・m・gi”（P・rcent・g・）

’＼＼1・g・・di・・t　l。，。1。ble

Pl。nt　p。盆＼＼mi・…1・
Soluble
Sio2 Fe203

P2Q5 MnO Ca6 MgO

　　Roots

鷲　、St。m，一3．02
ら

窟　Leaves　1エ・30
拐　　　　　　Buds　　　　　　3．51

1臨解’下・・

SO3

1…2し・…「・・43隔δ・8gt…81・…1…6〔…9’ia1・

0．05

0．03

0．05

0．04

0．19

1．01

0．40

0．52

0．92

1．01

1．38

1．02

0．04

0．62

0．11

0，24

0．64

2．18

2．72

L44

0．08

1．23

1．61

0．64

0．53

0．80

1．04

0．69

1く20

2．73

3，33

2．58

　　　　NazO

　　．LO・62

　　　　面

　　　　1．34

　　　　1。13

2．91　　　　0．98

笹踊螂の殿物騒飯当と瞑当…k・とし漂轍幅馳φ主婁即戦けヒ較すれぽ鋼琴の様に
なる．

　　　　　Table　x∬．　The　weight　of　fertilizers　absorbed　by　some　crops　in　lo　are　area（㎜it‘‘Kan”）

＼＿　　　要　索
＝璽留遜≦〉≧ト
　　“Mib。y。m。gi”（2（めkg）

　　Rice（Ca．10　bushels）

　　Barley（C血．7．5buschels）

　　Potato（Ca．1125　kg）

N五togen　　　　Phosphorous

1，29　　　　　　　　0．54・

2，00　　　　　　　　　　　　　0．68

1．26　　　　　　　　　　　0．42

1．56　　　　　　　　　　　　0，42

Potassium

．1・35

　1．30

　1．36

　2．35

C母cium

O．67

0．38

2．40

0。72

　　　　　　　　　　，米，大麦，甘藷の吸収量は草体部も含めた量である．ミブヨモギの反当200kgは．

　　　　　　　　　　過大な数字め様であるが茎部を含んだ数字である．

主要作物に較べ大きな差はな．く，石灰を除き大麦に近い数字である．サントニンの製造は圭として茎部な除いた葉

と花蕾部であるから，製造隻の残渣は恐らく3％程度の加里分を含み，加里肥料資源として利用の道があらう．

（III）栽培の好適反鷹

　栽培の好適反応を水耕試験と根部汁液の緩衝作用から推定した，其の結果は以下の通り看ある．

　（1）水　耕試　験

　春日男：氏藻楽用培養液8）を使用し，苛性曹達3ζは塩酸を以て培養液のpHを調節し，　pH　4，5，6，7，8区を設け，2

万分の1ポットな用い所謂礫耕法により，’4月10日均一な草丈7c血．程度のミブヨモギの苗をポット当り2本

宛栽植して・2連制で水耕栽培した．試験開始当初は濃度半減液を用い，6月申旬から普通の濃度にうつし．又週1回

液ほ更新した．　　　　　’　　　　ら
　pH　7，8区の根部は白色健全で草体の生育も順調であり，特にpH　8区間花蕾を結び土壌裁培のものと大差なカつ

た．1pH　4，5区は発育遅々とし又根部ほ鉄三色に着色し不良看あった．9月5日を以て試験を打切つたが，；其の時

の収穫成績は第瓢表の通hである．

　本成績から見るとミ≠ヨモギの生育は耐性から微アルカリ性が好適であり，明酸性ほ明かに不良である．勿論本結

果な以て直ちに土壌麟培の二身に当はめる事は出来ず，筆者も更に試験な継続する考え．であるが，ロシアの原産地「

帯に所謂塩分土（Saline　S・n）に属する由であるから，矢煙り中性から微塩基性が荘適の様に思はれる．本邦栽培地は

北海道，青森，岩手等が多いが，恐らく可成強い酸性土も少くないと輝像される．若し本成績㊧傾向が正しいとすれ

ば石灰の施用等により酸匿の矯正が必要である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢
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Table　XIII．　Effects　of　reaction　of　cu1重ure　so！ution　on　the　yield　of‘‘Mibuyomogi”

一～　　　　　　pH
　　　　I奮6皿．．，．＿一＿．一＿＼．

Hlght　of　the　plants　　（cm）

Len帥of　the　rootg（㎝）

Avcrage　weiIξht　of　indiv！dual
Plant　　（9）

Ditto（Ratio）同上指数範

4

10．8

コ3．5

0，96

9．4

5

12．6

14．7

1．24

12．1

6

15．4

15．1

3，21

3L3

7

18．5

15．3

8．14

79．4

8

23．0

21．1

10．25

100．0

　　　．　　　※　指数はpH　8区を100とし：た場合の重五と指数

　（2）　根部汁液の綴衝係数

催者は墨9）に14極の汁物根部汁液の緩衝作用を測定して，共の植物の対反応性と一連の関係がありそうだと予報

した，即ちSMALL氏19）の云ふ成績とは多少趣を異にし，　pH．6～7附近の緩衝能の大きな植物は概してアルカリに

対する抵抗牲が強く，申性乃至微塩藻性を好む殖物で反対にこの価の小さなものはアルカリに対する抵抗性が弱く・

酸性側を好む植物である傾向な認め，前者にドクダ㍉ホウレンソウ後者に水稲，ハトムギ等を例示した．

　実験は根部を乳鉢ですりつぶし晒木綿を用い加圧搾汁したものな遠心分離器にかけ，上澄液三更に下野した汁液

5ccにN／10のH2SO4とNaOHを半ミクロピペットより0．05～0．10　cc宛滴下しこれに就てキンヒ’ドロン魎に

よりpHを測定ナる．この価よりtitration　cuτveを引きこれよりVan　SLYKE氏法11）により既報の如く緩衝係数

を算出した．

　今ミブヨモギと前記殖物の結果を示せば第XIV衷，第1図の様になる．　　　　　　　　　　’

Table　XrV。　Buffer　coeffic！ents　front　some　species　of　the　root　sap　of　plants

　　　　　pH

21a塾t　specles

…二・1十1二仲2竺il璽llト唖・一塑些・二711歴陶

Coix　Lacyma・Jobi
魔≠秩D　frumentacea

0．0244

。．。。881　　　　　レ

0．0064 0．0072 0．0056 0．0060 0．0032 0．0024 0．0040 0．0052

1

一　　」　．噛　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　．，
．一｝　　．　．　L　　．　．　　一　．　－　　「　　，

Oryza　sativa 0．0028 0．0010 0．0007 0．0005．． 0．0006

Sp…nac…a　oleacea 0．（以04 0．0360 0．0300 0．0188 0．0132 0．0096 0．0088 0．0122 0．0092
iO．0ユ16

1

Houttuynia　cordata 0．0420 0．0408 0．0288 0．0248 0．0156 0．0136 0．0108 0．0112 0．0116 0．0124

，‘‘Mibuyom・gi”Ro・t

．　　　　　　　　　　　一 0．0175 0．0175

1。．。、25

0．0120 0．0095 0．0164 0．0220 0．0196 0．0184

Ditto・stem　and　leaf 一 0．1536 0．1144 0．0688 0．0576 0．0472 0．0476 0．0680 0．0568 0．0496P

ρ04

α03

α02

00ノ

ここ迅

　　　“＼、

、　　　＼’・、

＼7＼’き濠こ 享力

2，二7プ・幽篶訪
’、・ A　　　　　　　ハトム三．一

　　　　巳　　　　．．．70イ竃
30　　　　　40　　　　　50；　　　　6ク　　　　　ZO　　　　　ρH

Fig　1．　Curves　of　buffer　ooeff三cient　of　root

　　　　jllice　of　solne　species　of　plants

．二等の成績からするとミブヨモギの根部汁液の緩衝係数

は酸性側では左程高くないが，申性，アルカリ性側は却っ

て高くなり，筆者が今迄取扱つたうち1i番高かったドクダ

ミよりも更に高い結果である．ミブヨモギの窪山都ほ表に

示す様に酸性側にも塩基下側にも強い緩衝能を持ってるる．

　上記の水耕試験並びに本成績からミブヨモギほ鮒十三讐性

植物で其の好適反応は申性乃至微塩基性にあると推察され

る．
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（IV）　ミブヨモギ試験成績要約　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　春期播種，秋期収穫の第1回目とその残株を秋期殖付け翌年の秋期収穫した第2回目の肥料3要素試験の結果，

からすると本供試土では燐酸を最とも多く要し，家いで窒素晃加里の順位で拳つた，筆者等が今迄行った各種薬用植

物の完全肥料区な100．0とした場合の各区の収量を指数で示すと第XV表の様になる．

Table　XV．　Effcts　of　fertitizers　on　the　relative　yield　of　some　spec量es　of　crops，

＼T…t皿・nt
　　　　　　へ　
Crops　　’　＼
Rice（Average　value　1a　Japa夏）

ク　（National　Hyg．■ab．）

Barley（Average　value三n　Japan）

〃　（Nat．　Hyg．　Lab．）

Wormseed

Morning　9101y（Seeds）

Safflower　　（Flowers）

SaffrOH　　　（Bulbs）

0

Autumn　crocus（Bulbs）・

‘Mibuyomogi，（1st　year）・

‘‘citto”（2　nd　year）

52．4

10．7

25．7

0．1

0。3

24。4

14．3

91．1

79．9

13，5

6．0

P－K N－K

54．4

’16．5

23．2

88，3

5．7

58．1

N－K

L鵬ct　flower 77．2

4，6

21．9

34．0

53．9

88．1

82．4

46．4

18．9

80．4

・　0

0．1

54．5

9．5

114．1

110，1

37．0

8，3

57。1・

91、1

79，8

81，0

91．6

85．9

86．6

90．5

82．1

99．4

88，6

67，7

95．6

N－P－K

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

100．0

ユ00．0，

100．0

100．0

となり本供試土では加里は大差なく80～90であるから除き，窒素と燐酸に就て指数の小さなもの（要求性の強いも

の）から列記すると家の様になる．　　　　　　　　．　　　．．、

　窒素：大麦，水稲，ミブヨモギ（第2回目），アメリカアリタソウ，朝顔，ミブヨモギ（第1回目），ベニバナ，除

虫i菊，コルヒクム，サフラン．

　燐酸：大麦，アメリカアリタソウ，水稲，ミブヨモギ（窮2回目），ベニバナ，ミブヨモギ（第1回目），朝顔，除

虫菊，コルヒクム，サフラン．　　　　　　　　　　　　　　　　　　」』

　このうちサフランとコルヒクムは試験に用いる球根の大き’さに正の相関が認められ，除虫菊も苗時代の肥培管理に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト可威強く左右されると思う．ミブヨモギも苗（株）の性質が影響し，播種時の収量よりも二丁したものは約倍程度の収

量が得られるのが，普通であるが∫養分欠乏土で育成された株では播種時よりも却って滅収する．

　ミブヨモギの無機要素の吸収量は主要農作物と大差なく六麦に近い価である．又加里の吸収量が多くサントニン製

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，造後の残渣は加里肥料として利用出来よう．

　ミブコモギの生育好適反応は申性乃至微塩基性である様である，

　薬効成分の定量は分析試料不足のため上記の各植物に就ては行えず，ミブヨモギのサントニンの定量も赤同様であ

るが，これに就ては東大薬学科柴田教室に於て検討されてるる．滲考のために筆者の所で分下し響た2＾r3の植物の

例な示すと第XVI表の通ウである．

8
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Table琴VI．　Effects　of　fertilizers　on　the　constituents　of　some　med量cinal　plants（％）

，．・． `～．．．、Treatment

　　　　　　Constihlent＼、一、．＿

Moming　glo穿（Seeds），Fa㏄y　oil

　　ditto，　　　　Pharbitia

Wormseed，　Chenopodium　oi：

safflowcr管，　Safflor　yellow

ditto，　　　　Cartham…n

Insect　flower，1ヤrethrln　鞭胎

0

13．85

2．19

60．5幽

76．2

1．56

P－K

13．99’

2．24

1．65

47．r

10L3

2．05

幽N－K

14。42

2．44

27．3

35．5

1．88

N一一P

14．05

2．42

’　0．93

101．9

113．0

2．00

N－P－K

14．01

2．38

0．74

100．0

，　　100．0

2．06

　　　　　　受Rela亡ive　value　　　　　　　　繰Petroleum　ether　ex亡ract×0．257

櫃物によって異なるが識培地の肥料養分によって可成の齪が見られる・サン、トニンの含量はミブ・モギの花蕊

の部に多いから無燐酸区の如き花穂の少いものはサントニンの含最も少いだらうと患う．

　絡りに臨み本試験施行に当って終始御指導御鞭鍵下さった平山博士，試験に手を煩はした岡島，湯川両鴛に共の労

を謝する次第である．又研究費の一部1よ文部省科学研究費によった．

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）・

10）

文

刈米，若林：薬用植物栽培法．35～52，1934．

松木：綜合肥料学：678～682，1939

日本新薬株式会社：ミブヨモギ載培要項　12．1939

　　　　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　13．

東大農学部遊離窒；漸：り用研究室：

武居，今井：農業及園芸，7．6，1932

松木：綜合肥料学383～384，1939

雅日井：日本土塗肥料誌　13，669，1939

永田：　　　　　　　　　〃　　　　　　　．20．　39，　1949

献

口熱内地に於ける作物5寒分天然供給力に関する研究　1927

　　　SMAL五，　J，　and　JAcKsoN，　T．：Jour．　Agr．　Sci，38．343，1948

　　　　　〃　　　．　．　　〃　．，　　　：plant　physiology．24，75，1949

11）　Van　SLYKEザD．D．：Jour．　Bio1．　Chem，52．525，1922

12）永田，岡島｛・・衙生試験所一報67，36，．1950

13）永田，岡島：　　〃　　　、68，144，1951　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　Studies　on　the　Soil　and　Manure　of　Medicinal　Plants．（Part　III）

　　　　　　　　　・．Insect　flower　and‘‘Mibuyomogi”，　a　santonic　plant

　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　．　Takeo　NAGATA　’

　　　Fertilizer　cxpehments　of　the　3　essential　nutrients　in　insect　flower　（CんりP3碑緬θ〃π‘η2　c’πo呂αγ責τげb’∫ε伽

Boc¢．）．Imd”Mibuyom。gi”（A7勧おfσ鋭。”∬朋’Waldst　et　Kit）．were・carried　out　on　the　surface　soil　of

National　Hygieぬ1c　Laboratory．　1　’

　　　The　results　are　summarized　as　fo110w5：　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　．　　　　　　　’

●
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Pla夏t

Plot
．0， P7K． N－K、 N－P

！呼・一K

　　　　　　Yield　of　flo・

…ect　f1・w・・罵。，㎞i。　in

　　　　　　flowers（％）

77．2

L56

甲80．4

2．05

57．11

1．88

195．6　　　　　　　100，0

2。00　　　　乞．06

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鞭

`rtem1sia　Yield　of　tota1・
香E・。即na　graSS舶 @竺歪

ユ3．5

U．0

46．4

P8．9

37．0

W．3

88．6

U7．7

100．0．

P00．0

　　菅Yi・ld血di・㏄wh・・th・．・Qmp1・t・p1・t．ir．t泳・・asユ00・0・　’

　　藁そ1：　the　firs亡yea巧9rown　flrom＝seed．

’柵II：血・・ec・nd　year，　gr・wn　fr。m・㌻・・k・紬夢fir・t　y6ar・

The　suitable　reaction　for　Artemis二a　monogyna　seems　to　be　in　neutral　or　alkalbe　8ide．

α伽あ勿碗一団編甜K五鳶AT血1による萎角φ

　ド∫　寄生的栽培に蘭する研究（其の3）厨

　　　　　　　　　　　　　’　　川　　谷　　豊　　彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；、』’
．　T6ybhl琴q・耳騨・今NI’・β・・⑱叫典6　P・・凶itiρ・畑ti・ζti・孕・f・・玄・t　with

　　　　　C1α瘍。ゆ5〃‘oγα1ゑs　KAwATAM（III）（With　English　r6s㎜6，　pp．217－221）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧！’，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目，・』一…欠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チゐ
第4鷺　ハマ昌γ昌クを：寄主とするCム碗oγa傭二三の寄生的栽培………・∴∴∴；…1…・」，∴∴・隻i66

　　　　第・節接種源の造成……：””∵∵・●・∵’……∵∵・㌔●’∵’∵’”：∵’∵●∵…：∵●…”！166

　　　第2節接種法の種類”・…∵・”．…∵……’…∵：∵’・…∵’∵”………’’”●…∵”1∵．∵’∵168

　　　　第3節接種醐と寄生率…一・・一一一一…・一…一’……’…・’“…；…’∵’…∵∵’罪99．，

　　　　第櫛接三期と発二三聯…；……∵ン・一☆：一・一∵一…●∵∵∵”…・’∵●∵’”即．

　　　　第5節接醐としての睡の離∵…一一一…・…・…1∴一一・一一一…：・・∵∴・’…172

　　　　第6節胞子灘液磁雌・一・一川一’・・…・一一∵……1・・∵…・…一・：・・∵・…一：…173ド

　　　　第7節養分等添加せる胞子灘液、・・1・・：…一・……：・∵’…∴”∵”：”∴∵’…∵”’”1’●●”∵∵∵’174・

　　　　第8節貯二分生胞子を接種源とする場合……∴1一一・…㌧…一…・・一…………一・…，……・176

　　　　第9節菌核を躍源とす醐合一・一・一………1・…・…一’…”・”…’”……．∵∵’”1∵177

　　　　第・・節樺太（新間）・・おける寄鋤鱗実験……∴・…・・∵………∵・一一…・・…・∵・……一’・・∵178

　　　　第・・高寄鱒灘錦の形態と羅作彫！・繭噸訟∵・…・∵・一…一’…含…’”…17寧

第．5章　略押を寄皐とする・C∫・醗07α傭三角O寄生的牙曳培………一b…・………6………○●…’…”179・・

　　　　第1節　i萎類に対すろCり”oプσ傭の寄：生性と共の寄隼的栽培・…・一一・・…・・…・・∵…………一，1791，

　　　　第2飾自然状態｝こ干て爆（有俘大萎・三管）｝こ対する、α・1ゴ’…1f・の寄生性’……∴’○’』…・188・・

　　　　第3．節　穴委（有種一二・三井）｝こ寄生的栽培され回るq．配07擁3褒角の有効成分含量………∵↓94｝・

第6章　褒類を寄主とするαρκゆπ76α萎角の寄生的栽培…………・・…・……・…！・…・…●……195

　　　　第、節変類に対するα一一の三二と3二二二二…一・・……・一…一・・・・・……・’196
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　　　　第2節　：大甘（有職大口。稼凄）・小揚・ライ褻に寄生的裁物されたるα．♪μア伽7印凄角の

　　　　　　　亀　有効成分含量…・・’…………・・……・…………・・…………・・……・…・…………・…・………・……工99

　第7章結　論……………・一・…………・……・・………一・……・………一・……・……………200

　第8衆　摘　　；要　…………一・・……………・…・…・…………………………・……・・………………201

　引用丈献……………・…・・………一・……・…………一・…・………・・………・……………一・・………208

　英：丈摘要（English　r6sum6）　　。・……。……・…。・……・…・…・…・・…・……・………・。…………・……・・…217

　　　　　　　　第4章　ハマニンニクを寄主とするα疏om”5萎角の寄生的栽培

　ライ委を寄主とするライ娑婆角蝉（C’．ρ’〃ρ’〃♂σ）の寄生的栽培にはHE（川棚（65Xo6）（ユ921－23），TSCHERMAK（189×19」）

（1921，22），FALCK（44）（1922），FRON（く9）（1926），大谷（136）（1928），KIRCHHoFF〈甜）（1929），MC　CREA（107）（1931），B直K逢S￥く21）

（1938），SOoSSIRoU（149）（1939）等の研究示あることは既に述べたところである．　HECKEは培間分生胞子又は蜜滴分

生抱別な，TSCH駅MAKの刺戟を加へて人工開花せしめた花穂に噴霧器によりて毎肩ユ回，もはや花の開かざるに

至る迄（6回）接種し，1花穂当り一一乃至十数個の凹角を発生せしめた．（1a当わ2，840gを得た）．大谷は蜜滴分生

胞子・のみを用ひたゲ

　KI良CHIIo囲は子喪胞子及び蜜滴分生胞子を用ひ入明接麺による凄角苗に対するライ凄抵抗性品種比較試験（ユ6品

樋）な行った，接樋ほ毎口1回19日間，開花前のライ褒にTSCHERMAKの刺戟を与へ一斉に開花せしめたものに

就て行ってみる．100小花当りの萎角数即ち寄生率は普通。．7－o．9％，最も高いものでも1．30％であったと言ふ・

　Mc　CREAはライ萎，燕萎に培養分生胞子を以て大規模な接種試験を行ったのであるが，気候的悪条件の為満足な

る結果iを得る⊇罫が出来なかった．

　署者はハマ昌ンニクな寄主とするα．翫07σ傭の寄生的栽培につき，接樋源の造成，接種法の種類，接種時期の

選択（接種時期と寄生率，接種時期と発生凄角醗），i接極源としての胞子の密度，胞子浮遊液の酸性度，巽分等添加

せる胞子淫遊液，貯瓶分生胞子な接種源とした場合，葱罪な接樋源とした場合等の各項について詳細なる実験研究な

行ふと共に，寄生的栽培軍師の含有アルカロイドの定量試験を行った．実験は昭和ユ7，18，19（1942，43，44）の3

箇年に亘り，樺太（新津），青森梁（百石），秋田県（船越），及び当所圃場（埼玉県春日部町）に於て行はれたもので，全

試験区の試験方法及び試験威績は別表1（1，2），II（1，2）の通りである．

　第1節　四種源の造成

　　A子邸包子

　第2章第1節皿に潤て述べた平ぐ，菌援を低温処理し発芽左促進したものを用ひた．

　1，昭和17年百石の拠験に於ては，樺太産・・マ昌ンニク凄角（昭和16年8月採集）なデシケ一一ー中に保存し

置き，臨月26日取り’出し，予め2時闇浸水して膨潤せしめた後よく水をきり低温恒温器（一4－4。）にユ2日間平均

一1．8。に保ち4月6日取り出して室温に戻し4月10日に置床した．床は殖木鉢を用ひ之に土な8分目に入
れその上に砂を3cmの庫さに買ねその上に前記の菌核を撤布し，菌核の殆ど隠れる程度に砂な以て轟ひ鎭圧する，

かくて時々濯水し砂表面の乾燥するな防ぎ，日光の直射しない室内にて管理した．5月12日子座の発生開始左認め

た．かくて6月4肩実験絡了の時発芽率は32、23％であった，この時は子座‘ま既に門々耽解して萎縮せるものが

大部分な占めてみた．

　2．昭和17年新間に於ける実験に用ひしものは樺太申央試験所より寄贈を受けたもので，昭和16年8∫∫樺太睦

ハマニン昌ク褒角左初冬の頃屋外に木枢を設けその内に撒布し，藁な以て掩ひとし越冬せしめたものである．

　3．昭和18年船越に於ける実験に用ひしものは，市販の樺太産ハマニンニク変角を昭和17年百石に於ける爽験

と全く同様にして2月24日予め水道水申に室温にて2時間浸漬した後よぐ水をきり低温恒温器（一8．5一一3。5。）

奮13に75周間平均一5．4。に保ち4月20貝坂り出し丁田に戻し4月25日置床した，ハマニンニク肖生地の砂

な用ひた外置床及び管理の方法は百石に憎げるものと全く同様である．5月15H子座の発生開始を認めた．5月

31口発芽率な検した時0．5％に↓て共の後引続き7月4日迄観察したのであるが共の後の発芽は全然認むるな得

かかった．斯く発芽率の極めて不良であった事ほ処理した屡角，一　　　’　　　．　　　　れる．

　子旗抱子浮遊液の製法は，成熟した子座の小頭をピンセットにて一つ一つ丁寧に摘み取り乳鉢に入れてよく摺り潰
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し井永｝と浮印せしめて所定の胞子密度とするのである．胞子の数の計算にはトーマー血球計算器を用ひた，浮遊液と

しては百石1ヒ於ては井水（PH　6．2），船越に於ては…首沸井水（PH　6．8），新問に於ては蒸溜永（PH　6．2）を用ひた．子亟

胞子浮遊液は淡赤褐色に着色する．

　　B　分生胞子

　蜜滴中の分生胞子，入工培養の分生胞子，貯藏分生胞子の3つの場合がある．

’r蜜滴申の分生胞子

　蜜滴発生せるハマニンニク花穗を切り取りて適量の蒸溜水又は井水に激しく歌里し分生胞子を浮遊せしめ所定の胞

子密度とする．この方法によらんとすれば，ハマニンニクの出穂早き地方のものを択び前節に述べた方法によって子

嚢胞子を以て接踵し発生する蜜漉な用ふるか又は自然に発生するものを採集するかの何れかである．著者が昭和17

年デ月8月樺太新間（東海岸）に於ける蜜滴分生胞子による接種に用ひた蜜滴は西海岸の気主に於て得たものである．

既述（第3章第2節江）の如ぐ西海岸気主のハマニンニクは東海岸北部堀方のそれより約1ケ月早く開花するから，

6月24Hより6月28日迄5目聞子嚢抱子によりて接種し，蜜滴発生した花穗を7月15日に採集して新間（東

海岸）に運び，7月ユ9日より点滴分生胞子による接種を行ったのである．

　分生胞子浮遊液は着々白濁を呈するが概ね透明である．，

　皿　培養分生胞子

　昭和17年8月樺太新間に出て蜜滴を濾紙に吸収せしめてデシケー．ター申に保存してみたものを実験材料に用ひ

た．即ち斯くの如き濾紙片0．3gを鋏を以て細切し，之を滅菌食塩7k　10　ccに入れ，濾紙片がその原形な失ふに至

る迄充分硝子棒にて細釧する，訳いでその1白金耳量をSCHMIDT寒天平板に塗沫し，25。にて培養する．を7日

にして白色微細なる褒角菌聚落の発生を見る．これより1聚落を白金線にて釣菌しSCHMIDT窪天斜面｝こ移植する，

入工接種を行ふにはその2－3週前に．1白金耳量を培養斜面よりかき取り新鮮なる培地に移償培養したものを用ひた．

即ち塞天斜面より三二を白金線を以てかき坂り之を滅菌水に浮遊せしめて所定の分生胞子密度となして使用する．

　姿芽二心天及びCZAPEK培i奏基にも良好な発育を示した．，

　　　Sc耳MIDT培養基の組成は弐の如し．

　　　第一・燐酸力・リウム

　　　硝酸カリウム

　　　　硝酸アンモニウム

　　　寒　　　亀

嵩面分生胞子

0．0259

0．025

0．050

・2．000

磁搬マグネシウム

硝酸カルシウム

葡萄糖
水

　0．025

　0．100

　ユ，000

100

　丑［．

　発生し準心血を清潔なる灘紙片に丁寧に吸収せしむるか戴は濾紙片に丁寧になすりつけ・これをデシケータ一且に

乾燥状態に保存して置き必要に応じて取り出し使用する方法である．著者は昭瓢17年8月樺太新間に於て蜜滴む

．しに述べた方法により濾紙片に附着せしめ室温においてデシケーター申に乾燥状態に保存して置いだものを翌昭和

18年5月船越，翌々昭和19年5月春周部に於ける笑験に供した．郎ち蜜滴を附着せる濾紙片（1cm2）を乳鉢申に

入れ期の如き1紙片に対し撹沸画道（PH　6，8）1ccの割合に加へて紙片を出自破砕し，ガーゼにて濾過したものな

使用するのである．試験区番号　船25区

画　C　菌　核

　菌核そのものを接種源とする方法で家の如く分類し得る．

　1．低温処理を施した菌核を撒布する方法

　本節A3に於て述べた如く昭和18年船越に於ける接種試験の為準備した75日間低温処理を施し、た菌榎の一部

な4月25日弐の如き密度で撒布した．1「区面積は何れも20圷である（昭和ユ8年舩越に於て実験を行った）。

　　　1g区1坪当り低温処理前の重量：にて1gを撒布した．

　　　29区　　　　　．”　　　　29　　，

　　　5g区　　　　　，’　　　　5g　　”
　4月25日ハマニンニクは7－8i葉を展開してみた．

　2．発芽しつつある萄核を撒布する方法
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　本節A3に述べた苗核の発芽中のものを昭和18年5月27目乾燥時重量309を15坪（5間×3聞）の区劃内

のハマニンニク（開花3日前）に撤布した．この時発芽率は0．5％程度であった。（本節A参照）試験区番号船2区

　3．将に発拶せんとする菌核な破砕し出遊液となす方法

　将に発芽せんとしてノJ疏状の子座の原基の状熊のものをつけた苗核4な採りこれらノ」疏状の子座をピンセットに

て了寧に除去し20ccの難渉腓水（PH　6・8）と共｝語誌中｝こて破π祉灘液となし昭和18年5月29日注入法P『

つて換即した．試験区番号船23区

　4．手座を取除きえる苗核な破砕して淳愚婦となす方法

本節A1に述べた如く12日間低温処理によって発芽した蕾核より放熟した子座な柄部の基部より丁寧に摘み去

ったものな乳鉢中にて破砕し期ぐの如き’三二1個に対し井永（PH　6．2）5ccの割合となして海遊液とした．昭和17年

6月1日21 﨎Z嗣法によって接種した．試験区暫号　百63区，百72区
　5．処理置床せるも発芽せざる苗核な破砕し浮遊液となす方法

　本節A1に述べた如ぐ12日間低温処理し置床管理したが発芽レない且つ腐敗してみない菌核を乳多紳にて破砕，

し，斯の如き蔵回1個に対し弁：水（PH　6。2）5ccの害1合となし浮遊液とした・昭和17年6月1日2日浸漬法に

よりて接種した．　試験区番号　百62区，百73区

　6．苗核を破砕し浮遊液となす方法

　以上述べた方法ほ皆，処理置床した菌核な用ふ場合であるが，蝕に述べる方法はデシケーター申に耽燥状態に保存

して置いた苗稜そのものを用ふる方法である・昭和16年8月採集の樺太産ハマニンニク婆角なデシケーター中に

保存して置いたものな昭和17年6月1目取り出し，乳鉢に入れ破砕し井水（PH　62）・SCHMIDT液等に浮遊液と

なし或は更にヘテロキシン，葡萄糖を加へ接極液とナる・（第4鍛第9節参照）何れも昭和17年6月1日浸漬法

により接毬した．

百48区
，’

S9区
”　50区

”　51区

”　54区

”　55区
，，

T6区
”　57区・

’，

T8区
、”

@59区
”　60区

菌核1：井水5cc

蕾核1：液2．5cc

葡核1：液5cc
王艶～1：液10cc

菌核1：「液　5cc

莇核1：　濱セ　5cc

苗季亥1：　7夜　　5cc

萄季亥1：　7夜　　5cc

1査核1：　液　 5cc

萄核1：液5cc
四三1：液5cc

非水

5％葡萄糖水溶液

　　，，

SCIIMIDT　7夜

SCHMmT液加0．02％ヘテロキジン

SCHMIDT液加0．01％ヘテロキ・シン

SCHMIDT液加。．002％ヘテロキシン

0，02％ヘテロキシン水溶液，

0，01％　　噛　”

0．002％　　　”

　SCHMIDT液の組成はi火の如くである・

　　　　　　　第一一・燐酸カリウム　　　　0．025g　　　　　　硫酸マグネシウム　　　　0．025

　　　　　　　硝酸カリウム　　　　　　0．025　　　　　　　　硝酸カルシウム　　　　　0・100

　　　　　　　硝酸アンモニウム　　　0．050　　　　　　葡：萄糖　　　　　　2．000

　　　　　　水　　　　　　　　　　　ユ00

　7．皮膚な除きたる菌核な破砕し浮遊液となす方法

　6に述べた葡核の面部な丁寧に除き去ったものな乳鉢申にて破辞し浮遊液とする．期の如き萄核1個に弥水（PH

6．2）5ccの割合とする．昭和17年6月1口浸出法によh接淫した．　試験区番号　百61区

　第2箇接種法の種類
　接種洪としては1。注入法，2．浸潰法，3．塗抹法，4．噴霧法，5・撤布法の5極が考へられる・共の要領は弐

の如くである．

　1．注入法接種液なハマニンニク穎悟内部の空間に丁寧に注入する方法である．その2～に注射器に接種液を油入

し，’注射針の先端にて子房な傷つけぬよう注意しつつ注射筒より1滴量を顯花内の空間に排出し子P∫を潤す．余り
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に圧出強きに過ぐれぽ一時に多量の接種液を排出し為に水滴は穎花内の空間に留る事なく，子房を潤す事は無いから

よぐ注意する必要がある．筒接種液は使用前にガーゼにて濾し注射針をよく通過する様にする．

　　（a）10小花注入　穗の第10節左小穂第ユ小花より順弐上に第11，12，13，…・……・・，19節迄左ノJ・穗第1小

花にのみ10小花つつ注入試験区番号船34区
　　（b）、5小花注入　同様にして第10，11，…・…一，14節の左小穗第1小花にのみ5小花つつ注入　試験区

…番号　船33区

　　（r）2・」・花注入同様｝・して第10・11節の左・J’聯1小花にのみ2・椛づつ注入試験器番号脚2区

　　（a），（b），（c）　何れも第1小花盛花期に第1小花に培養分生抱子を以て注入した．

　2．浸漬法接種液150－200ccを円筒状ガラス管に散し之を一一方の手にて支へ・・マニンニク穂の下部の所を他方

の手にて郷折れな・様臆砂つ少しく齢て円齢の接種液中に購巌漬し・臆して手早く円筒娠凱穗
．部を均等b間ほさしめる様にする．著者は直径4cm，長径35　cmの円筒を試製しこの目的に用いた．接種源には

子嚢胞子及び培養分生胞子を用ひた．・・マニンニクは第1小花盛花期，第3ノ∫・花盛花期に接種し，TSCHERMAKの
　　　　　
刺戟を加トたものと然らざるものとに分つた．　試験区番号船5，6，8，9，46，47，49，5q区』

　3．塗画法接種液を小筆に完分含ましめ開花中の穎花の子房に塗沫する方法である．この蝶注意して国頭を傷け

ない様丁輿に行ひ接種液を充分子房に附着せしめる．接種源は培毎分生胞子とし，第1／Nζ盛花押にTscHERMAK

の刺戟を加へ1穗当り5小花（注入法bに倣ふ）塗沫接種した・試験区番号　船37区

　4．噴霧法接種液を噴霧器｝に恥し勝連となし接種する．聖者はゴムニ連球式の容量500ccの噴霧器を用ひた．

接種源には培ii萎分生胞子を用ひ，第1小花盛花期にTscHERMAKの刺戦を与へて接種した．試験区番号　船36区

　5．撒布法　本章第1節C2に述べた如く，発芽中の菌援を昭和18年5月．27日乾燥時重量にて30gを5間

×3聞の区劃内の・・マニンニク（開花3日前）に撒布した．この時の発芽率は0．5％程度であった．．試験区番号

船2区（爾菌核そのものを撒布する場合に就ては本章第1節C及び第9節参照）

　実験成績

　寄生率に就て見るに注入法最もよく40％以上である．，1小穂につき2小花，5小花，10小1ε各注入客を比較す

るに，2／J・花注入の場合は大萎角発生最も多く，100小花当り発生褻角重量も多く，三角平均1個体重量も大であ

る．1穗の接種小花数少き・程，発生比年の’重量は重き傾向が認められる・噴霧法（船36区）は寄生率に就ては浸漬法

と同程度である・分隼胞子を接種源としてみるに拘らず測角1個体職まは大である・これは大変角の発生が多い事

に基づくもので，注意すべき点である．

　塗沫法　（船37区）は寄生率に就ては注入法に次いで高いが，大盗角発生率，100小花当り発生大喪角重量に於て

浸漬法（船5，6，8，9，46，47，49，50区）に匹敵し得るに過ぎない．婆角平均1個国軍童は最も軽い．

　浸漬法にては寄生率は1－5％の程度であり，接種時期，TSCHERMAKの刺戟の有無，接種源として用ひた胞子の

種類によりて相違する．甲羅角発生率，100小花当り発生大玉角重量も同様に以上の条件により相違する．この問題

に就ては第3節以下に於て論議する．

　KIRCHHO碑〔1929）がライ褻16品種につき，品種｝こよるライ変調角菌に対する抵抗性を知らんとし噴霧法により

開花期間申19日間脚TSCHERム伍蝋の刺戟を与へて接種し，寄生率は0・47－1・30％普通0・770・9％を得た㊧

に比較すれぽ，ハマニンニク褻角菌による噴霧法（船36区）の方顕著なるを知る．

　撤布陣（船2区）によって寄生を認むるを得なかった．然し乍ら撒布量，撒布時期を考慮すれぽ撒布場所の状況の如

何により寄生．せしめ得べしと信じ将来の研究に侯たんとす．

　接極操作の労力の点よりすれば噴霧法最も優れ浸漬法之に次ぎ，注入法・塗沫法は労力を多く要する．然しながら

注入法によれば寄坐率最も高き特長を有してみる．

　第3節接種時期と嵜生率
　ハマニンニクの開花に就ては第3翠第2節に勝て詳述した処である．著者は接種時期と筍生との関係を究めんと

して次の各時期に接種を行った．昭和18年5月船越に於て笑験を行ったものである．

　1．・開花前2日　子嚢抱子を用ひ浸績没により擦沖した．

　・2．・第1小花盛花期



＼

170 衙生試験所報告

第46表　擾種法の種類

試験方法概要　　［ 試　　験　　成　　績
号験区番号

接樋法の種類 獺源細・ 寄生率 大姦角ｭ生率 南蛮角ｭ生率
1褻角平均1個体重

ﾊ
100小花
魔阡ｭ生
ｦ角菰肚

．100小花
又ｭ生大
衰p重量

100小花
又ｭ生小
��d量

船51

h　6

h　8

h　9

h　461

C’ S7

h　49

C’@50

f，@36

h　32

h　33

h　34

h　37

f，@2

撃撃戟^l簾：：懸盤瀟囎留1蔭入（総耽・　’’　”　5小花　’’　”10小花瞭劇

　，，

@，，

@，，

ﾛ　　　核

18－28ブV

@，，

@，，

@，，

P8－31ハ7

@，，

@，，

@，，

P8－2grv

P8－28／V

@，，

@，，

@，，

P8－271V

　％1．52

Q．24

Q．40

R．65

Q．89

R．62

T．61

T．88

P．83

S4．14

S0

S9．5

?U．49

O

　％0．36

P．14

O．06

O．04

P．21

P．01

O．64

O．35

O．64

W．51

@0
P1．03一

　％1．16

P．10

Q．34

R．61

P．67

Q．61

S．97

T．53

P．19

R5．63

S0

S8．5

P5．46

@一

mg
Q1．32

Q2．05

X．01

X．08

P8．48

P8．71

P0．41

P1．86

Q1．51

X．67

W．75

U．57

S．69

]　＿　　　　　　　　　　　　．

π19

R2．24

S9．44

Q1．65

R3．15

T3．36

U7．83

T8．48

U9．68

R9．02

S27．12

R50

R25

V7．31

@一

mg
P7．79

R4．66

R．09

P．57

R6．62

Q9．87

P5．27

X．95

Q8．42

P06．38

O2525．77一

】mg
P4．45

P4．78

P8．55

R1．57

P6．74

R7．97　　辱

S3．20

T9．73

P0．60

R20，74●

R50

R00

T1．54

@一

　　管　第1〔3｝小花とあるぽ第1〔3｝小花躯花期援稲なる）1絶示す．以下同じ．

　　一分生胞子は培養分生胞子を用ひ池・以下Mじ・

　3．第3小花盛花期
　然して第1小花盛花期及び第3小花盛花期に接極の際は，接極源，接種法を異にする区及び接種前ハマニンニク

の花穂にTSCIIERWロ（の刺戟を与へし区，然らざる区の別を設けた・表示すれば次の如くなる・

　（1）接種源　　子薩胞子
　　　　　　　　　　　分生胞子　第：1節Bに於て述べた培養分生胞子である．

　（2）接　稲　法　　　　注入法　　第1（3）小花盛花期に第1（3）小花に接鍾する．

　　　　　　　　　　　浸潰法

　（3）　TSEHERMAKの刺戟

　　　　　　　　　　　刺戟

　　　　　　　　　　　無刺戟

　　試験成績は第47表の如ぐである・

開花前2日に子嚢胞子にて浸潰灘より接種したが寄生1早い・昭和17輔問に於ける鰍にては剛揃日に

一嘗分生胞子にて浸嗣法により接種したのであるが同様に寄生を認めるを得なかPた．第2章第3節に述べた実験

と併せ考察｝る時は・・マニンニク凄角菌の寄生は・・マニンニクの9月花・肛限りおこるものなる亦異るのである・

　第1小花盛花期及び第3小花盛花期の各々に於けるTscHERMAKの刺戟の寄生率に及ぼした影響を浸漬法によ

って接種した場合に就て見るに概してその影饗は顕著である．即ちTSCHERMAKの刺戟によ，りて人為的に開花数を

■
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第47表 接種時期と寄生率

’奪開花融融澱種・離響雀魏欝蜜羅犠鰹1羅

船1 開花前2日 q礎胞子R6011m㎡ ユ8－271V
筆 些

一　　　　　7　7　　　　｝ﾛ 一聖9 　1�X
一　」　　　　　．　　　　一　一　　　．　　　　　一　　　一　　．　　　一　　一

@mg　．　　　　　一

一　一　一　｝　　　　一

｡9

，， T 黙黙無欝
子嚢胞子470／1mm3

18－28／V 1．52 0．36 ユ．16 21．32 32．24 17．79 14．45

”　6 ”（刺戟浸） ，， ，，

2．24 1．14 1．10 22．05 49．44 34．66 14．78

”　7 ”（外注戟） ，， ，，

33．67 18．13 15．54 23．85 803．10 699．48 103．62

”　8
”（無刺戟浸） 分生胞子U20／ユmm3

，，

2．40 0．06 2．34 9．01 21．65 3．09 18．55

”　9
・．（溜出戦） ，， ，，

3．65 0．04 3．61 9．08 33．15 1．57 31．57

”34 鷺（刺国巡） 分生胞子
P160／1mm3

，，

49．5 1 48．5 6．57 325 25 300　’

，’ S6 釜瀦（無刺戟レ浸）
子嚢胞子470！11nm3

18－31！V 2．89 1．21 1．67 18．48 53．36 36．62 16．74

”47 で（前野戟）
，， ，，

3．62 1．01 2．61 18．71 67．83 29．87 37．97

”48 ”（刺翁町） ，， ，，

16．49 7．45 9．04 19．52 321．81 234．04 87．77

”49
”（無刺戟浸） 分生胞子

P000／1mm3
，，

5．61 0．64 4．97 10．41 58．48 15．27 43．20

、

’． T0 ’” q剰澤戟） ，， ，，

5．88 0．35 5．53 11．86 69．68 9．95 59．73

’　　1”51

P ”（刺注戟） ，， ，， 20 1．08 ユ8．92 ユ0．81 216．22 27．03 189．19

増加し寄生を増加したわけである，

　丁丁源として用ひた胞子の種類と寄生率との関係を見るにTSC】肥RMAKの刺戟を与へた場合も，然らざる場合も

浸漬法による場合も注入法による場合も総べて培当分生胞子による場合の方，子嚢胞子による場合上りも寄生率が高

い・これはKIRcHHoFF㈹（1929）のライi変三角菌C’，餌7餌78σをライi変に接種した成績と異る処である．KIRCH－

HO匪はライ凄に子嚢抱子，分生胞子，培養分生胞子を用ひて接種試験を行ひ，培二分生胞子により接澄した時の寄

生率は前2者に著しく劣る事を報じてみる．

　接種時期（開花期）と寄生率との関係を注入法によった場合に就て見るに，第1小花盛花期（第1’小花）の寄生率は

49．5％（分生胞子），33．67％（子嚢胞子）に対し第3小花盛花期（第3小花）の共れは20％（分生胞子），L　16．49％

（子嚢胞子）にして，明らかに第1小花盛花期（第1小花）の方が寄生率が高い．自然寄生の場合に於ては第1小花

の寄生率は第3小花の其れより著しく高い事は既に著者の観察したところである．（第2章第2節；第3節参照）

　浸漬法による場合は第3小花盛花期接種の寄生率の方が第1！J・花盛花期の其れより高い事を示してみる．但し浸

漬法による場合の寄生率とは寄生によりて発生した三角（大面角小面角を共に含む）総数の総小花数に対する百分率で

あり，接種時に開花してみた総小花数に対する百分率即ち輩種あ行はれた総小花数に対する百分率を示すものではな

い．之に対し注入法による場台は正確に第1小花（第3小花）に接極しその総数に対し発生した姿角の百分率を以て

示すのであるから真の寄生率なりと言ひ得るのである．本実験を行った時は，第1小花盛花期（5月28日）より第3

小花盛花期ρ前日（5月30日）迄曇天にして比較的低温であったが，5月31日は岬町にして急激に高温となった為

ハマ畠ンニクは開花に異変を来し通常よりも一斉に且つ多数開花するを認めたのである．即ち既に温度の変化が刺戟

となって開花した為にTSCHERMAKの人工的刺戟に応ずることが工めて少かった為と解される．以上によって浸漬

法による場合も斯る意趣に於ける真の寄生率は第1小花盛花期（第1ノ」・花）の方，鑓3小花盛花期（第3小花）より

高いものと思料せられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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　第4節　接種時斯と稜生夢角量量

　TSCHERMへKの刺戟と発生凄角重量との関係を浸漬法の場合に就て見るに，刺戟した場合は無刺戟の場合よりも発

生が多い．第1が花盛花期1ま特にこの傾向が著しく，此は刺戦により開花数増加し従って寄生の増加した為である．

刺戟した場合は無刺戟の場合に比し，小凄角の発生多き傾向が隠められる．

　接種源として用ひた胞子の種類と発生凄角狐量との関係を見るに，子嚢胞子による場合の方，培墾分生胞子による

場合よりも発生が多い．第1小花盛花期の場合，子嚢副子にて注入法による場合の100小花当り発生曲角重量ほ

803。10mgに対し培饗分生抱子の共れ1よ325　mgであり，第3小花盛花期の場合ほ子嚢抱子による場合321．81mg

に対し培費分坐胞子の止れは216．221ngであって明らかに子嚢胞子による場合の方が発生が多い．浸漬法により刺

戟を加へて接種した場合も，無刺戟にて接種した場合も，概して子i薗包子による場合の方発生多き傾向がある．

　100小花当り発互三大凄角電量は第1小花盛花期（第．ユ小花）に子麗泡子にて注入法によった場合699．48mgに対

し培三分生胞子の場合の出れは25mgであり，第3小花盛花期（第3小花）接種の場合は子轟胞子の時234・04mg

に対し培口分生胞子の茎ξれは27．03mgであって，子嚢抱子による時は大凄角多く，培養分生胞子による時は大褻

角ほ少い．凄角平均1個体乱心は心礎胞子による場合の方，培爽分召鞄子による場合よりも大である・これは培費

分生胞子による時は小変角を多く発生したが為である．

　100小花当り発日小広角∫R：殴ほ第1／J・花盛花期（第1小花），子嚢胞子にて注入法による場合ユ03．62mgに対し

培二分生胞子のコζれは300mgであり，第3小花盛花期（第3小花）の場合子嚢胞子の時87．77mgに対し培養分生

胞子の英れば189．19mgであって，培養分生胞子による時は小萎角の発生が証しい．浸漬法による場合も皆，同様

の傾向表認める亦が出来る，

　接種時期（開花期）と発生姿角重量との関係を見るに，子襲胞子によって注入法により第1小花盛花期（第1小花）

に接種した場合803．10mgに対し同様にして第3小花盛花期（第31」・花）に接種した場台は32L81　m鐸であり，培

巽分生胞子により第1小花盛花期（第1小花）に接種の場合は325mgに対し同様にして第3小花盛花期（第3小

花）に接極の場合は216．22mgであって，第1／J、花盛花期（第1小花）1よ第3小花盛花期（第3小花）よりも凄角発

二割が多い，この事実は寄生的栽培をなすに当って菰要なる意義を有するものである．　　　　も

　浸漬法による場合は，第3小花盛花期の方，第1小花盛花期より100／J・花当り発生写角重量多きを示してみる．

盗し前節に於て述べた寄生率の場合と同様に，注入法の場合は莫の100小花当り発生変角重量を丁丁するのである

が二二法の場合は異る．浸漬法による場合も斯る意味に於ける真の100小円ε当り発生蛮角皿は第1小花盗花期

（第1小花）の方，第3小花盛花期（窮3小花）の共れより大なるものと思料せられる，

　昭和19年5月容口部に於て行った実験（国費分生胞子な以て注入法による）も全く同様の傾向を隠める窺が出来

た．即ち第1小花盛花期（第1ノ」、花）に接種（19－151vl妾循，胞子密度800／1mm3）のものは，寄生率30．4％，凄角

平均1個体難16．11mg，100小花当り発生蛮角重量は489．84　mgであったのに対し，第3小花盛花期（第3小

花）に接種（19－221V接種，胞子密度1000／1　mm3）のものは夫々8．77％，8．56　mg，755mgであった．

　第5節　接見源としての胞子の密度

　分生胞子と渦流胞子の2つの場合がある．

　1．分生血子　培養分生胞子を用ひ，勢1小花盛花期に予めTSCIn三RMAKの刺戟を加へた後，第1！J・花に注入淡

により接種した．本実験は昭和18年5月船越に於て行ったものである．

　　　胞子の密度は下の如くである．

　　　　　　　1．16／1mm3，　　　　11．6／1　mm3，　　・　116／1　mm3，　　　　1160／1mm3

　2．子i獲沙子

　子・座を乳鉢中にて破適し工水又はSCHMIDT液に浮遊液となし浸魔法によって接種した．・ハマニン7ク13＝概ね第3

小花盛花期であった．木実験は昭和17年5月百石に於て行った．

　胞子密度は下の如くである．

　　　1子座11．Occ井水　：子襲抱子数　500／1　mm3

　　　1子座ノ2．Occ　ScHMDT液　　　　200／1　mm3

　　　1子座／1．Occ　”　　　，400／1　mm3
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2子座11．Occ　ScHMIDT液　　600／1　mrn3

3子座ノ1．Occ　　　’，　　　　750／1　mm3　実験成績1よ第48表の如ぐである．

　　　　　　　　　　　第48表接種源としての胞子の密．度

試
験
区
番
号

船42

”43

”44
，， S5

百9
”37

！’38

”39
’， S0

試　験　方　法　写

影　　子’数・、

L16分ノ1mm　3

11。6

116

1160

1子座11．Occ水

”　　　ノ2．OccS斎液

”　　／1．o”

2子座／1．0”

3子座／1．o”

接種法

刺戟（注）

　，，

　，，

刺戟（浸）

　，，

要

接種月日

18－29／V

　，，

，，

，，　、

ユ7－29／V

17－311V

　，，

寄生率

…％

　0
1．11

13

8．54

0．89

0．39

0．83

0．38

1．28

馨発生率開脚騰轟四脚奮謹
％．『．

　0

1。5

0．50

0．13

0．12

0．54

0．15

0．27

試　　　験　　　　成　　　　績

，麟角変解均100・」’花当ユoo小花当100／J’花当

’一’

嶋

1．11

11．5

8．04

0，76

0．27

0．29

0．23

1
1
　5．00

ユ5．38

　8．82

10．71

11．21

25．40

114．36

mg

1・01 P12・52

　　mg

　5．55

200

75．37

　8．57

　3，41

19。28

　5。46

15，00

　聖9

　　0
50

25．12

3．70

2．37

17．87

3．51

6．44

　響

　5．55

150

50，25

　4．87

　1．03

　ユ．41

　1．95

　8．56

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊SCIIMID誓　液

　実験結果

　分生胞子の場合には1mm3申に1．16個の場合には寄生なぐ，1mm3申11．6個以上には何れも寄生を認める．

然して1mm3申116個以上の場合は寄生率高く大虚角の発生を認めるのであるが，1mm3申11．6個にては小萎

角の発生のみに止った．Bε蛇SY（21）（1938）ほラィ凄によるα．ρ〃〆餌76σの寄生的栽培に於て1mm3申の分生胞子

数が1，000以下は非常に危陳である事を指摘してみる（実験的根拠は明示してみない）のであるが，α．1〃07α偽の

場合は116個以上に於て接種可能であることがわかる．子嚢抱子の場合にては本実験に坂扱った範囲内に於ては何

れも寄生があり，優劣を論じ難い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　著者は子座1個口破断し井水（PH　6．2）12．5ccの割合にて浮遊液となし，第1小花盛花期ハマニンニクに予め

TSCHERMAKの刺戟を加へた後30穗に浸漬法によって接種（昭和17年5月28日，於百石）したが，6月ユ0日

より6月17日迄の観察によって蜜滴発生穂9を数へたのであるが7月5日収穫の時，接種30穗の内28穗は

附近の佳人に刈り収られ2穗のみが戎ってみた．この2躍に大萎角7個，！J・変角9個の発生を認めた．以上の様

な実験の故障の為正確な調査は不可能であったが，1子座に対し水12．5cc（子嚢胞子は接種液1mn13申に30－60

個程度）にても寄生可能である事を知り得たのである．

　著者は罷工接極をなすに当り分生胞子の場合は1mm3中に1，000個，子嚢抱子の場合は子座1個に対し液1cc

の割合（1加m3申子嚢抱子300－600個程度）を標準として実験を行った．

　第6節　胞子浮遊液の酸性度
接磁の酸性度を4・b，5。0，6．・，7．・，8．・，8．5の6種とし，各・1よ號珀1藪ぴ號珀酸・一ダ｝・て緩鰍となし

之に子嚢二子・又は培養分生胞子を浮遊せしめて接種実験を行った．第1小花盛花期予めTSCHERMAKの刺戟を加

へた後，第1小花に注入法によって接種した．実験は昭和18年5月船越にて行った．試験成績は第49表の通り

である．

　実験結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　子嚢抱子による場合に就て見るに，PH　4．0よりPH　8。5迄何れも寄生がある．然して酸性の強い方寄生率の高

い頷向が認められ，PH　5．0に於て寄生率は最も高し、．

　大鑑角の発生率に就て見るに，子嚢胞子による各区は何れも発生があり，PH　5．0に於て最も発生が多い．培養分

生胞子による場合はPH　5．0のみに於て発生を見たに過ぎない．’

　第2章第1節1蜜滴の項にて述べた如く，田面分泌初期のPHは4．2－4．4であり，漸家PH値増加し憂角

体の漸く認められる頃に至オtぱPII　5，0－5．2を示す窺実と併せ考へる時興昧深いものがある．
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第49表胞子浮遊液の酸性度
試
験
区
番
号

試験方法概要 試 験 成 績

瞳踊源細・寄避轡欝門田三三灘瓢灘
船11 4．0 子嚢胞子47011mm3 18－28／V

％5．52 ％4．02 ％ユ．50

mg
X．09

　m窮
T0．25

　mg
Q5．12

　mg
Q5．12

”12 5．0
，， ，，

10．60 8．59 2．01 35．71 378．78 328．28 50．50
，， P3 6．0 ，，

3．57 0．50 3．07 11．43 4ユ．02 15．38 25．64
，’ P4 7．0 ，， ，，

1．5ユ 0．50 1．01 20．00 30．45 25．38 5．07

”15 8．0
，， ，，

2．57 1．54 1．03 20．00 51．54 36．08 15．46

”16 8．5
，， ，，

2．00 1．00 LOO 20．00 40．20 25．12 15．07

”17 4．0 分生胞子112011mm　3 ，，

19．09 0 19．09 9．21 175．87 0 175．87
，’ P8 5．0 ，， ，，

20．52 0．52 20．00 8．72 178．94 2ユ．05 157．89
，’ P9 6．0 ，， ，，

17．46 0 17．46 6．06 105．82 0 105．β2　　　　　　噺

，， Q0 7．0 ，， ，，

6．03 0 6．03 8．33 50．25 0 50．25

”21 8．0
，， ，，

2．64 0 2．64 8．00 21．12 0 21．ユ2．

，’ Q2 8．5 ，， ，，

2．04 0 2．04 10．00 20．40 0 20．40

アf9 6．2 子振胞子50011mm3 17－291V 0．89， 0．13 0．76 10．71 8．57 3．70 4．87

，’ R5 ，， ”　350／1mm　3 17－30／V ’0．42 0．12 0．30 8．95 3．72 2．45 1．27

”47
，，

”　400／1mm　3 17－311V 1．31 0．58 0．73 18．27 23．89 19．32 4．57

”70
，， ”　660／1mm　3 17－2／VI 0．ユ3 0．03 0．10 15．20 1．45 0．82 0．63

，， T 8．0 ”　500！1mm　3 17－28／V 1．35 0．74 0．61 17．47 22．56 18．07 4．49

”10 ユ2．2
，，　　　　　　　　　，，

17－291V 0．02 0 0．02 一　一 ，　　
0

一

”6 12．7
，，　　　　　　　　　，， ，， 0

一 一 一 一 一 一

　　　　　詑PH値の測定は百6，10隈は水紮電極法による12。Cの硫なり．
　　　　　　共他ぽ比色試験法による｛使用色素液ぱ脂11．17輝ぽB．P．B，，般12．18匿ぽB．C．G．，船13，14，19，20匹はB＝T。R，鮎15，16，21，22医は

　　　　　　T．B．，百9，35，47，70匪はh．Cゑ．百5躍にC．R．なり．但し百9，35．47，705「‘のみぽ策洋濾紙試験紙を使用せり・

　　　同じ酸性度の場合にては，培獲分生胞子による場合は血温胞子による場合よりも寄生率は高いけれども，大褻角の

　　発生殆ど無く．，小雨角の発生を主とする．

　　　100小花当り発生凄角重量は，寄生率の傾向と概ね平行的であって，子i睡胞子・培油分生胞子による場合共にPH

　　5．oに於て発生が最も多い．然して子轟胞子によるPH　5．oの場合は全試験区申に於て100小花当り発生前角訳量

　　最も多く，凄角平均1個体脳も最も重い．

　　　侮，昭和17年5月百石に於ける突験にて，農業用カゼイン石灰（カゼイン20－25％，消石灰75－80％の混合

　　物）を珊ひて子震胞子浮遊液を種々なる程度にアルカリ性となし第1小花盛花期に浸潰法によって接種した，

　　　　　　　　　百10区　　カゼイン石灰OJ％加用　　　PH　12．2，　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　百6区・　　　”　　0．5％加用　　PH　12．7

　　　百10区（PH　12．2）に於て0．02％の寄生を見たが，百6区（PH　12．7）にては認められない．即ちカゼイン石灰

　　0．1％液（PH　12．2）はその限界度と認められる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

　　　百5区（PH　8．0）の寄生率は1，35％にして，　PH　6．2のものに対する差異は殆ど認められない．

　　　第7箇　養分等添加せる胞子浮遊液

　　　　　実験方法下ゆ如くである．

　　　　　　　　　1．薦糖水溶液　　　　　　　　2％，　5％，　10％

　　　　　　　　　2．葡萄糖水溶液　　　　　　　2％，　5％，　10％

　　　　　　　　　3．果糖水溶液　　　　　　　　2％，　5％，　10％
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　4．　SCHMIDT液

　51年忌ホルモン　昼indole　aceti6　acidめカリウム塩（三共製品ヘテロキシン）0．02％（5，000倍溶液），0．01％

　　（10，000倍溶液），．0．002％（50，000倍溶液）

　殖物ホルモンの殖物威長に及ぼす異状作用の一として花器肥大の現象が認められる．又，植物ホルモンは或種の糸

状菌にもそめ存在を知られLNIELs・NIElsoN（1930，32）はクモノスカビ属よりRhizopinなる物質を分離し・些の

物はオーキシンに類似する性質を有し，クロカビの原形質を増：腫せむめる性質があると言ふ．著者は市販のヘテロキ

シンを用ひ，萎角菌寄生に及ぼす影響を検索せんとした．

　6．SCHMIDT液にヘテロキシン添加の場合

ScHMIDT液にヘテPキシン0．02％，0．01％，0．002％の割合に夫妥添加した，

7．5％葡萄糖水溶液にヘテ．ロキシン添加の場合

5％葡萄轄水溶液にヘテロキシン0．02％，0．01％，0．002％の割合に夫々添加した．

　　　　　　　　　　　第50表養分等添加せる胞子浮遊液

■

藤i 試験方法・概要 試 験 成 績

舞i
添加嚢分の種類 接種源紳・ 寄生率 大町角

ｭ生率
一　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　．　　　｝　一　　一 ．　　　一　『　　．　　　ゴ　　　

一　一
　　　　　」　幽　　　『　　．

子座cc ％ ％ ％ mg mg mg mg
百gi 一一@　　井水 1：1 ユ7－29／v 0．89 、0．13 0．76 10．71 8．57 3．70 4．87
　　！，’35　　i

，，

1：1 17－30／V 0．42 0．12 0，309 8．95 3．72 2．45 ・　1．27

”47；　　「
　　　　，，一　　　｝　　一

1：1 17－31／V 1．31 0．58 0．73 18．27 23．89 19．32 4．57

”70…
　　　　，，一　　　一

1：1 17－2／VI 0．13 0．03 0．10 15．20 1．45 ．0．82 0．63
　　…”26

2％薦糖；水溶液 　，P：1 17－30／V 0．51 0．04 0．47 7．00 3．43 1．02 2．41

”27 5％　　　” 1：1 ，， 0．11 0．05 0．06 15．20 1．38 1．14「 0．24

，， Q8『 10％　　　” 1：1 ，， 0．08 0．01 0．07 12．00 0．96 0．30 0．66

，， Q9 2％葡萄糖水溶液 1：1 ，， 0．12 0 0．12 7．14 0．87 0 0．87

”30 5％　　　 1：1 ，， 0．38 0．03 0．35 8．43 2．92 0．52 2．40

，’ R1 10％　　　” 1：1 ，， 0．62 0．18 0．44 8．75 5．38 2．53 2．85

”32 2％果糖永溶液 1：1 ，， 0．67 0．33 0．34 18．78 9．75 8．05 1．69

，’ R3 5％　　” 1：1
，， 0．02 0 0．02 一 一

0 ●一　．

”34 10％　　　” 1：1
，，

0．19 0．07 0．12 13．91 2．59 1．59 1．00

”37 シュミット液 1：2 17－31／V 0．39 0．12 0．27 11．21 3．41 2．37 1．04

　38
，，

1：1
，， 0．81 0．55 0．26 25．40 19．28 17．87 1．41

”39
，，

2：1
，，

0．38 0．15 0．23 14．36 5．46 　　「R．51 1．95

，， S0 ，，

3：1
，，

1．28 0．27 1．01 ユ2．52 15．00 6．44 8．56

”11
0、02％ヘテロキシ

盗?n液 1：1 17－291V 0．13 0 0．13 巳　　　一

一 一
一　』　　，

，， P6 0．01％　” 1：1
，， 0

一 一 一 一 一
｝　　　　，

，’ Q1 0．002％　” 1：1
，，

0．14 0 0．14 9．00 1．23 0 1．23

’． P5 シュミット液加
O，02％ヘテロキシン 1：1

，， 0
一 一 一 一 一

曹　　　▼

”20
シェミット島島
O，01％ヘテロキシン 1：1

，， 0
一 一 一 一 ｝ 一

”25
　シュミット液加

1：1 ，， 0．03 0 0．03 12．00 0．16 0 0．16

”13

C， P8

C， Q3

闘蝉輝勢
n睡購聖
I・1。襯弾撃輝勢

1：1

P：1

P：1

　，，

@，，

@，，
p

0．87

@0

O．04

0．57

|　0

0．30

黶Z，04’

17．06

@｝

P4．00

14．78

@－

O．25

11，14，

@一

@〇

3．63

黶Z．25
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　以上の水溶液1ccに対し子座1個の割合にて子守砲子浮遊液となし．浸漬法によって，ハマニンニクの第1小花

盛花期（5月．29日，30日）及び第3小花盛花期（5月31日）に接種した・本突験は昭和17年百石に於て行った

ものである。百9区，百35区，吉47区の各区は標準区である。実験成績は第50表の通りである．

　実験結果

　寄生率に就て見るに，薦塘・葡：萄塘・果糖の各濃産の全区を通じて標準区（百35区、に優るは薦糖2％区，果糖2

％区，葡萄糖10％区の3区のみである．実験成績ほ第50表の通りである．

　SC田∬DT液は良好なる培三三であるが，人工接種に用ふる浮遊液としてほ標準区（百47区）に租々劣る．然しな

がら，爽験の都合にて，入工接極液の盤一定日数保存の必要ある場合に意義を有するであらう．植物ホルモン（ヘテ

ロキシン）の効架は認むるを術なかった・5％葡萄糖水回液に0・02％の刎合にヘテロキシンを・加用せる区（百13

区）が標準区（百げ区）に匹敵し鴛るに過ぎない．

　第8箇　貯謎分生胞子を接種源とする場合

　α．ρε〃μ〃ραの場合に就てBONORDEN（30）（1858）は乾燥したばかりの蜜滴は侮発芽しうる分生胞子を含んでみる

第51表菌1核共の他の接種源
ヰ

験
区

号

賦験方　法概要

踊源蘭法接極・・覧H1響．轡1欝半弓駕欝
験 成

船25 貯八分生胞子
繊注入1、晒1v

％2．10 ．％1．05 ％1．05

32鷲1 　mg　｝U8。42　1 　gmS2．10 　mgQ6．31
”23

S70

h72

苗　　　　　核

q座1：井水1cc
i子座を除去せる・
ﾛ核）1：（胆水）5cc

　，，

h戟浸

@，，

｝”
奄P卜2／VI　，，

　0
O．ユ3

@0

O一

P　一　，

O．13

v一

　一
P5．20

@一

＿． 一　・

O．63

w
”73
未発芽苗核1：
??Tcc

，， ，， 0
一

一　〇

一 一
1’一

一

，’ S8 苗核1：藍島5ccl
i　，，

p 17－1／VI 0
一

幽　一

一

　　レーi

一　■

一

”49 鮮（礁震）釜5・一 ，， 0
一 一 一 ｝ 一 一

，，

T0・ ”・（”）5 ，， ，， 0
一 一 一 一 一 一CC

D’ T1 ”・ i”）10 ，， ，， 0
一 一 一嗣

一　　　　　　　　．

一 一CC
，， T4 ”：シュミット液5cc ，，

，，
0
一 一 一 『 一 一

，， T5 r臓糊鵬 ，，

，，
0

．　　一

一 一 一 一 一

”56
ガ：（。：＆％）厩

，， ，， 0
一 一 一 一 一 一

，’ T7
”・（　P，obo2％）臨 ，∫

　，
C， 0

一 一 一 一
．　璽　　　　　　　　　一 一　　　　9

”58
”・（0．02％ヘテロキシン水曜液）乱

，， ，， 0
一 一

．　　　　　　　一

一 一 一

　59
・・（0．01％　　，，）厩

，， ，， 0
一 一

一　　　　　　．

一 一 一

，， U0 ・・ io騨）厩 　，， ，，

　0
D

一 一 一 一 一 一

，， U1 （前部を除去せる
�l）1；（井水）5cc

，， ，， 0
一 一

一　　　　　　■

一 一 一

，’ U2
黍　発芽苗核1：井　5cc

，， ，， 0
『 一

一　雪 一 一 一

，’ U3 （子座を除去せる
ﾛ核）1：（井野）5㏄

，，

@　i

，， 0
一 一 一 一　　1 一

　‘　、
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と言ふ事を見出し，ST蓋GER（1侃）（1912）は越多せる‘‘SphaceHa・M蔵tzch㎝”の分生胞子は（10ケ月後も爾）発芽力従

って寄生性を有する事を実験的に証明した．然しB左K亘SY（21）（1938、はか盈る分生胞子は乾燥せる空気中では4ケ月

で既に発芽力を失ふから袷涼で適湿の空気申に於てのみ越多せしめ得ると言ふ．
　ト
　著者の実験によれぽ，貯臓分生胞子（本章第1節B皿参照）を以て浮遊液となし接種し2．10％の寄生を認め

た1（第51表）爾，同一貯画趣生胞子を以て貯藏翌々年凹溜和19年5月22日春日部に潤て第3小花盛花期第3
小花463小花に注入法により接種し小頚角のみ5個（寄生率1．08％）の発生を認あた．（培養分生胞子を以て同「時

期に接種を行ひしものエ寄生率は8．77％であった．本章第4節参照）斯くて分生胞子は室温に於て乾燥状態に保

存のものは少くも2ケ年生命を保つ事を知り得た．

　甲地に於て採集した蜜滴を清潔な濾紙片に吸収せしめ，乾燥状態に保存して置けば，開花時期を異にする乙地に於

て同一年にこれを接種源として用ふる事は勿論，翌年・翌々年目の開花時期に任意の地に於て接種源として用ひ得る

理である．
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　第9節　菌核を接種源とする場合

　接種液の製法に就ては，本章笙1節Cに於て詳細に述べた処である．妓には共の実験結果のみを述べる．（第51

表）．

　1．低温処理を施した菌核惹撒布する方法

　1g区，2g区，5g区何れも町角の発生を認め得なかった．4月25日撒布してよりノ・マニンニク開花の5月下旬

三審申した変角の内大部分のものは埋没せられずして砂表面に在るを認めたのである⇒：，砂の乾燥せる為発芽し得な

かったものと考へられる．爾，実験に用ひた萎角そのものも牛革の疑があって，発芽力の少かったものである．

　本州のハマニンニク自生地は一般に砂浜にして砂はよく乾燥して居り，地方によっては強き潮風によって砂を移動

し埋没し去る黙れがあって，斯の如き地に於てはこの方法を取るも効果はないと思はれる．樺太海岸等の如く，ハマ

ニンニク茎葉の腐朽したものが雛遽し且つ湿潤状態にあって，強き潮風によるも姿角の埋没せられる倶れのない地に

於てはこの方法を用ひる事を得るものと考へられる．　　　・

　　　　　2．発芽しつエある菌核を撒：布する方法船2区

　凄角発生を認め得なかった．此は前述の如き自生地の状況によるものと思はれる．又菌核の発芽率僅少であった事

にもよるであらう．第：2節に述べた如ぐこの方法も自生地の状況によっては好成績を挙げ得るものと考へられる．

　　　　　3．将に発芽せんとする菌核を破砕し浮遊液となす方法船23区

　寄生を認め得なかった．

　　　　　4．子座を取除きたる菌核を破確し浮遊液となす方法　百63区，百72区

　寄生を認め得なかった．

　　　　　5．処理置床せるも発芽せざる菌核を破砕し浮遊液となす方法．百62区，百73区

　綿綿の発生は認め得なかったが百73区の内1穗に蜜滴発生を認め得た，（著者は検鏡し分生胞子の存在を確紘た．）

処理置床せるも発芽しない新撰にして腐敗してみないものは生命あるを知る．

　　　　　6．菌核を破砕し浮遊液となす方法百48区一51区，54区一60区

　浮遊液化に種々の養分を加へたるもの等を試み1たが何れも寄生を認め得なかった．

　　　　　7・．皮部を除きたる菌核を破憎し浮遊液となす方法　百61区

　寄生を認め得なかった．

　署者のハマニンニクに就ての実験ば，菌核は接種源として用ひた場合寄生し得ると言ふに留まり，子喪胞子及び分

生州子を接種源とする場合に比し著しく劣る出を認めた．

1菌核を接種源として用ふる事に就てはGIBELu（54）（1877）唱へMc　FARLAND（108），　KIRcHHoFF（86）（1929）はラィ

肇に就て鰍に成功してみるのである力言，K取CIIH・FFも菌核1こても寄生可能と言ふのみにして，分生胞子及び子礎

胞子に比し著しく劣る事を報じてみる．

　菌核を撤逃する方法の内（1）低温処理を施したる菌核を撒布する場合，（2）発芽しつ」ある菌核を撒布する場合の2

者は自生地の状況によりては好成績を挙げ得るであらうと信ずる．



178 術．坐試＝験所報告

　第10節　穐太（新潮）における駆引的裁培実験

　署者は昭和17年7月一8月，．α．’”07σ1’∫萎角自然発生署しき樺太（新間）に於て，子嚢胞子（本章第ユ節A2

参照）及び蜜滴分生胞子（本章第1節BI参照）を用ひて，接種時期の選択，接種時刻，胞子浮遊液の酸性度（PH5．0，

5．4，5，8，6．2，6．6，7．0，7。4，7．8，8．2，8．6の緩衝液），、巽分等添加せる胞子浮遊液（ヘテロキシン，勧説，葡萄

糖ラ果糖等糖類の添加）等の問題に関して，総試験区数83区総試験穗数2，776に及ぶ詳細なる実験を試みた．．接種

方法は主として浸漬法を採用した．

　然しながら，設問に於ては，総角の自然発坐署しぐ，然も場所によりて婆角発坐の変異碧しぐ，所期の威績を挙げ

徳なかった．即ち人工接種の処理を行ふも臼然発生にカバーされて，処理の影締を見鴛なかったばかりで無く，寧ろ

人工接樋を枷．た区は接種を行はざる区（対照区）に比して却って翻弄三認り劣る場合さえ認めらオ！たのである．但し．

PH　5．0，5．4，5．8，6．2の4区（蜜滴分生炮子により昭和17年7月21　R浸澄法により第1小花盗花期のもの

各々25穂に接腫）ほ寄生率夫々17．05％，18．42％，20．22％，18。91％であり，対照区たる自然発生区（無接種

区）では11．02％であった．浸漬法により約20％の寄生率を挙げ得るは正に驚異に値する．

　結論として，樺太の如きハマニンニク適用の自然発生著しき地に於て，自生のハマニンニクセ抱主とする寄生的栽

培は，接種液のPHが」面杖要のファクターであって，最適のPHの接種液を以て寄生的栽培する時自然発生の場合

の寄坐率より更に高率に隔て萎角を発生せしめ徳る事を知った．

　第11節　寄生的栽培蓼：角の形態と整理作用蚊に有効成分含量

　1寄生的裁培蛮角の形態

　署渚が百石（子嚢胞子使用），船越（子嚢胞子，培巽分生胞子使用）及び春日部（培二分生胞子使用）に於て人：1二接種

を行ひ発生せ1、めた婆角の大きさ・重且は第52表の如くである．対照として新間に於ける自然発｛i腫せる三角の其れ

を示した．

　　　　　　　　　　　　　　’第52表　寄生的栽培により発生した変角の形態

＼＼

新

百

問

石

越

自然発生

寳生的栽培

　　，，

子i睡抱子

子嚢胞子

分生胞子

分生胞子・

長 径

船

春日部

，，

，，

mm
7。40土0．079

7．33±0．085

7．40＝と0．076

6．35ゴ＝0．074

10，19±0」235

幅 径

mm
1．85±0．013

1．80±0．014

1．93±0．013

1。63±0．009

1．76±0．036

量　　　測定数

mg
17．28±0．416

15．46土0．400

18．57土0。445

11．73土0．258

16．11±1．000

・500

500

500

500

152

　子嚢抱子にて接種せるものは百石及び船越の場合共に，長径・棚径・菰量に於て自然発生のものに比し差異を認めな

い．培鈍色生抱子（船越）にて接種せるものは，・長径・幅径・重量に於て自然発生のものに比し遜色を認める．これは培

旗分生胞子にて接種したものは小変角を多数発生したが為である．然るに春日部に於て培養分坐胞子にて接種せるも

のは，・醸の発育よく自然発生のもの1ヒ遜色無い結果を示した．これは菌核の直貼六生海中気候的熟畑榔温度の証1緩

なりしによるもの」如く考へられる．

　人工接種によりて発生したる大込角の大きさ・重量に隔ては子・嚢胞子にて接極するも，培費分生胞子にて接種する

も勃然発生のものに比し遜色を認めない．即ち笏53表の如くである．

　寄生的栽培萎角の色彩は自然発生北角のものと全く同一である．

　∬　寄生的栽培息角の薬理作用虹に有効威分含量

　昭和17年楽調及び昭和18年船越に於て寄生的裁培によって発生せしめた北角を検体として当所薬理試験三萱に於

て寺田技師及び雷獣嘱託により行はれた試験成績に付同技師の報告によれば大豊に吹の如くである．‘‘薬理試験に供

したるi嬰角は少且なりし為充分なる実験を行ひ偲ざりしにより確実なる結果を表示し難きも，両検体共にCornutin反

応は陰性なりしも鶏冠反応ほ弱陽性を示せり．依って入工接種萎角に就ても共の臨床釣応用に対する将来性を予想二士

らるエも共の詳細に就ては侮今羨の研究に侠つ”と二冶結果ほKELLER」FRoMMEのcomutin反応陰性なる点に於
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第53表寄生的栽培により発生し． ｽ大姿角の形態・

新

百

間

石

船　　越

春日部

自然発生

寄生的栽培 子嚢胞子

子嚢胞子

分生胞子

分生胞子

長 径

mm
9．61土0．117

9．57土0．102

9．69土0．＝125

12．09±0．191

12．15土0．303

幅 径

mm
2．22±0，017

2．15：と0。021　幽

2．46＝上0，019

2．19＝と0，023

2．12ま0．045

重 量

mg
27．92土0．816

26．21：ヒ0．826

32，37±0．970

34．23士1．320

23．59±1．460

測定数．

200

200

200

200．

90

て自然発生萎角とその性質を異にする結果となるが，著者はこの審実を詳細に検討した結果，その由って来る所以ば

一一福ﾉおいて，調査の都合上嬰角をハマニンニグ爪上に着生せしめたる盤自然乾燥せしめた為長期に亘る乾燥不充分

等の保存方法の欠陥（その為大多数がアヲカビ類に冒された事）に基くものであり，他方においては，分析用検体が量

的に不充分であった事に基くものであると考へるに至った．

　因って家年（昭和19年以降，一部は昭和18年遅より，保存方法に注意すると共に，微量定量の可能なる管p・dime・

thylaminobenzaldehydeに．よる比色定量法を採用して，化学的に有効成分含量の定量を行った．其の積果によれば

（第54表），昭和19年春日部に於て培養分生胞子によりて寄生的栽培したる婆角の総ナルカロイド含量はO．976－

1．124％であり，新間に於ける自然発生褒角（1．162％）に比して大差を認めない事がわかった．爾，昭和18年春i日

部に於ける実験によれば，子嚢二子により接種したる場合（1．084％）も，培養分生胞子による揚合（1，067％）も発生し

たる婆角の総アルカロイド含量に差異を認めない．

　以上の実験によりて明らかなる如く，〉・マニンニクを寄主とする・α．配07α1’3二：の寄生的栽培は可能である．『

　　　　　　　　　　第5章　萎類を三主とするα1f如雌’f3妾角の寄生的栽培

　第4章に於いて，ハマニンニクを寄主とする場合のα．盈07α傭回虫の寄生的栽箪に関して詳細な実験研究誉

行ひ・その可能なる事を結論した・然し七・ハマニンニクの開花1よ・即述の如く・一一日立絶えず連続して開花する1こ

非ずして，或時刻に衝撃的に全群落一斉に開花する傾向があり，．しかも，実際の寄生的栽培に於ては，第1小花盛

花期を択ばなぐてはならないから契陸上かなりの不便がある．

　本章に於ては蜥る見地から，C1．碗07σ晦を作物によって寄生的栽培する可能性を検索する目的を以て，萎類（有

価大忌．・裸麦・小褒・ライ要・燕変）に対するC1．〃’07σZ’3の寄生性を調べ，且つ自然状態に於て．CJ．Zξ’oノα〃εが肇類に

感染する可能性に関して論譲を行ったものである．

　実験は昭和17年より昭和22年迄（1942－1947）の6〃一年に：亘り、当所圃場（埼玉県春日部町）に於て行ったもの

である．

　爾本章に記述の大要は既に昭和19年12月23日目工作物学会第65回講演会に於て，‘‘婆類に対するC161f’〃σ傭

KAWATANfの寄生性に就て・；（ノ｛せニン轟ク変縞に関する研究（第3報））と題して講演により発表された（81）．

　第1節　夢類に封ずるα．翫Orω伽の嵜生性と其の嵜生的二三

　　1　実験材料及び方法

　　1．萎類接種試験に用ひた褻類は衣の通りである鞭．　　　　　　　　　　　　　．幽

　　　有半大寄　二条樋直綿種　　　　1ヨbγ4θ1‘〃24♂5’勲伽L．一var．6〆θo’多〃2　SC前BL．　H1ゴールデンメロン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（茨城県農試）糠蔚

＊　KELLE1レFROMME披定江｛箆量瀧｝を行ふには乾燥讃角粉末25gな要し，迎想的匠は100gを要する．（鋤乙藥局方のGAD人MER＆NEUHOFF

　蔽定法）〔BARGER（17）〔1931｝：Ergot　and『ergotisln．p。189・194〕．　p・dimethyaminoben2aldehydeによる比色法による時は定性的には褒角1－

　1／2置’“〔0．05－0．01g〕．気圏量が3に　0．】g・にて5｝析を行ひ看1｝る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　．　　　　　　　　・

・・燃の頒に就ては・磁大褒と徽とに大肌各々敏列及び穂形によって戸出砺法に從殊・．　．　　　．、
＊纏　茨城縣立農事試験揚より分議を受けた毛のである．H1と略記する．以下倣之．
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別表1－1　試験方法一覧（共の一）

・試験区

番号

罷 工 方 法

緬撤．三種醐1接極測 接 極 液

百　5
”　6

”　9

”　10
，’ @11

り　13
，’ @15

”　16

鱒　18

”　20
，’ @21

”　23

”　25

”　26

”　27
，’ @28
’， Q9

”301
”31i
”32；

刺較浸潰
，，

’町

9，

D，

，，

，，

蓋稽獅子座・・水挽・
　，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　”　1：液5cc
l子座1：水1こ口

｝享座圭：叢差：：

1，，　　　，，

　リリ　　　　　　　　　　　リリ

　，，　：　。

　”　二　”
　。　：　。

　”　：　。
　”　：　”
’”　：　”

　，，　：　”

　”　：　”
　”　：　”
　”　二　。
　”　1　”
　”　：　”
　”　：　。
　”　：　。

　。　：，
1　　，，　　　　　・　　　　，，

井

PH　8。O

PH　12。7

PH　12．2

水

0。02％ヘテロキシン水溶液

5％葡萄糖2k溶液加0．02％ヘテロキ・シン

シュミット液　　　
，，

0．01％ヘテロキシン水溶液

5％葡萄踏水溶液加0．01％ヘテロキシン

シュミット液　　　
’，，

0．002％ヘテロキシン水溶液

5％葡萄糖水溶液加0．002％ヘテロギシン

．シュミット液　　　，，

2％薦糖水溶液’
5％　　　”
10％　　　”
2％葡萄・糖水溶液
5％　　　”

接種月日

”33 P
，’ R4i
・35！

，，

，，

，，

，，

，，

D，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

”37i刺頓浸漬
｝’3釧

：：職

”471
”481
，， @49

”　50
’’

h・・ T1i

”…副
，，秩@551
，’ T6
，’ @57
，’ T8

”　59唱

”60；
”　61、

　　　，，

U2；

・・

U31

”　701
，’ V21

”　73｛

　　1

，，

，，

，，

，，

，，髄

，，．

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

麓購1子座・・§液・・c

　，，

，，

，，

，，

i・
，・

戟D．．・”・

i　”
i　・”

i　”

　　，，1

，，

，，

，，

，，

，，

1”1：”ユcc
　，，　　2：　，，　1cc

　，，　　3：　，，　1cc

　”　1：水ユcc

　苗核1：水5cc

”　：液2．5cc

”　　：”5cc
’， @・・＝，，10cc

”　：S液5cc

”∴雨1：液5cポ
コリ　　　　　　　　　　　リリ

　　：　”
　　：　”

　　二　”
”　：　”

波部を除去せる菌核
11：水5cc
l未発芽菌核1　：水5cc

子座を除去せる菌核
　1：水5cc
　子座1：水1cc
子座を除去せる菌核

1霧島秘水、㏄

10％
，，

2％果糖；水溶液
5％
10％

ミン　　ユ　　ミ

，，

，，

　　　水
ッ　ト　液

5％葡萄糖水溶液
　　　　　，，

永

　　　　　，，

シ　ュ　ミ　ッ　ト　液
シュミット液加0。02％ヘテロキシン

　，，　　　加0．01％ヘテロキシン

　，，　　　加0。002％ヘテロキシン

0．02％ヘテロキシン水溶液
0．01％

0．002％

　　井

，，

，，

，，

，，

水

117－28／v

　，，

17－29ハ7

1　”
1　　，，

，，　．

，，

，，

，，

，，

，，

，，

17－30／V

　，，

，，

，，

，，

　，，

　，，　●

t

i17－31／V

［　，，

i　，，

：”

1”
ほ7－11VI

i・
一・
｝”．
i，，

卜　　，，

1

，，

レ

，；

，，

，，

，，

，，

17－2八71

，，

躰SCHMIDT液
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蜘表1－2「試験方法晶覧（其の⇒‘

試　　　　験　　　方　　　法
接種月日試験区

ﾔ　　号 接種方倒接種時臨接種肥1接種液

●

船　1
，． @2
，，一

　5
”　6

”　7

，， @8
”．9

”　11

”　12

”　13

”　14

　　ユ5

，’ P6

”　17

，， @18

　ユ9
，， @20
’， @21

”　22

”　23
’， @25

”　32

，， @33
’， @34
’， @36

”　37

’， @42

”　43
，， @44
，， @45

”．46

鱒　47

四　48

，， @49

”　50
，’ @51

刺戟浸漬
撮　　　　布

無刺戟浸潰
刺戟浸漬
刺戟注入
無刺戟浸潰

刺戟浸漬
即戦注入
　　，，

　　，，

　　，，

　　3，
　　，，

刺戟注入
　　，，’　．

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

刺戟注入
刺戟注入（2小花）

身切戟泓（　5／J、才乞）

刺戟注入（10小花）

刺戟噴霧
刺戟塗抹
刺戟注・入
　　，，

　　，，

　　，，

無刺戟浸潰
刺戟浸漬
刺戟注入
無月鮫浸潰

刺戟浸漬
刺戟注入

劇戦注入｝笏1小花盛花期i菌

開花雨、，【子嚢胞子36。1、耐

開花前3日1菌　　　核
第1小花盛花期1子嚢胞子470／1mm3

第1小花』盛花期　　　　”

第1小花盛花學　　”
第・小花盛㈱1膿盆、雛壽

第1小花盛花期　　　　”

鋤鱈四子難r170飼
　　・・　　　　1　　　　・・

　　”　　1　　”
　　”　　！　　，，

　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

第・小花盛㈱搾養雛暫
　　一　　’1　・
　　一　1　・
　　り　　　　　　　　　　　　り
　　，，　　　i　　，，

　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　馬2，

　　　　　1　　　　‘核

鑑纒駕雌欝壽
笙1小花盛花期…　　”
第珂・花盛花期1　・

　　’智　　　　　　”　　11．611mm3

　　”　　　．　　　”　　　116／1mm3

　　，，　　　　　　’，　1160／1mm3

第3小花盛花期　　子嚢胞子470！1mm3
　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，

　　・・　　　1　　　・・

第・少花盛画工璽纒．

　　：：　｛　：：

　　　　　1’

煮沸井水PH　6．8

　　，，

猶沸贋判6・8
　　：：

煮沸二水　PH　6．8

　　，，

緩衝液　 PH　4．0

”　　　PH　5．0

”　　甲6・0
”　　　PH　7．0

”　　　PH　8．0

”　　　PH　8．5

”　　　PH　4．0

，， @　　　．　P壬15．0

”　　　PH　6．0

”　　　PH　7。0

”　　　PH　8．0

”　　　PH　8．5

煮沸井水　PH　6．a

　　，，

煮沸井水　PH　6．8

　　，，

　　「’

　　，，

　　，，

煮沸三水　PH　6．8

　　，，

　　，，

　　，，

煮沸井野　PH　6．8

　　：：

煮沸井水PH　6・8

　　：：

1｛卜27／V

　，，

18－281V

18－291V

18－28／V

18－291V

18－281v

18－291V

　，，

　，，

　，，

18－311V
：：

18．31短

：：，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

．，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，
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別衷皿一1 試　験　成　績　一　覧　（共の一）

試験区番号

百
，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　5

　6

　9

10
11

13
15
16
18
20

21
23
25
26
27

試 験 穂

曲木数1 総小花敬

角 発 生

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，9

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

1

28
29
30
31
32

33
34
35
37
38

39
40
47
48
49

穗

50
51
54
55
56

57
58
59
60
61

62
63
70
72
73

29
38
37
34
35

36
38
29
33
38

32
33
39
23
30

30
30
32
30
30

30
34
32
31
29

31
31
28
30
29

32
30
30
35
35

20
28
28
29
29

29
33
32
31
30

」

3483

6743
6571
1571

2077

5112
5468
7348
4693
5483．

6242
5748
6070
5520
5199

5182
5896
4802
5579
5662

5782
5091
4283

5219

本数1
　　16（5）

0
18（1）

1（0）

1（0）

9（1）

0
0
0
0

大

7（0、

2（0）

2（0）

11（1）

5（3）

　　　4（2）

　　　4（0）

，　15（2）
　　　16（10）

　　20（4）

1（0）

8（4）

3（1）
6（5）

16（6）

9（1）

22（1）

22（11）

0
0

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
3（2）

0
0

角

総個数

26
　0

9．

　0

　0

12
　0

　0

　0

　0

0
0
0’

2
3

　1

　0

　2

10
17

　0

　4

　6

　7

31

　9

14
25
　0

　0

1総痂：猛
　　　　　　　mg
　　　629．5

　　　250，0

231．5

48，0

63．0

19．0

31．5

140．0
419．0

　　94．0

118．0
132．5

1012。0

203．0

328．0
827．0

小 ．角

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0．

0
0
2
0
0

43。0

1

総個数

21

51
　1

　2

（19）糠

0
（45）

（0）

（0）

6
0
0
0
0

　　7
2（1）

2（1）

22（21）
3（2）

　　4

　　7
21（19）
24
18（10）

1

15
15

（0）

　7

14
（10）

（12）

　　13

51（47）

　　31

　　0

　　0

5

0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
（3）

0
0

総電：量

　　　　　mg
（156．5）

（328，5）

　　（一、

　　隻一）

75．5

　63．0
（14．0）

（12．0）

（113．0）

（13．0）

　41．0

　50．0
（145．5）

　157．5
（88．0）

（一）

59．0

61．0
（58，0）

（80．0）

113．0
（436．0）

196．0

（33．0）

　　　　　畏　　大貰角凝生本数を示す．以下倣之．

　　　　　柵測定個数及び測氾重量な示す。以下倣之．

■
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別表皿一2 試　験　成　績　一　覧　（其の二）

試験区番号

試 験 穂

総 本　数 総小花数

回
，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

1

2

5

6

7

8

9

11’

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23．

43

250

49

50

20

50

49

20

20

20

20

20

20

20

ユ9

19

20

19

20

19

19

95

7546

8993

9808

193

9699

9502

199

198

195

197

194

199

199

190

189

199

189

196

角 発 生 穗

190

本

，，

，，

，，

　25

　32

33

34

，．36

40

20

99

190

188

200

　　200

19348

数

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

螂　，，

，，

，，

37

42

43

，44

45

46

47

48．

49

50

51

20

18

20

20

47

48

19

50

5Q

19

大 角

総個数 総軍：：量

小 角

194

200

ユ80

200

ユ99

9558

9877

　　188

9490

10045

185

0

0

総個釧総重量

45（22）蔚 P
48（36）

17（16）

45（4）

49（4）

8（6）

13（11）

6（1）

2

5

4

15

14

15

8

5

4

　4

61

38

19

77

16

4

12

11

46

46

19

41

47

ユ3

（1）

（3）

（2）

（0）

（1）

（0）

（0）

（0）

〔0）

0

（2）

（14）

⑩）

（2）

（49）

（1）

0

（0）

（3）

（1）

（40）

（34）

（14）

（17）

（13）

（2）

0

0

32

112
　　コ

35

6

4

　8

17

1

1

3

2

0

1

0

0

0

0

　　　　0　　1

　　　　2　　1

　　　16　1

　　　　0　　1

　　　　2　　［

123（121）射騰l

　　　　　　　　　i

　　　　2　　1

0

0

3

1

116

100

14

61

35

2

mg

1600

3400

1350

300

150

50

650

30

50

70

50

40

80

200

　　50

（5500）

50

100

50

3500

2950

440

1450

1000

50

0

0

104

108

30

227

343

　　3

　　4

6

2

2

2

38

38

33

12

　5

4

0

2

67

80

97

230

30

0

　2

23

16

160

258

17’

472

555

35

mg

1300

1450

200

1800

．3000

50

100

50

10

30

　30

350

300

ゆ

200

100

40

40

　　50

603

700

600

2050

100

10

300

100

1600

3750

ユ65

4100

6000

350

蔚　　大蛮角翼生’本数を示す・以下倣之・

管斎　測完個数及び測完‘重量な示す．
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課　　凄

四条麺

徳生試　験所　報告

六条二

二条毬1

四条毬

六条種

小　　褻　　：普通小褻

ライ二

三　　婆　　普通種

　　　　　　片二種

　　　　　　二七i婁

垂頭極　　　’〃．d’3漉加ηL．　Var．”2惚鋸SCHOBL．

　　　　　　　　　　　島：埆シュ刈エー

正「．拶〃8iα7θL，　　　　H3細　　　　凄

　　　　　　　　　　　H4大．正　褻

刃F．川州α5’髭伽L．　　　H5　六角二号

　　　　　　　　　　　H6穏　　　　揃

π．捌ぬ〃3L．　　　　C1品記名不詳
π．ρ〃8・〃θLvar．ππ露〃霊

　　　　　　　　　　　　C2鎌　　　　折

　　　　　　　　　　　　C3間引一号
　　　　じ
召r．乃θκα5’‘σ乃。πL，Var．瑠4ε‘〃3

　　　　　　　　　　　　C4小二二：号

　　　　　　　　　　　　α上州白課
目7f’‘α〃π〃〃8〃θVILL．　T1埼玉二十七号

　　　　　　　　　　　T2　埼玉二二：上玉号

5θσ4」8‘〃041θL．　　　S：品種名不詳

　　　　　　　　　　　S2　　　”

　　　　　　　　　　　　S3　　　”

んθ欄εσ蜘σL，　　　A1品趣名不詳

∠4．07鋤’41‘3SCHREB．　A2品種名不詳

A，卿4αL．　　　　A3晶種名不詳

（東大農学部附場）、

（山形県農試）

（東大農学部農場）

（　’”）

（茨城県農試）

（東大農学部農場）

（　”　　）

（福島県農試、

（鳥取県農試）

（茨城県農試）

（東大農学部農場）

（　　”　　　）

（　　”　　　）

（東大農学部翻）

（　．”　，　）

（　　”　　　）

　　2．ハマ昌ンニク　対照区として用ひた・・マニン昌クは昭和16年9月樺太元泊郡泊岸村新間の海岸に自生せ

るものを当所へ移植栽培したものである．

　　3．接麺源

　・（1）C1．’〃070”∫分生胞子　SCIIMIDT塞天培墾基に人工培墾せるものである．入工接種をなすにはその2－3

遡前に1白金耳量を培i謎斜面より掻き取1り新鮮なる培地に移植培遜したものを用ひた．即ち塞天斜面より菌苔を白

金線を以て掻き取り之を滅萬井水に浮遊せしめて1mm3中の分生胞子数を略々1，000個とならしめた・蜜滴分生胞

子を使用するときは，；蜜滴を減菌井水にて稀釈してユm！n3中の分生胞子数を略々1，000とならしめた，

　（2）C’．」”oアα1f3子鼠二子　昭和17年8月樺太新附にて自然発生したるハマニンニク褻角を12月下旬，．植木

鉢中に土を8分目に入れその上に砂を3cmの厚さに重ね，、その上に二二（菌核）を撤布し，変角の殆んど隠れる程

度に砂中に埋没せしめる．1斯くて櫃木鉢を建物北側の蔭地（露地）に置き莚な以て被ひ，時々濯質して砂面の乾燥する

を防止しつ」越冬せしめた．斯くて昭和18年4月28日子座の発生を認めた．子嚢胞子浮遊液の製法は威熟せる

子座球を摘み取り滅苗井水を加へて乳鉢中にて摺り潰し，液1mm3中に子喪胞子300－70D個の程度とならしめた．

　　4．　突！験方法

　（1）i変類に対するC1．膨。ア4傭の寄生性

蘭記の三三は昭和17年11月上旬，昭和18年11月中旬二万分の一・反ワグネルのポットに播種し1鉢当り5株

として栽培した・各ポットに対して硫安2g，過石2g，描加0．8gを基肥として施用した．接種方法は鳶む記培蟹分生

胞子5ζは子嚢胞子浮遊液を減回せる注射筒に吸引し注射針を用ひて，その先端にて子房を損傷せしめざろ様注意な払

ひつ髭子房衷面に1滴量を落下せしめて接種を行った．接種の時期は繭の裂開しつ、ある時即ち授粉のおこった直

後の状態の時を択んだ．小慶・ライ褻・ハてニンニクは開花の二三署に丁丁するからその時期に接種を行ひ，イ∫俘大姿

・課褒・燕褒では穎の上部三分の一乃室四分の一一な切除して接種を行ひ実験な便ならしめた．何れもユ穂当り7－15花

接種を行った．有俘大萎・課萎の二条種は中列花のみに，四条種・六条樋は側四花・中四花の総てに，小鴨にては小穂

の第1小花のみに，ライ凄にては小穂2小花の内何れかに，燕i変にては小穗の第1小花のみに，ハマ昌ンニクに
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　て蟻箏に附着する2小穂の内何れかの小壁の第1小花又ほ第3小花のみに・夫々接種を行った・接種後はパラフ

　ィン紙にて被覆し昆虫による蜜滴分生胞子の媒介を防止した．寄生の有無は蜜滴分泌の存否及び高角（菌核）の形成の

　有無iとより判定した．

　　（2）大回（有俘大褒・三婆）に対するα．魏。ノθ欝の寄生性と授粉との関係

　　有俘大姿二条直頭種HI（ゴールデンメロン）・垂七種H2（二角シュバリエー），四条種H3（細褻），六条種H6（穗

’ピ揃），裸萎二条種C1（品種名不詳），四条種C3（白裸一号），六条種C4（小鯖二号）を実験材料として開花前（授粉前）

　2－3日の時期に穎の上部三分の一を勤除し，ピンセットにて注意して除雄i笹るものに接種した．有俘大回＝：条垂頭

・種Hz，裸萎二条種C1・四条極C3・六条種C4は開花の際顕著に穎を開展するから予め印をつけて置き，開花後1日

　’2日・3日の各時期に穎の上部三分の一を切除して接種した．有俘大駆二条直頭種H1・四条種H3・六条種H6は開

　花の際（授糧の際）穎の開展は顕著でない〔H二は全然穎の開展を認めない）から穎の上部三分の一を切除して，花器の

　発育状態より判定して授粉後2r・3日の状態のものに接種した．然して以上何れの場合も三婆二条種にては中脳花の

　みに四条種・六条種にては側・申列花に接種した事は（1）と同様である．接種源には培養勇生胞子を用ひた，

第54表萎類に対するC1，1加7σ’みの寄生性

種類及び品種項目

有俘大三

二条種

四条種1

六条種

二二条種

募・

募・

尋

耳・

要・

耳・

9

1四条種1

課刻

9・

9・

接種年月口

18－　1引V
ユ9－　151V
18一　：【5八7

19－　　171V

18－　111V
19－　151V
18－　　9／V
19－　131v

18－11，14／V

19－　15／V
18－　12八7
19一　　・16／V

18－　131V
19二　18／V

接種源

子
分
子
分

子
分
子
分

子
分
子
分

子
分

18－131vl子
　　　　　　　　分19－　　　15／V1

18－　　111V　　　子・
19－　　13／V　　　分

接種花数

240
118
250
225

180
199
215
252

褻角数 寄生率

0
15
0
23

＿％
12、71

10．22

0
7
0
11

215
494

珈510

215
485

0
26
0
20

0
31

3．52

4．37

250
370
270
390

5．26

3．92

6．39

0
8
2
8

2，16
0．74

2．05

総アルカロ
イド含量

0．972

0．987

十

0．982

，0．958

0．975

0．975

o・ ｣6・

い・943

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　％1鈷26．2，窪￥「

六細引｝1≡鱒
　　　　　　”　19一　71VI

子
分
分
子
分
分

ユ70

586
60D
204
550
582

1

13
15
2
10
4

0．59

222
2．5

0．98

1．82

2。41

　十
〇．950

0、962

　十
〇．962

0．972

小

ラ　　イ　　姿

算

，，

辱

；；’

｝臨23湘

19－　20／V
18－　　4！V
ユ8－　27／1V

19－　　201V
19－　　24へ「

寧一｝1＝慧＝、ζ序i

”　　；19－17－22！Vl

騨　E圭§＝§＝コ鮮

”　　・19－16－22／v・

子
分
雪
ナ
二
分

1蜜　分

　　雰

　　撃

　　雰

　320
　239
　550
　330
　570
　506
　577

　293
　544
1，047

　359
　510
　930

0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

’
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　、種類及び品種項目

　　　　　　　　　辱

　　　　　　　　　，，

　　　　　　　1　　　　　　　　　奈1

　　　　　　　，　　　，，

燕　　凄　1今2
　　　　　　　1案3

　　　　　　　1，”

接辞年月口

l

118－　141V
I19－23－241V
h8－　161V．

麟l1

18－7－8／V
18－7・一8／V

19－17－231v

18－14／V

1・9一留一281vl

接樋、源

　子
　分
　分

　子
　分
　分
　・子
・　分
　分．
　子
　分
　労

ノいマニンニク

接四花数　　萎角数　，寄生率

　　385
　　480，
　　920

；　314
1　400
1　　658
，1　　350

1．lll

lll1

0
0
0

総アルカロ
イド含量

　　　0
　　　8

　　　8

1「．o

ユ8一　7厘
18－4－71V
19－151v特
19－221V鰍

子
分
分
分

311
540
500
285

63　．

146
ユ52
25

20．26

27．04
30．4

8。77

1．084
LO67
1．124

0，976

価考＝一　子とあるば子蛋胞子，分とあるは培養分盤詑子を示す．霊分とあるは蜜滴（分生腔子｝な示す．

　　　十　とあるは冠性反感陽性なるを示す。

　　　＊　蹄1小花盛花期＊ネ第3小花盛花期

第55表　大斑（置旧大回・課姿）に対するC’．1〃07α1f5の箭生性と授粉との関係

種類及び品種項目

イ∫：ご二条種

研．

大：一』’．

蕩．
四条種

ソく条種

H1

H2

H3

課

Ho

　　　　　．i

二．：　条　　種　；　C1

四条種 C3

六条種　　C4

接極時期　接種年月日

難詰蹴12－3　ril　　ユ9－12／V

開　花　当　日　　19－151V
B目マE後2－3　日　　19－18ハ1

［｝昌：1臼言セ2一一3　日　　　19－151V

開　花　当　口　　19－17／V
B目論後　　1　日　　19－18／V
μ目イ乞後　　2　　H　　　19一一19／V

口Hイヒ後　　3　　　日　　　19－20／V

開イ匂惣2－3日　　19－121V
l罪1　オピ　当　　日　　　ユg－15／V

厚月イヒ庚2－3　日　　19－18／V

［｝昌マ【翁冒2－3　日

開　花　当　　日

開花伐2－3『

諭じ南2．曲

回護学暑

朧郷蓋
開才醜2雪3昌

1朧稜1．昌

闘花後　3　日

四花雅2塁3昌

開花後　1　『ヨ

開花使　2　日
｝勝訂イピ｛受3臼．’

回覧源 接種花数

雰

壁．一．

雰

雰

．分．．．

分1
分
分

215
118
248

248
225
247
243
227

230
199
237

’｝1二1翻．刎

・9一 l8／V1分i
．19．．15／▽1分

・ll＝掲￥ilダ

ll＝霧1澤llζi

．ll二、1序雰ヨ

11二1鋤雰1
・9一・6／vl分1

　　　　　　　　　　　　
11こ3811￥ll到
…　19－　　4！V　I　ク＞　　1

．19－　5／V　　分　1
　19－　6！V　　分　l1

377
510
424

姿角数

　18
　15
　18

20
23
23．

20
17

5
7
5

12
20
12

寄生率

　8．37
12。71

　7．26

　8．06
10．22

　9．31
　8．23
　7．49

2．ユ7

3．52

2．11

473
485
495
475
482

26
31
33
29
22

3．18

3．92
2．83

5．50

6，39

6。67
6．コ1

4．56

総アルカレ
イド含黛

0，945
0．972

0．972

0．956
0．987
0．987

0．980
0．987

十

十

十

400
390
467
470
437

527
600
537
492
487

5
8，

10
6
8

9
15
15
11
9

1．251

2．05
2．14　i

1．281
1・｛朝

1．71

2．5

2．79　．

2．24

1。85

0。975
0．975
0．975

0．965
0．975
0．990

0．975
0，940

十

〇．943

0．960
十

〇。925

0．930
0，962

0．957
0．957
0．920

一
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●

No．69 　αα〃∫αψs1ゴ’oγα”3　KAWATAMによる褒角の寄生的裁培に関する研究（其の3）

．一．．＿．尼＿．＿．一一＿　．」　．一．．　一　　L．　．．一．　．　　＿　一　．．．」．　　　　　　．一．．　・　　　一．．　　．　　　　．r　．　　　　．　　　．．　　　．．T．．．．．．一　．一一　　　　．　一　一．　．　　　　　　　　　　　　・．　一一．・一．　　　　r　・一rr－　r．一r．π一　．一一一　．．　．一一　．L・．一一一一　．・

187

　U　有俘大隅及び裸萎に対するC’．〃’07α1’5の寄生性（第54表）

何れの樋に隔ても寄生i擁脊鷺烏が彫・二矩に規て即雑●六条種の梯より婚生率噺い獣
注目される．然し対照区たる・〉マニンニ烈こ対する寄生率に比すれば著しく侭率である．祭して分生胞子を用ひたる

場合には何れにも寄生性を示し．，子嚢抱子を用ひたる場合．はC3・C4・C5にのみ寄生性を示し他にほ認め得なかった．・

之は（1）艀大姿錦鯉のもののα・｛吻ゆに対する先天臨軽愚の大で南ること・②・一般に培養分無目包子を

接種源となす場合．は子嚢胞子を用ひたる場合よりも寄生率大であること（第4章第3節参照）によつそ説明される．』

実験個体数を増加すれば必ずや子嚢抱子を接種源となす場合も寄生性を認め得るであらうと考へる．

　発生した姿角の良き’酵は長径5．0－182mm，』幅径1．2＝3．Omm，重量10－66　mgであった．

　有俘大悪・靴師共に二条種のものは四条種・六条種のものに比し形態大である傾向が見られた。又，課萎の変角は

有情大変の其れに比して形態稽々大である傾向が見られた．画角の色彩をRIDGwAY（14！）のColor　standardsによ

りて見るに，頂部はTileul　Buff－Pallid　Brownish　Drab－Pale　Brow責ish　Drabであり，中部はLight　Brownish

Drab－BrGwnish　Drab－Deep　Brownish　Drab－Dusky　Drabであり，基部はDusky　Drab－Blackish　Brown（1）一

BlackiヰBrown（2）一Blackish　Brgwn（3）であって・・マニンニクに形成されたる広角の色彩（第2章第1即皿）に全く

一致する．穎より挺出せる部分は穎により被漁れたる部分よわも一般に深色である・

　皿　大話（有檸大鵬・裸褻）に対するC1．1〃。ア疏sの寄生性と授粉との関係

　以上によわα．漉。アα漉は大矩（最良大智・課姿）に対し寄生性を有する事を知った．然らば，大萎（有雄大姿・課褻）

に対するC1．1〃07α1’3の寄生性と授粉との関係は如何であらうか．（第55表）有俘大儲・程変の各品種何れも，開花

前即ち繭裂開前2－3日に於て寄生無能である．形成されたる画角は開花当日感染のものに比し概して形態小である．

然して共の寄生率は開花当日感染のものに比し梢々低い．父，ご1，1痂7読3は授粉後に於ても寄生可能であり然して

授粉後日数を経輝するに従ひ寄生率を低下ずる心向がある．形成されたる姿角は開花当日感染のものに比し形態に差

異を認め．ない．ライ萎に対するC1．ρ～〃ψ3〃勿の寄生性と授粉との関係に就では学者により（41）（42＞（44）（98》意見を異に

したが，TSCHERM　AK（1％）（1906）1よ授粉に関係無き事を報じ，　KIRCHHOFF（86）（1929）1よ実験的に其の真なる導を証

明し．た処である．著者はα．1”07α1ゐも白泡薮’の有無に関係無く大面（有俘大褻・面変、に寄生可能なる事を実証し得

た訳である．

　w’小変・ライ変・燕変に対するα．1配。ノ出おの寄生性

　蜜滴の分泌は認められず，偏角の形成も無ぐ，寄生性は全く認あられない，然して何れも皆よく結実を見た．

　C1．ρ雄ρκプθαは小褻・ライi萎・愛社に寄生し婆無病を発生する事あるは第1’章に述べし通りである．　C1．1f’0741∫ε

は有俘大姿・同感に寄生し得るも；小奥ライ萎・燕変には寄生しない鞭，こみ事実ぽ形態学的性質（第2章第1節参

照）及び持有なるアルカロイドの含有されある事実（59xゆ（61）と相侯って魚雷とさ．るぺぎ根拠の一をなすものである．

　v　大憲締箭の開花の際における開演性と寄生的栽培

　C1．漉。アα儒はハマニンニクの開花申（開穎中）子房に感染して発病するものなる事は著者が既に実験証明（第2章

第3節，第4章第3節）したところであって，大詔を寄主として寄生的栽培をなすに当って開花の際における大婆

の開国性は最重要の問題である．即ち有巨大萎・課変に対するC1．1伽アα濤の寄生の程度は其の開花に際して開穎の

数・程匿・持続時間に依存するものなる事ぼ明らかである．この事ほα．ρ～〃ヵz‘ア偬の場合に出てHENNING（㏄）（68）（69）

（1903誌06），FRUWIRTH（50）（1906），TSC｝主ERMAK（lsG）（187）（1906，09）が指摘してみる．

　大萎ほ種類によってそめ開花の際開穎の有無及び程度に差異あるものであるが，学者により共の報告は必ずしも一

致してみない．即ち有俘大綱二条喉頭極は殆ど胴穎しない（「0）（13り）といひ或は全く開緩しない（2り（122）（158＞（2D2）とし・オ、．有

盛大萎二条重頭種にては側列花は開離する（50）（69）（122×158）（2り2≧が中列花は殆ど開射しない（130）（20りか或は稀に開穎する（50）

（122）（15S）といふ課凄二条種及び標姿四条種は開均し（20），一股に裸虫ほ宣下大変に比し強ぐ開謝する（186）といふ．大業秘四

四条種は中・側列花何れも開漉する（20）（50）（122）（130）（158）（20りといふ．大曲六条種は殆ど開亡しない（50）か或は全く． J恥しな
い（＝0＞（122）（130）（202）といひ，父は中列花ば開穎しない（1乙8）か或は稀に開徴する（G9）演艶話花は開卜する（dg＞（158）といはれる．

葉・織雛擢繰イ1（戯総覧1虚心騨羅聚鷺論繍雑．

＊林　　有移大変及び怨：妻を綜珊する．以下倣之．

＊＊＊＊ @有賢人変及び酪焚を国印ξす乙．以下倣之。
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　癖者の観察（昭和17年一昭和22年）（第56表，第57表参照）によれば訳の如ぐである．有俘大凄二条直頭種は申

・側列花何れも全然朋穎を認めない．有土肥二二条垂頭種にては側列島は二二するが中列花の開穎するものは側列花
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロげコより少い．狸変二条種目は巾・側供花何れも開画するが中菊花の開穎するものは側列花よりも少い．大萎四条種は一般

に申・側列花何れも醗顕するを認めるが品樋によりては三二殆ど無く乃至は全然開穎しないものもある．大褒六条種

‘ま側四花にては一般にσ引するを認め酬中皿花にては開穎するものほ極めて少いか又は全く開学しない・然し鞭

によりては中・側二二何れも全然二二しないもの唱ある．一般に粒着の粗のもの即ち大野二二条垂顕樋及び大婆四条町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
にては中・側二二何れも穎の開展な認める．之に対し粒着の密のもの即ち二二大盗：二条直二種及び大罪六条種にては7

．三者は二三三三認められず三二は主として二二花力鞠穎するがその朋穎ほ概して微弱であり開門数も少い．（大罪六条

樋にても，品種により稀に二二良く開穎数の多いものもある，第56表，第57表参照）此は大褻の種類撒及び品種

によって鱗被の発育に良否のあること及び鱗被膨張による機戯的作用によるも粒着密なる為穎をして充分に開展せし

めるに至らない鋤合のある事によって説明される．穗部が葉鞘内にある時に授粉のおこる場合も鱗被膨張の現象は認

められるのであるが，勿論この場合も穎の開展は認めら牙Zない．大凄二条垂頭種及び大褻六条種にては中列花の囲穎

数は側列花よりも少いのは弐の如く説明される．即ち申列花ほ同一節の側列花より発育が早く従って穂部が葉鞘内に

ある時授粉するもの多き為出事後ほ主として側雪花が開花（闘穎）する窺となる．大要の開穎は外界の条件にヱつても

署しく左右せられる．殊に出脚明に当り冷涼なる気候の続く時は出穂逓延し，出徳後開花（開穎）すべき花も葉鞘内に

て授粉な終了すろ為出穂後開花（開顕）ナる花は極めて少ぐなる．殊に六条種にては前述の如く中列花ほ側列花よりも

発育が早いから出穂に遅延を来す時は申列花は葉鞘内に於て半弓の岱授粉し，従って中四花は出穂後干干するものな

く，二二花は出穂遅延の程度に応じて丁子よりも少i数のものが5月花（二二）し或は条件によりては全然開穎な見ない・

大褻二条垂二種にても同様の傾向が見られる．之に反し気温高く空気乾燥せる時は速かに田野するから開顕数ぜ，多ぐ

開学の程度も大である．以上によりて明らかなる雪ぐ，大萎の穎の開否に就て学者によりその観察の必ずし，も一致し

てみない理由は，狸婆の開門の程度（穎の開度）は品種により貞門の位置により異るけれども概して小さく，又穎の闘

否は品種によって儲しく異なり・開穎持続時間も短く・且つ外界ρ条伽こよりて其れ等が著しく左右される為であ

らう．大変は開花に解して穎の開展持続時間一般に短く，15－40分構でありその後は閉解する．自然の状態に側て

大凄がα．配oγβ廊に感染する時期は共の開明持続中に限られる．然して穎は開展してみても鶏の裂開しない事が

あり柵斎，特に大萎二条垂頭極及び大門六条樋に稀に見られるが，大町に対するC1．’如7σ欝の寄生性は三聖の有無

に無関係であるから斯るものに対しても感染の可能性を有するは勿論である．

　著者が昭和20年より22年に亘り，全国より主要なる洞門大引（昭和20年67品極，昭和21年64品種）・四

二～昭和20年48品麺，昭和21年64品種）の品種を蒐集し，．それらに就て主として寄生的栽培をなすに就き蘭

係ある重要性状即ち二形・穂の直垂の別・芒長・開門の良否多少・開閉期間・桿長・穂長・倒伏性を観察調査したる結果は

第56表，第57表の通りである．

　第2節自然欺態に於て大踊に写するα．配。り’α”8の嵜生性

有俘大町・腺妾は樺太・北海道に於ては畑作にて何れも早生種が一町される．然して課萎は一夕大壁よりも遙かに多

く栽培される．

北海道にては有漂大凄の一部二二播とされる．樺：太に於ては気候的条件の制約を受けて何れも…珊珊とされる．

　樺太に於ける出穂期は（1勘二二大変にては7月申旬一7月下旬，課姿にては7月申旬である．一方樺太に23ける

ハマニン昌クの開花期は6月下旬より、7月下旬に五る．（第3章第2節耳参照）即ち6月下旬最脚部たる酉海津

二部・本：斗方面より開花始まり，漸宍西海岸を北進し，祖前後して（6月下旬一7月上旬）亜門湾一帯，殉々遅れて束

海綿部肪開花し鰍磁し訊問茸肪に於ける用下旬開花を最観する．聴岸にて綱以北の多寄加湾一li7

・オホr一ツク海沿岸地方（旧国境線迄）は7月下旬開花する．西海岸中部（旧真岡支庁北半・階子居支庁膚半）地方は7

月上旬一晶晶，西海岸北部（旧二二支庁北半）地方ほ7月申二一下旬開花する．従って，西海岸南部・亜庭湾方面を除

寧　　箸客が誠察に疾しお探物＝條種は一品種のみでこれぽ垂頭種であった・

・・礁綴＝1敏鯛一画花の幽幽化して小形と妙用敏さな・・調糀の乱脈に靴撚濁してみる・
寧抑　箸宕の厩察による．永井q30）｛19401によれは「20－30分といふ．

粗目HENNING（69）｛19061も同様の～蹟を認めてみる．
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第56表　有俘大褻の高高二等開花の特性

品種名 産地

甲会津2号．

メンシユアリ
ー2号

岩手大漁1号l

　　　I陸羽1号｝
　　　1関　、取1
宮城：ロ号

宮城13号
宮城西畑島

津内曇25号

倍一曹18号

腰巻23号
凍：山1号

宮城：鵬号

半坊主
細　　凄
三　　月・．

：水　　府

穂揃i知事

竹林茨腸
　ゴ卿ルフ’ンメ，

　ロン
　ゴールアンメ
　ロン畿内1号

　虎ノ尾1号

　坊主1号
　備煎早生5号

　白姿6毎
五畝西石筆1号

　ゴールアンメ
　ロン埼ユ号
　虎ノ尾埼1号

　備前早生埼4号

　関取埼1号

　三　　徳

　穂　 揃

　岡　：山

青森

岩手
　，，

　，，

　，，

宮城
　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，7　．

　，7

山形
　，，

　，，

茨城
　，，

　，，

　，，

　，，

・栃木

　，，

群馬
曙　，，

埼玉
　，，

　，，

　，，

　，，

千葉
　，，

穗形　芒長
、直』

4垂
4垂
4垂
密6直

々6直

6直

6直
4垂
密6直

6直
書6直

6直
6直・

4垂
4垂
密5画

6直
密6直

2直

2直
密6直

密6直

6直
・密6直

6直
2直
球6直

6直
訴6直

6直
6直

開穎期間

長一芒

長　芒

長．芒

申　芒

中　芒

長　芒

長　芒

長・芒

申　芒

申　芒

短　芒

申　最
中列中三
野列短町

長　馬

長　芒

申　最

長　芒

申　最

長　最

長　芒

短　転

層　芒

短芒．
長　芒

申　長

長　長

短　長

短　房

中　奉

呈　芒

長　芒

6／V－12／V，9！V－141V

、2911v・一4ハ1，131V－19ハ1

9ハ「一15ハ「，8／V－17八「

一　　　　8！Vr171V

－　　　　　　11／V’一19／V【

31v－9！v，開穎セズ

3・4・9／V，　開穎割ズ

3／V－4／V，開穎セズ

26／1v－4／v，．30／rv－6／v

開穎セズ，　開穎セズ

開穎セズ，　開顕セズ

開穎セズ，　開穎セズ

2八r・一9／v　　一

一　　　　8／V－16／V

－　　　8／v－16／v

－　　　11V－101V

1／V一一31V，8／V－10／V

61v－7／v，開穎セズ

11v一41V，81V－111v

一一 @開闊セズ

開穎セズ　一一

一　　　ユ1／V－151V

－　 11V－61V
－　　　8！V－10／V

－　　　　8／V－10／V

開白セズ，　開穎セズ

開穎セズ　一
81V－9／V　　　一　　・

111V－13／v　　一　　：

39／rV74／V’　　　一

一　　　2／v－8／v

－　　　91V－13／V

開穎の良
否・多少

少

少・

良多

良多

極少
重少

極少

極少

良少

少

少・

良多

良多

極少

極少
極．少

極少

極少
少

極少

極少
少

極少

良多
少

桿長

長・程

長腰

長程
長，稗

中程

申署

長署

長署

長桿

短稗

中稗

短署

長軍

費署

長鞘

管稗

短単

管革

茸程

長単

車程

申鞘

管吊

台程

長単

車程

長程

中程

長頸

骨耳

遠稗

長桿

穗回

申穂
長陽．

中陣

中陣

短穂

骨導

長穂

長穂

長職

掌穂

申穂

短穗

長穗

即興

長蝋

管蝉

茸穂

申穂

短穗

長穂

長穂

申蝉

茸穂

長穂

短穂

長穗

長穂
申’穗

耳蝉
耳糞：

中．．穗

申穗
．，東京｝密『一直一士　『129／IV－4ハ7・5／V－8／V．極．少！二二i十三

倒伏性

易

「易

易

易

難

易・

易

稻易
難

稽難

三三

易

易

難

易

稽易
難

難

易、　　’

易

難

境

．難



190

品種名
P産地

金　　王

四　　国

早生典濃

銀　　倉

竹　　林

東京
，，

神奈川

，，

　大憂新1号巨断潟
　　　　i”　六角1号
　長　　岡　”

　善光寺　”
　白　　萎富山
　関　　取1”
　大正褻レ・
　　　　ll気高六角1福非
　木六角22号1山梨

水品1男取305号

半坊主25号

ρ侑蒋置早生36号

虎　ノ　尾

白大ii準79号’

九升坊49号

宇i＝　風105号．

盤田三徳
畿内関坂’2号

白六角第1号

無i姿148号層

　魁
横　　綱’

白　　熊

谷風2号
珍　　子
倍取ユ0号

珍子9号
坊主大竣1号

白大槌1号 1

岐阜
，，

，，

静岡
，，

，，

愛知
，，

三軍
，，

滋賀

京都
，，

術生試験所：報告

二形臣長
　・　1

密6直

6直
4直
6直
密6直

4垂i
6穂垂1

密6直

6直

6直
密6直

4垂
6乖

中

中

中

短

短

丑

中

短

長

中

長

芒

芒

芒

芒

芒

開豆期間

8／V－9／V，10／V－12／V

開穎セズ，　閉穎セズ

』1減歩瞬層．姻倒倹1・

極少i・副

　　長稗

29／IV－30／IV瀾詠ズ焔ﾉ少1中言

130／W－4／v－1極少i騨

　　　　　　　　中稗　　　　　　1
　　　13．邸一181v少長稗
開穎セズ　一．一一　i　i長稗

　　　　　　1　　　19・14・15／V　一一1穐少長稗

3／v－9／V・9！v－1卸「 ｭ1長！早
29／IV－41V一一 @極少陣稗

30／W－4汐・W『10／V圏ﾇ多i中言

　　芒i卿，

　　芒1

　　芒
　　芒
　　芒2
1　芒：
1長芒…3／V－6／V

芒［26／W－30！IV，開穎セズ1極少

短穂

中穗

長穂

中穗

二丁

長穂

　　　　　　　1
4ノ四v良多 w卸そ穂1
　　　　少i長稗1中穂l
　　　　　　　I　　　　　1　　　　　：　　　　　　　1
　　　　　　　　　1
『　1

難

難

長穂！稻易

短副
長穂：手17・．易

中穂柵易
短穂1難
　　1

密6画長芒．291・V－41V，61V一・・／V幽極少1・1・稗随下

墨6酪　譜暗譜轡、極少少鶴i編

　　　　　　　　　　　　　　　1
6庫i
密6直

．6直

6直
密6直

6直
密6直

6直
4直
4直
6直
6直
密6直

6直
密6直

密6直

粗6直

1側列驚1
短　芒13／V・一61V

短　平

中　芒

中　芒

中　芒

中　芒

中　芒

長　芒

中　芒

中　芒

短　芒

申　芒

8／V－9／V　一

一　開穎セズ

ー一
@　　　11ハ1－171V

－　　　4／V一ユ0／V

29／W－4／v，8八「一11！v

21V－41V　　　一

三

極少

少

極少
少

極少
29！W－3！V・8／V｝141Yl少

261W－28！IV・關セズF少
26／IV－3！V・29／IV｝4／Vl少

中芒18／V－9／V

　　し
16直1中芒I　　　　I

申

中

短

無

芒

芒

三

二

1／V－4！V　－

12ハ7一一61V　　　一一

2911V－2／v　　－

3八7－41V　一

　一一　8ズ▽一11！V

28／lv－4ハ7，11v－6／v

3／V－7！V　　　一一

少’

ド少

長稗

中稗

長稗

長稗

短稗

中稗

短弓

長秤

申秤
●短秤

短骨

，中秤

中穗

中穂
1｝ε穏

四丁

短穂

中穂

短穂

巾穗

長穂

中穗

申下

中穂1

極少i ｦ陣殉
　少

極少

極少
．良多

　少

難

難

易

易

　　電難

．三

三

短稗hl富穂’i

短秤中門1
短黍・版副
　，．　　　…
・中秤長穂
長秤；中・穂：1稗易

　　1P　　I
　　　＼
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品種名

弓取1号
大六角1号

畿内交野

八　　石
島根大婆1号

半程2号
早木曾2号

在来短芒

肺　 堂

倍取11号

辮慶3号
改良ゴールデ
圏　ンメロン

大．．殻

改良大玉

露17号
大回2条21号

独73号

C1α碗ψs〃彦07α1’5　KAWATANIによる褒角の寄生的栽培に関ずる研究（其の3）

産地

京都
’，

大阪

兵庫

島根
，，

穂形 芒・

長　開穎期聞、評鋤
　　1
密6直1申芒
6直1申　芒
樒6副申三
密6直

6三三

蜜6回

申　弓

長’回

申．芒

”1・直満多鑛i

岡山密6　　　　申
・仰 @6直’無
広島1密6直　申

山　 口1密6直i　中
　1　　　ト
，，

賄1
大到6直．

12直
6直

農林省農

　　4i垂試

”　2垂
　”　2i垂

　芒
　芒
　芒
　芒
長　戸

長　芒

申　芒
長』 梶e

長　芒

長　芒

　　　　　　　　191

繍の良擁長｝鹸閥雌．

2／v＿4／V　　　＿　　　i極　少

2911V－6阿一 堰D少

　　　4／V－8ハ7i　少ド

　　　　　、1　　開穎セズ「
6／v－101v，131v－17／vl少1・

開穎セズ，　開穎：セズ

2711V－4ハ1，1ハ7－8／V

＿、厚一、1∀1

－　　8／V－11／V

31V－41V　　　－
　　　　　1開穎セズ，　開穎雨雪　〔

　　　　　1
一　 開穎セズ
29！lv一・4／v，5／V－10／v

　　　　　I
　　　　　．I

　　　　　I

短程
申言．

短副

長桿

長稗
長1稗’

短’『

n1三

三‘

　　，．1少』』 Z程1短穂レ戴｝
・少’

・極少

　　　　　　少脚
　　4／V一一10／V｝良多

9／V一ユ4／v，18／V一一23／Vi良多

31v－14／v，15／v－23／v1良多
，／v一、御5／v一・、／vl良多

　　　　　ト

長桿帳副

短桿’．

中国

申得

長言
長程‘

申削

回弓

長稗

　　1長穗：’
短1艪
「短’・穗1穂易

　　1，
申穂「三

三穗1易

　　卜
申穗i』’
　　．．1
短穂：

』中穂1難三

長稗1長穗1三一
　・1

　　1長穂1

申穗

中言・

長’脚弓
長’ n1易．・

　1
　　5

、備考：一1　調査威績　　　，

　　1・穂形は粒着9粗密・條列・目頭唾」酔別を示す・
　　2．芒長は5㎝豪滞るのを短芒，5cm－9㎝を巾芒，9c血以上のものを長芒とし弛．弓’

　　3．開穎期間の欄にて左は〔昭和20一〕21年の域観官iま〔昭和21一〕22年の域績を示す♂　　　　．F通．’．・＝”
　　4．開穎の良否ぽ開穎角度凡そ20。以上の邑のを良とした．開穎の多少は纏小花数の凡そ2／3以上闘穎のもの赴多，2／3以下

　　のものを少，113以下の毛のを極少としお。
　　5．稗艮は85cm未滞のものな短桿，85－95　cm麺中稗，95　cm以上のものを長程としれ。　　　　　　　1

　、1牽譲㎝未満の横鵬4●4－5’獅榊麟㎝以上の劇職鵬：‘・1

　　1．播種期　・

2・條間

昭和〔20一〕21年度　　　　昭和20年11月17日
昭和〔21一〕22年度　　　　昭和21年11月14日
4尺　　；有艀大変はユ品遡各々畦長　　5皿

　　課…変ぱ　　”　　　　　1Qm
3．　施肥量　帽i長10mにつき堆餌巴909匁，硫安45。5匁g過石45．5匁

4．．乎　 入 褻踏．，5回
中　耕’　㌧　　’4回
追肥を行はす．，．，、

．読・1
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　　　　　　　第57葦ξ

術生試験所報告

狸凄の二二性等開花の特性

品樋名

会津課3号

陸羽1号
白理1号
上州白雪

紅梅1号
屋根44号

白珍．子

三・曲面
コビンカ4ギ・

白　　梅
一・ ＄ｶ
太　　白

大阪6号
白胴6喜
吉珍子2号
コビンカダギ

36　 ，号

早生裸6号

小幅1号
屋根課1号
弊共幣．

大阪奴59号

新神力1号

新淡路
赤神力
白米1号

大和課
神力酸
コピンカタギ

4、　　号
欠　　瞥
白　ト　ウ

湿気不知

紅梅10号

兵庫課

産地 門形

青森
岩手・

福・島

茨城
埼玉’

岐阜
，，

静岡
，，

愛知
，，

三軍
，，

，，

，，

，，

滋賀

京都
，，

大阪’
，，

兵摩
，，

，，

奈良
，，

卸歌山

島根

岡山
，，

広島
，，、

山口

芒　長 開穎期間

6直球　芒
6直長・芒，

4i睡長　季
寄6週中　芒

6直巾　芒i

6直申　芒
密6直ポ芒1
6直
6直
6直
6直
6直
6直

6直
6直
6直
密6直．中

畑6直中

6／V－14／V，111V－20ハ7

5八7－9ハ7，13／V－17／V

－　　4八7－10／V

29／IV74／V，10／V－15ブV

開穎セズ，　開穎セズ

ー　 開穎セズ

開門の良
否・多少

少．

，少

良多
極少．

　　　1’　㌦
8／V－1∬V1楓少

秤長

長割

長割

長秤

短秤

申秤

穏長倒伏性

長葱1

長穂i

　i長蜘
短穗；難

長穂

申．芒1，／V．、。／V，，1。．、、。／V…．少1、1，稗1，i箇

中稗1長穂1

短稗腕穂．

’巾長岡遭面惚i：認耀稻易

申芒1・1v一・／v一渉1矧・・回亙難

申芒29！W－4／V，6／V…ユ1／Vl少1短秤1中穂1軍陣
中庄！一26／1V一・ぬ多廟2遅穂．’・一．．

中副・29胆・V・・31V－2・ノV：少｛蝋ら舷

・F芒i・1V一・・ノ…3厚一・・ノ・沙1・1・粥乏穗．’

中黒29／IV｝6／V・8／V－14／Vl少．・・：帽：りξ穂・

「F芒12911V｝4／V－1少1Il竃稗．長穂！

6直ロド
　～
6直．東
密6直

6直
6直
6直
6直
6直
．6直

6直
密6直

密6直

6直
6直
6特

出，

巾

申．畠

中　芒

中　芒・

中　庭

中　芒

申　皇
臣列中直
側列短呼

短　芒

中　監

守　芒

申　特

長、　一一
芒　　　29／IV　4／V，5／V－16八「1

．芒il．29／IV－10／V，8／V－16／V

　9芒　1　　一一　　　61V－12／V
芒i＿，ノV一、21V

　l
芒1－71V－12厚
　　　81V－121V
　－　　51V一ユ0／V

・29／W－41V．5ハ1－11ハ1
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194　　　　　　　●　衛生試験所報告
きては有浮大弐・課凄の開花期と合致する期聞が存在する．然してノ・マ三ンニクに発生ナる婆角（α．’〃07σ1葡は多

少に拘らず全島離塁のハマニンニク自生地に見られる．ハマニンニクは樺太に点ては非常によぐ繁茂し年々腐朽せる

葉は摩く地二面に堆穣し，従ってよく湿潤状態に保たれ，ハマニン昌ク穂を離れ落下せる褒角の越年発芽に好都合であ

る．然してα．’f’07σ1f3の子騒騒子の伝播は主として風により，分生胞子の伝播は特別なる例外を除きては主とし

て昆虫により行ほれるから海岸近くに栽培される有婬大褻・課i姿に対する自然寄生の可能性が存在する．導者が昭和

17年樺太新間（束海岸北部）にて行ひたる突験によれば分生胞子による第二宍感染を殆ど認あ鶴なかったから，特に

西海岸哨部・亜庭湾方面を除きたる地方にては主として子嚢胞子による第一一次感染の可能性が存在する．ハマニンニ

ク1まα．1f’07α欝に感染後6－17日．にして蜜滴を発生するから西海岸酌部．・亜庭湾方面にては主として分生胞子に

よる第ゴ次感染の可能性が存在する．

　北海道（134）に於ける有搾大褒の出穂期は齎播にては6月下旬一7月申旬（最盛期7月上旬）秋播にては6月上旬一

6月下旬（最盛期6月中旬）であり，挙手は全部i春闘で其の出穂期は6月下旬一7月車引（最盛期7月上旬）である．

一方北海道に於げるハマ昌ンニクの開花期は5月下旬より7月上旬に亘る三即ち5月下旬西南部（衛試68：ユ57参照）

の最暖地方たる渡島方面先づ開花し，漸次北進して6月申旬・一’下旬東北部（衛試68：ユ57参照）の日本海沿岸地方及び

太平洋沿｝1開方開花し，東北部の根室湾一帯及びオホーツク海沿岸地方の6月下旬一7月上旬開花を最終とする．

従って，束北部地方にては審播有俘大隅及び課姿の開花期と，西南部地方にてほ秋播有俘大姿の織れと合致する期間

があり，これ等に対しては子潜時子による第一家感染の可能性が存：在する．又，これ等の開花期ほハマニンニクの蜜

滴発生の時期とも合致する期間があり，分生胞子による第＝夫感染の可能性も存在する．西南部地方に於げる泰播有

俘大堺及び狸萎に対しては分生胞子による第ご次感染の可能性のみ認め徳るに過ぎない．北海道に於けるハマニンニ

ク押角（C1●　」”oア4”5）特は全島海岸に亘り発生するが，酉南部地方に於ける発生は東北部地方の夢ξれに比し概して疎

である．従って西南部地方に於ける有彫大変・裸褻のα．躍07σκεによる感染の可能性ほ，子嚢胞子による第一次感

染・分生胞子による第二次感染共に，東北部地方の共れより少いであらう．

　以上詳論したる如ぐ，樺太・北海道の海岸地方に栽培せられる大孔の内開穎性を有する品種は総て共の開穎の数・程

匿・持続時間に応じ，且つ栽培地の状況の如何（例へぽα．1畝〃α欝の発生するハマニンニク自生地よりの蹉離・地勢

・風向等）により租々なる程度にC’．1f’07α傭四角の同然発生する窺が考へられるのである．窮実，田村（1941）鞭によ

れば樺太酉海岸患須取地方に断て大県に発生したる事ありといふ．

　伊藤（76》（1939）ほ樺太に持て’・マニンニクの飼料化に就て研究し極め七優良なる野草であるとの結論を得てみるが，

侮，海岸を遠く離れたる砂質国土の試験畑にもよヒ生育繁蔑し強靱なる地下茎ほ地下の深層に達し早引炎暑にも耐へ

るから適当なる初作法を施す時ぼ優良なる牧草と為し得るであらうといふ．斯くて若し内陸部に於て牧草として栽培

せられる齋となれば，共の近鱒に栽培せられる大凶に対し以上所論の如き問題の発生を見るであらう．

　　　　　　コ　著者ほ以上詳細に亘りて，C’．〃’oアα1fεが大褒に対し寄生性を有する亦より，C’．’f’07σ悪変角を発生するハマ昌

ンニク自生地上り直接共の近傍に栽培せられる大聖に対し感染の可能性の問題に継て考察を試みたが，α・燐。／41f3が

他の如何なる植物に寄生性を有するや及び之に関連し栽培大婆との関係の問題に就てほ朝嵐辛の研究に侠たねぽなら

ない．

　第3節　大夢（口才吠多・楳夢）に嵜生的裁培されたるα．麗伽’認ε8蓼角の有効成分含量

　1　暗暗方法
　先づアルカロイドの有無について定性試験を行ひ，次いで定量を行った・

　1．アルカ戸イド定性試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，

　慶角アルカロイドは光源の存在の下iこ於てp・dimethylaminoben2aldehyde硫酸溶液によって時異の宵色を呈する

　　　　　　ぴ（！55×1鳴．資料褒角1－1／2個（0．05－0．01g）をノ」、試験菅申に採り，1％酒石酸水溶液0．2ccな加へ沸騰水溶中にて

5－10分聞浸出して得たる澄明なる浸液を別の小試験管に傾斜して移し，冷後肩にp・dimethylaminobenzaldehyde

硫酸溶液撒を検液の約倍容澱を静かに累加層巧し，45℃の水浴中に5－10分間浸し．必要あらば水銀ランプに10

　・北i髄に於けるハ鴨ン昌堰服生賦瀬査の爲，昭和17年2四所より海声粗方に存在する主要國民轍に糖輝！齢し102校よ鵬純
　　得た。又．昭和19年7刃，・昭酌21年7刀北海道北紹の屡生増に当て陰気地調査な行った．モれらによる纏合され拠凋査戊組による．　、
　艸　有稗大蛮なりや深焚なりやぼ不明．田村良修｛昭和16年⊃未婆表．爾本日験終ア後入手し大文献によれば，鐸太にてぽ探褒に震坐すると言ふ（8｛）．

　…μdim，tM・min・b・…1d・hyd・0。1259撚3鼠硫竣65㏄の混灘冷3縮解し馴ヒ第二鐵溶液鱒へて微に熱観せし騙・氷室に肪銚・
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一20分聞照射し静，先づ輸液層の接触面にあらはれる青色の輪帯の有無を検し，後更に両液層を振回混和し隼ずる青色

を調べアルカロイドの存否を判定した，

　2．総アルカロイド含量定量試験

　隅角アルカロイドの定量法は数種あるがP・dユmethγ1ami即be“zaldehyde硫酸溶液を以てする比色定量法は現今広

ζ用ひら4てるる．即ち一定量の粉末三角を予め石油モーテルを以て脱脂し．後アルカリ性となしアルカrイドを遊

嘩せしめ・二一テルを用ひて之を拉出し・．エーテル抽出液中のアルカロイドを酒石酸水溶液に転溶せしめ・之にP’

dimethyla1ninob㎝照1dehyde硫酸溶液を加へて生ずる青色をエルゴ．トキシ．ン（ergotoxine）標準液より生ずる青色と

雌嚇する・・の目的｝・噸町触担ぐも・・9を要する・近時B隔日SY㈹（・939）の騒定型鵬るが・上言忌

方法を少量イ匹たものiこ過ぎない・竹本（175≧（1944）‘零0・19を脚旨ナることな値卸％酒磁水溶液5－10⑳を

用ひて水浴中に温浸し，この高点に直ちにp－dimethylaminobenzaldehyde、硫酸溶液を加へ生ずる青色をエルゴトキ

平ン標準液に‡り！生ずる青色と比色し，その結果に於て上述ρ定量方法と何等差異を認めてみないので，著者に竹本

の方法を採用して凄角総アル卑ロ．イ，ドの定量試験を行った．定章1ま昭和1g年12月下旬之を行った．

　即ち，粉末変角．0．1g．を正確に土取し，内径1．5cm，長さ17．5cmの試験管にてユ％酒石酸；水溶潅10　ccと

混じ，瀞かに沸騰する水浴中にて10分間浸出し，．冷後喜径5．5αρρ円形濾紙を用ひて濾過し，殆ど無色或は極微

を・出色を呈する浸灘得，本読・cc　l・予め調製せる…35％圃m・晦1・血藤・・ald・h・ζ・轍醸2・cを

加へてよく混和し，45℃10分間放置後同様にしてエルゴトギシン標準液鞘1こよ．論ずる青色を玩b・・cq型比色定

量装置を用ひて比色定量する．

　皿　実験結果幽・　　　　　　　、．　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　・

　寄生的栽培により点画褻・橡褻に形成されたるα．砺・・’∫・姿角は接種源の如何に関せず何れも著明にア～レ炉

イドを証明する．（第54表参照）又，感染の時期及び痴話の有無に関せず何れも著明ヒアルカロイドを証賜する．（第

55表参照）署者の定量分析によれば親等褒角の総アルガロイド含量は0．846－0．987％である．之に対し寄生的栽

培により対照区たるハマニンニクに形威せられたる』 b1．」”07α傭高角の共れは0．976－1．124％である鰍静，

　熊谷（99）（1940），寺田・苗村く1εo）（1941），竹本罧撒によ2tば，本邦に於てライ姿姿角菌α．ρ雄卯7eαを以て寄生的

．栽培によりライi饗に得たる変角にはアルカμイドを証明しないのであって，署者も昭和19年度産のものに就て実験

し同様の結果を得てみる．．（後述第6章第2節）第1章第2節に：於て述べたる如く，本邦に於てはライ萎によるラ

イ萎姿角菌α．ρ御伽7即の寄生的弓培が未だ成功の域に達してみないといふ事実はこの漣由に基ぐものである．之

に対し外国1こ於てライ蛮に自然発生したるC’，餌名幽7％姿角の総アルカロイド含量は，THOMPSON（181）（1930）によ

ればスペイン・ポルトガル産0．080－0．150％ロシア。ボーラン’ド産0。036－0．075％であり，「 |本（175）（1944）によ

れば0．114－0．300％である，従？て，寄生1的栽培により有標大面。転婆に形威されたるC’．1〃07σκ5点角の総：アル

カロイド含量は，自然発生により又は寄生的栽培によリハマニンニクに得られたるα1〃。〆41ゐ直角の其れに大差

無ぐ，且つ外国産ライ褻に自然発生し㍗るC1．ρ財団7θα褻角の遜れより．?ｵく遙かに大である．　．　　　　，

　寄生的栽培による褒虚聞題の郎君を制する．ものは結局アルカロイド含量であり；栽培大義（有気大i野三三）による

解決も其の一方法と考へられるのであるから，極めて注目すべき事実と言はねぽならない．要するに，．大隊を寄主と

するα．’〃。ル〃3萎角の寄生的栽培は可能である．

　　　　　　　　　　第6章妾類を画論とする．αρ曜p〃㎎σ婆角の寄生的栽培　　「パー

　従来，海外で行はれた褒角の寄生的栽培は総べてライ褻を寄主とするところのライ萎平角菌α．ρ耀餌γθ4の寄生

鰍培である事は既に緒論（第1章第2箪）に於て述べた処である．又本邦1ご於ても，ライ魏寄主とするライ鍛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご．角菌α．ρ凝ρ曜昭の寄生的栽培は行はれた癖はあるが威勢してみない毒も既に述べた、因って著者は広く分類に対

するC乙μη）πプ躍（ライ尊卑角菌》ρ寄生1i三罐検討し職．，アルカロイド含量を調べて寄生的栽培の可否を再検討する

必要に迫られた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　＊　呈色反態陰性の場合にのみ懸溺する・

　艸エルゴトキシン燐駿劉（MI4106N5・H3PO4・H20｝12mgを1％酒礁水溶液10Dccに溶解する．縛儲液ぽエル≠博シン0♂01％に相嘗雀る．
　堆艸共のMut亡er8εamm★」ろ測量17年樺太瓢間にて採円し弛る自然凄生C乙’f’砿μ附後角の共彰は1．162％であ乙

　榊＊竹本儒桧＝窟山に於く寄生的双培〔昭和12年〕によりライ盗に系腸れ妨α．餌脚脚褒角に就ての分折成紐・’未聾契♂』



■

196　　　　　　　　　　　・　　’　　』’　　』’　　　　　　徳i　生　　試　　唐剣　 ∫三斤　　報・皆　　　’　　　　　　　　∴　　　　　　　　　　　　・

　ライ姿に婆角（α．ρκノψκ名6σ）の発生ほライ凄の栽培分布に一致して殆ど世界各国に発生を見るけれども，本邦に

於て1咄田・…（・9・・）｝・よ牙・‘康治38・1・（・9・5）1・長野県下の・伽・凱く姓観たる｛也・舶殆膜醗生旛

めない．朝鮮にては，中田・磁元（1邸）（1928）．｝よ朝鮮作物病密目鋳に萎類の変角病．（C’．ρf‘7ρ～〃θθ）．として報告してみ

るが変の種類を明示してみない．満洲灌ライ褻品品に就ては康徳5年（1蛤8）松岡により発見された（胃）（115XII6）（173）．

　大姿にもα，伽多ψ～〃印凄角の発生があり，主として欧洲（13×15）（37）！3靱砧）（70）米国（2》（58）（110）（196）から報告されて居り，

稀に大発生して集団中｝雛を惹起したことはあるけれども，溌生はライ凄に比すれば少く，左程重要硯されてるない．

大回1・発齢三角’（αゆ・’吻…）遭いて・嫉の分類i・従ひ詳細・脚・・艀三二条種（2sX33×112・（1‘4）

く157×199）・四条種（1）（14）（28×33×87）（M）（150」（！97｝・六条種（15）㈹1），・狸褒ご条腫（18）（：44）に｛ま知られてみるが，課萎四条極及び六

’葡に瞭だ儲がなし’・．ヒれ鰍米では澱はあま．わ栽煎れな甚蜘こ鴨るであらう．本邦｝談ては，日緬類

目鋤～3版（154）（19四）・口本E儀容働図鑑（91）（1939）｝こ大姿iこ発生あ翻撚べしめみで湖確｝こ発生したる事を報じ

た文徹未だ知らない1樺太に於て1ま』汰凄に発生せ糠あるほ第戯で第’2節に於て既に述べた柵似上の理由に

より，署者賄斧犬変・’骸に為ナナるライ面角菌α勿加・⑳b寄生性瀕験した・’噛

・・．

ｬ琳四角（C1．μ加廟の発生力励，盛三として欧洲（15）・34・（3s）（卿2・（129・（140・（146・・米国（2×52×110）（150’・濠洲¢IX35）

（1蛎から報告きれで居り，発生はラィ蛮に比ずれ．ば余程少く，二大婆と同厳あまり重要競されない．CARBONNEAUX　LE

P・RDRI丘・（1862）柵解G・蓋kD・止・壷㎡（19お）轡枇よオ・劇・萎畷猷ラ櫻の戯れより医軸1賄効であるといふ・

，」・勘褒角｝こ就て更に詳細こ見才U獣の如くである．T・f”…切伽・α・摺（訂）（1蝉），T．4…襯⑰（’96），T・海・…㏄・・朔

（b7）（104X協），　T．≦珈”α（質）（51xS7）（97｝，　T．’・〃脚・泌（的）（！5U），τ…’8…（IX：7）㈹（詔）（97）（：37）（14‘X1”X：97）・に踊の発生が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　報告せられてるる．本邦に於てはノ」・萎に於ける発生は極めて稀で，明日山管前日の昭和15年10月14日岩手県霜露試1険

場に於ける故川村より．ζう聴取によれば，同県下小山田村に於て小謡のs¢ed　sampleに婆心混入を幽し事ありと言ふ．

照隠花｛曲図鑑（91）（1939）・｝ご小餅に難ある⊇lfを述べじのみで，明確｝こ小脳｝こ発生した事嫌ずる文献1珠だ之を

見ない．小萎の魏麟洲をご於ても発見されてるる（77）（U6）．’

　燕萎の蓼ξ角は極めて稀で；BARGER続『柵獅，　FRANK（47）（1880），KIRCHNER（昨）（1890），　ZoPF（瓢）（1890）が記載して

みる．共炭米国（14）（15。）（195）（193～．・アルぜリア（19）（39）（41，）（177）（178）・デンマーク（3了）に於て発見されてるる．．燕委な寄主として

舷的栽培された一一例があるが失敗1こ終ってみる（1u「）．TANRKr（179）（1923），　FR・N（49）（ユ926）は燕変の武州は・・g・ti・i・・

の含量が高い事を指摘してみる．陶，．片穂種・課燕萎に褻角発生の報告は世界何れの国よりも未だなされてるない．

　本颯よ，ライ萎褒角菌α．μ‘ゆ群。σを以てこれら戯画（有稗大命・自証・小誌・ライ凄・燕姿）に接種し，油類に対す

る、C’．ρ’〃ψ～鯉4の寄生性に似て突験研究な行ひ，且つ形威せられたる萎角に就てアルカロイド含血を検査し，寄生

的栽幼の可否に就き検討を行ったものである．

　災験ほ昭和19年11月より昭和20年ユ0月迄当所圃場（埼玉県春日部町）に於て行った：ものである．一．

荷本欄こ記述の大要1ま既顧召和20年ユ0月20‘口癖作物学会第69回講演会に猛て・，‘萎類に対するαρ・伽…

（FR．）TULASNEの寄生性｝こ就て1’（ノ、マ昌ンニク宇角に関する概究（第4報））と題して講演に」＝り発表された・・

　第．1節二：夢類に劃する、ρ乙盆川’脚η’8ω．の嵜生性と其の寮生転載培　　　・　：・・．’・

．1　実験材料し：5響’、；、．．・．い、・．．・ず、．

1．ii穿類

　　有俘大i奏　　二三条種　　直慾海1

接種試験に用ひた慶類は次の通りである．

1・1条極・

‘’

Z条種

畢頭極

’．曹　　三㌦．　L　　L　『　’　　、　．、・’．　　　　　、　　　．・　　　・　　．覧　．　　r．〆　　ド．．・・　　」　’．

肋ア虚〃〃4齢”‘乃。”1，．var、8プκ’〃〃2　SCHt）BL，

　　　　　　　　　　　H1　コ1一ルデンネ望配

1」．’4’5ガ。乃。ηL．var．”κ’σπ3　ScHUBL．

　　　　G　．．・・　H2二角シユバリエー

11凄〃8質78．L，．　・　　H3細・i萎，　　　H盛

’丑．・痘κα3’f61めπL」　臨　六角ご号ヂ…　H6

＊　　　　．B．、R（】1己R（17）（1931）：Ergot　and　ergotign1．　p．79．

　　　　牌　　　　　イ∫移大賢及びi’認ミた綜航する．

摩瑠“ P叉，1攣太叫ては徹に彊！kする昂・ふ（81）・第．5牽第・2笛19蝋参照・・l
　　　　BAIヒG趾K⑰〔19311．3　E・鰐α呵・・即ti・m・P・℃雲・2。7・幣榊鰯前，P・2。7・’率率零零

辮轍 @明1仙秀ズ⊂1945，よりの私儒．・．・．・　い
＊牌林艸．B．U鳴U郡7×19311＝正780t　and　ergotism．　p．79．1S世紀スエーデンに聚佐せし一例．

大花ii撃

．穂・．・揃 、

量
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　　’裸　　婆　　二条種

，　　　　　　　四条種

六条種

小　　褒　　普通小褒

、ライ凄

燕　　婆　　普通種、

片穂種

標章褻

π．耀4痂L，　．　　CI品種名不詳．

∬．〃〃8〃βL．var．ηz卿2％

　　　　　　　　　　C2鎌　　折，

π，加κσ5’ゴσ加πL．Va蔦π3‘伽初

　　　　　　　　　　C4小鯖二号i

τ7”∫α’彿ひ〃8伽βVILL．

　　　　Tい．新中長（兵庫県農試），

　　　　T3農林三〇号，　T4．

ε召σα」θ¢ρ7θα1θ1，．　’　SL．

　　　　　　　　　　Sz品種名不詳

・ノ1〃6”σεα’勿σL．　　　A1

　　　　　　－　　　A2品種名不詳
！1．o〆¢η’α飴SCHREB．　A3品種名不詳

、4．層瀦4αL．　　．　A4品種名不詳，

C3白化高号　　　‘

．C5上州白身

T2岐阜小i四一号

　　三州小竹

ペトクセル（農林省農試）

ジィクトリー（農林省農試）

　　　　　　　　　　　　　‘
A5血肉二号（農林省農試）

●

　2．ハマニンニク：曜和16．年9月樺太元泊郡泊岸村新問の海岸に自生せるものを当所へ移殖栽培したものであ

る．

3・接種源．’一　　　　　　 　　－．
　C1．ρz砂κ7即は満洲産ライ変に発生せるもので，盛岡農林専門学校冨樫倭吾搏士管より分譲を受けたものである．

　C1・ρz〃伽紹σ分生胞子はSCHぬDT，寒天培養基に人工培養せるもりである．1月にf回の割にて植えつぐ．入

工接種をなすには・その2－3週前に1白金耳量を培i琴斜面より掻き則り新守なる培雌に移櫃培養せるものタ用ひ

た．即ち寒天斜面より門門を白金線を以て掻き坂り滅菌二水に浮遊せ．しめて1mm3申に分生胞子数を略々，1，000個

とならしめた．面三二を同様にして滅菌湖水にて稀釈して分生胞子を浮遊せしめ前記の密度となしたるもと）をも使用

した．

　皿　実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．

　1．褒類に対するC1．加ノ伽7即の寄生性

　前記の三三は昭和19年12月上旬二万分の一反ワグネルのポットに播種し1鉢当り5株として栽培した。各ポ

ットに対して硫安2g，過石2g，塩加0．8gを基肥として使用した． 　　　．　　　　　　　　　　　　’

　接種の方法並に時期は第5章α．競。／4檎の場合と全く同様である．接種後はパラフィン紙にて被蟹し昆虫によ

る蜜滴分生胞子の媒介を防止した．寄生の有無は蜜滴分泌あ存否及び羽角（菌核〉形威あ有無1ピより判定した，

　2．同類に対するα．ρ鰹舞7召αの寄生性と撰粉との関係

有三聖三頭種H・（ゴールデンメロン）‘垂三種職（二角シ．二’ eリエー）潤条種属（綴）・六三恥（穂揃）

線褻二条種CL（晶種名不詳），四条種C3（白裸一号），六条種。4（ノJ・鯖ご号）∫小変T1（新申長），『’ライ婆’S1（硬トクセ

ル），燕蝿通種A、げイクトリー）・片穗種A、（品種名不詳）螺麟四海褻；号）を実験㈱として開花前回粉前）

2－3日の時期に穎の上部≡扮の一を切除して，ピンセジトにて注意して除雄せるもの比接種した．有種三婆二条三

頭種H2，裸三二条種C1。四条種C3・六条種C｛，小変T1，ライ萎SL，燕褻普通種AL・片徳種A3・繰燕萎A5は開

花の際顕著に穎を開展するから予め印をつけて置き，開花後（授粉後）1日・2目・3．日の各時期に穎の上部三分の一

を切除して接蔑した．有亜大褻二条直三種H1・四条種H3・六条町H6は開花の際穎の開展は顕著でない（瓢は全然

頴の開展を認めない）から，穎の上部三分の一を切除して花器の発育状態より判定して授粉後2－3日の状態のもの

に接種した，然して以上何れの場合も，大蛮二条種にては申列花のみに四条種・六条種にては側・申列花に，小要・・

燕褻は小穂の第ユ小花のみに：，ライi萎にては1小穗2小花の内何れかに接種した．接種源には培養分生胞子を用

ひた．・　　．　・　　、　　　，　　　　．’　・噛・’．　　　．1』　・　・　　、．『　「－．　　　‘　．．．幽

＊　松E剣～ζ顯によつて昭和17年8月20日ライ喪より探！結しナこ菌核よb富樫が分L温し7；ものである覧．、
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第58衷　　i姿類に対するα．ρκηケ御θ6の寄生性

●

種類及び品樋；項目

イ1稗大ii磐

凝＼’

二二条・種

四条毬

六条毬

接極年月日 接種源

耳量．霧8＝

琢一 增

募・　銘＝

翼4，，銘＝

・耳・…　茎8＝

琢　碁8こ

．・‘

％��增A

・四条三

六条種

9

黛

－存

C4

261V｝’分

　　順応21VI．

23／M　分
2／VI・蜜分
　1
回分3ハ11i蜜分
3ハ「1．　分

4汐II蜜璽
5／VIi分
11VIi士分
珊蜜口分

20－　28／V
20－　41VI

20－
20－
20－
20一

　　　分
　　蜜分
29／V　　分

4／VI露分
25／V’　分

51VI蜜・分

　　　20－　181V
C5・’@20－　201V

Tゴ　　　θ20－　19八「

T2　　　20－　221V
T3　　　　20－　　22／V；

T露　　　20－　19（τ．

分
冊

接種花数

198
187
204
195

210
198
204
212

196
192
187
199

197
188

192
195
189
195

187
188

褻角数

153
141
151
140

124
125
ユ24
123

117
120
113
’128

148
139

112
121
121
119

116
110

寄生率

77．27
75．40

74．02
71。80

59．05
63．13
60．78

57．75

59．69
62。5

60。43

64．32

75。13

73．94

57．44

62．05
64．02
61．03

62．03

58．51

総アルカロ
イド含最

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0』

0
0

0
0
0
0

小

分
分
黒
黒

194

㎜214
228

45
52
51
51

ラ　　イ　　i変

§1

§・

18＝識｛蜜五分t

　　　　　分　120－　　31VI；

20一｝61VI陣分i

292
289
297
293

23．烈）1

20．551
23．83｝

22．37　1

　　！

0
0

0
0
0
0

燕
．’

猿p

は　ゆコ
　ニ、ギ』ン三♪

合・

会・

き

み・

A5・
ド、．，，，い、’”…・

茎8二黛｝辮㍉分

．20ン8『9／Vll二分・

㌫翻面分分

筆Hl染分
20－8－9八111　蜜　　分
20－9－10／VIl　　　　　　分

700
750
700
750
700
750
685
735
700
740

248　　　83．50
237　　　80．89

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
．0

0
0

’コ・・鋤囲分 704 艶・，． I－’3・・3gl・

揺考：一分とあるは培養分生胞：F，密分と’あるは蜜滴分生胞＝Fな示す．掌第1小花盛花朋、

　頂【契験結果’．

．災験結果は第．58表の通りである．・．．

・大凄（イ了俘大回・可変）・小褒・ライ蛮に何れも寄生を認める．ライ褻に寄生の認めらるΣは当然である．大要の寄生

率はヲィ蜘こ比し穂々低いξ．小褒の寄生率1さライ凄のそれに比すれば著しぐ低ヤ・．大i艶小凄の萎角痛がライi刻こ比

、レて発生少く置要覗されない理由は，上に示した如く　α，ρ醐ρ雛θαに対する先天的抵抗性そのものL大なる准と

開花習性によるものと思はれる．即ちライ凄の開二時聞が57．4－73．5分静であるに対して，．小凄のそれは20分響

巾　」永井戒三郎（180）〔19401＝實職作物親培各論⊥僅斥穀類篇p．294．

紳　PεRCIVAL騨」。（1921｝3The　whea～p1町1ε．　p．124；129．．，
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ヴド　

であ．闡蜴魔ﾌそれは著者によれぽ15－40分であり，，．ライi萎に比して短いのである．．

　寄藻率に於て，培養分生胞子と蜜灘北生胞子の差異は認φられない．　　　　　・

二二褒●搬眼て・α」伽・1∫・に鯉る胴じくご三脚条種’六条種より寄生率大であ碍は湘さ泌・、

先に述べ肉う如くド二二の四条種・六条衝こα．ρ吻μ7餌二二の発生は未だ報告されてるないのであるが，これら

に対して有俘：大褻に対すると略タ同程度の寄生性を有し：（みる事が証明され準わけで，ST谷GER（160）（16り（1900，03）はnl

for血菅（ライ萎を圏すC1．ρz卿〃7θα．のtypical　form）．は大萎（Gerste）を，BむcHoLTz（33）（1904）は有俘大変四条種

（亙』窃〃8〃2）を冒すことを言ってみるが，著者は岩を確認す多ものである．有種壷姿・課褒共に二条種の萎角に四条

種・六条種の三角より形態大である傾向が見られた．

　小変た対する寄生率は大変・ライ萎に比すれば余程低い．C1．・ρ〃ψ〃ノθ4に対する先天的抵抗性大なる毒を示すもの

である。Mc　FARエAND（1。8）（1921），　ST医GER（169）（1923）により小ii嬢まp1　form　lこより冒され多事を報じてみるが，著

者も之饗靱た桝賜る晶晶ρ高き’さ1ま盤に駕ラ倭の其縛匹敵すμ＝・長さに縦して鰍ぴ厚油
木であ多傾即が認弟ら・れた・　　．．．・　　　．．・・　　　　　　　　．　｝

　出品大虚・課褒・小面1ノ・マニン『クに生じた褻魯の色彩はRlpGwAY（141）のColor　stan4ards　Fよれ1鶉Light　Vi・

．m㏄鵬o坤一V三・・r・墜D・abrP・・k　Vi・acer・3D・ab－P呼g・ay興B・・噸一B1・・ki・h恥呵21で勘・．ライ

婆のもの（自然発生及び寄生的栽培褻角）と同ッ色彩である．

　燕蛮には何れにも寄生を認めない．従来燕婆の褒角に就ては，ANDERsoN　et　a1．（14）（1926），DoRPH・PETE良sEN（37）（19－

29），DuGEL脚（39）（ω’（1922・231繭・・剛駅‘帥’（1899・19撃）・S騨・臓（150｝（1929）・T烈咀（179λ（1923）・W榔u砕

・gN（195）（1911），　W・・IG賑（1田・U臼23）は9乙ρ・脚・・としr取扱つ恥る・．著者の磯（甲〉｝・キれば・ご乙μ脚・・

は総合種と見るべきであって，燕萎の場合はC’．勿ゆ’解4の他のbiological　formをなすべきであるか或は別種

（新種）をなすべきものであるかは検討を要すべき事項であると考へる獅．

　ハマニン昌クに対しても寄生性を有する．α．麓67ακ5・は小型・ライ姿ボ燕褒に寄生しない事は既に述べた．ハマニ

ンニクはα．配07α欝，α．μ〃ψ〃紹4両者の寄生を受ける事は注目される．

　以上によりライ褻変角菌C1．ρz〃ψ〃紹σは，有俘大罪・課変・小褻・ライ姿に寄生性を有する事を知った．然らばこ

れら獺に対するα．ρ・砂耀〃の寄生性と授粉との関係は如側であらうか．署者の実験によれば，何れに対しても，

寄生性と授粉とは無関係であって，授粉前及び授粉後に於て寄生可能である．然して何れも正常なる形態の三角であ．1

る．

　第二節　大多（郁妻大獅羅野）・小茎・ライ夢に冨生的栽培されたるα．1川η’ω超ω夢角の有効成分含量

　1　実験方法，

　定i性方法・定量方法共に第5章第3節のものと同様である．

ヰ実騰果（第’58表）
　寄生的栽培により有俘大上・裸変・小褒・ライ姿に形成されたるα．ρめψ～〃飢高角は接種源の如何1ヒ蘭せず何れも

ア・レカ．・・．イド疵明しない・能ふる限り検体量を燈となして題騨を脚・ア・・かイドを即しない恥観

した．文感染の時期及び授粉の有無に関せずアルカロイドを含有しない．尚此のα，μ〃ψz’7θα一菌株を以て前年（昭

和．19年）ラ伽こ寄生的栽培して得たる三角撫よ好心を発生せしめて・こ9子巽鞠こてライ萎嘩種油得

られた二二にもアルカロイドを証明し得なかった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　ハマ昌ンニクに寄生的栽培したるα．勿η〉π7θσ二二にもアルカロイドを含有しない．α．1吻7α〃sを以て三生

的栽培せるものは，ハマニンニクを三主とする場合には0．97年十1．124％，大霜（有俘大証・課肇）の其れには0．846－

0．987％の総アルカロイドが含有されて居り，之に対し01．ρz〃伽7印を母て宥生的栽培したるものは・・セニンニク

は勿論他の何れにもアルカロイドを含有しない．この事実は二三菌のアルカロイド含有性は菌の種類及び菌株に特有

のものであり，然して寄屋の如何に関係なぐ遺伝的に継承される裏を示すものである，

＊　装画の研究によればpl　fom　lま29麺の寄」三植物閉す．

＊＊　DUCI∬．LlER（39）〔1£22｝‘こよれば，アルゼリアでは〔αω’σψ51に口されれ燕蒙が小褒（hard　wheatl畑の中にあった揚合があるに拘ら1タ，小笈

　　には賓角iよ未ノご期られてるないといふ．　　　　　　　　　　　　　　　　・．　・、　　　　　　　　　　　　●

＊紳 @唱和19乎U944｝禦験・この蒙樫ニアルカロイドぱ合‘∫されてみなかった？・
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　熊谷（99）（1940），寺田・苗村（！81）（1941），’竹本（第5章第3節参顛）も本邦に於てライ．萎萎角苗C’．・ρ2砂職制を以

て寄生的裁培によりライ褻に徳たる萎角にはアルカロイドを含有しない事を認めてみる．嘗て大谷（136）（1928）はライ

萎凄角菌（瑞酉蘇及びシベリア産）を用ひてラィ凄に‘‘人工栽培”し萎角を発生させる1抑こは威功したが，化学的には

アルカロイドは陽性なるも壁皿少く（但し含且は明記してみない）生理的には殆ど共の反：応を認めなかった◎35）．又某

社農場に於ける審生的裁培ライ褻内角（昭和17年）もアルカロイド反応陰性であった．鳩田管もライ萎婆角菌’（欧洲

産及び満洲睦を‘‘人工接極”して鴛た町角がP・dimethylaminobenzaldehydeによる呈色反応陰性の甲州を得てど）る．．

外国に於てライ婆に自然黙坐したるα．ρf‘7μ〃8σ凄角の総アルカロイド含量は，TI｛OMPSON（1s！）（1930）｝こよれぽス

ペイン。ポルトガル産0．080－0．150％ロシア・ポーランド産0、0き6・一〇。075％でありg竹本（175）（1944）に1よれば

0，i14－0．300％，・B直K丘SY（22）U939）．によ飯ぽ0．025－0．4％であり，同じライ凄発生のC’．ρμ7ρ3〃即凄角にても

産地によリアルカロイドの種類及び含量を異にしてみる（156）．

1竹内・松岡・木田（170）（1942）によれば，満瀕産自然発生ライ鍛角には0．0534％’のアノレ勲ワブ』ド瑛含有されてみる

との事であるカ：，B重K虐SY（23）（1939）が個々の五角につき定量し．たる威績によれぽアルカゴイ．ドの含有されない褻角が

多数にあると言はれて居り，箸置の用ひた満洲産ライ褒萎角菌C1．ρκ7助ノ紹噛株のて分離前め、自然発生当時の苗核

のアルカ”イド含量は不明であるが，恐らくアルカロイ’ドは含有されてみなかったのではないかと考へられる．前述

の如く，本邦に於てライ褒を寄主とするライ褻姿角苗α．ρz〃伽ア昭の寄生的栽培ほ何れも威回してみないのであっ

て；使用蕾株の分離前（菌核）のアルカロイド含量に就ては何れも調kられてるない．以上の如ぐであるから，ライ婆

二二α・卿珈9寄生騨培撚す｝rほ・特｝ζ・．蚕種に使用する雌の鍛碗（菌核）の・・i・i・・1のアルカ▽’

イド含：肚を定回して，高含量のものを使用すべきであるボ・・．∴一・　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7章　　結．’『．論

　以．L詳細にわたって実験を進めて来たが，之を要約すれば家ρ如くである．

　CJ，1”070〃5婆角の有効成分含量は最も優れ，極めて優秀なる変角である．樺太に於て自然発生せるC1・」〃07α1’5

三角（総アンレヵ”イド含量1．162％）より分離しこの菌株の培養分生胞子を以てハマニンニクに寄生的栽培したる萎角

の総アルカ㌣イド含童は。．976－1．124％：であり，肖然発生のものに比し大差な認めなし1．翠子嚢胞子によりて寄隼

的裁培したる場合（1．084％）．も，培墾分生胞子による場合（toa7％）も発生したる姿角の総アル．カロイド含量に差異を

認めない．α．1”o〆。欝は大萎（有種大回・裸萎）に対しても寄生性を有して居り，寄生的栽培により大i饗に形成され

たるα，御。プα1齢丁丁ば，感染の時期，授粉の有無，及び接種源（子嚢二子・培二分生胞子）の如何に関せず著明にア

ルカロイドを含肴してみる．即ち附記の二三を以て大萎に寄生的栽培したるα，1〃。ア4川下角の総アンレカロイド含

量は0，846－O．987％であり，ハマニンニクに肖然発坐したる場合及びハマニンニ4に寄生的栽培したるC’．1〃07σ”5

三角の共れと三二を認めない．この事爽はα．〃’07σ’∫3の有効威分生成能力は，少ぐともorigina1の寄主植物たる

ハマニンニク，及び大褻を寄主植物とする限り自然発生・入門接種の如何に関係なく遺伝的であり，然してこの菌株

あ有効成分生成．ヒに及ぼす気候風土等外的条件の影響は極めて小で1ウ）り単に鉦脚下変異を与へるに過ぎない箏を示す

ζのである，之を要するにハマニンニク又は野蛮（二丁大門・裸姿）な門主としてα，漉。ノσ1’5町角の寄生的裁培ほ可　●

能である．寄生白樫培｝・当って1鞭脳撫紛二野（菌核）．め’・・igi・・1の働域分含量を定量しr高含ゴ辻のもの特

用するようにすべき’である．　’　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　．9　　’　」

　ハマニンニクを財主とする寄生的栽培は，必ず共の第1小花盛花期｝こ接種を行はねばならない．接極源に‘よ子i薗包

子叉はナ四分生一子を用ひて胞子浮遊液とな・し，接種液は最適酸・性度（PH　5、0）とする』包子密度1よ子弼包子の∫引子

座1個に対し液ユccの割合（接種液1mm3中300－600個），培捲分生胞子の場合は接種液1mm3中1，000π‘F・権撚1些

とする．倫聖旨分生胞子を接種源となす事も禺来る．接循法には浸潰法5くは噴霧法がよい」α．層酵∂〆6傭町角の臼三

岡並薯しき地に於ける自生のハマとンニクを寄主とする寄生的栽培は，接種液の酸性度が最重要のfactorで「あって，

最適酸陸度の接種液を以て寄生的栽培する時は自然発生の場合の寄生率より更に高率に於て萎角を発生ぜしめ得る．

勿論α．’”oアα1’5凄角Q発生無き処女地に於ける自生のハマニンニクを寄主として寄生的栽培する亦も可能である・

喰　鵯田玄彌：ツル冒シ，セイコノヨシ姫蛮角に就て〔要旨及姫蛮角の人ユ裁培の研究第1報｝昭自118年4月8日（1943）r｛木薬研餅恵岱講演．

　鴨lii玄彌3一角及蝦焚角人工栽培の研究〔第2報｝昭和21年4月27「｛（1946｝．「i本薬壌宙近畿例曾講演．
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C1σ〃’‘⑳5漉。ノσ傭KAWATANIによる三角の寄生的栽培に関する研究（其あ3） 20i

　ハマ轟ンニクは本邦に於ては，日本海側では鳥取県大谷地方以北太平洋側では千葉県長生郡（九十九里浜南白亀川）

以北に自生があり，特に東北地方（青森・岩手・秋田の諸県）方面及び北海道には莫大な自生がある．然しながら海浜三

物である為自生は面積ではなくして線であわ，又寄生的栽培をなすとするも海岸は潮風強ぐして褻角の落下し易い等

の不便があり且つ其の開花習性よりする・も実際にはハマニンニクの栽培そのものが考へられなくてはな一らないる伊藤

（76）（1939）は樺太に於て，ハマニンニクの飼料化に就て研究し極めて優良なる野草であるとの結論を得てみるが，爾

海岸を遠く離れたる砂質門内の試験畑にもよく生育し強靱なる地下茎ぽ地下の深膚に達し三三・炎暑にも耐へるから

適当なる耕作法を施す時は優良なる牧草となし得るであらうと言ってみる．著者が嘩太よわ当所圃場（埼玉県春日部

町）の試験畑（埴西暦士）に移檀栽培せるものは極めてよく生育繁茂し樺太自生地bものと何等異ならないめを認めた．

叉稔実もよく播種法，株分法によりて栽培容易である事も認められた．‘』加オ、るに，温暖なる気候は萎角（菌核）あ肥大

発育に好適であるから寄生的栽培は寧ろ労力の得られ易き温暖地に於て，栽培ハマ・ニンニクを寄主として行ふを得策

とするであら：う．一　・．　1　　　　一　　　　　　・　　　’　　∫．　一 　『　”E　　T’

　男姿（有意大悟・野守）を下主とするα．」蜘7σZ∫s憂角の寄生的栽培も可能である．但し品種によりて其の開穎性は

碧しぐ異なるから，開穎角度大であり開穎数多く且つ三三期間長く倒伏し難い晶種を択ぶべきである．著者はこれら

あ平平性等開花の特性た関して詳細なる観察を行った．’．　　　　　　　　　　　　．　　　．一1一’

　老i者が満洲産ライ萎萎角菌C1，ρ初ψ解明を以って大萎（有声大i塾稼i萎）・野卑・ライ萎に寄生的栽培したる褻角に

は，接種源の種類，感染の時期及び授粉の有無に関せずアルカロイドの含有を認め得なかった．（この菌株のoriginal

の有動成分含量は不明である．）従来本邦に於て行はれたライ変を寄主とするライ変姿角菌C1．’加η）μアθ4の寄生的栽

培は何れも成功してみないのであっ℃一その使用菌株の分離前（菌核）の0ゴgiロalの有効成分含量に就ては何れも調

べられてみない．自然発生のライ姿姿角（C1ゼρ％吻76σ）の総タルカロイド含量は，ハマニン三ク褻角（C1．〃’07α1’5）

に比して極めて少く，しかも個々の等角に就てはアルカロイドを含有してみないもの示多数にあると言はれてるるか

ら，ライ萎区報菌C1．ρz〃ψμ7ρσの寄生的栽培をなすに1ま特に，使用菌株の分離前（菌核）の’ori廊na1の有効成分含

量を定量し共の含有を確認して，幽趣、る限り高含量のものを無性繁殖して使用せねばならない．

　ライ褒はチ、’畔ンニクに…欠いで開丁零聞長く且つ開平角度も大であり寄生的栽培をなすには極めて有利な作物であ

るから，ライ竣に寄生性を有するライ婆憂角菌以外のC1．似，ψ曜8σのbiol。gicai　form又はspeci｛溶を見出す方向

に餅究を進める事は意義がある．勿論有効域分含量高き事を以て第一条件とせねばならない．

　　　　』一　　　　　　　　 第8章摘　’要「『’　　　　・

噛1　結‘論’
黒門は，一方に於て野晒ライ変の下肥であって禾灘伊上判型牡簸温帯て滴が・他方に於て

は隅角は重要なる医薬品であう．

　卸　婆角の医薬晶，≧ししての重要性，》．

昧開方に識諌てる骨角（α・吻・．ρ岬・…（F琴）恥弊・N・）はライ幽こ姓噛ものであってタ’本

穿画鋲購ぎ上鎌多量に輸入し来ら漁である．然るに今回2雄界大回入によ？て輸入鰍絶し’卿て

甲内生脚必要に迫られた・　　．　　　層　　　　　　唱1．
　2．研究史
　これが解決の方法として人工培養及び寄生幽栽培による2方法が考へられるめであり，著者はこ塾らに？いて先

人の研究め跡を回顧した．

　3．本研究の端野及び其の経過．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　．　　　　　　，’
本邦｝。甦ある蒜科植物病・…1・燃発蛭諮角（C1．」夢’…1’・K・W・・A・1）はう楼踊｝・肌大き

さ．麗鞭て若干魔醜あるカ・，羅軸作脚・暦齢含血に於ては遙かに優るもの興り幽趣亦極め
て容易である．依って齢はα．κ’。，跳（ハマニンニクi萎角菌）の雛的灘・よ姓産εた麟触以て・従来

輸不四角に鰭嘗めん馳企図して騨究を行ったものである・　』．’　』1　　　’
8．．・　　・，．ゼ　・　　　　　　　・．一・・1　　　・・・　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　・・　　　’　　　　　　　　　・　　・…　　　　　　r　・　　’　　　　　　　　　・　”　‘・　　　　　’

■
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　IIハマ昌ン昌ク夢角菌σ～卿εCθ2，8砒ω’α～ε8　KAWATAN1

　ハマニンニクに凄角の発生する事あるは古くより知られα．伽ア餌7θ4に由るものとして取扱ばれ来った；著者は

本邦産ハマニンニクに寄生する凄角苗に就て精査したる結果，形態学的性質（子姻包子・分生胞子の大きさ，菌榎の色

彩・形態）拉に寄生釣性質によりて之を新講となすを適当と認めて，C’．1f’oプα漉KAWATANIと命名した（1944）．

　1．ハマニン昌ク凄角抵（C’．　」ゴ’oアσ1’3）の形態

　　（1）蜜蝋（Honey　dew；Honigtau》の牲状について詳細なる観察を行？た．．蜜滴は昼間も夜間も分泌されるが夜

　間の方が分泌署しい．従って因島を最もよく認め得る時刻ほ午前6時一8時の頃で1ある．分泌旺盛で，大きく滴

　1伏をなして分泌する小花には概して大きい迎角を形i成する傾向を認める．．　　　　　　　　　　　　．．

　　（2）蜜滴申に薦糖。葡萄塘・架：糖・i変芽踏の存在iを認めた．　　　　　　　　　　　　・，　　　　　　．　’

　　（3）箪滴分泌の認められし初期に於ては，PH　4．2－4．4を示すが」斯次PH値増加し褻六体の漸く認めらる工

　頃に至れば5。0－5．2を示す．頭角の形成後に認められる蜜滴（分泌後期に認めらる工蜜滴）のPHは5．4－5．8で

　あった．

　　（4）幽霊分泌の認められし初期に於ては1mm3申の分生胞子・数ほ200，000－2，00q，000個であるが．漸衣増加

　し，1－5日にして1，000，000－5，300，000個程度となり共の伎は漸弐減少する．三角形成後に認められる俗心申

　には非常に少く，10，000一ユ00，000個程度であり，糖分も少く，分生胞子には屡々発芽せるものがあった．

　　（5）蜜滴の分泌持続日数，・接極後指滴を分泌するに至る迄の日数に就き，樺太（新間）・青森（百石）。当所圃場（埼

．王県春日部町）に於丁詳稗なる観察を行ρな．・

　　li）分戯曲晦は湘部に於碗威績i二，よれば，1－19日，6財擶のもの最も多く（モード）・平均6・38・

　0．232日であった．暖地にては概して；分泌持続日数の長い傾向が認められる．

　　（il）接毬後蜜滴を分泌するに至る迄の日数1よ春日部に於ける成齪によれ1ま，8－20日，10日のもの最も多く

　（モード），平均11．26土0，129日であった．

　　（6）誠顔分泌を経過して題画を形成するを普通とするが，必ずしもさうで住い場合がある．

　　（7）分生胞子は無色，卵惰円形なるを普通とし，長さ3．1－18．5μ，幅2．3－7．1μである．内部に小油滴を含

　む．然して屡々大油滴を両極性に有してみる．分生胞子の大きさは蜜滴の渡度によりかなりの停縮がある・

　　（8）接種後点角（菌核）の発生するに至る迄の口数は，春日部に於ける成績によれば，16－28．日，ユ8貝のもの最

　も多く（モード），平均19。45±0．187日であった，然して姿角の成熟には接極後30－40日を要する．自然発生の

　三角の域熟時期は（ハマニンニクの開花期に従ひ），北海道にては6月下旬一7月下旬，樺太にては7月下旬一8月

　下旬の頭である．

　　（9）放熟したる梯総出自然発生姿角の大きさの平均値は吹の如くである．長径7．40土0．079mm，幅径1．85±

　0．013mm，置戸17．28±0．416mg．

　　（10）凄角（菌核）は大型，円筒形にして細長く丸昧を帯び多少簿嚇することあり，一般に頂鵡に向って漸細し又は

　尖頭をなし，基面は：丸昧を帯びるを：普通とする，表面は平濃であり，横裂は一般に存在せず，縦溝は普通之を欠く

　か3くは極めて浅い．表面の色彩は褐紫色3くは黒褐色な呈し特有なる色彩を呈してみる．内部は淡赤褐色の皮部と帯

　淡紫白色の髄部とを区別し得る．面角表面の平滑・面心といふ性質ほSphacelia期に産成された分生胞子の残存附

　着6問題と相鴎がある．C1．1〃ゴβ〃3画角表面と）平滑美麗なる事は本苗の分生口子烏成の能力が他種に比し劣る事

　に基くものである．

　　（11）予め水にて膨潤せしめたる獅1ま郷処理にζり鱗解を増加する・

　ハマニンニク萎角の生命は1年である．変角の発芽を効果的に行ふには置床前表面消嘩を行って雑蘭の発生をな

　くする方法をとらねばならない．

　　（12）子座球は初め藁色乃至淡黄褐色であるが，後次第に肉色又は赤福色となり遂に褐紫色3くば晴紫色となる．子

　藤敷ほ子座球の全面に埋没すζ．子嚢は細長ぐ円筒状をなし申に8個の子嚢抱子を敵する．子総括子は極めて細長

　く：糸状ななし，無色にして｝湖包，長さ65－140μ，幅・0．4－1．2μである．

　2．ハマニンニク褻角苗（CJ．　1ゴ’07α’∫ε）の生態

　ハマニンニクに凄角自然発生多きは北海道北部・樺太にして，樺太にては各地より蒐集し簿る状態である．樺太（新
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問）に穿ては1時間当り7－33gを採集する事が可能であったから発生多ぎ地方にては1日採集量とし」亡100急500

茗を挙げ得るものと考タら誇る．1’（　「“　・・’州

　（1）一般に冬期厳寒にして，開花期湿潤であり目照少き時褒角発生が著し1い・叉，ハマニシニク群落地の地表面

　の乾燥せるよわは湿潤なる時舞曲が著むい．これらの条件は褻角の発芽を容易ならしめ胞子の伝播に好適である．

　（2）樺太に於ては，ハマニンニク凄角の発生は著明であるが，本邦本州には稀である，これは，樺太めハ哩儀ン

　ニク自生地に於てはハマニンニク・は非常によく繋薄し年々腐朽したる葉は厚く地表面に堆積し砂表面奪軍出ナる；事

　少く，よく湿潤状態に保たれる．之に反し本州のハマニンニク自生せる海岸は一般に砂浜をなし砂表面を露出して

　砂は乾燥して居り，強き潮風によりて砂を移動し，若し三角発生ありと仮定するも，ハマ昌ンニク穗を離れで砂上

に落下したる菌核を埋没し去りて寄生を完うする事が無い．樺太は冬期寒さ厳しぐ，．春期。夏期は本邦本州｝ζ比し湿

度高く，日照少く，褒角発生に好適してみる，

　（3）樺太（新間）に於けるα．潅07σ傭三角の寄生状況につき詳細なう調査を行った結果は衣の如くである．

　　（i）発生多き地方にては90％以上のハマニンニク個体だ頭角韮生ポある．然して発生多ぎ地方にてもハマニ

　シニク自生地一面に一様に発生する事無く，場所により疎密がある．

　　（ii）1穂当り発生の高角個数は1－96にして，1「10個発生のものが殆ど半数を占めてみる．1穗当り発生の

大三角個数は1－37にして，1－5個発生のものが殆ど半数を占めてみる．

　　（iii）』穂の部位別の寄生率は，穗の項部1／3が最も高い傾向が見られ，．h部ユ／3と下部1／3との聞には差異を認

　めない．　　　　牝

　　（iv）発生萎角総個数の内，盤景角（長径7mm，幅径1，5mm以上のもめ）は亦婆角・（長径7mm，幅径1．5mm未

満のもの）より発生思置少し（大斜角を100とすれぼ小心角は106－140程度である）．

　　（v）犀角ほ第ゴ小花に発生する事最も多く，小穂先端の小花に至るに従ひ漸減する．　　　　　　　　　　　＼

大熱角の発生に就ても褒角の場合と同様であるが，第1小花に発生する事端に多く大岡角の過半は第1．小花に発

生する，ノJ・凄角は第1・第2・第3小花に何れも発生多く，就申第2』小花に最も多く発生する．

　　（vi）木姿角の平均1個体重量は，第1小花のもの最喝重く，小穂先端の小花に至るに従ひ漸減する．

　　（ヤii）題詞位置｝こよる100小花当『り発生の大褒角重量は第r小花のもの最も多く，小穗先端の小花に至るに従

　ひ溜減する、．　　．　・・　　’：　　　　　　．　 『一’@「』∴　　　「　1　　

1’』 iviii）発生婆角総軍量の内，大鎌角¢占むる割合は70　L　80％である．：’”幽　　　’　　』　「　・’

　　（ix）葱花位置による寄生率は第1小花最も高く，小口先端の小花に至るに従ひ漸減する．

　　（x）着花位置による大褒角発生率は第1小花最も高く，小穂先端の小花に至るに従ひ漸減する．嚇　一’

　　（xi）碧花位置による小誌角発生率は第1・第2・第3小花のもの何れも高く，就申第2小花めものが最も高い．

3．ハマニンニク褻角菌（C1．碗07σ〃ε）の寄生時期

昭和17年（1942）7月一8月，樺太（新間）に以て行った実験である．　　　　　　　　，　　　　一　　’、

　『．（1）寄生はハマニンニクの開花期間中｝こ起る．　　　　‘　　1　　　「』：－‘’　一　　．　　　「‘　、　　馳‘∵

　　（2）寄生は第1小花盛花期に於て過半数が起り，以後開花の進行と共に（寄生の機会の長くなるに応じて）寄生は

増加する．

　　（3）発生褒角重量は1開花の進行と共に（寄生の機会の長くなるに応じて）増加する傾向が認められるけれどもそ

の増加率は少く，第’1小花盛花期にのみ寄生の機会ありて発生せる褒角重量と，開花全期間を通じて寄生の機会

ありしものとの差は僅少である．．　　　　　　　　　　’　　　．　魑1．　　　　　　　，

　〈4）大萎角発生率に就でも（3）と同様であ鱈欄花の進行と共に寄生の機会の長いもの出典齢する傾向が認めら

れるのであるが，第1小花盛花期にのみ寄生の機会ありしものと，全開花期間を通じて寄生の機会あケしものと

の差は僅少である．　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　’　　　，　　　　　　一・

　　（5）第ユ小花盛花期にのみ寄生の機会ありしも¢》は，全開花期間を通じて寄生の機会ありしものに比し（一般に

寄生の機会が葱花の初期に限られて短きもの程），　　　．　　　　　ρ

　　（i）冒発生総萎角数（重量）の内大三角数（重量、の占める割合が大となる、

　㈹　褒角平均ユ個体重量及び大凄角平均1団体重量が大である．特に第1小花に発生する大褻角のみに就て
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の平均1個体重量が大である…　　　　　　　　　　　．　　　　　㌧！．
　　（iii）100小花当り発生大瓶角瓢が多い．特に第1小花のみに就ての100小花当りの発生大婆角軍立が多い二

　　（i・）第1小花の磁路生感力：高し・．　　：　　　　　　　　・．　．
（6）第1小花盛花期にのみ寄生の機会ありしものも，全開花期聞を通じて寄生の機会ありしものも（寄生の機会

　の長短に関係なく），　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　．、

　　（i）．第ユ小花に凄角発生個数（軍量）最も多く，小穂先端の小花に至るに従ひ漸減する．

　　大鯛角の場合も同様である．　　　　　　　　．　　　　　　　ド　．　　　　．　　・．　　：

　　（ii）第1小花の大変角平均1個体既最も大にして小穂先端の小花に至るに従ひ漸減する．

　　（iii）第1小花の窃生率最も高く，小穂先端の小花に至るに従ひ漸減する．

　　大運角発生率に就ても同様である．

4．ハてニンニク萎角苗（C’，　1”07σ1f3）胞子の伝播．

　　（1＞子亜炮子の伝播は風による伝播が主たるものと考へられる．

　　（2）樺太（新田），青森（百石）に於ける観察によれぽ，分生胞子による自然寄生は殆ど認められない．

・・ hII　ハマ昌ン呂クE～〃”四偲7’80π櫓腰R1凡　　　　　　　　　　、　　　　　　　　一

　1・一般性状　　　　　　　．　　　　　　　　　　，「　’

て1）ハマニンニクはイネ科に属する多年生草本であって，樺太，千島，北海道，本州に於てほ青森・居手・秋田の諸

県に塒に多く，南に行くに従ひ少くなる．然して大平洋側に於ては千葉県長生郡（九十九』亘浜南白亀川以北），日本

海側では鳥取県大谷地方がその南限と考へられる，　　　　　’　　　ぺ

　（2）一・般に海岸砂地に大群落を形成する事多く，海岸線に近き河口・湿潤地にも生ずる．10m2内の出穂数は35－

100本である．然して同一群落内に於ては海岸線に偏りて密生する傾向がある．自生は一般に海岸腺より30mを

　限魔とし内陸には自生を見ない．　　　　　　　　　　　　・

　（3）ノ・マニン昌クの形態に関する詳細なる研究を行った．

2．開　花

　（1）1穂の開花期聞ほ7－12田こして，・花穗の申央部より稽々上部の節の第1小花よ’り開花し初め，次窮に上下

　の節の第1小花に及ぶ．各纏め第1小花の過半を開花して第1ノ」・花盛花期たらんとする頃第2小花開花し始む．

　以下第3小花．第4小花；…の㎜こ開花しレ花癒の上部及び下部の節の小商最先端の小花を以て花穂全小花の開

　花を絡る．　　　　　　　　　　　　　　　　・　層　　　　　’』

　（2）1穂の開花を日別に見れば，錆‘1・第『2小花を主として開花する日及び第2・第3小花を主として開花する日

　が特に顕官でおる。　　　　　ジ　　　　・㌦

　（3）開花は概ね午前9時より午後6時迄にして，朋花最も多きは午前11時より午後2時迄である．夜間は開

　直しない．

　（4）1小花の開花時間は120一一240分にして150－210分を普通とする．開花はr回限りである．開願角度は20

’一 R5。，平均23L25『である1”　　　　　　　「

　（5）花穂に人工刺戟を加へる時は開花期に近き小花を人為的に開花せしめる事が出来る．入為的に開花せしめ得る

　は午前8時一午後6時30分頃迄にして，最も鋭敏なるは午前，10時一午後3時の頃である．

　（6）’群落としての開花時期は東北地方（青森・岩手・秋田）方面にては5月F旬である．』樺太にては6月下句より7

　月下句に亘る．即ち6月下旬最暖部たる西海岸南部・本紀方面より開花始り西海岸を北進し，（6月下旬＝一7月上伺）

　亜庭藤一帯，昏々遅れて束海岸地方開花し，漸次北進して新間の7月ド旬開花を最も遅しとする・ユ｛（海岸にて新

　閃以北の多来加湾一一帯・オホーツク海沿岸地方（旧国境線迄）は7月下旬開花し，‘西海岸中部（旧真岡支庁4ヒ半・旧泊

　居支庁南半）地方は・7月上伺一申旬，西海岸北部（旧泊居支庁北半地方）は7月申旬一下旬β月花する．　 櫓

．北海道にては．5月下旬より7月上旬に亘る．即ち5月下旬翻印部たる西南部（日本海側浜益と太平洋側襟裳岬と

　を劃する線の西側を西南部と言ひその東側を東北部と称する）渡島半島方面先づ開花し，漸爽北進して6月中旬…

　下句棄北部の日本海沿糊肪及び太平洋沿岸地方開花し，東北部の隈室湾一帯及びオホーツク汕チ沿岸地方の6月下

　旬一・7月上旬開花を最終とする．爾樺太（新閥）より当所圃場（埼玉県春日部町）に移植栽培したものは．4月下旬一



No．69 C伽∫o砂31”oノα〃sKAWATAMによる萎角の寄生的栽培に関する研究（其の3） 205

5月上旬開花する．

（7）1群落の開花期間は14－23日である．群落の開花にても；多数開花ある日，．「極く少数の開花ある日乃至全然

開花無き日の存在する事個体観察に於ける場合と同様である；　　　．　’”．　＼、

（8）1群落の開花に気象的条件に支配される事多く，晴天にして日照あり気温高き日には多数の開花あるも；曇天

層にして日照無く気温低き：日は開花は少ぎか又は開花しない．

（9）1群落の開花は，開花多き日と難も1日申絶えず連続して開花するに非ずして，或時刻に1群落ら斉た開花

する傾向がある．：気象的条件の変化が衝撃をなすものと考へられる．

3．稔　　実

（1）稔実率は自生地の位：置・環覧により著しく異なる．着花位置による稔実率は第1小花最も高く，小穂先端の小

花に至るに従ひ漸減する．

（2）野花位置による小花数比率・穎果数比率は第1小花最も高く，小穂先端の小花に至るに従ひ漸減する．

（3）C1．〃’oアα欝の寄生ある場合にても，第1小花に小花数・穎果数最も多く稔実亦最も良好にして，’・小穗先端の

小花に至るに従ひ漸減する．　　　　　　’　　・　　　　　　．　『

（4）C1，醒07σ〃3の寄生によりて稔実率を低下し不稔実率を増加する．．・

（5）C1．漉07σ傭寄生に「よりて種子量を減ずる．　　　　・　　　：　　’髄　　　　　　　　　’「「

IV　ハマ呂ン昌クを一封とするα．砒02’α旛胃角の罰生的栽培鳳　　’

1．接種源の造成　　’　　　．　，　∵

子嚢胞子，分生胞子（蜜持分生胞子・培養分生胞子・貯藏分生胞子），及び菌核を接種源とする3方法がある．．

（1）　子嚢胞子1

菌核を低温処理して入工発芽せしめたる子座の頭部を乳鉢中に二水を加えて破砕し子嚢胞子を浮遊せしめ所定の胞

子密度とする．　　　　　　　　　　「　ぜぺ’

（2）分生胞子　　　　　　　・　　　　　㌧

　①・雲門分生胞子　　　　　　　　　　　　　『　　た　　

　蜜滴発生せるハマニンニク花穂を切り回り蒸溜水（又は井水）中にて激しく振鍛し分生胞子を浮遊せしめ所定の抱

　子密度とする．1この為に開花早き地方に於て二二を採集するか又は入工接種によりて発生せる三二を使用するの

　である．　●

　（ii）培養分生胞子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲”

　SCHMIDT四天培養基に培養したるものを用オ、♂

　（iii）貯藏分生胞子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘辱『　　一

’・ O年（昭和・17年8月）発生せる蜜滴を濾紙に吸収せしめ乾燥状態に保存し置き，翌年（昭和18年：5月）及び翌

　々年（昭和19年5月）取出して，．この濾紙片を現鉢中に二水を加えて擬搾破砕して分生胞子の浮遊液とする、

（3）　　菌　　　　榎　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　’『　’

1：（i）低温処理を施したる菌核そのものを撒布する．　　　『　∴　　「』　．

　てii）幽発芽しつエある菌核を撒布する．　　　　　　　　’　　　　”　唱、．．．　　　　国、　　　　　　．

　（iii）将に発芽せんとする菌核を破砕し浮遊液とする．　　　　　　　．・　’r　　．　　一：　ll

　（iv）’子座を取除きたる菌核を破砕し浮遊液とする・．・　　「・　　1ジ　　響巳　　　．　』’

　（v）処理置床せるも発芽せざる菌核を破砕し浮遊液とする．　　．　　　．：．『、1・『．　　　　＾

　（vi）菌核を破砕し浮遊液となし之に糖類・ヘデロキシン等を添加する．　　　｝　　：，　へ

　（vii）西部を除きたる菌核を破砕し浮遊液とする．　　　　　　　　　　』』，・．　　　’＼’　，∵

2，接種法の種類　’　　　　　　．一』“’　　「・，

（1）注入法・浸漬法・塗抹法・噴霧法・撒布法により，第1小花盛花期に接種し各々を比較した．

（2）注入法　接種液を門門内部の空聞に丁寧に注入する．この目的に注射器を使用した．』

（3）浸潰法　接種液．150ζ200㏄を円筒状ガラス管に充しこの中に三徳を浸漬する．この目的に直径4cm長径

35cmの円筒状ガラス管を使用した．
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　（4）塗抹法接種液を小話に含ましめ注意して子房に塗抹する．

　（5）噴霧法　接極液を噴霧器によりて二三となし接種するド

　（6）撒布法　発芽申の菌核を地面に撒布する（W1（3）（ii）参照）。

　　突’験結果　　　　　　　　、　　　　・　　　　「　　　　　　　』　　・　　層　脚h

　（1）寄生率は注入法最も高く塗沫法之に弐ぐ．注入小花数少きもの二大四角発生率高く，100小花当り発生凄角

｝雌多く，萎角平均．1個体一大である．　　　’　　　　　　　　‘　．　　　　　　　　曜『

　（2）噴霧法・浸漬法ほ略々同心高の寄生率を示した．　　、　　　　　　㌧　　¶1　　　　　　『　’

　（3）　撒布法により寄生を認め縄なかった．

　（4）接樋躁作の労力の点より見れば，噴霧法話も優れ，浸潰法之に次ぐ．両者は実用に供1し褐る方法マある．注

　入法・漁抹法は労力を多く要する．

　3．　接種時づ切と寄生率　　　　　　　・、　　　　　　　　㍉

・“ﾚ腫時期と寄生との関係を究めんとして，開花前（2目レ第1小花盛花期・第3小花盛花期に接種源（了嚢胞子・培

養分生胞子），接種予揃（TSCHERMAKの刺戟），接種法（注入・三三）を異にして接極した・　　　　　　　　　　　．

　（1）開花前（2日）に接種するも寄生無し（浸潰法）．　，　　　　　　　　　　　　　　1門・

　（2）第1小花盛花湖（第1小才ε）の寄生率は第3小花盛花期（第3小花）の共れよりも高い．

　③　分生胞子を接極源とする方，子嚢胞子の場合より寄生率が高い．

（4）TSCHERM照の刺戟によりて人為的に開花数を増加せしめ鴛べき時‘ま之によりて寄生率を増加・飢め得る（浸

　潰法）．　’　　　，　．　　　　　　　　　、

　4。接種時期と発生褻角重量

　U）子嚢胞子を接種源とする方，分生胞子の場合よりも発生褒旧藩が多い．　　、　　　＝

　（2）子三三子左接種源とする方，分生胞子の場合より大姿角の発生が多い．

　（3）分生胞子を接種源とする方，子嚢胞子の場合より小山門の発生が多い．

　（4）TSCHERMAKの刺戟によりて入為朗に開花数を増加せしめ得べき時は之によりて発生萎角重量を増加する（浸

　憲法）．　　　，　　　　　　・　1　　　　　　　　　．　・　．　　　　’　　一

　（5）第1小花盛花期（窮1小花）の100小花当り発生褒角電量ば第3小花盛花期（第3小花）の共れよりも大で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　ある．

　5．接極源としての胞子の密産

　（1）分生胞子にては1mm3中11．6個以上に於て寄生を認め，116個以上に℃大三角め発生を認めた．1mm3中

　11．6個にては小変角の発生のみに止った．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　．・

　（2）著者は寄生的栽培をなすに当り分生胞子の場合にてほ接極液1加m3中1，000個，子嚢胞子の場合にては子

　座1．個に対し液1ccの割合（接毬液11nm3申に：300「600個）．を標準とした．’

　6，胞子浮遊液の酸性匿

　（1）PH　4，0，5，0，6．0，7．0，8．0，8．5の緩衝液中に胞子（子喪抱rF・培養分生胞子）を浮遊せしめ接禰を行った．

　（2）子嚢胞子・分生胞子共にPH　4．0－8．5迄何れも寄生がある，然して酸性強き方寄生率の高い傾向が認められ，

　PH　5。0に於て寄生率が最も高い，

　③　晶晶角ほ，子嚢副子・の場合にてはPH　4．0－8．5迄何れも発生があり，PH　5．0に於て最も発生が多い．分

　生胞子の場合はPH　5．0のみに発生を見たるに過ぎ加・．

　（4）同酸性慶の場合に於ては分生胞子の場合の方，子嚢胞子よりも寄生率は高いけれども，大婆角の発生殆ど無

　く，小隊角の発生を主とする．

　（5）発生姿角重量は寄生率の傾向と概ね平行しPH　5．0に於て最も多い．

　（6）子嚢胞子によれるPH　5．0の場合は全試験区を通じて発生電量最も多く，二丁平均1個体電量最も大である．

　（7）皿1（3）に述べた如く，自然発生の場合蜜滴分泌初期のPHほ4：2一一4鴻であり，漸吹PH値増加し萎角

　体の漸く認めらる日頃に至ればP宜5．0752を示す事実と併せ考ふる時三昧深いものがある，，

　7．巽分等添加せる胞子浮遊液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　．　　　　　　　　で　　’　・

●

●
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　（1）糖類添加の寄生率に及ぼす影響は明瞭を欠ぐ．

　（2）ベテロキシンの効果は認められなし・，

’8．貯領分生胞≠を接種源とする場合

　貯一分生胞子は接種源として用ひ刈る．蜜滴分生胞子は室温に於て乾燥状態にては，翌々年目のハぐニンニクの開

花時期迄少くも2回越冬せしめ得る．　　　　　　　　　　　　　“’

　9♂菌核を接種源とする場合（W1（3）参照）

　U、菌核を接種源として用ふるも寄生を認めない，処漣置床せるも発芽せざる菌核を用ひたる場合蜜滴発生穗1

　を認めたるのみである．

　（2）菌核を撒布する方法の内，（i）低温処理を施したる菌核を撒布する方法r（ii）発芽しつ髭ある終曲を撒布す

　る方法の2者は自生地の状況によりては用ひて好成績を挙げ得るであらう．

10．樺太（新間）に於ける寄生的栽培実験

　α・」蜘7α儒曲角の自然発生著しき地に於て自生のハマニンニグを寄主とする寄生的栽培は，接種液のPHが最

重要のfactorであって，最適のPHの接種液を以て寄生的栽培する時は自然発生の場合の寄生率より更に高率に於

て萎角を発生せしめ鴛る．

　11．寄生的栽培萎角の形態と薬理作用蛇に有効成分含量

　（1）　子嚢抱子にて接種したるものは，青森（百石）及び秋田（船越）の場合共に，長径・幅径・重量に発て自然発生の

　ものに比し差異を認めない．培萎分生胞子（船越の場合）にて接種のものは自然発生のものに比し形態小である．然

　るに当所圃場にて培養分生胞子にて接種したるものは，菌核の発育よぐ自然発生のものに比し遜色ない結果を示し

　た．これは菌榎の肥大生長期聞申気候的条件特に温度の温暖なりしによるもの工如ぐ考へられる．

　（2）寄生的栽培により発生したる大姿角に就てに，・接種源として用ひたる胞子の種類の如何に拘らず，自然発生

のもρに比し遜色は無い・　．　　　、　　　　．1　　’　1
　（3、樺太（新問）｝こ於ける自然発生褒角（総アルカロイド含量1。162％）より分離しこの菌株の培墾分生胞子を以て

　ハマニンニクに寄生的栽培したる変角の総アルカロイド含量は0．976－1．124％であって，自然発生のものに比し

　大差を認めない．又，子嚢三子によりて寄生的栽培したる場合（1．084％）も，培養分生胞子による場合（1．067％）も

　発生したる褻角の総アルカロイド含益に差異を認めない．

　（4）ハマニンニクを生誕とするC1．1〃07σ〃5褻角の寄生的栽培は可能である．

　V．墾類を嵜主とするα．配ω’α1’5蓼：角の嵜生的栽培　　　　　　　　　　　　　’　一

　1．褒類に対するC1．漉07σ欝の寄生性と其の寄生的訴訟．

　（1）α．1吻7σ傭は有戸大々（二条直頭極・垂亜種，四条種，六条種），狸変（二条種，四条種，六条種）に対して

　寄生性を有する．然して小面（普通小婆），ライ褒，燕嬰（普通種，片三種，・課燕褒）には寄生しない．

　（2），大政（有至大婆・狸姿）に対する寄生率は，二条種の場合は四条種・六条種の場合上りも寄生率が高い．然して

　大綬に対するC1．漉。ノα〃∫の寄生性は対照区たるハマニンニクに対する其れに比すれば著しく小である．

　（3）大畑に発生したるα」∫≠oγα」∫s褒角の大きさは長径5．0－18．2月目，幅径1，2－3．Omm，重量10右661ngで

　ある．二条種のものは四条種・六条種のものに比し形態大である傾向が見られる．又線褻の婆角は三三大褻の其れ

　に比し形態帯売血である傾向が見られる．

　（4）大晦に対するα，翫07σ1みの寄生性は共の授猛の有無に無関係である．即ち，α．配。プα傭は開花前（授粉

　前）2・一3日に於ても寄生性を有する．然して共の寄生率は開花当日のものに比し稽々低い．又開花後（授粉後）1

　日・2日・3日に於ても寄生性を有する．然して授粉後日数を経過するに従ひ寄生率を低下する傾向がある．

　（5）大変は開花に際して開写するや否やに就ては学者により其の説区々たるものあるに鑑み，著者は之に就て再

　観察を行ひ，大姿の開花の際に於ける開穎性と寄生的栽培との関係に就て考察を行った．

　2。自然状態に於て大錦（有俘大i嬰・課変）に対するC1，〃’07σ傭の寄生性

樺太・北海道に栽培され’る大照あ開花期は，共地方め海岸に自生するハマ三ンニクの其れと相合致する期聞があるから，

海岸近くに救培される大婆は共の品種及び栽培地の状況の如何によりてα．’伽廊に感染の可能i生が存在する．

　3．大峰（有穏大指・裸萎）に寄生的栽培されたるα．配。アα榔凄角の有効成分含量　　　　　　’
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　（1）寄生的裁培により大回に形成されたるα．」〃07αだs褻角は感染の時期及び授粉◎有無に関せず著明にアルカ

　ロイドな証明する．又接種源の如何に聞せず署明にアルカロイドを証明する．然して寄生的栽培により大姿に形成

　せられたるC’．」〃。プα”3酸角の総アルカロイド含最（0．846－0．987％）は，自然発生（1．162％）により又は寄生的栽

　培（0．976・一1．124％）によりハマニン昌クに得られたるC’．1f’07α’f5萎角の共れに大差無く，皿つ外国に於てライ

婆に自然発生したるC1．ρ〃ψ1’〃σ正角の共れ（0．036－0．150％）より著しぐ遍かに大である．

　（2）大饗を寄主とするα，1〃。アα欝婆角の窃生的栽壇は可能である．

　VI　蓼顕を局主とナるα．2ηεr2耀1■α‘茎角の寄生的栽培

　災験に用ひたC1，ρ2’吻‘7紹は満洲産ライ竣に自然発生したものより分離したものである．

　1．萎類に対す’るα．加吻‘7即の審生性と共の四生的栽培

　　（1）α，ρ〃7ψ〃76αは大萎（有種大萎・課萎），小凄（普通小変），ライ褻に対し將生性を有する．燕姿には寄生しない．

　　（2）α，ρκ2ψμ7館ほ有群大萎（二条直回暦・垂頭種，四条踵，六条種）に対し寄生性を有する．課変にてもこ条

　麺，四条種，六条種に対し寄生性を有する事は著者により初めて実験的に証明された．

　：（3）大萎（有穣大褻・課変）に対する寄生率は，二条種の場合は四条極。六条種の場合よりも寄生率が高く，発生

　凄角も大である傾向がある．

　　（4）小萎に対する寄生率はライ凄・大褻に比すれば著しく小である．小国に発生したる褒角は重量に於てライ憂

　の共れに匹敵するが，・長さに比して幅・厚みが大である傾向がある．

　　（5）α，ρε〃ψ2‘7θσは燕萎（普通種・片穂種・課燕褻）には寄生しない．従来より燕褻の萎角はα．ρ雛ρ艀面とし

　て扱はれてるるが，α．，餌アρ～’78α・め他のbiological　form’をなすべきか或は別毬（新腫）をなすべき’ものであるか

　は検討を要する冴噸である．

　　（6）大萎・1J、姿・ライ萎に対するα．ρ2’7ρ1〃θσの寄生性は共の授粉の有無に無関係である．即ちCJ．ρz‘アρz〃8σ

　は授粉前2－3日に於ても，授粉後1日・2日・3日に絶ても寄生性を有する．然して何れも正常なる形態の蛮角

　である．　　＿．　　　　　　　　　　　　　　　　1P　　　　　．　　　噂

　2．大萎（有狸大蛮・理萎），小萎，ライ変に寄生的栽培されたるα．ρ岬ρ雛印萎角の有効成分含量

　　（1）寄生的栽培により大部・小球・ライ婆に形成されたるα，ρ艀加7θσ褒角は接種源の如何に関せず何れもア

　ルカロイドの含有を認めなかった．叉，感染の時期及び授粉の有無に関せずアルカロイドの含有を認め得なかった．

　　（2）　α．ρ～〃ρ〃だσの寄生的栽培をなすには，特に，使用菌株の分離前（菌核）のoriginalのアルカロイド含量

　を定量して，高含量のものを無性繁殖して使用すべきである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　VII結　　論
　α．κ’o拠1’si姿角9寄生的裁下は可能である・

　終りに臨み本研究に対し終始御指事と御激励を賜りたる松尾所長に衷心より拝謝する．

　　　昭和22年10月16日　　　　　　　　　　　　　　　厚生省東京衛生試験所　薬用植物栽培試験場・
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」

Studie50n　the　parasitic　cultiv飢io皿of　ergot　with　C血ッfc8ρ5玩。π漉3　KAwATAN1魯

by　Toyohiko　KAwATANI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　　　　　　　　　　Ergot　or　sclerotia　parasitlc　on　rye　are　a　we11・knσwn　drug，　wh五ch　has　been　used・in　medicine　of　outstand－

　　　　　ing　importance．　There　has，　however，　been　no　production　of　the　rye　ergot　of　commerce　in．．　Japan．　The

　　　　　demand　for　it，　therefore，　has　been　met　with　the　importation　from　foreign　countries．　The　author　has　paid

　　　　　special　attention　to　the　fact　that　the　ergot　sclerotia．pa胎sitic　on．．America夏DしmbgrassてE砂溺欝甥oJ1’s．TRIN．）

　　　　　contain　a　great　amo血nt　of　physiologically　acti》e　phnclples，　an〔I　has　made　fundaτnental．studies　on　its．para・

　　　　　sitic　cultiva‡1on　in　order　to　substitute．　it　for　the　rye　ergot．　The　present　paper　herein　reported　is　the　results

　　　　　of　studies　oh　the　morphology，　phys量ology，　and　ecology　of　the　ergot　h皿gus　parasitic　on　American　Dunegrass

　　　　　（αα〃膨ρ3〃’07ακ3KAwATANI），　ecology　of　American　D孔megrass，　and　the　parasitic　cultivation　with　this

　　　　　ergot　fロngusもy　using　this　grass　and　barley，　etc．　as　its　hosts．　The　phncipal　parts　of　the　paper　consist　of　six

，　　　chapters．

　　　　　　1．　Introduction

　　　　　　　　　　Importan（めof　ergot，　historical　review，　origin　of　the　stud三es，　and　outlhle　of　them　are　described　in　deta五1、
イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　II．α伽’6θ2，s砒。卸α暦齢KAwATANI（：Ergot　fullgus　pa1・asitic　oll　Alnerica皿Dullegrass）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　1．　On　the　spikes　of　A血edcan　Dunegrass　wh：ch　werg　artificially　inoculated，　the　time　of　secretion　of　honey

　　　　　d。w，。。n，tit。ent。さ。。t。i。，d　in　h。nby　d。w，　th。　d，gree。f　acidity（PH　v、1。。）。f　h。。。y　d。w，　d。n、圭ty　6蜜。。nidia

’　in　honey　deW，　and。　the　morphology　of　conidia　are五nvestigated　in　detaiL　Secretion　of　honey　dew，　as　a　rule，　be・

　　　　　gins．　about　10　days　after　infection　and　continues　for　2－9　days，　and．is　very　much　abundant　especially　in　the

　　　　　night－time　or　in　a　humid　atmos亘here．　It　has　been　shown　for　the　first　time　that　sucrose，　maltose，　glucose，

　　　　　and　fructose　are　contained　in　honey　dew，　and　that・the　content　of　sugar　shows　a　tendency　to　be　the　m4ximum

　　　　　wh㎝it　is　sec祀ted　most　abundant！y　and　to　be　proportionate　to　the　density　of　conid1a　in草oney　dew．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　At　the　early　stage　of　secret1on　the　PH　value　was　4．2－4．4，　and　afterwards　became　gradually　higher：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　at　the器盤膿膿ρ霊1器畿。O’1□盤t無三三蘇1急，h。　b，g、一、。g。，

　　・　its　secretion，　in　whi（lh　case　the　number　amounted　to　1，000，000－5，300，000；and　afterwards，　the　number　grar

　　　　　dually　decreased．　It　has．been　shown　that　the　dilnensions　of　cQnidia　are，　generally，6．80－9。37×3．39－4．19μ，

　　　　．and　vary　w五th　the　d6nsity　of　conidia　in　honey　dew．

　　　　　　2．Morphological　studies　on　the　sclerotia　ofα」ゴ’oアσ〃3　and　its　developing　process　have　been　made　pre・

　　　　　cisely．　And　it　is　shown　that，　the　sclerotia　ofα．〃’oプα」’5　are　ob†iously　distinguishable　from　those　of　Sθσα’θ

　　　　　6σθα18Lαye），・4群｛吻70〃5θ翅’605’α’置‘2π’NEEs，　and　4．δ’fα7θFRANcH．　by　the　colour　and　external　charac・

　　　　．ters．　It　has　also　been　recognized　that　the　ergot　or　sclerotia　ofα．〃’07σ〃3　become　mature　30－40　days　after

　　　　　inoculatioロ；its　germination　is　promoted　by　the　treatment　at　low　temperatures；the　e㎎ot　is　viable　for　only

　　　　　ayear，　aロd　its　germination　in　the　llext　spring　is　severely　impaired　if　attacked　witb　Pθ漉σ〃ゴz伽．

　　　　　　3．　Stromata，　pehthecia，　asci，　and　ascospores　of　C1．1層目oアα〃3　have　been　prec玉sely　exami皿ed，　and　its　asco・

　　　　　spores　have　proved　obviously　distinguishable　from　those　of　S．‘θプθ〃θand！1．∫θ溺’σ03’α脇吻．　The　latteガfact

　　　　　togcthcr　with　the　external　characters　of　the　ergot…s　a　foundation　to　describe　it　as　the、species　ofα．〃’oア。〃∫．

　　　　　　管Original加per　is　written　in　Japanese：EISEISHIKENSHO　H6KOKU（Bulletin　of　the　National　Hygienic

　　　　　　　Laboratory），（1），　No．67．（Mar，1950），pp．219－260；（II），No．68（Dec．1950），pp．150－160；（III），No，

　　　　　　　69，pp・165－216．



218　・　　　　．　　　術生試験所報．告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，Natural　appearance　of　the　ergot　ofα．’f’07α」’50ccurs　abundantly　in　northern　Hokkaid｛，，　the　Kurile

Islands，　and　Saghalien，　in　which（Sagha！ien）it　was　in　a　sitIlation　that　7－33　g　of　tlle　crgot　per　man　and　per

hour　was　collectable．　And，　it　has　been　noted　that　abundant　apPearance　of　the　ergot　in　these　distr…cts　is　att・

ributed　to　the　very　severe　cold　winter，1ittle　sunshine　and　the　humid　atmosかhere…n　the　b！ossoming　season，

and　the　very　luxur…ant　growth　of　Amedcan　Dunegrass．・

　　　　　According　to　the　investigations　made　at　two　representative　locations　in　Saghalien，　the　percentage　of

ihfected　spikes　was　96．72　md　88，48％；the　percentage　of　infecte（1　f16rets（viz．，　the　percentage　of　the　infec．

tiv…ty）was　8．47　and　4．31％respectively；the　number　of　ergots　per　spike　was　mostly　1．一10，　the　larges亡amo・

unting　to　96．　On　the　pe蛤centage　of　the　infectivity，　the　mid〔11e　one－th…rd　of　a　spike　is　the　hlghest；the　first

（v…z，，the　lowest　or　the　lnost　basa1）　floret　of　a　spikelet　ig　the　highest，　and　apica1　（upPer）　florets　are　gra・

dually　decreasing　going　from　base　to　apex．　The　larger・sized　ergots（greater　than　7　mm　in　length　and　1．5mm

in　width）appear　mostly　in　the　first　florets，　whereas　the　smaller・sized　ergots（sma11er　than　7　mm　in　length

and　1．5mm　in　width）appear　mostly　in’the　second　floret8．　On　the　average　weight　cf　single　ergots，　it　has

been　recognized　that，　the　first　floret　is　the　heaviest，　and　the　apical　florets　are　gradually．1ighter　going　from

bage　to　apex．

　　5，　0n　the　time　of　infection　withα．　Jf’oア81ま5，　the　author　has　made　some　experiments　of玉ntercepting　from

natural　infectlon　by　covedng　paraffined　paper　at　va点ous　b10ssoming　stages　of　the　grass，　and　has　recognized

that　a　greater　pユ士t　of　infe6tion　occur　a士the　fhll・bloom　stage　of　the　first　floret．　A血d　he　has　also　recognized

that，　undcr　natunll　circumstances　a　greater　pa就of　infectio穐are　attdbuted　to　that　from　ascosporcg，　whereユg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
1量ttle　infection　is　atthbute4　to　that　from．conidia　in　honey　dew　viz、，　to　the　secondary…nfegtion　of　conidia．

　　III。　Alne「ica1L■）Ullegras8　（E’〃’”π87”0π’8　TRπN．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　P祀cise　investigations　oh　the　morphology，　ecology，　distdbut…Gn，　and　associations　of　this　grass，　cspecially

exact　observations　on　its　blossoming　whi6h　is　closely　related　to　the　para忌itic　cultivation，　have　been　made，

　　1．B！ossoming　period　of　a　spike．is　genemily　7－12　days．　On　the　blossoming　of　a　spike，　the　fiおt　florets

of　somewhat　upper　nodes　of　the　middle　part　are　the　earliest；the　first　ones　of　the　neighboring　nodes　follow

the　fg・・g。1・g；th・・ec・・d・…f・1i㎝・t　th・畑七1・・m・t・g・・f　th・fi・・t・…，wh・・m・・t・f　th・Ti・・t・n・・

are　blossom…ng；the　third　o真e9，　the　fourth　6n6s，　et6．　fo11σw　in　this　order　iロthe　same　way；the　most　apical

oneg　of　the　uppermost　and　the　lowest皿odes　are　the　latest．　　　　　，

　　2．Duhng　the　blossoming　period，　in　genera1，3－4’maxima　of　the　number　of　blossoming　florets　are　recog・

nized；the　time　whcn　blossom1ng　occurs　most　numcrously　is　mostly　betweeR　l　l　a．　m．　and　2　p．　m．；duration

df　opとning　of　the　glumes…s　mostly　150－210　m…n．；blossomin霧can　be　promoted　by　manipulat1on　of　the　8pike

with　fhction，　etc．　in　the　daytime．

　　3．　The　blossoming　time　of　natural　associations，　va頃ng　with　distdcts，　continues　from　the　thh●d　tea・days

of　May　in　the漁orthern　part　of　Tohoku　district　to　the　third　ten・days　of　July　in　Sa窪haIien．　Blossoming　pe・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
riod　of　an　associatio恥is　mostly　14－23　days，　and’ 奄刀@liable　to　be　influenced㌃y　the　weather；i皿rainy　or　cloudy

and　cold　weather三t　oc㎝rs　very　liをtle，　whereas　in　fine　and　wam　weather　it　simultaneously　occur3　vcry　much

numerously；it　does　not　oc㎝r　continuously　all　day　long，　but　at　some　time　it　tends　to　occur　suddcnly　and

simultaneously，　Minute　vahatio直s　of　meteorological　conditions　seem　to　act　as　an　impetus　to　blossoming．

　　4．　In　fhe　spikes　infected　withα．’”07σ～‘3，　the　percentage　of　settillg　grains　an（1　thc　weight　of　ripe　grains

are　1σwerα1　ia　pr・P・rti・n　t・the　extent・f　infe6ti・n．

　　．IV．　ParaSit置C　cu塁tiVation　of　e1・got　Wit血α」’¢o∂・α1’β1Dy　uSillg　A．me1●iCan　D巳m（・91’a99

　　　　　　　　ag　its　1亘ost

　　　　　　Since　Hed｛e’s　wo垣ks叩セhe　parasitic　6ultivation　of　ergot（withα．μ‘ゆ～’γθのby　using　ryc　as　its　host・

anumber　of　investigations　of　the　same　kind　have　been　published，　but　there　has　been　none（withα．’〃07σ1’3）
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　　　　by　using　American　Dunegr3ss．　The　author　has　used　ascospo】℃s，　cgnidia，　and　sclerotia　as　inoculum，　and　has

　　　　thed　to　inoculate　artific魚11y　by　methods　of　injectio11，　immersion，　smeadng，　sp漁ying，　and　sとatte血g．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　1．From　the　sta血dpoint　of．　the　percentage　of　the　i皿fectivity，　that　of五njection　method　is　the　highest，　rea・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　ching　over　40％，　and　that　of　smearing　method　fo110ws　the　foregoing；●that　of　both量mmersion　aロd　spraying

　　　　method　is　belgw　5％．　But，　from．the　standpoint　of　labour　of　ino㎝1ation，　spraying皿ethod　is．the　best，　and

　　　　ilnmersion　method　follows　the　fonner．　　　「　㌧

　　　　　　2．On　the　time　of　infection，　it　has　been　observed　that，　it　occurs　on！y　at　the　time　of　anthesis　and　espe・

　　　　c1ally　it　occuτ・s　very　abundantly　at　the　fu11－bloom　stage　of　t｝le　first　florets30n　th』．血oculum　used，　it　te豆ds

　　　　to　grow　smaller・sized　erg6ts　and　to　show　higher　percentage　of　the　infectivity　whea　the　suspensio亘of　conidia

　　　　is　used，　whereas　it　tends　to　grow　larger－s呈zed　ergots　and　to　show　loWer　percentage　of　the　iafectivity　whe皿　　、

　　　　ascospores　used．　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　，　　．

　　　　　3．　Further，　the】rnost　pej楼inent　condit至o皿of　the　con1dial　densユtアand　the　degree　of　acid五ty　（PH　value）of

　　　　spore　suspensiohs　and　the　preserving　method　of　bonidia．haVe　been　studied．　Conidia三n　honey　dew　are　viable

　　　　at　least　for　twQ　yearもif・preserved　i凪dW　condition．　Ergot・scattehロg　method　has　proved　less　successfu1，　and

　　　　compaτ㌦ed　very　uロfavorably　with　spore，spray㎞g　method．　　．　　　　　．　．．

　　　　　　4．According　to　an　example　of　field　inoculation　by　immers1ou　method　made加Saghalie聴，　where　natural

　　　　e㎎ot　of　C’．〃’oア〃∫s　grσws　ve＝y皿udl　abu夏da夏tly，　i瓦f㏄tion　was　mud医㎞clreased　by　use　of．oonid訟I　suspension

　　　　of　honey　dew　at　the．PH　value　of　5．0－6．2，　its　perce夏tage　of　the　i】ユfectivity、reaching　aロextent　of　about

　　　　17一一20％，whereas　that　of　the　controlled　plot　left　under　natural　conditions　was　about　11％．

　　　　　5．The　amGunt　of　t6tal　a！kaloids　of．the　ergo亡ofα．〃’oノ跳artificia！ly　cultivated　on　Ameri（氾n　Dunegrass

　　　　（0．976－1．124％）has　shown　no　difference　as　compared，　with　that　ofα，〃’oプσ1∫3　naturally　grown　on　this

　　　　grass（1．162％）．And　it　has　proved　independent　of　the　kind　of　inoculロm　used，　viz，，　ascospQres　or　cQ夏idia：

　　　　by　ascospores，1．08496；by　co臓idia，1．067％．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　V．Parasitic　cultivatioll　of　ergot　withα．　Zεω，’副εby鵬ing　b謎rley，　etc．　as　its　hosts

　　　　　　　　　The　authof　has　stud三ed　on　the　possibility　of　pa惚s量t董。　cult五vation　wi亡h　C1．1〃。〆θ〃3　by　use　of　gra三n

　　　　crops　as　its　hosts．

　　　　　1．The　infectivity　ofα．1∫’07α’∫εis　recognized　on　ordinary　barley〔two・rowed，　both．　the　erectum　（8bア・

　　　　4θκ〃z認3’ゴ‘ゐωzL．　var．θ786’翻1　ScH百BL．）and　theロutans（π．4fεだ‘み。〃L．　var．πε〃α’33　ScHOBL．），four・rowed

　　　　（1ノ．〃κ」8Pα7θL，），and　six－rowed　variet…es（正」．加καεガ。ゐρηL．）〕and．　hu11・1ess　barley　〔two。rowed　（H．フ3ぽκJz〃3

　　　　L．），four－rowed（8．むz‘」、gαノ2　L，　var．〃μ4’‘解），　and　six・rowed　varieties（1ノ．加κσ5’∫c勿〃L．　var．．．732‘4‘伽）〕．．

　　　　　　　　　On　the　contrary，　there　is且。　infectivity　of．　this　fungus　on　wheat〔common　wheat（T7〃ゴα〃ησr〃gσアθ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　VILL．）〕，　rye（S，．6677θα1θ　］し．），　and　oats〔common　oats（んθ紹5σ〃槻L．），　sided　oats（ん07ゴθη’α〃3　ScHREB．），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　
　　　　and　hu11・1ess　oats（．4．7．3π4¢L．）〕．

　　　　　2．The　percentage　of　the　infectivity　ofα．〃’07α」ゴ50n　two・rowed．barley．（compr五sing　both　ordi【≧ary　bar

　　　　ley　and　hull。1ess　barley）is　higher　than　that　on　four－rowed’and　six－rowcd　barley．　The　percentage　of　the

　　　　infectivity　Qf　C1．1〃。プ01ガs　on　barley（comprising　both　ordinary　barley　and　hu11・1ess　barley）is　much　lower

　　　　than　that　ou　Americah　Dunegrass．．

　　　　　3．　The　s呈ze　of　the　ergot　developed　oa　two一】窪）wed　barley　showed　a亡end飢cy　to　be　larger　than　tha亡deve一

，　10pcd　o頭our－rowed　aロd　six・rowed　barley．　Moreover，　the　size　of　the　crgot　developed　on　hu11・1ess　barley

　　　　showcd　a　tendcncy　to　be　somewhat　larger　tha職that　developed　on　ordinary　barley，

　　　　　4．　Thc　infcctivlty　ofα．1ゴ’oアα〃50n　barley　is三ndependent　of　po11二nation　of　the　host　plant．　Tllat　is，　the

　　　　infcction　withα．1”07α1∫50n　barley　occurs　also　at　the　stage　of　2－3　days　before　a皿thesis（pollination），　and

　　　　the　percentagc　of　the　infectivity　is　scmewhat　lower　than　that　in　tLe　co簸tro1（in　wh至ch　the　inf台ct三〇n　occurs

　　　at　the　stage　of　anthesis）．　The　s三zc　of　the　ergot　in　th五s　case　was　gcロerally●sma玉ler　than　that　in　the　contro1，
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　　　　On　the　other　hand，　the　infection　withα．〃’oノα1試30n　bユrley　occurs　also・at　the　stage　of　1，2，　and　3　days

　　　　after　antllesis（pullination），　and，　the．1ater…s　the　time』Qf　infection　after　anthesis，　the　lower　the　percehtage

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　of　the　infect五vity　shows　a　tendency　to　be．　The　s三ze　of　the．　ergot　in　these　cases　showed　no　difference　from

　　　　that　in　the　contro1，　　’　　　．　　　　　　．’　　　　　　　　　　　　　　　　層

　　　　　　5，Because　many　investigators　are　not　always　of　the　same　opinion　concerning　the　pro！オcm　whether　bar－

　　　　1ey　opens　its琶1umes　at　the　time　of　anthesis　or　not，　the　author　has　reobserved　this戸henomenon　precisely

　　　　using　841ines　of　ordinary　barley　and　661ines　of　hu11・1ess　bafley，　and　has　discussed　the　relatiou　between　the

　　　　rcs量stance　of　barley　toα，〃’07β〃3　and　the　opening　of　its　glumes，　with　special　reference　to　the　parasitic

　　　　cultivation．　Thcかhenomenon　of　opening　of　the　glumeg　of　barley　vaδes　with　var1eties，1ines，　situation　of

　　　　florets，　and　environmental　circumstances．　The　period　of　its　duration　is　generally　15－40　min．，　ia　which

　　　　on！y，　natural　infection　may　occur．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

’　6．The　blossomi㎎season　of　ba君ey　c磁Nated　in’Japanese　Saghalien　and　Hokkaido，　where　hu11・less　barley

　　　　is　much　more　extensively　cultivated　than　ordinary　barley，　coincides　pユrtially　or　totally　with　that　of　American

　　　　Dunegrass，　the　latter　grow…ng　na加lraUy　and　abundantly　on　the．　seashores　iロthese　distdcts．　Therefore，　the

　　　　barlcy　cutivated　along　the　seashores　in　the　v！cin…ty　of　Amcdcan　Dunegrass　iロthese　disthcts　has　a　probユbility

　　　　of　infectio夏withα．1f’oアα1ま3　according　to　vaheties　of　badey　and　enviromnental　circumstances．

　　　　　7．　Thc　ergot　ofα．1〃。アσ1試3　artificially　cultivated　on　barユey．has　proved重。　contain　a　coロspicuous　amount

　　　　of　alkaloids，　iadependent　of　po11ination　of　the　host　plaut　and　the　time　of　infection．　The　amount　of　total

　　　　alkaloids　of　the　ergot　of　CJ．〃’070κ5　artificialIy　cultivated　on　barley（0．846－0．987％）shows　no　great　differ・

　　　　cncc　as　compared　with　that　ofα．〃’oノα1f3　artific1ally　cultivated　on　American　Dunegrass（0．976－1．124％），

　　　　and　is　far　grcatcr　than　that　ofα，ρε’霞ρμ70α且atu職11y　grown　on　rye　in　fore…9n　countries・

　　　　　VI・1Damsitic　cu亘tivation　of　ergot　withα．2，～甜・2，’ω・eωby　usi1匿g　barley，　whoILt，　an｛．i

　　　　　　　　　　　rye　as　its　llosts

　　　　　　　　　With　reference　t6　the　parasitic　cultivation　of　ergot，　in　genera1，α．ρ謬〃ψ2‘ア8σ，　the　rye　ergot　has　hither・

　　　　to　bccn　uscd．　In　order　to　compare　with　that　ofα．〃’oアσ〃3　the　author　has　made　some　expedments　by

　　　　using　conidhl　suspcnsion　ofα，ρ’〃ψ2〃。π，　the　rye　ergot，　co11ected　from　Manchuria．
　　　　　　　　　　　　しド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　1．The　infectivity　ofα．伽ψ〃θσ…s　recognized　on　ordinary　barley［two・rowed，　both　the　erectum　and

　　　　重hc　nutans，　f・ur－r・wed，　and　six・r・wed　varieties〕，hu11・1ess　barley［tw・・r・wed，　f・ur・r・wed，　and　six・r・wcd　va・

　　　　rictics〕，　whcat〔c・mm・n　whcat〕，　and　rye．
　　b　LF

　　　　　2，　It　has　lx｝en　shown　expcrimentally　for　thc　first　time　that　the　infectivity　of　C’．ρz‘ゆκプ。σis　recognized

　　　　on　four・rowcd　and　six・rowed　hun・less　barley．　　　　　　’

　　　　　3．　The　percentage　of　the　infectivity　ofα．ρ～‘ゆμ7θαon　rye　is　the　highest，　and　that　on　barley樗omes

　　　　ncxt．　And　the　percentage　of　the　infectivity　ofα．μ’ゆ〃アθ40n　two－rowed　b乱rley　is，　howeverザhigher　th曳n

　　　　that　on　four－row6d　and　slx・rowed　barley．　The　size　of　the　e㎎ot　developed　on　two・rowed　barley　showed　a

　　　　tendcncy　to　be　larger　than　that　developed　on　four・ro、ved　and　six・rowed　bユrley．

　　　　　4，Thc　percentage　of　the　infectivity　ofα．ρ2’㌍〃θαon　wheat　and　American　Dunegrass　is　much　lowcr

　　　　as　comparcd　with　that　on　rye　and　barley．

　　　　　5，Therc　is　no　i纂fectivity　ofα．μ｛アμ‘γθαon　oats〔common　oats，　sided　oats，　and　hu11。1ess　oats〕．　T！、e

　　　　er鍔ot　fungus　parasit三。　on　oats　has　been　dealt　with　asα．メ》1〃ψ’〃。σ．　Hence　further　studie3　have　to　be　m皿dc

　　　　conccrnin琶the　problem　whether　this　fuhgus　may　be　an　independeロt　biological　race　ofα．ρ〃ψτ〃ρσor　a　ncw　’9

　　　　spccics　ofαα〃f‘’ρs．

　　　　　　6，　Thc　infectivity　ofα．ρ2‘ゆ2〃紹on　barley，　wheat，　and　rye　is　independent　of　pollination　of　thc　host

　　　　plantg，　The　infection．withα．1動〃ψ2‘72αon　them　occurs　also　at　the　stage　of　2－3　days　before　anthcgis

　　　　（Po11ination、，　and　at　the　stage　of　1・2？an（13days　after　anthesis　（pollination）。
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　　7．　The　ergot　ofα．卿ゆ～〃θαartificially　cultivated　on　barley，　Wheat，　and】写e　contai且ed．　no　alkaloids，

．ihd・並・nd・nt・f　p・11i・・t：・n・th・kiゆf．・p…r・・ed…dth・tim・・f　i真f・cti・n・The　a・th・・i・t・Φret・th・t

this　is　because　the　strain　used　iロthese　expβrimeIlts． 奄刀@that　which　contains．no　alkaloids．

　　　　　　　　コ　　　　　　In　conclusion，　for　the　purpose．of　the　parasitic　cultivation　of　ergot・　strains　of　hlgher　alkaloidal　con句

tent　must　be　selected　and　asexua11y　propagated．　It　is　att且ined，　previouslY　to　the．　isolation，　by　assaying　quan・

・it・ti・・1y五・di・id・・1・c1・r・tl…the　alk・1ρid・1・・nt・・t・The　ext・nt・f・1k・1・三d・1・・nt・nt・・5t・・h・w・vr・・P・i・

皿arily．on　a　hereditary　basis．

馳October　16，　1947　　　　　　　　　　．　・

『　　Expefim6ntal　Faml　for　the　Cultivation　of　Medicinal　Plants

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（attached　to　the　Nat1o夏al　Hygieロic　Labo血tory）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．30，　Kasukabe・Machi，　Saitama－Ke叫Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
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化学療法都の化学樗造と臓器温和性並に毒性との関連∫（第1報）「二1噌7ラゾ「ン」め急性・慢性中毒

症の病理学的弓．1．「　　r　・／、田下・卸雛雛騨ll弔・・！57～160，冒95L・
　　　1化学醗と抗菌尽ハルに興即ある「・ト・フラゾ「ン」について・劃生と三親雛との関係姓ど

　　．し：て病理組欝屈｝韓面した，その結果「ニト・フラゾ膨」は供試鞠（家兎・ラッチ吋ウス）により病理

　　学的にみた毒性に幾牙Q差異がみられたが，致死量（Pro㎏0．5g）の10分の1量以上では長期連続投与に

　　　より嘩中毒が実三三ρ難或は循環障碍となってあら練・特に購・著明である・』しかし搬に対する

　　．毒性ぽ比較的大量を投与．し孝場合にだけ認められ・致死量の19分の1量以下の場合は病理学的にも著変を認

　　．めない・’た或60、醐投与に及議：と致死量の25分の嘱：以下・100分の1量投与に杢るまで，特異的に腎・

　　臓た血膿離二三漏れるよう｝・なり測・9幽間に至ると5・・分の工面与で三二鍛がみ叡

○　　れるようになつ奉・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　即ち「ニトロフラゾーン」ほ，長期投与により蓄積作宙を現わし慢性申毒症を発現した．このことは急性申1

　　毒死のみの観察では全ぐ予想もされないことである．　　　　　　’　1’

食贔の新鮮保持に関する研究．．〔1〕

欽心添如剤としての「ニト戸フラゾ陶ン」ρ価値　　　　　　・　荻生三雄・本多義夫・長澤弘明・．山田寛司　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　　　”．、　、『　「　青山好作，丹泊園枝，林、長男．　　　　‘F

　　　．　　　　　　・　　　・　　　　　　　　　　　‘　　　日本医科大学雑誌：18（3＞，6～11，1951・

’rrト・・フ』宴]ーン」を冷菓子或は生菓子類の防腐の目的に応肌た梯の価値を・1・・it・・或1丁丁食品

　に添加し1て実験的に考察を加えた1・

「二1・ロフラゾ緬ン」の殺菌力と各種ズルフォンアミド剤との併用時に於ける殺菌効果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八田貞義，膏山好作，丹治園技　　実験泊療：251，24～26，1950．’

　　　「ニトロフラゾ幽ン」の殺菌性という問題について2，3の検討を加～宅，N．Fは菌に対し低濃度では発育　プ

　　阻止的に高濃度では殺菌的に作用するが，このものが旧記で溶解する濃度で常温で作用させた時は殺菌完了ま

　　でにかなりの旧聞（18～24時間）を要した．これに作用温匿条件を附加させると，作用温度の上昇とともに殺

　　菌率は増大した．更に各種スルフォンアミド剤との併用時の殺菌効果乖に協同現象にρいて論じた．　　　　　、

化学療法剤Gan重rosanの試験管内抗菌作用並に生体内濃度
　　　！　’　　　　　　　　　　　八田貞，轟膏山好作，丹治一回，中鼻富子；林　畢男，小澤茂子，中井　毅

　　　　　　　　　　　　　　　　山本一朗，凹凹弘明．　　・生醤の科学：2（3），114～118，1950．

　　　　4－Dim・・h・1＋・・1魚・i1・mid・i・・xaz・1・，の描翻・作用型及び拮論語｝・対す民度・並に生体内叫

　　　中は尿申）濃度等について究明し，この薬剤の臨床応用を論じた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

2557A波長紫外線（Sterilamp）についての細菌学的基礎研究，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八田貞義乳膏山好作，丹治園枝，中島富子，：荻生早準

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多義夫，　東京医事新誌：67（9），29～32，1950，

　2537A波長紫外腺（Sterilanlp）を用い，これに対する細菌の感受性，紫外線による医薬品及び室内の殺菌‘

並に殺菌，・作用機作等について解析を加えた．
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　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨

（Cんθπ0ρ06’〃π2）属植物の染色体数　1．アリタソウ，アメリカアリタソウ及び呂三近縁種ρ染色体数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川谷豊彦，大野忠郎．1遺傳難；25（5－6），177－180，195③

　　　　アリ〃ウ（αo初ρ04如πσ励705fof4θ3　L．）の楽色体数についてはKj・Um・rk（1934）が「2・郷と報告
．，．

Aしている虜で・ア・・カτ・タ・ラ、（C乃，α〃霧うノ。∫’oゴ4θ∫L．、セar，απ魏oJη珈’如朔A，　Gray）・・ついて｝妹だ

　　　報告されたものがない．著者等は1948．年に前記両殖物の染色体数を決定し，さらに1949年には形態学的研

　　　究な行い，爾これに関述して若干のC加η（ψ04吻η、属植物ゐ染色体数観察壱行つた．．妾の結果，1．アリタソ

　　　ウの染色体数はn＝8，16寝24，アメリカアリタソウはn唱32冷ることが初めて署者等によって決定された．

　　　2，アリタシウ及ア．メリカアリ．タソウの染色体数は8．を基数とす為倍数陸を示し，染色体数を異にす：る各々の

　　　　　へ　　　ものは夫々明瞭な形態的特徴たもつ．3．1949年次のC舵πoρoげ’～伽属植物の染色体数を決定した．即ち，C翫、

　　　αη7う705∫o’dθsL，　var，ル2‘’foo5ε〃η及びC乃．βo妙5　L．，はn亨8，　C乃：α1δ〃ηL．　var．　cθ〃70η〃π2πMakino

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　・（・・ザ｝・C・・ρ・伽L・C〃・β…・伽’…㌻・・Cゐ・・’畔…D・・は・〒i6であっていつ！～も8を

　　　基数とすることが新しく初めて決定された．　　　　　　、　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．

ヒアルロニダーゼの酵素化学的研究’（第1報）一ヒアルロン酸の新精製法論1 @　　　　　　　　’
　　，　　．　　　　　　’．　　　　　　　　寺山　宏｝山羽　力．　　日化・72（7），653．昭和26，

　　　　・・朔・・H・より三三で嘩解離齢子・．オ・として存在し・・ア・レ・ン醗雛離ゐ漁轍

　　　（一種蝋チ〃、・ット）するが，pH　6．5～7．0よりアルカリ性で1圷溶性となる；これを利山脚闘】｝王腋

　　　にpH　5・5で朴ザ・を臓生じた沈澱鰯ア・・カリ」1生で酬すると・ア・レ・ン酸のみが抽出される・

　　㌧　此め方法で純度の高いピアルロン酸を得ることが出来た．

　「カタラ帥ゼ」一「高分子電解質」●複合系の酷素作用の研究（第4報）一該複合系に及ぼす温度処理

　の影響について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺山　宏，山羽　力，葦間慶・一．・、日尾：72（3、，331，昭和26．

　　　　＿般はP．V．S．K．やマクラミンの女口き高分子電解質と結合したカタ．ラーゼは，．力燃処理（50．，30分加熱）

　　　に依って，単独藤の黙不活靴よりも大な躁不一制す・と棚ら均・となった・こ浦力口幅理によつ

　　　て両者の結合が更に強固になった為，その阻審的影響が増大した吸ではヶいかと忌われる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、グアノフラシ財の吸細論び排泄に就て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山地豪雄，功刀　博，　　東京医誌：67（10＞136～38，昭25．

　　　　グアノフラシンを経ロ投与及び静注し，その血Φ濃度並びに尿中濃度を測定した。尿中濃度は大腸奮・ブド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ウ球菌の姥育を試験管内で阻止するに足る濃度に至ったが，血中濃度はその濃度には至らなかった。グァノフ

　　　ラジンの尿中排泄は経ロ投与後1～2時間後迄が最高であった。．
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